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 巻頭カラー図版 1 百間川鳥諏 （北西から） { A : 百間川米田遺跡 8 : 百間川兼墓・今谷遺跡 c: 百間川沢田遺跡 o:百間川原尾島遺跡）



巻頭カラー図版 2 198 4• 1985 年度調査区航空写真（北から）
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百間川（旭川放水路）は、旭川の洪水から岡山城下を守るため、江戸時代 (1686年）に造ら

れた人工河川です。

この百間川は、築造以来数多くの大洪水から岡山市街地を救ってきましたが、上流部の山林

の伐採や、砂鉄採取による河床べの土砂堆積のため、明治維新後たびたび災害に見舞われるこ

ととなりました。特に、昭和9年9月の室戸台風、昭和20年9月の枕崎台風による洪水では旭

川本川、百間川ともに各所で堤防が決壊し、大きな被害がでました。

その間、昭和元年には国による改修工事が開始されましたが、戦局の悪化のため、ほとんど

手がつけられないまま中止されるに至りま・した。その後、昭和38年から43年にかけて河口水門

の改築を行ったものの、他は大部分が築造当時の原形をとどめたまま長らく放置されていまし

た。

一方、近年の都市化に伴い、土地利用形態も大きく変化しており、先の室戸、枕崎台風クラ

スの大洪水に見舞われれば被害は甚大なものになると予想されます。

このため、旭川を管理している建設省では、百間川を近代的な旭川放水路としての機能を発

揮させるため、昭和40年度より事業を再開し、地元の方々の多大なる御協力を戴き改修工事を

進めてきました。その結果、昭和58年に第 1期工事（戦後最大流量に対応した河道）が概成し、

現在第 2期工事を進めているところです。

百間川には、縄文から江戸時代に至る貴重な遺跡が埋蔵されていることが知られています。

建設省では、岡山県教育委貝会と協議を重ね、昭和52年度から同委員会に委託し、発掘調査を

実施しています。

本書は、この発掘調査のうち、昭和58年度から昭和60年度にわたって調査が行われた、百間

川米田遺跡（旧当麻遺跡）の調査結果をまとめたものです。本書が、百間川埋蔵文化財に対す

る認識と理解のため、また教育並びに学術、文化のため、大いに活用されることを期待します。

最後に、発掘調査並ぴに本書の編集に当たられた、岡山県教育委員会をはじめとする関係各

位の御尽力に対し、深甚なる謝意を表します。

平成元年9月

建設省岡山河川工事事務所

所長西口泰夫
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百間川（旭川放水路）は、岡山の城下町を水害から守るため、江戸時代の初めに築堤・開削

された人工の川ですが、今では、岡山市民の緑のオアシスとして広く親しまれています。 そこ

には、 アユモドキやオニバスを代表に、数多くの動植物が生息し、 まさに、都会に囲まれた自

然の宝庫となっています。 さらにこの川の下には、昔の人々の暮らしを伝える遺跡が、広く残

されています。 このかけがえのない自然と文化財をどのように保護していくかは、現在の私達

にとって、大きな課題となっています。

岡山県教育委貝会では、昭和50年から本格化した百間川の改修工事に伴い、河川敷内の遺跡

の保存について建設省岡山河川工事事務所と協議を進めてきました。その結果、やむをえず破

壊される遺跡の一部については記録による保存の処置をとることとし、昭和52年から発掘調査

を実施しています。そのうち、戦後の最大流量に対応した第 1 期工事分の調査（昭和52~56年

度）結果については、すでに『旭川放水路（百間川）改修工事に伴う発掘調壺』 I ~VIとして

6冊を刊行しました。 その後の発掘調査報告書の刊行につきましては、本州四国連絡橋や山陽

自動車道などの大規模工事に伴う調査量の急増のため、やむなく作業を一時中断しておりまし

たが、 このほど『旭川放水路（百間川）改修工事に伴う発掘調査』 VIIを刊行するはこびとなり

ました。

この報告書では、昭和58年度から60年度にかけて調査を行った百間川米田遺跡（旧当麻遺跡）

についての結果の概要を述べています。弥生時代から江戸時代までの長期間にわたる多くの遺

構・遺物がみつかりましたが、 なかでも、中世の集落の一部がまとまった姿で検出されたこと

は、当時の村や町のようすを考えるうえで注目されます。今後、 この報告書が文化財の保護・

保存に少しでも役立てられ、 また、研究資料の一助として活用いただければ幸いです。

最後に、発掘調査の実施、及び報告書の作成にあたって、建設省岡山河川工事事務所、並び

に百間川遺跡埋蔵文化財保護対策委貝会をはじめとする関係各位から寄せられた多大の御協力

と御指導に対し、厚くお礼申し上げます。

平成元年9月

岡山県教育委員会

教育長 竹 内 康 夫



例 百

1. 本報告害は、旭川放水路（百間川）改修工事に伴い、建設省中国地方建設局の委託を受け、岡山県教育

委員会が1983~1985年度に発掘調査を実施した、百間川米田遺跡の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査期間は、 1983年度が1983年8月17日~12月10日、 1984年度が1985年1月8日~3月31日、 1985

年度は1985年 4月1日~1986年1月19日で、調査総面積は12,978面である。

3. 発掘調査およぴ報告書の作成にあたっては、旭川放水路（百間川）河川改修工事に伴う埋蔵文化財保護

対策委員会を設け、下記の方々に委員を委嘱した。対策委員各位からは終始有益なご指導とご助言をいた

だいた。記して深〈感謝の意を表す次第である。

池葉須藤樹（岡山県遺跡保護調査団員） 鎌木義昌（岡山理科大学教授）

近藤義郎（岡山大学教授） 角田 茂（岡山県遺跡保護調査団貝）

出宮徳尚（岡山市教育委員会文化課課長補佐） 水内昌康（岡山県文化財保渡審議会委員）

4. 出土遺物のうち輸入陶磁器については亀井明徳氏（専修大学助教授）、木簡類については水野正好氏（奈

良大学教授）に教示を受けた。

また、自然遺物の鑑定・同定については下記の諸氏・機関に依頼し、有益な教示を得るとともに、報告

文を頂戴した。これらについては付載として本報告書に掲載している。

人骨鑑定 池田次郎（岡山理科大学教授） 石器石材鑑定三宅寛（岡山理科大学教授）

動物遺骨 茂原信生（獨協医科大学講師） 木器樹種・種子同定 パリノ・サーヴェイ株式会社

ただし、いずれも出土量が多かったため、担当者の選別した一部の資料について実施したものである。

5. 発掘調査の実務は、 1983年度は岡山県教育庁文化課が担当し、 1984年度以降については岡山県古代吉備

文化財センターが担当した。

6. 発掘調査ならぴに報告書の作成は、岡山県古代吉備文化財センター職員 井上弘・柳瀬昭彦・平井勝・

古谷野寿郎・岡本寛久・江見正己• 平井泰男・宇垣匡雅が担当した。

7. 報告書の作成にあたっては、 1984年4月1日-1987年3月31日まで百間川遺跡調査事務所において洗浄

・注記作業を実施し、 1987年4月1日-1989年3月31日にかけては岡山県古代吉備文化財センターにおい

て注記・復元・実測・写真撮影• 原稿執筆を行った。

8. 本文の執筆には調査員全員が分担してあたったが、その分担は目次に示すとおりである。ただし、第3

章第2節については各遺構の文末に文責を明示している。

9. 本書の編集は岡本寛久が担当した。

10. 出土遺物ならびに悩面・写真類は岡山県古代吉備文化財センターに保管している。



凡 例

1. 今回報告する遺跡はかつて百間川当麻遺跡と呼称していたが、当麻は小字名のために今回の地区まで及

んでいないことが判明した。遺跡としては一連のものであるため，百問川原尾島遺跡や同沢田遺跡のよう

に、大字名の米田をつけて遺跡名を百間川米田遺跡に変更することとした。ただし混乱を避けるため、今

回の報告に限り（旧当麻遺跡）を付記する。なお、従来の当麻遺跡は米田遺跡当麻地区、岩間遺跡は米田

遺跡岩間地区と呼称する。

2. 調査地区には従来から当麻地区で使用していた10m方眼を延長して使用することとした。東西のライン

は北からA・B・Cとアルファペット記号で呼ぴ， ZをすぎるとAA・BB・CCと続けることとした。南北

のラインは西から 1・2・3と数字をつけている。そして、方眼の桝目の呼称は、北西隅の交点の名称、

すなわち 5Bとか14Sに区を付けて呼ぶこととした。なお、方眼の割付けにあたっては、旧調査区に残存

していた杭から測羅したため、いくらかの誤差は免かれない。調査グリッドと国土座標との関係について

は、第 2章第 4節を参照されたい。

3. 本報告書に掲載した遺構実測図の北方位はすべて磁北であり、建物・塀等の方位角のNも磁北を示す。

ただし、第2-4図は真北であり、調査地区付近の磁北は西偏 6゚30'を測る。

4. 本報告書に掲載した遺構実測図の高度はすぺて海抜高度を示す。なお、調査中の基準高度は建設省が改

修工事に伴って設置したBMから引いたものである。

5. 本報告書に掲載ーした遺構ならぴに遺物実測図の縮尺率は下記のとおり統一していて、例外については縮

尺率を明記している。

遺構

竪穴住居・建物・塀： 1 /80 井戸（奈良時代以前） ・土城・溝断面： 1/30 

井戸（平安時代後期以後）： 1/40 

遺物

土器： 1/4 土錘： 1/3 石器・金屈器： 1/2 木器： 1/ 4 砥石・石錘： 1 / 3 

6. 土器実測図のうち中軸線の左右に白抜きのあるものは、口径の残存率が1/8以下の小破片であること

を示し、口径推定が困難なものである。

7. 遺構番号は、過去に報告された遺構との重複を避けるため、・新たに101番から順次付した。

8. 遺物番号は、材質を示すため、土器・瓦以外のものについて、下記のような略号を番号の前に付した。

石器： S 鉄器： I 銅器： B 土製品： C 木器： W

9. 本報告書第 2図に掲載した地図は、国士地理院発行1/25000地形図、和気・西大寺• 岡山北部・岡山南

部の一部を復製したものである。また、第 3図と第4図は岡山市域図 1/2500地形図8-4を復製したも

のである。

10. 本報告書で使用した土器編年は『旭川放水路（百間川）改修工事に伴う発掘調査 I』において採用した

ものである。
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2 . 井戸107断面（南西から）

1. 井戸107検出過程（南西から）

2 . 井戸107底部出土蔓製品

（西から）

井戸107出土遺物（約 1/ 4) 

1. 井戸108断面（南東から）

2. 井戸109断面（西から）

1. 井戸110断面（西から）

2 . 井戸110遺物出土状態（西から）

1. 井戸111遺物出土状態（西から）

2 . 井戸111出士遺物〔 l〕

井戸111出上遺物〔 2〕

1. 井戸112(南から）

2. 井戸112出士士器195内面に付着

する炭化米

井戸112出土遺物

1 • 井戸113

2 . 井戸115・出土遺物

1 . 井戸114(北東から）

2 . 井戸114井戸枠（北東から）

1 . 井戸114井戸枠内遺物出士状態

（南東から）

2 . 井戸114出土遺物

1. 井戸114井戸枠 (W4) 

1. 井戸116遺物出士状態（北から）

2. 井戸116完掘状態（東から）

井戸116出土遺物〔 1〕

図版31

図版32

図版33

図版34

図版35

図版36

図版37

図版38

図版39

図版40

図版41

図版42

図版43

図版44

図版45

図版46

図版47

図版48

図版49

図版50

図版51

図版52

井戸116出土遺物〔 2〕

1 . 井戸116出土遣物〔3〕

2 . 井戸117

1 . 土壊103(西から）

2 . 士猥113(南西から）

・l. 土猥105遺物出土状態（西から）

2. 土城105出土遺物(1〕（約 1/ 4) 

土塘105出士遺物〔 2〕（約 1/ 4) 

土猥105出土遺物〔 3〕（約 1/ 4) 

土壊105出土遺物〔 4〕（約 1/ 4) 

土壊105出士遺物〔 5〕（約 1/ 4) 

1. 土壊106(西から）

2. 土墟108(西から）

3 . 士塘110(南東から）

士壊114(南西から）・出上遺物

1. 土壊115・116(南西から）

2 . 土壊115・116(北西から）

3 . 土壊116出士遺物（約 1/ 4) 

土堀117遺構検出過程

土城117出土遺物（約 1/ 4) 

1. 土壊128(南から）

2 . 士壊128出土はしご状木器

1. 土堀131(南から）

2 . 土漿134(束から）

1. 溝101全景（西から）

2 . 溝101全景（東から）

1. 溝102B-B'断面（東から）

2. 溝102C-C'断面（西から）

溝102出士石器

溝111・110(左下）・ 105(右下）出

土遺物

1. 溝101上部包含層下層遺物出士状

態〔 1〕（西から）

2. 溝101上部包含層下層遺物出土状

態〔 2〕（東から）

1 . 溝101上部包含層下層遺物出士状

態〔 3〕（南から）

2 • 溝10~上部包含層下層遺物出土状

態〔 4〕（南西から）

溝101上部包含層下層出士遺物

〔l〕（約 1/ 4) 



図版53 溝101上部包含層下層出土遺物 図版72 1. 建物130・131・132(南から）

〔2〕（約 1/ 4) 2. 建物131柱穴 1(左上） . 3 (左

図版54 溝101上部包含層下層出土遺物 下）・ 11(右上）・ 12(右下）

〔3〕（約 1/ 4) 図版73 1. 建物133・134(南から）
図版55 溝101上部包含層下層出土遺物 2. 建物137(東から）

〔4〕（約 1/4・約 1/ 2) 図版74 1. 建物138(南から）
図版56 溝101上部包含層下層出士遺物 2. 建物137・138・ 塀103(南から）

〔5〕（約 9/ 1 0、約 1/ 2) 図版75 1. 調査風景N-R区（北西から）

図版57 1 . 井戸118断面（南西から） 2. 建物151・152(北から）

2 . 井戸118遺構検出過程〔 l〕 図版76 1. 建物143~149(南から）

（西から） 2. 建物143・144・146・塀105・106(南

図版58 井戸 118遣構検出過程〔 2 〕• から）

出土遺物〔 1〕 図版77 1. 建物147・149(南から）
図版59 井戸118部材 2 . 建物148・ 塀107(西から）

図版60 1 . 井戸119井筒検出状態 図版78 1. 14~16P·Q 区中世建物群と溝

2 . 井戸119出土遺物 122 (南から）

図版61 1 . 溝115(南西から） 2 . 建物154・155(北から）

2 . 溝115出土遺物 医版79 1. 建物153(北から）
図版62 1 . 溝101上部包含層上層遺物出土状 2 . 建物153-160(西から）

態（北から） 図版80 1. 建物157(南から）

2 . 溝101上部包含層上層出土須恵器 2 . 建物153~160 (北から）

図版63 1. 溝101上部包含層上層出土土錘 図版81 1 .. 建物165(南から）

（約 1/ 2) 2. 建物166・167(南から）

2 . 溝101上部包含層上層出士士馬 図版82 1. 井戸120半掘状態（南から）

（約4/5) 2. 井戸120検出状態（南から）

図版64 1. 建物108・119(南西から） 図版83 井戸120遺構検出過程

2. 建物111(北から） 図版84 1 . 井戸121(西から）

図版65 1. 建物112(北西から） 2. 井戸122(西から）

2. 建物113(東から） 図版85 1. 井戸122遺物出土状態

図版66 1. 建物114・115(南から） （南西から）

2. 建物116・117(南から） 2. 井戸122出土遺物

図版67 1. 建物118(南から） 図版86 1. 井戸123(北から）

2 . 建物120(南西から） 2. 井戸123井戸枠と曲物（北から）

図版68 1. 建物121・122(南から） 図版87 1. 井戸124(南から）

2 . 建物123・124(南東から） 2 . 井戸126(西から）・出土遺物

図版69 14-19M-Q区中世遺構群全景（南 図版88 1. 井戸125(南から）

から） 2 . 井戸125出土陶硯

図版70 1. 1983年度調査区全景（南西から） 図版89 1. 井戸127半掘状態（南から）

2. R区以南調査区全景（南から） 2 . 井戸127井筒完掘状態（南から）．

図版71 1. 建物126(南から） 出土遺物

2. 建物126・ 塀101(西から） 図版90 1. 井戸128・129(西から）•井戸 129



出土遺物 図版113土城159出土遣物〔 8〕

2. 建物161・162(北から） 図版114土塀159出士遣物〔 9〕

図版91 1. 井戸130半掘状態（西から） 図版1151. 土城168(西から）

2. 井戸130完掘状態（西から）・出 2 . 土城207(東から）

士遺物 図版1161. 士城177(南から）

図版92 1. 井戸130(西から）・出土遺物 2. 土猥178(南から）

2 . 井戸131(北から）・出土遺物 図版1171. 土城179(西から）

図版93 1. 井戸出土の横桟（井戸130・131) 2 . 士塘180(南から）

2 . 横桟の木組状態 図版1181. 士壊181(南から）

図版94 1 . 井戸132完掘状態（南から） 2 . 土壊182(束から）

2 . 井戸132半裁状態（南から） 図版119 1. 土塘183(東から）

図版95 1. 井戸133完掘状態（南から） 2 . 士塘184(南から）

2 . 井戸133半載状態（南から） 図版1201. 土壊187(南から）

図版96 1. 井戸135(東から） 2 . 土城191(南から）

2 . 井戸135出土遺物 図版1211. 士壊193(東から）

図版97 1. 井戸136完掘状態（北から） 2 . 士城194(東から）

2. 井戸136半裁状態（北から） 図版1221. 土城196石組（南から）

図版98 1. 井戸137完掘状態（東から）・出 2 . 土塀196石組下の士城（北から）

土遺物 図版1231. 士猥197(南から）

2 . 井戸138完掘状態（西から） 2 . 土猥198(南から）

図版99 1. 井戸139完掘状態（西から） 図版124 1. 土壊199(南から）

2 . 井戸139半裁状態（東から） 2 . 土塘200(北から）

図版1001. 井戸134完掘状態（西から） 図版125 1. 土塘201(西から）

2. 井戸140完掘状態（西から）・出 2 . 土猥203(東から）

土斎串 図版1261. 溝122(束から）

図版101井戸140出土遺物 2 . 溝122(西から）

図版1021. 井戸141(南から） 3 . 溝12216 R区貝塚およぴ遺物検

2. 井戸141内部（南から） 出状態（東から）

図版103井戸141出土遺物 図版1271. 溝12218R区貝塚および遺物検

図版1041. 上城141(南束から） 出状態（西から）

2. 土城149(西から） 2 • 溝12220 R区凹地内の呪符出土

図版105 1. 土壊156(南から） 状態

2. 士塘161(西から） 図版1281. 溝122椀出土状態

図版1061. 上塘159遺物出土状態（東から） 2 . 溝122下駄出士状態

2 . 土城159出士遺物〔 l〕 図版129溝122第 3層出土遺物

図版107土城159出土遺物〔 2〕 図版130溝122下層出土遺物

図版108士堀159出士遺物〔 3〕 図版131溝122出上遺物

図版109士墟159出土遺物〔 4〕 図版132溝122出土遺物

図版llO土猥159出土遺物〔5〕 図版1331. 溝123(南から）

図版111土城159出士遺物〔6〕 2 . 溝123木製品出土状況

図版112土猥159出土遺物〔7〕 図版134溝123出土遺物



図版135 1. 溝124(西から）

2 . 溝124出士遺物

図版136 1. 溝125遺物出土状態（北西から）

2. 溝125(北西から）

図版137溝122・125出土遺物

図版138 1. 溝131(南から）

2. 溝132・133・134(北から）

図版139 1. 池101(北から）

2. 池101茶椀出土状態

3. 池101下駄出土状態

図版140池101出土遺物

図版141百間川米田遺跡出土の人骨

図版142百間川米田遺跡出土の魚類、爬虫類、

烏類およぴ哺乳類

図版143百間川米田遣跡出土のシカ

図版144百間川米田遺跡出土のウシ

図版145百間川米田遺跡出土のウシ

図版146百間川米田遺跡出土のウシ

図版147百間川米田遺跡出土のウシ

図版148百間川米田遺跡出土のウシ

図版149百間川米田遺跡出土のウマ

図版150百間川米田遺跡出土のウマ

図版151百間川米田遺跡出士のイヌの頭蓋骨

図版152百間川米田遺跡出土材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔 l〕

図版153百間川米田遣跡出土材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔2〕

図版154百間川米田遺跡出土材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔3〕

図版155百間川米田遺跡出土材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔4〕

図版156百間川米田遺跡出土材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔5〕

図版157百間川米田遺跡出土材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔6〕

図版158百間川米田遺跡出土材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔 7〕

図版159百間川米田遺跡出土材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔8)

図版160百間川米田遺跡出土材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔9〕

図版161百間川米田遺跡出士材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔10〕

図版162百間川米田遺跡出土材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔11〕

図版163百間川米田遺跡出土材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔12〕

図版164百間川米田遺跡出士材同定（昭和62

年度）顕微鏡写真〔13〕

図版165百間川米田遺跡出士種子同定（昭和

62年度）写真

図版166百間川米田遺跡出土種子同定（昭和

61年度）写哀

図版167百間川米田遺跡出土材同定（昭和60

年度）顕微鏡写真〔 1〕

図版168百間川米田遺跡出土材同定（昭和60

年度）顕微鏡写真〔2〕
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第 1章 地理的・歴史的環境

百間川は、江戸時代はじめの寛文9年 (1669年）から貞享4年 (1687年）にかけて、旭川の

放水路として造られた一大人工河川である。

それ以前の旭川は、竜の口山系の西端にあたる岡山市中原付近で平野に流れ出す際に分流し、

大きくは、現在の流路のように南下するものと、岡山市米田と大多羅町の間の低位部に向かっ

て南東へ流れるものと二つの流れがあったようである。

ところが、岡山城主であった宇喜多秀家が天正18年 (1590年）から岡山城の大改築を行い、

その際、旭川の流路を城の堀として取り込むために付け替え、ほぼ現在の姿に変えてしまった。

この新しい流路は城の北方で大きく屈曲する不自然なものであったため、これ以後、岡山城下

は度々洪水の被害を受けることとなった。

この洪水を防ぐために熊沢蕃山や津田永忠により考え出されたのが百間川である。すなわち、

岡山城と岡山市中原の中間付近に位置する岡山市竹田付近の束岸堤防筋に、「荒手」と称する洪

水の越流堤を設け、ここからあ

ふれ出た洪水を操山の北麓へ導

き、そこから山裾に沿って東流

させ、やがて操山丘陵の東端で

ある岡山市米田の通称「大曲り」

から南流させ、海へ流そうとい

う構想である。この構想は寛文

9年 (1669年）現実に移され、

その後、百間川内には洪水のカ

を更に弱めたり、沈砂の機能を

備えた、第 2、第 3の「荒手」

が築かれ、完成をみたのである。

これが現在の百間川までに至っ

ている。百間川にまで名の由来

も「二の流手」の幅が導流堤を

含め100間あったことによる（註

1)。百間川の流路延長は岡山市 第 1図百間川の位置

ー



第 1章地理的・歴史的環境

I . 百間川米田遺跡 2. 百間川兼基・今谷遺跡 3. 百間川沢田遺跡 4. 百間川原尾島遺跡 5 . 兼
基遺跡 6. 雄町遺跡 7. 乙多見遺跡 8 . 赤田遺跡 9 . 唐人塚古墳 10. 備前車塚古墳 11. 山王
山古墳 12. 沢田大塚古墳 13. 金蔵山古墳 14. 旗振台古墳 15. 操山103号墳 16. 操山 106号墳
17. 湊茶臼山古墳 18.網浜茶臼山古墳 19. 操山 109号墳 20. 網浜廃寺 21. 幡多廃寺 22. 賞田廃寺
23. 井寺廃寺

第 2図 百間川周辺遺跡分布図(1/50000)

-2-



第 1章地理的・歴史的環境

竹田から河口の沖元までで約13kmにおよぶ。

百間川の本流である旭川は、吉井川・高梁川とともに岡山三大河川の一つに数えられる。そ

の源は岡山県最北端の蒜山盆地の西南端、朝鍋鷲ヶ山 (1081m)に発し、真庭郡川上村をはじめ

として、 3村・ 8町・ 1市を流れ下り、岡山市江並で瀬戸内海に注ぐ。流路延長は142kmに達

する。

その上流域は早壮年期の侵食を示す（註2) 山容の中国山地内にある。海抜1000-llOOmの

山々がそぴえ、その谷間では古代より製鉄業が盛んに行われた。とくに、江戸時代から明治期

にかけては大規模なたたら製鉄（註 3)が盛行し、これに伴う大量の樹木の伐採は、岡山市に

おける洪水の頻発と密接な関係をもつといわれる。

中流域はかつて隆起準平原の典型といわれた吉備高原一帯で、海抜400-SOOmの高原を深く

削って流れる。この吉備高原の南端にあるのが海抜257mの竜の口丘陵で、その西端から、長い

谷を下ってきた旭川はどっと平野へ流れ出す。

このように旭川の流城は山がちで、総面積の82.5%は山地によって占められ、平地はわずか

14.7%にすぎない。しかも平地の大部分は岡山平野である（註 1)。したがって大量の土砂が侵

食によって運ばれ、下流の平野部でいっきに吐き出されることになる。

さてここで、百間川の位置する旭川東岸の平野（以下旭束平野と呼ぶ）について、その地理

的な環境をみてみたい。この旭束平野は、地形的にはかなり外界から閉塞された状態にあると

いえる。西は旭川が流れ、北には竜の口丘陵、南には操山丘陵が長く横たわっている。この三

方向の閉鎖線は強固であり、明瞭な境界線となりうる。これに対して東はやや閉鎖性が弱い。

しかし、南東には芥子山を中心とする丘陵があり、北東には穴甘山王山丘陵が北から派生し、

この両丘陵の間も低平ではあるが丘陵状を呈している。古代以前においては、一つの地域とし

て認識しやすい地理的条件にあったといえる。

このように、旭束平野は単ー地域としてのまとまりをもっているが、他地域との連絡は困難

ではない。西では、旭川を渡れば旭）II西岸の平野部が続き、 20km離れた高梁川まで平野が連続

している。東へは、芥子山と山王山の間の小さな谷部を潮れば、幅広く、低い峠を越えて、砂

川流域の平野部に出る。この道は現在国道2号線やJR山陽本線が走っている。この平野部から

さらに 3km程東へ平野部を行けば吉井川に達し、北へ砂川を渕れば山陽町の広い盆地部に至

る。また、旭川の水運もあり、その上、操山丘陵と芥子山の間では、干拓以前には海岸線が入

り込んでいたと推定されることから、航海船の定泊も不可能ではない。むしろ、旭東平野は交

通の要所ともいえる。奈良時代、この平野に国府が置かれたことは、きわめて自然な成り行き

であったとも思われる。

この旭東平野には縄文時代以後、数多くの遺跡が形成されるが、その基盤となっている平野
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の地学的な構造について略述しておきたい。

百間JII遺跡群のうち、原尾島遺跡や沢田遺跡では、微高地を掘り下げると、やがて砂層が現

われるが、その上面には腐植物が薄層をつくって一面に堆積している。その面の高度は海抜50

cm前後であるが、それに連なると考えられる腐植物を資料として、広島大学の協力で14c年代
測定を試みたところ6005~i腐 y.B.P. (HR-095)の年代を得た。これに対しては、この腐植物

の載った砂層が縄文海進最盛期の三角州堆積物とみなされている（註4)。

前述のように、旭川は長い丘陵地帯を侵食して深い河谷を形成し、岡山市中原で一気に平野

部へ注ぐ。このため、この地点で扇状地を形成し、その末端からは低平な三角州地帯を生じる。

旭東平野では、中原付近を頂点とし、東南方向へ緩く傾く扇状地が形成され、その末端は 4mの

等高線付近にあたる。このため、この付近には国府市場・雄町・清水などの湧泉が分布すると

いう（註4)。扇状地の末端から海側は三角州低地になっているが、この三角州地帯が弥生小海

退に伴う浅谷の開削作用を受け、分断されたものが微高地となっていて、自然堤防の微高地と

は異なるとされる。（註4)。この三角州の微高地上に遺跡が展開する。

なお、 JR赤穂線以束の上道地区や平野北束部の東岡山地区は旭川の堆積作用が及ばないた

め、広範囲に後背湿地が残っていたとされる（註4)。

地理的環境についての説明はこれで終わり、次に、歴史的環境について述べることとする。

旭東平野周辺で確認されたもっとも古い遺物として、操山旗振台北遺跡（註5)出土のナイ

フ型石器がある。後期旧石器時代のもので、旧石器時代の遺物としてはこれのみが付近で確認

されたものである。

縄文時代の遺跡としては、これまで旭東平野では、百間川遺跡群の調査の端緒となった、国

道2号線百間川橋建設工事の際の縄文士器の出士と雄町遺跡（註 6)出土の晩期の士器しか知

られていなかった。しかし、改修工事に伴う発掘調査の進行によって、次々と新しい事実が発

見され、今や、百間川の各地から縄文土器の出土が相継いでいる。もっとも古いものでは沢田

遺跡の旧河道から出土した中期の士器片が2片ある（註7)。これについては磨滅が激しいた

め、また旧河道からの出土ということもあって、上流城あるいは丘陵部からの流入の可能性が

考えられる。しかし、同じく沢田遺跡から出土した後期終末の凹線文土器（註7)については

大形の破片で磨滅も少なく、この付近での居住が推測されることとなった。 1984年度には百間

川橋下の微高地内から、一定の範囲でやはり後期終末の土器片の散布が確認された。そして1987

年度には、沢田遺跡の東端の丘陵裾部から微高地上にかけて、多塁の後期後半の彦崎KII式土器

片の散布がみつかり（註8)、その包含層の下では貯蔵穴も確認されたことから、この時期から

すでに低地部への人々の進出がみられ、定住が始まっていたことが明らかになった。

縄文時代晩期の遺物は雄町遺跡をはじめ、百間川遺跡群すべての遺跡から出土している。な
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かでも、百間川沢田遺跡からは多量の出土があり、これに伴って、サヌカイト製の打製石鍬や

石庖丁形打製石器の出土がみられ（註9)、農耕の開始を遺物の面から裏付けようとしている。

これに対して、水田や堰等の遺構は今だ検出されず、旭東平野における水稲耕作の開始は今だ

弥生時代前期中葉から潮りえていない。

弥生時代前期の遺跡は縄文時代晩期から続くものが多い。旭東平野では雄町遺跡・百間川原

尾島遺跡・百間川沢田遺跡・百間川米田遺跡などが知られているが、やはり、百間川遺跡群の

調査の進展により、新しい事実が判明している。

1984年度には百間川原尾島遺跡で前期後半の水田が検出されたが、 1986年度には百間川沢田

遺跡でやはり前期の水田が2面重なって検出され（註10)、下層のものは前期の中葉ではないか

と考えられている。これら前期の水田は地形のたわんだ部分に作られたものが多く、全体に等

高線に平行した方向に長くなる傾向があり、後期の方眼状の規格化された形状とは大きく異な

る。また水田面積も小さいようである。

百間川沢田遺跡では前期中葉の環濠集落が確認された（註11)。幅4m、深さ 2mの環濠を、

90X 100mの卵形にめぐらせた集落で、環濠の内側から竪穴住居4軒、円形周溝遺構2基が検出

された。岡山県内では初の確実な検出例であり、今後の類例が注目される。

また、百間川原尾島遺跡の旧河道では、前期の杭列が水路を横断する形で10mにわたって打ち

込まれているのが確認され、かなり大規模な灌漑土木工事が実施されていたことが明らかとな

った（註12)。

このように、旭東平野では、すでに弥生時代前期にはかなり大規模な水田経営が行なわれて

いたことが考えられ、その力を生みだす人的結合も進んでいたことが想定される。それに対し

て、環濠集落の存在がどういう意味をもつのか、今後検討されるべき課題である。

弥生時代中期の遺跡は前述の遺跡の他に、赤田遺跡（註13)、乙多見遺跡（註14)などがあ

る。赤田遺跡では高杯形士器で蓋をした甕棺墓が出土している。酉間川遺跡群の中では百間川

兼基・今谷遺跡が中心的な位置を占めるようになり、多くの遺構や遺物が集中して出土してい

る（註15)。なかでも、多量のガラス溶滓や20数棟にものぼる掘立柱建物の存在は注目され、ガ

ラスエ房の可能性も考えられている。この遺跡の南に位置する操山丘陵の谷部からは 3個の銅

鐸が出土していて（註16)、これとの関連も注意される。

弥生時代後期になると遺跡の数はさらに増加するが、それと同時に、微高地間には水田がび

っしりと展開し、今日と変わらぬ風景がみられるようになる。この水田は百間川の外へも当然

続いていくもので、藤原遺跡（註17)の調査などでも確認されている。百間川遺跡群の中では

百間川原尾島遺跡が母村的な大規模集落に成長し、各住居跡からガラス小玉や銅鏃などの優秀

な遺物を出土している。また、周溝をめぐらせた住居なども検出されている。原尾島遺跡はその
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後も長く、中心集落としての姿を保っていく。

弥生時代の最終末には、あたかも古墳時代の到来を招くかのように、大洪水が旭東平野を被

いつくす。百間川遺跡群内の各所で厚い洪水砂の堆積が確認されている。

古墳時代の象徴である前方後円墳は旭東平野の周縁の丘陵にも多く築造されている。なかで

も、操山丘陵では、特殊器台形埴輪の出土が知られている網浜茶臼山古墳（全長74m) (註18)

や操山109号墳（全長74m) (註19)に始まり、湊茶臼山古墳（全長150m) (註20)、そし金蔵山

古墳（全長165m) (註21)と続く、首長墳の系譜がたどられ、まさに旭東平野に君臨した首長の

奥津城にふさわしい。これに対して、三角縁神獣鏡11面を含む、総数13面の鏡を出土し、小林

行雄氏の「同箔鏡論」（註22)の中で重要な位置を占める、竜の口丘陵の独立墳、備前車塚古墳

（註23) は、吉備の最古式古墳の中で例外的に特殊器台形埴輪をもたず、その孤立性が注意さ

れていたが、最近では、竪穴式石室の使用石材からも、その特異性が指摘されている（註24)。

古墳時代の集落遣跡は弥生時代後期からさらに増加するようである。方形の住居が一般的と

なり、やがて 5世紀の末からはカマドが造りつけられるようになる。掘立柱建物の住居も登場

するようで、それぞれの集落で定着の動きがみられる。百間HI沢田遺跡では、多くの井戸が掘

られ、 1軒の住居が1基の井戸を所有することが考えられるという （註25)。

飛鳥・奈良時代の代表的な遺跡は寺院跡である。旭束平野でも賞田廃寺（註26)幡多廃寺（註

27)・ 井寺廃寺の存在が知られている。このうち前の 2廃寺は発掘調査が実施され、いずれも奈

良時代の盛期には壇上積基壇で整備され、奈良三彩などの優秀な遺物を出土していることから、

これらの寺院の檀那であった氏族（おそらく上道氏）が、中央政府ときわめて強い関係にあっ

たことが知られる。また、この三ヵ寺の建築・修復時期を考えると補完関係にあることが指摘

され（註28)、これら三ヵ寺それぞれの建立者である氏族が互いに強いきずなで結ばれていたこ

とが想定されている。

奈良時代にはこの旭東平野に備前国府が置かれていたといわれている。しかし、その所在地

には諸説があり（註29)、いまだ明らかにはされていない。しかし、これを傍証するかのような

資料として、百間川米田遺跡における倉庫群（註30) と百間川原尾島遺跡の人形、斎串等の出

土した溝跡（註31)がある。前者は「上三宅」と墨書されたり、「官」の字を押した須恵器が出

土して、官街関連施設の可能性が強く、国府の物資積み出し港かともいわれている。後者は「祓」

の儀式をとり行なった場所ではないかといわれ、国府の辺境という位置から、この地が選ばれ

たのではないかと考えている。

なお、奈良時代の文献資料として著名な『大安寺伽藍縁起井流記資財帳』（天平19年 (747年）

には、備前国の水田の記載があり、その中に「上道郡五十町 大邑良葦原東山守江 西石間江

南海 北山」（註32) という字が見られる。この「大邑良」を現在の「大多羅」に、「石間」を
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斜線部分は今回報告の調査区黒塗りは大溝（溝122---125)

第 3図 百間川米田遺跡周辺地形図(1/7500)

現在の「岩間」に比定する考えがある。この考えに立てば、百間川米田遺跡は、芥子山の南麓

付近にあった大安寺領と隣接していたこととなる。

平安時代以降の旭東平野の状況はあまり明確ではないが、百間川原尾島遺跡からは多量の輪

入陶磁器を含む中世遺物が出士し、近年の発掘では規格された集落の一部が明らかになってい
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る（註33)。また百間川米田遺跡では、すでに多量の畿内産瓦器が出士し、その活発な交流が知

られている。 （岡本寛久）

註
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（註6)高橋護・正岡睦夫他「雄町遺跡」『埋蔵文化財発掘調査報告』岡山県教育委貝会 1972年

（註 7)岡田博・浅倉秀昭・ニ宮治夫・中野雅美・内藤善史他 r百問川沢田遺跡2. 百間川長谷遺跡2』岡山県

教育委貝会 1985年

（註8) 『岡山県埋蔵文化財報告18』岡山県教育委員会 1988年
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（註16)鎌木義昌「岡山県兼基遺跡」 r日本農耕文化の生成J 1961年

（註17)高畑知功「IX.発掘調査報告 (1〕藤原遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告16』岡山県教育委貝会 1986年
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学研究会 1987年
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（註20)近藤義郎「湊茶臼山古墳」『岡山県史』第18巻考古資料 岡山県 1986年

（註21)西谷真治・鎌木義昌 r金蔵山古墳』倉敷考古館 1959年

（註22)小林行雄『古墳時代の研究』青木書店 1961年

（註23)近藤義郎・鎌木義昌「備前車塚古墳」『岡山県史』第18巻考古資料 岡山県 1986年

（註24) (註18)に同じ

（註25)中野雅美「弥生・古墳時代初頭の井戸」『考古学と関連科学』鎌木義呂先生古稀記念論文集刊行会 1988年

（註26)出宮徳尚・伊藤晃・水内昌康『賞田廃寺発掘調査報告』岡山県教育委員会 1971年

（註27) (註13)に同じ

（註28) (註13)に同じ

（註29)高橋護「古地形からみた備前国府」『岡山県埋蔵文化財報告1』岡山県教育委員会 1971年

（註30) 井上弘• 岡田博・ニ宮治夫・光永真一他『百間川当麻遺跡2』岡山県教育委員会 1982年

（註31) 『所報吉備』第 6号 岡山県古代吉備文化財センター 1989年

（註32) 『岡山県史』編年資料 岡山県 1988年 67ページ 147号文書
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第2章調査の経緯

第1節発掘調査の契機

旭川放水路（百間川）の工事が具体化するに伴い、百間川内に所在する遺跡の取り扱いが重

要な問題となってきた；百間川内には、数個所の土器出土地点が知られていたものの、具体的

な遺跡の広がりは不明であった。そこで、遺跡の範囲の確定と、それに伴う発掘計画の策定の

ために、グリッドによる確認調査を実施することとなった。この確認調査は、昭和51年11月よ

り着手された。

昭和51年度に実施した第一次調査では、米田付近は海砂が確認され、古代の海岸線であろう

とされた。この第一次調査は、岡山市竹田から、中川橋付近まで100m間隔で調査するものであ

った。さらに川の中央部の低水路を中心とする確認調査であった。そのため、低水路部分の概

略を知り得たのである。その結果として、米田付近は、先のように結論づけられ、遺跡の無い

とされた部分の低水路は掘削工事が着工された。

第一次調査の結果に基づき、昭和52年度から本格的に調査が実施された。調査が本格化する

と同時に、工事も本格化し、用水路の工事がまず急がれることとなった。第一次調査において

は、低水路部分についてはほぼ判明しているものの、右岸側については、今だ不明な部分もあ

るため、昭和52年 5月6Bから、 5月25日にかけて確認調査を実施した。この結果に基づき、

昭和53年度中に用水路工事が完了することを目標として右岸用水路の調査を実施した。米田遺

跡は、昭和52年度の確認調査において遺跡の存在が確認されたものである。確認された当初は、

用水路部分の調査のみで完了するものと考えられていた。しかし、本格的調査が進行するなか

で、当麻地区に存在した小丘陵の裾に検出した溝から多量の埴輪片が出土した。それらの埴輪

が一次的に存在した場所を考えると、用水路北側に所在する小丘陵上に古墳が存在したとする

のが最も妥当と考えられるに至った。この小丘陵は工事により削平されるため、右岸用水路の

調査中に丘陵部の確認調査を実施した。その結果、丘陵上に遺跡の存在することが認められ、

右岸用水路の調査終了後に丘陵部の調査に着手した。また、右岸用水路の調査結果を基に、用

水路の北側、丘陵部の東側が一部低水路になることもあって、遺構の存在の有無が問題となっ

た。そこで、丘陵部の調査中に確認調査を実施したところ、遺構の存在が認められ、遺跡の範

囲は、ほぽ旧堤防より南側の部分と推定された。調査は、丘陵部の調査が終fすると、それに

続き昭和53年12月から調査が実施された。調査が進行するに従い1B堤防の下にも遺跡が広がる
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ことが明らかとなり、遺跡全体の広がりが問題となった。

低水路部分の調査中に、米田地区低水路の右岸側の掘削工事が行われた。そこで、遺跡の範

囲を確認するため、掘削された法面を観察した。全体の法面は観察できなかったが、井戸状遣

構（本報告書の井戸112・113) を発見したため、 トレンチによる確認調査を実施することとし

た。 トレンチ調査の結果、米田遺跡グリッドのRラインより北側においては、耕作土直下にお

いて柱穴等の遺構を確認した。 Rラインより南側においては、約30m南までは、北側で検出し

た地山層を確認したため、その付近までは遺跡が広がるものと想定され、今回の低水路部分の

調査が実施されることとなった。 （井上弘）
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第 4図 百間川米田遺跡既調査区位置図(1/5000)
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第 2節過去の調査結果

第2節過去の調査結果

米田遺跡の調査は、右岸用水路の調査から本格的となった。昭和53年度に調査を実施した用

水路の調査区は、幅6mで延長約240mである。調査の結果、東端と西端において、遺構の密度

は薄いものの、全体的には多くの遺構を検出した。検出した遺構の時代としては、弥生時代末

から江戸時代にかけてのものである。中でも、最も多く検出したものは、中世にかかわる遺構

である。

弥生時代の遺構としては、溝、竪穴住居がある。住居は、西半が削平されているため、全体

の規模は不明であるが、床面に炭化物、焼士等が散在しており、火災住居跡の可能性が強い。

古墳時代の遺構としては、竪穴住居がある。一辺約2.8mを測る方形の住居跡で、先に述べた

弥生時代の住居跡と重複して検出した。

奈良• 平安時代と考えられるものは、溝を調査している。

この調査区で、最も多く調査した遺構の時代は、中世に属するものである。この時期のもの

としては、井戸 4基、溝、墓等である。墓は、備前焼大甕を使用したもので、古銭41枚が出土

している。井戸は、石組みのものと索掘りのものを調査している。特に、井戸ー 3とする索掘

りの井戸からは、竹製の横笛と伴に、土師器、瓦器が多く出土している。土師器椀は、•岡山県

南部で造られたと推定されるものである。また、同じく県南部で作られたと推定される須恵器

椀等と伴に、畿内和泉地方で作られたと推定される瓦器椀が出土している点が注目される。溝

状遺構 (D-25)からは、多量の埴輪片が出土している。埴輪の種類は、円筒埴輪、朝顔形埴

輪、家形埴輪、楯形埴輪等が出士している。

これ等埴輪が出土したことにより、その埴輪の一次的所在地が問題となった。この埴輪を出

土した溝の北側には小丘陵があるため、この丘陵上に古墳があったものとして、丘陵上に確認

の調査を実施し、右岸用水路の調査に引き続き調査を実施した。検出した遺構は、建物4棟、

柵列 2列、堀状遺構3条、土擦墓 6碁である。建物・柵列は、室町時代～江戸時代、堀状遺構

は、室町時代、室町～江戸時代、江戸時代後期のものがある。土城墓は、いずれも江戸時代の

ものである。丘陵部で検出した遺構は以上のものであり、古墳は検出されなかったことから、

それ等の遺構の造られる時に破壊されたものと考えられる。

低水路の調査では、弥生時代前期から江戸時代にかけての遺構を検出した。調査した遺構は、

溝、土猥、井戸、住居跡、建物、墓壊等である。弥生時代の遺構としては、前期後半と、後期

後半のものがある。前期のものは、溝を調査した。溝は、逆台形に掘られたもので、東西方向

のものと南北方向のものを検出した。後期のものは、径7.2mを測る円形の住居跡、土猥、壺棺

-11-



第 2章調査の経緯

墓等を調査した。古墳時代のものとしては、住居跡、井戸、溝等である。住居跡は方形を呈す

るものである。溝は6本までを確認した。井戸は 4基を調査した。いずれも索掘りの井戸であ

り、断面で見ると、底面から上方に向けて開くものと、下半は垂直に掘られ、上半は外方に開

くものがある。調査した古墳時代の追構は、古墳時代前期のものである。

古代の追構としては、建物13棟を検出した。この建物群は、全体的に企画性が見られ、 5グ

ループに分けられる。 6棟の建物が総柱建物である等の特徴が見られ、倉庫群の一部と推測さ

れた。また「官」の字の左文字が押印された須恵器が出土しており、官街的性格が強い。

中世の遺構としては、建物 7棟、井戸 2基、土横や溝2本、土擦墓 1基等を調査した。建物

は、 7棟のみを確認したが、柱穴は多数検出し、遣物も多量に出土している。

この低水路部分の調査は、丘陵部の調査終了後、引き続き調査を実施した。調査期間は、昭

和53年10月 1日～昭和54年9月30日である。

右岸用水路の調査は、昭和53年度に完了していたが、その後地元との協議で設計変更がなさ

れた。そのため、変更区間を昭和56年4月 1日ー 5月31日の間で調査した。弥生時代の遺構と

しては、溝を調査した。古墳時代のものとしては、土擦、土器溜りを調査した。奈良時代とし

ては、掘立柱建物等を調査しており、低水路で調査した遺構との関連が強い。また銅製帯金具、

「上三宅」墨書上器が出土しており、官街の可能性はさらに強くなった。中世のものは、柱穴、

溝等と伴に多量の遺物を出土しており、中世この地区が隆盛であったことを推測させる。

（井上）

参照文献
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第 3節 調査の体制 ●,＊, 

旭川放水路（面間川）改修工事に伴う発掘調査は、岡山県教育委員会が建設省中国地方建設

局から委託を受け、昭和52年度から実施している。実施初年度は調査貝 6名 (3班）で調査を

開始したが、次年度よりは12名 (6班）と倍増され、戦後の最大流量に耐えることを目標とし

た第 1期工事の完成に向け、主力を注ぐこととなった。昭和56年度で第 1期工事分の発掘調査

が終了したため、翌57年度からは再び調査貝 6名 (3班）と体制を縮小したが、この時にはす

でに、本州四国連絡橋と山陽自動車道という大規模プロジェクトが盛期にかかり、新たに広大

な発掘調査対象地を産み出していた。教育委員会の主力は百間川から山陽自動車道に移される

かたちとなった。昭和61年度に山陽自動車道倉敷ジャンクション～岡山ジャンクション間の調

査に入ることとなったが、さらに膨大な調査面積が確認されたため、昭和62年度より百間）IIの

発掘調査体制はさらに縮小され、調査員 3名 (1班）で継続されることとなり、現在に至って

いる。

発掘調査の実務は調査開始から岡山県教育庁文化課が主管してきた。しかし、昭和59年11月

に、従米から発掘調査の基地的な性格にあった文化課分室が教育委員会の一機関として独立し、

岡山県古代吉備文化財センターになったことに伴い、発掘調査そのものは岡山県古代吉備文化

財センターが担当することとなった。

なお、調査の専門的な指導およぴ助言を得るため、岡山県遺跡保護調査団の推薦を受けた方々

に「旭川放水路（百間川）河川改修工事に伴う埋蔵文化財保護対策委員会」の委貝を委嘱して

いる。

以下、今回の報告書の掲載対象となっている百間川米田遺跡を発掘調査した、昭和58・59・

60年度の調査体制を記す。

旭Jll放水路（百間川）河川改修工事に伴う埋蔵文化財保護対策委貝会

池葉須藤樹犬島中学校校長 鎌木義昌 岡山理科大学教授

近藤義郎 岡山大学教授 角田茂 岡輝中学校教諭

出宮徳尚 岡山市教育委員会文化課 水内昌康 岡山女子看護専門学校教頭

文化財係長

昭和58年度

岡山県教育庁文化課

課長 早田憲治 課長代理
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課長代理 吉本唯弘 文化財主幹 高原健郎

課長補佐 河本清 主 任 遠藤勇次

文化財保護主査 柳瀬昭彦（調査担当） 文化財保護主事 平井勝（調査担当）

文化財保護主事 古谷野寿郎（調査担当）文化財保護主事 江見正己（調査担当）

主 事 楢原充二 文化財保護主事 山本明雄（調査担当）

主 事 岩崎仁司（調査担当）

昭和59年度 (4月1日-10月30日）

岡山県教育庁文化課

課 長 松元昭憲 参 事 橋本泰夫

課長代理 逸見英邦 課長代理 吉本唯弘

文化財主幹 佐々木清 課長補佐 河本清

主 任 古瀬宏 主 任 遠藤勇次

文化財保護主査 井上弘（調査担当） 文化財保護主査 柳瀬昭彦（調査担当）

文化財保護主事 平井勝（調査担当） 文化財保護主事 岡本寛久（調査担当）

文化財保護主事 江見正已（調査担当） 主 事 楢原充二

文化財保護主事 平井泰男（調査担当） 文化財保護主事 山本明雄（調査担当）

主 事 宇垣匡雅（調査担当）

昭和59年度 (11月1日-3月31日）

岡山県教育庁文化課

課 長 松元昭憲 課長代理 逸見英邦

課長代理 吉本唯弘 課長補佐 河本消

主 任（兼） 遠藤勇次

岡山県古代吉備文化財センター

所 長（兼） 松元昭憲 次 長 橋本泰夫

総務課長 佐々木清 調査課長（兼） 河本清

主 任 古瀬宏 主 任 遠藤勇次

文化財保護主査 井上弘（調査担当） 文化財保護主査 柳瀬昭彦（調査担当）

文化財保護主事 平井勝（調査担当） 文化財保護主事 岡本寛久（調査担当）

文化財保護主事 江見正己（調査担当） 主 事 楢原充二
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文化財保護主事

主事

昭和60年度

平井泰男（調査担当） 文化財保護主事

宇垣匡雅（調査担当）

岡山県教育庁文化課

課長

課長

課長代理

埋蔵文化財係長

松元昭憲 (4月1日~12月15日）

高橋誠記 (12 月 1~日~3月31日）

逸見英邦 課長代理

正岡睦夫 主査（兼）

岡山県古代吉備文化財センター

所 長（兼） 松元昭憲 (4月1日-12月15日）

所 長（兼） 高橋誠記 (12月16日-3月31日）

次 長 橋本泰夫 総務課長

調査課長 河本清 主 査

文化財保護主査 井上弘（調査担当） 文化財保護主査

主 任 花本静夫 文化財保護主任

文化財保護主事 岡本寛久（調査担当） 文化財保護主事

主 事 楢原充二 主 事

第3節調査の体制

山本明雄（調査担当）

吉本唯弘

遠藤勇次

佐々木消

遠藤勇次

柳瀬昭彦（調査担当）

平井勝（調査担当）

江見正己（調査担当）

宇垣匡雅（調査担当）

最後になりましたが、酷暑の夏、厳寒の冬、日々発掘調査に従事され、調査員を助けて数々

の成果を共にされた作業員の方々の氏名を次に記し、深く感謝申し上げます。

赤城久夫尾松代吉佐々木和勲松本友彦笹田誠松本包房岡崎洋子

伍賀芳子坂本由美子西崎宏子藤田光子難波靖代赤木輝吉遠藤明雄

大森善太郎岡本汎小西修畑本敏男籠井英夫石田芙美子入江美代子

国塩志保里中村初子服部勝得服部美登利兵藤きよ子大前仁介

佐野雅男新開清永井巳之助服部弘松本三郎成本和繁出原喜美子

新名定子津島健子原年子原住子明坂善美加藤勢津子石浜常夫

国重正武西郷安夫藤原勝治山田道夫鈴木順一岡本孝．楠見静子

西崎知子野崎干珠子藤田球江岡本喜代子榊原末美石田義人橋本基

富田孝行内田賢二吉永京市 山下誠藤本順一 （敬称略順不同）
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第 4節調査の経過

米田遺跡は、当初小字当麻にのみ遺跡の広がりが認識されていたが、当麻の東から南にかけ

ての小字中田南、八反田、口宮田などの低水路掘削予定部分にも遺跡が大きく広がることがわ

かり、発掘調査に至ったことは第 1節のとおりである。この地区の調査は、掘削工事の工程と

の絡みで、まず昭和58年度調査として、水路側に台形につき出した部分約1200面について実施

した。昭和59年度には、低水路右岸の計画予定線から約60m地点までの一部約3000面、引き続

いて昭和60年度には、同様に約30m地点までの工事用道路下を除く約9000面を対象にして、そ

れぞれ調査を実施したものである。

調査のためのグリッド設定は、昭和53・54年度の10mグリッドを踏襲し、それ、を東およぴ南

に延長して使用した。また、前回調査のグリッドは任意に設定されていたため、昭和61年度の

測量委託事業で国土座標との関係を求め、第 5図の位置関係を得ている。

これらの調査のうち、昭和60年度の対象地区

は、グリッドのWラインまでとしていたが、調

査の進む 7月の時点で、 Rラインに沿って検出

された溝122のほぼ中央からT字形に派生する

溝123が、Wラインよりさらに南に延ぴることが

判明した。そのため、協議のうえ 8月中頃に遺

構の南端を明確にする目的で、 W~MMライン

間の5カ所について幅 2m、長さ 5~15mのト

レンチを設定し、掘下げた。その結果、溝123は

AAラインまで延ぴ、さらに直交する東西方向

の溝124の存在も判明した。それらの結果をもと

にして、 W-MMの範囲のうちW~BBまでは、

昭和60年度調査分に加えて全面調査を実施した

ものである。

なお、 CC-MM間のトレンチからもわずか

ではあるが中世遺物の出土が認められたので、

遺物包含層下のレベルで表土剥ぎを行ったが、

遺構は確認されていない。ただ、今回調査の対

3 5 7 11 

Iミ右岸側低水路
護岸計画線

象地からは除外されるMMライン付近には、断第5図 調査範囲およぴグリッド設定(1/4000)
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第 4節調査の経過

面観察によって幅約3m、深さ約 Imの東西方向の溝が確認されているので、少なくともその

溝を含む幅約8mの範囲と、 Dライン~BB+3mラインまでの低水路掘削予定部分について

は、今後の調査対象となる。

また、調査対象範囲は最終的に 3つの小字にわたることが判明したが、遺跡としては一連の

ものであり、とくに小字を調査区名としては扱わず、調査の単位はグリッドによって進めた。

以下に調査経過の概略を記す。

昭和58年度 担当調査貝（平井勝・古谷野寿郎）

8月17日 調査開始

9月27日 百間川遺跡埋蔵文化財保護対策委員会

12月10日調査終了

昭和59年度担当調査貝（井上弘•平井泰男）

12月4日 調査開始

1月23日 百間川遺跡埋蔵文化財保護対策委貝会

3月28日 調査終了

昭和60年度担当調査貝 (1班：柳瀬昭彦・ 宇垣匡雅、 2 班井上弘• 岡本寛久、 3班：平

井勝・江見正己）

4月10日 1~3 班調査開始

7月16日 百間川遺跡埋蔵文化財保護対策委員会

10月8日 百間川遺跡埋蔵文化財保護対策委員会

10月9日 1班B-J区調査終了

12月6日 3班R-BB区調査終了

12月17日 百間川遺跡埋蔵文化財保護対策委員会

1月11日 2 班K~S 区調査終了

（柳瀬昭彦）
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第 3章調査の概要

第 1節調査区の概要

百間川米田遺跡は岡山市米田に所在する。

現在の旭川は岡山平野をはぽ南北につらぬいて南流しているが、かつては龍の口丘陵の西側

で流路が分岐して南東方向に流れていたと考えられている。この分流は操山丘陵の東端部をめ

ぐるように屈曲して後、南流して内海に注いでいたとみられ、また、操山丘陵の東側付近で別

に北東方向から流下してくる小河川が合流していたと考えられる。

この旭川の分流の堆積作用によって、操山丘陵の東端には広い微高地（自然堤防）が形成さ

れており、それは西側の操山丘陵の山麓に接続している。百間川米田遺跡はこの部分にひろが

っており、今回の調査区は微高地（自然堤防）部分である。

調査区の北端、 F区付近から北側は微高地の北側にひろがる低位部となり、植物遺体を含む

砂層、粘士層の堆積が認められる。 F区よりも南側が微高地部となり、南側にむかって徐々に

高さを減じてゆ〈。この微高地の東側へのひろがりは明らかではないが、東側にむかって下降

する状況が認められないことからすれば、かなりのひろがりをもつものであったと考えられ、

河道は東側の芥子山丘陵に接して位置していたのではないかと思われる。

調査区は百間川堤防の東側に位置し、長さ280m、幅60mの南北に長い不整方形である。

海抜1.4m付近が近・現代の水田面であり、水田層の厚さは15cmを測る。調査区北部は水田の

造成によって削平を受けているため、水田層下が遺構面である黄色粘性砂質士～灰白色粘土と

なり、 G区で海抜1.25mを測る。調査区中央部の14L区においては水田層下には厚さ10cmの中

世包含層、灰褐色砂質士があり、その下が甚盤層、黄白色粘土となる。中世遺構面の高さは海

抜1.3mを測る。また、調査区南部のS区付近では、調査区中央部南側を東西に走る農道を境に

して、そこから南側の水田が下がっていたため包含層はほとんど認められず、耕土層下が基盤

層灰褐色粘質土となる。中世遺構面の高さは海抜l.lmであり、調査区南端LL区ではさらに

下降して0.9mになる。

本来高かった調査区北部は、水田の造成による削平を最も被るかたちになっており、さらに

工事による攪乱・削平を幅20m、長さ50mにわたって受けていたため、遺構の遺存状況は良く

ないが、弥生～奈良時代を中心に遺構が分布している。また、北側の低位部にはその時期の斜

面堆積の包含層が認められた。遣構密度が最も濃いのは調査区中央部であり、弥生時代から中
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第 3章調査の概要

世にわたる多数の遺構が検出された。調査区北部の削平を考慮に入れても、やはり遺跡の中心

は調査区中央部になるようである。調査区南端は低いため遺構の密度は低くなるが、中世の運

河等が所在する。

現在の百間川の流水も潮汐の影響がみられるが、弥生時代～中世にあっては海岸線がかなり

近かったと考えられ、この遺跡は河口近くに位閻する海浜集落として位置付けられる。

さて、ここで調査区北部の士層にもとづいて微高地（自然堤防）の形成について述べておこ

う。微高地上部の粘土層 1-3層は上下に二分でき、下部の 3層は再堆積による基盤層の形成

を思わせるプロック状の灰色・黒色粘士層である。その下は青灰色砂質土4層となり、少量の

植物遺体、まれに木片を含んでいる。 4層上面で海抜30cmを測る。この層が湧水層となるため、

井戸の多くがこの層に達している。別地点でおこなった深掘りの断面によれば、この層の下は

海抜ー lmで10-2 cmの角礫を含む灰色砂層となり、樹枝等の植物遺体を含んでいる。

一方、微高地北側は前述のように低位部となっている。微高地の下がりはかなりゆるやかで

あり、そこには砂層、砂質士層が堆積している。層中には面的にアシ・ヨシ等の植物遺体を含

む部分があり、樹枝・流木（太さ最大40cm)等も認められる。

9E S.Sm 
I← 中世～現代用水 I 91E 

中世～現代用水路

I ; 攪乱

2. 淡黄灰色粘質土

3. 黄灰色砂質土

4. 灰色砂質土

5. 淡青灰色粘質土

基盤層

I. 灰白色粘土

2. 灰色粘土

111F 

斜面堆積（微高地側）

I. 黄灰色砂質土

2. 暗褐灰色砂質土

3. 灰褐色砂質土

4. 暗灰色砂質土

5. 黄灰色砂質土

6. 黒灰色砂質土

3. 灰色・黒灰色粘土混合

4. 青灰色砂質土

斜面堆積（低位部）

I. 攪乱

2. 黄灰色粘質土（水田層）

3. 暗灰色粘質土

4. 暗灰褐色粘質土

5. 黒灰色粘質土

6. 灰色砂質土

1. 黄灰色砂質土

8. 暗灰色粘質土

9. 灰褐色粘質土（含有機質）

!_生

0 2m 一JO. 暗紫色砂質土
（含有機質・流木）

II. 暗青灰色砂質土

12. 灰白色砂｛含有機物）

13. 暗灰色砂

14. 暗青褐色砂質土

15. 青灰白色砂

16. 暗青灰色砂

第 6図微高地北側斜面堆積 (1/100)
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竪穴住居101(第 8図）

15H区の南西部で柱穴群と中央ピッ

トと考えられる一群を検出したもので

ある。 D-D'に見られるのは、中央ピ

ットと考えられるもので、埋土中に炭

の堆積が見られる。平面形態及ぴ断面

図から見て二基の穴が重複するもので、

建て替えが考えられる。中央ピットの
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1 弥生時代・占墳時代

東側、西側には、径10cm程度の柱穴がピットに接して検出された。この中央ピットを囲むよう

に、 6個所に柱穴群が認められる。柱穴群は、 3-6個が集まるもので、中央ピットよりはぽ

等距離の位置に見られる。個々の柱穴の、柱穴群との対応は不明であるが、 2-3回の建て替

えが考えられる。壁体及び壁体溝は検出されなかったが、 6本柱を持つ円形の住居跡と考えら

れる。

出土遺物としては、 I -4は、櫛描の平行線文及ぴ波状文の施されるものである。 5は、外

面にヘラミガキ、内面はナデの施されるものである。 6は、内外面ともにヘラミガキの施され

るものである。時期としては、弥生時代中期と考えられる。

竪穴住居102(第12図、図版4)

13K区の西半て検出された。残存状況はき わめて悪く、床面は削平されて消滅し、わずかに

（井上）

残存した 4個の柱穴の配置状況から住居跡と認識することができた。 4個の柱穴は楕円形をな

し、長径が89-114crnと大きいものの、深さは30cmと浅く、通有の竪穴住居の柱穴とは一見異質

な感じを受ける。しかし、

各柱穴間の距離は240cm程

度で等しく、 4個の柱穴の

中心点を結ぶ線は正方形を

なし、その中心には中央ピ

ットまで存在している。中

央ピットはほぽ円形で、長

径は52cmを測り、深さは柱

穴と等しい。中央ピットの

埋虹よ黄色微砂斑灰色粘性

砂質上であったが、炭や焼

土は含まれていなかった。

なお、柱穴の埋土は黄白色

粘性微砂斑褐灰色粘性砂質

±で、柱痕が認められなか

った。さらに、柱穴の南側

で、どうも壁体溝の一部と

みられる、幅25cmの湾曲す

る溝が2.5mほど検出され、

このことから、竪穴住居102

c3 0~ 

゜。ヽ
口
W、̂

0 -----——-- -―っ
， 

r 

I. 黄色徽砂斑灰色粘性砂質土 ， , - ― 

．黄白色粘性微砂斑褐灰色

粘性砂質土

3. 暗褐灰色砂質土

0 2m 

150cm 

3 -P― 

第12図 竪穴住居102(1/80) 
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第3章第2節遺構・遺物

は直径Sm前後の円形の平面形をもつことが推定可能となった。この壁体溝は住居の南からは

ぽ直線的に住居の外へ伸びていき、 3.4m程で溝105と重複して行方不明となる。あるいは、埋

没直前の溝105に注いでいたかもしれない。 溝の深さはわずか 5cmにすぎない。

土器片が中央ピット・柱穴．壁体溝のいずれからも出土しているが、いずれも少量で小片に

すぎず、細かな年代比定は困難である。ただ、それが弥生時代後期に属することだけは確かで

あり、この竪穴住居102は、その形態からみても、弥生時代後期のものと判断される。なお、後

述する竪穴住居103ときわめてよく類似していることが注意される。

竪穴住居103(第13・14図、図版4)

16M区から17M区にかけて検出された、ほぼ円形を呈する住居跡である。住居跡の規模は、

（岡本）

長径6.04m,短径5.8mを測る。検出した住居跡は、壁体は検出されず、ほぼ床面まで削平され

ていた。 検出した壁体溝も深さ 5-10cmである。床面には、柱穴と考えられる位置に大きな土

凜を検出した。土塘は、各々 2-3個が重複するもので、住居跡の建て替えとも考えたが、柱

穴の掘り方としては、大きすぎ、柱痕跡が見られないこと、住居跡の溝に埋まる土とは異なる

ことから、住居跡に伴うものではなく、住居跡より新しいものとも考えられる。 C-C'は、中

――
 ;
'
 

O 11cm 

第13図 竪穴住居103出土遺物
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1 弥生時代・古墳時代

8-B'.  D-D' 

I. 淡黄掲色土 I. 灰褐色土

2. 淡黄掲色土 2. 灰茶掲色土

3. 淡黄褐色土 3. 灰茶褐色土

4. 淡黄褐色土 4. 灰褐色土

5. 淡灰黄褐色土 5.灰色土

6. 淡黄褐色土 6. 灰色土

7. 淡黄褐色土 7. 淡灰黄褐色土

8. 淡黄褐色土 8. 灰色土
A-A' 

I. 淡灰褐色土

2. 淡灰茶禍色土

3. 淡黄掲色土

4. 淡黄褐色土

C-C' 

I. 灰茶掲色土

2. 灰茶掲色土

3. 淡灰黄椙色土

4. 淡灰褐色土

5, 暗灰茶掲色

|
|
＼
‘
＿
 

一`D
 

E-E' 

I. 灰褐色土

2. 灰褐色土

3. 灰色土

4. 黄禍色土

F-F' 

I. 淡灰褐色土

2. 灰褐色土

3. 淡黄禍色

4. 揚色土

5. 淡灰黄禍色土

6. 黄褐色土

E ． 

。
2m 

130 cm 

"-

r
 

F
 

第14図竪穴住居103 (1/80• 1/40) 

央ピットと考えられるもので、埋士及ぴ周囲から炭片が検出された。住居跡の南西側には、壁

体溝から続く溝を検出した。溝は、南西方向から、やや南方向に曲るものを検出したもので、
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第3章第2節遺構・遺物

全長7mを測る。住居跡は、・ 明確に柱穴を検出しなかったため、柱穴の数は不明であるが、本

来柱穴が存在したであろう位置に大きな土城があり、それが柱穴の掘り方とも考えられる。い

ずれにしても、 4本柱の住居跡と考えられる。

出土遺物としては、 7-18は排水溝からの出土であり、 19-21は、中央ピットからの出土で

ある。甕は、外方に大きく外反しiこ口縁部の端部が丸いものと、端部が少し上方に拡張するも
のとがある。高杯は、いずれも短脚で、外面には、小さく入念なヘラミガキが施されている。

杯部は浅く、口縁部が外反しながら開く。杯部の内外面はヘラミガキが施される。住居跡の時

期としては、弥生時代終末と考えられる。 （井上）

竪穴住居104(第15図）

17M区の南東部で検出された。調査中は、土塘として扱ったものである。ほぼ同形の士壊を

2基検出したもので、その東側は、低水路掘削により削平されていた。 K-K'のものは、掘方

の南側に径20cm程度の柱穴痕と考えられるものが検出されている。 L~L'については、 1 、 2

層を柱痕跡と見ることもできる。いずれも、掘り方は、楕円形を呈するもので、長径124-130

cm、短径84-86cmを測るものである。調査終了後の遺跡の検討において、土城の西側に、破線

の様に溝状の遺構が判明した。溝状遺構は、住居跡の壁体溝に似るものがあることから、これ

ら2個の土城は、住居跡内の柱穴の

掘り方とも考えられるに至った。し

かしながら、大半が削平されている

ため確定的なことは不明であるが、

可能性として呈示しておきたい。時

期としては、弥生時代と考えられる。

（井上）
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I. 茶褐色土

2. 茶褐色土

3. 淡茶灰椙色土

4. 淡茶灰褐色土

5. 暗茶掲色土

6. 灰茶褐色砂質土

7. 灰茶禍色砂質土

8. 淡黄灰掲色砂質土

9. 淡灰茶椙色砂質土

10. 淡灰茶褐色砂質土

11. 淡灰茶褐色土

第15図竪穴住居104(1/80) 

竪穴住居105(第16図、図版5)

13Q区と14Q区の境界付近に位置

する竪穴住居である。高杯の大形破

片を含む炭層の拡がりがまず確認さ

れ、その後の周辺の掘り下げによっ

て、 2個の深い柱穴が検出された。

さらに、 2個の柱穴の中間点の南東

側で方形の土猥が掘り出され、これ

ら一連の遺構を総合して、竪穴住居

の存在を確定することができた。住
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1 弥生時代・古墳時代

居の床面はすでに

削平されていて、

当初に検出された

炭層の部分は、中

央部分がわずかに

凹むことから、古

墳時代初頭の住居

でしばしばみられ

る、浅い中央ピッ

トの底部が残存し

たものと考えられ

る。柱穴は、北の

ものが長径47cm、

深さ67cm、南のも

• 

I. 含炭淡灰

褐色土

2. 褐灰色粘

性砂質土

3. 灰色粘質

土

L @j〉

・u...1 

----------~ 

¥C"> 

8 
1-S-
IC">. 

@. 

⑰) ..J' 

.... I 

／ 
----------

゜
2m 

4. 灰白色粘土斑

暗灰色粘質土

5. 黄褐灰色粘質

土

6, 灰白色粘土斑

暗灰色粘質土

のは長径64cm、深 第16図竪穴住居105(1/80) 

さ73cmを測る。柱穴の埋土はいずれも褐灰色粘性砂質土である。方形の土壊は、これもしばし

ば古墳時代初期の住居の南壁あるいは東壁側に検出されるもので、当住居でも南東側に位置し、

この付近に住居の壁があったことが推測される。土城の大きさは、検出面で長辺が84cm、短辺

は79cmを測るが、穴の途中からは、長辺68cm、短辺30cmと縮少し、土城の下半部は箱形になっ

ている。城内の埋土は 4層からなるが、上から 2層目には炭が含まれている。この方形士塘の

存在から住居の規模がある程度推測されるとしたが、さらに周辺を精査したところ、中央ピッ

トの北西で、幅15cm、長さ185cm、深さ3cm程の小さな溝状の遺構を検出することができた。こ

の溝は柱穴を結ぶ線とほぽ平行していて、その間の距離が、方形土塘の東辺とその線との距離

に近似している。このことから、この溝は竪穴住居105の壁体溝のかすかな痕跡と考え、これに

基づいて住居の規模を復元すると、一辺は、 4.2mとなる。もう一辺の長さについては、柱穴間

の距離が295cmであることや、壁体溝の残存位置から判断して、 4.2mより長かったことは確実

であり、住居の平面形は長方形を呈していたものと推定される。

遺物は柱穴・方形土塘・中央ピットいずれからも少量の出土がみられるが、住居の年代を考

える上では、中央ピット出土の高杯片が有力である。その年代は古墳時代初頭で、百・古.I 

期と考えられることから、住居の年代もこれとそう異ならないものとみて差し支えない。

（岡本）
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第3章第2節遺構・遺物

建物101(第17図）

15 I区の北西部に位置する、

桁行2間、梁間 1間の建物であ

る5柱穴は、 6個を検出したが、

柱痕跡は柱穴6以外には、確認

されなかった。柱穴の中心間の

距離は、梁間が330cm、桁行が220

cm、190cmを測る。柱穴の掘り方

の平面形は、円形を呈するもの

である。柱穴の径は40-60cmを

測るものである。柱穴6の北隅

には、径15-16cmを測る柱痕跡

を確認した。柱穴の検出面から
ー← 一冒

の深さは、最も深い柱穴1が25

b 建物

第l7図建物101 (l/80)— 

cm、最も浅い柱穴3が10cmを測る。建物の長軸の方向は、ほぽ北北西を向く。建物の時期とし

ては、弥生時代が考えられる。 （井上）

建物102(第18図）

15 J区付近に中心を置く、桁行2

間、梁間 1間の建物である。柱穴は、

6個を検出し、柱穴6に柱痕跡を検

出した以外は柱痕は確認されなかっ

た。建物の規模は、梁間270cm、桁行

は、 144、144cmを測る。柱穴の掘り

方は、ほぼ円形を呈するもので、径

46~40crn を測る。柱穴 6 の北端には、

径約15cmの柱痕跡を検出した。掘り

方の深さは、検出面から最も深いも

ので25cm、最も浅いもので15cmを測

る。建物の長軸の方向は、・北北東を

向く。建物の時期としては、古墳時

2m 

第18図建物102(1/80) 
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第19図建物103(1/80) 

-U 
2m 

第20図建物104(1 /80) 

1 弥生時代・古墳時代

代と考えられる。 （井上）

建物103(第19図）

15K区の東半に位置する、

桁行2間、梁間 1間の建物で

ある。柱穴は、 6個を検出し、

各柱穴に柱痕跡を確認した。

柱痕跡は、各柱穴とも、掘り

方の低面より深くなるもので

ある。柱穴の掘方は、ほぼ円

形を呈するもので、最も大き

いもので径約60cm、最も小さ

いもので、径40cmを測る。柱

痕の径は16-20crnを測る。掘

り方の検出面からの深さは

22-12crnを測る。建物の規模

は梁間360cm、桁行は260、260

cmを測る。建物の長軸方向は、

少し西に振るが、はぽ南北に

近い方向を向く。建物の時期

としては、弥生時代末と考え

られる。 （井上）

建物104(第20図）

15L区の南西部に位置する、

桁行2間、梁間 1間の建物で

ある。柱穴は、,6個を検出し

た。柱穴6以外の柱穴からは、

柱痕跡が検出された。柱痕跡

は、柱穴の掘り方の底部より

も深くなるものである。柱穴

の掘り方は、ほぽ円形を呈す

るもので、最も大きいもので

径68cm、最も小さいもので径
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第3章第2節遺構・遺物

46cmを測る。柱痕跡の径は

18-22cmを測る。掘り方の検出

面からの深さは45-12cmを測る。

建物の規模は柱の中心間で梁間

272cm、桁行は216、186cmを測

る。建物の長軸の方向は、少し

東に振るがほぼ南北に近い方向

を向く。建物の時期としては、

弥生時代が考えられる。

（井上）

ー
ー
し9
卜
十
ー

I 250cm I 

建物105(第21図）

16L区の中央付近に位罹する、

桁行2間、梁間 1間の建物であ

る。柱穴は、 6個を検出した。

各柱穴内に柱痕跡は確認されなかった。柱穴の掘り方はほぼ円形を呈するもので、最も大きい

゜
2m 

第21図建物105(1 /80) 

もので径46cm、最も小さいもので径40cmを測る。掘り方の検出面からの深さは、最も深いもの

で30cm、浅いもので10cmを測る。建物の規模は、梁間は250cm、桁行は176、146cmを測る。建物

の長軸方向は、ほぽ南北を向く。建物の時期は、弥生時代と考えられる。 （井上）

。
2m 

第22図 建物106(1/80)・出土遺物
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建物106(第22図）

16L区と16M区にまたがって位

置する、桁行2間、梁間 1間の建

物である。柱穴は、 6個を検出し、

柱穴2・5・6には、柱痕跡を確

認した。柱痕跡は、柱穴の掘り方

より深くなるものである。柱穴の

平面形は、ほぽ円形を呈するもの

で、最も大きいもので径60cm、小

さいもので径26cmを測る。掘り方



l 弥生時代・古墳時代

の検出面からの深さは20-24cmを測る。柱痕跡の径は10-22cmを測る。建物の規模は、梁間は

290cm、桁行は178、17&mを測る。建物の長軸の方向は、ほぽ北北東を向く。建物の柱穴から

は、図示する遺物が出土している。 22は、口緑端部が、上方に折れ曲がるもので、胴部内面は、

口緑部近くまでヘラケズリが施されている。建物の時期としては、弥生時代終末と考えられる。

（井上）
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0 2m 

一I. 淡灰黄福色砂質土 2. 黒褐色粘質土

第23図建物107(1/80) 

建物107(第23図）

17N区の西半に位置する、桁行2間、

梁間 1間の建物である。柱穴は、 6個を

検出し、柱穴2・3・6には柱痕跡を確

認した。柱穴の掘り方の平面形は、ほぽ

円形を呈するもので、最も大きもので径

44cm、小さいもので径26cmを測る。柱痕

跡は、柱穴の掘り方底部より深くなるも

ので、柱痕跡の径は 8~10cmを測る。柱

穴の掘り方の検出面からの深さは 6~18 

cmを測る。建物の規模は、梁間は270cm、

桁行は144、144cmを測る。建物の時期と

しては、弥生時代と考えられる。

（井上）
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第3章第 2節遺構・遺物

c 井戸

井戸101(第24図、図版6)

微高地の北側の屑部に位置し、近・現代用水路に井戸の肩

の一部を削られて存在する。径85-lOOcrnの不正円形の乎面形

態をもち、深さ約90cmを測る。井戸内の堆積土は、中央部が

窪み、自然堆積の様相を呈す。

遺物は 2層と 5層に比較的多くの土器の出土をみたが、 2

層中の土器は破片が大勢を占める。また、木質が4・5層に

認められたが、木器の可能性があるものはない。また、モモ

の種が完形で10個、半欠9片が出土している。

土器の器種は、「く」の字口緑 (23・24) と櫛描沈線を口縁

外面に施す二碩口緑 (25) の2種類の甕や、あげ底をもつ小

鉢 (26) などがある。他にも図示できない破片の中には、ニ

重口緑の壺・同甕・高杯も 1-2個体分含まれていた。「く」

の字口緑の甕と小鉢の一部にはタタキが認められる。

上層・下層出土の土器にとくに形式差はなく、百・古.I 

の時期を示す。 （柳瀬）
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120c11 

50cm 

O 50cm 一I. 暗茶灰色砂質土2. 暗灰色粘性砂質土

3. 暗灰色砂質土（粘土塊含）

4. 暗灰色粘土層

5. 灰色粘性土層（白灰色粘土塊

混）

I l 

~I 

第24図 井戸101(1/30)・出土遺物
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1 弥生時代・古墳時代

井戸102(第25図、図版7)

調査区の西端部に位置し、溝102のほぼ中央部

に掘削されている。長径約140cm・短径約110cm

の不整楕円形の平面形態をもち、深さ約90cmを

測る。掘削は比較的綬やかな傾斜で底に至る。

壁は凹凸が目立ち、東側の一部は幅約25cmにわ

たって窪んでいる。堆積士は中央に深く落ち込

んでおり、 2層には多量の焼土と炭粉や灰が認

められ、 4層にも灰が多い。土器は 1・2層に

比較的多く認められたが、細片が多い。 1層か ― 

らモモの種が1粒出士している。形状や深さか

らすれば、井戸ではなく他の機能（例えばゴミ

穴）を考えた方がいいかもしれない。

土器は、壺・甕・高杯・ 鉢・小壺などの器種

が認められるが、図示できるのは第25図くらい

であった。甕の破片の一部にはタタキを有する

ものも含まれる。壺・甕の底部はわずかに平底

の形態を残し、鉢の口緑端部の拡張も少ない。

時期としては、石・古・ 1の範囲をでるもの

゜
lm 

ではない。 （柳瀬）

I. 暗灰色砂質土（上部に鉄分沈漕）

2. 淡赤黄色焼土（炭粉・灰含）

3. 黒褐色粘性土

4. 黒灰色粘性土（灰多含）

5. 暗灰色粘性砂質土

6. 黄白色粘質土

7. 暗黄灰色粘質土

＾
 3
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~ 

第25図 井戸102(1/30)・出土遺物
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第3章第2節遺構・遺物

井戸103(第26-31図、図版8-12) 

井戸102の東側に隣接して存在する。怪175-195cmの不整円形の平面形態をもつ。掘削の傾斜

は約50cmの深さまでは緩やかであるが、それ以下は深さ約2mを測る井戸の底まで比較的急傾

斜で掘り込まれている。井戸の底は海抜下80cmを測り、同70cmから始まる湧水層（青灰色砂層）

に達している。堆積土層は、上層 (1-5層）・中層 (6-8層）・下層 (9・10)の3層に大

別され、それぞれ砂質土・粘質土・粘性土または粘土質である。

100cm 
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第26図

I. 苓褐色砂質土

2. 茶灰色砂

3. 暗茶褐色砂質土（下層に鉄分

沈着）

4. 茶灰褐色砂質土（鉄分沈着）

5. 暗灰色シルト質土

6. 暗（黒）灰色粘性土

7. 黒灰色粘質土

8. 灰黒色粘性土（下層に淡灰色

砂）

9. 黒灰色粘性砂質土

10. 暗（黒）灰色粘土（上層に灰多

し）

井戸103(1/30)・出土遺物〔1〕
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］ 弥生時代・古墳時代

遺物は、土器片のほか、石器 (S2)、木器 (W1・W2)、木質、種子（モモ 2粒 ・ヒョウ

タン 1粒・タデ属の一種58粒・不明 3粒）などもある。 t器は 6層上面と10層中に多く出土し、

とくに10層には完形の甕が5-6個体含まれる。そのうち64は頸部に綱状の植物質が饒 り、さ

らに相対する 2カ所には結ぴHも残存していた。これは、釣り下げて水を汲むのに使用された

らしい。井戸の底に完形を含む甕が 1-数個検出されるという例は、古墳時代初頭前後の井戸

に比較的多くの類例が認められ、この時期の井戸の廃絶に伴う祭祀俄礼として一般的なあり方

かもしれない。

また、上・中層には確実に弥生後期に遡る38や44も混在しているが、他の多くは下層の一群

と同時期の範疇で捉えられる。土層堆積は中央に深い自然堆積を示すが、中層には比較的多く

の木質や破損した臼状木製品などが出土しており、井戸の廃絶後ゴミ捨てなどにも使用され、

徐々に埋まったものと考えられる。

中層出士の二重□緑の甕36は、口縁端部が上部やや外方に大きく拡張し、肩部に粗い横方面

のハケ目を施し、胎上も白っぽいなど山陰からの搬入品の可能性が強い。下層遺物のうち壺．

← ~~ ロ二=r{J 
37 -- , —-· -・-,c、;-

-:: -.、•. 翌ゞ;:;;,~ 
--c;-. 、 ~::.,ダ、＿．、：.' 
ー文ぶ！

9』,,' '-'-ぶ J~40
35 

~ 
43 

0 10cm 

↑
 
＼
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第27図 井戸103出土遺物〔2〕
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第3章第2節遺構・遺物
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第28図 井戸103出土遺物(3)
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l 弥生時代・古墳時代

~~ ?, ~ 三

62 

D 10cm 

一第29図 井戸103出土遺物(4〕
高杯はいずれも破片であり、小形鉢と甕の一部は完形である。甕は、「く」の字口緑でおもに肩

部にハケ目を、肩部以外の体部に荒いタタキ目を施す53・54・56・57と、二重口緑で肩部以下

に荒いハケを施す58・59、さらに二重口緑で口縁拡張部外面に櫛描沈線を施し、肩部に細かな

- 43-



第 3章 第2節 遺構 ・遺物

ハケ目それ以下の体部に箆磨きを施した62-66に3分類される。甕の底部はいずれもわずかに

平底を残すタイプで、内部には底部近くに何らかのコゲ付き痕があり、とくに二重口緑の前者

にはアワ状の炭化物、後者には米の炭化物がそれぞれに認められる。

木器W2は、 7層のほぽ中央部から出土しているが、同一個体の一部は保存不良ながら 6層

にも認められている。全

体からいえば約2/3以

上を欠損し、一部に火を

受けて炭化しているなど、

保存は必ずしも良好とい

えないが、残存部の形状

や使用痕跡から臼である I 

-1 

ことは間違いない。上縁

（口縁）径48cm, 下緑（脚

端）径推定54cm, 塙さ39

cmを測る。

年輪からして樹齢150

年以上のマツ材が利用さ

れ、丸太の腹部を削り窪

めて鼓形にくびれさせた

シンプルな造りである。

外面は口緑端と脚端に 6

cm幅の端面を残し、底面

から約 1/ 3の高さのと

ころが最大にくぴれてい

る。＜ぴれ面には細かな

加工痕を残すが、比較的

ていねいな製作である。

受部・脚底ともに、 製作

当初から前者は深く （推

定約14cm)、後者は浅く

（約4cm)窪みがつけら

れていたと思われるが、

／ ／ ／ ／ ／ ／ 

l ヽヽヽヽヽヽ
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第30図 井戸103出土遺物(5〕(1/6) 
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前者は中央部がさらに一段深く （推定約8cm)窪むほ

ど使用痕跡が顕著で、製作後廃棄されるまでの問にか

なり使用頻度が高かったことを示している。

木器WIは、 8層下部のほぽ中央部に出J:.をみた。

比較的大きな樹木（スキ）の片材が使用されており

現存長36.6cm、最大幅4.8cm、最大厚さ2.8cmを測る。

端部の一方の小口は丸く面取りされ、片方は中心に向

かって尖る。材の内面にあたる部分は一部に破損がみ

られるが、内部を削り窪めることによって、緑には幅

約8mm、高さ約 7mmの突起が削り出されて饒っていた

と思われる。側面からは、対面に向かって径約 2mmの

小孔が穿たれ、そのうち尖った部位に近い 6カ所の孔

1 弥生時代・古墳時代

言 こ:•>
第31図井戸103出土遺物〔6〕

は体部を貫通し、その他の孔は突起部のみ貫通している。穿孔の角度は、断面図のように一定

していない。この木器は周縁の突起部の大半を欠損していることから、本来の形状を完全には

把握し得ない。また、何らかの使用痕跡もとくに認められず、用途は不明である。

石器S2は、不整立方体の表裏2面に使用痕跡が認められる砂岩製の砥石である。 A・B面

ともにほぼ全体が使用されているが、 B面の約半分は表面に細かな凹部が散在しその部分は使

0 50c11 一

120cm 

用頻度が少なかったと思われる。重さは1,190gを量る。

この井戸は、百・古・ 1の時期が与えられる。 （柳瀬）

井戸104(第32図、図版13)

9G区に位置し、平面形態は五角形に近い不整円形を足す。

径は90cm前後、深さ104cm(底の海抜13cm) を測る。掘り方

は、深さ約30cmまでは緩やかで、そこから急に傾斜を増して

底に至る。堆積土の状況は井戸の中心部に低く、自然堆積土

を思わせる。 3層には黄色の基盤層プロックが帯状に堆積し、

I. 苓褐色硝質土

50cm 2. 茶灰色砂質土（マンガ沈漕）
-'¥ -1 ア

- 3. 暗灰色砂質土

4. 黄色土（基盤層塊多含）

5. 黄色土（基盤層塊多含）
6. 白灰色粘性土（白色灰色互層）

1. 灰白色粘性土

8. 暗灰色粘性土

67 

口／
第32図 井戸104(1/30)・出土遺物

68 
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第3章第2節遺構 ・遺物

4層から下は全体にグライ化している。

遺物は全体で土器が約20片ほど出土しているのみで、おもに 2層に包含されていた。図示で

きる 2個の土器の特徴からは、百・古・ 1の時期が考えられる。

井戸105(第33・34図、図版13-15)

llG区西寄りに位置する井戸でG溝を切って作られている。上面径117cm、深さll4cmを測る。

埋土は上半の 1-4層が砂質士、 5層が粘質土である。遺物は 1・2層、 5層を中心に出土し

（柳瀬）

ており 69が4層、 71・72が5層からの出士であるほかは 1層およひ 2層上部からの出土であ

る。

注目される遺物は鉢69であり、底部からゆるやかにひろがってのち口縁部がわずかに内傾す

る。内面中はどの部分に体長4.9cmの鹿の絵が、その右側に平行の 3本の線と短い斜めの平行線

によって構成される文様が描かれている。細い線でT寧に描かれており、鹿の頭部には角が表

現されている。水辺の草と鹿を表現したものであろうか。岡山県下の弥生絵画資料で鹿を描い

たものは少なく、この資料以外には岡山市津島遺跡出土の高杯、総社市堀遺跡出土の壺が知ら

れているにすぎない。このほかに壺、 甕、高杯等の破片が出土しており、その特徴から見て、

120cm 

ヽ／
(1/2) 

O 10cm 

゜

I. 暗灰褐色砂質土 4. 灰黒色粘性砂質土（淡白

2. 黒灰色砂質土 （淡黄～淡 色粘土塊含）

赤色土塊含） 5. 灰黒色粘質土（泥質）

1 m 3. 黒灰色粘性砂質土 （淡黄

白色粘質土塊含）

第33図 井戸105(1/30)・出土遺物(1〕
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第3章第2節遺構・遺物

この井戸は井戸106や土壊117などと同じく百・後・ IIIの遺構と考えられる。 （宇垣）

井戸106(第35図、図版16)

G溝の南側、 12G区に位置する井戸である。遺構の上部は中央部から南側が掘削を受けてい

る。上面は残存径IOOcmの不整円形を呈し、深さ132cmを測る。埋上は底部の 7、8層とそれ

以上の層とに区分でき、上層は中ほどの砂質土5層を境にしてさらに上下に区分することがで

きる。 7、 8層は黒色粘質で井戸の使用時の堆積層とみられるが、 l -4、6層は甚盤層であ

る黄白色粘質土のプロックを多く含んでおり、井戸の埋没はかなり急速であったことを示すと

考えられ、特に I-3層は土層の状態からみて人為的な埋め土である可能性が考えられる。

遺物は少なく壺、甕、高杯の破片が出土しているのみである。 93の壺は短い□縁受け部の内

面に鋸歯文が施されている。遺物の特徴から見て百・後 .III(!)時期と考えられる。 （宇垣）
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一 4. 灰黒色微砂質土

5. 灰黒色微砂質土

I. 黒灰色粘性砂質土 6. 灰黒色徴砂質土

2. 黒灰色粘性砂質土 7. 黒色粘性砂質土

3. 黒灰色粘性砂質土 8. 黒色粘性砂質土
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第35図 井戸106(1/30)・出土遺物
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1 弥生時代・古墳時代

井戸107(第36-38図、図版16-18)

14G区西側にG溝を切って作られた井戸である。上面径134cm、深さ137cmと比較的大形であ

り、上面は不整円形をなす。埋土は 1-3、4 5-8、9-10層に大別することができる。

9、10層は井戸の使用期間に形成された層とみられ、砂層、シルト層で遺物は含んでいない。

8層およひ 7層は井戸が放棄された時点の層と考えられ、完形の寝をはじめ大形の土器破片が

出土した。埋没がかなり進んだ段階で井戸跡が廃棄場所として利用されたようであり、その際

に形成されたとみられる 4層は、黒灰色を呈し多数の土器小破片や樹枝、円礫などを含むほか、

赤黒褐色の有機質を多く含んでいる。このように、井戸の廃絶過程で廃棄場所として用いられ

た例はしばしば認められており、当調査区の井戸103も同様なありかたを示している。

117は7層から出土した完形の甕である。口緑部の約 1/ 4を打ち欠き、頸部には細い縄が付

けられており、おそらくこの井戸のつるぺとして用いられたものと考えられる。丸味の強い胴

部をもち、痕跡的な底部が認められる。内面の上半はヘラケズリ、下部は指頭押圧が施され、

外面調整は縦のヘラミガキである。

゜
lm 

!!)0_!111 

¥9̀
 

これ以外に士器は壺、 甕、高杯、小型器台、

小形高杯などがあり 103-105・108・115・ 

117が7、8層から、 100・101・110・116が 1

-3層から、他が4層からの出土である。 甕

のうち102は117と同様な器形・調整をもつの

に対し、 104-106では外面にタタキが施され

ている。 鉢 と考えられる107、108(同一個体）

もハケメで大分が消されているが、やはりタ

タキが認められる。また、 110-112はそれぞ

れ小形の鉢 ・高杯、小型器台であるが、いず

れも粘良な胎土が用いられている。なお、 111

は手づくねの小形高杯である。

このはかにL層から石錘S3が、また、 7 

I. 暗灰色砂質土（黄白

色土塊多含）

2. 暗灰色砂質土（黄白

色土塊含）

3. 黒灰色砂質土（炭片

含）

4. 黒灰色粘性砂質土

5. ; 炎灰色粘性砂質土

（白色砂質土塊含）

6. 黒灰色粘性砂質土

7. 暗灰色粘性砂質土

8. 暗灰色粘質土

9. 暗灰色砂

10. 暗灰色粘土（シルト）

第36図井戸107(1/30) 
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1 弥生時代・古墳時代

層から鋤の柄W3、8層からは蔓製品（写真

図版17-2)が出土している。 鋤の柄は中ほ

どが一部欠損しているが残存長73cmを測る。

着装部の基部を長さ7.lcm、高さl.7cmの台形

に突出させ、その部分よりも先端側はていね

いに削って仕上げており、先端部の断面は一

辺10mmの方形をなす。用材は樫と思われる。

蔓製品は外径23.5cm、内径12cm、太さ 8cm 

のドーナツ形に蔓を丸〈たばねたものであり

一方の側でよじってくく っている。類例はそ

れはど多くないが、たとえば奈良県料古遺跡

から藁やツヅラフジで作った同様な製品が出

土している。

こうした製品の用途として考えられるのは

土器の台座であろう。底部の小さい土器を H

常的に使用する際には、礫を用いたり、地面

に掘り据えて固定したであろうが、それ以外

にこの種の製品によって土器の保持をおこな

ったと考えられる。しかしながら、このよう

なきわめて腐朽しやすいものであるため、遺

存した例が少ないのではないかと考えられる。
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第 3章第2節遺構・遺物

土器は百・古.Iに比定される。 （宇垣）

□
 

I 20tll― 

>`118 

0 50c111 一

--:~·.::7>
V'J? ... 

.- 120 

・;.. :-••'• 
.·•·· グロ121 

ニニ IT〗
124 

I. 茶灰色砂質土（炭含） 3. 黄色土（基盤層塊多含） 5. 淡灰色粘質土 （基盤層塊

2. 苓灰色砂質土 4. 暗灰色粘質土 （グライ化 含）

塊多含）

第39図 井戸108(1/30)・出土遺物

口
井戸108(第39図、図版19)

IOH区に位置する阻丸方形を呈する井戸である。径62-73cm、

深さ約80cm(底は海抜29cm) を測る。埋士は自然堆積を思わせる

が、 3層は黄色の基盤プロックが6-8cmのほぽ均等な原さに堆

積し、人の手が加った可能性もある。

遺物は、おもに 1-2層に約30片の土器片が包含されており、

130cm 

0 50c11 一

甕にはタタキがみられ、 製塩土器片も 2片出土している。甕120や

小形鉢121の底部は平底を残している。
I. 淡褐色砂質土

2. 淡貧褐色砂質土

3. 暗灰色砂質土

4. 黄灰色砂質土

5. 暗灰色砂質土

6. 黄灰色砂質土

7. 暗灰色砂質土

8. 暗灰色粘性砂質土

9. 暗灰色粘性砂質土

10. 黒灰色粘性砂質土

（柳瀬）

井戸109(第40図、凶版19)

13H区の南端、井戸110に近接して所在す

る。径72cm、深さ77cmを測り、掘り方は段を

もって急角度に下がる。埋土は基本的に砂質

土であり、急速に埋没したような感じを受け

第40図 井戸109(1/30) る。
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1 弥生時代・古墳時代

0
」

lm 
」

I. 暗黄褐色砂質土

2. 暗褐色砂質土

3. 暗灰色粘性砂質土

4. 黒灰色粘性砂質土 （植物・桃．

木片含）

5. 黒褐色粘性土 （草木の有機質）

Cl 

口
A ‘ / C3 

＼
べ
ロ125

-

＿

126

127 

D 10cm 一第41図 井戸110(1/30)・出土遺物

加工小木片 1点が出土した以外は全く 遺物が出土していないため、時期を決定することがで

きないが、おそらくは他の多くの井戸と同様、百・古.Iのころのものと思われる。 （字垣）

井戸110(第41図、図版20)

井戸109の北西に位置する井戸である。上面は径107cmで円形をなし、深さ71cmを測る。かな

りゆるやかな掘り方をもち、底面は湧水砂層に達している。埋土は 1-3、4、5層に大別で

き、 5層が井戸の使用時の堆積層、 4層が井戸が放棄されたころの堆積層と考えられる。 5層

には植物質の有機物が、 4層には有機物のほかに木片、桃核などが含まれている。

遺物は主に 1-3層から出土しており、甕、小形の椀、 鉢のほか、管状の土錘3点が出土し

ている。鉢127はこの種の器形をもつものとしては比較的小形であるが、球形の体部と外反する

口縁部をもつ。これらの土器は百・古.Iに位置付けられる。 （宇垣）

井戸111(第42-48図、図版21・22)

16 I区に位置する。 掘 り方の平面形が円形を呈する素掘りの井戸である。検出面での規模は、

長径1.68m、短径1.47mを測るもので、 検出面からの深さは1.64mを測る。 断面を見ると、底

面より中位までは垂直に近く 掘られ、中位から上は外方に大きく開くものである。底面もほぼ

-53-



第3章第2節遺構・遺物

円形を呈するもので、長径72cm、短径68cmを測る。井戸(I)底面の海抜高は一40cmである。井戸

は1-8層まては薄い堆積層を見せるが、 9層にはその状況は見られない。出士遺物としては、

土器を多量に出土している。遺物は大略上・中・下の3層に分けて取り上げた。第43図は 1-5 

層までの出土土器であり、第44・45図は 6-8層出土の土器である。第46・47・48図は 9層出

土の土器である。 第43図は上層の出土遺物で、甕の口緑端部は上方に折れ曲がり、下端は突出

するものが多い。高杯は、口緑端が立

ち上がるものと、大きく外反するもの

がある。いずれも短脚で、内外面とも

にこまかなヘラミガキが施されている。

中層の土器（第44・45図）は、甕の

ロ縁は上方に折れ曲がり下端は少し突

出するもので、明瞭な稜をなす。 155

は、口縁部下端に数条の沈線が施され

゜
lm 

三
る。 163・164は製塩土器で、同一個体

の可能性が強い。器形は、上半は筒状

130cm であり、下半は脚に向けて直線的にす

I. 暗灰淡茶褐色細砂
2. 暗灰苓褐色細砂
3. 淡茶灰褐色細砂
4. 淡苓灰褐色細砂（淡黄色土のプロックを含む）
5. 暗灰褐色細砂（淡黄色土を含む）
6. 黒褐色細砂
7. 暗灰褐色細砂
8. 暗灰茶褐色細砂
9. 暗青灰色微砂粘土

第42図井戸111(1/30) 

- 54-

ぽまる。外面の上半には明瞭ではない

がタタキが見られ、下半はヘラケズリ

である。下半のヘラケズリも、胴部の

中位ではタタキの痕跡が見られること

から、タタキはさらに下方まで施され

ていたものと考えられる。壺の頸部は、

胴部に向けて開くもので、 167は、ハケ

目の後タテ方向のヘラミガキが施され

るもので、胴部内面はヘラケズリが施

される。高杯は、杯部が少し丸くなり

ロ縁部は大きく外反する。杯部の内外

面はヘラミガキが施される。脚柱は短

く、脚端は丸い。脚部の外面はヘラミ

ガキで、内面にはハケ目が施される。

174は、脚の付く直口壺で、脚部は高杯

と同様に短脚である。頸部は、上方に



1 弥生時代・古墳時代

冒

芯:
)~ ク’

144 

第43図井戸111出土遺物〔1〕
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1111, 言一｀151 ←二〈152 

159 
164 

第44図 井戸111出土遺物〔2)
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1 弥生時代・古墳時代

向けて少し開くもので、頸部の直径が、胴部の直径に対し大きな比率を示す。第46・47・48図

は9層出土の土器であり、井戸の底に近い位置から出土した。 176は口縁部は外反し端部まで器

壁の厚さが変わらないもので、外面はハケH、内面はヘラケズリが施される。内面には一部に

米の炭化したものが付着している。 177-179は、口縁端部が少し肥厚するもので、内面はヘラ

ケズリが施されている。外面は全体にハケ目が施されるものと、下半にヘラミガキの施される

ものとがある。 180-182は、口緑端部が少し上方に拡張するもので、外面は板状工具によるナ

デ、内面はヘラケズリが施される。 184-186は、口縁端部が上方に折り曲がり、下端が少し突

出するものである。 187は、長頸壺で、頸部は下方に向けてわずかに開く。頸部にはハケ目の後

』
169 

170 

167 172 

＼
 

174 

仁~~ 三
175 

0 10cm 

一168 

第45図井戸111出土遺物〔3〕
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第46図井戸111出土遺物〔4)
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l 弥生時代・占墳時代

182 
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0 10an 

第47図 井戸111出土遺物〔5〕
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0 10cm 
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第48図井戸111出土遺物〔6〕

に浅い凹線が施される。胴部は、内面ヘラケズリ、外面ヘラミガキが施される。 193は、鉢てあ

る。口緑端部が上方に折れ曲がるもので、外面にはハケ目、内面にはヘラミガキが施される。

194も鉢で、外方に折れ曲がった口縁部は、端部が少し上下に拡張する。口縁端部外面には浅い

凹線が施される。胴部の内外面はヘラミガキが施されている。井戸の時期は、弥生時代後期末

と考えられる。 （井上）

井戸112(第49・50図、図版23・24)

16 I区に位置する。井戸111の南約2mの位置に検出した。低水路掘削の法面に検出したため

上部は削平されている。井戸は素掘りで、平面形は楕円形を呈し、長径97cm、短径76cmを測る。

井戸の壁は、ほぽ垂直に掘られており、 検出面からの深さは75cmを測る。底面はほぽ平坦で、

海抜裔は一10cmてある。底面からは、完形の土器がまとまって出土した。 195は甕の底部であ

る。わずかに底部が認められるもので、外面はハケ目、内面は指頭圧とヘラケズリが施される。
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100cm 

0 lm 

一I. 暗灰色細砂 5. 暗灰色砂2. 淡灰色細砂 6. 灰色粘土

3. 暗灰色細砂 7. 暗灰色細砂

4. 暗灰色細砂

第49図井戸112 (1/30) • 
出土遺物

1 弥生時代・古墳時代

D St■ ―,,...,_, 

内側の壁面には部分的に炭化米の付着が見られ、外面

には煤の付着が見られることから、炊飯に使用された

ものと考えられる。 196-201も甕で、完形もしくは、

ほぽ完形の状態で出士した。 196は、口緑端部が上方に

折り曲げられ、外面に櫛描沈線が施される。胴部外面

は、ハケ目後ヘラミガキが全体に施される。内面は、

下半には指頭圧が見られ、上半は、頸部までヘラケズ

リが施される。底部は、わずかに認められ、ヘラミガ

キが施される。 197は、 196とほぽ同じであるが底部は

196よりも明瞭に認められる。 198は、上方に折れ曲が

った口縁端が少し開くもので、外面には櫛描の沈線が

施される。胴部外面は、上半はハケ目、下半はヘラミ

ガキが施される。内面は、底部近くは明瞭な指頭圧が、

他はヘラケズリが施されるが、屑部内面に一部指頭圧

が認められる。 199は、胴部外面全体にヘラミガキを施すもので、底部は、わずかに認められ

る。内面は、頸部直下から肩にかけては明瞭なヘラケズリが見られる。下半部は、指頭圧の後

ヘラケズリを施し、その上をナデているため、ヘラケズリの単位は判らない。 200は、形態は199

に似るが、胴部外面は、上半はハケ目、下半はヘラミガキが施される。底部もわずかに認めら

れ、ヘラミガキが施される。内面は、頸部直下までヘラケズリが施されており、上半は明瞭な

ヘラケズリの痕跡を見ることができる。下半は、指頭圧の後ヘラケズリが施されている。 201

は、 200とほぼ同じであるが、底部が200より明瞭である。胴部外面は、肩部がハケ目、下半は

ヘラミガキが施される。胴部内面は、頸部までヘラケズリが及んでおり、ケズリの痕跡は底部

近くまで認められる。底部は、指頭圧の後、ヘラケズリが施されている。井戸の時期は、古墳

時代の初頭と考えられる。

（井上）
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199 

198 

0 IOt■ 一 第50図 井戸112出土遺物
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］ 弥生時代・古墳時代
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I. 暗灰色粘土

2. 灰色粘土

3. 淡灰色微砂

4. 淡黄灰色砂

5. 灰色土

6. 暗青灰色細砂

7. 青緑灰色砂

8. 暗青灰色粘質土

~\ 
202 

0 10cm 

一
井戸113(第51図、図版25)

15 I区に位置する。井戸112の西約8mの

位置に検出した。この井戸も低水路掘削の

法面に検出したため上半は削平されている。

井戸の平面形は、円形を呈するもので、長

第51図井戸113(1/30)・出土遺物 径140cm、短径130cmを測る。井戸は素掘り

で、壁はほぽ垂直に掘られている。底面は、中央部が少し窪むが、全体的には平坦に掘られて

いる。底面の平面形は、北側に直線的な部分もあるが、概略長円形を呈し、長径122cm、短径104

cmを測る。底面からは、ほぽ2個体分の土器片が、それぞれまとまって出上した。 202は、大き

く外反した口緑部の端部が少し開きながら上方に折れ曲がるもので、外面には櫛描沈線が施さ

れるものである。胴部外面はヘラミガキ、内面はヘラケズリが施される。 203は、外反した口緑

部の端部が少し内傾しながら上方に折れ曲がるもので、外面には櫛描沈線が施される。胴部外

面は、上半はハヶ且下半はヘラミガキが施される。内面は｀底部付近は、指頭圧後ヘラケズ

リ、上半は、ヘラケズリが明瞭に見られる。器形は、少し縦長の球形を呈するものである。底

部については、土器が欠けているため不明である。井戸の時期は、古墳時代の初頭と考えられ

る。 （井上）

-63-



第3章第2節遺構・遺物

井戸114(第52図、図版26~28)

15 I区において検出された井戸である。検出面での平面形は約180X150cmの不定形な菱形を

呈する。深さは最大で約170cmを測る。深さ約60cmで段がみられ、その面からは径約75cmの円形

の掘り方となっている。

この円形の掘り方に納める形で井戸枠が設置されている。井戸枠は、割竹形の材を 2個組み

合わせて築いており、 残存する上端で約50X65cm、下端で約25X40cmを測る。注目されるのは

この井戸枠材で、平面図の南側のものを第53因に示したが、その形状から木造船の一部を再利

用したものと考えられる。

埋土については図の I~3層が

廃絶後の埋土、 4~6層は井戸枠

の裏込めと考えられる。また、 7

層中にはおもに甕の小片が敷きつ

められていた。

130cm 

/ 

出土遺物は、井戸枠内およぴ枠

外から出土しており、上器（壺、

甕、高杯）、士製品（土錘）、ヒョ

ウタンの果皮、種子（モモ、スモ

モ、ムクノキ）などがある。図ホ

した遺物のうち、 206・210・219は

平・断面図に示した土器で、井戸

枠内底面で出土したものである。

また、 208・209・211・212・214・

217・220・221は7層から出土した

ものである。210の甕の底部内面に

I. 淡褐灰色微砂

2. 褐灰色粘質微砂

3. 暗青灰色粘土（草の茎を含む）

4. 褐灰色微砂＋黄色砂プロック

5. 青灰色粘土＋黄白色粘土ブロック（含炭

粒）

6. 暗青灰色粘土＋黄白色粘土プロック（含

炭粒）

1. 青灰色粗砂まじり暗青灰色粘土

゜
lm 

第52図 井戸114(1/30) 
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1 弥生時代・古墳時代
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目釘木桜の皮

第53図井戸114 井戸枠 (1/12• 1/6) 
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1 弥生時代・古墳時代

。
~ 
I (1/3) 

(1/6) 

ー ・ニ汀 第55図井戸114出土遺物〔2〕

は炭化米が付着している。時期は百・古.Iと考えられる。

井戸115(第56図、図版25)

140区に位置する。調査区のほぽ中央で検出したものであるが、工事中の置士とその除去に

（平井泰男）

よりそのほとんどを削乎されている。元来は円形を呈する井戸であったと推測されるが、残存

するほとんどは底に近い部分である。井戸の推

定長径は約90cmと考えられる。北壁側が最も深

く残っており、検出面から底までの深さは90cm

を測る。この北壁側は、円周の約 4分の 1が残

存している。井戸は素掘りであり、その断面を

見ると、底から上方へ開くもので、底面は窪ん

でおり乎らではない。底面の海抜高は、 26cmで
120m 

z. 浚灰嶋色帖土
3. 疇灰色砂

ヽ．青灰色帖土

゜— 
彎

lm 
一→

第56図井戸115(1/30) 

ある。井戸の北束側の底部に一本の丸木を検出

した。検出当初は、井戸の掘方に沿って丸〈削

られており、丸木の中心をくり抜くのではなく、

外側をえぐり取ったものを組み合わせた井戸の

可能性も考えた。しかし、丸木が、井戸の掘方

の外方へ伸びて行くことが判明したため、それ

は、自然に埋没した丸木を偶然に掘り込んだも

のと判った。この丸木の直上から、胴部がたま

わぎ形をし、口が上方に向けて少し開く直口壺
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I. 灰褐色粘質

土（マンガ

ン多含）

2. 灰茶褐色粘

質土（灰白

色粘土プロ

ック少含）

3. 灰褐色粘質

土

―4. 灰茶褐色粘
質土 （白色

粘土プロッ

ク含）

5. 淡灰苓褐色

粘質土

6. 暗灰色粘土

13011 7. 黒色粘質土

（炭の小片

多含）

8. 灰色粘土（暗

灰色 粘土

含）

9. 青灰色粘土

10. 暗灰色粘土

II. 青灰色粘土

12. 暗灰色粘土

13. 暗青灰色粘

土

0
」

1m 

一第57図 井戸116(1/30) 

が一個体出土した。井戸の時期とし

ては、弥生時代後期末と考えられる。

（井上）

井戸116(第57-59図、図版29-32)

16P区に位置する。検出面での乎

面形が、ほぽ円形を呈する素掘りの

井戸で、長径101cm、短径98cmを測

る。底面の平面形は閏丸の台形を呈

し、長辺50cm、短辺35cmを測る。底

面はほぽ平坦に掘られており、海抜

高は 4cmである。井戸は底から約3

分の 1まではほぽ垂直に掘られてお

り、それより上には少し開く。 検出

面からの深さは、 ll&mを測る。出土

遺物は、遺構を検出した時から多最

の土器が出土した。第57図の上段は

6層の遺物の出土状態である。中段

は6層の遺物取り上げ後の土器出土

状態で、 7層を中心とするものであ

る。下段は、底面、もしくは底面に

近いものであり、層位としては13層

出土の出土状態である。図示した出

土遺物は、 13層出土のものである。

221は、外反した口縁端部が、わずか

に厚くなるものである。胴部外面は

ハケ目、内面はヘラケズリが施され

る。 222は、外面した口縁の端部はそ

の厚さに変化はなく、端部外面に浅

い凹線が施される。胴部外面は煤付

着のため明瞭でない部分もあるが、

ハケ目が施される。胴部内面は、下

半は縦方向の、上半は横方向のヘラ
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1 弥生時代・古墳時代

222 

0 10cm 

第58図井戸116出土遺物〔1〕
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0 10cm 

第59図井戸116出土遺物〔2〕

ケズリが施される。 223は、外反した口緑部の端部が上方に伸ばされるものである。 IJlill部の外面

は、ハケ目後ヘラミガキが施される。内面はヘラケズリが施される。 224は、外反した口緑部の

端部が上方に引き伸ばされ、下端は、わずかに突出する。胴部外面はハケ目、内面はヘラケズ

リが施される。 225は、外反した口緑部の端部が上下に拡張するもので、端部下端は少し下方に

突出する。胴部外面はハケ目、内面はヘラケズリが施される。 226は、大きく外反した口緑部の

端部が上方に折れ曲がるものである。端部下端に数条の櫛描沈線が施される。胴部外面には｀

厚く 煤が付着するため明瞭でない部分もあるが、上半はハケ目、下半はヘラミガキが施される。

胴部内面はヘラケズリが施される。 227は、大きく外反した口縁部の端部が上方に折り曲げられ

るもので、下端がわずかに突出する。口緑部外面には、 浅い凹線が施される。胴部外面の屑部

には刺突文が、その上側にはハケ目、その下にはヘラミガキが施される。胴部内面は、入念な
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I. 暗灰色粘土 5. 青灰色粘土

2. 灰茶褐色粘土 6. 暗青灰色粘土

3. 灰茶褐色粘土 7. 青灰色粘土

4. 淡灰茶褐色粘土 8. 灰青色粘土

1 弥生時代・古墳時代

ヘラケズリが施される。228は、大きく外反した口緑

部の端部が上方に折れ曲がるもので、下端は明瞭な

稜をもつ。胴部外面は、上半はハケ目、下半はヘラ

ミガキが、内面は、ヘラケズリが施される。 229は、

口緑部を欠くもので、．胴部外面にはヘラミガキ、内

面にはヘラケズリが施されるものである。井戸の時

期としては、弥生時代後期後半と考えられる。

（井上）

井戸117(第60図、図版32)

14P区に位置する。掘り方の平面形が楕円形を呈

する素掘りの井戸である。検出面での規模は、長径

150cm、短径90cmを測る。井戸は、底面から上方に

90-lOOcmはほぼ垂直に掘られている。さらに上方

は、外に向けて開く状況を呈するが、削平されてい

て詳細は不明である。検出面からの深さは110cmを測

る。底面の形状は、長円形を呈するもので、長径98

cm、短径90cmを測る。底面は、中央部が少し深くな

るものの、ほぽ平坦である。底面の海抜裔は一20cm

である。井戸の時期は、出士した遺物からして、古

墳時代前期と考えられる。 （井上）

O 10cm 

第60図 井戸117(1/30)・出土遺物
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d
 
土 壕

土攘101 (第61図）

9G区の南西隅に検出された。

乎面形の約半分は、調査区外に延

びる。さらに、一部側溝に切断さ

れて確認されたため、詳細は不明

ながら 2つの土壊が重複 している

可能性 もある。側溝の断面観察に

よると、上壌は約70cmと比較的深

いが、底は起伏がはげしく、底は

一定していない。土層的には第 6

層の下部に面があり、第 7-8層

とは遺構的に区別されるのかもし

れない。

遺物は甕・高杯などの細片が20

数片出土しているのみで、高杯1

個体のみ図示できた。

高杯はほかに長脚片も含まれて

いるが、上壊の時期としては、百・

後 ・IV期が考えられる。 （柳瀬）

土壕102(第62図）

llG区に検出された、ほぽ円形

の土壊である。径約65cm、深さ約

30cmを測る。この土壊は、浅いわ

りには土層が比較的細かく分層で

きる。第 2層には炭片が含まれ、

おもに第 2-3層から、壺・甕．

麻杯の破片が出土している。

図示できた 2点の土器について

いえば、百・後・ Illの時期を示す。

（柳瀬）

l
 チナ

文
、`
‘̀ 、`
ヽ̀
‘ ｀
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I. 黒灰色砂質土（攪乱士）

2. 黒灰褐色砂質土（黄色砂質土

塊混）

3. 黒灰褐色砂質土

4. 黄褐色砂質土

5. 暗黄褐色砂質土

6. 暗黄色砂質土

7. 黄褐色粘性砂質土

8. 明灰色粘質土

第61図 土壕101(1/30)・出土遺物

ロー120cm 
ビ
0 50c● 一
第62図
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~m 10c■ 一I. 黄灰色砂質土2. 黒灰色砂質土（炭片含）

3. 黒灰色土（小円礫多含）

4. 黒灰色粘性砂質土（黄灰色塊混）

土壕102(1/30)・出土遺物



1 弥生時代・古墳時代

~ 

130cm 

位
巧
D IOc11 ― 237 

0 1 rn 

一
I. 暗褐色灰色砂質土（下部に薄い炭層）

2. 暗褐色灰色砂質土（黄褐色塊多含）

3. 淡灰黄白色砂質土

第63図 土凛103(1/30)・出土遺物

土撰103(第63図、図版33)

llG区に検出された、ほぽ円形の土壊である。土壌西側の一部は、現代の暗渠によって削乎

されている。径約125cm、深さ約15cmを測る。第 1層の下面には薄い炭層が観察され、 第1層中

からは握拳大の石3個、炭片とともに土器が20片ほど出土している。

この土壊は、上部をいくらか削平されているとはいえ比較的浅く｀また平面形態や遺物の出

土状態からみても、とくに性格を明らかにするに至っていない。土器のうち、図示できるもの

は2片のみで、百・後.IIIの時期を示す。

土壕104(第64図）

この土壊は、西側の一部を暗染によって切断され、さら

に上部もいくらか削平を受けて、 12G区に検出された。平

面形は閑丸長方形を呈すと思われ．現存長98cm、幅37cm前

後を測る。底部は多少の凹凸があり、削平されて浅いため

か、埋土は灰色砂質土の一層しか看取できなかった。

遺物は甕の細片が2片出七しているのみで、その底部片

からいえば、百・後期の終わり頃の時期を推定させるにす

（柳瀬）

＼□□ 
1 30cm 

~ 

゜
lm 

ぎない。

土壕105(第65-71図、図版34-38)

土壊は14G区に検出され、溝102に重複して存在する。平面形態はほぽ円形を呈し、上径120

（柳瀬） 第64図 土凛104(1/30) 

cm前後深さは約60cmを測る。底径は約60cmで、底面にはほとんど凹凸はなく、断面形は逆台形
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を里す。 埋土は中央に窪むよ

うに低く 堆積 し、とくに 第

3・5層中には完形を含む多

湿の土器が、押しつぶされた

ような状態で包含されていた。

第4層は茶灰色の焼土粕およ

ぴ同色の焼土塊を多く包含し、

土墳の南東側では第3層と 5

層の間層となっていた。第 1

層および第6層中からの土器

の出土はない。

断面観察による土層の堆積

状態からすれば、この土壊は

少なくとも25cm以上上部を削

平されているとみられ、第

3・5層の土器溜りは第 1層

によって完全に覆われた一括

性をもつと考えてよい。そし

て、土器片がぎっしり積み重なるような状況は、短期間にまとめて廃棄されたことをうかがわ

せる。また、これらの土器類の中に丹塗りなどの祭祀的なものは含まず、日常のそれも器表の

＼
 

I. 暗褐色砂質土（黄色砂混）

2. 黒褐色砂質土

3. 暗褐色砂質土（茶褐色焼土含） 5. 灰褐色土

4. 茶褐色焼土 6. 暗（黒）灰色砂質土

゜
lm 

第65因土壕105(1/30) 

いたみがはげしいよく使い古されたものが多い。これらのことから、この土壊のつくられた当

初の目的が何であったにせよ、結果的にゴミ穴として使用されたことが考えられる。

土器は、壺・甕・酬杯・鉢・椀などの器種があり、復元完形になる土器も多い。壺は小形の

241・ 242と中・大形の238-240、243-255がある。後者はさらに、頸が短くまたは頸をもたず、

口縁端部を内傾ぎみに上下に肥厚させる238-240、長頸の245-249、およぴ短頸で口縁端部を

大きく上方に拡張させる250-252の3タイプに大別される。甕は口緑端部の形態的な特徴だけ

をとっても、内傾ぎみに上部に肥厚させる256-258、ほぽ真上に肥厚させ端面に数条の退化し

た凹線をもつ259-262、同じく凹部だけの269、内傾ぎみに上下に肥厚させ端面に横ナデによる

凹部をもつ265・266・272・273、真上に杭張させた口縁端面に横ナデによる 2-3条の凹部を

もつ267・271、「く」の字に外反する268、同じくわずかに端部に面をもつ274・275などに違い

が認められる。高杯は口緑部が大きく外反する276-278と上方に拡張する281-284があり、小

鉢は口縁部の外面に数条の細い凹線をもつ285・286やもたない287、台付の294などがある。ま
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1 弥生時代・古墳時代
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D IOCII 一第66図 土攘105出土遺物〔1〕
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た、中～大形の鉢は口緑端部を糾め上下に肥厚させる289や上方に拡張させる290、斜め上方に

わずかに肥厚させる291などがある。

また、士器類の胎土や色調にはとくに際立った特徴はなく、県南部地域以外からの移入は認
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0 IOc11 一第67図土壕105出土遺物(2〕
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ぽ南北を向く。 375・376は、甕の口縁部か

ら胴部にかけての破片である。 375は、 倒L

字状に口緑部が折れ曲るもので、口緑部直

下には、 櫛描による多条の沈線が施される

ものである。 376は、 櫛描沈線の下端に刺突

文の施されるものである。 374は、胴部の破

片で、櫛による波状文が施される。土壌の

時期は、弥生時代中期前半と考えられる。

（井ヒ）

0 10cm 一

9 炎灰茶嶋色土

2 灰嘱色土

3 炎茶灰褐色土

4 茶褐色土

5 、炎貴褐色土

6 • 炎苓灰鳩色土
1 .. 灰褐色帖賃土

8 • 炎貫鴫色土 0 

一第96図 土壕127(1/30)・出土遺物

土壕127(第96図）

130m 

Im 
J 

14L区の南西隔に位置する。乎面形は、隔丸方形を呈するもので、長辺112cm、短辺106cmを

測る。底面は、二段になり、 深い方が検出面より92cm、浅い方で64cmを測る。深い部分は、ほ

ぽ中央部に、円形で掘られるもので、径40cmを測る。その西側に、約20cm浅く長円形の平面が

ある。長径50cm、短径28cmを測るものである。土墳の時期としては、古墳時代前期と考えられ

る。 （井上）

土壕128(第97図、図版44)

14 L区と14M区の境界で検出された。平面形が円形を呈する土壊で、長径202cm、短径184cm

を測る。検出面からの深さは、 120cmを測る。底面は平坦であり、平面形は、長円形を呈する。

底面の規模は、長辺114cm、短辺70cmを測る。上壌の掘り方は、上方に向けて大きく開くもの

で、揺鉢状を呈する。底面には、土器 1個体と、その上に梯子状に段を切り込んだ木器が出t

した。木器は、段を切り込んだ側を下に向けて出上したもので、検出した全長は100cmを測る。

±壊の時期は、弥生時代後期と考えられる。 （井上）

土壕129(第98図）

13M区と14M区の境界中央付近に位置する。平面形は楕円形で、長径は89cm、短径は73cmを
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第94図 土珊124出土遺物

130cm 

＼ 
゜

lm 

I. 淡灰苓褐色

2. 苓褐色 （責色土を少し含む）

3. 灰苓褐色

第95図 土凛126(1/30)・出土遺物

られる。 （井上）

土凛125(第93図）

15K区の中央付近に位置する。平面形が楕

円形を呈するもので、長径182cm、短径78cmを

測る。西端部分で、土壌124(B)と重複して

検出したもので、土凜125が古い。 検出面から

の深さは21cmを測る。底面は、中央部が少し

窪むもので、壁は、ほぽ垂直に掘られている。

土壊の長軸の方向は、西北西を向くものであ

る。七壊の時期としては、弥生時代中期前半

と考えられる。 （井 l:.)

土壕126(第95図）

15K区の南東端で検出された。乎面形が長

円形を呈するもので、長径は124cm以上で、短

径102cmを測る。検出面からの深さは28cmを測

ふ底面は浅く窪むもので、壁は、上方に向

けて大きく開く。±壊の南側は、溝により切断されて

おり、全体の規模は不明である。土壊の長軸方向はほ

なー.,. ¥ ¥ 372 

;、¥¥373 ._ 二
¥
n
¥
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リ

h
f
 

5
 
7
 
3
 

一h. 
・曇弓

r

亨＿ート一

0 10cm 
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140cm 

三
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第92図 土凛123(1/30)・出土遺物

の深さは12cmを測るものて、底面は、ほ

ぽ平坦である。 371は、土壊内の西側に出

土したものである。口縁部直下に櫛描に

よる多条の沈線文が施され、沈線文の下

端に刺突文が施される。胴部下半は、内

外面ともにヘラミガキが施される。上濱

の長軸方向は、西北西を向く。士頃の時

期としては、弥生時代の中期前半と考え

られる。

土墳124(B)は、長方形を呈する土墳

で、長辺166cm、短辺52cmを測る。検出面

からの深さは12cmを測る。底面は、丸く

窪む。七壊の長軸の方向は、西北西を向

く。土墳の時期は、墳内からの出土遺物

からして、 124(A)とほぼ同時期と考え

されるものてある。 367は、内・外面に指頭圧

痕の施されるものである。土墳の時期として

は、弥生時代中期と考えられる。

土撰124(A) (B) (第93・94図）

15K区の中央付近で検出された。土凛

124 (A)は、平面形が楕円形を呈するもの

で、長径118cm、短径78cmを測る。検出面から

B 
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弥生時代・古墳時代

は、弥生時代と考えられる。

（井上）

土慣121 (第90図）

15K区の北西部て検出された。

平面形が長方形を呈するもので、

長辺190cm、短辺82cmを測る。 検

出面からの深さは、最も深い部

分で10cmを測る。残存が浅いた

め、壁体の形状は不明であるが、

底面は、ほぼ平坦であるが、北

端から約60cmで段がつく。土層

断面の観察では埋土に差異はな

140cm 

~ 
I. 灰茶褐色

2. 灰茶褐色（黄褐色土を少し
含む）

第91図 土壕122(1/30) 

・出土遺物

1 m 

I. 灰苓褐色砂質土

2. 灰苓褐色砂質土
3. 淡苓灰褐色砂質土

4. 淡苓灰褐色砂質土

第90図

0
」

140cm 

lm 

土壕120・121(1/30) 

かったが、この部分で

，. 

—· -、
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期と考えられる。

土凛122(第91固）

二つの土壊が重複して

いる可能性もある。土

墳の長軸方向は、北北

東を向くもので、時期

としては、弥生時代中

（井上）

15K区の北西部に位置する。平面形が、長方形を呈する

土凜で、長辺98cm、短辺80cmを測る。検出面からの深さは、

16cmを測る。壁は、上方に向けて少し開くものの、直線的

に掘られている。底面は、はぽ平坦であるが、壁に沿う部

分で少し窪む状況を呈している。 364・365は、上壊内から

の出土遺物であるが、甕の上半部分である。口緑部直下に

多条の沈線を施すものである。土壊の長軸は、ほぽ東西を

向くもので、時期としては、弥生時代中期前半と考えられる。

土壕123(第92図）

（井上）

14K区の東端で検出された。平面形が、長方形を呈するもので、長辺132cm、短辺68cmを測

る。 検出面からの深さは、 12cmを測る。土塘の壁は、上方に向けて少し開くもので、底面は、

ほぽ平坦である。土塘の長軸は、北北西を向くものである。 366は、外面に多条の櫛描沈線の施

-93-



第3章第2節遺構・遺物

ーロー
130cm 

ペ
oiiii ~ m 

I. 灰苓掲色砂質土 （炭片を少し含む）

2. 淡灰茶椙色砂質土

第BB図土壕118(1/30) 

／ミ＼、

8 
130cm 

｝ 

0 lm 

一第89図土壕119(1/30)・ 出土遺物

土壕118(第88図）

151区の南西部で検出された、長方形を呈する土壌

である。北東側に少し張り出すが、長辺84cm、短辺48

cmを測るものである。底面には凹凸があり、平坦では

ない。残存する深さは、検出面から10cmを測る。窪み

の深い部分で20cmを測る。長軸の方向は、ほぼ北東を

向くもので、弥生時代と推定される使途不明の士壌て

ある。 （井上）

土凛119(第89図）

15 J区と15K区の境界に位置する。平面形が長円形

を呈するもので、長径118cm、短径89cmを測る。残存す

-- - . 

疇〖
.、 -C! 瓢 3W ¥¥  

359 

、ダ今 —--=---

.,'" ¥ Fi~ )) 
>'l老翠
..ヽ．令 i; -

•f' 
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"'.f, -~ ． -< .,J 

- 1' 

如, /!,~V~ Ocm 
る深さは浅〈、検出面から16cmを測る。底面は，中央部が

少し深くなるが、平坦に近い。底面近くから数点の士器が

出土した。 359・360は、倒L字口緑の甕で、口緑部は貼付

されたものである。口縁部直下には、櫛描多条の沈線が施されるものである。360は、内面にヘ

ラミガキが施される。363は、内外面にヘラミガキが施されるものである。 362は、条線文の下

端に円形の浮文が貼付されたものである。上壌の時期としては、弥生時代中期前半と考えられ

る。 （井上）

土壕120(第90図）

15K区の北半に位置する。長方形を呈する土墳で、長辺79cm、短辺38cmを測る。土墳121のほ

ぽ中央に検出したもので、 検出面からの深さは22cmを測る。土墳の壁は、ほぽ垂直に立ち上る

ものであるが、底面は丸く窪む。土壊の長軸方向は、ほぽ北西を向くものである。時期として

-92-



1 弥生時代・古墳時代
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355 

万
357 
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358 

O 10cm 一第87図土凛117出土遺物〔2)
れたもので、 344-348からなる。甕3点のほか高杯、脚付き直□柑などであり、高杯348の脚部
が欠損し、 344が約 1/2の残存率である以外は、いずれも完形に復元された。土器溜り 3は9

層の上面に形成されたもので355-358からなり、甕356は完形、 鉢355は全体の I/3の大形の

破片である。これら以外の土器は上・中層から出土したものであり、 9、10層からはほとんど

遺物は出土していない。

土器溜り 2、3から出土した甕のうち、 344は発達した口縁部と薄い器壁をもち、外面および

底面に縦のヘラミガキを施した、該期に一般的にみられる形態のものである。それに対して

345・346・356は口縁部が上方に若干つまみ上げられる程度であまり発達しておらず、器壁も344

に比ぺてかなり厚くなっている。さらに、 345・346では胴部下端に縦のハケメに先行するタタ

キが認められ、底面にはハケが施される。 356では縦の荒いハケに先行するタタキが胴部上半と

下端に認められ、底面の調整はミガキである。しかしながら胎土・色調の点ではこれらに大き

な差異は認められず、あえていえば344・34Gが明灰椛色で砂粒が少なく、 345・356が赤褐色で

砂粒がやや多いとすることができる。こうした差異について、ここで評価を下すことは容易で

はないが、今後、土器の生産と流通を考えるうえで良好な素材となると思われる。土器溜り］

-3の形成は若干の時間差を考えることができるが、いずれも百・後・ IIIに収まるものである。

（宇垣）
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第84図土壕
116出土遺物
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1 弥生時代・古墳時代

に含めざるをえなくなった。土壌115は長さ205cm、幅78cm、深さ36

cmの細長い土攘で底面は狭くなる。埋土は上層が黒褐灰色、下層が

灰黒色の砂質土である。無頸壺325および壺326-328、甕330-332・

335-337が出土した。甕331・332は口緑部を外方に屈曲させ、胴部

最大径部分に列点文を施すものである。また、甕底部片のうち335・

337には焼成後に穿孔されている。土器以外にサヌカイト製の錐が出

土している。

±壊116は115に切られる長さ推定230cm、幅58cm、深さ34cmの土凛

で、底面は土壌115よりも若干高くなっている。埋土は上・下層とも

灰黒色砂質土である。土器は甕329・333・334で、 329は短かく斜め

上に屈曲する口緑部をもち、胴部上側に櫛描きの平行沈

線文と波状文を施している。333は円形の列点文を施した

破片、 334は櫛描きの平行沈線文をあらく施し、その下側

に列点文を施している。土頃115が百・中・［の古い段

階、 七壌116が百・中・ 1の新しい段階に位置付けられ

る。 （宇垣）

130cm 

゜
lm 

I. 黒褐色粘性砂質土 （焼土片多含）

2. 黄黒褐色粘性砂質土（焼土片少含）
3. 暗黄色砂質土

4. 暗黄色砂質土（白色粘土多含）

5. 暗黄色砂質土

6. 暗赤色焼土層

7. 黒褐色粘質土

8. 黒灰褐色粘質土（淡白褐色土塊含）
9. 明黄灰色粘性砂質土（白色粘質土

塊含）

10. 暗灰色砂質土（暗灰色粘質土塊含）

第85図土填117(1/30) 

土凛117(第85~87図、図版42・43)

13]区南端で検出した長径220cm、短径117cmの楕円形

の土塘である。深さ155cmの円筒形をなし、平坦な底面と

ほぽ垂直で部分的に袋状をなす壁面からなる。本来は貯

蔵穴であったと考えてよいであろう。

埋土は上層 I~5層、中層 6~8層、下層 9、10層に

大別でき、上層はさらに I 2層とそれ以下に区分でき

る。埋土のうち 1層には焼土が多量に含まれており、 2

層にも認められる。 6層は焼土層であり、 9層の上面に

は部分的に炭層が認められた。また、 8 ~10層には壁面

の崩壊によると考えられる基盤層プロックが含まれてい

る。

埋土中の 3箇所から土器溜りが検出された。土器溜り

1は 1層中に形成されたもので、 338~343からなり、高

杯を主体とする。 340・341は完形、 338・339も一部欠損

している程度である。土器溜り 2は5層の下面に形成さ

-89 -
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1 弥生時代・古墳時代

埋土は基本的に黒灰色土で、 I 2 4層には炭片が含まれ、特に 2層で顕著である。また、

3-5層には基盤層のプロックが認められる。

遺物は主に 2、3層から出土しており、上器の他に石鏃2点、 2層下面からは小骨片が出土

している。上器はいずれも百・中・ 1の古相で、壺、甕からなる。壺314には櫛描きの平行沈線

文と波状文、列点文が認められる。甕は口緑部が強〈屈曲して外反する316-319と、貼り付け

によって逆L字形に仕上げられている320とがある。口緑下には幅広く櫛描き平行沈線が施され

ており、その下には315では刺突列点文が、 318では列点文、 320では櫛描き波状文が施されてい

る。内面調整はいずれもヘラミガキで部分的に指頭押圧が認められる。外面調整はタテハケで

315、318ではさらにヘラミガキが施されている。暗黄総色-i炎橙掲色を呈し、石英、長石の砂

粒を少量含んでいる。なお、 2点の石鏃はいずれも基部の一部と先端部を欠損している。

こうした長方形の土壌として、これ以外に115・116がある。規模、形状からみて墓壊である

可能性も考えられるが、かなりの歓の t器片が含まれており、廃棄塘と考えるのが妥当であろ

（宇桓）

土壕115•116 (第82-84図、図版41)

12 J区から一部k区にかかって所在する 2基の t壕である。縦に貢なって切り合った状態で

あり、検出時に単一の遺構であると誤認して掘り下けたため、七壊116の土器の一部を土塀115

土塙115

゜図 ti!!_'¥[T, l~Otm 

,~, 

土壌116 土壌115 0 
I. 灰黒色砂質土 I. 黒褐灰色砂質土 i 
2. 灰黒色砂質土（マンガン沈着） 2. 灰黒色砂質土

第82図 土壕115• 116 (1/30) 
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第3章第2節遺構・遺物

じ百・中・ 1に比定できる。 （宇垣）

土填114(第80・81図、図版40)

12 J区東側で検出した長方形の土壊である。長軸を北西ー南束にとり、長さ230cm、幅85cm、

深さ34cmを測る。底面は中央部が長方形に浅く下がっており、下端で長さ98cm、幅42cmを測る。

316 

320 
317 

321 

318 

戸逹謬 ＼＼ 

319 

I ¥_三II,,,O 10cm 

一323 

第81図土壕114出土遺物〔2〕
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1 弥生時代・古墳時代
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黒灰色粘性砂質土
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土凛113(1/30)・出土遺物
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I. 灰褐色弱砂質土（炭片含．明褐色土斑）
2. 黒灰褐色土ぐ朕片多含）

3. 黒灰褐色土（黄白色砂質土斑）
4. 黒灰色土 （炭少含． 黄白色砂質土塊斑）
5. 黒褐灰色土（黄白色砂．粘土境多量含）

第80図 土壕114(1/30)・出土遺物〔1〕
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~-

110cm 

0 50c胃一I. 黒灰色粘性砂質土2. 灰白色粘性砂質土

第77図 土壕111(1/30) 

土壕111(第77図）

12 I区東部で検出した。この付近は最も削乎を受けている

部分であり、周辺に遺存する遺構は少ない。土環の東縁部は

暗梃によって掘削されている。

長さ76cm、深さ11cmを測り、底面は平坦で皿状をなす。 1 

層から土器小片が少量出土しており、それによれば百 ・後・

III-IVと判断できる。 （宇垣）

土壕112(第78図）

士壊lllの東側に位置する。上面は小判形をなし、長径137

cm、短径98cm、深さ22cmを測る。埋土は黒灰色粘性砂質土で

炭片を少量含んでいる。出土した土器は少量で、図示した 4

片のうち壺肩部片306には櫛描き乎行沈線が、同307には櫛描

き平行沈線と細い櫛状工具によって施した鋸歯文が施されている。百 ・中 ・1に比定できる。

（宇垣）

→ Tr-,-

・v-,,一 ・ ~-.
＼ ．ヽ． 、// 
、..: 305 

130cm 

-~, 
VL/二~~

308 

てニニニニニア 黒灰色粘性砂質土（炭少量含）

゜
lm 

一第78図 土壕112(1/30)・出土遺物

土環113(第79図、図版33)

土壌112の東側で検出した閑丸方形の土塘で、東部を暗渠が横断している。長さ189cm、幅63

cm、深さ22cmを測る。埋土は黒灰色粘性砂質土、底面は凹凸が顕著で小さなくぽみが認められ

る。無頸壺口緑部309、壺310、311、鉢312の破片が出土している。309-311には櫛描き平行沈

線が施されており、 309では端部に円形の刺突文が、 311には波状文が認められる。土壊112と同
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1 弥生時代・古墳時代

130c● 

戸'~-
D !Dea 一 r
 4. 黒褐色粘性砂質土

5. ; 炎責色粘性砂質土

6. 黒褐色粘性砂質土

（淡黄色粘性砂質

土塊混）

第75図 土凛109(1/30)・出土遺物

土壕110(第76固、図版39)

10 I区に位置する不整長楕円形の土壊である。皿状の浅い土積であるが、削平をかなり受け

ており、現状で長さ184cm、幅約90cm、深さ28cmを測る。底面は 2段に下がるが全体に凹凸が著

しい。埋土 1層と 2層の間には薄い炭層が認められる。甕303、壺304とサヌカイト製スクレイ

パーS4が出土しており、百・中・ 1の新相の時期と考えられる。 （宇垣）

~ 
ノ ー／ 

"'""'・ 伽[ii " 0 IOc11 ,,._--4 "'I  I hi ,1 I, I ol,,Jii"寸
304 

120tll 

0 lm 一I. 黒褐色微砂質土（朕片少量含）2. 黒褐色土 （黄白色微砂塊含）

口［言
こ

S4 

0 5c● 一
第76図 土填110(1/30)・出土遺物
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新 しい時期の遺物は認められず、百 ・中・ 1の時期の遺構と考えられる。

／ロ
~ 

~ 

b..—.~cm 

I. 黒灰色砂質土 （炭片少量含）

2. 黒灰色砂質土（黄色砂質土塊含）

第73図 土壕107(1/30) 

（宇垣）

土壕107(第73図）

士壊106の東側に位置する長楕円形の浅い士壊である。

長さ99cm、幅61cm、深さ 9cmを測り、中央部には小さな

くぼみがある。図示できる資料はないが、出土した土器

細片から判断すれば、百 ・古の古い段階である可能性が

強い。 （宇垣）

土凛108(第74図、図版39)

9 I区に所在する、ほぼ円形の土壊である。径73cmを

測り、他の土塘 と同様、削乎を受けてお り深さは11cmで

ある。埋上は単層で黒灰色粘性砂質土である。遺物は底

面付近から出土してお り、 299、300が比較的大きな破片

である以外は、いずれも小破片である。これらの土器は、

百 ・後 ・IIIの時期を示す。 （宇垣）

~- ~ 
二 :(・t, 300 

/__j~ 
301 

o 50c● 

一
0 10c麟― 第74図 土塘108(1/30)・出土遺物

土壌109(第75図）

土塘108とおなじ 9I区に位置する楕円形の土墳である。長径106cm、短径72cm、深さ52cmを

測る。埋土は上層 1-3層と下層 4-6層に大別でき上層は砂質土、下層は粘質土である。

上層はかなり急速に埋積した感じを受ける。

遺物は甕302のほか、小破片が少量出土した。逆L字形の口緑部をもち、外面はヘラミガキ、

内面はナテである。時期は百・中・ 1に比定できる。 （宇垣）
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1 弥生時代・古墳時代

められない。ただ、 各土器ごとに細かく 観察すると、 砂粒の大きさや配分にいくらかの違いの

あることは看取される。壺でいえば、 250~252のうち250は、 黄色系の色調で粘土質の胎土に0.

5~ 1 mm前後の長石 ・石英粒が散在するのに対し、 251・252は赤色系の色調で砂粒は0.5mm以下、

そしてとくに252は0.2~0.3mmの長石が目立つなどである。また甕では、例えば形態的に多少の

差が認められる267・273・275についていえば、 267が白っぽい色調であり胎土に 1mm前後の長

石・石英粒が目立つのに対し、 273は椙色（黄色系）を呈し0.3mm以下の長石・石英粒がほぼ均

ーに認められ、 275は273と同色系ながら0.5mm前後の同砂粒を多量に包含するなど、 三者三様で

ある。これらのことが、近隣の狭い範囲での製作地域、あるいは製作年代の違いを表わす一つ

の指標になりえるかどうか興味深い。

形態的には、壺238~240の口縁部に古い特徴を残すが、これらの一括土器の示す時期の主体

は百・後・ III期の新しい様相であり、一部壺250~252、甕269などに百・後・IV期の古い様相が

うかがえる。百間川米田遺跡の中で、ほぽ同時期の一括資料を出土した遺構に、 本報告の竪穴

住居103、井戸111や土壊117、前回調査報告（県埋文調報52)の4E~G区の溝7などがあり、

この時期に盛行した当遺跡の性格を知る上で、この土壊は良好な資料となりうる。 （柳瀬）

土壕106(第72図、図版39)

Iおよぴ14ラインの交点部分で検出した不整楕円形の土壌である。長さ172cm、幅109cm、深

さ22cmを測るが、かなり削平を受けていると思われ、 本来はより深いものであったと考えてよ

い。遺構の中央部は暗渠によって破壊されている。遺物は少なく、ここに図示した 3点のほか

には小破片が出土しているにすぎない。295

ー、

-—• ' I I ヽ
ヽ 1 ヽ

’ ‘  ． •. ， 
- • •''I ヽ-

I 

ヽ

~ 、

は円形の浮文を施した壺の頸部破片、296は

櫛描き平行沈線を幅広く施した甕の口縁部

破片である。破片の保存状況は良くないが

行
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130c● 

,, ~~ エ／
0 lm 一 I. 灰色砂質土（マンガン沈着）

2. 黒灰色砂質土（責色砂質土混）

第72図 土壕106(1/30)・出土遺物
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一 第71図 土壕105出土遺物〔6〕
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］ 弥生時代・古墳時代

口ロニ
; 

~ ジ
268 

．
丁
仰

9_い□
万
'
Iー

しぃ"μ

第70図土凛105出土遺物〔5〕

- 79 -



第3章第2節遺構・遺物

亨

260 

256 

261 

第69図土填105出土遺物〔4〕
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1 弥生時代・古墳時代
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0 10c● ― 第68図土壕105出土遺物〔3〕
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l 弥生時代・古墳時代

_!{)()Cm 

゜
lm 

130m_ 

0 lm 一I. 灰茶褐色土2. 淡灰茶褐色土
3. 苓褐色土
4. 黄褐色土（淡黄褐色土少含）
5. 苓褐色土（淡黄褐色土含）
6. 暗灰色徴砂（淡黄色土プロック含）
7. 濃灰色微砂（淡黄灰色微砂含）
8. 暗灰色微砂（淡青灰色土しま文様含）
9. 暗灰色粘質土
10. 暗灰色微砂（淡青灰色土しま文様含）
II. 暗灰色徴砂（淡黄色土プロック含）
12. 暗灰色微砂粘土（青灰色土プロック含）
13. 暗青灰色粘土
14. 暗青灰色粘土（灰白色粘土ブロック含）

第97図土填128(1/30) 

1・I.暗灰色粘性砂質土 4. 灰貰色覆砂

2. 陪灰色粘性砂質土 5. 灰黄色覆砂

3. 灰責色微砂 6. 暗灰色粘性砂質土

378 

0 IOc11 一第98図 土凛129(1/30)・出土遺物
測る。深さは50cmと深く、壊壁はほ

ぽ垂直に近〈立ち上がるため、断面

は箱形に近くなる。ただ、底面は乎

坦ではなく、中央部がかなり凹んでいる。

塘内の堆積土は細かく分層ができ、 6層に分けられた。第3-5層の上面ては、暗灰色粘性

砂質士のプロックが薄い層をなして堆積していた。その堆積状態をみると、周辺からの土砂の
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第 3章第2節遺構・遺物

流入によって埋没したものと考えられる。断面の中央では木が斜めになって残存していた。 第

6層が堆積した後に、墳内に落ち込んで、肩にもたれかかった状態で、土砂がさらに堆積した

ものと想像される。

出土遺物は土器片のみで、土師器の壺・甕・鉢・高杯がある。それらの年代は百・占・ II期

と考えられることから、この土塘の年代も古墳時代前期である。 （岡本）

ーゴと 土壕130(第99図）

17M区の中央付近で検出された。平面形が楕円

形を兒するもので、長径116cm、短径56cmを測る c

底面は二個所深く掘られているc 土塘の長軸方向

はほぽ南北を向く。検出面からの深さは36-38cm

を測る。 382は、埋土からの出土遺物で、口縁端部
I 

， ／ が上方に折れ曲げられるもので、外面には浅い凹

q / l , 線文力嗚される。

~ -• 
130cm 

胴部内面は、口緑

近くまでヘラケズ

゜, I I O I 
§c■ 382 

I. 灰茶鴫色（淡貫褐色土のプロックを含い リが施される。 .t
2. ; 炎灰茶褐色
3. 漬灰茶鴫色（貫蠣色土のプロックを含t, 第99図 土壕130(1/30)・出土遺物 塘の時期は、弥生

時代後期と考えられる。

（井ヒ）

土壕131(第100・101図、図

版(5)

170区の北半に位置する。

平面形が台形を団するもので、

長辺150、短辺90-112cmを測

る。検出面からの深さは10cm

を測る。底面は平坦で、底面

の平面形も台形を豆する。底

面の規模は、長辺13&m、短辺

80-lOOcmを測る。 383-385

は、甕の口緑部である。口縁

部は、大きく外反するもので、

端部は上方へ折れ曲る。下端

゜ go
 

。
知

150cm 

こニエ -ペニこ口
I. 淡灰矯色土

2. 暗褐色土

3. 暗灰色土

4. 灰褐色土

第100図 土壕131・167(1/30) 
゜

Im 
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l 弥生時代・占墳時代

戸¥,了
戸
381『ぶ

s==L~~ 
\~ 

0 1()c霞 388

一第101図土凛131出土遺物

<(SI~~ 土壕132(第102図）

13P区の南端に位置する。平面形は卵形で、長

径88cm、短径62cm、深さ12cmを測る。底面はかな

り凹凸があるが、中央部がもっとも深い。塘内堆

積土は 4層に分けられる。このうち第 1層から第

3層までは順序よい堆積を示すが、第 3層と第 4

層の間には断絶があるようで、掘り直しがあった

ようにも考えられる。第2層には炭がかなり含ま

れているため、上壊の規模や形状から、住居の中央ピットではないかと当初は考えたが、周辺

I. 灰茶褐色砂貫土

z. 含炭嗜鴫色土 ー、--------~ー
3. 鴫灰褐色粘性砂貿土

4. 貴色鑽砂Bl 0 
灰鳩色砂●土

lm 

第102図土壕132(1/30) 

は、少し尖り、端部外面には、

浅い凹線が施される。胴部内

面はヘラケズリが施される。

387・388は高杯で、 387は杯部

の口緑部である。口縁部は、

湾曲しながら外反するもので

ある。 388は脚部で、柱部は短

かく、脚部は大きく「ハ」字

状に開き端部は丸い。外面は

入念なヘラミガキが施される。

389は鉢で、外面は、指頭圧後

ハケ目が施される。内面は、縦方向のヘラケズリ

が施される。 （井上）

からは住居の柱穴らしきものは検出されなかった。遺物としては、ほぽ完形の土師器の鉢が置

かれた状態で出土し、他に土錘状の小形土製品がある。士塘

り-―~ 辛~--------_.,,. ― 

の年代は、鉢の年代である古墳時代初頭の百・古・ 1期であ

る。

土壕133(第103図）

13Q区の北端に位置する、やや不整形な楕円形の土塘であ

（岡本）

゜
lm 

る。規模は長径73cm、短径67cm、深さ 5cmを測る，肩口から

底部にかけてなだらかに湾曲し、断面は皿形を呈する。埋上

は灰色粘性砂質土である。出土遺物は少量の土器細片にすぎ

第103図 土壕133(1/30) ず、その年代は確定しがたいが、中世の士器ではない。この
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況から、ここでは土槙としてお〈。

出土遺物は弥生土器の鉢である。 2個体分の破片が第 2層と第

3層から出土している。遺物の年代は百・後・ III期とみられるこ

とから、この土壊の年代も弥生時代後期と考え られる。 （岡本）

土壕135(第105図）

0 50cm 一I. 暗灰色粘土
2. 暗灰色粘土

3. 灰褐色粘土

第104図 土凛134(1/30) 

16Qの南1.5mに位置するが、溝112の下から検出された。したがって、上部は溝112の掘削に

~ 

-~-----~-- --~----タ

夕 ／ ノ ／ ＇ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ー

100cm 

。
lm 

第1D5図 土壕135(1 /3D) 
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1 弥生時代・古墳時代

よって削平されている。また、東辺については、 溝111・112の土層観察用の土手の下にあたっ

ていたため、実測できなかった。平面形は、隅丸の三角形に近い。長径295cm、短径推定170cm、

深さは37cmである。底面は平坦ではなく、かなり凹凸があり、中央よりは北端と西端が深い。

出土遺物は弥生土器のみである。その年代は小片のため明確ではない。 （岡本）

A 
390 

0 10c● 
~ 

土凛136(第106図）

16P区に位置し、溝111の下から検出された。弥生土器が少し出土

している。小片のため時期ははっきりしないが、後期の可能性があ

る。 （岡本）

第106図 土壕136出土遺物土壕137

17Q区で、溝111の下から検出された。弥生士器がいくらか出土している。時期は後期と考え

られる。 （岡本）

土壕138(第107・108図）

16Q区と17Q区の境界に位置する大形の土塘である。溝111の下から検出されたため、上部は

20cm程度削平を

＼、

゜
｀ 

110cm 

゜
Im 

第107図 土凛138(1/30) 

-101-

受けている。乎

面形は不整形な

楕円形を呈し、

長径272cm、短径

197cm、深さ45cm

を測る。墳内に

はかなり凹凸が

あり、南西側に

一段嵩い平坦面

と、底面の東半

に浅い凹みをも

つ。出土遺物は

いくらかの土師

器片のみである。

その年代は古墳

時代初頭と考え

られる。

（岡本）



第3章第2節遺構・遺物

土壕139(第109図）

17Q区の北端で検出された。土壊の西端は中世

の柱穴によって破壊され、さらに土壌の上部は溝

111の掘穿によって削り取られている。平面形は細

長い卵形で、長径83cm、短径45cm、深さ24cmを測

る。底面は平坦で、墳壁はかなりの傾斜をもって

いることから、断面は逆台形となる。出土遺物は

少量の土器片のみである。土器の年代は百・後・

0 IOCII 一第108図

130cm 

＼ 

゜~ 第109図
lm 

一土壕139(1/3D) ・出土遺物

□,3三
〇 !i<■
, .... , 「 r I 

土壕140(第110図）

17Q区の東半に位置する。

溝111によって上部を削平

されている。平面形は不整

形な卵形を呈し、規模は長

土攘138出土遺物

III期とみられることから、

この土壌の年代は弥生時代

後期後半と考えられる。

（岡本）

径88cm、短径70cm、深さ28

cmである。底面は平坦であるが、南に傾斜している。遺物

は少量の土器片のみである。遺物から判断すると、この土

壊の年代は古墳時代初頭と考えられる。 （岡本）

口115cm 

~ 

゜
lm 

第110図 土凛140(1/30) 
土壕141(第111・112図）

17Q区の東半に位置し、土壊140のすぐ南に接して検出され

た。やはり 溝111によって上部を削平されている。平面形は

第111図 土壕141出土遺物

不整形な円形で、長径112cm、短径97cm、深さ27cmを測る。底

面は、中央部よりも周緑部が2-3cm深くなっている。壊壁

の傾斜は、肩部ではゆるやかであるが、途中から急に角度が

大きくなる。この二番目の屑の線はより円形に近い。埋土は

5層に分けられる。最下層の第5層は粘質土で、他の 4層の

土とは異なる。土墳が使用されていた時の堆積であろうか。
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100cm -ヽノ
0 lm 

I. 淡灰褐色土 4. 暗灰褐色土

2. 灰椙色微砂 5. 暗灰色粘質土

3. 灰蝸色土

第112図土壕141(1/30) 

1 弥生時代・古墳時代

第4層から、上の層は中心部より周縁部で厚く、土

壊内への自然的な流入によって堆積したものと考え

られる。

出土した遺物は土器と種子である。図示した鉢は

第5層、高杯は第 4層から出土している。種子はモ

モのもので、半欠のものが2粒あった。これらの土

器の年代は百・古・ II期かと考えられる。このこと

から、土壊141の年代も古墳時代初期とみられる。

（岡本）

土凛142(第113図）

17Q区の南半で検出された土壊である。調査区の

境の側溝によってかなり破壊され、全形は不明確な

ままに終わった。検出面での形状はきわめて不整形

なものであった。出土遺物は土器片のみである。士

器の年代は百・後.IV期とみられ、したがって、

土壊の年代は弥生時代末期と考えられる。

（岡本）

~ ――ク
0 Im 

一第114図 土壕143(1/30) 
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釦総色士層上面で、埋士は暗掲色土である。遺物は全〈出土しなかった。

時期は、検出面が中世より古く、弥生時代の可能性が考えられる。 （乎井勝）
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土壕1ヽ4(第115図）

1983年度調査区の19R区で検出した円形の土濱である。

暗黄灰掲色土層上面で検出したもので径102cmを測る。深さ

は8cmと浅く、埋土は暗灰掲色土である。遺物は全く出土

しなかった。

時期は、 検出面から弥生時代である可能性が強い。

（平井勝）

土壕145(第116図）

1983年度調査区の20R区で検出した不整形な土凛である。

暗黄灰掲色土層上面で検出し、規模は南北の最大長が158

cm、東西の最大長204cm、深さ3cmを測る。壁の立ち上がり

110cm 

0 lm 一第116図 土凛145(1/30) 

-104-

l10t11 

こ言ニ--
0 lm 一第115図土凛144(1/30) 

は緩やかで、底部は平担である。

埋土は暗灰褐色土で、遺物は全く

出土しなかった。

時期は、 検出面および埋土から

弥生時代と考えられる。

（乎井勝）



1 弥生時代・古墳時代

e 溝

溝101(第139-142図、図版46)

この溝は、調査区の北端に確認された微高地の肩部に添うように、約60mにわたって検出さ

れた。幅l-l.5m、深さ15-20cmを測る。溝内からの遺物は、土器の細片しか出土しておらず

時期を捉えがたいが、溝の上部に緩斜面堆積の状態で士器溜りが形成されており、それらの土

器形式からすれば、百・後・ II期以前と思われる。細片の中には櫛描き沈線文がみられ百・中・

1期の時期まで遡る可能性もある。

なお、上部の土器溜りは標高100-200cmのレペルで出土し、さらに位置的にも溝101の南また

は北側に振って存在する。そこで、土器溜りの遺物は溝101とは切り 離して、別項の包含層で取

り扱う。 （柳瀬）

溝102(第117-119図、固版47・48)

調査区北寄りのG-H区に、長さ70mにわたって検出された。幅約1.7-2.5m、深さ40-50

mを測る。溝底の断面形はU字を呈するが、約半分の深さのところから上部は、かなり綬やか

な傾斜をもって肩口に至る。このように溝のほぼ中央部が、幅約80cm、深さ約20cmに一段深く

掘り窪められた状態は、溝が使用されていた早い時期に何度かの底ざらえを伴った結果である

のかもしれない。溝の堆積の状態は、断面図のように各地点によって様子が異なる。しかし基

本的には底に近い 2つの層に共通し、 A断面では第 1層、同じく Bでは第4層、 Cでは第2. 

3層のそれぞれ下面を底にする改修溝が存在していたと思われる。

遺物は1000点を越す土器片と10数点の石器が出土Lている。遺物の取り上げは上・下層に分

125111 A-A'(102) 

＾ 一一~·.ご戸 I. 暗黄灰色砂質土（鉄分多し）

2. 黄灰色砂質土

3. 灰色砂質土（微砂・炭粒含）

B-B'A-A  (I 03) 

125c● -~ —~- I. 暗黄灰色褐色砂質土 I. 褐色砂質土

2. 暗黄灰色砂質土 2. 暗灰褐色砂質土

3. 暗灰色砂質土

4. 暗灰色粘質土

5. 黄灰色砂質土

6. 黄灰色砂（鉄分多し）

ー 叫．
C C-C' 

I. 暗黄灰色砂質土 4. 黄灰色砂質土

2. 黄灰色砂質土 5. 黄灰色粘性砂質土

0 lm 3. 黒褐色粘性砂質土 6. 黄灰色粘質土

第117図溝102• 103 (1/40) 

-105-



第3章第2節遺構・遺物

疇/"、＼`ぐ町奇f
'<''"・^，ヽ...-":',. が・—―,,.を；→

＼泰,,'"尺＼ 声~;:'\

~ ·~·= .,· \ 
) -~r}f , ,/ :~,-~"{: ¥ 

404 、 A亨＼
412 

パ~'、＼＼｀＼
405 ~- . ...¥ , :& ¥亙;

(̀：/ □/＼ 
~ ~.~\, '., 三..:¥口／
一第118図 溝102出土遺

-106-



1 弥生時代 ・古墳時代
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＼ニ

426 

¥11 
ロニ

溝102出土遺物 〔2〕

けて行い、上層が改修溝内堆積土、下層がそれ以前の溝内堆積土中の遺物にほぼ合致する。出

土量は、下層が6 4の割合で多い。

土器は、口緑の内面に突帯文をもつ398・399のような前期に遡る可能性のある壺なども散見

されるが、壺・ 甕ともに櫛描き沈線文を多用する百 ・中 ・1期の時期のものが多〈、上層と中

層にとくに差はない。そして、後出的な甕426は、溝を切って存在したと思われる方形の浅い落

ち込みから出士しており｀ 溝の廃絶の時期が百・中・ II期を下ることはない。

石器のうち磨製石剣S18は、 粘板岩製の基部の破片であるが県内では出士が少ないだけに貴

重である。表面には縦方向の研磨痕を残し、一部に細かい傷のような線刻がある。

-107-
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l 弥生時代・古墳時代

溝103(第117図）

9F区からlOG区にかけて検出された、幅約45cm、深さ10-12cmの溝である。東端の溝102と

重複または合流すると思われる部分は、ちょうど現代用水路に切断されて不明瞭となっている。

また、 9F区においても溝の大半は削平を受けている。埋土の色調や質は、溝102と良く似てい

る。溝102の枝溝であるかどうかは不明ながら、ほぼ同時期に埋まった可能性はある。（柳瀬）

溝104

9G区に検出された幅約20cm、深さ 2-5cmの浅い溝である。溝102の南肩部から約70cm離れ

て、はぽ平行して走る。 10ライン近くで消滅し、それより東には検出されていない。

遺物はなく 時期決定はできないが、埋土は溝102や溝103に似ていることやそれらとの位置

関係からすれば、ほぽ同時期と考えていいだろう。 （柳瀬）

溝105(第121-126図）

16K区からllL区まで、東北東から西南西へかけて調査区を横断するような形で検出された

溝である。流路はわずかに蛇行していて、溝底の高度から判断する限り、水は東から西へ向か

って流れていた可能性がある。 検出面での肩幅は2.3-2.7mを測り、深さは0.4mである。溝底

の海抜高度を測ると、東端の16K区では79cm、西端のUL区では71cmで、わずかその差は 8cm

にすきない。検出された約60m分に対する 8cmという値は、傾斜角がほとんど 0に近いもので、

実際のところ、水の流走方向を断定する資料とは言いにくい。むしろ、この溝と同様な形で調

査区を横断している、溝102や溝111の流走方向を参考にすべきである。また、埋土の堆積状況

も資料となる。

埋土についてみると、士層断面図第2層の底の高度が、西へ向かうほど低くなっていく。こ

のことから判断すれば、やはりこの溝では東から西へ水が流れていたと考えられる。地形的に

は、むしろ、西から東へわずかに傾斜しているため、この溝105は、東に存在していたと思われ

る川から、 集落へ水を引くためのものであった可能性が高い。溝の断面をみると、肩部から底

部への傾斜は滑らかではなく、途中に屈曲部が存在している。大きくみれば、溝の中央部が0.

8-1 mの幅で一段凹んでいる。溝内の堆積状況をみると、埋上は 4層に分けられ、その分層線

が溝の断面と平行する形で順序よく堆積している。なお、第 3層は第 2層と土はよく類似して

いて、色調が淡くなっている。士層断面図では 4層が順序よく堆棧しているようにみえたが、

1984年度の調査者が第 1層と第 2層を 1層と認めたことにみられるように、第 2層と第 4層と

の間には断絶が存在している 。 第 2 層• 第4層ともに粘性砂質土であるが、第 4層の土が均質

なのに対して、第 2層の溝中央部の下半では暗灰色粘性砂質土の薄層が幾層も挟まれ、なかに

は炭の薄層も含まれている。第4層が安定した流水ないしは滞水状態のなかで堆積したとみら

れるのに対し、第2層は変化する流水状態のなかで堆積したものと考えられる。このことから、

-109-



第 3章第2節遺構・遺物

135cm 

。／こ口~。
0
卜

lm 

一
13訳m

R口 .
o
i
 

m
 

ー

n

14 L 

゜

II)の土器がほと

135cm 
S・ んどであるのに対

し、第 1・2層で

はそれらと多数の

弥生時代後期中葉
lm 

135cm 

·~ ニ／二~• 
゜

Im 

I. 暗褐灰色粘性砂質土 3. 灰色粘性砂質土

2. 灰褐色粘性砂質土 4. j炎黄褐色粘性砂質土

（百・後.II)から

後葉（百・後• ur 

の土器がみられ、

やはり大きな相違

を示している。し

かし、中期中葉か

ら後期中葉までは

100年前後はあっ

たと考えられるこ

_ 135cm とから、溝105の最

初の掘穿が弥生時

12-L 
O
L
 

lm 

第121図溝105(1/30) 
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この溝105につい

ては一度改修がな

され、溝を掘り直

したのではないか

と考えられる。そ

こで溝内から出土

した土器を検討し

てみると、第4層

では弥生時代中期

前葉（百・中・ I)

から中葉（百・中・

代中期前葉とは考

えにくい。第 4層

にはごく若干では

あるが後期の士器

片もあることから、



l 弥生時代・古墳時代
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第123図 溝105出土遺物 〔2〕
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1 弥生時代・古墳時代

＝＝三三―--=-----=---

::=:=---==-
ープ

470 ，
 

~// 

＼＇ 
0 10cm 一 第124図溝105出土遺物 〔3〕

-113-



第3章第2節遺構・遺物

ゲ ―ぐ
474 

478 

） ！［＇ヽ［ーー〈
479 

T¥7 

［三丁 』
485 

芦

0

8
 
8
 
4
 

ー
少
＼
｀
一

‘“-

・

‘

 

-‘~ 

-

9

1

.

 
v
;

Ji. 

一

い

冒

t

亀f
 

丁

489 

O 10cm 

第125図 溝105出土遺物 (4〕

-114-



I 弥生時代・古墳時代

~~ ロニ
＼三；：／〗

491 495 

496 

497 

¥ -,\叫，II~嘉、同／
498 

口
499 

500 

，
 

ニニ502 503 

504 

.' 
一

...... 

｀ ＇ , ． ． 
505 

こ
506 

O 10cm 

501 

第126図溝105出土遺物 〔5〕

-ll5-



第3章第2節遺構・遺物

溝105の掘穿は弥生時代後期中葉頃と考え、溝としての機能が失われた段階で、多量の後期の土

器類が廃棄されたと考えたい。

溝106(第127図）

UL区とUM区の境界付近から12M区にかけ

て検出された溝状の遺構である。幅は 1-1.3

m、深さは30cm前後で、 検出部分の全長は12m

になる。溝底の形状はやや複雑て、いくらか凹

凸をもっている。とくに、東端部分は10cm程度

落ち込んでいる。単純に溝底の高度を測ると、

西から東へ流れていたように受け取られるが、

そうすると検出部分で行き止まりになってしま

い、溝という機能が疑問となる。この東端部分

は最近の重機による撹乱を受けたところにあた

っていて、とくにその影響が強かった部分であ

（岡本）

- ~ 。マニ゜
11-M 

't三~·
11-L O 

lm 

I. 暗灰色細砂混じり粘性微砂

2. 暗灰色粘性砂質土

3. 灰色粘性微砂

第127図 溝106(1/30) 

る。このため、いくらか変形している可能性が強く、当然、麻度についても考慮が必要である。

ここでは、東端部分が溝lllの真下に位置していることを指摘しておきたい。溝lllは撹乱によ

る削乎で消滅している。なお、この溝106は溝105を切って造られている。出土遺物は弥生土器

のみで、その年代は弥生時代後期である。しかし、先に述ぺた溝Illの関係から考えれば、溝106

の年代としては占墳時代前期の可能性がある。

溝107(第128図）

12K区から13K区、 13L区へと続いて検出された溝である。幅38-57cm、深さ10cm前後を測

（岡本）

る。底面の傾斜から、水流は北から南へ向かっていたものと考えられる。 13L区から南につい

ては最近の撹乱によって破壊されているため不明であるが、 120区や13P区でも、この溝の続

きらしい遺構が検出されていないことから、

あるいは溝111に合流するかもしれない。検

出全長は20mである。出土遺物としては弥

生時代後期の土器片が若干みられるが、溝

の年代は、この頃から、前述の溝111との関

係から古墳時代の前期まで、幅をもって考

えたい。 （岡本）

溝108

14K区の南端から14L区の北端にかけて

kゞ ニS,--K

成 m

M~ 二／ーM

L~L' 

12-K 
12-K 

N戸 ＂
13 L 

12 L 

。
I. 暗褐灰色砂質土

1 m 2. 責褐色砂斑暗褐灰色
llli 砂質土

3. 暗褐灰色砂質土斑黄

褐色砂

第128図溝107(1/30) 
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l 弥生時代・古墳時代

検出された、 輻20-40cmの溝である。 検出全長は 4mにすぎず、溝105と合流する形で消える。

合流部分では、 溝105の北側肩部からすこし南まで溝108の肩の線が検出されたため、溝105がか

なり埋没した段階で造られたものとみられる。弥生時代後期の土器片が若干出土したにすぎな

い。溝108の年代もこの時期と考えられる。 （岡本）

溝109

15M区から14M区、 14L区と続き、溝105に合流する。 14N区の東半で検出された溝も、規模

や底面の高度から判断して、この溝109の一部と考えられる。この部分の底面の高度も北端が南

端より低く、南から北への水流が想定される。幅26-34cm、深さ 9cmを測り、検出全長は、撹

乱によって破壊された部分も復元すると28mになる。出土遺物は若干の土器片にすぎないが、

弥生時代後期の製塩土器片がみられ、この溝の年代も、溝105との関係も含め、この頃かと考え

られる。 （岡本）

溝110(第129図）

12N区から20R区まで、 94mにわたって続く溝である。溝底の高度は一方向に向かって変化

せず、 15cm程度の幅で凹凸をもち、 16P区と17P区の境界付近では浅くなって、途切れたよう

になっている。溝の幅は50-85cm、深さは10-25cmを測る。溝底は前述のように凹凸があり、

西端の12N区では海抜100cm、14N区の南端では同112cm、17P区では同107cm、18Q区の東端で

は同104cm、19Q区では同107cmというようになっている。このため、水流の方向は確定できな

い。ほぼ平行して走る溝111や112の流水方向から判断すべきであろう。

溝llOは溝111とほぼ乎行しているが、140区から溝111と重複し、それから西へ向かって溝lll

を横断して、溝112の東肩付近で消えている。溝110が消えたあたりは最近の撹乱によって削平

を受けた部分になっているため、この溝がさらに西へ延ぴているかどうかは明確ではない。し

かし、溝112の東肩よりわずかに中へ入ったところで消えていることから、ことによれば、溝112

から分流、あるいは合流している可能性も考えられる。第129図の断面観察によれば、溝112は

溝lllより新しいと判断されている。

出土遺物は土器と士錘と貝である。土器には土師器と須恵器がみられる。土錘は 4点で、す

ペて円筒状のAll②型式である。土器の年代から溝noは古項時代後期に埋没したと考えられ

る。 （岡本）

溝111(第129-131・133図）

lOL区から19Q区にわたって、調査区を斜めに横断して検出された溝である。検出全長は104

mに及び、さらに西方の調査区外へ延ぴているものと考えられる。途中に 2カ所で最近の撹乱

による破壊を受け、切られている。溝の幅は、 IOL区では 4m、140区では4.5m、16P・Q区

ては 6m、18Q・ R区では5.5mをそれぞれ測り、 15P区以東ではいっそう広くなっている。
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第3章第2節遺構・ 遺物

検出時には 1条の溝と思われたが、発掘すると底面には 2条、あるいは 3条の溝状の凹みが

現われ、複数の溝の重複したものである可能性が強くなった。 lO・llL区では 1条の溝である

が、 140区では 2条の凹みがみられ、17Q区から東では 3条の凹みがみられる。 17Q区以東の

3条の凹みのうち、 1条は溝113の続きである可能性があるが、少なくとも 2条の溝が重複して

邑

ー

は

直

心

塁

．

oo

廿
輝
祖

塁

．

＜

廿

瓢

魯

岱

繋

蟹

．N

廿

瓢

念

塁

塁

．

L

廿

諷

魯

区

繋
楓
ふ

醤

．

c

廿

匿

魯

為

区
繋
．
一

｀

ー

ー

C

ー

廿
瓢
念
起
出

廿
軍
念
起
坦

a匡
困
廿
垢
心
区
塑
・0
1

廿
諷
念
4

起
祝

m区
繋
伽

.9

廿
瓢
垢

mぽ
伽
0

.

V

劇
区
忍
函

n＂出
a区
塑

．二

廿
瓢
念
お
記
心
区
智

.6

廿
軍
念
如
ふ
姦

mE区
l
.
s

廿
軍
石l
棄

m区
[
.
c

廿
瓢
垢
面
区
智

i
心
区
．
oo

廿
瓢
祖
心
区
怒
．
L

廿
軍
祝
紀
区
．
2

廿
瓢
9
妥
面
区
誉

．一

廿
瓢
記
糾
区
塑
ー
心
誕
区

.9
 

廿
瓢
念
起
垢
心
匡

.5
 

、5

(
O
O
l
¥

l

)

u

l

.

-

l

l

.

0

-

l

震

廿
心
撃
区
困
廿
面
田
楓

.6
 

図

6U
撼

いることは、第129図の断面観察の結果

からも考えられる。底ざらえのような、

簡易な改修ではなく、既存の溝の北閂

を壊すような形で、新しい溝の掘削が

行われたのではなかろうか。このため、

15P区以東では溝の幅が広くなったよ

うにみえたのである。lO・llL区では

1条の溝であるが、これについては、

改修がここまで及ばなかったか、ある

いは溝106が旧の溝111であったことも

想定される。

溝の底面の高度を測っていくと、西

へ向かって総体的に低くなっていくよ

うで、東端と西端では10cm-15cmの差

がある。全長104mのなかでの10cmは小

さな数ではあるが、地形が西から東へ

傾斜していることを考慮すれば、溝は

西へ向かってより深くなっていること

になる。UL区でこの溝が切断してい

る溝105が、東から西へ流れていると想

定されることから考えても、溝111はや

はり東から西へ流れていた可能性が強

い。そうすると、溝llOの流水方向も同

様であったことが考えられる。取水を

目的とした水路とみられる。

出土遺物は多量の土器片と鉄片、土

錘、石錘、である。土器では弥生土器

と土師器が混在していた。土錘は12個
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1 弥生時代・古墳時代
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1 弥生時代・古墳時代
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第3章第2節遺構・遺物

出土しているが、いずれも円筒状のAタイプのもので、 II②型が11個、 I型が1個である。石

錘は両端を打ち欠いた型式のもので、閃緑岩を使用している。

土器の年代は百・後・ III期から百・古・ 1期にわたると考え られるため、 この溝の年代は古

墳時代前期としておく 。

溝112(第129・132・133図）

（岡本）

12N区から15P区、そして16Q区まで延ぴて検出された溝である。北端は最近の工事による
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l 弥生時代・古墳時代

撹乱、南端は中世の大溝によってそれぞれ破壊されているが、本来はさらに南北に延びていた

とみられる。溝111とほぼ乎行するように流れているが、 15P区から南では溝111と離れ、南寄

りに流路が変わっている。 検出時は12N区で幅8m、140区で幅6mとかなり大きな溝であっ

たが、掘り下げると束岸に沿って幅2mの溝が底面に現われ、この部分以外はわずかに西岸側

ヘ傾斜する平坦な底面となった。この東岸沿いの溝を掘り下げると、底面は 2条の溝状の凹み

となり、まるで溝の改修によって掘り直されたかのような印象を受けた。しかし、第129図の土

層断面の結果、この東岸沿いの溝は一度に埋まっていて、改修が行われたような痕跨は認めら

れず、むしろ、東岸沿いの溝とその西の広い平坦面を底面とする溝との重複が明らかになった。

第129図の中段の断面図から判断すれば、西側（南側）の溝が新しいようで、従来あった溝の西

側により広い、浅い溝を掘ったようである。なお、同じ土層断面図から、溝112が溝111より新

しいことも判明した。

溝112から出土した遺物は土器と鉄器と石器、土錘、貝である。J:.器には弥生土器と土師器が

混在している。鉄器は角釘らしきものであり、中世の遺物が上面に混ぎれ込んだ可能性がある。

石器は周縁と中央部に打撃が加えられていて、 錘ではないかと考えられる。土錘は 4点で、い

ずれも円筒状で中型のAll②型式である。出土土器のうち、もっとも新しいと考えられるもの

は百・古・ II期とみられ、このことから溝112は古墳時代前期に埋没したと考えられる。この年

代観からすれば、前述の溝110との分流あるいは合流という仮説は困難となる。

なお、底面の高度を測ると北端と南端ではほとんど変わらず、水流の方向は明確にしにくい

が、平行する溝Illの方向を参考にすると、南から北（西）へ流れていた可能性がある。

（岡本）

溝113(第134図）

120区から130区、そして14P区で検出された。途中、最近の撹乱によって破壊されている

が、検出全長は22mになる。幅は70-80crn、深さは10-30crnを測る。底面は平坦に近く 、溝墜

は急傾斜で、断面形は逆台形をなす。検出部分については、西端の底面の高度が東端のそれよ

りは10cm低く、全体でもじょじょに西へ低くなるようで、水流は東から西へ向かっていた可能

性が強い。

14P区以東の状況は、最近の撹乱や溝lll・112との重複て

明確ではないが、 本来続いていたと推測される。検出部分の

東端のわずかな重複部分では、溝ll3が溝ll2を破壊している

ように観察されたが、 15P区以東では溝ll3は検出できず、第

125Cm 

~··~ 

。
』

ー_ m 

129図の断面でも確認されていないため、溝113が溝111や112 I. 暗褐灰色粘質土

よりも古いことも考えられる。溝111と112の15P区以東の底 第134図 溝113(1/30) 
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第3章 第2節 遺構 ・遺物

面で、 溝113と同規模の溝状の凹みがそれぞれ検出されているが、 それらの東端の底面の高度は

いずれも溝113の西端のそれよりも低く、またその部分の流水方向も溝113とは逆と考えられる

ため、溝113の続きかどうかは不明確である。

溝113からは出土遺物がなかったため、その年代は確定できず、埋土や走行方向から、弥生時

代後期から古墳時代前期の幅を考えざるをえない。 （岡本）

溝114(第135図）

14P区から14Q区にかけて検出された溝状の遺構である。幅は70-80cm、深さは 5cm程度に

すぎない。 検出全長は12mである。底面の高度を測ると、南が4cmほど低く、北から南へ流れ

ていた可能性が強い。北側は最近の撹乱によって破壊され、南側も遺構検出面が南へ傾斜して

いるために消滅した可能性が強く、 本来はもっと長かったものと考えられる。位置関係からみ

て、 溝107か109の続きである可能性もあるが、 溝107とは規模や底面の裔度から、 溝109とは規

模や水流の方向から疑問視される。出土遺物はわずかの土器 ＿ 」~ーー、 ． 

片にすぎず、その年代は明確ではないが、埋土なども合わせ

て判断すると、この溝の年代は弥生時代後期から古墳時代前

期の間とみられる。 （岡本）
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1 弥生時代・古墳時代
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落ち込み

落ち込み101(第136・137図、図版71)

llK・12K・llL・12L区に拡がる大きな凹地が検出さ

れた。その規模は、東西13.5m、南北15m以上、深さは0.

2-0.3mを測る。この落ち込みの北端と南部分は最近の削

乎を受けて消滅しているため、全体の形状は不明だが、残

存部分は舌状の形で、南方へ少し開いていくようである。

落ち込み内の堆積土は 5層に分けているが、おおまかには、

縁辺部に堆積した土と、中心部の上下2層の合わせて 3層

と捉えることができる。上層断面図だけをみると、周緑か

らの自然な土砂の流入によって埋没したとみることも可能

である。ところが、中心部の下層にあたる第 3層は、黄白

色粘土や淡灰色粘土の小さなプロックを多く含む暗灰色粘

性砂質土からなり、このようなプロック状の土の混合は自

然の堆積土としては疑問である。したがって、緑辺部に土

がいくらか自然に堆積した時点で、人の手によって下半部

が埋められ、その後また、自然に埋没が進んだと考えられ

る。

落ち込み内からは、コンテナ箱で7箱分もの大羅の遺物

が出士した。その大部分は土器であるが、他に土錘27点、

石錘 l点、石庖丁らしき石器 1点、モモの種子 1粒、石英

の小礫が出土している。上器は弥生土器と土師器が共にあ

り、器種ては、壺・甕．鉢・高杯に製塩士器や手づくわ土

器もみられた。弥生時代後期と古墳時代前期との2時期の

土器が出土しているわけだが、これが、前述の人為的な埋

め立てと関わるかどうかは、細かい分層発掘を実施しえな

かったため、明確ではない。

以上のような事実から、この落ち込みの性格を考えてみ

ると、規模の上からは、池のようなものが頭に浮かぶ。検

出面からの深さはわずか20-30cmにすぎないが、竪穴住居

102の残存状況などから判断すれば、弥生時代から古墳時代
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l 弥生時代・古墳時代

にかけては地表面が検出面より50cm以上高かったものと考えられるため、貯水の機能もかなり

あったものとみられる。ただ、落ち込みの南端部分では溝105や111との貢複があるため、これ

らとの関係が問題となる。 溝105とについては、溝の埋没後に落ち込みが造られたようだが、 溝

111との関係は最近の削平のため明確ではない。また、池のような常時水を溜めていた施設とす

れば、底に泥の堆積や水草の繁茂があったと考えられるが、土層断面の観察ではそのような痕

跡は確認できていない。このようなことからすれば、たとえ、池であったとしても一時的な貯

水施設にすぎなかったのではないかと考えられる。この落ち込みは、造られた後、一度埋め立

てられている。この埋め立ては、その層である第3層の上面が縁辺の傾斜面や底面とほぼ乎行

していることから、落ち込みの埋没を意図したものではなく、底部の調整のためのものと考え

られる。まだこの時点では、落ち込みの当初の機能は維持されていたとみてよい。その後、こ

の機能が失われ、やがてゴミ捨て場として埋没していったのであろう。その埋没の時期は、出

士土器から判断して、百 ・古 ・1期かII期の古墳時代前期と考えられる。なお、造られた時期

は溝105との関係から、百 ・後 ・IV期かとみられる。 （岡本）
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g 包含層（土器濯り） ・, r.,.'I ,·•t ,, ,.,. 
: ,, I• ,:,. 
, I I• 

,',,•I 11 
溝101上部土器濯り下層 （第138-151図、図版50-56) I 

,,.:, 

この土器溜りは、 微高地の肩部に添って流走する溝101の上部付近に、 幅50cm-3 mの範囲で

形成されている。土器の密度は場所によって多少の違いが認められ、西端に近い方が比較的粗

である。 遺物分布図の中で、土器溜りが形成されていない場所が、 概して現代用水や撹乱壕な

どによって削乎されている地点に符号するため、当初は溝101の上部全面に土器溜りが広がって

いたと思われる。

A-A'およびB-B'などの断面観察では、 溝101や微高地の肩口が埋まっていく過程でのた

わみに土器溜りが形成されていることが看取され、いわゆる微麻地端部の斜面堆積土層中の土

器包含層とはやや状況を異にしている。そして、弥生時代から古墳時代に対応する遺物の出土

レペルは第141図B-B'断面の第2層のように標高110-120cmに集中する。また、奈良時代で

はかろうじて削乎をまぬかれて遺存している第1層のように、同110-120cmのレペルに認めら

れている。（奈良時代の遺物については、同土器溜り上層第167-170図を参照）

出土土器の保存状態は全体として良好とはいえないが、比較的完形に近いものも多い。土器

618-630は土器溜りの中にあって弥生時代に遡るものであるが、その大勢は百 ・後 ・III-IVの

時期を示す。それらの出土位置は、とくにーか所にまとまることなく、 11ラインより 東部分に

点々と認められるにすぎない。そのはかの士器溜りの大半は百・古・ ［の時期を示し、器種も

多様で、壺、 甕、高杯、 鉢のほか小形器台、柑、手捏ね、手焙りなどがあり、セット関係を捉

える格好の資料となっている。しかし、全体の遺物量は整理箱にして約50箱分もあり、さらに

保存状態の悪いものが多い。十分に整理・復

元ができていないが、あえてその比率を示

すと壺、甕、裔杯、 鉢については、 1:5 

1 1くらいと思われる。その他の器種は、

図示した個数とほぼ一致する。

甕は二重口緑で口緑外面に数条の櫛描き

沈線を饒らせる647-652と「く」の字口緑

の646・653-664があるが、植的には前者の

方が少ない。後者は約 1/3に外面タタキ

が認められるが、 646を除き660・662・664

には比較的粗いタタキが施され、いわゆる

畿内産タタキとは区別される。 高杯は杯部

ロ口ぃ[
 

O 10cm 

夏
S21 じ

第138図 溝101上部土器濯り下層
出土遺物 (1〕(1/4) 
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第139図溝101上部土器濯り出土遺物分布 〔9・10区〕(1/80, 1/8) 

-129-



第3章第2節遺構・遺物

S
oo
-

•V 

濠 A-A'の土層名は

第 6図の糾面堆積

（微萬地側）を参照。
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第140図 溝101上部土器濯り出土遺物分布・断面 (11• 12区〕(1/80, 1/8) 
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1 弥生時代・古墳時代

130cm e・ 

中世～現代用水

I. 灰褐色砂質土（奈良時代包含層）

2. 暗褐色砂質土（弥生後期～古墳初期同）

3. 暗褐灰色砂質土

4. 暗灰色砂質土

5 暗灰色砂質土 （溝IOI)

6. 暗灰色粘性砂質土

7. 黄灰色砂質土

8. 淡紫灰色砂質土

9. 暗褐灰色砂質土

10. 暗青灰色砂 II. 暗灰色砂質土

J、---, -ゞ--
I 

t 
ー

丁

676 

-..., .;( 

尺
636 

← , ~、 688 -------------691 
0 2. 

一第141図 溝101上部土器濯り出土遺物分布・断面 (12 • 13区〕(1/80, 1/8) 

-131-



第3章第2節遺構・遺物

650 

｀
 第142図 溝101上部土器溜り出土遺物分布 〔13• 14区〕(1/80, 1/8) 

の基部と口縁部との長さの比率や、口緑部の外反する角度によって、 692・694・695、699・701・

702、700のように 2-3のタイプに分けられる。そのうち、 700は脚部が欠損しているため明確

ではないが、口縁部が発達しさらに杯部が浅いという特徴からして、他よりも多少後出的な要

素がうかがえる。

また、出土土器の中に形態・手法・胎土のいずれの点からも、確実に他の地方からの搬入品

と考えられる633・634・646(畿内）、 645(山陰）なども散見され、ほぼ百・古・ 1の一群の中

にあって、併行関係も捉えられる。

そのほかの遺物として、土製品や石器の出土をみているが、弥生時代後期と思われるサヌカ

イト製の石鏃やスクレイパー数点およひ砥石を除けば、そのほとんどは錘である。土錘は、い

ずれも円柱形の土塊の中心に縦方向の穿lLをもつ管状のもので、太さや長さなどの形状の違い
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1 弥生時代・古墳時代
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第143図 溝101上部土器溜り下層出土遺物 〔2〕
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第144図 溝101上部土器濯り下層出土遺物 (3〕
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1 弥生時代・古墳時代
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第145 溝101上部土器溜り下層出土遺物 〔4〕
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1 弥生時代・古墳時代

665 -―/ 

: ,( 
> 1 -r 

ロ\i~1

第147図溝101上部土器濯り下層出土遺物 〔6〕
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~'71 I/・. . -671 《
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第148図 溝101上部土器灌り下層出土遺物 〔7〕
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1 弥生時代・古墳時代
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第149図 溝101上部土器濯り下層出土遺物 〔8〕
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1 弥生時代・古墳時代
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第151図 溝101上部土器濯り下層出土遺物 〔10〕

によって、 2~3のタイプに分けうる（表21を参照）。これらの錘は、伴出土器からすれば百・

後.III~百・古・ 1に比定されるが、土器溜りの状況から細かな時期を特定することはできな

い。 C30・C31は井戸118出土のC34・C35と類似するため、奈良時代に属すタイプの一つとみ

るほうがよいかもしれない。石錘は楕円状の河原石の表面を線状に打ち欠いて窪みをつけたり、

頂端部をわずかに打ち欠いたもので、土錘と同様の時期幅の中で捉えられる。 （柳瀬）
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2 奈良時代～平安時代中期

a 建物

0ー ＼
 

0 2● 一第152図建物108(1/80) 

建物108(第152図、図

版64)

建物は10I区に位置す

る。柱列のはぽ中央部は

後世に削平されており、

それによって梁間の中央

部の柱穴が削平されたよ

うで、本米3間X2間の

建物であった可能性が高

い。桁行の主軸は20度弱

東に振っている。柱穴の

深さはいずれも10cm前後

と浅く、柱穴 7と北束隅

の柱穴は不確実である。

柱穴は悶丸方形あるいは

楕円形の乎面形態をもち、

長径は60cm前後と大きい。

遺物は全体で15片はど

の土器片で、そのうち柱

穴1・6などからは奈良

（柳瀬）期と思われる須恵器片が出土している。

建物1D9(第153図）

16M区と16N区にまたがって位置する、南北棟の掘立柱建物である。北辺部は竪穴住居103と

の重複関係があったため、発掘調査時点では、柱穴2・4・6・7で建物を復元していたが、

その後の整理・ 検討の結果、桁行3間、梁間 3間の建物であることが判明した。ただ、束桁行

と南梁間では、それぞれ 1基の柱穴は検出できていない。柱穴から出土した遺物は主に弥生土

器片であり、一部に中世のものらしい士器片もわずかに認められたが、建物の規模や構造、な

らぴに柱穴の形状から判断して、奈良時代から平安時代前半にかけての古代の掘立柱建物と考
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2 奈良時代～平安時代中期
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第153図 建物109(1/80) 

えている。

建物の規模は、梁間全長が453cm、桁行全長は528cm を測り、床面積23.9m• となる。柱間は梁

間・桁行ともに等間で、梁間は151cm、桁行は176cmである。 1尺を約30cmとすれば、梁間は 5

尺、桁行はほぼ6尺にあたる。柱穴の形状はもともと方形を意図していたものと思われるが、

楕円形や円形に近いものも見られる。また、柱穴4や 6のように、辺が桁の方向に揃っていな

いものがある。柱穴の規模は、柱穴8が一辺60cm、柱穴6で76cmを測り、桁行中央の柱穴 2. 

3は長径50cm前後である。深さは10-25cm程度て浅く、中世の大形掘立柱建物の柱穴とは大き

な差がある。柱穴の埋土は淡灰茶褐色砂質土である。建物の構造であるが、梁間は 3間であっ

ても、柱はすべて側柱のみであり、梁間の中央に棟を置く切妻造りの建物と考えられる。建物

の棟の方向はN-10・30'-Eを測るが、この方向は、もう 1棟の古代の掘立柱建物である建物

110の棟方向とは 2・30'異なっている。 （岡本）
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建物110(第154図）

18P区の南東部に位置する。 建物の東側が、

低水路掘削のため削平されており、 全体の規

模等不明である。 検出したのは、柱穴4個で、

L字状に並ぷものを調査した。 柱穴の掘 り方

は、方形もしく は、長方形を呈するものであ

る。 柱穴の大きさは、 柱穴 1では、長辺60cm、

短辺52cmを測る。 検出した柱穴で最大のもの

は、 柱穴3であり、長辺70cm、短辺42cmを測

る。 柱穴の検出面からの深さは、柱穴 1-3 

が15-16crn、柱穴4が36cmを測る。 柱穴4に

は、柱痕跡を確品した。 柱穴1-3は、中央

部分を暗渠により破壊されていることもあっ

て確認されなかった。 柱穴の中心間の距離は、

各々194cmを測る。建物の時期としては、奈良

時代が考えられる。 （井上）
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2 奈良時代～平安時代中期

b 井戸

井戸118(第115-157図、図版57-59)

微高地中央部寄りの11]区に所在する。上面は円形で、長径178cm、深さは検出面から152cm

を測るが、上部がかなり削られており、本来はさらに深いものであったと思われる。掘り方は

ほぽ垂直である。

井戸中央に二段の曲物を置き、四方に井戸の柱が立てられた状態で検出したが、柱は曲物の

保護に関連をもっておらず、井戸の改変の最終的な状況であると考えられるため、以下、復元

的に記載する。

当初、この井戸は底に井桁形に組み合わせた礎板を置き、礎板を貫通する柄穴の上に隔柱を

立て、横桟と板材によって形成された縦板組み隔柱横桟どめ井戸であったと思われる。礎板は

内側を若干剖り込んだ長方形の4枚の板で、長さ82cm、厚さ 7-4cmを測り、円形の穴が穿た

れている。穴は径11-5cmと、柱の柄の太さに較ぺてかなり大きなものである。隔柱は太さ
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1 灰色砂●土 環乱）

2 黒灰色粘土性砂●土（狂9オ痕跡）
3. 灰嘱色粘土性砂賞土

ヽ 疇灰色帖●土

5 灰色帖●土
6 灰色帖性砂贄土
1 灰色砂贄土

8 嗜灰色帖性砧●土
9. 疇灰色粘●土

10. 黒灰色讀砂賃土
II. 明灰色砂賢土

12. 鴫灰色粘贄土

13. 灰色粘性妙質土
14. 嗜灰色粘贄土

15. 鴫灰色粘性砂質土
16. 疇灰色粘土

17. 噌賣灰色砂質土
18. 暗灰色粘性砂賃土

19. 黄灰色砂●土

20. 嗜灰色砂質土
21. 嗜灰色帖性砂質土
22. 暗貴灰色砂質土
23. 黒灰色粘性砂賃土

100堕
24. 明責灰色砂賃土
25. If灰色砂賃土
26. 貴灰色砂賃土
27. 明責灰色砂賃土
28. 隋灰色砂賃土
29. 暗灰色砂賣土

30. 噌貫灰色砂質土
31 嗜賞灰色砂質土
32. 噌灰色砂賃土

33. 黒灰色砂贄土
3ヽ ．賞白色砂●土
35. 瓢灰色砂賃土

36. 貫白色砂貫土
37. 黒灰色砂●土
38. 貫白色砂賢土

39. ●灰色砂賃土

'°・ 明責白色砂質土
●l 薫灰色砂●土

2ヽ.鴫貫褐仄色帖質土
3ヽ.責灰色帖●土

“• 黒灰色砂賃土
5ヽ.鴫灰褐色帖質土

46. 疇灰嘱色帖賃土

＂． 黒褐色粘土

第156図井戸118(1/30) 
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2 奈良時代～平安時代中期

11-7cmの丸太（北西）、角材（北東、南西）を用い、下

側に長さ約10cm、長さ 7-5cmの円形の納が造り出され

ている。悶柱の横桟を固定する穴は、下端から70-75cm

の位置に 2個ずつほぽ直角をなすように穿たれており、

幅4.9-3.5cm、上下の長さ4.4-3.5cmを測る。

その後、南東の隔柱が取り替えられるが、その隅柱に

は礎板を個定するための柄は造り出されているものの、

横桟を固定するための柄穴が穿たれておらず、簡略な改

修であったようである。

そして、最終的に柱や礎板を残したまま板材を取り去

り、かわりに曲物を入れて使用したとみられる。横桟を

はずすためにいずれの閑柱も動かされており、南東の悶柱は上方に引き上げられている。残存

□

@CJs 

□

◎
CJ 

0 5tlll 一策157図井戸118出土遺物 (2〕

していた曲物は 2段であるが、埋土の断面からみて、少なくとももう一段は曲げ物があったと

考えてよい。曲物はうまく取り上げることができなかったが、 2個ともほぼ同大で径56cm、為

さ38cmを測り、サクラの皮でとじあわせ、外面のL下端に幅4.5cmの帯材をめぐらせたものであ

る。内面には幅 8-5mmの間隔で縦方向、 10-8 mm間隔で斜格子状の切り目が施されている。

遺物は主に井戸廃絶後の埋上およぴ井戸使用時の堆積層から出士している。須恵器杯

703-706、土師器杯707-709、高杯710、甕711、櫛W6、箸状木製品W7・W8、不明木器W

9、土錘C34・C35などであり、須恵器杯706には墨で文様ないし文字が書かれている。遺物か

らみて、この井戸は 8世紀後半から 9世紀にかけて使用されたと考えられる。 （宇垣）

井戸119(第158・159図、図版60)

15L区に位置する。掘り方の平面形が長方形を呈するもので、長径164cm、短径96cmを測る。

井側は、掘り方の西端に造られるものである。掘り方は、西側は 2段に、東側は 3段に掘られ

ている。掘り方の西壁は、ほぽ垂直に掘られているが、東側は、少し開きながら掘られている。

検出面からの深さは、 176cmを測る。底面の海抜高は一50cmである。井戸は、調査の途中で崩壊

したため、完成した土層断面図は作成できなかった。検出した井側は曲物のみを重ね上げるも

ので、下から 5段までは残存していた。断面図から見ると、井側は、曲物を一段積むごとに土

で埋めた状況を呈している。その状況からすれば、検出面までの間にさらに一段の曲物が存在

したものと考えられる。井戸の掘り方が東西に長く 東側に段が造られるのは、井戸の構築に、

その段を使用し、井側を積み上げたものと考えられる。井側の内法は、 42cmを測る。井戸119と

重複して同じ幅で西側に90cm広がる掘り方がある。検出面からの深さは140cmを測り 井戸119

cmより約30cm浅い。掘り方の西壁は、少し上方に開〈もので、底部は少し窪む。掘り方内の埋
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第3章第2節遺構・遺物
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I. 灰苓褐色土（小さく砕かれた黄色土を少し含む）

2. 暗灰褐色土（貧白色の小プロックを多く含む）

3. 灰嬌色土（黄白色土のプロックを少し含む）
4. 灰色粘質土（黄白色土のプロックをやや多く含み．

灰色砂を含む）

5. 灰色粘質土（貢白色土のプロックを非常に多く含

む）

6. 灰色粘質土（黄白色土のプロック灰色砂を含む）

7. 灰色粘質土 （黄白色土のプロックを少し含む）

8. 灰茶褐色土（小さく砕かれた黄色土を含む）
9. 灰（苓）褐色土（黄色土のプロックを含む）

10. 灰褐色土（黄色土．灰色粘土．砂を含む）

第158図井戸119(1/30) 
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第159図井戸119出土遺物

2 奈良時代～平安時代中期

土から、井戸を示すよ

うなものは出土してい

ないが、これも井戸の

廃棄されたものと考え

られる。出土遺物とし

ては、井戸の底部から

数点まとまって出土し

た。712-715は、士師

器の杯で、内外面に丹

が塗られている。 714・

715は、口縁端部が少し

外方へ曲がるものであ

る。 716-720は須恵器

の杯で、 716・720は高

台が付く。 720は、井側

内の上層から出土した。

721は、須恵器の甕の破

片で、外面平行タタキ、

内面は、同心円のタタ

キが施される。 C36は、

土錘である。井戸の時

期としては、奈良時代

と考えられる。

（井上）
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第3章第2節遺構・遺物

c 土凛

¥
―

g
 

□
 

＼ 
o 50cm 一I. 暗褐灰色粘性砂質土2. 暗褐仄色砂質土斑

黄褐色粘性砂質土

第160図土壕146(1/30) 

土壕146(第160図）

150区の北端に位置する長円形の土壊である。長径67cm、短

径58cm、深さは24cmを測る。断面形は椀形をなす。埋土は 2層

に分けられる。上層は暗褐灰色粘性砂質土、下層は暗掲灰色砂

質土斑黄掲色粘性砂質土である。遺物は土師器片のみで、甕と

高杯がある。埋土や遺物から判断すると、この土凛の年代は奈

良時代と考えられる。 （岡本）

土凛147(第161図）

15Q区と16Q区の境界の中央部て検出された。楕円形の平面

形をもつが、少し乱れがある。長径98cm、短径64cm、深さは11

cmを測る。底面は平坦ではなく、かなり凹凸がある。

埋上は淡灰謁色細砂で、中世の柱穴の埋土とは異なる。

~o 
-125Cm 

0
,Iii 

iliiii ーーm 

第161図土壕147(1/30) 

土器片が少量出土している。土師器の椀・甕の他に丹

塗りの皿があり、緑釉片もみられた。遺物と埋土とを

考え合わせれば、奈良時代の七壊である可能性が強い。

（岡本）

土壕148

14Q区の東半に位置する。現代の暗渠によってかな

り破壊されているが、平面形は閑丸の長方形と推定さ

れる。残存部分で長軸105anを測る。深さは16cmであ

る。底面はいくらか凹凸があるが、断面形は皿形とな

る。出土遺物は土器片のみで、土師器と須恵器がある。それらの遺物の年代は平安時代と考え

られる。

この土壊は溝120から西へ50cm程しか離れておらず、その延長上にある。出土した遺物も溝120

の出土遺物と類似することから、溝120との関連が指摘される。土壊の深さが16cmとかなりある

ため、溝の一部ではないとしても、その関連性は無視できない。溝120の年代は出土遺物から平

安時代末期から鎌倉時代初期と考えられるため、この土壊の年代もそこまで降る可能性がある。

（岡本）
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2 奈良時代～平安時代中期

d
 
溝

溝115(第162-166図、図版61)

14Q区から15Q・R区、さら

に16Q・R区まで細長く続〈傾

斜面を検出した。肩部から少し

下がったところで傾斜の変換点

があり、大部分は現代用水路と

溝122に破壊されているものの、

溝状の遺構と考えられる。残存

長は24m、最大で3mの残存幅

をもつ。深さは最大で30cm程度

を測る。溝内には 3カ所の貝の

密集部分があり、そのもっとも

大きいものは舌状で、幅1.5m、

長さ1.55m、厚さ12cmを測る。

おそらくは廃棄物として投げ捨

てられたもので、一種の貝塚 と

言えよう。残存部分の形状をみ

ると山形をなしているため、南

西から北東へ向かっていたもの

が、蛇行して南東へ流れていっ

たようにもみられる。

出土遺物は土器、鉄器、土錘、

さらに骨や種子と多彩である。

土器では土師器、須恵器、瓦器、

白磁がみられる。鉄器は角釘ら

しきもの 1点、土錘は楕円球で

長軸にそって溝のあるものが1

点ある。骨はウマらしい左上顎

歯とイノシシではないかとみら

れる前腕骨の2点が出土してい

l
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第3章第2節遺構・遺物

る。種子はモモのもので、もっとも大きい貝塚から出土している。

出土した土器の年代は奈良時代から平安時代にかけてのものであり、溝122に先行するような

溝がすでに存在していた可能性がある。 1983年度の調査区でも同時代の溝が検出されていて、

走行方向から考えても、この溝の続きとみられる。その場合、流れは西から東へ向かっていた

こととなる。以下、その部分の記述に移る。 （岡本）

1983年度調査区の19-21S・T区で検出した溝で、溝125や井戸141に切られている。北西か

ら南東に流走し、壁の立ち上がりは綬やかで、底部はほぼ乎坦である。しかし溝の上端線は蛇

行が著しく、特に北西部は掘削が粗雑である。

遺物は須恵器が最も多く、その他に土師器、 飯蛸壺、土錘、土玉などが出土した。須恵器に

は杯蓋、杯、壺、がある。 722-724は杯蓋で、碁石状 (722) と宝珠形 (723)のつまみをもつ。

725-740は杯で、高台を有するもの (725-734) と無いもの (735-740)とがある。高台はい

ずれも短く断面が矩形を呈するが、外方にふんばるもの (725・728・730・731・733) とほぽ真

直ぐなもの (726・727・729・732) とがある。高台を有する杯で、体部から口緑部まで残存す

る資料は少ないが、 725は底部から外傾しながら真直ぐ立上り、器高は高い。

゜
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第163図溝115(1/150) 
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第3章第2節遺構 ・遺物
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一第165図溝115出土遺物 〔1)

高台の無い杯は、 739を除き底部から外傾Lながら真直ぐ立上る器形を呈し、器高は低い。 739

は底部から外傾しながら立上るが、 体部はやや内湾ぎみで、口縁部は強く外に開く。 741-744

は壺である。 741は長頸壺の頸部である。 742-744はいずれも高台が付くが、 742・743は嵩台の

厚みが薄い。745は地で、胴部最大径に二本の沈線を施し、その間に刻目を入れている。746-749

は土師器で、 746は椀、 747-749は甕である。甕は口緑部が「く」字状に外反するもの(747)と、

-154-



2 奈良時代～平安時代中期

［こ()DQDO□
◎ C37 ◎ C39 @),., 釘⑨C42⑤ C43① 

〇00 DO 0~CM 
cc45⑤ C46 (g) C47⑤ C48〇,0 5cm 

一゚第166図溝115出土遺物 〔2〕

外反した口緑端部

をさらに上方につ

まみ上げるもの

(748・749) とが

ある。なお胴部は

前者がふくらみを

もつのに対し、後

者はあまりふくら

まないものと考え

られる。750は飯蛸

壺である。やや扁平に整えられた頭部には穴が穿たれ、この下に釣鐘状の胴部がつく 。

C37-C49は土錘で、円柱状を呈し、中央に穴が貫通するもの (C37-C44)と、上下端よ

り中央が太い紡錘形を呈するもの (C45-C49) とがある。

時期は、土器からみるとわずかに古墳時代のものを含むものの、奈良時代から平安時代にい

たるものが埋土中に認められる。これらの土器が、かならずしも古いものから順次堆積してい

ったといえるような状況ではないが、土器量の多くなる奈良時代から、溝内への土器の廃棄が

始まり、平安時代まで続いたものと推定される。しかし溝が掘削された時期については明らか

にし得ない。 （平井勝）
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e 包含層（土雅濯り）

溝101上部土器溜り上層 （第167~170図、図版62・63)

微高地北端部に形成された8世紀代の包含層および土器溜りである。上部を削平され、北側

が水路によって削られているため遺存状況はよくない。古墳時代包含層土器溜りの直上に形成

されており、一部の遺物はそれに入り込んだかたちで出土した。この部分の土層関係について

は、第3章第 1節においてあわせて記載している。包含層は12F区から14F区にかけてひろが
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2 奈良時代～平安時代中期
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第169図 溝101上鄭土器濯り上層出土遺物 〔3〕
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2 奈良時代～平安時代中期
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算170図 溝101上部土器濯り上層出土遺物 〔4〕(1/3, 1/2) 

っており、長さ3.3、幅1.5mの須恵器溜りは13F区西側に位置している。

出土遺物は須恵器甕、壺、長頸壺、杯、上師器杯、甕などからなる。このうち須恵器杯蓋770

は転用硯である。注Hすべき遺物としては土馬C68がある。頭部、脚部とも欠損しているが残

存長13.2cmを測り、土師質である。包含層中からは 8点の馬歯が出土しており、土馬とともに

水辺の祭祀に用いられた可能性が考えられる。なお、これ以外に士錘、鉄器破片が出土してい

るが、一部は北側の水路からの混入遺物と思われる。
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第3章第2節遺構・遺物

3 平安時代後期～室町時代

a 建物

建物111(第171図、図版64)

調査区北西限の9F区に検出された。建物112-117と同様、微高地の肩口に位置する溝101か

ら5~6mの距離を置いて存在する。 柱穴は調査区外に延ぴている可能性もあるが、 1間X 1 

間の建物として認めた。 柱穴の 1つ（柱穴3)は、後世の撹乱土壊によって上部を削平されて
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3 平安時代後期ー室町時代

いて径は小さいが、それ以外はいずれも径が40数cmと大きめである。柱穴内の埋士は、いずれ

も黄灰色～灰褐色の砂質士であり、柱穴 1・2・4には黒灰色砂質土の柱痕跡（径約18cm)が

認められた。

遺物は出土していないので時期の判定はむずかしく、埋土の土質や色調また遺構の位置関係

からは中世の可能性が強いが、床面を削平された竪穴住居の4本柱である可能性（その場合は

井戸101~104との関係などから百・古・ 1の時期）も捨てきれない。 （柳瀬）

建物112(第172図、図版65)

lOF区に位置する 1間X 1間の建物である。微高地の北側肩部に沿って検出された一連の建

物の中では、中軸の方拉を異にしている。柱穴は10cm前後の深さしか残存しておらず、径も

20~30cmと比較的小さい。柱穴 1・4には柱痕跡（径約15cm)が認められた。

柱穴の埋土からは遺物の出土をみていないが、建物111などと同様に中世の時期の建物を考え

ているが、百・古.Iの竪穴住居の可能性もある。 （柳瀬）

建物113(第173図、図版65)

llF区に位置する 1間X 1間の建物である。後世の暗渠や地下げによる削平で、各柱穴の残

存状態は必ずしも良好ではない。柱穴掘り方の径は25~38cmを測る。桁行の柱間は 3mを越え、

他の建物と比較して多少広い。

柱穴の埋土からの遺物は、柱穴2以外から百・後・ IV~百・古.Iの時期の土器片が数片出

土しているが、前記建物と同様に両者の可能性を考えている。 （柳瀬）

建物114(第174図、図版68)

13F区に建物115と重複して検出され

た 1間X 1間の建物である。柱間は

222-242cmと、比較的小規模な建物であ

るが、柱穴掘り方の径は35-45crnと大き

く深さも30-SOcrnと残存が良い。

遺物が出土していないので、時期は特

定できないが、遺構の残存度や規模から

すれば他の 1間X1間の建物 (111-113.

120. 123)の中では、竪穴住居の可能性

が一番強い。 （柳瀬）

建物115(第175図、図版66)

13F区に建物114と重複して検出され

た2間X 1間の建物である。柱間は桁行

言疇□瓢虞『

¥ I忌

贔 1し墨—愚＼ I 
ー 140cm

゜
2m 

第175図建物115(1/80) 
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第 3章第2節遺構・遺物

に比べ梁間が倍ほど長い。梁間の方向は磁北から約20度東に振っている。柱穴掘り方の径は

25~45cm・ 深さは10~20cmを測る。埋土は建物111とほとんど変わらない。

土器は柱穴f・4~ 6に数片出土しているが図示できるほどではなく、百・後.III~百・古・

Iくらいの時期と思われるが、建物の形態からいえば中世の可能性が強い。 （柳瀬）

建物116(第176図、図版66)

調査区の北東隅の14G区に検出された

2間X 1間の建物である。北東の隅にあ

たる柱穴は、低水路堀削時に削平された

ためか検出されていない。柱穴は径

25~40cmと不ぞろいであるが、柱穴 1• 

2・5は比較的掘り方が大きい。

遺物は柱穴 1から甕の細片（土師器か

？）と柱穴5から須恵器の杯身片が出土

しているのみで、とくに建物の時期の決

め手にはならない。須恵器は図示できる゜
2m 

ほどではないが、 7世紀末~8冊紀と思

われる。しかし、建物の時期は115と同様

に中世の時期を考えている。 （柳瀬）

建物117(第177図、図版66)

建物116の南隣り、 14G区に位置する。

2間X1間の建物である。桁行きの柱穴

1・2の中間の柱穴は検出されていない

が、周辺の削平頻度からすれば存在して

いたと考えられる。柱穴の径は26~40cm、

深さは10~18cmと不ぞろいである。間方

向の方位は約20度東に振っている。柱痕

跡は確認されていない。

埋士からの土器は、柱穴 1・3・5か

ら3~4片ずつ出土しているがいずれも細片で図示に耐えない。土器の時期は百・後 ・IIl~IV

と思われるが、建物は上記建物と同様中世を考えている。 （柳瀬）

第176図建物116(1/80) 

D
 

2m 

第177図建物117(1 /80) 

建物118(第178図、図版67)

9G区に位置する 2間X 1間の建物である。柱穴の配置は多少いぴつながら、周辺に同類の
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3 平安時代後期～室町時代

柱穴がほとんど存在せず、 6本柱の建物

として認めた。柱穴のうち柱穴3と柱穴

6は径が50-55crnと大きく、桁行きの中

間の柱穴2と柱穴5は約30cmと小さい。

柱穴 4以外は暗灰色砂質土の柱痕跡が認

められ、径は14cm前後を測る。

土器は柱穴 1・3・6から数片出土し

ているが、百・後・ II-百・古・ 1の時

期までと幅がある。しかし、建物の時期

としては他の建物と同様、中世の可能性

が強い。 （柳瀬）

建物119(第179図、図版64)

10 I区に位置する推定2間X 1間の建物であ

る。調査では、南北方向の近現代用水路の束肩

ロに、ほぼ等間隔に並んだ3本の柱を検出した

が、東側の想定される桁行きの柱穴の位置には

撹乱土城があり、削平を受けたものと判断され

た。柱穴の径は25-30crn・ 深さは 8-14cmを測

る。

土器は柱穴 3から 1片（士師器か？）出土し

ているのみで、建物の時期は不明といわぎるを

得ないが、可能性として中世の中で取り扱った。

（柳瀬）

建物120(第180図、図版67)

12H区に位置する 1間X 1間の建物である。

柱穴は、わずかにひずんだ菱形の位置に検出さ

れたが、周辺に同程の柱穴はほとんどなく、建

物の柱穴と考えた。ただ当地点の削平頻度によ

っては、竪穴式住居の 4本柱の可能性もある。

柱穴から遺物の出士はなく、時期は不明である

が、他の建物の関連から中世と考えられる。

（柳瀬）
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建物121 (第181図、し図版68)

12・13 I区に1立置する 2間X 1間の建物である。北西隅に予想される柱穴は検出されていな

いが、他の柱穴1-5の配置などから建物と推定した。柱穴の径は柱穴 1が約45cmと比較的大

きいほか、柱穴2-4が30cm前後、柱穴5は短径17cm・ 長径24cmとパラッキがある。柱穴の深

さはいずれも16cm前後で、ほぼ一定している。柱穴内の埋土はいずれも暗灰色～灰褐色を呈す

砂質土で、柱痕跡は確認されていない。また、桁行きの主軸の方位は、磁北から約20度東に振

っている。

遺物としては、土器の細片が数片出土しているのみで、時期の推定できるものはない。他の

建物配置などから、中世にあてている。

建物122(第182図、図版68)

（柳瀬）

建物121の南東部に接する位臨の、 13I区に検出された 2間X1間の建物である。 6本の柱穴

で構成されるこの建物の平面形態は、一辺380cmのほぽ正方形を呈す。桁行きの南列の柱穴は径

35-40cm、北列は径23-30cmを測り、南列が比較的大きい。柱穴の深さは、柱穴I・3が15cm

前後と比較的深いが、周辺は削平頻度が高いと思われる。また、柱穴4・6には径15cm前後で

黒褐色砂質士のつまった柱痕跡が認められている。

遺物は、柱穴 4 から 3 片、柱穴 6 から 6 片の土師器らしき細片が出土しているが、• 他の建物
と同様、中世建物の可能性が考えられる。 （柳瀬）
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3 平安時代後期ー室町時代

建物123(第183図、図版68)

13・14H区に位置する 1間X1間の建物で

ある。柱穴は径12-18cm、深さ10cm前後を測

る4柱穴で構成されるが、柱穴の規模や削平

の頻度から考えて、竪穴式住居の可能性は少

ない。

埋土中に土器などは認められておらず、時

期は不明ながら、柱穴埋土の色調や、他の建

物との位置関係などから中世の建物として捉

えている。 （柳瀬）

建物124(第184図、図版68)

｀ 為三1 9 
___j3 I 
140cm― ＇ -、~,.一ー麟

14H・I区に位置する 5間X2間の建物で

ある。柱穴は径17cm前後が主で、 14の柱穴で

構成されるが、柱穴 1・4・7・12~14は隣

接して 1~2 個の柱穴を伴っている。これは、

修復も含めて、建て替えられた可能性が強い。

柱の間隔は120-158cmと一定しておらず、ま

た桁行きの南東側の柱列は、柱穴 4-7が中

央で外にふ〈らむなど、整然とした建物とは

思われな。さらに、この建物は桁行き方向の

主軸が磁北から約36度も東に振っており、建

物群の中では特異である。

柱穴中の埋土からは、周辺も含めて遺物の

出土をみていないが、建物の時期は一連の建

物と同様、中世と考えている。調査区全体で

いえば、建物131や建物144を中心とする比較

的立派な、そして方位を北に揃えて整然とし

た建物の中にあって、この建物を同時期と考

えるにはいかにも場違いな感じもある。しか

し、集落の末端部にあたる地区においては掘

立小屋同然の、これらの建物の存在を推定で

きなくもない。 （柳瀬）
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第3章第2節遺構・遺物

t卜
T

戸ー 132―~竺ニニ

2m 

て、

建物125(第185図）

16H区と16I区にまたがる東西棟の掘立柱

建物である。桁行2間、梁間 1間の構造をも

つ。規模は、梁間264cm、桁行全長276cmで、

床面積は7.3m•を測る。桁行の柱間は132cmと

144cmで、等間ではない。四限の柱穴は円形を

呈し、長径は36cmでほぼ同規模であるが、桁

行の中央柱穴は北側と南側で大きく異なって

いる。北側の柱穴2は円形で、長径26cmと小

さ〈、また浅い。

これに対して、南

。
ぞ

10cm 

第185図建物125(1/80)• 出土遺物

側の柱穴5は楕円

形で、長径は60cm

もあり、深さは四隅の柱穴と同じである。このような相違や桁行の柱間が等間でないことから、

梁間・桁行ともに 1間の建物ということも考えられる。しかし、柱穴の埋土はいずれも灰茶褐

色土であり、また、この建物付近にはこの他にほとんど柱穴がなくて、柱穴2や柱穴5に対応

しそうな柱穴の存在がないことから、桁行は 2間と考えている。棟の方向はE-3°30'-Sを

測るが、当遺跡の建物の棟方向としては類例が少なく、建物152・165・166がこの値に近い。柱

穴からは遺物の出土があまりなかったため、この建物の年代については不明確であるが、柱穴

や建物全体の規模さらに棟の方向などから中世のものではないかと考えている。 （岡本）

建物126(第186図、図版71)

ll K・12 K・ll L・12 L区にまたがって位置する、桁行5間、梁間 3間の建物である。柱穴

は、 20個を検出した。柱穴の掘り方の平面形は、ほぽ円形を呈するもので、最も大きいものの

径は60cm、小さいもので32cmを測り、大きさは一様ではない。柱穴内に、柱痕跡を確認したも

のと、確認されなかったものがある。柱痕跡も、柱穴 4、11のように、掘り方の底面より深く

なるものと、そうでないものがある。柱穴 1は、柱痕跡は見られなかったが、掘り方の底面に、

中央部を空白にして石が並べられており、柱の根固めとも考えられる様相を呈していた。柱穴

12と柱穴17の間は、入念に調査したにもかかわらず柱穴は確認できなかった。このことは、本

来柱が無かったのか、あるいは、柱穴18の掘り方は非常に浅いように、それ以上浅かったもの

が削平された可能性もある。柱穴の掘り方の深さは、検出面から深いもので60cm、浅いもので

4 cmを測る。建物の柱穴間の距離は、梁間は、各々200cm、桁行は、各々198cmを測り、建物全
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第3章第2節遣構・追物

体の規模は梁間600cm、桁行990cm、床面積は59.4面となる。この床面積は、当遺跡で検出され

た掘立柱建物のなかでは、 2番目の広さである。

建物の柱穴の配列を見ると、北から 2番目の桁行に柱列が見られ、南側に身舎を持ち、北に

庇を付する建物が考えられる。南側の身舎は柱穴10で仕切られ、東側に 3間X2間、西側に 2

間X2間の室屋に分けられる。庇部分の東側の柱穴の発見できない部分には、柱が無かったも

のとすれば、入口と想定することもできるが、今後の課題である。建物の棟の方向はE-7° ― 

Sである。なお、図上での梁間と桁行のなす角度は直角ではなく、一つの内角が91°30;を測

る。この角度は偶然かどうか、建物132の一つの内角の角度と等しい。

出土遺物には土器と金属器と土錘片がある。土器は柱穴20以外のすべての柱穴から出土し、

土師器・須恵器・瓦器・白磁・備前焼と種類豊富である。金属器には、柱穴11から出土した鉄

釘片と、柱穴18から出土した銅銭がある。銅銭は銹化が進んでいるが、両面共に文字のような

ものは認められず、円形に方孔という形状から銭貨とみているにすぎず、やや通常の銭貨とは

異質である。これらの遺物の年代から判断すれば、建物の年代は室町時代と考えられる。

（井上• 岡本）

建物127(第187図）

12L区の東半に位置

する南北棟の掘立柱建

物である。桁行2間、

梁間 2間の構造と考え

られるが、北束隅の柱

穴と、南側梁間の中央

の柱穴は検出されなか

った。規模は梁間全長

432cm、桁行全長456cm

であり、床面積は19.7

面となる。柱間は梁間、

桁行ともにほぼ等問と

みられるが、北側梁間

では中央の柱穴がやや

西に寄り、西側桁行で

は中央の柱穴が南に寄

っている。柱穴はほぽ

冒-贔冒

＼
 

十

＋ 

竺
150cm 

雪 -轟量言9
。

2m 

第187図建物127(1 /BO) 
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円形であるが、長径は24-40cmとかなり変化があり、 とくに柱穴6と柱穴 1・2の差は大きい。

同じ桁行の柱穴でも、柱穴1・2と柱穴3~5ではかなり違いがある。柱穴の深さについては

大きな差はなく、柱穴6も同様である。柱穴3には礎石が据えられていた。柱穴の埋土は灰色

粘性砂質士で柱穴 1・4・5では黄色微砂を斑点状に含んでいた。建物の棟の方向はN-19°

Eで、 これは当遺跡における中世の建物としてはかなり特異である。遺物は柱穴6以外のすべ

ての柱穴から出土している。 とくに柱穴 2では多く含まれていた。 しかし、遺物の多くは細片

であり、年代の確定は中世といえる以外困難である。

れるものが若干みられた。

WlO!il 

ピー一9況~86ヤ Zlこニニ」

ただ、鎌倉時代の後半ではないかと思わ

（岡本）

建物128(第188図）

13K区の北半に位置す

る。桁行2間、梁間 1間

で、東西棟の掘立柱建物

＼
 

と考えられるが、南側桁

行では 2基の柱穴を検出

することができなかった。

この 2基の柱穴が位置す

るとみられる付近は、 と

＋ ＋  

I
 

g
a
r

―
 

くに削平は受けていない

゜
2m 

ため、 ことによれば、北

第18B図 建物128(1/80) 

側桁行の柱穴列だけで塀

になる可能性もある。建

物の規模は、梁間306cm、桁行全長498cmで、床面積は15.2面となる。桁行の柱間は等間ではな

く、 226cmと272cmである。柱穴は円形で、規模は長径36-38cmと揃っている。柱穴の深さには

かなり差があるが、東梁問の柱穴3と4はほぼ同じである。柱穴の埋土はいずれも黄色微砂斑

灰色粘性砂質士で、柱穴 2と3では柱痕跡を認めた。柱穴2では柱のめりこみもあり、それら

の直径は20cm程度であった。建物の棟の方向はE-17"-Sを測り、当遺跡の中世の建物とし

ては、珍しく角度が大きい。 これに近い角度のものとして、建物127や129があるが、 この 3棟

が接近して位置していることは一つのまとまりを思わせる。遺物が柱穴 1・3・4から少量出

士している。 1・3出土のものは弥生土器であるが、 4のものは中世の土器である。 （岡本）

建物129(第189図）

13K区の南端に位置する掘立柱建物である。桁行、梁間ともに 1間の小規模なもので、柱間

から東西棟と考えられる。梁間188cm、桁行244cm、床面積は4.6面を測る。当遺跡においては、
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第3章第2節遺構・遺物

このような小規模建物は方形規格から歪むことが多く、

この建物も柱穴 1・2がかなりずれている。柱穴は円形

で、長径24-28cm、埋土は灰色粘性砂質土である。棟の

方向はE-15e30'-Sで、近接する建物としては建物

128のE-17" -Sが近い。遺物は柱穴4からのみ出土し

ている。小片のため、中世のものとしか判断できない。

（岡本）

建物130(第190図、図版72)

13K区の南半に位置し、建物129・131と重複している。

桁行2間、梁間 1間の構造で、東西棟の掘立柱建物であ

る。当遺跡における、この構造の建物としては珍しく、

東西の梁間の長さが異なるため、

ー}
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1
0
0

I
 

＼

＼

 

I 244cm 1 
140cm 

昌~グ量
D 2m 

第189図建物129(1/80) 

南北の桁行が平行していない。

規模は東梁間234cm、西梁間248

cm、桁行全長416cmで、床面積は

10.3面を測る。桁行の柱間は208

cm等間である。柱穴は円形か楕

円形を呈し、長径も36-52cmと

かなり幅がある。柱穴の埋士は

黄色微砂斑灰色粘性砂質土で、

柱穴3と6の底には礎石が置か

れていた。柱穴の深さをみると、

北桁行側が深く、南桁行側は一

様に浅く、最小で10cm、最大で

言＇

＼
 

一

吝

N

-

「-208―416呵 竺
寧

第190図建物130(1 /80) 

24cmの差がある。このような状況は建物131・151・160などでしばしば観察されている。建物の

棟の方向はE-8°30'-Sを測る。この角度と同じか、あるいはごく近い角度の棟方向をもつ

建物はしばしば当遺跡では見られるが、もっとも近接したものでは建物134がある。遺物はどの

柱穴からもごく少量出土しているが、いずれも小片であり、中世と判断する以外、時代を細か

く確定できない。 （岡本）

建物131 (第191図、図版72)

13K区と14K区の境界付近に位置し、一部13L区にまでまたがる大形の掘立柱建物である。

桁行3間、梁間 2問の南北棟の建物と考えられるが、南側の梁間では中央の柱穴は検出されな
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第191図建物131(1/80) 
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＼ 7 
791 

~- -1 J 

゜
792 10cm 

第~92図建物131 出土遺物

かった。規模は梁間全長468cm、桁行全長912cmを測り、床面積

は42.7面となる。当遺跡で検出された中世の掘立柱建物として

は5番目の大きさである。柱間をみると、桁行は304cm等間であ

るが、梁間は中央柱穴が西に寄り、 258cmと210cmになっている。

柱穴の形状はほぼ円形を呈するが、大きさは一定せず、長径も

44cmから84cmまで幅がある。もっとも長径50~60cmのものが多

数を占める。柱穴の埋土は灰白色粘士斑灰色粘性砂質土である。柱穴 3・11では柱穴内に割石

が入っていたが、いずれも底面からはかなり遊離しているため、礎石とは考えられない。ただ

し、柱穴 1では底面に扁平な石を敷きつめているため、礎石と考えられる。柱穴の深さをみる

と、柱穴10のみがかなり浅いため、この柱穴は束柱のためのものと考えられる。柱穴9と11に

ついては他の柱穴以上に深いため、束柱のものとすることは困難で、梁にまで伸ぴる柱のもの

であるとみられる。そうすると、柱穴4と5の間に柱穴がないことから、この桁行の南 1間分

については庇である可能性がでてくる。いずれにせよ、この建物131は柱穴3・11・6を結ぶ線

で二つの空間に分けられていることは確実で、柱穴10が束柱のものとすれば、北側の空間は床

を貼った構造であったと考えられる。なお、柱穴 5と6では柱のめりこみが認められ、その直

径は18cmと28cmを測る。建物の棟の方向はN-10・・3・0'-Eを測り、東に隣接するやや大形の建

物132の棟方向とほぽ平行する。

遺物はすべての柱穴から出土しているが、なかでも、柱穴3~11では多くの出土をみた。そ

れらの年代は鎌倉時代と考えられる。 （岡本）

建物132(第193図、図版72)

14K区から一部14L区にまたがって位置するやや大形の掘立柱建物である。桁行4間、梁間

1間で、南北棟の構造をもつ。規模は梁間420cm、桁行全長866cmを測り、床面積は36.4面であ

る。桁行の柱間は等間ではなく、南の 2間は198cm、198cmで等しいが、その北は256cm、さらに

北端は214cmとなっている。柱穴はほぽ円形をなすが、大小さまざまで、最小の柱穴 7の長径は

44cm、最大の柱穴2の長径は72cmもあり、その差は28cmにもなる。柱穴の埋土は灰茶褐色土か

暗灰褐色土である。柱穴の深さをみると、柱穴2・4・7・9が浅くなっていることが注意さ

れる。すなわち、桁行の柱穴で言えば、両端と中央の柱穴が深く、その間の柱穴は浅いという

規則性がみられる。前述のように、桁行の柱間は南半の 2間は等間隔となっていることを考え

合わせると、この建物132は、柱穴 3と8を結ぶ線によって、二つの空間に仕切られていること

が考えられる。南半の 2間が等問隔であるのに対して、北半の2問が長さを異にすることは、

この二つに仕切られた空間の利用方法を考えるうえで重要な事実と思われる。もう一点注意さ

れる事実として、この建物の場合、桁行と梁間が直角にはならず、一つの内角が91°30'を測
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る。この角度は

たまたまか、先

の建物126の内

角と等しい。な

お、柱穴6では

柱根が残ってい

たため、樹種同

定を行ったが、

その結果、柱材

はケヤキである

ことが判明した。

建物の棟の方向

はN-lOQ -E 

を測り、西に隣

接する同規模の

建物131とほぼ

平行している。

遺物は 1以外

の各柱穴から出

土し、なかでも

柱穴2・3・5・

6・9では多か

った。それらの

▽ ~93~ ロ玉口
-- 796 

ロニ4 ~----~--=「 ―ーテ:f;95

。
10cm 

鬱
、--_. ー 797

~I997 
第193図建物132(1/80)・出土遺物

年代は鎌倉時代と考えられるが、その中でも後期ではないかと
みられるものがあった。

（岡本）
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建物133(第194図、図版73)

15K区付近に中心のある南北棟の掘立柱建物である。桁行2間、梁間 1間の構造をもつ。規

模は梁間356cm、桁行532cmで、床面積は18.9面を測る。桁行の柱間は、西側では266cm等間であ

るのに対し、東側は190cmと342cmで、中央の柱穴が南へ大きくずれている。柱穴の形状も、西

側桁行のものは円形で揃っているが、束側桁行では方形ないしは楕円形と不整形である。柱穴

の規模では、西側桁行の

ものは長径46-50cmであ

るが、東側桁行の柱穴4

は長辺68cm、柱穴6で長

径66cmとひとまわり大き

い。柱穴の埋土はいずれ

も灰茶褐色砂質土である。

建物の棟の方向は N-

12°30'-Eを測り、建物

144や建物148の棟方向と

同じである。遣物は 4以

外のすべての柱穴から出

土しているが、いずれも

少量で小片である。それ

らの中には常滑焼の破片

もあり、鎌倉時代のもの

と考えられる。 （岡本）

建物134(第195図、図

版73)

第194図建物133(1 /80) 

14K区と15K区にまたがって位置する東西棟の掘立柱建物である。桁行3間、梁間 1間の構

造で、規模は梁間404cm、桁行全長720cmを測り、床面積は29.1面となる。桁行柱間は240cm等間

である。柱穴の大きさはかなり不揃いで、形も円形と楕円形がある。大きいもので長径62cm、

小さなものは32cmにすぎない。柱穴の深さはほぽ同じであるが、南東隅の柱穴8は他よりやや

深い。柱穴の埋土は灰黄褐色砂質士である。柱痕跡はみられなかった。棟の方向はE-go -

Sで、西に隣接する建物132の棟方向とは 2゚ 程度の違いでほぼ直交する。遺物が柱穴4---6か

ら出土している。いずれも少量にすぎないが、柱穴 4出土の遺物の年代は鎌倉時代である。

（岡本）
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第195図建物134(1 /80) 

建物135(第196図）

14M区の北半に位置する。長辺48-56cmの方形に近い形状の柱穴が3基、かぎの手状に検出

されたため、掘立柱建物の存在が想定された。北東隅の柱穴の位置では小さな円形の柱穴が検

出されたが、これがこの建物の柱穴かど

うかは疑問で、あるいは塀のようなもの

＋ の可能性もある。桁行1間、梁間 1間の

束西棟と考えている。規模は梁間230cm、

桁行264cm、床面積6.1面である。柱穴の＼
 

14Qcm 

2m 

第196図建物135(1/80) 

中には長径20cm前後の石が入っていたが、

柱穴3では底面からかなり上方にあり、

また柱穴2では柱のめりこみらしい小穴

があるため、礎石とは断定できない。柱

穴の埋土は灰色粘性砂質土で、黄色微砂

が斑点状に含まれている。棟の方向は

E-14°30'-Sを測る。遺物はそれぞれ
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の柱穴から少量出土しているが、なかに室町時代のものではないかと考えられるものがある。

（岡本）

建物136'(第197図）

中心が16Mあたりに位置する掘立柱建物である。南北棟で、桁行2間、梁間 1間の構造をも

つ。西辺の中央の柱穴は検出されなかった。規模は梁間256cm、桁行全長426cmで、床面積は10.

9面となる。桁行の柱間は213cm等間である。柱穴の形状は隅丸方形で、一辺60~74cmと大形で

ある。柱穴 1・3・4では円形の

柱のめりこみが認められ、その長

径は20cm程度を測る。柱穴の深さ

をみると、西辺が東辺より 8~16

cm浅くなっている。柱穴の埋土は

黄色微砂のブロックを含む灰色粘

性砂質土か灰褐色砂質土である。

建物の棟の方向はN-15°-Eを

指す。遺物は柱穴 3と4から少量

が出土しているー。これらの遺：物(7)-

年代は鎌倉時代と考えられるが、

一部奈良時代のものも含まれてい

る。方形の柱穴というと奈良時代

と連想しがちであるが、当遺跡で

は建物135・143など方形柱穴から

なる中世の建物が知られている。

（岡本）

建物137(第198図、図版73・74)

I 四 I

＼

ベ

。
2m 

第197図建物136(1/80) 

12N区と120区にまたがって位濫する南北棟の掘立柱建物である。桁行3間、梁間 1間の構

造で、細長い平面形を呈している。柱問は梁間が368cm、桁行は268cm等間で、全長804cmを測

る。床面積は約29.6m2である。北西隅の柱穴は後世の削平によって消滅している。柱穴は円形

で、長径36~42cmとほぼ同規模である。柱穴の深さも40cm前後であまり変化がないが、しいて

言えば、柱穴 1と4と5の三隅の柱穴が他よりいくらか深い。どの柱穴でも柱痕跡は確認され

なかったが、柱穴 1では柱のめりこみがみられ、その崖径は22cmを測る。柱穴の埋土はほとん

どが灰色粘性砂質土であるが、柱穴5は灰黒色粘性砂質土であった。また、柱穴 1・4・7で

は地山の砕粒とみられる灰白色粘性微砂の小さなかたまりが点々と包含されていた。棟の方向
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（岡本）

建物138(第199図、図版

74) 

12N・120・13N・130 

の4地区にまたがって位置

する、東西棟の大形掘立柱

建物である。桁行3間、梁

間1問の身舎に、東西南北

の四面ともに庇をもつ構造

である。身舎の規模は、梁

間が444cm、桁行は278cm等

間で、全長834cmを測る。こ

の身舎に、東・西・南面で

は幅100cm、北面では幅90cm

の庇がつき、建物全体とし

ては梁間634cm、桁行1034cmの規模となり、床面積は65.6m,を測る。この床面積は、当遺跡で検
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3 平安時代後期一室町時代

はN-6°30'-Eを測る。

柱穴3以外のすべての柱穴

から多くの遺物が出土し、

柱穴 2では石錘と鉄器

（釘？）が包含されていた。

これらの遺物の年代は鎌倉

時代と考えられる。

出された中世の掘立柱建物の面積としては最大である。柱穴の規模をみると、身舎と庇では明

瞭な相違が認められる。身舎の柱穴は長径が50-60cmのものがほとんどであり、最小でも40cm

であるが、庇のそれは30-40cmのものが多く、隅の柱穴のみが身舎の柱穴に近似する。柱穴の

深さについても、身舎と庇では30-40cm程度の差がみられるが、ここでも庇の隅の柱穴14と18

は身舎の柱穴と匹敵する深さをもっている。南面庇の柱穴列では、身舎の桁行の柱問と対応す

る柱間の中点に柱穴がそれぞれ確認されたが、その柱穴の長径は24cmと、庇の他の柱穴よりは

小さくなっている。この柱穴の柱は、身舎の柱間の中点付近の前面という位置や、その長径の

規模から考えて、桁までは伸びず、床を支える束柱ではないかと推定される。東面と西面の庇

の柱穴のうち、中央の 2基も束柱のものではなyヽかと考えられ、北面庇の柱穴17もその可能性

-177-



第3章第2節遺構・遺物

が強い。おそらく、庇部分については床が貼られていたのであろう。そうすると、庇の幅が90

cm、または100cmと狭いため、縁と考えるのが自然であるが、前述のように、庇の隅の柱穴はし

っかりしているため、この縁の上に庇がかけられていたことは確かである。身舎の柱穴の多く

には柱のめりこみ穴が認められ、その直径は14-22cmである。柱穴4・5・14・19・21・23・

29では柱根の一部が残存していたが、このうち、 5と23についてはマツ属の一種、 14と29は広

葉樹であると樹種同定の結果がでている。このように 1棟の柱材に複数種類のものがみられる

ことは注意されるが、これは身舎と庇との樹種の相違とも考えうる。柱穴の埋土はほとんど灰

白色粘性微砂斑灰色粘性砂質土であるが、一部に灰色粘性砂質土のみがみられる。建物の棟の

方向はE-12°-Sを測るが、この方向とほぽ平行または直交する棟方向をもつ建物は、建物

133・144・145・148・156・157・159・161と多くある。また、塀101の方向も、この建物138の

棟方向と直交している。

この建物138については、他の建物にはみられなかった二つの興味深い事実がある。一つは身

舎の柱穴8基のうち、 5基で掘り直しが認められていることである。いずれもほぼ同規模の柱

穴が重複していて、補強のための添え柱の柱穴とは思われない。どうも、この建物138は一度建

て替えられたようである。ところが、庇の柱穴には掘り直しがみられないため、四面に庇がつ

けられたのは、建て替え時ではなかったかと推測される。もう一つは身舎の中央北半部に検出

された土壊159との関係である。この土塘からは多量の士器が出土したが、それらの器種は多彩

で、各器種の点数を検討してみると、ちょうど一戸の家で日常使用されていた土器類を一括し

たものである可能性が強い。しかも、これらの士器の多くは火災にあっていることが明瞭であ

る。建物138は柱穴5から出土した柱根の焼けこげから火災にあったとみられるが、その際に破

壊された土器類がなんらかの理由で、土壊に一括埋納されたのではないかと考えている。図上

では、柱穴 5は柱穴11を切っているが、柱穴6と12、7と13の関係からみれば、むしろ柱穴11

が5を切っている方が自然であり、建て替えは火災による可能性が強い。

建物138のほとんどの柱穴から遺物の出土があったが、柱穴19・20・22では出士がみられなか

った。出士した柱穴のうち、 2・4 ~ 7・14・15・23では多くの遺物の包含がみられたが、こ

れらの柱穴は身舎の建て替えられた柱穴と庇の柱穴である。また、土横159から出土した土器類

（第292-298図）には近畿地方で作られた瓦器や東海地方の常滑焼の大甕、さらには中国製の

白磁椀などの品々があり、その所有者であったと推定される建物138の主の力を物語っている。

出土した遺物の年代は鎌倉時代と考えられる。 （岡本）

建物139(第200図）

15N区の南端から150区にかけて位謹する、南北棟の掘立柱建物である。梁間の中央から少

し西に小さな柱穴が1基あるが、これがこの建物の柱穴かどうかは疑問である。南の梁間は最
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3 平安時代後期～室町時代

近の削平によって破壊されている

ため確認できないが、ここでは桁

行 1間、梁間 2間の構造と考えて

おく。規模は梁間400cm、桁行468

cmを測り、床面積は18.7面となる。

柱穴は円形で、長径36-50cm、柱

穴2のみ小さく、長径24cmである。

柱穴の埋土は黄色ないしは灰白色

の微砂を含む灰色粘性砂質土であ

る。柱穴の深さをみると柱穴4が

一段深く、北側の梁間と南側の梁

間で柱穴の深さに差があったもの

と思われる。棟の方向は N-

11°-Eで、この方向は隣接する

建物140や塀104の方向とほぼ直角

をなす。遺物は柱穴 1-3から出
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第200図建物139(1/80) 

土しているが、柱穴3が多かった。それらの年代は鎌倉時代と考えられる。 （岡本）

建物140(第201図）

150区の北束隅に位置する掘立柱建物である。

桁行・梁間ともに 1間で、柱間は梁間202cm、桁行

206cmを測り、ほぼ方形に近い平面形をもつ。床面

積は4.2面で、当遺跡の建物のなかでももっとも小

さいものの一つである。柱穴の位置をみると、他

の1間X1間の建物と同様、微妙な歪みがみられ

る。また柱穴の大きさでも、柱穴2のみが長径25

cmとすこし小さく、他の柱穴は長径32cm程度であ

る。柱穴の埋土は黄色微砂斑灰色粘性砂質土で、

柱穴2のみ灰色粘性砂質土である。柱穴の深さで
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第201図建物140(1/80) 

は、西辺と東辺で8cmの差がみられる。建物の棟の方向はE-10°-Sを測り、西側に隣接す

る建物139の棟の方向とほぼ直交する。遣物は各柱穴から少量出士している。ほとんど細片のた

め中世のものとしか判断できないが、一部に鎌倉時代のものではないかと考えられるものがあ

る。 （岡本）
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第3章第2節遺構・遺物

建物141(第202図）

160区の中央部に位置する南北棟の掘

立柱建物である。桁行、梁間ともに 1間

の小形の建物だが、柱穴の位置は方形規

格からみればかなり大幅にずれている。

いちおう梁間294cm、桁行330cm、床面積

9.7面を測る。柱穴はほぼ円形で、長径は

44-56cmと揃っているが、柱穴の深さで

は柱穴 1のみが他柱穴より 14cm深くなっ

ている。柱穴の埋土は 1と2が褐灰色粘

性砂質土、 3と4は灰色粘性砂質士であ

る。建物の棟の方向はN-20°30'-Eを

測り、この建物が当遺跡で検出された中

世の南北棟建物の中ではもっとも東偏し

第202図 建物141(1/80) ている。この棟方向にもっとも近いもの

は12L区に位置する建物127で、角度はN-19°-Eである。遣物は柱穴 1・2・4から出土し

冒/腎
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ている。柱穴2からは中世とみられる土器片が多〈出士しているが、柱穴1・4出土のものは

弥生土器と考えられる。 （岡本）
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第203図建物142(1 /80) 

建物142(第203図）

16M区の南半に位醤する東西棟の掘

立柱建物である。桁行2間、梁間 1間

の構造で、規模は、梁間が296cm、桁行

は164cm等間で、全長は328cmを測る。

床面積は9.7m'である。柱穴の規模をみ

ると、桁行中央の柱穴がひとまわり小

さくなっている。四隅の柱穴の長径は

44---62cm、桁行中央の柱穴の長径は36

cmと40cmである。柱穴の深さも、桁行

中央の柱穴が四隅の柱穴より 10cm程度

浅くなっている。柱穴3と6では柱の

めりこみが認められ、その直径は16cm

を測る。柱穴の埋士は灰茶褐色砂質土
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3 平安時代後期～室町時代

か暗灰茶褐色土である。建物の棟の方向

はE-14°-Sで、隣接する建物として

は、建物135や建物146がほぽ平行、また

は直交する。

遺物が柱穴 1・3・6から少量出士し

ているが、いずれも弥生土器とみられる。

しかし、建物の構造や規模等から判断し

て、中世の掘立柱建物と考えている。

（岡本）

建物143(第204図、図版76)

17M区の南西隅から17N区の北束隅に

かけて検出された掘立柱建物であるが、

建物の東側は工事によってすでに削平さ

れているため、全容はつかめなかった。

柱穴の規模や柱間の長さから判断すれば、

かなり大形の建物になる可能性があり、

そうとすれば東西棟である確率が高い。

ここでは東西棟と仮定し、桁行1間以上、

梁間 2間としておく。梁間は全長532cm
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第204図建物143(1/80) 
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で、柱間は220cmと312cmである。柱間に100cm近く差があることからすれば、北半は庇であるこ

とも考えられる。桁行の柱間は356cmを測る。柱穴の形状はすこし角張った円形で、長径は62-76

cmと大きい。柱穴の埋土は淡灰茶褐色砂質士である。柱痕跡は認められなかった。棟の方向は

E-8°30'-Sを測るが、これと平行する棟方向をもつ建物は多く、建物130・149・154があ

る。また近似した棟方向をもつものとして建物134・147などがある。 5以外のすべての柱穴か

ら遺物の出土をみたが、それらの年代は弥生時代と考えられる。しかし、前述のような建物の

形状や棟の方向から判断して、弥生時代の掘立柱建物とはとうてい考えられない。むしろ、柱

穴の大きさにもかかわらず、中世の遺物が含まれていないことから、当遺跡の中世集落の初期

に存在したものである可能性も考えられる。なお、奈良時代の建物と考えられる建物110とは、

棟の方向が 5゚ ほど異なっている。また、建物144と重複しているが、この144の柱穴からは鎌

倉時代らしい遺物が出土している。 （岡本）

建物144(第205・206図、図版76)

17N区から18N区にかけて位置する、南北棟の大形掘立柱建物である。規模は、梁間全長が
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650cm、桁行全長は816cmを測り、床面積53.0m北

なる。この床面積は、当遺跡で検出された中世の

掘立柱建物のなかでは、建物157の57.1面に次いで

四番目の広さである。この建物の構造は、当初、

柱穴の規模からみて、桁行2間、梁間2間の身舎

に、東と北に庇がつくものと考えていた。すなわ

3 平安時代後期～室町時代
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第206図建物144出土遺物

10cm 

ち、身舎の柱穴の長径が52-76crnであるのに対して、庇の柱穴の長径は48-52crnで、平均で10

cm程度の差がみられた。もっとも、柱穴の深さについては、身舎と庇で大きな差はみられなか

った。これについて、当遺跡で検出された他の庇をもつ大形建物と比較すると、確かに、建物

138や157では身舎と庇の柱穴の大きさに差が認められたが、・同時に、柱穴の深さについても明

瞭な差が存在している。一方、建物126では、身舎と庇の柱穴の間では、大きさ、深さともに明

確な差はみられなかった。このようなことから、建物144の構造については、他に柱間なども参

考にして、東と北の二面に庇をもつ可能性が強いと考えていた。ところが、掘立柱建物個々の

整理・検討を進めるなかで、この建物144から東面の庇を取ってみると、これときわめてよく類

似する柱穴配置をもつ建物が2棟あることがわかった。それは建物131と147である。これらの

建物はいずれも一方の梁間の中央柱穴を欠き、建物内は、桁行1間分と 2間分の二つの空間に

分けられている。そして、 2間分の空間の中央柱穴は浅くなっている。さらに、建物147では 2

間分の桁行柱間は、建物の中央側が長くなっている。建物144でも、南側の梁間の中央柱穴はな

く、柱穴5は他の柱穴より浅く、桁行中央の柱間がもっとも長くなっている。したがって、建

物144の構造としては、梁間 2間、桁行3間の身舎に、東面庇がついたものとする考えが有力で

ある。ただ、建物131・147とはいくらかの相違もある。一つは、それらの梁間の柱間が等間で

ないこと。いま一つは、桁行の柱間のうち、 2間が同じ長さであることである。建物144の場

合、身舎の梁間は238cm等問であり、桁行の柱間は、北から、 210cm、326cm、280cmとすべて異

なっている。なお、庇の柱間は174cmである。建物の棟の方向はN-12°30'-Eを測るが、この

方向は、近接する建物としては、建物148の棟方向と等しく、大形建物のなかでは、建物138の

棟方向とほぽ直交する。

遺物は柱穴12以外のすべての柱穴から出土しているが、そのうちでも、柱穴 1・2・5-8 

では多くの出土があった。それらの年代については、中世としか判断できないものが多いが、

なかに鎌倉時代と考えられるものがみられる。 （岡本）

建物145(第207図）

17N区の東半に位謹し、建物144の敷地内にすっぽり納まるように重複している。調査後の整

理時に確認した建物である。桁行、梁間ともに 1間の掘立柱建物で、柱間から東西棟の建物と
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考えられる。規模は梁間259cm、桁行291

cmを測り、床面積は7.5面である。柱穴は

長径で34-48cm、埋土は淡灰茶褐色砂質

土で、柱穴 1のみ黄色土斑暗灰褐色土で

ある。柱穴の深さをみると、東辺と西辺

で差が認められる。棟の方向はE-12°

15'-Sで、隣接する建物146や建物148、

そして重複する建物144の棟の方向とほ

ぼ直交する。遺物は柱穴4からのみ少量

出土しているが、その年代については中

世としか判断できない。 （岡本）

建物146(第208図、図版76)

17N区と170区の境界付近に位置する南北棟の掘立柱建物である。桁行2間、梁間 2間の構

2m 

第207図建物145(1 /BO) 

造とみられるが、南梁間の中央柱穴は検出されなかった。規模は、梁間の全長が320cm、桁行全

長は368cmであり、床面積は11.8面を測る。柱間は、梁間が160cm等間、桁行も西辺は184cm等間

であるが、東側桁行は174

冒
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堕
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第208図建物146(1 /80) 
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cmと194cmで異なってい

る。柱穴はほぼ円形で、

その長径は52-64cmであ

る。柱穴の深さをみると、

北梁間と西桁行で、中央

の柱穴が10---15cm浅くな

っている。柱穴4・5で

は柱のめりこみが認めら

れ、その直径は16cmを測

る。柱穴の埋士は淡灰茶

褐色砂質土である。建物

の棟の方向はN-13° ― 

Eで、重複する建物144や

近接する建物148の棟方

向とほぽ平行する。遺物

は柱穴 1--3・5・6か
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ら少量出土しているが、 それらはほとんど弥生土器である。

と構造から、中世の掘立柱建物と考えている。

建物147(第209・210図、図版77)
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しかし、前述のような建物の規模

（岡本）

170区に位置し、一部160区にかかるやや大形の掘立柱建物である。東西棟で、桁行3間、

梁間 2間の構造をもつが、西側の梁問では中央の柱穴は検出されなかった。規模は梁間全長が

444cm、桁行全長は790cmを測り、床面積は35.lm'となる。柱間は梁間、桁行ともに等間隔では
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第210図建物147出土遺物

なく、梁間は196cmと248cm、桁行は西から 2間は298cmで等しい

が、東端は194cmになっている。このような柱穴の配置は前述の

建物131ときわめてよく類似していて、わずかに違うのは、棟の

方向が東西棟であることと、桁行の柱間が等間ではないことぐ

らいである。柱穴の深さをみても、柱穴10はきわめて浅く、や

はり束柱のものである可能性が強い。おそらく、この建物147も

柱穴2・9・6を結ぶ線で二つの空間に分けられるものと考え

られ、東の空間は床敷の構造であったとみられる。柱穴の形状

はほぼ円形であるが、大きさについてはかなり変化があり、最大は長径68cm、最小は長径40cm

にすぎない。柱穴 6では柱のめりこみとみられる直径20cmの穴が底に残り、柱穴 5では柱の痕

跡が確認された。柱穴の深さをみると、柱穴10の他に、柱穴 4・5・7も浅い。 4や 5のよう

な隅の柱穴が浅いことは注意される。柱穴 7については10との関係で束柱の可能性も考えられ

る。その場合には、東の空間からの出入りのための構造とみることができる。柱穴の埋土は灰

色粘性砂質土で、黄色や灰白色の
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第211図建物148(1/80) 
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微砂のプロックを含んでいる。建

物の棟の方向ぱE-9"-Sを測

り、南に隣接する建物149とほぽ平

行する。

遺物は 4以外のすぺての柱穴か

ら出土しているが、とくに 1

~3・5・6・8・11で多い。ほ

とんどの遺物の年代は平安時代の

末期から鎌倉時代と考えられるが、

室町時代ではないかとみられるも

のがわずかに存在するようである。

（岡本）

建物148(第211・212図、図版77)

170区と180区の境界に位置す

る南北棟の掘立柱建物である。短

辺の中央には柱をもつが、長辺の

中央には柱がなく、当遺跡におけ

る通有の建物とは構造を異にして



3 平安時代後期～室町時代

いるが、いちおう桁行1間、梁間2間と考えておく。規模は

梁間が380cm、桁行が528cmで、床面積は20.1面を測る。柱間

は梁間では190cm等間になっている。柱穴の形状は北辺が円形

であるのに対し、南辺は楕円形または方形を呈している。ま

た、柱穴の規模も、北辺が長径40-48cmなのに、南辺は50-60

cmを測り、若干の差異がある。つぎに柱穴の深さをみると、

北辺・南辺ともに中央の柱穴がもっとも深く、両端の柱穴よ

り6-14cmばかり下がる。この状況は、後述する建物150の梁

＼ロニ
。

804 10cm 

◎e◎ 
Bl 82 83 

第212図建物148出土遺物

間の様相とは逆であり、その相違は建築構造の違いによるものではないかと考える。柱穴の埋

土は暗灰褐色土で、柱穴4・5では地山の黄色土のプロックが含まれていた。柱痕跡は認めら

れなかった。棟の方向はN-12°30'-Eを測り、北西に隣接する大形の建物144と平行してい

る。遺物には土器と銭貨がある。士器片は柱穴 1・4-6からいずれも少量出土している。こ

のうち柱穴1出土土器の年代は鎌倉時代後半と考えられる。銭貨は柱穴6から 3枚出土し、注

目される。いずれも北宋銭で、「景徳元賓」（初鋳1005年）が2枚と「天聖元賓」（初鋳1023年）

が1枚である。当遺跡内で、柱穴から銭貨の出土した掘立柱建物は 3棟にすぎず、さらに、そ

れ以外で銭貨の出士した柱穴も 4基とごく少ない。このうち、建物164の柱穴3からも 2枚の出

土があり、偶然のなかでの複数出士は考えにくいことから、人為的な埋納の可能性が強い。

・ （岡本）

建物149(第213・214図、図版77)

16P区から17P区にまたがって位置する、かなり大きな掘立柱建物である。桁行3間、梁間

1間の東西棟の構造をもつ。規模は、梁間420cm、桁行は296cm等間で、全長888cmを測り、床面

積は37.3面である。柱穴はほぼ円形だが、大きさにはかなり変

化があり、長径は最大で54cm、最小で34cmを測る。ただし、柱

穴2は最近の削平の影響で変形している。柱穴の深さをみると、

柱穴 I・5・8と三隅の柱穴が浅くなっているのが注意される。

柱穴の埋士は黄色ないしは灰白色微砂のプロックを含む灰色粘

性砂質土である。柱穴 6では直径32cmの柱痕跡を確認している。

棟の方向はE-8°30'-Sを測るが、これは真北に隣接する建

物147の棟の方向とほぼ平行する。遺物は 1・8を除く各柱穴か

ら出土しているが、柱穴2ではとくに多かった。それらの年代

は鎌倉時代と考えられる。

~T /4 
~T--/4 
＼ニー↓ニニ=:::;/'so1

~----=J -_-_-.==::f'808 

"'-~=土~809
D
 

10cm 

（岡本） 第213図建物149出土遺物
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建物150(第215

図）

17P区と18P区

にまたがって位置

する南北棟の掘立

柱建物で、桁行2

間、梁間2間の構

造をもつ。規模は

梁間全長384cm、桁

行全長456cm、床面

積17.6面を測る。

柱間は梁間・桁行

ともに等間で192

呻と228cmになる

が、東辺では中央

柱穴が少し北へず

れている。 また、

柱穴 1と3の隅の

柱も長方形規格か

らわずかにはずれ

ている。・柱穴はほ

ぽ円形で、長径は

32-40cmとわりあ

いに揃っているが、

柱穴8のみは長径

26cmと小さい。柱穴の深さをみると、梁間の中央柱穴が他の柱穴より浅くなっているのに気づ

く。とくに柱穴8は浅い。これは建物148の説明文でも述ぺたように、建築構造と関係している

ものと考えられる。柱穴5と8では柱痕跡が確認され、 その直径は16cmである。柱穴の埋土は

暗灰褐色土で黄色微砂を斑点状に含むものが多い。建物の棟の方向はN-11° -Eを測る。 ー

以外のすぺての柱穴から遣物の出土をみたが柱穴2・7・8ではとくに多かった。 これらの遺

物の年代は鎌倉時代と考えられるが、

った。

なかに鎌倉時代でも後半ではないかとみられるものもあ

（岡本）
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3 平安時代後期～室町時代
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D . 10cm 冒

建物151(第216図、図版75)

13P区から13Q区にまたが

って位置する東西棟の掘立柱

建物である。桁行2間、梁間

1間の構造であるが、桁行の

中間の柱の位置は北辺と南辺

でわずかにずれており、また、

四隅の柱も長方形規格から微

妙に歪んでいる。いちおう梁

間410cm、桁行536cmを測り、

桁行の柱間は316cmと220cmで

等間ではない。床面積は約22

面である。柱穴はほぼ同規模

で、直径27-32cmの

円形を呈し、深さは

14-30cmと差がある。

南辺の柱穴に対して

北辺の柱穴はいずれ

も浅い。柱痕跡は認

められなかったが、

柱穴底に柱のめり込

みを認めるものがあ

る。柱穴の埋士はい

ずれも灰色粘性砂質

土で、黄色微砂を斑

点状に含むものが多

い。棟の方向はE-

5~30'-Sである。

＼
 

2m 

第215図建物150(1 /8D)・出土遺物

゜

＼
 

.,,_ 4 

I 316 

＇ 0-

536cm 

第216図建物151(1 /80) 
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第3章第2節遣構・遺物

この建物は後述の建物152と重複した位置関係にあるが、すべての柱穴から少量ずつ出土した遺

物は鎌倉時代のものと考えられ、建物152に先行して建てられたものと考える。 （岡本）

建物152(第217図、図版75)

13P区から13Q区にかけて位箇し、建物151と重複している。東西棟の掘立柱建物である。そ

の構造は、建物151が桁行2間、梁間 1間であったのに対し、桁行3間、梁間 1間となり、規模

も大きくなっている。柱間は梁間が404cmで、桁行は198cm、198cm、246cmとなって東側の柱間

が他より長く

なっている。

ー

5 ら
戸 1sa I 19s 

糾2cm
246 I 

-9 

_f' 

E鴫 疇疇雪｀

建物の規模は

桁行全長が

642cmを測り、

床面積約25.9

面である。柱

穴はいずれも

円形の掘り方

で、直径は

30-36cmとほ

ぽ揃っている

が、深さには

やや乱れがあ

り、もっとも

深いもので30

cmである。柱痕跡は認められないが、柱のめり込みを残す柱穴もある。柱穴の埋土は灰色粘性

砂質士か黄色微砂斑灰色粘性砂質土である。棟の方向はE-4°-Sを測り、重複する建物151

第217図建物152(1 /8D) 

と1°30'異なる。すべての柱穴から少量の遺物が出土しているが、それらの年代のうちもっと

も新しいものは室町時代のものである。 （岡本）

建物153(第218図、図版78・79)

14P、14Q、15P、15Q区にまたがって位置する東西棟の掘立柱建物である。桁行3間、梁

間2間の構造であるが、束の梁間では中央の柱穴は検出されなかった。柱間は西の梁間では218

cm等間、桁行は西から234cm、234cm、280cmを側り、東側の柱間がいくぶん長い。建物全体の規

模は梁間436cm、桁行748cmであり、床面積32.6而となる。各柱穴は円形の掘り方で、疸径31-

37cm、深さ25cm程度あり、柱穴の底面では直径15-20cm程度の柱のめり込みが確認されている。
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柱穴8では柱穴底に礎石が据えられていた。また柱穴6では柱根がわずかに残存していた。 こ

の柱根の樹種は鑑定の結果シイノキ属の一種と判明している。柱穴埋土は灰白色粘性微砂斑灰

色粘性砂質士である。棟の方向はE-7°30'-Sを測る。

うな形で存在していることを注意していた。

この建物については調査中から、柱穴2と3の南に、それらよりは少し小さな柱穴が伴うよ

このような見方で、柱穴 lと4の付近も調べてみ

ると、 1では南西に、 4では南東にやはり小さめの柱穴があり、 さらに柱穴8の西にも 1基、

東側の梁間の中点の東にも 1基柱穴を見い出すことができた。 この建物の周辺にはあまり柱穴
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第3章第2節遺構・遺物

の集中がみられないため、この対応関係はかなり目に付いた。当初、これらの小さめの柱穴だ

けで建物を考えようとしたが、歪みがひどくてできず、むしろ、この建物153に付属するものと

考えることにした。これらの柱穴はほぽ円形で、長径は22-32cmを測り、建物153本体の柱穴よ

りは10cm前後小さい。また柱穴の深さも10-30cmも浅くなっている。柱穴10-13の中心を結ぶ

線は桁行とは平行せず、 1°30'ほどずれる。南側の桁行からの距離も平均で70cmと短いことか

ら庇とは考えにくい。梁間の中点に対応する柱穴も梁間から56cm離れているにすぎない。以上

のようなことから判断して、柱穴 9-14は建物153の本体に取り付けられた縁の支柱と考えた

い。この縁が北側にも存在したかどうかは後世の削平のため不明である。

遺物は縁の支柱穴を含めすべての柱穴から出土しているが、柱穴4・8ではかなり多く含ま

れていた。これらの遺物の年代は、小片のため明確には指摘しえないが、ほとんど鎌倉時代の

ものとみられ、一部、鎌倉時代の後半から室町時代のものではないかと考えられるものもみら

れた。 （岡本）

建物154(第219図、図版78)

14Q区から15Q区にまたがって位置する掘立柱建物である。束西棟で、桁行3問、梁間 1間

の構造をもつ。規模は梁間324cm、桁行全長495cmで、床面積は約16.0maとなる。桁行の柱間は

165cm等間である。柱穴の位置は長方形規格の上からみれば微妙にずれているが、いちおう所定

のポイントは柱穴の掘り方内にある。北辺の柱穴 1と7の間は最近の削乎を受けているため、

柱穴は確認されなかった。

柱穴は円形で、長径20-30

cmとほぽ揃っている。柱穴

4・6・7では柱のめりこ

みが確認され、その直径は

＋ 

＼
 

1165 I 165 495cm I_ 1651 

。
2m 

第219図建物154(1/80) 
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16cm程度を測る。柱穴の埋

土は地山の砕粒とみられる

黄色または灰白色の微砂の

ブロックを含む灰色粘性砂

質土である。棟の方向は

E-8Q 30'-Sで、隣接す

る建物では、建物153のE-

7°30'-sがもっとも近
い。 7基の柱穴のうち、柱

穴3をのぞく 6基から中世
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3 平安時代後期～室町時代

の遺物が出土しているが、柱穴 5以外は少量にすぎない。柱穴5から出土した遺物の年代は鎌

倉時代である。 （岡本）

,,＇ , ， 建物155(第220図、図版

78) t,()g 

14Q区から15Q区にかけ 吼
て位置する東西棟の掘立柱

建物と考えている。建物154

とみごとに重なり合い、規 器

＼ 模でも、建物154が梁間324

cm、桁行495cmなのに対し

て，建物155は梁間356cm、

桁行504cmとすこし大きく ゜
紅 十

I 1se 168 168cm I 
なったにすぎない。柱穴 1 150cm 

昌量瓢言曇曇 ゜
2m 

-3の三隅の柱穴が検出さ

れたが、桁行を三等分した 第220図建物155(1 /80) 

所に柱穴4が位置していることから、建物154と同じ構造の桁行3間、梁間 1間の建物が想定さ

れる。桁行柱間は168cmである。床面積は19.1面を測る。柱穴はほぼ円形で、 1-3は長径20cm

程度、 4は長径28cmとす

こし大きい。・柱穴の埋土

は黄色ないし灰白色の粘

性微砂の斑点を含む灰色

粘性砂質土である。柱痕

跡は認められなかった。

棟の方向はE-6°30'-

Sを測り、北西にある塀

108と平行し、北に接する

建物153とは 1゚ 異なる

にすぎない。遺物は柱穴

1-3から出土している

が、少量にすぎず、中世

のものとしか判断できな

1,,--. 

゜
（岡本） 第221図建物156(1 /80) 
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建物156(第221図、図版78-80)

16P区の東半に位罹する南北棟の掘立柱建物である。桁行2間、梁間 1間の構造をもつ。建

物の規模は梁間383cm、桁行全長460cmをはかり、床面積は17.6面となる。桁行の柱間は230cm等

間であるが、東辺では中央の柱穴が南にずれている。柱穴はいずれも円形だが、直径は28-48

cmとかなり変化がある。柱穴の深さについてはそう大きな差はみられない。柱穴の埋土は灰色

粘性砂質土であるが、黄色や灰白色の粘性微砂のブロックを含むものがある。建物の棟の方向

はN-11°30'-Eを測り、重複する建物157の棟方向と直交する。遣物は 5以外のすべての柱穴

から出土しているが、柱穴2・4で多い。それらの遺物の年代は鎌倉時代である。 （岡本）

建物157(第222図、図版78-80)

15P・15Q・16P・16Qの4地区にまたがって位置する、束西棟の大形掘立柱建物である。

桁行3間、梁間 2間の身舎に、南と北の 2面に庇がつき、全体では桁行3間、梁間 4間の構造

となる。規模は、梁間全長が680cm、桁行全長は840cmを測り、床面積は57.lm2となる。この床

面積は、当遺跡検出の掘立柱建物のなかでは、三番目の広さである。柱間についてみると、身

舎では，梁問が180cm等間であるのに対し、桁行は西から260cm、290cm、290cmとなり、 2間が

等しく、 1間は短くなっている。このような、 2間が等しく 1間が異なるという柱間のあり方

は、建物147・152・153でも認められている。また、庇の幅は南北ともに160cmと、身舎の梁間

の柱間よりは少し短くなっている。庇の桁行は、北面では身舎の桁行と同じだが、南面では、

身舎の柱間と対応する柱間の中間点に柱穴があり、みかけ上は 6間となっている。この庇の柱

穴列については、細かく観察すると、各柱穴の中心点を結ぶ線（第222図の点線）が身舎の桁行

とは平行していないことがわかる。南面・北面ともに同様であり、 2本の庇の桁行は平行して

いる。ちなみに、身舎の桁行と庇の桁行のなす角度は 1°30'であるが、この角度は建物153にお

ける桁行と縁の柱穴の中点を結ぶ線とのなす角度に等しい。

このように、この建物は南北二面の庇をもつ構造であるが、このことは柱穴の規模にも表れ

ている。柱穴はいずれもほぼ円形をなし、長径も30-40cm前後のものがほとんどだが、深さに

ついては身舎と庇の柱穴で50cm程度もの差がみられる。この差がきわめて大きいために、庇で

はなくて、縁ではないかという考えもありうるが、幅が160cmと、他の縁の類例（建物138・153)

にくらべて広く、身舎の梁間の柱間ともあまり差がないことから、庇と考えている。この庇の

柱穴の深さも、建物152や154の柱穴などよりは深い。なお、身舎の梁間の中央柱穴の深さも庇

の柱穴とほぽ同規模である。柱穴の埋土はほとんどが灰白色粘土斑灰色粘性砂質土であり、一

部に灰色粘性砂質土のみがある。身舎の柱穴 4と5では柱根の残存がみられ、その樹種は鑑定

の結果、柱穴 4がヒノキ属の一種、柱穴 5がマツ属の一種と判明した。ともに針葉樹ではある

が、 1棟の建物の柱材が複数種類みられることは注意される。前述の建物138でも複数種類の柱

-196-
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3 平安時代後期～室町時代

材が知られるが、身舎の柱に限っては不明である。柱根の残存部分の直径は10cmと細いが、柱

穴8で認められた柱のめりこみ痕の直径も14cmにすぎず、柱穴 1や 7の底径から考えても柱の直

径は15cm前後であったと推定される。

南面庇の桁行は、みかけ上6間あるとしたが、この柱穴列をよく観察すると、身舎の桁行柱

穴と対応する柱穴11・13・15では、底面から10cm程度浮いてはいるものの、長径15cm前後の石

が検出され、柱穴17も後世の削平で石が取られた可能性があり、これら礎石をもつ柱穴ともた

ない柱穴に二分されることが指摘される。また礎石をもたない・柱穴は、その西隣の礎石をもつ

柱穴よりは深くなっている。このような状態から推察すると、柱穴12・14・16は束柱であって、

す〈なくとも、南面庇部分については床が貼られていたものとみられる。なお，柱穴22と23に

ついては、中軸線を挟んで対応するような位置関係にあったため、この建物に伴う何かの施設

の痕跡かと考えたが、南面庇部分が床貼りであれば、その可能性は少ない。

建物の棟の方向はE-11・30'-Sを測るが、これは当遺跡で最大の掘立柱建物である建物

138の棟の方向と近似し、北面庇部分が重複している建物156とは直交する。

遺物は 17以外のすべての柱穴から出土しているが、柱穴 1~4·6 ---8・16・19・20では多

く含まれていた。それらの遺物の年代は鎌倉時代と考えられる。

この建物の 3m南には、建物の棟方向と平行する溝が2条存在している（溝120・121)。この

2条の溝は建物157の中軸線に対してほぼ対称に位置していて、建物の中央正面で2m程度離れ

ている。このような状況から判断すれば、これらの溝は建物157を含む屋敷地の南限を画する施

設と考えられ、溝の離れている部分は建物157の玄関に通じる出入口と考えられる。建物157は

規模の上からも当遺跡第三位を占めるが、さらに、前述のような南限施設を備えて、一定の屋

敷地内に位置していることから、当集落における有力者の居宅として存在していたものと考え

られる。 （岡本）

建物158(第223図、図版78~80)

中心が16Qあたりに位置する東西棟の掘立柱建物である。桁行2間、梁間 1間の構造で、規

模は梁間が332cm、桁行全長514cmを測り、床面積は17.lm'となる。桁行の柱間は257cm等問であ

る。柱穴は円形だが、大きさには規格性がなく、柱穴1の長径22cmから柱穴3の長径48cmまで幅

がある。もっとも柱穴2・4~6は長径32~38cm程度で揃っている。柱穴の深さはいずれもほ

ぼ同じである。柱穴の埋土は灰色粘性砂質士で、 1と6では灰白色微砂のプロックが含まれて

いた。柱痕跡は認められなかったか、柱穴4では柱のめりこみがみられ、その直径は16cmを測

る。棟の方向はE-14°-Sで、隣接する建物160の棟方向と同じである。すべての柱穴から遺

物が出土しているが、柱穴3には多くの遺物が含まれていて、その年代は鎌倉時代と考えられ

る。この建物は建物157をはじめ153・156・159と重複していて、建物157の敷地内にすっぽりと
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第3章第2節遺構・遺物

入ってしまっている。

（岡本）

建物159(第224因、図

版78-80)

16P区と16Q区の境界

付近に位置する南北棟の

掘立柱建物である。桁行

2間、梁間 1間の構造だ

が、西側の桁行では中央

の柱穴を検出できなかっ

た。規模は、梁間が365

cm、桁行は200cm等間で、

全長が400cm、床面積は

14.6面を測る。柱穴は円

ー一

お

2

I
 

＼
 

514cm 

゜

2s1 I 

形で、長径20-22cm程度

と小さいが、柱穴2のみ長径32cmとやや大きい。柱穴の深さをみると、東側桁行の中央柱穴の浅

第223図建物158(1/80) 

さが目につく。柱穴の埋土は灰色粘性砂質土で、黄色や灰白色の微砂のプロックを含んでいる。

柱穴 1では柱根の残存がみられたが、その樹種はモミ属の一種と同定された。建物の棟の方向

はN-12°30'-Eを測るが、こ

の方向は、重複している建物157

や、北側に隣接する建物156の棟

の方向とほぽ直交ないしは平行

する。遣物が柱穴 1・3・5か

ら少量出土しているが、それら

の年代は鎌倉時代後半から室町

時代にかけてではないかとみら

れる。 （岡本）

建物160(第225図、図版

78-80) 

16P区から16Q区にかけて所

在する東西棟の掘立柱建物であ

る。桁行2間、梁間 1間の構造

置
濶

L
 

4
8
 

＼
 

第224図建物159(1/80) 
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3 平安時代後期～室町時代

で、柱間は梁間436呻、桁行は277cm等間で、全長554cmを測る。床面積は約24.2面である。建

物規模のわりには柱穴は小さく、もっとも大きい柱穴5でも長径26pm、柱穴3は長径16cmにすぎ

ない。柱穴の深さは桁行の北辺と南辺で差がみられ、これがこの建物の特徴の一つとなってい

る。北辺の柱穴の深さは20-36cmにすぎないが、南辺は44-60cmとかなり深い。このような傾

向は建物151にも

認められている。

いずれの柱穴にも

柱痕跡はなかった

が、柱穴1では柱

のめりこみがみら

れ、柱穴4では柱

根が残存していた。

この柱根は樹種同

定によりクスノキ

であることが判明

した。柱穴の埋土

はどれも灰色粘性

砂質土である。棟

の方向は E-

14°-Sを測る。

柱穴 l以外のすべ 第225図建物160(1/80) 

ての柱穴で遺物の出士をみたが、柱穴 2-4~6 からは多量に出土し、その年代は鎌倉時代で

ある。この建物の付近は建物の密集地区で、建物157・159と重複している。 （岡本）

建物161(第226図、図版90)

17Q区の東半に位置する東西棟の掘立柱建物である。桁行 1間、梁間 1間の構造であるが、

，冒二璽瓢冒璽瓢冒［，

§
 

,..., 

"2 

＼
 

-9 r
 

3
 

..e・ 

554呵
277 I 

痴

梁間にくらべて桁行がきわめて長く、当遺跡内で検出された建物の中では特異である。梁間246

cm、桁行454cm、床面積は11.2面の規模をもつ。柱穴の状況をみると、柱穴 1-3が長径44-48

cmとやや大形であるのに対して、柱穴4は長径28cmと小さく、また、北辺の柱穴が南辺の柱穴

より 16-32cmも浅くなっている。このため、建物として認めることにいくらかの問題はあるが、

この建物の周辺にはあまり柱穴の集中がみられず、対応関係がかなり視覚的に容易であること

や、 4基の柱穴ともに直径16-20cmの柱痕跡を残していること、また、建物160のように北辺と

南辺の柱穴列で深さのかなり違う例があることから、ここでは建物として確認した。柱穴の埋
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第3章第2節遺構・遣物

土は灰白色微砂のブ

ロックを含む灰色粘

性砂質土である。棟

の方向はE-12°-

Sを測り、近接する

建物としては、建物

156や建物157・159の

第226図建物161(1/80)・出土遺物 棟の方向がこれに近

＼
 

454団

。

、ここ--~ v s,1 
IDc111 

い。柱穴1....... 3から遺物が出土しているが、柱穴2ではとくに多かった。出土した遺物の年代

は鎌倉時代である。 （岡本）

建物162(第227図、図版90)

17Q区と18Q区の境界付近に位置する。桁行 1間、梁間 1間の掘立柱建物を想定しているが、

南西隅の柱穴は検出されず、また、北西隅の柱穴 lも柱穴2・3とくらべれば25cmも浅いため、

疑問もある。柱穴2と3は規

攣冒／／／勿／／／／／グ
w:ivzャ

ー

H¥1
ー

t
-
＜
 

＋ 

゜
2m 

模がよく類似しているため、

対となるものとみてまちがい

なく、この 2基の柱穴で塀状

の遺構となる可能性も考えら

れる。梁間414cm、桁行424cm

と床面はほぼ正方形に近く、

面積は17.6面を測る。柱穴は

長径28-34cmあり、埋土は灰

色粘性砂質土である。棟の方

向はE-6°30'-Sで、隣接

する建物163や建物155・塀108

。

＼二巨刃;;.812
10cm 

第227図建物162(1/80)・出土遺物
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3 平安時代後期～室町時代

などとほぼ平行する。遺物は各柱穴から少量ずつ出士しているが、その年代は鎌倉時代である。

（岡本）

建物163(第228図）

18Q区の南半で検出した東西棟の掘立柱建物である。桁行2間、梁間 1間の構造と考えられ

るが、北東隅の柱穴は検出されず、

また南西隅の柱穴 3も他の柱穴に

くらべて35cm程度も深いため、建

物と想定することにいくらか問題

はある。柱穴も規格上の位置から

はいくらかずれているが、検出地

区付近は柱穴が少なかったため、

調査中に建物として認識できた。

建物の規模は、梁間が286cm、桁行

は206cm等間で、全長が412cmあり、

。
し二813

10cm 

疇
＋
 

＼
 

口—-206 412cml 206~ 

140cm 

瓢
2m 

第228図建物163(1 /80)・出土遺物

床面積は11.8面を測る。柱穴はほぼ円形で、長径26-38cm、埋土は暗灰褐色土である。棟の方

向はE-7°-Sで、隣接する建物162や建物153などとほぽ平行する。遺物は柱穴3を除く各

柱穴から出士し、柱穴2からはかなりの量が出土している。それらの多くは小片であるが、鎌

倉時代前半のものと考えられるものがみられる。 （岡本）

建物164(第229図）

18Q区と19Q区にまたがる東西棟の掘立柱建物を想定しているが、建物とすることにはいく

らかの疑問点がある。南辺の柱穴列は規模も柱間もはほ等しく、一連のものとすることに問題

はないが、これに対応する北辺の柱穴列がしっかりしない。柱穴 1は南辺の柱穴にくらべると

規模が小さく、また浅い。北辺の東端の柱穴は存在したとしてもすでに工事で削平されている

が、中央の柱穴はいくら浅いとはいえ、検出されるはずだが、認められなかった。このため南

辺の柱穴列だけで塀となる可能性もある。ここでは桁行2間、梁間 1間の建物としておく。梁

間は330cm、桁行は222cm等間で、全長444cm、床面積は14.6m2となる。南辺の柱穴の長径は32-38

cm、柱穴lは長径18cmである。柱穴の埋土は灰色粘性砂質士で、柱痕跡は確認できなかった。棟

の方向はE-13°-Sを測る。この建物は井戸140と璽複しているが、ことによると、南辺の柱
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＋ ＋ 

¥
1
 

穴列がこの井戸140に伴う塀で

あるかもしれない。遺物には土

器と銭貨がある。土器片は柱穴

1・3・4から少量出土してい

るが、その時代については、中

世であることは確実だが、鎌倉

時代らしいとしか言えない。銭

貨が2枚柱穴3から出土し、人

為的な埋納の可能性が強い。銭

貨はいずれも北宋銭で、「皇宋

2m 戸~'f1."'\製` 紐旦府i、如心.,,B4 ~ 妥 I85 
第229図 建物164(1 /80)・出土遺物

＼
 

通賓」（初鋳1038年）と「聖宋元賓」（初

鋳11()1年）である。 （岡本）

建物165(第230・231図、図版81)

1985年度調査区の18T区で検出した

2間X1間の東西棟の建物である。し

かし、建物としては桁行の柱間が異な

り、また梁問の柱間が長すぎるなどの

ほ 問題もある。方位はほぼ真北である。
賣

I 214 
508cm 

234 -ゴ

饂し—. I I I ■ II、2m
I. 褐灰色粘質土 3. 灰色粘質土

2. 灰色土 4. 灰色砂混り粘質土

第230図建物165(1 /80) 

柱の掘り方は径30~40cmの円形で、

柱穴4には柱痕跡が認められる。

遺物は柱穴 2から土器の細片と、柱

穴3から砥石が出土した。

時期は土器の細片およぴ検出面など

から中世と考えられる。 （平井勝）

建物166(第232図、図版81)

1983年度調査区の19S区で検出した、

2間Xl間の身舎の北面に庇が付く東

西棟の建物である。方位は重なり合う
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3 平安時代後期～室町時代

建物167とは異なり、真北となる。

柱の掘り方は径40cm内外の円形で、深さは身舎の北辺

柱列が30cm内外と浅いものの、その他は80cm内外である。

柱穴2、柱穴3、柱穴8には石が置かれている。また柱

穴9の底部には柱の皮が残存しており、その径は12cmを

測る。

遺物は柱穴7などから士器片がわずかに出土した。図

示した土器は、東播系の須恵器こね鉢である。

時期は、出土した土器の細片から13-15世紀と考えら 'S34 
0 5cm 一第231図建物165出土遺物
れる。 （平井勝）

n~ 

l:a 

可

3

-n1 

[
l
-
I
 

幻な¥

「―~255
532cm 四-- J 

匹

I. 灰褐色土

2. 灰色粘質土

3. 灰色土

4. 淡灰色粘質土

5. 灰黄禍色土

6. 灰黄色土

。
第232図建物166(1 /80)・出土遺物
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建物167(第233図、

図版81)

1983年度調査区の19

s区で検出した 1間x

1間の建物である。方

位は真北となる大形建

物と異なり少し東に振

る。

柱の掘り方は柱穴 1

が繭状を呈する以外は

円形で、径20cm内外を

測る。柱の掘り方の底

部には径10cm内外の小

穴が認められ、上屋の

重みで沈んだものか、

あるいは打ち込んだも

のかは判断し難いが、

柱穴 2の状況では柱痕

跡が垂直に小穴底部ま

1I 0cm 
で下がっていることか

ら、当初からの掘り方



第3章第2節遺構・遺物

とは異なるものであろう。

遺物は柱穴2と柱穴3から土器片がわずかに出土した。

時期はわずかな土器から推定すれば、 14~15世紀代と考えられる。

（平井勝）

建物168(第234図）

1983年度調査区の20S区で検出

した 1間X1間の建物であるが、

柱の並ぴが悪いので建物とするに

はやや躊躇するものである。建物

の方位は真北から少し東に振って

いる。溝127との関係は、北東角の

柱の掘り方との切り合いから、溝の方

が新しいと考えられた。

柱の掘り方は25cm内外の円形で、柱

痕跡は認められなかった。

遺物は全＜出土しなかった。時期に

ついては検出面や柱の掘り方の埋土か

ら中世と推定される。 （平井勝）

建物169(第235図）

1983年度調査区の20・21T区で検出

した 3問X 1間の南北棟建物である。

溝127との関係は明確でないが、北東角

の柱の掘り方のわずかな切り合いから、

苔

I. 灰 掲ニニ

第234図建物168(1/80) 

1..:. ―二こ―✓
815 

゜

瓢冒-犀晨

← ,, 

¥ I~ 
I. 暗灰色土 O全3 CD4 

1 170cm 

l 
2. 灰褐色土 ー一面~m
3. 淡灰掲色土 ＇／／ー／／／／／／量冒冒冒凡

一第233図建物167(1/80)・出土遺物

が;,.:;~
r..i·.~ 溢容‘~ 〈〈

816 
10cm 

罰／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／轟

鳳 \~I

I 300cm I 

如

□瓢疇鳳量璽
I . 灰褐色土 2.暗灰褐色土 3.灰掲色土 4.灰色土

第235図建物169(1/80) 
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3 平安時代後期～室町時代

溝127が新しいと判断された。

柱の掘り方は径20-30cmの円形で、柱痕跡よりやや大きめに掘られるが、下端は柱痕跡と同

じである。柱痕跡は径15-20c~を測る。

遺物は全く認められなかった。したがって、時期については明確にしがたいが、検出面およ

ぴ柱の掘り方の埋土から中世と推定される。 （平井勝）

建物170(第236図）

1983年度調査区の19U区で検出した 1間X1間の建物である。方位は建物169などと同様で、

ほぼ真北になる。

柱の掘り方は径30cm内外の円形

で、いずれも柱痕跡をとどめ、そ

の径は15cm内外を測る。

遺物は、柱穴 1から土師器小皿

と、柱穴3から土師器の細片がわ

ずかに出土した。

時期は検出面およぴ柱の掘り方

の埋土から中世であることは間違

いないが、わずかな出土遺物から

限定するとすれば鎌倉時代と考え

られる。 （平井勝）

疇冒犀喜麟

← ]  

］ 
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I 246cm I 
128cm 

囮，／／／／／／ 看冒這
0 2 m 

I. 暗灰茶色砂

2. 灰茶黄色土

3. 灰茶色土
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；ズ〗、冷),)'
0 10cm 

第236図 建物170(1 /80)・出土遺物
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塀101 (第237図、図版71)

lOK区からIOL区そして11)区へと続く掘立柱の塀である。

塀は南北方向に走り、

したが、 それより北については後世の削平があり、また南は調

査区外になるため、

cmを測る。

b
 

N-12° 

塀

-Eを測る。 5個の柱穴を検出

さらに長く延ぴていた可能性が強い。柱穴

はいずれも方形の掘り方をもち、一般の建物の柱穴にくらべる

とはるかに規模が大きい。柱穴 1・4・5は長方形を呈し、 そ

れぞれの長さは154cm、,124cm、108cmである。柱穴2と3は方形

に近く、前の 3個よりはひとまわり小さくて、長さは90cmと94

なお、柱穴の幅は72cm-96cmである。柱痕跡や柱の

めりこみは確認できなかった。柱穴の埋土は灰色粘性砂質土で

＾ 
~ 

ぐ
こ いる。柱間をみると、柱穴2と3の間がもっとも短くて228cm、

~· ―-・ 一
← その両側にある柱穴1と2の間、
味

地山の砕粒である黄色ないしは灰白色の微砂を点々と包含して

図
L
C
a

掘

さらに隣の柱穴4と5の間は508cmというように、柱間は一定し

ていない。 しかし、 もっとも短い柱間の両端の柱穴 2・3がひ

とまわり小さい方形のものであり、

が等距離であることは、柱穴 2と3が対として位置しているこ

とを意識させる。柱穴の深さをみても、柱穴2・3は同規模で、

他の 3個よりはかなり浅い。

開かれていて、出入口になっていたのではないかと考えられる。

各柱穴から遺物が出土しているが、柱穴 1・3・4では多罷の

遣物があった。遺物の年代のうちもっとも新しいものは室町時

代と考えられる。

塀102(第238図）

11 J区で検出された一対の柱穴である。

平を受けていたため、

ぎず、

3と4の間がいずれも360cm、

また、 それに隣接する柱問

このことから、柱穴 2と3の間は

（岡本）

この地区は最近の削

この一対の柱穴のみが残存していたにす

その2個が長径24cmと16cmとほぼ同大で、深さも等しい

ため、対応する可能性がとくに強く感じられた。柱間は366cmを

測る。柱穴の埋土はともに灰色粘性砂質土である。方向はE-
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3 平安時代後期～室町時代

6°-sを測り、南に近接する建物126とは

1゚ の差がある。遺物は両柱穴から出土して

いるが、小片のため、中世のものとしか判断

できない。

わずか 1間で塀と言えるかどうかいささか

問題であり、当遺跡では、建物の北辺と南辺

＼鉗
I 366cm 

2Rー

移；

。
2m 

第238図塀102(1/80) 

で柱穴に深さに差のある例がみられるため、あるいは 1間X1間の建物の南辺である可能性も

ないことはない。（岡本）

塀103(第239図、図版74)

12N区と120区にまたが

って検出された南北方向の

柱穴列である。わずか柱穴

3個、 2間にしかすぎない

が、各柱穴ともに礎石を入

れ、ほぼ等距離に位置していることから、塀のような施設ではないかと考えている。全長592cm

で、柱穴2は中点よりわずかに南に位置する。柱穴はほぼ円形で、長径28-34cmを測る。柱穴

~ 乏

@1 

「――29
領

592呵

~3 

296 I 
140cm 

冒勾:::加~丁疇加9勿［冒疇
第239図塀103(1 /80) 

の埋土は灰色粘性砂質土で、黄色微砂や、灰白色粘性微砂のプロックを含んでいる。柱穴の深

さをみると、 1と2は同じだが、 3は16cmも浅い。塀の方向はN-10°-Eである。なお、こ

の塀は建物137・138と重複している。遺物は各柱穴から少量ずつ出土しているが、それらの年

代は平安時代の末期から鎌倉時代にかけてではないかと考えられる。 （岡本）

塀104(第240図）

15N区の南西隅で

検出した柱穴列であ

る。192cm等間で2間

あり、さらにその西

へ260cmの柱間で 1

個柱穴がみつかった。

検出地区付近は柱穴

があまりなかったため、柱穴の形状や埋土から判断して、 3間の柱穴列である可能性が強い。

c1 
I 2so 

03 04 ,~~'~==t,\ 
。

2m 

第240図塀104(1/80) 

3間とすれば全長644cmを測ることとなる。柱穴はほぼ円形を呈し、長径は28-30cmで揃ってい

るが、深さはばらつきがある。柱穴の埋土は灰色粘性砂質土で、灰白色微砂のブロックを含む

ものがある。柱穴列の方向はE-10°30'-Sであるが、これは隣接する建物139・140の棟の方
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¥
-
＼
 

゜
醒

に二□二~言 3

「―200 I 醤cm I 200――l 
140tm 

第241図塀105(上）・ 106(下） (1/80) 

向とほぼ平行、あるいは直交する。遺物は 2を除〈各柱穴から

出土しているが、柱穴 4で多かった。それらの遺物の年代は鎌

倉時代と考えられる。 （岡本）

塀105(第241・242図、図版76)

170区で検出された 2間の柱穴列である。長径60cm程度のや

や大きな柱穴が、柱間196cm等間で3個直線上に並ぴ、ひとつの

まとまりを示している。おそらく塀状の遺構であろう。列の方

向はE-16°-Sで、近接する建物の棟の方向とはかなり差が

2m 

□□/ 量18
＼，  
。

10cm 

あるが、 50mほど離れて位置する建物128や建物129などの一群 第242図塀105出土遺物

の建物の棟の方向とは近い。柱穴の埋土は暗灰褐色土である。

各柱穴から遺物が出土しているが、多くは小片のため中世としか年代を確定できないが、一

部に鎌倉時代のものがみられる。 ・ （岡本）

塀106(第241図、図版76)

170区に位置し、塀105と重複している。柱穴4個からなり、柱間は200cm 等間で、全長6

00cmを測る。柱穴は楕円形に近く、長径は40~52cm、埋土は暗灰褐色土である。柱穴3・4は

塀105の柱穴と重複しているが、切り合い関係を観察すると、塀106が塀105に先行して立てられ

ている。塀106の方向はE-14°30'-Sであるが、当遺跡で、この方向とほぼ平行ないしは直交

する棟の方向をもつ建物は 6棟が知られる。各柱穴から遺物が出土しているが、少量ずつ小片

のため、年代については中世としか確認できない。 （岡本）

塀107(第243図、図版77)

170区から180区にかけて位置する掘立柱列である。長径42-44cmのやや大形の柱穴が3個

等間隔で並んでいることから、一連のものとして考えている。目陰し塀のような施設であろう。

全長396cmで、柱間は等間のため198cmとなる。中央の柱穴がもっとも大きくて深い。柱穴の埋
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3 平安時代後期～室町時代

¥ ,,'.、r:;戸誓
820 

~21 

。
2m 

。
10cm 

第243図塀107(1 /80)・出土遺物

土は黄色微砂のブロックを含む暗灰褐色土である。柱痕跡は認められなかった。柱列の方向は

E-10°-Sを測るが、これに近い棟方向をもつ隣接建物としては、 E-9°-Sの建物147が

ある。なお、この塀は建物148と重複している。 3基の柱穴とも遺物を包含していたが、 1と2

で多くの出士をみた。それらの遺物の年代は鎌倉時代と考えられる。 （岡本）

塀108(第244図）

13P区から14P区にま

たがる柱穴列である。 4

個の柱穴からなり、全長

は595cmを測る。柱穴は長

径28-34cmとほぼ同規模

であるが、柱穴2の径が

¥。1 、 '(l)'

Im  I 224云
ざ

四
150cm 

2m 

第244図塀108(1/80) 

もっとも小さくて、また底も浅い。柱間をみると西から177cm、224cm、194cm、とまちまちで規

格性に欠けるが、検出地区周辺では柱穴が少なかったため、容易に認識できた。柱穴の埋士は

灰色粘性砂質土で、黄色微砂や灰白色微砂のプロックを含んでいた。列の方向はE-6°30'-

Sを測るが、この方向と同じか、あるいは近似した棟の方向をもつ建物として、建物126・137・

151・153・155・162・163など多くがある。各柱穴から若千の遺物が出土しているが、その中に

は室町時代のものと考えられるものがみられる。 （岡本）

塀109(第245図）

15Q区の北半に位置する 3個からなる柱 ~ <D 4' c 
212 I ,so 

穴列である。両端の柱穴は長径22cmと26cm 1一仁ニニニー~ ーーゴl40cm
を測り、中央の柱穴は長径17cmとやや小ぶ 零応亥巧鴫紛嘉綴卿笏笏ダ・.・_,- ••• • -¥_./-

D 2m 

りである。柱間は212cmと190cmで、等間で

はない。列の方向はE-10°-Sを測るが、 第245図塀109(1 /80) 

この方向は、建物154の棟方向である E-8" 30'-Sとも、建物153の緑の柱穴列の方向である
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E-9°-Sともわずかに異なってい．るが、立地や柱穴から出土した遺物の年代から考えると、

建物154に伴う可能性がある。ただ｀この塀109と建物154との距離は約0.5mにすぎず、あるい

は塀のみで独立していることもじゅうぶんにありうる。その場合には、建物157との関係もまた

考えられる。遺物は柱穴3からのみ出土しているが、その年代は鎌倉時代のようである。

（岡本）

塀110(第246図）

16P区で検出された。長径44-48cm

のほぽ同規模の柱穴が3個、等間隔で

並んでいたが、これと対になる柱穴列

は確認されず、掘立柱列と考えられる。

柱間は198cmで、全長は396cmにすぎず、

柵というよりは目陰し塀のようなもの

\~ 
三 198

2●9， り
396:---198―7 

。
2m 

第246図塀110(1/80) 

の可能性が高い。柱穴 1と2では柱のめりこみがみられ、その直径は20cmを測る。柱穴の埋土

は灰色粘性砂質土で、柱穴3では灰白色微砂のプロックがみられた。柱痕跡はなかったが、柱

穴 3には長さ15cm程の石が入っていた。塀の方向はE-14°30'-Sであるが、これは隣接する

建物159と建物161のE-14°-Sにごく近い。なお、この塀は建物157とは重複し、建物158と

もごく接近しているため、これらの建物とこの塀との共存はありえない。柱穴 1と2からは多

量の遺物の出土をみたが、柱穴3は遣物を含んでいなかった。柱穴出士遺物の年代は鎌倉時代

である。 （岡本）
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3 平安時代後期～室町時代

c 井戸

井戸120・(第247図、図版82・83)

遺構の上部を約50cm以上削平された状態で、 111区に検出された。平面の掘り方は一辺70cm

前後の不整方形、底近くでは円形を呈し、深さ65cm.(海抜高20cm) を測る。底に接して、径約

50cm・ 高さ37cmの曲物が置かれ、さらに、掘り方の四隅にはそれぞれ径6-10cmの丸太材（シ

ロダモ属・マツ属）を立て、それらを継ぐように、掘り方に接して一辺4-5枚の板材（厚さ

1 -3 cm, スギ・ヒノキ）を貼りつけて補強している。板材の下端は、井戸の底までは達して

いない。板材と曲物との隙間には白っぽい粘土または粘質土が裏込めされ、さらに曲物の上縁

部のレベルで3cm-握拳大の角礫が埋め込まれていた。その他の遺物としては、曲物の底に接

して植物質モモの種（完形 7、半欠 2)、さらに、落ち込んだ埋土中に 2-5mm厚の板材片（約

20片）• 土器片（約50片）なども出土している。

曲物は調査時にかろうじて原形を保っていたが、保存状態は不良で取りJ:.げ時に破損した。

調査時の観察では、幅20cm前後・長さ約170cm・厚さ 3mmのヒノキ板を折り曲げて輪をつくりそ

の端が一部菫なる部分をサクラの皮でとじて、ほぼ同じものを上下につなぎ、外周のほぼ等間

＼
 

- 100cm― 

--r l ¥?" 
822 

、一＝823 
三 824 

0 5 C霞一

。
lm 

50cm 

I • 暗灰椙色砂質土

（鉄分．マンガン，炭含）

2. 淡灰褐色砂質土

（下層に淡褐色土塊含）

3. 淡灰褐色粘質土

4. 淡灰褐色粘質土

5. 淡灰色砂質土（淡褐色土塊含）

6. 暗灰色砂質土

7. 暗灰色粘質土（鉄分含）

8. 淡灰白色粘質土（黄褐色土塊含）

9. 黄灰色砂質土

第247図 井戸120(1/30)・出土遺物
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隔の3か所に幅約 4cm・ 長さ35cmの板材を縦方向に貼り付け、さらにその上から幅約4cmの板材

を外周に沿って2か所に繰らせて補強してあった。井戸枠を構成する柱と板材の上部は、地下水

位の関係でほとんど残存していない。土器のうち図示できるものはごくわずかで、椀・皿

(822-824) くらいに限られる。他に奈良時代と思える須恵器片もあるが、椀・皿は赤っぽい

胎土や椀の高台の特徴から、平安末～鎌倉初期くらいの時期が想定されるにすぎない。

（柳瀬）

井戸f21 (第248・249図、図版84・85)

13J区において検出された井戸である。検出面での平面形は約190X 170cmの楕円形を呈する。

深さは最大で約140cmを測り、底面には凹凸が認められた。断面形は図示したように、約1/3の

深さから袋状に拡がっている。また、埋土中には数cmから50cm以上の様々な角礫が各層にあた

かも投げ込まれたような状態で出土した。こうした断面の形状や埋土の堆積状態およぴ角礫の

出土状態から、この井戸は本来石組みをもつ井戸であったものを、．取り壊したものと考えられ

る。
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130cm 

I. 淡灰色砂質土

2. 黒灰色粘質土

3. 灰色粘質土

4. 灰色粘土

5. 灰色砂質土

s・. 灰色粘土＋黄色細砂
7. 灰褐色砂質土

8. 青灰色粘質土

9. 灰色細砂＋黄色細砂

10. 黄白色粘土＋禍灰色粘土

11. 暗青灰色細砂まじり粘土

12. 暗青灰色粘土まじり細砂

13. 暗青黒灰色粘土

14. 緑青灰色細砂

15. 暗灰禍色細砂まじり粘土

゜
lm 

第248図 井戸121(1/ 40)・出土遺物 (1/3)
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~t ーゴ］
ニロニ『.~~~-~D

＼二、::!、＼しi!;?2:%, 0 10cm 

一第249図 井戸121出土遺物

遺物は埋土中から、備前焼 (825-827)、亀山焼、上師器椀、鍋、瓦およぴ木製の円板 (W

~ 

0 Im 

130cM 

10)、木片、種子（マツ）が少量出土した。

これらの遺物から時期は室町時代のもの

と考えられる。 （平井泰男）

井戸122(第250-254図、図版84)

15K区の南端部において検出された井戸

である。検出面での平面形は約190X200crn

(1)悶丸方形を呈する。深さは最大で約190cm

を測る。この井戸については、図の 8層中

から打ち込まれた板材が一部認められた。

これらの板材は、約70-80crnの方形状を呈

すると考えられる。他に径数cmの丸太杭の

一部も少量出土している。また、埋上の堆

積状況をみると、図示したように大きく l

I. 灰色細砂＋灰褐色

粘土＋黄褐色粘土

2. 淡褐灰色砂質土

3. 暗灰色粘土

4. 暗褐灰色粘質土

(Fe多い）

5. 暗青灰褐色細砂ま

じり粘土

6. 暗灰褐色粘土

7. 暗青灰色細砂まじ

り粘土

8. 暗青灰色粘土

9. 暗灰色粘土

10. 灰白色粘土

II. 青灰色粘土（灰白

色粘土プロック

含）

12. 暗青灰色粘土（青

灰色粗砂混り）

第250図 井戸122(1/40) 
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3 平安時代後期～室町時代

0 10cm 
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第254図 □ 井戸122出土遺物〔4〕(1/4 • 1/2• 1/3) 

-4層、 9-12層、 5-8層に区分できる。 I -4層については井戸廃棄後の埋士、 9-12層

については裏込めの埋土、 5-8層については井戸枠内の埋土と考えられる。こうしたことか

ら、この井戸は本来、井戸123にみられるような板材を方形に打ち込んだ井戸枠を設けていたの

を取り壊したものと考えられる。

出土遺物には、土師器椀、小皿、鍋、杯、カマド、瓦器椀、小ID1、備前焼、常滑焼、東播系

須恵器、青磁、白磁などの土器、掬器、磁器のほかに、石器（砥石）、鉄器 （釘）、種子 （モモ）

などがある。これらの遺物については断面図の 1-4層を上層とし、 5-12層を下層として取

り上げた。乎面図に示した遺物は上層 (2層下面）において出土したもので、土師器小皿の完

形品が多くみられたのが特徴である。

図示した遺物のうち、 828-866は上層、867-884は下層、 885-910は上層および下層から出
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第3章第2節遺構・遺物

土したものである。これらの遺物から時期は13世紀前半頃と考えられる。（平井泰男）

井戸123(第255図、図版86)

15L区において検出された井戸である。検出面での平面形は約130X130cmの東辺の膨れた方

形を呈するが、本来は120Xl30cmの方形であったものと考えられる。 深さは湧水のため底面を

確返することができなかったが、曲物の底部までで約180cmを測る。この井戸には、図示した様

0 lm 

一~·f 
911 

=;; 

~~7 l 
912 

~--1 l 
913 

＼ 

に中心からやや東寄りに、 板材を打ち込んで築かれた

井戸枠が一部残存していた。この井戸枠は、推定約50X

50cmの方形を呈するものと考えられる。そして、この

井戸枠に囲まれた内部に曲物が据えられていた。曲物

は、径約70cm、高さ約36cm、厚さ 2cmを測る。

出士遺物には、土師器椀、小皿、鍋、瓦器椀、備前焼、

130cm 白磁およぴ土錘、種子（モモ、オニグルミ？）などが

ある。時期は13世紀前半頃と考えられる。

（平井泰男）

I. 黒灰色粘質微砂

2. 灰色細砂

3. 暗褐灰色粘土と灰色細砂

4. 暗褐灰色粘土

5. 暗灰色粘土

6. 青黒灰色微砂まじり粘土

R(1/3) 

｀ 
戸づ

ク~：-> 915 

'-= i 亥 ＼ 
¢-.ク、-..,-'で.; 、I 916 

"- r----1/ 

~-J ラ 17
f,c;~~.;·cJ '" 

IOc■ 

第255図 井戸123(1/40)・出土遺物
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3 平安時代後期～室町時代

／
 

1.00m 

鬱 I. 暗灰色粘質土

井戸124(第256図、図版

87) 

13M区に位置する。掘り

方の平面形が円形を呈する

井戸で、長径130cm、短径110

cmを測る。断面形が、 U字

を呈するもので、検出面か

らの深さは 2mを測る。底

面の海抜高は一120cm で

ある。埋土の状況を見ると、

複雑な堆積を見せており、

井戸内に構造物の存在した

状況は呈していないことか

らすれば、井側等は完全に

抜き取った後に埋められた

ものと推定される。井戸の

時期は、平安時代末～鎌倉

時代初頭と考えられる。

（井上）

井戸125(第257図、図版

88) 

13M区に位置する。掘り

するもので、検出面からの深さは、 175cmを測る。井戸の底面の海抜高は、一90cmである。井戸

は、半断面を残して調査していたが、埋土が軟弱であったため、断面観察前に崩壊した。その

ため、細部については不明である。井戸の埋±の最上層からは多量の石が出土した。それらの

石は、二次的に火を受けたものが多く混じっていた。石の間からは、土器、備前焼等と伴に陶

硯 1個 (C70)が出土した。陶硯も二次的に火を受けており、淡赤褐色を呈している。陶硯は、

方形を呈するもので、海の部分を欠く。裏面は、長軸方向に浅く窪んでおり、その部分にヘラ

描による文字が見られる。文字は「二月十日」は読めるが、その上の文字が解読不明である。

井戸の時期としては、鎌倉時代と考えられる。 （井上）
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第3章第2節遺構・遺物

1.00m 

l.ODm 

゜
lm 

。
lm 

C70 

冒疇 ゜
Dem 

I. 暗灰茶掲色粘土

2. 暗灰褐色粘土（灰白色粘土を含む）

3. 灰白色粘土

4. 暗灰色粘土

5. 灰青色砂

6. 暗青灰色粘土（灰白色粘土を少し

含む）

第258図井戸126(1/4D) 

井戸126(第258図、図版87)

13N区に位醤する。掘り方の平面形が円

形を呈するもので、長辺130cm、短辺120cm

を測る。検出面からの深さは165cmを測る。

掘り方の壁は、ほぼ垂直に掘られるもので、

底面はほぽ平坦である。底面の海抜高は一

70cmである。井側は、掘り方のほぼ中央に

第257図 井戸125(1/40)・出土遺物(1/4) 造られるものである。井戸の底面に、角材

を方形に組んだものを置き、その外側に板を立て並ぺるものである。井戸の底に置かれた桟は

完存するものである。完存する桟の大きさからして、井戸の内法は65cmを測る。井戸の時期は、

平安時代と考えられる。 （井上）
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1.30m 

D
 

Im I 0. 灰掲色粘質土

3 平安時代後期～室町時代

井戸127(第259図、図版89)

12N区に位置する。掘り方の

平面形が隅丸方形状を呈するも

ので、長径250cm、短径230cmを

測る。掘り方は、 2段に掘られ

るもので、検出面からの深さは

190cmを測る。底面は、中央部が

浅く窪むもので、底面の海抜高

は一75cmである。井側は、大き

く掘られた掘り方の中央部に作

られるもので、幅10-12cmの板

を立て並ぴにするもので、内法

は70cmを測る。井側内の周囲の

板は、ほぼ残存するものの、横

桟と考えられるような材木は出

土しなかった。井戸の中央には、

底に小さな丸木を置き、その上

に竹を立てた状態のものを検出

した。竹の遺存状態が良くない

ため、節の状態については観察

できなかった。この竹は、井戸

を埋納する時に、立てて埋めも

どしたものである。井戸の時期

（井上）

第259図井戸127(1/40) 

は、鎌倉時代と考えられる。

井戸128(第260図、図版90)

13N区に位置する。掘り方の平面形がほぼ円形を呈するもので、長径130cm、短径120cmを測

る。井戸の掘り方はほぽ垂直に掘られるもので、検出面からの深さは140cmを測る。底面は、ほ

ぽ平坦であり、平面形は円形を呈する。底面の海抜高は一40cmである。井戸の時期としては、

平安時代末頃か考えられる。 （井上）

井戸129(第261図、図版90)

13N区に位置する。掘り方の平面形が方形を呈するもので、一辺約150cmを測る。井側は、掘

り方の南東側に作られるものである。そのため、南側、東側の壁は、ほぼ垂直に掘られている。
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120cm 

lm 

I. 暗灰色粘質土 5. 黒色粘質土

2. 黒掲色粘質土 6. 灰褐色粘質土
3. 灰掲色粘質土 1. 灰色粘質土

4. 淡茶灰掲色粘質 8. 暗灰色粘質微砂

土

第260図井戸128(1/40) 

井戸の底面は、湧水層の砂層に存在するため明

瞭には検出されなかったが、土層の違いから底

面の深さは確認できた。井戸の検出面からの深

さは240cmを測る。底面の海抜高は一125cmであ

る。井側は、掘り方の南壁、東壁を利用して作

られるもので、両壁に沿わして板を立て並べる

ものである。北側及び西側は、板を立て並べた

裏側を土で埋めるものである。井戸からは、南

1.30畠

I. 灰褐色粘質土 8. 淡茶灰掲色細砂

2. 灰色粘質土 9. 灰褐色粘質土

3. 灰操色粘質土 10. 暗灰色砂

4. 灰色粘質土 11. 灰色砂

5. 灰褐色粘質土 12. 暗灰色砂

6. 灰掲色粘質土 13. 暗灰色砂

7. 灰椙色粘土 14. 暗青灰色砂

第261図井戸129(1/40) 

束隅の壁に沿って板が一枚出土した。井側の規模は、底面の掘り方の大きさからして90cm前後

と推定される。井戸の時期は、鎌倉時代と考えられる。 （井上）

井戸130(第262図、図版91・92)

13N区に位置する。掘り方の乎面形が隅丸方形を呈するもので、長径210cm、短径180cmを測

る。井戸は、北側は三段に段をつけて掘られる。それに対し南側は中位から下はほぽ垂直に掘
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I. 灰褐色粘質土

2. 灰褐色粘質土（黄

禍色，灰白色粘土

を含む）

3. 暗灰褐色粘質土

（灰白色粘土を少

し含む）

4. 暗灰掲色粘土

5. 灰褐色粘質土

6. 淡灰掲色粘質土

7. 灰褐色粘土（灰白

色粘土を含む）

8. 暗灰褐色粘土

9. 灰褐色粘土

10. 暗灰褐色粘土

II. 暗灰福色粘土

12. 淡黄灰福色粘土

13. 暗灰褐色粘土

14. 暗灰褐色粘土

15. 暗青灰色粘土

16. 暗青灰色粘土と砂

の互層

17. 灰茶褐色土

18 •. 暗灰茶褐色土

19. 暗灰褐色土

20, 暗灰禍色土（黄褐

色粘土を含む）

21. 暗灰褐色土（黄掲

色粘土を多量に含

む）

22. 青灰色砂（暗灰色

粘土を含む）

23. 青灰色粘土

3 平安時代後期～室町時代

1.30m 

られ、上方は、外

に向けて開く。井

戸は、検出面から

の深さは230cmを

測る。底面は平坦

で、海抜高は一110

cmである。底面の

平面形はほぼ方形

を呈するもので、

ほぽ井側の規模と

一致する。北壁の

東端からは、一枚

の板を検出した。

板の全長は195cm

を測り、下端は井

戸の底よりも深く

打ち込まれていた。

井戸内部からは、

角材の両端を加工

したものが出士し

た。出土状態から

横桟と考えられる。

角材は、両端に切

1m 

一
第262図井戸130(左）•井戸131(右） (1/40) 

れ込みを入れて組み合わせるものである。また、全長64cmを測る角材が数本出士している。こ

れは、横桟と横桟の間に立てて、横桟がずれ落ちるのを防止したものと考えられる。この井戸

の井側は、板を立て並べて、内側に数段の横桟を置くものである。横桟は底面近くとその上に

二段、 50-60cmの間を霞いて検出した。井側の内法は約60cmを測る。井戸の時期は鎌倉時代と

考えられる。 （井上）

井戸131(第262図、図版92・93)

13N区に位置する。井戸130と重複して検出したもので、井戸130より古い。井戸は、掘り方

の平面形が隅丸方形を呈するもので、長径150-160cmを測る。井戸は、ほぼ垂直に掘られてお

り、検出面からの深さは190cmを測る。底面は浅く窪むもので、底面の海抜高は一70cmである。
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第 3章第2節遺構・遺物

井戸内からは、

井側を構成する

材が出土した。

この井戸は、板 i を立て並べて、

内側に横桟を置

くものであり、

板が北西隅から

出士した。横桟

は約60cmの間を

置いて設置する

もので、井戸の

掘り下げ中も、

底面とその上層

約60cmの位置で

も出土した。井

戸底面の平面形

は、方形を呈す

るものである。

底面の規模は、

底に濶かれた横

桟とほぽ同じで

あり、井側の大

きさに合わせて

掘られている。

井戸の底面から

は、横桟4本を

四角に組み合わ ゜
lm 

第263図井戸132(1/40) 

せたものが置かれており、南東を除く各角から、長さ53cm、幅6cm、厚さ 5cmの角材が内側に

倒れていた。また、先にも述べたが、横桟がほぼこの角材の長さの間隔を置いて出土している

ことから、この角材は、横桟と横桟の間に置いて、横桟がずれるのを防ぐものであることが判

明した。井戸の時期は、平安時代末と考えられる。

-226-
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3 平安時代後期～室町時代

井戸132(第263図、図版94)

14N区に位置する。掘り方の平面形が隅丸方形を呈するもので、長径310cm、短径300cmを測

る。掘り方は播鉢状に掘られたもので、掘り方のほぽ中央に石組みの井側は作られている。検

出面からの井戸の深さは220cmを測る。井戸の底面は湧水の砂層であり、明確に確認できなかっ

たが、底面の海抜高は一120cmである。石組みの井側の基部には、建築材の再利用と考えられる

柄穴のあけられた木材が井桁に組み置かれていた。石組みは、その木材を基礎にして稜み上げ

られるものであるため、底は方形に組まれるものの、上面においては、楕円形を呈している。

石材は小口積にするもので、少し上方に開きながら積み上げられている。井筒の内法は長径130

cm、短径100cmを測る。井戸の時期は室町時代と考えられる。 （井上）

井戸133(第264・265図、図版95)

16N区に位置する。掘り方の平面形がほぽ円形を呈するもので、長径230cm、短径210cmを測

る。掘り方はU字形に掘られるもので、

検出面からの深さは150cmを測る。底面は

浅く窪むもので、底面の海抜高は一20cm

である。井側は石を積み上げるものであ

り、掘り方の束よりに築かれている。石

積みは、最下層のものは少し大きい石を

使用し、基礎となるように配置し、少し

外に開きながら積み上げられている。積

み上げられる石は、ほとんどが小口積に

されるもので、円形に積み上げられてい150cm 

口 lm I・ 茶褐色土
2. 茶褐色土（黄褐色土プ

ロック含）

3. 茶褐色土

第264図井戸133(1/40) 

-227-

る。井戸の上端部の規模は、長径110cm、

短径90cmを測る。出土遺物としては、 920

は備前焼の壺の口縁部である。 921・922

は備前焼の揺鉢である。外方に開く体部

と、上方に大きく折れ曲がった口縁部は、

下端が少し下方に拡張する。カキ目は 7

-8本単位のものが、数条施される。こ

れ等出土遺物からして、井戸の時期は、

室町時代と考えられる。 （井上）

井戸134(第266-268図、図版100)

16N区と160区の境界に位置する。掘



第3章第2節遺構・遺物

り方の平面形が円形を呈するも

ので、長径210cm、短径200cmを

測る。底面の平面形も円形を呈

しており、長径170cm、短径150

cmを測る。検出面からの深さは、

130cm. を測り、底面はほぼ平坦で

ある。底面の海抜高は一20cmで

ある。掘り方の壁面は、直線的

であり、垂直に近い角度で掘ら

れている。埋土の中層からは大

きな石が出土したが、井側を形

成するようなものは出土しなか

-920~~:_p~) 

□ 
922 o 10cm 

った。出土遺物としては、 924

は、土師器の小皿、 925-927は椀である。 928-932は、備前焼揺鉢である。 932は、口縁端部

第265図井戸133出土遺物

が、上方に大きく拡張するもので、下方にも少し下がる。 937--940は備前焼壺であり、口緑部

は折り返され玉縁になる。 Wllはくし状木器で、 W12は板状の木器である。 945は、一対の把手

のつく土鍋である。 941・950は瓦質のものである。 951は凸面に格子のタタキの施される瓦で、

S60は、砥石である。井戸の時期としては室町時代と考えられる。 （井上）

井戸135(第266・269----271図、図版96)

16N区と160区の境界に位置する。掘り方の平面形が円形を呈するもので、長径270cm、短径

250cmを測る。大きな掘り方の中央部やや西よりに井側は作られるものである。井側は四隅に径

15cm程度の柱を立て、柱と柱の間には横桟をわたすものである。横桟の位置には、柱に穴をく

り込むものである。検出した井側の一面における横桟の数は2段であるが、穴の位置からして、

3段は存在していたと考えられる。横桟の外側には、板を重ねながら立て並べるものである。

出土した柱の長さは、 186cmを測る。検出した井側の最下端の海抜高は一80cmである。井側の内

法は約90cmを測る。掘り方の底面もほぽ円形を呈するもので、径200cmを測る。井側の底部は、

掘り方の底より深い位置にあることから、底部は二段に掘られていた可能性が強いが、湧水層

の砂層であるため、明確なものは観察できなかった。出土遣物としては、 952--955は、土師器

の杯で、底部はヘラ切り後板目が施される。 956--959は、須恵器の椀で、底部は糸切りが見ら

れる。 960-966は、皿で、底部にヘラ切りが見られる。 967~997は、土師器の椀である。体部

外面の上半はヨコナデ、下半に指頭圧の痕跡が見られる。 998・999は、鍋の支脚で、 998は土師

器、 999は瓦器である。 1000・1001は須恵器の鉢で、東播系と考えられるものである。その他に
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I. 暗灰色土

2. 淡黄暗灰色土

3. 灰色粘質土

4. 暗灰色土（淡黄色土のプロックを含む）

5. 暗灰色粘質土（淡黄色土のプロックを含む）

6. 暗青灰色粘質土（淡黄色のプロックを含む）

7. 暗青灰色粘質土

8. 暗青灰色粘質土（淡黄色土のプロックを含む）

攣
2
 

I. 黒色土（貝ガラを多量に含む）

2. 暗青灰色粘質土

lm 
L=1.30m 

井戸134(右）•井戸135(左） (1/40) 
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3 平安時代後期～室町時代
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3 乎安時代後期～室町時代
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第271図 井戸135出土遺物〔3〕

も、 1006・1008・1012も東播系と考えられるものである。 1007・1009は、 亀山焼
である。 1014

は、土師器のかまどで、 1015は、凸面に格子のタタキの施される瓦である。木製品
としては、

曲物の底、板等が出土している。井戸の時期としては、鎌倉時代の後半と考えら
れる。

（井上）

井戸136(第272図、図版97)

13P区に位置する。掘り方の平面形が円形を呈するもので、長径165cm、短径155
cmを測る。

掘り方は、上方に向けて少し開くもので、検出面からの深さは、 210cmを測る。底
面は、ほぼ乎

坦に掘られており、底面の海抜高は一90cmである。井側は石積みによるもので、
ほぽ円形を呈

-235-



第 3章第2節遺構 ・遺物

しており、 掘 り方のほぽ中央に作られている。

最下層の石は、少し大きい石を用い、 掘 り方

いっばいに置いている。この最下段の石の内

側には、 同程度の石を内側全体に敷いている。

このようにすることにより、最下層の石が内

側にはみ出すことによる井戸の崩壊を防止す

ることができる。 積石は、人頭大程度のもの

を用い、小口積にするものである。 積み Lげ

られた石は、掘り方の壁に接するもので、掘

り方の大きさに合わせて、井戸を構築してい

る。石積は、 17-18段まで確認した。井戸の

内法は、長径90cm、短径80cmを測る。井戸の

時期としては、室町時代と考えられる。

（井上）

井戸137(第273図、図版98)

15P区に位置する。掘り方の平面形が方形

を呈するもので、長辺110cm、短辺100cmを測

る。掘り方の底面は、二段に掘られており、

北西側に一段深く掘り込まれている。井側は、

この一段深い部分に造られるもので、北側、

-＼、
l

ー『

100t"1 

Im 

第272図井戸136(1/40) 

西側は、掘り方の堕を利用している。井側は、四隣に径7-8crnの支柱を立て、支枯の上端、 F 

端に横桟を渡すものである。横桟は、 40-50間隔で、二段まで確認した。 横桟の外側には、板

を立て並ぺるもので、北側、西側では、この板は掘り方の壁にほぽ密着している。井側の内法

は、 72-74cmを測る。井戸の検出面からの深さは90cmを測る。井戸の底面は、中央部が少し窪

むもので、底面の海抜高は、一30cmである。井戸の内側からは、ほぽ完形の曲物が出土した。井

戸の時期は、 鎌倉時代と考えられる。 （井上）

井戸138(第274図、図版98)

15P区に位置する。掘り方の平面形がほぼ円形を呈するもので、長径115cm、短径100cmを測

る。底面は、井側の大きさに合わせて方形に掘るもので、一辺約76cmを測る。 検出面から底面

までの深さは114cmを測り、海抜高は一40cmである。底面は、ほぽ平坦で、掘り方の四閑に石を

置き、井側の基礎としている。石の上には、 5cm角程度の角材の両端を凹凸に切り込み、それ

を井桁状に組んだものを置くもので、その外側の周囲に板を重わながら立て並ぺて、 裏側を埋

-236-



3 平安時代後期～室町時代
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I. 暗灰色粘土

2. 暗灰色粘土

3. 暗灰色粘土

4. 暗灰色粘土

5. 暗灰色粘土

6. 暗灰色粘土

1. 暗青灰色粘土

080ffl ロ
080• 

0 1m 

一
0 llcm 一WIS 

I. 灰苓褐色粘質土

2. 灰茶掲色細砂粘質土

3. 灰苓椙色微砂粘質土

4. 暗（青）灰色粘土

第273図井戸137(1/40)・出土遺物 第274図井戸138(1/40) 
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＼
 

150cm 

めるものである。井戸の時期としては、

鎌倉時代が考えられる。 （井上）

井戸139(第275図、図版99)

19P区と19Q区の境に位置する。掘り

方の平面形が楕円形を呈するもので、長

辺220cm、短辺190cmを測る。掘り方は、

ほぼ襦鉢状を呈するもので、検出面から

Cc~ こっ
Wl9 

ヒニニコ
W20 

0 Ilea 

一
0 Im ― I. 灰色粘質土
2. 灰白色粘質土
3. 淡灰茶褐色土
4. 灰白色粘質土
5. 灰茶褐色粘質土
6. 淡灰茶褐色粘質土
7. 暗灰青色土（微砂を含む）
8. 暗灰青色粘質土

の深さは170cmを測る。底面の海

抜高は一50cmを測る。井側は、

掘り方のほぼ中央に造られるも

ので、底面には、積み上げられ

る石より少し大きな石を置く。

積み上げる石は、人が一抱えで

きる程度の大きさがあり、一見

? 
1019 

1016 

＼ 

~ 
第275図
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3 平安時代後期～室町時代

して大きめな石の使用が見られる。石積みは、

7~8段を確認した。出土遺物 としては、壺、

播鉢等がある。1019は鉢で、東播系と考えら

れるものである。 1016~1018、1020-1022は

備前焼である。 W19・W20は木器で、 W20は

曲物の底と考えられるものである。井戸の時

期は、室町時代と考えられる。 （井上）

井戸140(第276・277図、図版100・101)

18Q区に位置する。掘り方の平面形が楕円

形を呈するもので、長径210cm、短径170cmを

測る。底面の平面形は、ほぼ円形を呈するも

ので、長径65cm、短径55cmを測る。掘り方は、

下半は少し袋状を呈しており、上半は、外方

に向けて大きく開く。検出面からの深さは120

cmを測る。底面は、ほぽ平坦で、海抜高は 0

mである。出土遺物としては、土師器の高台

付椀、底面ヘラ切りの椀、底面ヘラ切りの小

皿、須恵器で、底面糸切りの椀等が出土して

いる。木器としては、 W21は、斎串が出土し

ている。斎串は、全長16.4cm、幅1.6cmを測る

ものてある。 W22は、板状のものである。 W

A
_
 

□
 

-.. 

“
 

150cm 

“
 

0 lm 

I. 暗灰色土 4. 灰茶褐色土

2. 灰茶褐色土 5. 暗灰褐色土

3. 灰茶褐色土 6. 青灰色砂質土

第276図 井戸140(1/40) 

23は、むしろ編具状の木器である。井戸の時期としては、平安時代末と考えられる。 （井上）

井戸141(第278-281図、凶版102・103)

1983年度調査区の20S区で検出した石組みの井戸である。溝122との関係は、検出当初には明

らかにすることができなかったため、溝122の一部として掘り下げていたが、途中で石紐みが見

えたため井戸とした。この段階で溝122側に残していた土手で土層を検討したが、切合い関係は

明瞭に認められなかった。さらにこの井戸の石組み上面には多くの石が廃棄された状態で検出

され、それは明らかに溝122の壁の立ち上がり面より上にあり、しかも井戸の南側、すなわち溝

122内へも連続するような状況であり、溝122との同時性をうかがわせた。しかし井戸の石組み

は溝122の壁面より上にないことから、溝122掘削時に破壊され、たまたまその上部に石が廃棄

されたと解せなくもない。出土土器を見ても、井戸内のものと井戸掘り方のものとは時期的な

差はあまりなく、そのうえ溝122からも同じ時期のものが出土している。しいて言えば井戸関係の
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3 平安時代後期～室町時代

1
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4. 

名
咳笏

I. 淡黄色粗砂 笏

2. 淡黄褐色砂質土

3. 暗灰色砂質土

4. 青灰色砂質土

5. 暗青灰色砂質土

6. 灰椙色砂質土

7. 青灰色砂

8. 灰白色粘土混り砂質土

9. 灰白色砂

10. 褐色砂

II. 暗青灰色砂

12. 青灰褐色粘質土

13. 青灰色粘質土

14. 青灰色粘質砂

15. 暗灰色粘土（灰白色粘土プロック含む）

16. 暗灰色粘土

17. 暗青灰色砂

第278図 井戸141(1/40) 
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3 乎安時代後期～室町時代
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土器は12世紀代から15世紀代が多いのに比べ、溝122の土器は古いものもあるが、 15・16世紀を

主体に中世末まで認められるという差が指摘される。以上のことから不十分ながら溝122との関

係は、井戸の方が古い可能性が強いといえよう。

井戸は南北4.40m、東西3.80m、深さ約3mの掘り方内に石を積み上げ構築している。石組み

は掘り方底部に石を置き、その上に角材を井桁状に組み、さらにその上に石を積み上げている。

石の積み方は基本的に長方形状の石を用い、小口を面にして積み上げている。石の大きさは比

較的小さく、 30cmを越えるものは底部に近い部分にわずかに認められるのみで、他は20cm内外

のものを主体にしている。控え積みはあまり顕著でなく、下半部に集中している。

遺物は多くが井戸内から出土したが、井戸上面や掘り方内にも少量認められた。井戸上面の
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3 平安時代後期～室町時代

遺物 (1048-1052)は、廃棄された石材などとともに出土したもので、土師器、瓦器、備前焼、

木製品などがある。 1048と1049は瓦器鍋てある。 1050と1051は備前焼の襦鉢で、 1050は口緑端

を上下に、 1051は上方へ拡張している。 W37は円形の薄板で、曲物の底板と考えられる。 W38

は薄い長方形の板で、上下端をU字状にえぐっている。

井戸内の遺物 (1053-1078・1083・1084) としては土師器、瓦器、須恵器、備前焼、青磁、

白磁、瓦、土錘、円板状土製品、砥石、鉄製品、木製品などが出土した。 1053・1054は井戸内

の上部から出土し、その他は下部てある。 1053は土師器の鍋、 1054は土師器の皿である。

1055-1059は土師器の杯 (1055)、椀 (1056)および小皿 (1057-1059)である。 1060は土師器

鍋、 1061・1062・1064は瓦器鍋である。 1063は土師器鍋で、脚がつく。 1065は須恵器の甕であ

る。備前焼には甕 (1067-1069) と揺鉢 (1070-1075)がある。 1076-1078は瓦で、いずれも

凸面に格子目の叩きが見られる。

木製品は椀 (W24-W27)と円板状薄板 (W28-W35)、そして下駄 (W36)などがある。円

板状薄板は曲物の底板ないし蓋と考えられる。

掘り方内の遺物 (1079-1082) としては土師器、瓦器、備前焼があるが、いずれも小片であ

る。 -1079は瓦器鍋で、口縁部外面に鍔がめぐる。備前焼は甕 (1080・1081) と揺鉢 (1082)が

ある。 1080は外反した口縁部の端を肥厚させ、 1081ははぽ垂直に立ち上がった口緑の端を折り

返し、幅の広い玉縁を作っている。

時期については、土器でいえば少贔であるが奈良時代の須恵器から認められるものの、多く

は鎌倉時代から室町時代頃のものである。遺構との先後関係でいえば、前述の通り溝122より古

くしかも溝122に近い時期と考えられる。以上のことを考え合わせば、 13世紀から14世紀の中で

とらえられよう。 （平井勝）
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第 3章第2節遺構・遺物

d 土撰

土蠣149(第282図、図版104)

15H区の中央付近で検出された。平面形が方形を呈するもので、長辺186cm、短辺118cmを測

る。 検出面からの深さは10cmを測る。底面はほぼ平坦で、底面の規模は、長辺164cm、短辺110

cmを測る。土壕内からは、動物遺体が出土しており、歯牙の形状からウマと考えられる。動物

遺体の出土状況からして、ウマの埋納のために掘られたものと考えられる。1085は、土師器の

小皿である。 1086も土師器の小皿で、底部にはヘラ切り痕が残る。1087は、瓦器椀で、内面に

は暗文が施される。外面下半には指頭

h
>
 

(k, ~ 呵
圧が見られる。 1088は、土師器の高台

の付く椀である。外面の体部下半には

指頭圧後ナデが施される。高台の径は、

5.4cmを測る。土壕の時期としては、鎌

150cm 

~ 三1・~085~
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第282図 土凛149(1/30)・出土遺物

倉時代と考えられる。

土凛150(第283図）

UK区の南半で検出された。平面形は隔丸の長

（井上）

方形をなし、長さ130cm、幅60cm、深さ15cmであ

る。底面は、西側がい〈らか凹むものの、ほぽ平

坦に近く、断面は箱形を呈する。埋土は 1層とみ

られるが、底部付近を中心に暗灰色粘土のプロ ッ

クが含まれる。遺物は土器片で、土師器と須恵器

と瓦器がみられ、黒色土器片もあった。この土壌

の時期については、遺物等から判断して、平安時
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3 平安時代後期～室町時代

代末期から鎌倉時代初期頃と考えられる。箱形の形態か

ら木棺墓を連想するが、釘や副葬品等、そのことを裏付

ける資料はない。なお、この土壌と建物126との距離はわ

ずか60cmにすぎない。

土壕151 (第284図）

UL区の北西部に位置し、土攘152によって一部が破壊

（岡本）

されている。平面形は隔丸の長方形で、残存長99cm、幅

76cm、深さ20cmを測る。底面は乎坦であるが、南へ向か

って低くなっていく。埋土は灰色粘性砂質土である。遺

物は多くの土器片である。土師器・須恵器・ 瓦器がある。

これらの土器の年代と土墳152の年代から考えると、土壌

_ 12年

／三二
0 lm 

I. 灰色粘性砂質土

第284図土凛151(1/30) 

151の年代は鎌倉時代前期とみられる。 （岡本）

土壕152(第285図）

llL区の北西部に位置する。平面形はやや角張

った円形で、長径147cm、短径138an、深さ38cmを

測る。断面は椀形をなす。埋土は2層に分けている

が、きわめてよく類似した土であり灰色粘性砂

質土 1層としてもよい。出土遺物には土器・石器・

135cm 鉄器・骨片がある。土器には土師器・須恵器・瓦

O
L
-

I. 黄白色粘土斑灰色粘性砂質土

2. 黄白色・褐灰色粘土斑灰色粘性砂質土

第285図 土蠣152(1/30) 

器・白磁がみられる。石器は滑石製の石鍋では

ないかと考えるが、穿孔があり、通有の形のも

のではない。鉄器は釘のようである これらの

遺物から判断すると この土塘の年代は鎌倉時

代前期と考えられる。 （岡本）

土壕153(第286図）

UL区の西半で検出された。平面形は阻丸の
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方形で、長さ133cm、幅104cm、深さ48cmを測る。 断面は椀

形をなす。底面はゆるやかに凹んでいる。埋土は 3層に分

けられるが、第 1層と 第2層はよく類似している。遺物は

土器片で、土師器と亀山焼の須恵器、それに瓦器がある。

出土土器から判断すれば、この土壌の年代は鎌倉時代前期

と考えられる。 （岡本）

土壕154(第287図）

I. 貢白色粘土斑暗灰色粘性砂質土
12K区の南半に位置する楕円形の土壌である。長径86cm、

第287図 土蠣154(1/30) 短径70cm、深さは23cmを測る。底面はゆるやかに湾曲し、

断面は椀形を星する。埋士は 1層で炭粒を点々と含む。遺物には土器と鉄滓がある。士器はか

なりあり、土師器・須恵器・ 瓦器がみられる。これらの土器の年代から土壊は鎌倉時代のもの

と考えられる。

_
 
135cm 

＼ 
゜

勿勿笏~A
lm 

I. 暗褐灰色砂質土斑黄褐色砂質土

2. 暗褐灰色粘性砂質土

第288図土壕155(1/30) 

（岡本）

土壕155(第288図）

13L区の北端で検出したはぽ円形の土墳である。長径93

cm、短径83cmを測る。深さは29cmあり、断面は椀形となる。

底面には小さな凹凸があり、壊壁も途中に小さな段をもつ。

埋土は 2層に分けられるが、ともに暗総灰色砂質土からな

り、第 1層には地山の砕粒かと考える黄掲色砂質土が多く

含まれている。遺物は土器片のみであるが、士師器・須恵

器・瓦器・青磁・白磁と種類は多い。これらの土器の年代

は鎌倉時代と考えられる。

土壕156(第289図、図版105)

14L区の南東部で検出された。平面形はほぼ方形だが、

（岡本）

北西阻が突出している。北東隔は調査区の側溝の掘り下げにより一部破壊され、丸くなってい

る。長軸200cm、短軸175cm、深さは79cmの規模をもつ。壌内は二段構造になっている。まず、

深さ30cm程度で、一段目の底面が現れる。この底面はほぼ平坦で、 115cmX 125cmの方形になっ

ている。さらに、この底面の東側寄りに、長径120cm、短径95cm、深さ45cmの穴が掘られてい

る。この穴が東側に寄っているため、一段目の底面の西側と南側がかなり残されている。墳内

の堆積土は細かく分層できたが、大きくまとめると、上・中・下の 3層になる。下層は第10層

から第15層までで、いずれも粘質土である。この土壌が本来の機能を果たしていた時の堆積と

みられる。中層は第 4層から第9層までで、その上面付近に長径20-25cm程度の石が入ってい

ることなどから、短期間に埋められた土と考えられる。上層は第 1層から第3層までで、その
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3 平安時代後期～室町時代

後の自然堆積層であろう。

出土遺物は多く、コンテナ 1箱分程あった。内容は土器と石器と鉄器である。土器には土師

器・ 瓦器・ 亀山焼の須恵器・備前焼

の掏器・青磁・白磁それに瓦がある。

石器は錘と臼らしいもの、鉄器は釘

である。これらの遺物の示す年代は

室町時代であり、この土壊の年代も

130m 
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黄褐色砂

淡苓灰橘色砂質土

灰色粘質土

4 灰苓褐色土

5 灰苓椙色砂質土

6 淡灰苓褐色土

7 灰茶蝸色土
8 灰蝸色土（黄椙色土・少量の砂を含む）

9 灰褐色土

10 暗灰色粘質土

II 淡黄灰褐色粘質土

12 淡苓褐色粘質土

13 黄褐色粘質土

14 灰色粘質土

15 淡茶灰蝸色粘質土
第289図 土壕156(1/30)・出土遺物
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第3章第2節遺構・遺物

その頃か少し遡る程度であろう。 （岡本）

土壕157

12N区と120区の境界に位置する。最近の撹乱によって一部を破壊されているが、長方形に

近い平面形をもつようである。ただ、短辺は長辺と直角にはならない。残存長は170cm、幅が155

cm、深さは 7cmを測る。断面は皿形となる。埋土は褐灰色粘性砂質土である。遺物には土器と

鉄片がある。土器は瓦器のみである。遺物から判断すれば、この土壕の年代は鎌倉時代前期で

ある。 （岡本）

土攘158

12N区の南東隅で検出された。平面形は開の丸い四辺形という感じである。対角線にあたる

長径は125cm、深さは11cmを測る。塀103の柱穴で一部壊されている。位置的には建物137の屋内

にある。底面はほぼ乎坦で、断面は皿形を呈する。埋土は灰色粘性砂質土である。遺物は土器

片のみである。土師器と須恵器と瓦器がある。遺物や埋土から判断して、この土壊の年代は鎌

倉時代と考えられる。 （岡本）

土壕159(第290-298図、図版106~114)

130区の北西悶に位置する円形の土墳である。直径74cm、

深さは39cmを測る。底面はゆるやかに湾曲し、壊壁の傾斜は

急角度のため、断面は半円に近い椀形を呈する。壊内堆積土

は3層に分けられるが、第2層の黒色土は灰や炭の層で、 第

3層に含まれた大きなプロックとみることも可能である。土

壌に充填された土（第 3層’と、埋没後の陥没部分に流れ込

んだ土（第 1層）と解釈できる。

瓢―
125cm 

＼ 
゜壌内からは大量の土器片がぎっしりと詰められた状態で出 b iii, 

m
 1-土した。しかし、完形のまま出土したものはほとんどなく、 I. 灰褐色微砂

2. 黒色土（灰・炭層）
いずれも破砕された状態であったが、接合・復元をしてみる 3. 黄褐色粘性土斑灰褐色微砂

と完形になるものが多く、故意に破砕して埋めたようである。 第290図 土蠣159(1/30) 

さらに、これらの土器の多くに火を受けた痕跡が顕著に認められ、色調が赤掲色や淡赤色に変

化したり、復元できないほど大きく歪んだり、また瓦器では、吸着されていた炭素が燃えて、

土師器と同様の色調を示すものが多くみられた。次に、出土した土器の種類や器種をみると、

土師器の椀と皿がそれぞれ20~30{固体と多く、次いで、瓦器の椀と皿が合わせて20数個体あり、

他に土鍋が2点、 三足禍が2点、 竃 l点、東播系須恵器のこね鉢が大小各 1点、備前焼の椀が

1点、大形品としては、東播系の甕、亀山焼の甕、常滑焼の甕が各 l点、最後に、舶載の白磁

椀が 1点含まれていた。このように他種類で器種も豊富な一括資料であるが、これに前述の点
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3 平安時代後期～室町時代

数を加味すれば、ちょうど 1世帯

内で使用されていた土器類の総体

に近いものではないかという想定

が浮かんでくる。そこで、この土

壊の位置が重要視されてくる。

土壊の位置は前述のように130

区の北西隅であるが、そこは建物

138の屋内にあたっている。この建

物138内での土壊の位置をみると、

身舎の北半にあって、桁行の中点

である柱穴 2と3との中間点から

約70cm南に土壊の中心がある（第291因）。このような位置は、寺院等の大規模な建物では地鎮

0 2m 一第291図建物138• 土壕159位置関係 (1/150)

具の出土する場所であり、建物の中心という意識に関わる位置を占めている。さらに注意され

ることは、建物138の柱穴5から焼けた柱根が出土していることである。もしこの事実から、建

物138が火災にあったことが言えるとすれば、土塘出土の土器が火を受けていることの説明を得

る手掛かりになる。つまり、この土攘から一括して出土した土器群は建物138に居住していた世

帯で日常使用されていたもので、建物138の火災によって破砕された後、なんらかの目的をもっ
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~~~ 
ロニニ
ニニ
~ 
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3 平安時代後期～室町時代

第298図土壕159出土遺物〔1〕(1/6) 

て集められ、一括して土墳に埋納されたものと考えるのである。建物138の身含の柱穴は 8基あ

るが、このうち 5基では建て替えによるとみられる柱穴の重複があり、この建て替えが火災に

よるものとすれば、その再建にあたっての宗教的儀式の一つとして土器の埋納がなされたと考

えられる。そこまでの宗教的儀式があったかどうかは別としても、この土壊159と建物138は深

い関係にあることは確かである。

,--―三

~ 
--」

1.30m 

J 1 
1 > l 

［フ-~-- ·，．，  

＂ 
_,.--

/ ., 
- -

゜

一
lm 
_J 

I. 淡灰色粘質土

2. 淡灰色粘質土

3. 苓福色細砂

4. 淡灰苓褐色土

5. 灰褐色土

6. 灰茶褐色細砂

7. 灰褐色粘質細砂

8. j炎灰苓褐色土

9. 灰褐色粘質土

10. 灰褐色粘土

II. 灰色粘土

12. 灰色粘土

第299図土蠣161(1/30) 

（岡本）

土凛160

13N区の南端に位置する。平面形

は不整形な方形をなし、長径120cm、

短径97cm、深さは10cmを測る。底面

はほぽ平坦で、断面は皿状を呈する。

建物138の柱穴16によって一部を壊

されている。遺物は土器と木片があ

った。土器は士師器と須恵器である。

土器の示す年代から考えると、この

土壊の年代は平安時代末期から鎌倉

時代前期であろう。 （岡本）

土蠣161(第299図、図版105)

13N区の中央付近に位置する。悶

丸長方形を呈する土壌である。土濱

の規模は、長辺が166cm、短辺が102

cmを測る。底面の平面形も長方形を

呈するもので、長辺102cm、短辺48cm

を測る。底面は、南に向けて少し傾
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斜するが、平坦である。残存する深さは、検出面から42cmを測る。この土積は、井戸130の北西

部分に重複して検出されたものであり、井戸より新しい。土壊の長軸方向は、はぽ北を向く。

土濱の時期は、室町時代と考えられる。 （井上）

土凛162

140区の中央部西寄りて検出された。平面形は不整形な楕円形である。規模は、長径が175

cm、短径は137cm、深さはわずか 8cmにすぎない。底面は平坦で、断面は皿形となる。埋土は炭

化物の小片を少し含む灰掲色粘質土である。出土遺物は炭と土器片である。土器には土師器と

須恵器がある。これらの遺物の年代等から判断すると、この土墳の年代は鎌倉時代と考えられ

る。 （岡本）

土壕163(第300図）

140区の南半に位置し、土墳164によって一

部を削られている。平面形は残存部から判断

すれば方形に近い。長径は86cm、深さは11cm

てある。底面はほぼ乎坦で、断面は皿形とな

る。埋土は 2層に分かれ、上層は淡灰掲色粘

質土、下層は淡苓灰掲色粘質土である。遺物

はごく少量の土師器片のみである。遺物の年

代は平安時代末期と考えられる。 （岡本）

゜
lm 

土凛164(第300図）
I. 仄色粘土斑灰褐色粘質土 3. 淡灰褐色粘質土

140区の南半に位置し、前述の土壊163を一 2.灰褐色粘質土 4. ; 炎茶灰褐色粘質土

部削っている。平面形は卵形で、長径109cm、
第300図土蠣163(右）・ 164(左）(1/30) 

短径95cm、深さは18cmを測る。底面は平坦に近く、断面は皿形を呈する。埋土は 2層に分けら

れ、上層は灰色粘土斑灰掲色粘質土、下層は灰褐色粘質土である。遺物と しては、土器と石器

が出土した。土器は須恵器・土師器・瓦器て、石器は弥生時代の石庖丁である。出土した士器

の年代は平安時代末期とみられるが、土壊163との切り合いの関係があるため、土壊の年代は鎌

倉時代初期まで降るかも しれない。 （岡本）

土蠣165

140区の南半に位置する円形の土積である。直径は56cm、深さは24cmを測る。底面は平坦に

近く、円筒状を呈するため、柱穴の可能性があるが、埋土は灰白色粘土と灰色粘性砂質土とが

プロック状になって混合していて、柱痕跡は確認されなかった。遺物は土器片のみてある。土

師器と須恵器と瓦器がある。遺物から考えると、この土壊の年代は鎌倉時代後期である。

（岡本）
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第301図 土壕166(1/30) 

3 平安時代後期～室町時代

土壕166(第301図）

150区の北端中央付近で検出された。平面形は長

楕円形を呈し、長径119cm、短径47cmを測る。底面は

2段になっていて、最深で9cmである。壊内には、

長径10-20cmの角礫の割石が数個散乱していた。こ

の土壊は建物139と重複関係にあり、同時には存在し

えない。出土した遺物は土器片のみである。土器に

は士師器と須恵器と瓦器がある。この土塘の年代は、

遺物から判断すれば、鎌倉時代であろう。

（岡本）

゜

土壕167(第302図、図版45)

170区の北半に位置する。土横131と重複して検出したもので

ある。埋土の色調、土質は両者ともによく似るものであったが、

断面観察の結果としては、土壊131が新しい。土壊167は、平面

形は、楕円形に近い形状を呈しており、長径78cm、短径54cmを

測る。底面は、中央部が少し窪むも、ほぽ平坦で、底面の形態

150cm は、中間がくぴれるも、長円形を呈する。検出面からの深さは

18cmを測る。士壊内の出土遺物としては、中世の土器片が数片

出土している。時

期としては不明で

1 m ある。

第302図 土壕167(1/30) (井上）

土壕168(第303図、図版ll5)

170区の東半で検出された、円形を星する士壊

である。土壊の規模は、長径106cm、短径96cmを測

る。底面の平面形も円形を呈するもので、長径84

cm、短径68cmを測る。残存する深さは、検出面か

ら17cmを測る。底面は、ほぽ乎坦であり、その中

央部分に半円形に板の残滓を検出した。板の外側

には、板を囲むように、円形に浅い溝が巡るもの

である。溝に囲まれる円形の径は22cmを測る。溝

の幅は0.5cm、深さ 1cm程度のものであり、形状か
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第3章第2節遺構・遺物

らして、曲物が埋置されていたものと考えら

れる。時期は、明確なものは不明であるが、

他の遺構の埋土等と比ぺて、 中世のものと考

えられる。

土讀169(第304図）

14P区の南西部て検出された。平面形は不

（井上）

整形な円形をなし、規模は長径153cm、短径144

cm、深さ17cmを測る。底面はゆるやかに湾曲

し、 断面は皿形を呈する。埋土は 2層に分け

られる。出土遺物は土器片のみで、土師器・

須恵器・瓦器がある。埋土やこれらの遺物か

ら、この土壊の年代は鎌倉時代と考えられる。

（岡本）

土壕170(第305図）

＼
 

130cm 
ー・

0 lm 
し ―- - - - ~ 

I. 灰茶褐色薇砂

2. 灰色微砂

第304図土壕169(1/30) 

14Q区の東半に位置し、土壊171によって大きく破壊されている。検出当初は、±壌171と170

を1基の土壊とみていたが、その後、竜複した 2基の土壊であることがわかった。平面形は楕

円形と推定され、残存部分で長径190cm、深さ12cmを測る。底面はほぽ平坦で、断面は皿形をな

す。埋土は2層に分けられる。遺物

は土師器の椀の破片のみである。

遺物と土壊171の年代から判断し

て、この土壌の年代も鎌倉時代で

はないかと考えられる。 （岡本）

土壕171 (第305図）

14Q区の東半に位置し、前述の

±撰170を破壊して掘られている。

平面形は楕円形を呈し、長径164

cm、短径125cm、深さは12cmを測

る。底面は平坦ではなく、中央部

から縁辺へ向かってじょじょに高

くなっている。埋土は灰色微砂の

みである。出土遺物は土器片のみ

で、土師器と須恵器がある。遺物

＼ 

゜
1 m 

I. 灰色微砂 2. 淡黄灰色微砂 3. 淡灰色微砂

第305図土壕170(右）・ 171(左） (1/30) 
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145cm 

゜
1m 

I. 灰褐色微砂

2. 黄掲色土斑灰褐色微砂

第306図土壊172(1 /30) 

3 平安時代後期～室町時代

等から判断して、この土塘の年代は鎌倉時代と考え

られる。

この士横の 7m北方には士横169があるが、ほぽ同

規模の土城で、 2基の土城の中心を結ぶ線が周辺の

建物の棟方向とほぽ直交していることから、この 2

基の士堀が対のようにみえる。 （岡本）

土堀172(第306図）

15P区の南西隅、 15Q付近に位置する。建物153の

柱穴 1と重複関係にある。平面形は楕円形を呈し、

長径115cm、短径82cm、深さは25cmを測る。底面はゆ

るやかに湾曲し、断面は椀形を呈す。埋土は 2層に

分けているが、いずれもきわめて類似した土で、下

層に黄褐色土のブロックが多いという違いだけである。出土遺物には土器片と貝がある。土器

は土師器と須恵器と瓦器があり、亀山焼とみられるこね鉢もみられる。これらの遺物から考え

ると、この士壊の年代は鎌倉時代とみられる。 （岡本）

土塘173

15Q区の南半に位置する。溝120によってかなり破壊されているため、規模や全形は不明確で

ある。残存部分は隅丸の長方形に近く、長軸方向で60cmの残存である。短軸方向は55cmを測る。

出土遺物には、土器片・鉄片・貝・種子・骨片がある。土器は土師器と須恵器と白磁、それに

緑釉である。種子はモモ、骨はウマではないかとみられる。土器の年代は平安時代末期と考え

られ、このことや、溝120との切り合い関係から、この士塘の年代もその頃であろう。（岡本）

土塘174(第307図）

15Q区の南半に位醤し、溝115を一部破壊して掘られている。平面形

三〇— は長円形で、長径は49cm、短径が42cm、深さは 8cmを測る。底面はほ

ぽ平坦で、断面は皿形となる。埋土は 3層に分けられるが、第 2層は

炭層で、第 1層の淡褐灰色粘性砂質土と第3層の灰褐色粘性砂質土に

挟まれ、サンドウイッチのようになっている。遺物は土器片のみで、

土師器と須恵器がある。遺物から判断すれば、この土猥の年代は鎌倉

時代と考えられる。 （岡本）

土塘175(第308図）

16Q区の北端で検出された楕円形の土城である。長径145cm、短径120

第307図 土堀174(1/3D) cmを測り、深さはわずか 8cmにすぎない。底面は平坦に近く、断面は

3 2 

o 50cm 

一1. 淡褐灰色粘性砂質土2. 炭層

3. 灰褐色粘性砂質土
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皿状をなす。位置的には建物157と160の屋内

にある。猥内からは少量の土器片と貝が出土

している。土師器・須恵器・瓦器・青磁があ

り、士鍋の脚もみられる。これらの遺物等か

ら判断して、この土横の年代は鎌倉時代と考

えられる。 （岡本）

土壕176(第309図）

16Q区の中央部西寄りに位置する。建物157

の柱穴によって一部破壊されている。乎面形

は不整円形で、長径105cm、短径100cmを測る。

底面は平坦ではなく、凹凸がある。深さは最

大でも14cmで浅く、断面は皿状に近い。埋土 第308図土堀175(1 /30) 

は黄褐色粘土斑灰色粘性砂質土で、中世の建物の柱穴

ー

130cm 

亀゚
1m 

埋土と等しい。位置的にはどの建物の屋内にも存しな

い。遺物には鉄器と土器と貝がある。鉄器は釘の頭の

ようである。士器には土師器と瓦器があり、それらの

年代は鎌倉時代前期と考えられる。埋士からみても、

この士塘の年代は鎌倉時代としてよい。 （岡本）
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゜
lm 

10cm 

1194 
［ 黄褐色粘土斑灰色粘性砂質土

第309図 土壊176(1 /30)・出土遺物

土壊177(第310図、図版116)

1985年度調査区の13R区で検出した楕円形の土塘で、溝122の埋没後につくられている。規模

は長さ137cm、幅131cm、深さ28cmを測る。

壁は急斜で、垂直に近い部分もある。底部は平坦である。埋土は白黄色や灰褐色粘土塊を含

む灰白色粘質士で、一気に埋め戻された状況を呈している。遺物は土器の細片がわずかに出士

した。時期は溝122より新しく、中世末～近世以後と考えられる。 （平井勝）
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I. 灰茶色土

2. 灰褐色土

3. 暗灰青色粘質土
。

lm 

。
10cm 

＼＿上—ーデ ——/ 
第310図 土堀177(1 /30)・出土遺物

土壊178(第311図、図版116)

1985年度調査区の13R区で検出した楕円形を

呈する土城である。規模は長さ166cm、幅125cm、深さ63cmを測る。

壁は急斜で、底部は中央がやや深くなる。遺物は、須恵器の杯や土師器の鍋など少量の土器

1198 1199 

。
10cm 

第311図 土撰178(1 /30)・出土遺物

片が出土した。

時期は中世と考えられる。 （平井勝）

土攘179(第312図、図版117)

1985年度調査区の15R区で検出した長方形状を呈する土城で、北端をわずかに溝122に切られ

ている。規模は長さ353cm、幅228cm、深さ24cmを測る。

壁は緩やかに立ち上がり、底部は凹凸があり、北側がやや深い。また北端近くの底部には石

が渥かれている。

遺物は土器片が少量出土した。図示し得たものはいずれも須恵器の杯であるが、中世の土師

器片も認められる。

時期については、溝122との切合い関係から、それより古いものであり、土器は奈良時代から

中世に比定されるものを含む。 （平井勝）
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~ 
:;, t. 淡灰黄色砂質土 。
2. 淡灰白色砂

第312図 土堀179(1 /30)・出土遺物

土壊180(第313図、図版117)

1985年度調査区の16R区で検出した隅丸方形を呈する土城で、溝

122の埋没後につくられている。規模

は最大幅南北で95cm、東西94cm、深

さ37cmを測る。

壁は急斜で、垂直に近い部分もあ

----.1 /~ 

寧

~ 

＼＝  
1200 

。
一ーニ1201 1 Dem 

る。底部は中心に向かって緩やかに深くなる。埋土は灰白色粘

＼」4 士塊を含む暗灰褐色土で、一気に埋

―― め戻されたような状況を呈する。な

。
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第313図 土堀180(1 /30)・出土遺物
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お底部西端には石が二個置かれてい

遺物はわずかに土器片が出士した。

1202は土師器椀の底部、 1203は備前

焼の壺の胴部である。時期について



3 平安時代後期～室町時代

は、溝122との関係から中世末～近世以後と考

えられる。 （平井勝）

土凛181(第314図、図版118)

1985年度調査区の16R区で検出した長方形状

125cm 

~ 

゜----="___,__-ー/'/.
; ；: :~::±~ 
／ ~m 三／

第314図土壊181(1 /30) 
<

。
10cm 

第315図 土堀182(1 /30)・出土遺物

を呈する土猥で、溝122の埋没後につくられている。規模は長さ165cm.、幅117cm、深さ33cmを測

る。

壁は急斜で、垂直に近い部分もある。底部は平坦である。埋土は灰褐色土で、少量の土器片

が出土した。

時期は中世末～近世以後と考えられる。 （平井勝）

土壕182(第315図、図版118)

1985年度調査区の16・17R区で検出した楕円形を呈する士城で、溝122の埋没後掘られてい

る。長さ163cm、幅110cm、深さ39cmを測る。壁は急斜で、底は平坦である。

埋土には若干の礫を含む。遺物は、備前焼の甕と土師器の鍋が出土した。

時期については、出土した土器は15世紀代のものであるが、土塘掘削時の混入と考えられる

ことから、溝122との関係で中世末～近世以後に比定しておきたい。 （平井勝）

土壊183(第316図、図版119)

1985年度調査区の17R区で検出した長方形を呈する士塘で、北東端は溝122に切られている。

長さ154cm、幅110cm、深さ19cmを測る。壁は急斜で、底部はほぽ平坦である。

埋土は灰色を呈する砂質土で、少量の土器片と石鏃が出土した。
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時期については溝122との関係から鎌倉

時代と考えられる。 （平井勝）
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゜
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第316図 土壊183(1/30)・出土遺物

如

疇
0 lm 

一I. 灰色砂質土2. 灰色粘質土［二ご□＼量
0 ;cm1 7 

一第317図土堀184(1/30)• 出土遺物

llOcm 

賣~~ー..疇グー／~~
第318図土壊185(1/30) 

土壊184(第317図、図

版119)

1985年度調査区の17S

区で検出した長方形を呈

する土壊で、長さ117cm、

幅67cm、深さ18cmを測る。

底部はほぼ平坦であるが、

土壊を仕切るような低い

土手が横方向に認められ

る。

遺物は土器の細片と用

途不明の鉄片が出土した。

時期については遺物か

ら判断できないが、溝123

を切って掘られているこ

とから、中世末から近世
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3 平安時代後期～室町時代

以後と考えられる。

土塘185(第318図）

1985年度調査区の18S区で検出した不整形な土猥で、北端を一部溝122に切られている。最

（平井勝）

大幅は南北で268cm、東西214cm、深さ5cmを測る。埋土は淡灰白色砂でわずかに土器の細片が出

土した。時期は中世である。 • (平井勝）

土塘186(第319図）

1985年度調査区の

18S区で検出した不

整形な土城で、検出

_L 
一

~09 

D
 

10cm 

130cm 
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。
lm 

第319図 土堀186(1 /30)・出土遺物

面からの深さは浅く、

わずか 4cmである。

壁の立ち上がりは

緩やかで、底部はほ

ぼ平坦である。埋土

は炭や焼土粒を含む

茶灰色粘質土で土器

の細片がわずかに出

土した。

時期は検出面およ

び埋土から中世と考

えられる。

（平井勝）

土壊187(第320図、

図版120)

1983年度調壺区の19S・T区で検出した不整形の土城である。規模は南北の最大幅200cm、東

西の最大幅150cm、深さ31cmを測る。

壁は急余斗に立ち上がり、底部は中央部が一段深くなる。埋土は黄褐色土塊を含む淡灰褐色砂

質士である。遺物は土師器椀や皿の破片が少量出土した。

時期は鎌倉時代と考えられる。

土壌1BB (第321図）

1983年度調査区の19S区で検出した土城で、土城189に南束角を切られている。規模は長さ95

（平井勝）

cm、幅66cm、深さ21cmを測る。
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第320図 土堀187(1/30)・出土遺物

壁の立ち上がりは急斜で、底部は北東部が一段深くなる。埋土は淡茶黄色土で、土器の細片

がわずかに出土した。

時期は中世と考えられる。 （平井勝）

。

土塘189(第321図）

1983年度調査区の19S区で検出した隅丸長方形

の土城で、土壊188を切ってつくられている。規模

は長さ74cm、幅36cm、深さ21cmを測る。

壁の立ち上がりは垂直に近く、底部はほぼ平坦

固皿 である。埋土は茶黄灰色士で、土器の細片がわず

かに出土した。

時期は中世と考えられる。

土壊190(第322図）1 m 

I. 茶黄灰色土 2. 淡茶黄色土

第321図土壊188・189(1/30) 

土層上面で検出し、深さは16cmを測る。

埋士は灰褐色土で、遺物は全く出士しない。

時期は検出面から中世以前と考えられる。

-268-

（平井勝）

1983年度調査区の21R区で検出した土猥で、東

側は低水路によって削平されている。暗黄灰褐色

（平井勝）
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第322図土堀190(1 /30) 

土壊191(第323図、図版120)

1983年度調査区の21S区で検出した楕円形の土城である。

規模は長さ267cm、幅170cm、深さ57cmを測る。

壁は緩やかに立ち上がり、底部は平坦である。埋土は黄

灰褐色砂質土で、一気に埋め戻された状況を呈していた。

遺物は須恵器、士師器、備前焼等の細片と士錘が出土した。

時期は、奈良時代の土器を含むが、 15世紀と考えられる。

（平井勝）

土堀192(第324

図）

1983年度調査区

の21T区で検出し

た楕円形の土城で、

南北95cm、東西75,, c-==-=::=:i 

130cm 

1 m 

し土三~-{ 《
1214 

10i:;m 

第323図 土塘191(1 /30)・出土遺物
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cm、深さ26cmを測

る。

壁の立ち上がり

は急斜で、底部は

平坦である。埋土

は茶黄灰色土で、

遺物は出土しなか

った。時期は検出

面から中世と推定

される。

（平井勝）

土壕193(第325

図、図版121)

1985年度調査区

の18T区で検出し

た隅丸方形状の土

0 2cm 一 猥である。規模は

最大幅120cm、深さ
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第324図土壊192(1 /30) 

60cm 

~ 三三
゜

lm 

。

20cmを測る。

壁の立ち上りは急

斜で、底部は平坦で

あるが、北東側がや

や浅くなる。埋土は

灰白色粘質土である。

遺物は北束寄りの底

四皿一 部からほぽ完形の土

1 m 

—. -~,_ 
＇ヽ'1
ヘヽ_,_ベ

1217 

／ 
。

1218 
10cm 

~ 

師器椀1点と北西端

から白磁片が1点出

土した。

時期は出土土器か

ら13世紀代と考えら

れる。 （平井勝）

土壊194(第326図、

図版121)

1985年度調査区の

16W区で検出した長

方形の士塘である。

f
 

D
 

1219 
10cm 

第326図土塀194 (1/30)• 
出土遺物

第325図土壊193(1 /30)• 出土遺物 規模は長さ115cm、幅

77cm、深さ16cmを測る。

壁の立ち上りは急斜で、底部は平坦であるが、北西隅は

一段深くな

っている。埋土は明灰色粘質土で、土器の細片

がわずかに出土した。図示し得たのは白磁椀で

ある。

時期は出土した士器の細片から中世と考えら

れる。 （平井勝）

土壊195(第327図）

1985年度調査区の17W区で検出した隅丸長方

形に近い長楕円形状の土猥で、溝123が埋没後に

つくられている。規模は長さ152cm.、幅74cm、深

-270-
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第328図土攘196(1 /3D)・出土遺物

3 平安時代後期～室町時代

さ8cmを測る。

壁の立ち上がりは緩やかで、底部は西半がほ

ぽ平坦なものの、東半は壁に向かって徐々に浅

くなる。埋土は明灰色粘質土で、中世と考えら

れる土器細片がわずかに出土した。

時期は溝123より新しく、中世末から近世以後

と考えられる。 （平井勝）

120cm 

。
1m 

I. 淡茶褐色粘質砂

（暗茶色粘土プロック含む）

2. 淡茶褐色粘質砂

3. 明灰色粘質砂

4. 明灰色粘土

。
2
2
c
m
 

1
2
1
0
 

>5プ
第329図 土堀197(1 /30)・出土遺物

土凛196(第328図、図版122)

1985年度調査区の15AA区で検出した長方形

の士塘である。溝124の掘り下げ途中で検出した

ものであるが、おそらく溝124の埋没後につくられたものと推定される。

土壊上には、土塘を縁取るように石を配しているが、南側にはない。配石下の土横は長さ162
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cm、幅102cm、深さ64cmを測る。

遺物は土器片と瓦片がわずかに出土した。

1221は軒丸瓦で、外区に連珠文がめぐり、内

区は巴文が配される。

時期は溝124より新しく、中世末から近世以

後と考えられる。 （平井勝）

土塘197(第329図、図版123)

1985年度調査区の15AA区で検出した長方

形の土城で、長さ180cm、幅148cm、深さ78cm

を測る。

壁は急斜に立ち上がり、底部は平坦である

が東端は一段高くなる。

第330図 土壊198(1 /30) 遺物は土器の細片がわずかに出土した。

時期は検出面およぴ土器の細片から中世と考えられる。 （平井勝）

＼
 

且

゜
1 m 

土塘198(第330図、図版123)

1985年度調査区の15・16AA区で検出した長方形の士壊で、溝123の埋没後につくられてい

る。規模は長さ156cm、幅102cm、深さ54cmを測る。壁は垂直に近い立ち上がりで、底部は平坦

である。埋土は灰黒色粘土塊を含む灰色土で、一気に埋め戻された状況が推定される。遣物は

土器の細片がわずかに出士した。

時期は溝123より新しく、中世末から近世以後と考えられる。 （平井勝）

土壊199(第331図、図版124)

1985年度調査区の15AA区で検出した上部に石を配する士堀で、溝124の埋没後につくられた

ものと考えられる。配石は土城の上面全体を覆い、ほぽ方形を呈している。

配石下にある土横は、配石除去後に検出することができず、溝124を掘り下げた段階で明確に

なった。このため土横の南端については正確でないが、東西辺の南角の曲り具合から、配石の範

囲を大きく越えないものと推定される。したっがて土壊の規模は南北が106cm+40cm内外以内、

東西97cm、深さ47cmとなる。

壁の立ち上がりは比較的緩やかで、底部は中央がやや低くなるものの、ほぽ平坦である。埋

土は灰色粘質土で、土器の細片がわずかに出士した。

時期は溝124より新しく、中世末から近世以後と考えられる。 （平井勝）

土堀200(第332図、図版124)

1985年度調査区の16AA区で検出した長楕円形を呈する士塘で、溝124によって上部は削平さ
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3 平安時代後期～室町時代

れている。規模は長さ153

cm、幅92cm、深さ 7cmを測 ° 
る。 C》
壁の立ち上がりは緩やか

で、東端は明瞭でない。埋

土は淡灰褐色砂で、土器片

が少量出土した。時期は溝

124より古く、土器からは鎌

倉時代と考えられる。

（平井勝）

土壊201(第333図、図版

125) 

1985年度調査区の16AA

区で検出した隅丸長方形状

を呈する士壊で、溝124によ

って上部は削られている。

規模は長さ226cm・ 幅117

cm・ 深さ38cmを測る。

ヽ

ぃ`

危

寧

瓢

讐
I. 灰色細砂混り粘質土

｀
 

゜
lm 

呻

疇瓢二言／ー／／／ー 言ー`
0 1 m 

'---~ ー-:;::::::-、一三J
1223 念:11224 

D 10cm~t~ 合、
ー 噂§

第332図 土塀200(1 /30)・出土遺物

第331図土堀199(1 /30) 

壁の立ち上がりは垂直に近く、底部はやや凹

凸がある。遺物は土器の細片がわずかに出士し

た。時期については溝124より古く、土器の細片

から中世と考えられる。

土壊202(第334図）

1985年度調査区の172区で検出した土猥であ

（平井勝）

るが、隅丸長方形の土城を長軸70cmを測る楕円

形の士塘が切っている。切られている士壊は長

さ80cm内外と推定される。深さは切られている

方が27cm、切っている方が42cmである。

遺物はいずれの士壊からも土器の細片がわず
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寧

I. 淡灰色粘質土 4.灰白色粘質土 7.灰褐色土

2. 灰色砂質土 5. 灰色粘土 8. 灰色土（灰黒色土プロック含む）

3. 淡灰掲色土 6. 灰色土 9. 灰黒色粘土

125cm 

。
lm 

I • 黄褐色土（灰色土プロック含む）

2. 暗黄灰色土（暗灰色土プロック含む）

3. 暗黄灰色土

4. 淡黄灰色土

5. 灰黄色土

第334図土堀202(1 /30) 

第333図土壊201(1/30) 

かに出土した。

時期は土器の細片から中世と考えられる。 （平井勝）

土壊203(第335図、図版125)

1985年度調査区の16AA区で検出した長方形の土塘で、

溝124に上部を削平されている。規模は長さ156cm、幅117

cm、深さ25cmを測る。

壁は急斜に立ち上がり、底部は中央がやや深くなる。

時期は溝124より古いが、士器の細片は中世と考えられ

る。 （平井勝）

土壊204(第336図）

1985年度調査区の16AA・BB区で検出した略方形状

を呈する土墟で、北端は溝124に切られている。

規模は南北96cm、東西100cm、深さ80cmを測る。

壁の立ち上がりは急斜で、底部は北西隅が1段高くなっ

ている。埋土は灰色土で、土器の細片がわずかに出土し
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110cm 

。
lm 

I. 明灰色粘質砂

2. 明灰色粘質砂（（暗灰色粘土プロック）

3. 灰色粘質土

4. 暗灰色粘質土

第335図土壊203(1 /30) 



晦

二
゜

1 m 

第336図土撰204(1 /30) 

3 平安時代後期～室町時代

た。

時期については溝124より古いが、土器の細片は中世のもの

である。 （平井勝）

土壊205(第337図）

1985年度調査区の17BB区で検出した隅丸方形状を呈する

±城で、溝124に北西端部を一部切られ、東側は低水路掘削時

に削られていた。規模は南北で140cm、東西が130cm、深さ62

cmを測る。

．壁の立ち上がりは急斜で、底部は中央が深〈なる。遺物は土

器の細片がわずかに出土した。

時期は溝124との切合い関係から、それ以前であ

るが、土器の細片は中世と思われる。 （平井勝）

土堀206

1985年度調査区の17BB区で検出した円形を呈

すると推定される土城であるが、東側の低水路掘

削時に半分以上は削られたものと考えられる。遺

物は土器の細片がわずかに出土しており、時期は

中世と考えられる。 （平井勝）

。
lm 

第337図土壊205(1 /30) 
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匹

疇
o socm 

一I. 黄色砂質土斑灰色砂質土

第338図溝116
(1/30) 

溝117

e 溝

溝116(第338図）

15L区の東端に検出された。検出全長は5.4mで、幅は40cmを測る。

きわめて浅く、検出部分から南については最近の撹乱によって消滅し

ている。形状は直線的で、ほぽ南北方向に延ぴ、 N-lr -Eの方向

を測る。この方向の40mほど南には溝119が位置し、溝116と119を通る

線の方向は塀101や溝117・118とほぽ平行する。弥生土器らしい細片が

わずかに出土しているが、この溝の年代は形態等から中世と考えたい。

（岡本）

18N区から17P区までほぽ直線的に延ぴる溝である。検出全長は19mを測り、さらに北方向

へ続いていた可能性が強い。幅は最大で27cmあり、埋土は暗灰褐色砂質土である。溝の方向は

N-12°-Eを測り、平行関係は前述の溝116のとおりである。弥生時代後期と考えられる土器

片がいくらか出土しているが、溝の年代は、形態などから中世と考えられる。 （岡本）

溝118

18P区の東半で検出された南北方向に延ぴる溝である。直線的であるが、北へ向かうに従っ

て幅を増す。最大幅は52cmである。検出全長は 9mを測るが、北方へさらに延ぴていたものと

みられる。埋土は灰色砂質土斑黄白色微砂である。溝の方向は約 lmの間隔で近接する建物110

の棟方向とほぼ平行するため、この建物の雨落ち溝の可能性もあるが、一方、溝117とも平行す

ることから、埋土も考慮に入れて、溝の年代は中世と考えたい。 （岡本）

溝119

15P区の南西隅から14Q区の南東隅に位置する。直線的な溝で、ほぼ南北方向に延ぴている。

6m分を検出したが、それより北は最近の撹乱によって消滅し、また、検出部分の南半も底が浅

くなり、幅が減少している。最大幅は44cm、深さは 7cmを測る。この溝を北へ延長すると、前

述の溝116に達する。出土遺物としては土器がわずかにあるのみだが、青白磁の合子の身が完形

で出土している。溝119の年代は鎌倉時代と考えられる。 （岡本）

溝120(第339・340図、図版78-80)

lSQ区の中央よりやや南に位置し、ほぽ東西方向に伸ぴる溝である。後述するように、次に

説明する溝121と対になり、建物157と関連する施設と考えられる。底面はきわめて凹凸に富み、

肩部の線もかなり出入りがあり、溝全体としてもわずかに湾曲している。このように、大形の

建物157に伴う溝としてはいささかふつり合いな複雑な様相を呈しているが、全長10m、幅は0.
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平安時代後期～室町時代

5-1.2m、深さは 3----16cmを測る。溝内の埋土は 2

層に分けられる。

いて、

このうち上層は混貝土層になって

この溝が最終的には生活廃棄物の投棄によっ

て埋没したことを示している。

出士遺物は士器と貝である。士器では、土師器、

須恵器、瓦器、白磁がみられる。 これらの土器の年

代は平安時代末期頃かと考えるが、建物157の柱穴か

ら出土した遺物には鎌倉時代初期のものがあり、 こ

の溝の年代としては平安時代末期から鎌倉時代初期

130cm 

二疇麟彎

I. 灰色砂質土（混貝土層）

2. 黄褐色斑灰色砂質土

130cm 

疇
までの幅を考えるべきであろうか。

溝121(第339・340図、図版78-80)

（岡本）
貝の桐密部分

16Q区の南半に位置する。前述の溝120と対にな

り、建物157に伴うと考えられる。底面・肩部の線と

もに溝120と同様、複雑な形状を示している。溝全体

。
第339図

1m 

溝120(上・中）・121(下）(1 /30) 

もやはりわずかに湾曲していて、溝120とよく類似している。全長は9.5m、幅は0.6~1.2m、

深さは 6~13cmを測る。埋土はほとんど混土貝層の灰色砂質土であり、溝120と同じく、生活廃

棄物の投棄によると思われる。 この溝の断面では、貝の祠密部分がプロック状に認められ、 そ

の観察から、第339図の破線のような細分が可能であり、この溝が北から徐々に埋まっていった

ことがわかる。

>
゜

溝119 ↓
：［し→

~,:~~ ご=~
ー」

R

〇

窃

◎ り
9

↑。
I

「

＼
 

ー可．

翁
, 
゜゜

第340図 溝120• 121・建物157位置関係 (1/200)
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第3章第2節遺構・遣物

出土遺物は土器と鉄器と貝である。土器には土師器、須恵器、瓦器がみられる。鉄器は角釘

が2本出士している。土器の年代は溝120と同じと考えられる。

以上のように、溝120と121は形態も年代もよく類似し、その間にある 2mほどの空き地の真

北に建物157の中心が位置することから、建物157の屋敷地を画する溝と考えている。ちなみに、

建物157の庇の柱穴列からこの溝までの距離は2.5mである。ただ、溝120から121までの走行方

向は建物157の桁行方向よりわずかに北へ振るようであり、出土遣物の年代に若干の差があるよ

うにみられることも、溝の方が古いだけに、少し気になるところである。 （岡本）

溝122(第341-356・377-383、図版126-132)

調査区の南部で「エ」字状に検出された大溝（溝122.123. 124)およぴ溝125は、同時に機

能していたものであるが、便宜的に北側を東西に流走するものを溝122、南北に流走するものを

溝123、そして南側を東西に流走するものを溝124として説明を加える。

溝122は1983年度と1985年度に調査を実施しており、まず1985年度調査区の13-19R・S区に

ついて述べる。

東西に流走する溝122は、その途中の17R区で南北に流走する溝123が取り付く。ここから西

はやや溝幅を狭め、西端はさらに狭くなる。溝の検出面での幅は18ライン付近で6.7m、16ライ

ン付近でs.2m、西端で2.8mを測る。

溝の壁の立ち上がりはやや緩やかで、途中に一担平坦面を形成している。底部はほぼ平坦で

あるが、 16R区から19R区の中央は溝状に一段深くなっており、 15R区の溝底部に穿たれた大

きな土横に続く。この土城の南側には溝に突出部を付設したような袂り込みがあり、 14R区に

も底部に士壊はないが同じような施設が認められる。なお14R区から西の底部は平坦でなくな

り中央が深くなっている。埋土は大き〈 3層に大別され、 A-A'でいえば第1層が1層、第 2

層が2層、第3層以下が3層であり、西端の断面でいえば第 1層が1層、第2層が2層、第 3

層が3層になる。

貝層が広範囲に認められるが、すぺて北側から廃棄されたように、北側が高く、中央に向か

って流れ込んでいる。貝はハイガイが多く、ついでヤマトシジミが認められる。また石も多く

廃棄されており、 1層には少ないものの、 2・3層には多い。その状況は溝全体に広がってい

るが、貝層と同様、北側から廃棄されたものと考えられる。

遺物は 1層中には少なく、 2・3層と貝層に多く認められた。 1層中の遺物としては土師器、

瓦器、須恵器備前焼、土錘、鉄製品などがある。1225と1226は士師器の皿と椀である。1227-1229

は瓦器である。 1230は小片であるが、小さな脚が付く円形の台になると考えられる。 1231は火

鉢である。 1232・1234-1236は備前焼である1233は東播系のこね鉢である。

C75-C85は土錘で、多少中央がふくらむものの円柱状の細いもの (C75-C82) とやや太
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西端

幽—

ミ
0 2m I. 淡苓灰色粘質土

一 2. 明灰色粘質土

3. 淡青灰色粘質土

4. 淡灰色砂

第341 溝122(1/200• 1/80) 〔1〕
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、血

-ミ土翌尋
一、

I. 淡灰色土

2. 淡灰褐色砂質土

3. 淡灰褐色粘質土

4. 淡褐色粘質土

B 
~ 

5. 暗灰色粘質土

6. 灰黒色粘質土（貝層）

7. 暗灰褐色粘質土

8. 淡灰色微砂粘土

ビ ニ―=--竺

I. 灰黒色土

2. 暗灰褐色粘質土

3. 暗灰褐色土

4. 淡灰褐色砂質土

5. 暗灰褐色微砂粘土

0 2● 一

6. 灰黒褐色土（貝層）

7. 灰白黄色砂質土

8. 淡灰茶色微砂粘質土
，．．灰黒色微砂粘土

10. 灰黒色砂質粘土

! = 4- 二ニプ—
5 

第342図 溝122(1/80) 〔2)

9. 灰白色讚砂粘土

10. 灰褐色粘土

II. 暗灰色微砂粘土

12. 灰白色砂質土

13. 灰褐色砂質土

、-~

゜クII 9 
II' 

, ＿ 

一2 .o-0-・グ ’ , -7 

-C' I. 淡灰色粘質土

2. 褐色粘土

3. 明灰色砂質土

4. 明灰色粘質土

5. 淡茶灰色粘土

いもの (C83、C84)、そして太いもの (C85)(7)3種類がある。

鉄製品は、 I 8とI9が釘、 I 17は楔、 116とI18は用途不明品である。 I 10-I 15は断面が

扁乎な身にやや幅広で折れ曲った頭部をもつものであり、釘と考えられる。

2層出土の遺物には須恵器、土師器、瓦器、備前焼、青磁、白磁、瓦、土錘などがある。1237-1239

は須恵器で、 1237は碁石状のつまみをもつ杯蓋、 1238は高台をもつ杯、1239は高台のない杯で

ある。 1240は土師器の杯で、内外面ともに丹塗りである。 1241・1242は土師器の皿である。 1243・

1244は備前焼の皿で、底部には糸切り痕が認められる。1246は土師器のやや高い高台の付く椀

である。 1245は土師器の皿で、中央が少し凹んでいる。 1247は瓦器椀である。1248-1251は土
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一1237 し二＝
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i~ 
炉ゞ＼¥tt-0) 
1250 

1252 ~ 

D 10t● 一 第344図溝1222層出土遺物 (1〕

師器の小皿である。 1252は瓦器釜である。 1253は土師器鍋である。 1254は口緑部が外反し、端

部は外方へ拡張される。 1258は内湾ぎみに立l:.る口緑部をもち、外面には把手がつく。 1256は

胴部からゆるく外反した短かい口緑部がつく。 1255は「く」字状に外反した口縁部の端を上方
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3 平安時代後期～室町時代
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につまみ上げている。 1257は瓦器の

鍋である。 1259は土師器鍋の脚であ

る。 1260は土師質のカマドである。

1261は瓦器の火鉢と考えられる。 ＼』 u (_>
0 5cm 

1262~1273は備前焼である。 1262 C二'.>121 一は中形の壺で、口縁端部は少し厚み 第347図 溝1222層出土遺物 〔4〕

をもつ。 1263は大形の壺で、外反し

た口緑端部は玉縁状になっている。 1264~1266は甕で、 1265と1266は口緑端部の折り返しが大

きくなっている。 1267-1273は揺鉢である。 1267は口緑部に拡張は認められないが、 1268は下

方に少し拡張している。 1270は口緑端部が上下に拡張される。 1269はほぽ完形品で、口縁端部

は上方へはぽ垂直に拡張されている。内面には8本を一単位とした条線が9単位垂下している。

1271-1273も口緑端部の上方への拡張が著しい。

1274・1275はいずれも乎瓦である。 1275は両面ともにナデて仕上げられている。

C86~ C91は上錘である。 C86~C90は中央がやや太くなるが、ほぼ円柱状を呈する。 C91

は円形で、中央に穴が貫通し、その上下を結ぶように細い溝がえぐられている。

C92~ C93は硯である。 C93は中央に陸があり、その周囲が海となる。S38は有溝石錘、 S

39とS40は砥石である。

鉄製品には釘 (I19-I 23) と用途不明品 (124~126)がある。 B6はキセルである。

貝層の遺物には土師器、瓦器、備前焼、青磁、白磁、瓦、土製品、石製品、鉄製品、木製品、
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3 平安時代後期一室町時代

0 IOc● 一第349図溝122貝層出土遺物 〔2〕

動物 ・植物遺体などがある。 1276~1280は土師器の皿 (1276)および小皿 (1278~1280)であ

る。 1281~ 1283・1285・1286は土師器の鍋、 1284・1287~ 1289は瓦器の鍋である。 1290は土師

器の甕である。

備前焼には壺 (1291、1292)、甕 (1294~1298)、播鉢 (1299~1302)がある。 1301の底部に

はゲタ印が明瞭に認められる。 1293は亀山焼で、胴部外面には格子目のタタキがある。瓦は平

瓦 (1303) と丸瓦 (1304)がある。

土製品には土錘 (C94~C96)と円板形土製品 (C97~C99)がある。石製品には硯 (S41)

と砥石 (S42~ S 45)がある。鉄製品は釘 (127~I 31) と鍬先 (I32) およぴ鍋 (I33)が

ある。

3層の遺物には土師器、瓦器、備前焼、須恵器、青磁、白磁、瓦、土錘、円板状土製品、石
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製品、鉄製品、銀製品、木製品、動物遺体、植物遺体などがある。

士師器には皿 (1306-1308) と小皿 (1311-1315)、そして鍋 (1317・1318・1324)などがあ

る小皿の1315は底部が凹むものである。 1316は杯か盤のようなものの脚と考えられる。土師器

鍋は口緑部が「く」字状に開くもの (1317)と、「く」字状に開いた口緑部内面に一対の穴が穿

たれた耳が付くもの(1318)、そしてほぽ垂直に立上る口緑部で、その端部を内外に拡張したも

の (1324) とがある。
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3 平安時代後期～宅町時代
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瓦器には鍋 (1319-1323) と釜 (1325-1327)がある。鍋は口緑部が「く」字状に開くもの

(1319・1321・1322) と、口緑部が内湾ぎみに立上るもの (1323)がある。釜は口緑部が短く

立上り、胴部には鍔がめぐる。

備前焼には皿 (1309・1310)、壺 (1328・1329)、甕 (1330-1333)、揉鉢 (1334-1337)があ

る。 1328は小壺で、胴部の径が大きい割に器高は低い。 1329はやや外反する口縁部をもち端部

は小さな玉縁状をなしている。 1331-1333の甕は、いずれも口緑端部を幅広く折り曲げ、玉緑

としている。 1334は小形の揺鉢で、口緑端部は平坦面をもつだけである。 1337は口緑端部を上
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方へほぼ垂直に拡張しており、その外面には横ナデによる凹凸がめぐる。また体部の内外も横

ナデによる凹凸が著しい。 1338-1340は東播系須恵器のこね鉢である。 1341・1342は瓦で、凸

面に格子目のタタキをもつ平瓦 (1342) と、凸面無文の丸瓦 (1341)がある。

土錘は細長い円柱状のもの (C100-C 102) と、太い円柱状のもの (C103)、そろばん玉状

の中央に穴を穿ち、その上下端を結ぷ溝を施すもの (C104)、そして一端は欠けているが棒状

の両端に穴を穿つもの (C105)がある。

円板状土製品 (C106-C 109)は、土器片を転用したもので、大きさは各種認められる。
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1360 

3 乎安時代後期～室町時代

石製品には石鏃 (S46) と砥石

(S47・S48)がある。S47は小

形で方柱状を呈する。 S48はやや

大きく、断面三角形を呈する。

鉄製品には釘 (I34・I 35) と

鍬先 (I36)がある。銅製品 (B

7)は、細い銅線を輪にしたもの

であるが、用途は不明である。

木製品は下駄(W91)、草覆状木

製品 (W94・W95)、椀 (W96・W

98・WIOO・WIOI・Wl02・W105・ 

W107・W109・W116)、箸状木製

品(Wll7・Wll9)、円形板(W52・

W54・W56・W58・W59)、杓子状

ヽ
J

2

3
 

ー

（
c

物遺土出2
 

II c
 

0~ 
1

5

2
 

し
R
0
-
[

_

6
 
5
 

0
R
C
l。
釦

木製品 (W120-W122)、刀形木製品 (Wl24)_、毬杖 (W

127)、毬 (Wl28・Wl29)、柄 (W69)、折敷の脚 (W

73)、ヘラ (W81)とともに札状木製品、加工材、建築材

などが出土した。その他に、溝122内から出土した遺物を

図示しておく。これは断面観察用の土手等から出土した

もので、土師器、瓦器、青磁、白磁、土錘、円板状土製

品などがある。 1343-1346は士師器の小皿である。 1351

は寵である。 1347-1350は備前焼の揺鉢で、 1347は口緑

上端部に凹線がめぐる。

青磁には皿 (1352) と椀 (1358・1359・1362)がある。白磁は皿 (1357)、椀 (1354、1356、

1360)、小壺の蓋 (1353)、四耳壺 (1361)がある。 1355は中国製の白磁の杯である。

土錘 (CllO・Clll)は中央がややふくらむ円柱状を呈する。円板状土製品 (Cll2)は土器

片を転用したものである。

東西に流走する溝122は、 1983年度調査区ではさらに東に延ぴていたことは確実であるが、す

でに低水路工事によって掘削されていた。また北側も現代の用水路がほぼ溝122に沿って流れて

いるため端は削られている。規模は現存幅が6m内外、深さ2.3m内外を測る。壁の立ち上がり

はやや綬やかで、底から lmほど上で一担平坦部を形成する。底部はほぽ平坦であるが、溝125

との合流地点には楕円形の土壊が穿たれている。この土槙は東西に長く、溝125側は侵食されて
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I. 灰褐色砂質土（表土） 5. 灰色微砂粘質土 9. 暗灰色粘土
2. マンガン・鉄分沈着層 6. 灰色微砂粘質土 10. 暗灰色粘土
3. 灰茶色土 7. 暗灰色粘質土 II. 暗灰色粘土（黄白色粘土含む）

4. 灰茶褐色土 8. 灰褐色微砂粘土

8. 暗灰褐色粘質土（貝含む）

9. 暗灰色微砂粘質土（貝を含む）

10. 灰白色砂（貝を含む）

I. 明灰褐色砂質土 5. 灰白褐色粘質土 II. 暗灰色砂質土（貝を含む）

2. 灰褐色土 6. 灰褐色粘質土 12. 灰褐色砂質土

3. 灰褐色粘質土 7. 貝層 13. 灰黄色砂

4. 暗灰褐色粘質土

幽 東端

ベ 5. 暗灰色土

6. 暗灰褐色砂質土

7. 仄褐色粘土

8. 褐色土
D 2● 一 I. 表土 3. 灰貢褐色砂質土

2. 鉄分・マンガン層 4. 灰色土

9. 灰褐色土（貝を含む）

10. 灰苓褐色粘土

第357図 溝122 (1/200• 1/80) 
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3 平安時代後期～室町時代

こ~ :~-,".:\

◎ 63·~ \\~:ll 
ロー(t

1366 

爪68/~ ニ ＠ 三
く'¥1369 

~ ニJ 1373 

~"'--J.::::2ノ
¥] ぷ¥1375 

沙3
1372 13 

/ ヽ丁—,- ~、 ― 

□ _ 1376 
（（ 
＼ーニ「 f 

1378 V ― ー・一ーロぃ1381 1379 ―. : ~;' 

~~,,., <1383r?, .. ~~ 之口〗、/
1380 

ヽゞ'A

r~、てパ――
・..、..... ,、

壽応-...._~,--•/ 
j) 

｀ヽ 1387

1386 

0 10cm 

第358図 溝122上層・中層・貝層出土遺物

いたが、溝125の水が注ぎ込んだことによって出来上がったものではなく、溝を掘削した当初か

ら、何らかの施設として作られていた可能性が強い。そして溝122底部に廃棄された貝殻も土塘

内に連続して認められる場所があり、出土土器も差がないことから、埋没も同時に進行してい

たと推定される。なお土壌の周辺には杭が数本認められた。
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1983年度調査区の19-21R・S区ても、 溝内の埋土は大きく 3層に区分することができる。

D-D'の断面で言えば、第3層の上面で溝を検出しており、第3・4層が上層、第 5-9層が

中層、そして第10層が下層となる。さらにその中には北側から廃棄が進行したと考えられる状

況で貝層が形成されている。貝層の貝はハイガイとヤマトシジミが主体をなす。埋土中には石

が多く認められるが、上層には少なく、中・下層に多い。

遺物は上・中層には少なく 下層になると多くの士器や木器をはじめ獣骨、 植物遺体などが

出土した。

上層の遺物としては、土師器、 備前焼、J:.製品、鉄製品、 銅製品が認められる。土師器には

椀 (1363・1364)などがある。土製品には土製円板 (C113) と士錘 (Cll4・Cll5)がある。

土錘は円柱状のもの (C114)と、円形の中央に穴を貫通させ、その両端を浅い溝で結んでいる

もの (C115) とがある。

鉄製品にはわじりのある釘 (I39) と不明鉄製品 (I38・ I 40)がある。銅製品 (BB)は細

長い板の上面に花弁模様が打ち出されており、 飾り金具と考えられる。

中層の遺物には、土師器、瓦器、 備前焼、土製品、 鉄製品、 木製品などがある。 1366は土師

器の鍋で、内面は細かなハケ目、外面は荒いハケ目が施される。 1367は備前焼の壺で口縁端部

は玉緑となる。

土製品には有頭状±製品 (C116) と土錘 (C117)がある。
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3 平安時代後期～室町時代

鉄製品は釘 (I41) と不明鉄製品 (I42)がある。

貝層出土の遺物には、須恵器、土師器、瓦器、備前焼などが出土している。須恵器には甕(1368)

と椀 (1369)がある。

土師器は椀 (1370)、皿 (1371・1372)、小皿 (1374・1375)、鍋 (1377-1379)がある。土師

器の鍋はいずれも口緑が「く」字状になるもので、その端部は丸くおさめている。外面には煤

の付治が著しい。

瓦器には鍋 (1380・1381) と釜 (1376)がある。 1380は口縁部が「く」字状に外反し、端部

はやや肥厚する。 1376は肩から口緑部にむかって急激にすぽまり、短く立上る口緑部がつく。

1373は瓦器椀で、 断面三角形の高台がつく。内面には不規則な暗文が施される。

備前焼には壺 (1382)、甕 (1383・1384)、揺鉢 (1385-1387)がある。甕には口緑部の玉緑

が丸いもの (1383) と幅の広いもの (1384) とがある。揺鉢も口縁端部がわずかに上下へ拡張

されるもの (1385) と、上方への拡張が著しいもの (1386・1387) とがある。

下層からは須恵器、土師器、瓦器、須恵器、 備前焼、常滑焼、 青磁、白磁、瓦、土製品、鉄

製品、木製品、動物遺体、植物遺体などが出土した。須恵器には碁石状のつまみをもつ杯蓋

(1388)、椀 (1392)、杯 (1389・1390)、壺 (1393)などがある。

土師器は椀 (1391・1405・1406・1408-1410)、皿 (1395・1396)、小皿 (1399-1403)、鍋 (1417・

1430-1434)などがある。椀には島い高台をもつもの(1410)と断面三角形状の低いもの(1405・

1406・1409)がある。

瓦器には釜 (1411)、鍋 (1412・1415・1416・1420-1429・1435)がある。 1411は短く立上る

ロ縁部がつくもので外面は細いハケ目、内面には指頭圧痕が見られる。 1415と1416は口縁端部

を外方へ拡張している。 1412・1421は口緑部を「く」字状に外反させたもので、内外面にハケ

目が残る。 1422-1429は口縁部が内湾ぎみに立上り、端部は平坦に仕上げている。

備前焼は壺 (1437-1439) と甕 (1440-1444) と襦鉢 (1445-1454)がある。甕はいずれも

口緑端を折り曲げて玉緑 としている。揺鉢は口縁端部の形状に各種のものが見ら れる。

1445-1447は口緑端部をわずかに上下につまみ出し、その端面は平坦に仕上げている。

1448-1451は口縁部の上方への拡張が著しいが、端部は尖りぎみにおさめている。 1452・1453・

1454も同じく上方への拡張が著しいが、端部は面をもっている。

1455-1458は東播系須恵器のこね鉢である。

1459は常滑焼の甕である。

1460-1462は瓦てある。 1461は軒平瓦で、唐草文が見られる。 1462は平瓦で、凹面は布目が、

凸面には格子Hが認められる。

土製品には円板状土製品 (Cll8・Cll9) と土錘 lC 120-C 125)がある。円板状土製品は

-297-



第3章第2節遺構 ・遺物

〗g丁
g

---← ====::::::: 
1388 

f=ゴ＝
1389 

¥-:....___ J =fl 
1390 

~ 1391 

＼ ヒーク ＼＿ ヒー~ '-- bゴ
.;:;~ 1399 -・: 斧,:.;、 1400Jx¥、浮 ・:・, 冷::, 140 

、●.... . ,, 

：ゞ／ ・；,, 北•．速，；
f.:... . •"'·. 
＂ 

-ヽ・
ぶ：-'.~~; ・~--' ぐ, ,.!, ・ゞ"・ . ...-. / 
:':;.:_; . 

＿ヒニジ？
1395 

＼ 三＝
匹r1396 
紐

~ 

三~7~✓：苔 1408

ド
.. -. ;r . .,, 
妥 _-J "'=-==斗 二

1409 

三

t
／ 

□

―̀こ
／こ
い
：

□

：□

口
[

2
 ゜
4
 言[〗}

'tご疇亨t
し'~t□~-—<

□ ~~~i --f 

＼
 
f
 ，

 

炉
[

1422 

第360図 溝122下層出土遺物 〔1〕

-298-



3 平安時代後期～室町時代

〗 し！ 、`、コ

［一 戸 〗 ''#.¥ 1426 

1425 I'f';, •°:'..J 
1427 

＼ ロ
1429 ~ --r 4, ,.,, 
~ f7k 
ぃ □ ニ

1432 --- 14~ 'ーロ

1437 ロ ［こ
> ,M, t~,«z 

0 10cm 一第361図 溝122下層出土遺物 (2〕

-299-



第3章 第2節 遺構 ・遺物

二 :1443 
~~~~,m t 
ロ
鼻--・. .、7ァ"-

□ J¥ 

¥
 

口 0 IOtm ― 
第362図溝122下層出土遺物 〔3〕

-300ー



• ー・.、`．．．．  

／ 
＿ ．． 

.,-•• -~· ロ・~て・：； ― 

・＇ -•,; — 
．．滸 I み,·~-: •l. : 
.,,<_.¥, • I 

.. 1,,¥, .. , .-.-,!, ··• 

.---- .')if~ 、.. 
一~・＇.... ___— 

1453 

',. 

3 平安時代後期～宅町時代

" ＾ぷ~-.... ,,., ......'., 、,.ゞ＇ 髯ヽ ｀•~)三,:、.ゞ、>, /-~ 
:;・;;i. _.;,: 、ヽ＼、

瓢〗( '>~i. <2, ーえ
'!, ~59 

'/-_ _:__ _ _ _ -,-~Ocm 二二二二j 1462 
第363図溝122下層出土遺物 〔4〕

-301-



第3章第2節遺構・遺物

0-0 0 t) 0-n~Cl24 0 ⑤ 'i 

~ 
に二〕 Cl20 Cl21 0 ◎ Cl23 

Cl22 
Cl 19 

Cll8 ~cm ロ

, 0ロC 125 
J)•~- r¥ 

亡 0 !itlll 一 147 
T―・: ••. T 

第364図溝122下層出土遺物 (5)

いずれも土器片を利用したもので、大きさ、厚さともにパラエティがある。土錘は両端が少し

細くなる円柱状のもの (C123) と、中央が太くなるもの (C120~ C 122)、そして楕円形状の

周囲に溝が穿たれるもの (C125)などがある。鉄製品には釘 (I43・I 44)などがある。

以上の遺物は7世紀代から16世紀代に属するものであるが、量的に多いのは15世紀代である。

溝122と溝125の合流地点の溝122底部にある凹地からも遺物が出土した。 遺物は土師器、瓦

器、備前焼、磁器、木製品、動物遺体、植物遺体などが認められた。土師器には皿(1463)、小

皿 (1464~1468)、鍋 (1473・1474)がある。皿、小皿のうち1466は底部中央を凹ませている

が、その他は平坦で、糸切りである。鍋は口緑端部を内外に拡張するものである。

備前焼には壺 (1475・1476)と甕 (1477~ 1480)そして襦鉢 (1481~ 1485)がある。 1476は

口緑端部を折り曲げて玉緑としている。屑部にはクシ状工具による波状文が2段めぐる。甕に

は口縁部がやや外反ぎみに立上り、端部を少し外方へ折り曲げただけのもの (1477) と、口縁

端部を折り曲けて玉緑としたもの (1478~1480)がある。播鉢も口縁部の形態に各種のものが

認められる。
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第366図溝122凹地出土遺物 〔2〕

1481と1483は口緑

端部をわずかに拡張

し、 1482・1484・1485

は上方への拡張が著

しい。

1486と1487は乎瓦

である。いずれも凹

面は布目であるが、

凸面は1486が縄目、

1487は格子目である。

凹地内の遺物が示

す時期は、 12世紀代

から15世紀代である

が、 15世紀代のもの

が最も多い。合流点

の溝122内から出土

した遺物として須恵

器、土師器、瓦器、

備前焼、常滑焼、磁

器、瓦、土製品、石

製品、鉄製品、木製

品などがある。

1488~1492は須恵器

の杯で、 1488以外は

高台がつく。土師器

には椀、皿、小皿、

鍋などがある。瓦器

は鍋や釜がある。 1514は釜の胴部で、外面上半はハケ目、下半は指頭圧痕、内面にはハケ目が

認められる。 1515は火鉢と考えられる。1516は亀山焼の甕で、外面は格子目のタタキとハケ目、

内面はハケ目で調整している。

備前焼には壺 (1517-1519)、甕 (1520・1521)、描鉢 (1522-1526)がある。1517は屑部に

クシ状工具による波状文がめぐる。
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第369図溝122出土遺物 〔3)

50)、砥石 (S51)がある。

鉄製品は釘 (I48-I 49)と用途不明品 (I50)である。

-306一

1528と1529は平瓦で、いずれも

凹面は布目、凸面には格子目のタ

タキが認められる。

土製品には土器片利用の円板

(C 126-C 128) と土錘 (C

129-Cl38)、そして用途不明品

(C 139)がある。

石製品は硯 (S49)、石鏃 (S

（平井勝）
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溝123(第371-374・377-382図、図版133・134)

1985年度調査区の16・17S-AA区で検出された大溝で、溝122と溝124を直角に結び南北方

向に流走する。溝の規模はG-G'間で幅6.35m・深さ1.15m、K-K'で幅7.8m・深さ1.3mを

測る。

-307-



第3章第2節
還構・還物
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6蜘 ― -G.

4. 淡灰褐色粘質土

5. 淡灰掲色粘質土

6. 灰黒色粘土

I. 淡黄灰色粘質土 7. 淡青灰色粘土
2. 橘色粘質土 8. 暗灰色粘土

3. 明灰色砂質土 9. 暗灰色粘土

世 —H H' 

4. 灰黄色砂質土

5. 灰黒色粘土

6. 灰白色粘土

7. 灰白色粘土

I. 灰白色土 8. 灰青砂混り粘土

2. 灰褐色砂質土 9. 黄灰色砂

3. 暗灰色粘質土 10. 灰青色粘土混り砂

1幽

~
 
J
 

J
 

I. 灰色土

2. 淡灰褐色砂質土

3. 灰色粘土

4. 暗灰色砂質土

5. 灰白褐色砂質土

6. 灰白色粘土

7. 灰白色粘土

8. 灰黒色徴砂粘土

9. 灰青色粘土

k匹
K' 

0 2m ー 、ー ーr _____,,, s. 灰色粘質土
6. 明灰色粘質土

I. 灰褐色粘質砂 3. 灰色粘質土 7. 暗灰色粘土
2. 明灰色粘質土 4. 明灰色粘質土 8. 暗灰色細砂混り粘土

第372図溝123(1/80) (2〕
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溝は基本的に中央が深く｀壁はやや緩やかに立ち上がり、途中で一坦広い乎坦部を形成した

後短く立ち上がる。底部は17T区で南側が一段低くなり、さらに16・17W区で一段低くな りす

ぐ南側で大きな土墳が穿たれるものの、 断面の形状は平坦である。なお底部のレペルは南に向

かって低くなっている。

埋土は大きく 3層に分けられ、G-G'でいえば第 1層が1層、第2-7層が2層、第8・9
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第374図溝1231層・ 2層.3層出土遺物 〔2〕

層が3層となり、 K-K'でいえば第 1層が1層、第2-6層が2層、第 7・8層が3層とな

る。埋土中の遺物は溝122に比較して少なくなるが、 遺物に占める木器の割合は高くなる。また

162区で石の廃棄がわずかに認められるものの、その量は少なく、さらに貝塚にいたってはま

ったく認められなかった。

遺物は、 1層では土器片がわずかであるが、 2・3層でやや多くなり、特に木器は 3層で多

く出土した。

1層の遺物としては土師器、土製品がある。土師器は小皿 (1535)以外にも鍋などの小片が

認められる。土製品には土錘 (C140) と土製円板 (Cl41)がある。

2層では須恵器、土師器、瓦器、備前焼、土製品などが出土した。須恵器 (1536)は甕のロ

縁部で、胴部内面にタタキが残る。土師器には小皿 (1537-1544)などがある。小皿では1537

がやや器高が高いものの、その他は低い。 1545は瓦器の土瓶注口部である。 1546は備前焼の甕、

1547は同じく 播鉢である。

土製品は円柱状の土錘 (C142-C 145) と、土器片を転用した円板 (C146)がある。

3層では土師器、須恵器、備前焼、磁器、土製品、木製品、動物遺体、植物遺体などが出土

した。土師器には皿と小皿がある。そのうち1553-1560は一括で出土したもので、皿

(1553-1558)はいずれも同じクセをもち、同一人物による製作を思わせる。

なお1561-1564は溝123内から出士した士師器である，

木製品は卒塔婆 (W42・W47・W51) をはじめ、加工材などが多く出tした。 （平井勝）

溝124(第375・376・378-380・382図、図版135)

1985年度調査区の15-17AA・BB区で検出した大溝で、 東西に流走し、 16AA区で北側に

溝123が取り付く 。北側を平行して流走する溝122との距離は、溝の中心間で90mを測る。

溝124は溝123の取付部から東が幅8.3mと、広く掘削されているのに対し、西側が一坦やや狭
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壁の立ち上がりはやや綬やかで、途中で一坦広い平坦部を形成する。底部は溝123の取り付き

部付近は平坦であるが、東西両端は不整形な落ち込みが認められる。しかしこれが溝の構造と

関わる何らかの施設として掘られたものであるか否かについては不明である。

埋土は、溝124を踏襲して東西に流れていた近・現代溝の埋土である第 1・2層を別にして、

大きく 3層に分けられる。 1層は第 3層が相当し、 2層はL-L'でいえば第4-6層、西端断面

では第 7-9層が、 3層はL-L'では第8・9層、西端断面では第10・11層となる。埋上中の

遺物は少なく、また、石などの廃棄物もほとんど認められなかった。

遺物はどの層もわずかであった。 1566は須恵器の杯で底部外面に墨書がある。半分を欠いて

いるため判読は困難であるが、「北」の可能性が強い。 1層から出土した1567は須恵器の硯脚部

であろう。その他土師器皿、備前焼襦鉢などがある。3層では備前焼襦鉢などが出土した。

溝122・123・124は一体性をもって掘削されたものである。出土した土器は奈良時代から16世

紀にいたる長い時間幅をもつものの、その多くは14-16世紀に属する。これらの遺物や石ある

いは貝が大量に廃棄されるのは、少なくとも溝が機能していた時期ではないと考えられること

-313-



第3章 第2節 遺構 ・遺物

咄
天

定
[~

゜

ミ
蒻
・
f-―
皿

W39 

0 10cm 
~ r-==i~ 

W41 

n
-lJ四

代
石
｀R
 
LJ圏
圏

n
↓_＇ し

W43 

---
□

U
―

四

5
 
4
 

パ
ロ
ロ＞
w

ロ
ロ
旦
圏
圏
顧
卸
囮
功
口
口

禅
門
五
七
B
追

善

佛

果

口
道
我
等

興
圏
ロ
ロ
ロ
ロ
法
界
衆
牛
平
等

パ
お3
9叶

“u
-

叫

奇`

1
可
、
乱
る

毎
固
口
口
園
口
人
口
□

口

撫
□

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

48w
 

：

い

り
げ
じ
沙一

〔
道
〕

釈
迦
如
来
久
遠
成
道
為
首
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

欠
以

圏
固
困
国

↓
念
心
中
圏
圏
圏
圏
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

a
ri
いこ
ー閲

i
g
永

正

五

年

〔

処

〕

ロ

・
刃
し
奉
＂
項

大

穀

若

経

十

六

菩

神

E
守
護
同
日

正
月
吉

n

呻

‘
i
r哭
店
霜
．
喝
負
念
4t?]
-

右

志

者

50

到

d
吐

.
-
q
w
 

；t
;屯
一

囲
門
二
七
固
園
圏

51w
 

トは
・;

9
,
J
V
-

ロ— → W47 0 庫•

第377図溝122• 123出土遺物 (1)(1/4)・(1/ 8) 

-314-



3 平安時代後期～室町時代

W52 
W53 

岬 附II 情¥i!M,1¥111¥lllil¥¥l¥11鼎111¥ill ,.,,,,,,,,,11•,11111,11111鼻

W54 W55 W56 

□ uoo い、'""~彎層嶋-「;,r"―~ 仁 1,1□-~ 
/.,, 111・d "らふ lllllllllllli/11111111111111111 

W57 W58 W59 W60 

一

二 。： 第'.78



第3章第2節遺構 ・遺物

，
 

7
 
W

,
 

＂ 

＇ 

．．
 

c
 。

E
》

＇ 

＼
 

8
 
7
 
w
 

7

ー

9

0

-.

7
 

.
w
 

'

u

)
 

-

,

¥

L

.

B
 

物遺

叩

土

6

碑

316

W

ド
ー
L
いし
9,

．
w

□

い
い
い
い
い
い
い
5[

1
．
 

凸．

22

-

h
り
＼
．．
 

ー溝

旦
．
g

2
 
8
 
w

図

n
月
日
日
］
『
79印

5
 
7
 
w
 

8
 
w
 

呻
ニ
―

m

fl

/:ovw7 





第3章第2節遺構・遺物

▽ 

~ 

O' 
~ ;1 

, W98 

c 
▽
¥
 

二'.,~

a~~ 
ヽ' <-

J 
上・`

'-.'. — イ。4

~5 

□ 口
＼ 

Wl07 

二〗二=i'.。8
WIOI 

ロニロニ第38 1 図 溝122• 123出土遺物〔5〕

口

しーに二)
WI 12 

［二
W113 

T一亡二＼
WI 14 

［ーエニ〗
WI 15 

r =十二〖
WI 16 

，はい "“
 

，
 

8

1
 

1

W

 

w
 

辿
T

-
ー

ー

'J"

7
 w
 

E
I

I

●

-
i
 

D IOc■ 
~ 

-318-
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から、溝を掘削し、機能していたのはもう少し古くなるであろう。しかし、その時期を求める

には、あまりにも遺物の示す時間幅が大き いことから明確にはし得ない。したがってここでは

溝の埋没とそこへの遺物の廃棄が頻繁に行われた時期が室町時代から戦国時代にかけてのこと

としておく。なお溝122では多少北側にずれているが、溝124では近世・現代まで踏聾している。
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ご Wl32 

O 10cm 

第383図 溝122• 123出土遺物 (7〕

（乎井勝）

溝125(第384-388図、図版136・137)

1983年度調査区の20・21S・T区で検出した溝である。 東西に流走する溝122の20S区付近の

南側に取り付き、南東方向に流走する。 溝122に取り付く 場所には、 溝に値行して杭列が認めら

れ、堰があったものと考えられる。 溝の規模は F-F'で幅1.3m、深さ0.7mを測る。 埋土は

3層に分けられ、遺物は下になるほど多く含まれていた。 溝122に取り付く場所には貝塚が形成

され、礫や土器も 多く認められた。

遺物としては須恵器、土師器、瓦器、 備前焼、亀山焼、青磁、白磁、瓦、土製品、木製品、

石製品、 鉄製品、 動物遺体、植物遺体などが出土した。

須恵器 (1572-1576・1626)には杯 (1572-1574)、こね鉢 (1575)、椀 (1576)、東播系こね

鉢 (1626)がある。 杯は高台が付き、器高の高いもの (1572・1573) と、麻台のない低いもの

(1574) とがある。 1576は底部が糸切りである。 1575はこね鉢の底部で、底面には全面に刺突

・v・ 匹

南東端

I. 鉄分 ・マンガン層

2. 灰茶褐色土

3. 灰茶色土
0 2m 4, 黄茶褐色土

5. 暗灰色粘質土

第384図溝125(1/80) 
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3 平安時代後期～室町時代

が施されている。

土師器には椀 (1577-1580)、皿 (1581-1583・1585・1587・1588・1589)、小皿 (1584・1586・

1590・1591-1594)、鍋 (1598・1599・1604)、甕 (1597)がある。椀には高い高台が付くもの

(1578) と低い高台のもの (1579・1580)、そして高台のないもの (1577) とがある。皿は底部

に糸切り痕を残すものが多い。鍋は各種認められる。 1604は口縁部を外方へ拡張し、上端面に

幅広い凹部をつくる。外面は指頭圧痕が残り、内面はハケ目で調整している。

1598・1599は鍋の脚部である。 1597は甕で、強く外反した口縁部の端をさらに上方へ拡張し

ている。

1600はカマドの前面下端部である。

瓦器には鍋 (1601・1605-1613) と釜 (1602・1603)がある。 1605は強く外反させた口縁部

をさらに上方へ折り曲げた鍋である。 1606と1608は釣手穴が穿たれ、いずれもその下に耳状の

火よけが付されている。 1601は浅い鍋の柄である。上面には差し込まれた木製の柄を固定する

目釘穴がある。 1607・1613は口縁部がやや内湾ぎみに立上る鍋で、上端面には凹部がめぐる。

外面には指頭圧痕が、内面にはハケ目が顕著に残る。 1609もやや内湾ぎみに立上る口縁部をも

つ鍋であるが、口緑部が厚くつくられている。 1610と1611は底部からほぼ垂直に立上る胴部を

もち、口縁部がわずかに外反する。口縁部は少し肥厚させ、内面にやや幅広の面をもつ。

備前焼には壺 (1614・1615)、甕 (1616-1619)、揺鉢 (1620-1625)がある。 1614は小壺の

口緑部である。 1615は口縁部が少し肥厚するが、玉縁ではない。肩には沈線がめぐる。 甕のロ

緑部はいずれも玉緑である。襦鉢は口緑端部がわずかに拡張されるもの (1620-1622) と、上

下に拡張が著しいもの (1623-1625) とがある。

亀山焼 (1595・1596)はいずれも甕の口縁部である。

瓦 (1627)は平瓦で、凹面には布目、凸面は格子目のタタキが認められる。

土製品には士錘 (C148-C 156)がある。土錘は円柱状のもの (C148-C 151) と、棒状の

両端に穴を穿つもの (C152-C 154・C 156)、そして楕円形の外周に溝をめぐらすもの (Cl55)

とがある。

石製品には石鍋 (S52) と石帯 (S53)がある。石鍋は滑石製で、細い穴が穿たれている。

石帯は裏面に 2個が対になる穴が認められ、おそらく四限に穿たれていたのであろう。

鉄製品には釘 (152-163) と用途不明品 (I64-I 66)がある。

溝125の時期については、土器で見る限り奈良時代から16世紀まで混在しており、限定するこ

とは困難てある。しかし溝122と同時に機能していたことは明らかであり、また15世紀代の土器

が多いこともこのことを裏付けている。

（平井勝）
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溝126

1983年度調査区の20S区て検出した浅い溝である。北東から南西方面に流走する溝で、埋土

は焼土や炭を含む灰茶黄色土である。

時期は溝125に切られ、溝115を切っているので中世と考えら

~3-~628 

'¥ i~629 

¥ 1 l.3。
0 10cm 

第387図溝125出土遺物(3)

れる。 （平井勝）

溝127• 128 (第389図）

1983年度調査区の20S区で検出した細くて浅い東西方向の溝

である。溝127は西端が北に折れ曲がり井戸141に切られ、東端

は南側を平行して流走する溝128と接して終わる。埋土は焼土や

炭を含む灰茶黄色土で、遺物は全く出土しなかった。

時期は検出面およぴ埋土から中世と考えられる。 （平井勝）
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3 平安時代後期～室町時代
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溝129・130(第389・390図）

1983年度調査区の19-21S・T区で検出された「万状に折れ曲がる浅い溝であ

る。東西方刷の溝129は西端が19S区で終り、東端は溝125に切られているため、

全体が南に曲がるものか、さらに東へ延ぴる溝に南北方向の溝131が取り付くのか

は明確にし得ない。

埋土は焼土や炭を含む灰苓黄色土である。遺物は土器の細片がわずかと、鉄釘

が出土した。時期は中世であるが、溝125より古い。

溝131(第391図、図版138)

1985年度調査区の17・18X-Z区で検出した南北に流走する浅い溝で、溝129を

（平井勝）

切っている。幅37cm、深さ 4cmを測る。

埋土は暗灰黄砂質土で、土器の細片をわずかに含む。

時期は土器の細片から中世と考えられる。

-325-
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溝132(第392-394図、図版138)

1985年度調査区の17・18T-Z区で検出した溝で、南北

に流走し172区の南端で東に折れ曲がると推定される。溝

133・134との関係は、 溝134を切っているが、南端は溝133

に切られている。規模は幅115cm・深さ21cmを測る。壁の立

ち上がりは急斜で、底部は乎坦である。

遺物は土師器皿 (1631)・備前焼の壺 (1632)・甕 (1633)

などとともに石鏃 (S54)が 1点出土した。

時期は室町時代と考えられる。 （平井勝）

溝133(第392・393・395図、図版138)

1985年度調査区の17・18W-Z区で検出した南北方向の

溝で、南端は東に折れ曲がるものと考えられる。規模は幅

110cm・深さ15cmを測る。壁は急斜に立ち上がり、底部は平

坦である。埋土中には焼土を含み、また石も廃棄されてい

た。 遺物は須恵器の甕 (1634)、鉄釘 (I68)などが出土し

た。

時期は中世と考えられるが、 溝132より新しい。

（平井勝）

溝134(第392・393図、図版138)

1985年度調査区の172区で検出した溝で、南北方向から

東西方向にほぼ直角に折れ曲がるコーナ一部である。規模

は幅100cm・深さ19cmを測る。 遺物は土器の細片がわずかに

出土した。時期は中世と考えられるが、 溝132・133に切ら

れており、それらより古い。 （平井勝）

0 2m 

第392図 溝132・溝133・溝134
(1/80) 〔1〕
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土壕207{第396図、図版115)

IOK区の中央に位置する大形の土環である。平面形は、長

辺285cm、短辺210cm程度の方形に、 190cmの舌状部分が付い

た、かなり不整形な形をなす。深さは20cmを測り、壌壁は45

の傾斜をもつ。底面はほぼ乎坦であるが、小さな凹凸が多く

みられる。壊内堆積土は 6層に分けられる。このうち、最下

層の第6層は均質な厚さで底面一面に堆積していて、やはり上

面には小さな凹凸が多くみられる。土は暗灰色粘質土で他の

5層が砂質土であるのとは対称的である。このようなことか

ら、第6層はこの土壌の掘穿時か、土壊本来の機能が生きて

いる間に堆積したものと考えられる。第5層から第 1層まで

は順序よい堆積をなし、最初は、土壌の南半側から土砂が壊

内に流入していったことを想像させる。第 3層と第 4層には

焼土塊や炭粒が含まれ、また第5層にも炭粒が点々とあり、

集落の存続中に埋められていったことが知られる。その機能

については明確ではないが、位置的には、北に隣接する池101

との関係が意識される。やはり水を溜めていた可能性がある

のではなかろうか。

出土遺物は種類が豊富で、土器・鉄器・銭貨それに石英(T)
§ 

ヨ
6 小石がある。土器には土師器・須恵器 ・掏器・磁器・染付が

みられ、鉄器は釘、銭貨は「洪武通賓」（初鋳1368年）であ

る。これらの遺物の示す年代は江戸時代と考えられ、この土

墳の年代はそれとほぼ同じかやや古い程度であろう。

（岡本）

土壕208(第397図）

llL区の西半に位置する長方形の土壊である。長さ97cm、

幅66cm、深さ28cmを測る。底面はほぽ平坦で、墳壁も垂直に

近く、断面は箱形となる。埋土は 3層に分けられる。第 2層・
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第3層ともに水平に堆積し、土砂が自然に流入して堆積

したものとは考えにくい。とくに第3層は黄色や暗灰色

粘土のプロックが含まれ、人為的に敷かれたようである。

出土遺物は土器と土錘である。土器片は多くあり、土師

器・須恵器・瓦器・染付．掏器と種類豊富である。これ

らの遺物から判断して、この土壊の年代は江戸時代と考

えられる。 （岡本）
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ーロ
110cm 

,.j 

I. 灰色細砂

2. 灰色粘性微砂

3. 黄色・暗灰色粘土斑灰色粘性微砂

第397図土壕208(1/30) 



第3章第2節遺構・遺物

池101(第398~400図、図版139・140)

この遺構は、調査区lOJ~K区に位

置する大形の土壕である。平面形態は

不整方形を呈し、長辺約7m、短辺約6.

3mを測る。遺構の北東部の菱形を呈す

る長辺約5.7m、短辺約4.7mの部分は

80cmほどの深さをもち、その底面の一

部3.5X2mの範囲は、さらに20~25cm

落ち込んでいる。菱形部分の南側と西

側の肩部は、幅約1.5m、深さ約30cmの

テラス状を呈している。また｀北西の

閲には径約1.7mではぽ円形の井戸状

の窪み（深さ約80cm)があり、この部

分の西屑部から落ち込むように、 t壊

I. 灰色粘性質土

2. 青灰色粘性砂質土

3. 暗灰色粘土

4. /Ji. 色粘質土（灰白色・黒灰色粘土塊含む）
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4 江戸時代
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第3章第2節遺構・遺物
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第400図池101出土遺物 (3)

のほぼ中間レペルで小規模な貝（マガキ）の集積が認められている。埋土層が4層に大別され

るが、その状況は中央に向かってゆるやかに低い自然堆積を示している。

遺物は、おもに第2層以下から、土師器、染付椀 ・皿などの磁器、 亀山焼 ・備前焼などの陶

器、そして椀・櫛 ・下駄などの木器が出土しているが、はかにも弥生土器や土師器の細片や奈

良時代の須恵器片（各50片以上）や青磁片・常滑焼片などもある。以上の土器のうち、染付や

備前焼のほ鉢1652・1654などが廃絶に近い時期を示し、 17世紀中頃～後半と思われる。

この遺構は、土の採取跡あるいは灌漑用の溜池などが考えられるが、壁面で観察される土は

白灰色～暗灰色の砂質土であり、前者の場合は、とくにこの地点でしか採取できない土のよう

にも思えず、後者の可能性が強い。 （柳瀬）
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5 遺構に伴わない遺物

5 遺構に伴わない遺物

埴輪 （第401・402図）

輪の破片が出土しているのは、近現

代の攪乱・暗渠、調査区北端の中世～現

代溝等である。大形の破片は少なく、

とくに中世～現代溝から出土した資料

は全体に摩滅が著しい。これらの埴輪

は本調査区の西120mに位置する丘陵

の上にかつて所在していた古墳に伴う

ものと考えられ、丘陵斜面等に転落し

ていた埴輪が暗渠に使用する石材とと

爪
い
口
固6

 
5
 
6
 

＼

ー

$4‘e 
0 10cm 一第401図遺構に伴わない遺物〔 1〕（埴輪）

もに搬入されたり、下流側にあたる本調壺区に流入したものと考えられる。

米田遺跡のこれまでの発掘調査においても、かなりの量の破片が出土しており、それぞれ報

告がおこなわれている。今回の出土量は 9~15、E~J区でコンテナ約1箱分である。

埴輪は円筒埴輪、朝顔形埴輪、形象埴輪がある。円筒埴輪の外面調整はB種ヨコハケで、基

部はタテハケのみを施すものと、 B種ヨコハケを施すものがある。内面調整はタテハケおよび

ナデである。突帯は突出が大きいものや低平なものがあり、かなりばらついている。透かし孔

はいずれも円形である。基部の径は小さく 19~2lcmを測る。なお、円筒埴綸破片のうち1658、

1665にはヘラ描きの文様が施されている。

朝顔形埴輪は破片点数が少ない。そのうち1670では肩部にも B種ヨコハケが施されている。

1669や円筒埴輪1661などでは赤色顔料が塗布されている。

形象埴輪と判断できるのは1655~1657であり、 1655は家形埴輪の破風部分と思われる。 1657

は円弧をなす本体部分に直線をなして粘土が貼り付けられており、なんらかの形象の基部と思

われる。これ以外に図化できなかったが、家形埴綸の部分かと思われる扁平な破片が出土して

いる。

埴輪片の大部分は黄褐色を呈し、焼成も良好であり容窯焼成と判断してよい。しかしながら

1664は焼成・色調が若干異なっており、赤褐色を呈し黒斑が認められる。 1664と同様な焼成、

色調を示すのは、 1655-1657・1660・1673などであり これらは野焼きによるものと思われる。

このように焼成法から二者に区分できるものの、後者の突帯は低平で、基部の径も前者とほと

んど差異がなく、前者よりも確実に古い様相を示すとは言い難い。吉備では野焼きと脊窯焼成

の埴輪が共に用いられる例も認められるため、両者が同一の古墳に共存していた可能性が考え
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第3章第2節遺構・遺物
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5 遺構に伴わない遺物

られる。別々の古墳に配列されていたものとしても、両者の時期差は小さく、共に川西編年IV

期前半のなかに位置付けられると考えられる。 （宇垣）

S55 

‘、/ S56 

0 5cm 一
I' ― 
' ':  

S57 

＼り~. 口〗,:ロ
0 Sc■ 一第403図遺構に伴わない遺物 〔3〕
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第 1節 中世の遺構について

第4章 考 察

第 1節 中世の遺構について

井戸

米田遺跡で調査し、この報告書で報告される中世の井戸は22基を数える。それ等の井戸につ

いて、形態分類等を行って井戸のまとめに変えたい。井戸の形態分類を行う前に用語について

説明しておきたい。『井戸』は、水を得るための施設全体を言うものであり、「井桁」は、その

井戸の地上部分を示し、「井側」は、井戸の地下部分を示す（註 1)。井戸についてこの様に定

義すると、考古学的には、井桁部分の遺存することはまず考えられぬため、形態分類するとす

れば、井側の分類ということになる。

調査した井側は、木組みのものと、石組みのものがある。木組みの井戸は、いずれも四角形

のもので、多角形のものは検出されていない。木組みの井戸は、四隅に柱を持つものと、持た

ないものがある。四隅に柱を持つものは、井戸135に代表されるもので、柱には穴をあけ、横桟

を渡す。横桟は、井戸の深さに応じて、 2-3段挿入される。横桟の外側には、縦板を一部重

ね合わせながら並べるものである。井戸135の場合は、隅の柱は丸木を使用し、 3個所に穴が見

られる。板の大きさは、縦方向は、ほぼ同じであるが、幅は一定せず不揃いである。形態から

すれば、方形隅柱横桟縦板型と呼ぶものである。

四隅に柱を持たない井戸は、横桟と縦板とで構築されるものがある。井戸131で代表されるも

のは、井戸の掘り方の底面に、方形に組合せた横桟を潰くものである。横桟は、さらに50-60

cm間隔で数段重ねる。横桟の両端は、凹凸、もしくは、直角に切り込まれたもので組み合わせ

ている。この横桟の外側に縦長の板を、一部を重ね合わせながら並べるものである。横桟と横

桟の間には、横桟がずり落ちないように、支柱を挿入する。形態からすれば、方形横桟支柱縦

板型と呼ぶものである。

同じ様に方形横桟支柱縦板型であるが、井戸137に代表されるものは若千の違いを見せてい

る。相違点は、最下段の横桟の位置に見られる。つまり、井戸131では、最下段の横桟が井戸掘

り方の底面に謹かれていたのに対し、井戸137では、底面より20-30cm上ある。この一点を除け

ば、他はまったく同じである。

井戸126では、井戸の底面に横桟を置くものであるが、横桟と横桟の間には支柱の見られぬも
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第 4章考察

のである。形態的には、方形横桟縦板型と呼ばれるものである。

井戸127は、縦板のみで構築された井戸である。この井戸は、四周に板が完存しているもので

あるが、その内側において、柱、横桟と考えられる物はなにも出士しなかった。板が残存する

ものであることを思えば、横桟があれば、同じように残存する可能性は高い。にもかかわらず、

それが存在しないことは、始めから存在していなかったと考えられる。または、埋納する時に、

横桟のみを取り去ったことも考えられるが、それを取り去る意味が無いかぎり、その可能性も

ないものと考えられる。とすれば、この井戸127は、当初から縦板のみで構築されていたと考え

るべきであろう。井戸は、ほぼ同じ幅の板を使用したもので、井戸の埋納に際しては、井戸の

神に対する儀式（註 2) を取り行っている。形態としては、方形縦板型と呼ぶものである。

石組みの井戸には、掘り方の底面に陣木を組むものと、掘り方の底面から石を積むものの二

種類ある。陣木を組むものは、陣木に規制され、底は方形であるが、上面は円形を呈する。陣

木の無い井戸は、底から上面まで円形を呈している。井戸に用いられた石材は、自然石を利用

した乱石積のもので、切り石により面取りをした井戸は検出されていない。石組みの井戸の場

合、井戸の口径に比べて、掘り方の径が大きい。井戸136は、その中にあ＇っても例外であり、掘

り方いっぱいに石を積み上げている。他の石組みの井戸の掘り方が大きいのは、作業の安全性

と仕事の易さからであろう。

木組みの井戸の場合は、井戸127・135は、井側に比べて掘り方が異常に大きい。他の木組み

の井戸は、井側の大きさの倍程度である。しかも、底面は、ほぽ井側の大きさに近くなる傾向

が認められる。特に、井戸137では、底面が2段に掘られており、深い部分は井側の外法とほぼ

一致させて掘っており、側壁の二辺は、掘り方の壁にほぽ密着して作っており、非常に効率的

で合理的な方法であると言えるであろう。

井戸の作られた年代をみると、方形横桟支柱縦板型で、横桟が底面に置かれる井戸131は、平

安時代末頃と考えられる。方形横桟縦板型で、底面に横桟が置かれる井戸126は、平安時代と考

えられる。同じ形態であるが、井戸138は鎌倉時代と考えられる。方形横桟支柱縦板型で、横桟

が底面より上にある井戸130・137は、鎌倉時代と考えられる。方形縦板型の井戸127・129(?) 

も鎌倉時代と考えられる。方形隅柱横桟縦板型の井戸135は、鎌倉時代の後半と考えられる。石

組みの井戸132・133・136・139・141は、いずれも室町時代と考えられる。

このように見てくると、方形横桟支柱縦板型で、井戸の底面に最下段の横桟を置くものが古

く、新しくなるに従い最下段の横桟の位罹が高くなる傾向を見ることができる。隅柱のものは、

鎌倉時代の後半において初めて見られる型である。木組みの井戸の盛期は、鎌倉時代までで、

室町時代の木組みの井戸は発見されていない。

石組みの井戸は、 5甚を調査したが、いずれも室町時代のものである。以上のように、米田
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遺跡で見るかぎり、木組みの井戸が古く、石組みの井戸が新しくなり、室町時代頃にその変化

が認められる。ただし、以上のことは、井戸の埋没の時期から見たものであるため注意を要す

る。つまり、木組みの井戸は、材質が木であることにより耐用年限が短いことが考えられるの

に対し、石組みの井戸は、それが長いことが当然考えられる。そのため、構築された年代は、

石組み井戸の場合は少し古くなる可能性はあるが、全体的な傾向としては、木組みが古く、石

組みが新しい。

註

（註 1) 日色四郎 『日本上代井の研究』 1967年

山本博 『井戸の研究』 綜芸舎 1970年

小都隆 「草戸干軒の井戸」『考古学研究』第26巻第 3号考古学研究会 1979年

井戸の形態の名称については、定まったものがないが、上記のものを参考にした。

（註2) 水野正好「竹筒をのこじた一井とその秘呪」＂店戸千軒』 Na.36 197炉F

水野正好「三宝荒神符と天中の呪句」『草戸千軒』 Na.47 1977年

水野正好「金貴大徳の呪句と埋井の呪儀」『草戸千軒』 Na.58 1978年
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2 大溝

米田遺跡のRラインから南側で、「エ」字状に流走する大溝が検出された。北側を東西方向に

流走する溝122は、延長80mを確認し、東西方向へさらに延びるものと考えられる。溝122の南

側を平行する溝124は、約28mを検出したが、これも調査区外へさらに延ぴることは確実であ

る。この 2本の東西方向の溝を連結するように南北方向に溝123が掘られており、溝122と溝124

との距離は90mを測る。

検出面での幅約7mを測る大溝は、通常見られる断面がV字あるいはU字状を呈するものと

は異なる。溝の上端から少し下がった場所に幅約 Im前後の平坦部を両側に形成し、ここから

底部に向かって掘削が行われているのである。この乎坦部は、削平によって残っていない場所

もあるが、基本的にすべて形成されていたと考えられる。

普通の通水施設には見られない平坦部は、何か特殊な機能、すなわちこの溝の性格の一端を

物語っているように思われる。

米田遺跡の東約 1kmたらずの所には芥子山があり、その南に大多羅町という地名がある。『大

安寺伽藍縁起井流記資財帳』に記された「大邑良葦原」に比定されるところである。さらに米

田遺跡のすぐ西側には岩間という地名があり、これも同じく「石問江」に比定される。これら

の比定が正しいとすれば、米田遺跡と芥子山との間には海が北に向かって細長く人り込み、そ

の周辺には葦原が広がっていたと考えられる。それに加え、調査区に近い場所に船着という字

名があることや、大溝内の貝塚がハイガイで構成されることも根拠の一つになるであろう。

このことから米田遺跡は操山山塊の山裾に形成された海浜の集落であったものと考えられる

が、普通の集落ではなく、港町として栄えたのではあるまいか。しかし、港の状況については

明らかにされているわけではない。ただ、前面に広がる海は、大邑良葦原に見られるように、

遠浅で湿地帯が発達していたものと考えられ、大きな船が集落の近くまで接岸することを困難

にしていた可能性が考えられる。そこで、結論を先に言えば、米田遺跡の大溝は、物資を積ん

だ船を集落の近くまで通す、運河としての機能が考えられる。大溝の両岸に見られる平坦部は

船曳き道ではなかろうか。

もし大溝を用水と考えると、海水を水田に引くような結果となってしまうし、ましてや、大

切な用水に、底ざらえをすることはあっても、大量の貝殻、土器類、礫などの溝を埋めつくす

ゴミの廃棄は理解しがたいのである。

もちろん運河としても解決されなければならない問題は多くある。ただ運河の類例は少なく

これ以上の類推を重ねることはやめ、運河の可能性を指摘するにとどめておく。

最後に運河として利用された時期について述べておく。運河が掘削されたのは、溝115を切っ

-341-



第 4章考察

ていることから、それ以後といえる。溝115は奈良から平安時代の遺物を含むが、最も新しい土

器は10世紀である．

一方運河内に大量に廃棄された遺物は、奈良時代から最も新しいものは江戸時代にかかるも

のまである。しかし多くは、溝122の北側集落から投げ込まれたと考えられる状況で出土した

15・16世紀の遺物である。

したがってこの運河は、 10世紀中頃以後掘削され、 15・16世紀にはその役割を停止していた

ものと考えられる。 （平井勝）
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第 2節 中世米田遺跡の構造と変遷

1983年から1985年の3年間にわたって発掘調査された百間川米田遺跡からは、弥生時代から

江戸時代までの数々の遺構・遺物が検出された。なかでも、中世の建物や井戸・土塘・溝がま

とまって出土し、中世における集落の形態の一例をかいまみせてくれた。ここでは、米田遺跡

における中世集落の構造とその変遷をみることとしたい。

集落の構造と変遷を考えるための基礎作業として、個々の遺構の年代確定が不可欠である。

第9-11図に示された全体図は長期間にわたる集積の結果であり、これをある時間単位に分解

して考察しなければならない。中世米田遺跡では、集落の構造を考えるうえで、その方向性や

地区割りをもっとも視覚的に明瞭にしてくれる、棚列や塀・溝のような施設があまり検出され

なかった。このため、方向性は建物の棟方向から、地区割りは建物や井戸の分布状態から考察

されることとなる。以下、建物の年代比定（編年）について考える。

建物のもつ諸要素のなかで、時代性を示す可能性のあるものとして、柱間の分割方法、棟方

向、柱間の長さがあげられる。これらの諸要素について検討してみたい。

柱間の分割方法については二つの型がみられる。一つは柱間を均等に分割するもので、建物

126や建物138がそうである。これに対して、桁行3間のうち 2間が等しく、他の 1間は長さの

異なる分割をする場合が米田遺跡ではしばしば認められた。たとえば建物132・建物157がそう

である。前者をA型、後者をB型として、米田遺跡で出土遺物から年代の推定可能な建物につ

いて検討してみると、 A型は鎌倉時代とされたものに多く、 B型は室町時代のものが少し多く

みられた。そこで、岡山県内の類例を検討してみると、 A型は鍛治屋遺跡（註1) S B42 (鎌

倉）、園井土井遺跡（註1)No.66建物（室町）、赤野遺跡（註2)建物I(室町）、田治部氏屋敷

址（註3)建物1(室町）、樋本遺跡（註4)建物3(鎌倉）などの例がみられ、 B型は鍛治屋

遺跡SB07 (鎌倉）、園井土井遺跡No.61建物・ No.65建物（室町）、上竹西の坊遺跡（註5)建物

2 (室町）に類例があった。 A型は室町時代のものも多くみられ、年代判定の材料にはならな

いと考えられるが、 B型は鎌倉時代のものもみられるものの、全体的には室町時代に多いよう

に思われる。百問川米田遺跡の建物157はB型ではあるが、他の遺構との関係から鎌倉時代であ

ることは確実とみられるので、 B型の建物は鎌倉時代頃に始まり、室町時代には多くなるもの

と考えておきたい。

建物の棟方向について、それぞれの角度の頻度をみると、 6°30'、 8゚30'、10゚、 12゚30'、14゚の

角度をもつ建物が多い。そこで、今かりに 5・-9゚をA型、 10゚-13゚をB型、 14゚-17゚をC型、 19°

-22゚をD型とする。桁行3間以上の建物について検討すると、出土遺物から室町時代と考えら
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れる建物はほとんどA型で、建物152も4゚とA型に近い。これに対して、 B型の建物はすべて鎌

倉時代のものであり、棟方向が時代を反映していることがわかる。すなわち、 B型はA型に先

行し、鎌倉時代までと考えられ、 A型は鎌倉時代後半から室町時代にかけてとられた方向とみ

られる。ちなみに、奈良時代の建物109は10゚30'、建物110は13゚とB型の範囲にある。

柱間の長さについても頻度を調べると（註6)、165cm、200cm、210cmのものが多く、ついで、

150cm、160cm、180cm、190cm、220cmがかなりみられる。そこで、これについても、 130-175cm

をA型、 176-195cmをB型、 196-225cmをC型、 226-279cmをD型として、それを使用してい

る建物の年代を検討した。室町時代と推定される建物ではA型と C型がともにみられるものの、

少しC型が多かったが、棟方向B型の建物をみるとA型と C型がほぼ同数みられた。このこと

からすれば、百間川米田遺跡では柱間の長さによる年代判定は困難であると考えられる。しか

し、岡山県内の例ではC型がA型より後出する傾向が認められるようである。園井土井遺跡

No.61-66建物（室町）、上竹西の坊遺跡建物2、赤野遺跡建物I・II(室町）、田治部氏屋敷址

建物1・5 (室町）はすべてC型である。

以上の検討から、百間川米田遺跡では建物の棟方向がもっとも有力な年代判定の鍵となると

考えられる。したがって、検出された建物はまず棟方向によって、すなわちB型が先行し、 A

型が後出するとして、 2期に分けられる。後者については、出土遺物が室町時代と明瞭に判断

できるものと、鎌倉時代の遺物がほとんどを占めるものを区別して、さらに 2期に分ける。

以上3期を設定したが、棟方向を問題にした場合、 A型 ・B型以外に、 C型 ・D型の建物の

存在が問題となる。そこで、 C型 ・D型の建物を検討してみると、そのほとんどが1X 1間か

2 X 1間の小規模な建物であり、床面の形状では歪んだものが多く、柱間もA型かD型がほと

んどであるなど、共通した要素が多く、ひとつのまとまりとして把握することが可能である。

このことからC型 ・D型の建物も 1時期の産物として考えることとする。 C型 ・D型の建物は

年代の不明瞭なものが多いが、なかに、鎌倉時代の後半、あるいは室町時代かとみられる遺物

を含むものがある。

このように、百間川米田遺跡の建物を次のように 4期に分けることとする。

1期（平安時代後期～鎌倉時代）

建物123・131・132・133・138・139・140・144・145・146・148・150・156・157・161・164

2期（鎌倉時代後半～室町時代前半頃）

建物130・134・137・143・149・151・154・155・162・166・169・170

3期（室町時代中頃～後半）

建物126・147・152・153・159・167

4期（室町時代末期？）
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建物111・112・114・115・116・117・118・119・121・122・127・128・129・141・142・158・

160・168 

なお、井戸については、ある地区に集中して作られる傾向が認められ、一地区の井戸の年代

をみると、時間的に連続する場合が多い。たとえば、 16N・0地区では井戸133・134・135の3

基が検出されたが、井戸135は13世紀後半、井戸134は15世紀、井戸133は米田遺跡の井戸ではも

っとも新しい型式の石組み井戸で、 16世紀と考えられる。このような状況は、後述するように、

屋敷地が中世を通じて大きく変動しなかったことによると考えられる。

次に、建物の編年をもとにして、中世米田遺跡の構造とその変遷を追ってみたい。

1期の建物の分布をみると、まず気付くことは、床面積が33面以上の大型の建物が適当な距

離をもって配置されているという事実である。大型の建物とは建物131・132・138・144・157を

指すが、それらの間の距離を測ると25-30mで近似している。ただし、建物131と132はほぼ同

規模で近接し、 131が柱間の分割方法がA型なのに132はB型であり、また柱間の長さも131がA

型なのに132がC型、というような差をみせることから、建て替えられた可能性が強い。

この 4棟の大型建物のうち 3棟までは確実に井戸を伴っている。建物131・132には井戸123、

建物157には井戸137・138、そして建物138では井戸126・131など平安時代後期から鎌倉時代ま

での井戸が集中している。このような建物と井戸との密接な関係はそれぞれの建物の独立性を

示していると考えられ、それらの建物が一定の距離を保っていることは、土地についてもそれ

ぞれに屋敷地として所有が確立しているものとみられる。したがって、調査区は大きくみれば

4区画に分けられていたと考えられる。この 1区画の中には，さらに 1、2棟の中、小規模建

物が建てられている。建物131には建物133が、建物144には建物148が、建物138では建物の束側

に検出された多量の柱穴群内におそらく同期の建物があったと推測される。

このように、中世米田遺跡の初期の姿は、 1棟の大型建物とそれに付属する 1、2棟の中、

小型建物、それに井戸が一つのセットとなり、一定の敷地の内に配置され、そのような屋敷地

が連続して並んでいたものと考えられる。

2期に入っても屋敷地割りは大きく変化していないと考えられるが、建物の規模は小さくな

っている。建物132の地区には建物134が、建物138の地区には建物137が位置している。また建

物149は建物157の地区に属するかと考えられる。ただ、これらの建物は付属する小規模な建物

をもっていない。

2期に入っての新しい変化として、建物151と154の出現がある。これらの建物の建てられた

場所は 1期には建物138か157の属する屋敷地であったとみられるが、それらの屋敷地が一部分

割されたのであろう。また、溝122を南へ渡った場所に、建物166・169・170で構成される区画

が新しく形成される。
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3期になっても 2期の地割りはかなり踏襲されている。かつて建物144があった地区には建物

147が建ち、建物157があった地区には建物153が建つ。建物153には小規模な建物159が付属して

いる。建物151の場所には、少し規模を大きくした建物152がほぽ同位置で建てられる。建物152

には井戸136が伴うとみられ、一つの屋敷地として独立していると考えてよい。

3期になっての新しい動きとして建物126の出現がある。その位置はかつての建物131と138の

境界付近にあるため、新しい地割りのうえに成立したと考えられる。なお、 3期になると建物

が再ぴ大型化している。

4期になると米田遺跡の状況は大きく変化する。大型の建物は影を潜め、 1 X 1間、あるい

は2X 1間の小規模な建物が点在するようになる。その分布をみると従来の地割りは消滅した

かと思われる。これらの小規模建物の床面積は広くても15面程度で、多くは10m3tこ渦たないも

のが多く、人が日常生活を送る住居とは考えられない。その床面の形状も長方形よりはかなり

歪んだものが多く、小屋的な性格が強い。

ただ、このような状況のなかにあって、建物126が建っていた場所の近くには建物127・128・

129の3棟が近接して建てられ、建物153の建っていた地区には建物158・160の2棟があり、な

お、従米の地割りを守っている。しかし、全体的な傾向としてはすでに集落的な様相は失われ

ていて、中世米田遣跡は 3期で終末を迎えたと言えよう。

最後にこの集落の性格について少し述ぺたい。この集落は運河状の大溝を伴っていることか

ら、「港町」的な海浜集落とみることもできる。確かに、奈良時代には官街色の濃い倉庫が多く

建てられ、国府に付属する倉院的な性格が強いことが指適されていて（註7)、その性格をその

後長く受け継いできたことも考えられる。しかし、今回調査した部分について検討すると、広

い屋敷地をもつ大型建物が一定の距離を置いて位置し、それに 1、2棟の中、小規模の建物が

伴うという状況はとても「町」的な様相とはいえず、また倉と考えられそうな建物もほとんど

認められない。このようなことから中世米田遺跡は農村集落の一類型と考えたい。 （岡本）

註

（註 1)r山陽自動車道建設に伴う発掘調査4』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告70 岡山県教育委員会 1988年

（註2)r中国縦貰自動車道建設に伴う発掘調査り岡山県埋蔵文化財発掘調査報告3 岡山県教育委員会 1973 

年

（註3)高畑知功 r田治部氏屋敷址』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告67 岡山県教育委員会 1988年

（註4)『樋本遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告65 岡山県教育委員会 1987年

（註5)r山陽自動車道建設に伴う発掘調査3』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告69 岡山県教育委貝会 1988年

（註6) 5cm単位とし、二捨三入、七捨八入している。

（註7)『百間川当麻遣跡2』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告52 岡山県教育委員会 1982年
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付載1 米田遺跡出土の中世人骨

付載1 岡山市百間川米田遺跡（昭和60年度調査）出土の中世人骨

岡山理科大学理学部

教授 池田次郎

岡山市の百間川の河川敷に拡がる百間川遺跡群の発掘調企は、昭和52年以来、岡山県教育委

貝会により続けられているが、昭和60年、そのひとつである百間川米田遺跡から中世の人骨 5

点が検出された。人骨は脳頭蓋骨2点、下肢長骨3点で、いずれも溝122の中に散乱していたも

のであり、骨質は比較的堅牢である。

脳頭蓋骨は左の頭頂骨（図版141-1) と前頭骨（図版141-2) で、両者は別個体のもので

ある。左頭頂骨は、乳突角付近および頭頂結節付近を欠損する。正中矢状弧長 (123mm)、正中

矢状弦長はやや小さいが、骨壁は厚い。冠状縫合、矢状縫合、人字縫合はすべて離開しており、

矢状縫合の走行は比較的単純である。これらを総合すれば、若年もしくは壮年前半のものと推

定されるが、性は判定できない。

前頭骨の残存部は、鼻部、眼高部、さらに左頭頂縁の一部、眉間および左右眼窯上縁の正中

よりを欠く前頭鱗である。側頭線は強く、最小前頭幅(97mm)、最大前頭幅(117mm)、上顔幅(114

mm)は比較的大きいので，成人男性骨と推定される。眼窓上孔が左右とも存在する。

下肢長骨は、成人の大腿骨（図版141--3)と腔骨（図版141-4)、未成人の大腿骨（図版141-

5)の3点で、いずれも近位および遠位の骨端を欠く左の骨体である。

成人の左大腿骨の中央部周径 (82mm)は現代近畿男性の平均値に近いが、矢状径 (25mm)は

それより小さく、横径 (27mm)はそれより大きく、その結果、横断示数 (92.6)はいちじるしく

小さい。骨体上部の最大径 (32mm)、最小径 (22mm) ーされる骨体上部横断示数 (68.8) 

も小さい。粗線、殿筋租面の発達は男性としては弱い。

成人の左腔骨骨体は、胚骨粗面の直下から前縁が内側に方向を転じる付近までの破片である

が、栄養孔部一帯を欠損し、骨体表面の一部が剥離している。中央部の最大径(29mm)、横径(19

mm)、周径 (77mm)、栄養孔部最大径 (35mm)、骨体最小周 (74mm)は現代近畿男性の平均値に近

いが、骨間縁は弱い。中央部の横断示数 (65.5)は扁平性を示す。左大腿骨とともに男女の判

定は困難で、両者は形態特徴からみて、同一個体に属す可能性もある。

未成人の左大腿骨骨体の破片から、その最大長は240-250mmと推定されるので、これは10歳

前後の幼児骨とみられる。骨体中央の矢状径 (16mm)、横径 (18mm)、周径 (57mm)が計測でき

f-> 
'-0 
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百問JII米田遺跡3

付載2 百間川米田遺跡（中世）出上の獣骨

獨協医科大学第一解剖学教室

茂原信生・江藤盛治

桜井秀雄・芹澤雅夫

I)はじめに

百間川米田遺跡は岡山県岡山市米田にある遺跡で、時代は弥生時代から江戸時代までの長期

にわたる複合遣跡である。本報告はこのうち、中世の集落遺跡から出土した脊椎動物について

のものである。これらの動物遺存体は、主に遺跡の南部の大溝（溝122~124) (幅 4~ 7 m)か

ら出土したもので、時代は主として室町時代後半のものと考えられている。骨の保存状態はお

おむね良好である。出土したもののうち、種の同定を行った点数は187点である。中世の遺跡か

ら多くの獣骨が出土する例は少なく、また種の同定結果が報告されているものも少ないので、

この時代のものとしては貴重なものである。

II) 出土した脊椎動物の種名

同定できたものは156点であった。内訳は、魚類が1点、爬虫類が3点、烏類が10点、そして

哺乳類が142点である。哺乳類の点数には、ウシとゥマの遊離歯が46点含まれている。構成種は

9目10科11種である。出土脊椎動物の種類は以下のとおりである。それぞれの出土点数を（ ） 

内に示した。

硬骨魚綱 Osteichthes 

スズキ目 Pere if ormes 

タイ科 Sparidae 

マダイ 昼 ma;or(1) 

爬虫綱 Reptilia 

カメ目 Testudinata 

スッポン科 Trionychidae 

スッポン・ Trionyx sinensis (3) 

鳥綱 Aves 

コウノトリ目 Ciconiifors 

サギ科 (Ardeidae)の一種 (1)
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スズメ目 Passeriformes 

カラス科 Corvidae 

ハシブトガラス Corvus levaillantii (1) 

キジ目 Galliformes 

キジ科 (Phasianidae)の一種 (8)

哺乳綱 Mammalia 

偶蹄目 Artiodactyla 

ウシ科 Bovidae 

ウシ B竺 taurus(65) 

シカ科 Cervidae 

ニホンジカ Cervus nippon (7) 

奇蹄目 Perissodacty la 

ウマ科 Equidae 

ウマ Equus caballus (20) 

食肉目 Carnivora 

イヌ科・. Canidae 

オオカミ

イヌ

Canis lupus (1) 

Canis familiaガs(2) 

ネコ科 Felidae 

ネコ Felis catus (1) 

付載2 米田遺跡出士の獣骨

同定された動物の出上種別および層位別のリストを表 1、 2に示した（資料番号は岡山県古

代吉備文化財センターによるものを用いている）。

Ill)出土資料について

①マダイ

一点が出土している。解体痕が認められた。食用に供されたものと思われる。

②スッボン

三点が出土している。出上部位が同一箇所ではないので個体数は不明である。スッポンにつ

いての出土報告は少なく、関西では滋賀県石山遺跡（縄文時代）で報告されている（酒詰；

1961)。他に大阪吹田市五反島遺跡（弥生時代から鎌倉時代）からも出土が確認されている（茂

原；未発表）。ただし、遺跡（例えば低湿地遺跡など）によっては自然に混入することも考えら
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百間JII米田遺跡3

れる。

③鳥類

トリは、次の 3種類が同定された。

a)サギ科の一種

一点が出土している。サギはサギ科の一種で、かなり大型のものである。アオサギ、あるい

はムラサキサギの可能性がある。

b)ハシプトガラス

出土部位は中手骨 1点である。カラスの肉には臭みがあると言われているので、食用に供さ

れたかどうかは疑問が残る。

C) キジ科の一種

一点が出士している。若い個体のため、成烏の骨に見られる筋の付着部位の特徴が未発達で

種の確定ができない。ニワトリの可能性もある。骨端が未完成の若い個体であるにもかかわら

ず、現生のニワトリより大きく、成鳥はかなり大型であったと思われる。

ニワトリは縄文時代の貝塚や弥生時代の住居址からの出士も報告されており（直良； 1972) 

中世には飼育されていたと考えられている。本遺跡から出土したこれらのキジ科の骨が、仮に

家鶏としても形態的には現生種（たとえば白色レグホン）とは異なっている。日本各地に現存

する地鶏の原形種や、ニワトリの原形と考えられる東南アジアの赤色野鶏を育種改良したもの

などの古い形質を持つ種に近い（一戸• 他； 1973、渡邊•他； 1980)。

④ウシ

ウシは65点が同定された。同定できた全点数のうち約60%を占めている（全出土点数の45

%)。 25点に解体痕や咬痕などの傷が見られた。骨髄食はなかったらしく、縄文時代の獣骨とち

がって細片化していない。計測できたものは下記の通りである（単位はmm)。計測方法は、Driesch・

(1976)にしたがった。（ ）内はDrieschの項目番号である。

I)頭蓋骨

左下顎骨最大長 (1) : 356 

(2) : 360 

下顎枝高 (12) . 150. 2 

臼歯列長 (7) : 139. 3 

大臼歯列長 (8) : 78. 8 

下顎体長 (6) : 319 

体高 (15a) 72. 1 

体高 (15b) : 54. 9 
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表 1 -1 岡山県百間川米田遣跡出土脊椎動物遺存体の種別リスト

部位

区 Gr 層位 No. 種名 骨名 R,L U,L 歯 状態 C ph dh pe ps s ds de 独協No. 備考

15R 溝122 貝層 113 Ardeidae m.t r f 1 1 1 179 

20S 井戸141 （内） 37 Bos pelvis r f 28 咬痕

14, 15R 溝122 2層 145 Bos atlas C 1 122 解体痕

16R 溝122 2層 142-2 Bos calcaneus 1 f 1 1 1 112 解体痕咬痕、小型 or若年

13-15R 溝122 2層 166-3 Bos femur 1 f 1 160 解体痕咬痕、小型 or若年

14R 溝122 2層 144 Bos mandible 1 f 114 118と同一個体

14R 溝122 2層 144 Bos mandible 1 f 115 下顎体腹縁部

17-lSR 溝122 2層 141-2 Bos mandible I f 111 解体痕、下顎枝筋突起及び下顎頭

13-15R 溝122 2層 166-2 Bos maxilla r f 158 ロ蓋骨水平板

13, 14, 15R 溝122 2層 166-2 Bos skull I f 156 166-2と同一

16, 17R 溝122 2層 156-2 Bos skull 1 f 142 

13-17R 溝122 2層 166-2 Bos skull 106 

16, 17R 溝122 2層 136-2 Bos talus 1 C 1 130 解体痕

19R 溝122 3層 1-32-1 Bos costae ？ f 89 解体痕

14, 15R 溝122 3層 133-3 Bos m.t3 1 f 1 1 98 解体痕、若年？

13-15R 溝122 3層 131-1 Bos mandible 1 C 1 84 現生と同大

17R 溝122 3層 130-2 Bos mandible r f 83 下顎体舌側P2-P 3部

17R 溝122 3層 129 Bos maxilla 1 f 178 ロ蓋骨水平板

14, 15R 溝122 3層 133 Bos maxilla r f 167 頬骨

19R 溝122 3層 132~8 Bos pelvis r f 96 解体痕

16, 17R 溝122 3層 127-2 Bos radius r f 1 1 78 小型 or若年

19R 溝122 3層 132-7 Bos skull rl f 92 93-96を含む後頭部

18R 溝122 3層 121 Bos tibia 1 f 1 1 74 

19R 溝122 3層 132-2 Bos tibia 1 ， f 1 1 1 1 90 解体痕咬痕、小型 or若年

13-lSR 溝122 3層 131-5 Bos tibia r f 1 1 1 1 88 解体痕咬痕、小型 or若年？

14, 15R 溝122 3層 128 Bos ulna I f 1 82 滑車切痕部

18R 溝122 右岸突出部 107 Bos 
pfr.p ontal 

？ C 1 63 

20S 溝122 凹地上層 55 Bos 1 f 41 

20S 溝122 凹地上層 66-1 Bos tarsi2+3 r C 1 55 

19S 溝122 下層 52 Bos carpi2+3 1 C 1 39 

19S 溝122 下層 61-1 Bos maxilla r f 46 48 顔結節部＋頬骨

20S 溝122 下層 29 Bos tarsi2+3 1 C 1 14 

20S 溝122 下層 160 Bos tarsiC+4 I f 145 

14R 溝122 貝層 118-1 Bos m.t3 1 f 1 1 1 1 68 解体痕咬痕

13, 14R 溝122 貝層 119 Bos mandible 1 f 165 

13, 14R 溝122 貝層 119-3 Bos pelvis r f 71 恥骨

21S 溝122 貝層中 41 Bos 
t 

mandible f 32 r 

20S 溝122 最下層 31-5 Bos calcaneus I f 1 1 1 1 19 咬痕

20S 溝122 最下層 12-1 Bos femur 1 f 1 1 2 変形or傷？

20S 溝122 最下層 31-2 Bos femur r f 1 16 

20S 溝122 最下層 31-4 Bos femur r f 1 1 18 

20S 溝122 最下層 31-1 Bos humerus 1 f 1 15 解体痕

20S 溝122 最下層 12-2 Bos skull r f 168 側頭骨及ぴ後頭顆

20S 溝122 最下層 31-3 Bos tibia 1 f 1 1 17 解体痕

17S 溝122 上層 105 Bos femur I f 1 60 

17S 溝122 上層 105 Bos femur r f 1 62 外側面

17S 溝122 上層 105 Bos humerus I f 61 

19S 溝122 中 165 Bos humerus 1 f 1 149 解体痕

19S 溝122 中 62 Bos m.c3 r C 1 161 162-164解体痕

16AA 溝123 中央断面 2層 103 Bos m.t3 r f 1 1 I 1 57 若年、解体痕

15R 溝122 土壊内 106 Bos maxilla I f 170 

20S 溝122 15-1 Bos calcaneus r f 1 1 1 1 7 咬痕
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表 1 -2 岡山県百間川米田遺跡出土脊椎動物遺存体の種別リスト

l 部位

区 Gr 層位 No. 種名 骨名 R,L U,L I歯 状態 C ph dh pe ps s ds de 独協No. 備考

20S 井戸141 35-1 Bos femur 1 C 1 23 

zos 溝122 11 Bos femur r f 1 1 1 1 

20S 溝122 14 Bos femur r f 1 6 

20S 井戸141 38 Bos m.c3 r f 1 1 1 1 29 遠位に切断痕

20S 井戸141 35-5 Bos m.t3 1 C 1 27 解体痕

20S 溝122 13-2 Bos m.t3 r f 1 1 1 4解体痕

17S 溝122 111 Bos p.d ？ f 1 64 

20S 溝122 25 Bos p.m ？ C 1 13 

20S 溝122 13-3 Bos p.p ？ f 1 5 

20S 井戸141 35-3 Bos talus 1 C 1 25 解体痕

20S 井戸141 40 Bos talus r f 31 

20S 井戸141 35-4 Bos tarsiC+4 I C 1 26 

20S 井戸141 35-2 Bos tibia 1 C 1 24 

20S 溝122 22 Bos? pelvis 1 f 11 寛骨臼部変形骨折 or病変

13S 井戸131 148 C.familiaris dent r I f 175 

16S 溝122 2層 139 C.lupus dent r u f 172 

16S 溝122 2層 142-3 Cervus cor f 113 

15, 16R 溝122 2層 138 Cervus cor + frontal f 132 解体痕

15R 溝122 3層 120-1 Cervus cor + frontal r f 72 解体痕

20S 溝122 凹地下層 32 Cervus car+ frontal f 20 解体痕

19S 溝122 下層 61-2 Cervus cor + frontal f 51 解体痕加工痕

21S 溝122 張出溝125下層 34 Cervus femur I C 1 22 解体痕

21S 溝122 68 Cervus femur r f 1 56 

15R 溝122 3層 123 Corvus m.c3・4 1 C 1 176 

17R 溝122 2層 155 Equus mandible rl f 140 

13-15R 溝122 3層 131-4 Equus humerus r f 1 87 

14, 15R 溝122 3層 133-2 Equus humerus r f 1 97 

15R 溝122 3層 120-2 Equus humerus r f 1 1 1 1 73 解体痕

17R 溝122 3層 122 Equus mandible I f 169 下顎角部一下顎枝後部

19R 溝122 3層 132-3 Equus mandible r f 91 解体痕、下顎枝

18R 溝122 3層 124-1 Equus talus 1 C 1 75 

20S 溝122 凹地内 33 Equus ulna +radius r f 1 1 1 1 21 解体痕咬痕

20S 溝122 下層 43 Equus mandible r f 33 下顎体

13, 14R 溝122 貝層 117 Equus m.t3 I f 1 1 1 1 67 解体痕咬痕

13, 14R 溝122 貝層 119 Equus maxilla r f 166 鼻骨

15R 溝122 貝層 104~3 Equus scapula r f 59 

21S 溝122 張出 44 Equus p.m ？ C 1 34 

21S 溝122 張出下層 163 Equus femur r f 1 147 傷？

21S 溝122 張出下層 39 Equus talus r C 1 30 

19S 溝122 61-3 Equus m.c3 1 C 1 52 

20S 溝122 16 Equus m.t3 1 C 1 ， 解体痕、近位部後面に削痕
20S 溝122 13-1 Equus m.t3 I f 1 1 1 1 3 若年、咬痕

20S 溝122 15-2 Equus p.d ？ C 1 8 

21S 溝122 57 Equus p.p ？ C 1 42 

20S 溝122 凹地上層 64 Felis humerus r f 1 1 1 1 177 若年

18, 19R 溝122 中央貝層 115 Pagrus preopercle I C 1 178 マダイ

20S 井戸141 36 Phasianidae clavicle r1 C 1 182 

20S 井戸141 36 Phasianidae coracoid I C 1 180 180-187まで同一

20S 井戸141 36 Phasianidae femur r f 1 1 1 1 183 

20S 井戸141 36 Phasianidae humerus r C 1 187 

20S 井戸141 36 Phasianidae sternum f 181 

20S 井戸141 36 Phasianidae tibia l f 1 1 1 184 両骨端欠（若年）

20S 井戸141 36 Phasianidae tibia r C 1 186 

20S 井戸141 36 Phasianidae ulna r C 1 185 

18R 溝122 3層 124 Trionyx 胸甲 ？ f 171 

20S 溝122 張出下層 164 Trionyx 胸甲 r f 148 

21S 溝122 張出部 48 Trionyx humerus r f 1 1 1 1 174 

I 
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表 2 -1 岡山県百間川米田遺跡出土脊椎動物遣存体の層別リスト

I 部位

区 Gr 層位 No. 種名 骨名 R,L U,L ，歯 状態 C ph rlh pe ps s ds de 独協No. 備考

13N 井戸131 148 C.familiaris dent r 1 C 』, f 175 

20S 井戸141 （内） 37 Bos pelvis r f 28 咬痕

14, 15R 溝122 2層 145 Bos atlas C 1 122 解体痕

16R 溝122 2層 142-2 Bos calcaneus I f 1 1 1 112 解体痕咬痕、小型 or若年

13-15R 溝122 2層 166-3 Bos femur 1 f 1 160 解体痕咬痕、小型 or若年

14R 溝122 2層 144 Bos mandible I f 114 118と同一個体

14R 溝122 2層 144 Bos mandible 1 I f 115 下顎体腹縁部

17-18R 溝122 2層 141-2 Bos mandible 1 ！ f 111 解体痕、下顎枝筋突起及ぴ下顎頭

13-15R 溝122 2層 166-2 Bos maxilla r f 158 ロ蓋骨水平板

13, 14, 15R 溝122 2層 166-2 Bos skull 1 ¥ f 156 166-2と同一

16, 17R 溝122 2層 156-2 Bos skull I f 142 

13-17R 溝122 2層 166-2 Bos skull 106 

16, 17R 溝122 2層 136-2 Bos talus l C 1 130 解体痕

16R 溝122 2層 142-3 Cervus cor f 113 

15, 16R 溝122 2層 138 Cervus cor + frontal 
り f 132 解体痕

17R 溝122 2層 155 Equus mandible rl ＇ f 140 

16R 溝122 2層 139 C.lupus dent r U C I f 172 

19R 溝122 3層 132-1 Bos costae ？ I 
f 89 解体痕

14, 15R 溝122 3層 133-3 Bos m.t3 1 f 1 1 98 解体痕、若年？

13-15R 溝122 3層 131-1 Bos mandible 1 C 1 84 現生と同大

17R 溝122 3層 130-2 Bos mandible 
I 

f 83 下顎体舌側P2-P3部r 

17R 溝122 3層 129 Bos maxilla I f 178 ロ蓋骨水平板

14, 15R 溝122 3層 133 Bos maxilla r f 167 頬骨

19R 溝122 3層 132-8 Bos pelvis r f 96 解体痕

16, 17R 溝122 3層 127-2 Bos radius r f 1 1 78 小型 or若年

19R 溝122 3層 132-7 Bos skull rl f 92 93-96を含む後頭部

18R 溝122 3層 121 Bos tibia I f 1 1 74 

19R 、溝122 3層 132-2 Bos tibia I f 1 1 1 1 90 解体痕咬痕、小型 or若年

13-lSR 溝122 3層 131-5 Bos tibia r ， f 1 1 1 1 88 解体痕咬痕、小型 or若年？

14, 15R 溝122 3層 128 Bos ulna 1 f 1 82 滑車切痕部

15R 溝122 3層 120-1 Cervus cor+frontal r f 72 解体痕

15R 溝122 3層 123 Corvus m.c3・4 I C 1 176 

13-15R 溝122 3層 131-4 Equus humerus r f 1 87 

14, 15R 溝122 3層 133-2 Equus humerus r f 1 97 

15R 溝122 3層 120-2 Equus humerus r f 1 1 1 1 73 解体痕

17R 溝122 3層 122 Equus mandible 1 f 169 下顎角部一下顎枝後部

19R 溝122 3層 132-3 Equus mandible r f 91 解体痕、下顎枝

18R 溝122 3層 124-1 Equus talus 1 C 1 I 75 

18R 溝122 3層 124 Trionyx 胸甲 ？ f 171 

18R 溝122 右岸突出部 107 Bos p.p ？ C 1 63 

20S 溝122 凹地下層 32 Cervus cor + frontal f 20 解体痕

20S 溝122 凹地上層 55 Bos frontal 1 f 41 

20S 溝122 凹地上層 64 Felis humerus r f 1 1 1 1 177 若年

20S 溝122 凹地上層 66-1 Bos tarsi2+3 r C 1 55 

20S 溝122 凹地内 33 Equus ulna+ radius r f 1 I 1 1 21 解体痕咬痕

19S 溝122 下層 52 Bos carpi2+3 1 C 1 39 

19S 溝122 下層 61-1 Bos maxilla r f 46 48 顔結節部＋頬骨

20S 溝122 下層 29 Bos tarsi2+3 I C 1 14 

20S 溝122 下層 160 Bos tarsiC+4 1 f 145 

19S 溝122 下層 61-2 Cervus cor + frontal f 51 解体痕加工痕

20S 溝122 下層 43 Equus mandible r f 33 下顎体

15R 溝122 貝層 113 Ardeidae m.t r f 1 I 1 179 

.i:;§ 

"9.,9 
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表 2-2 岡山県百間川米田遺跡出土脊椎動物遺存体の層別リスト

部位

区 Gr 層位 No. 種名 骨名 R,L U,L 歯 状態 C ph dh pe ps s ds de 独協No. 備考

14R 溝122 貝層 118 Bos m,t3 1 f 1 1 1 1 68 解体痕咬痕

13, 14R 溝122 貝層 119 Bos mandible 1 f 165 

13, 14R 溝122 貝層 119~3 Bos pelvis r f 71 恥骨

13, 14R 溝122 貝層 117 Equus m.t3 ］ f 1 1 1 1 67 解体痕咬痕

13, 14R 溝122 貝層 119 Equus maxilla r f 166 鼻骨

15R 溝122 貝層 104-3 Equus scapula r f 59 

21S 溝122 貝層中 41 Bos mandible r f 32 

20S 溝122 最下層 31-5 Bos calcaneus 1 f 1 1 1 1 19 咬痕

20S 溝122 最下層 12-1 Bos femur 1 f 1 1 2 変形or傷？

20S 溝122 最下層 31-2 Bos femur r f 1 16 

20S 溝122 最下層 31-4 Bos femur r f 1 1 18 

20S 溝122 最下層 31-1 Bos humerus I f 1 15 解体痕

20S 溝122 最下層 12-2 Bos skull r f 168 側頭骨及ぴ後頭顆

20S 溝122 最下層 31-3 Bos tibia 1 f 1 1 17 解体痕

17S 溝122 上層 105 Bos femur 1 f 1 60 

17S 溝122 上層 105 Bos femur r f 1 62 外側面

17S 溝122 上層 105 Bos humerus 1 f 61 

19S 溝122 中 165 Bos humerus I f 1 149 解体痕

19S 溝122 中 62 Bos m.c3 r C 1 161 162-164解体痕

18, 19R 溝122 中央貝層 115 Pagrus preopercle 1 C 1 173 マダイ

16AA 溝123 中央断面2層 103 Bos m.t3 r f 1 1 1 1 57 若年、解体痕

21S 溝122 張出 44 Equus p.m ？ C 1 34 

21S 溝122 張出下層 163 Equus femur r f 1 147 傷？

21S 溝122 張出下層 39 Equus talus r C 1 30 

21S 溝122 張出下層 164 Trionyx 胸甲 r f 148 

21S 溝122 張出溝125下層 34 Cervus femur I C 1 22 解体痕

21S 溝122 張出部 48 Trionyx humerus r f 1 1 1 1 174 

lSR 溝122 土猥内 106 Bos maxilla 1 ， f 170 

20S 溝122 15-1 Bos calcaneus r f 1 1 1 1 7 咬痕

20S 井戸141 35-1 Bos femur 1 C 1 23 

20S 溝122 11 Bos femur r f 1 1 1 1 

20S 溝122 14 Bos femur r f 1 6 

20S 井戸141 38 Bos m.c3 r f 1 1 1 1 29 遠位に切断痕

20S 井戸141 35-5 Bos m.t3 1 C 1 27 解体痕

20S 溝122 13-2 Bos m.t3 r 'f 1 1 1 4 解体痕

17S 溝122 111 Bos p.d ？ f 1 64 

20S 溝122 25 Bos p.m ？ C 1 13 

20S 溝122 13-3 Bos p.p ？ f 1 5 

20S 井戸141 35-3 Bos talus 1 C 1 25 解体痕

20S 井戸141 40 Bos talus r f 31 

20S 井戸141 35-4 Bos tarsiC+4 1 
I 

C 1 26 

20S 井戸141 35-2 Bos tibia I C 1 24 

20S 溝122 22 Bos? pelvis I f 11 寛骨臼部変形骨折or病変

21S 溝122 68 Cervus femur r ; f l― 56 

19S 溝122 61-3 Equus m.c3 I C 1 52 

20S 溝122 16 Equus m.t3 1 I C 1 ， 解体痕、近位部後面に削痕
20S 溝122 13-1 Equus m.t3 1 

: f 1 1 1 1 3 若年、咬痕

20S 溝122 15-2 Equus p.d ？ C 1 8 

21S 溝122 57 Equus 
pcl.p avicle 

？ C 1 42 

20S 井戸141 36 Phasianidae rl C 1 182 

20S 井戸141 36 Phasianidae coracoid 1 C 1 180 181-187まで同一

20S 井戸141 36 Phasianidae femur r ト’
f 1 1 1 1 183 

20S 井戸141 36 Phasianidae humerus r C 1 187 

20S 井戸141 36 Phasianidae sternum 
I f 181 

20S 井戸141 36 Phasianidae tibia 1 f 1 1 1 184 両骨端欠（若年）

20S 井戸141 36 Phasianidae tibia r C 1 186 

20S 井戸141 36 Phasianidae ulna r C 1 185 
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付載2 米田遺跡出士の獣骨

右中手骨最大長 : 177. 7 

遠位幅 59. 2 

骨幹最小幅 34. 2 

右中手骨近位幅 60. 1 

左大腿骨遠位幅 97. 6 

左大腿骨最大長（骨頭） ： 316 

遠位幅 : 97. 8 

骨幹最小幅 : 34. 1 

左腔骨最大長 : 317 

遠位幅 59. 9 

骨幹最小幅 35. 2 

左腟骨遠位幅 59. 3 

骨幹最小幅 35. 2 

左腔骨遠位幅 61. 5 

骨幹最小幅 34. 4 

右胚骨遠位幅 61. 0 

骨幹最小幅 32. 3 

左距骨最大高 65. 8 

右中足骨近位幅 40. 5 

左中足骨最大長 . 194. 4 

遠位幅 . 53. 5 

左腔骨が3本出土しているので、ウシの最小個体数は 3である。同一個体と考えられるもの

も見られる。例えば頭蓋骨はやや細片化しているものの同一個体らしい左右が確認されている。

角のあまり大きくない品種である。

下顎骨がほぼ完形で出土している。この標本の性別は明らかではないが、これと現生のウシ

とを比較すると、米田遺跡のものに相当する大きさのものはロノ島牛のオス（下顎骨最大長363.

8mm: 林田； 1964)、あるいは見島牛のメス（下顎骨最大長360mm前後：林田； 1967)である。一

方、現生の黒色和牛は、オスの下顎骨最大長が402.2mm、メスで379mm前後（西中川•他； 1981) 

と米田遺跡のものより大きい。下顎体高などを比較すると、ロノ島牛の方が見島牛より米田遺

跡の標本に近い大きさを示している。

歯は、 27本が出土している。ウシの歯の大きさ、特に頬舌径は年齢とともに変化し年齢の異
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百間川米田遺跡3

なる個体との比較は出来ない。したがって、他の遺跡の資料との比較は行なわないが、計測値

を参考までに示した（表3)。

歯根の近くまで磨耗した老齢のものが3本、若くほとんど磨耗のないものが第 3大臼歯を含

めて 4本みられた。出土したウシは特に決まった年齢層のものではない。

⑤ウマ

ウマは、 20点が同定された。全同定点数の18%である（全点数の14%)。ウシの 3分の 1であ

る。このうち 9点に解体痕や咬痕が認められた。小さな浅い切痕が主であり、皮を剥がれたか

あるいは肉を取った時に出来たものであろう。計測可能な骨の各計測値は次の通りである（単位

はmm)。計測方法は、 Driesch (1976) にしたがった。なお、林田•他 (1957) の体高推定法III式

にもとづいて算出した体高を（ ）内に示した。

左中手骨最大長 208.0 

（推定体高： 127cm) 

近位幅 42.2 

遠位幅 43.6 

骨幹最小幅： 29.3 

右距骨最大高 49.5 

左距骨最大高 54.6 

右撓尺骨尺骨頭長 73.1 

右上腕骨遠位骨端幅： 67.6 

左中足骨最大長 225.8 

（推定体高： 112. 5cm) 

中手骨の大きさは、中型馬の御崎馬（最大長210~280mm)や木曽馬 (220mm前後）より小さ

く、小型馬のトカラ馬 (200mm弱）よりは大きい（斉藤• 他； 1972・ 林田； 1956)。また、中足

骨は、御崎馬（最大長247~276mm)や木曽馬(260~270mm前後）より小さく、トカラ馬 (225-236

mm) とほぼ同大である。したがって、米田遺跡出士のウマは日本在来馬の分類でいえば中型馬

のうちでも小さいもの、およぴ小型馬の 2つのタイプがいたことになる。

岡山県岡山市の百間川沢田遺跡や川入遺跡 (6-8世紀）からは、中型馬が出土しており、

（金子1985、林田•他1974) 、また、同県倉敷市の上東遺跡（古墳時代；林田•他1974) からは

小型馬が出土している。これらの遺跡より新しい本遺跡から小型馬と中型馬の両型が出士して

いても時代的にはなんらの矛盾はない。

参考までに、ウマの大きさを示すのによく用いられる体高（肩までの裔さ）は、小型馬のト
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百間川米田遺跡3

カラ馬が平均114.5cmで、中型馬の木曽馬は、平均133cm前後（岡部； 1953)である。歯は、 21

点出土している。歯冠のエナメル質の保存はよいが、歯冠のセメント質は失われているものが

多い。歯の大きさでも、下顎第2大臼歯には大きさの異なる 2つのタイプのものがある。藤原

京から出士した中世馬（土肥； 1983) と大きさが変わらないものと、 トカラ馬に近い小さな歯

を持つ小型馬タイプのものの 2型が見られる。中型馬としては、現生の御崎馬よりやや小さめ

の中型馬である（表4)。

ウマは、歯冠の長い「長冠歯」を持ち、年齢とともに少しずつ磨耗していく。そのために、

もし歯冠の短くすり滅ったものがあればその個体は老齢であることがわかる。出土した歯の中

には、老齢で磨耗の著しいものが7本含まれていた。歯冠の長い若い個体の歯も見られる。上

顎の切歯3本は、上顎第 3切歯のガルヴェィン溝 (Galvaynesgroove)が咬合縁近くにまで来

ているなど、どの歯も 8-9歳前後の磨耗状態に相当している (Silver; 1963, Bone ; 1982) 

⑥イヌ

2点が出土している。 1点は完形に近い頭蓋骨である。これらについては別稿で扱う。

⑦オオカミ

オオカミの上顎犬歯は、頬舌径6.4mm、近遠心径約11.5mmである．この計測値は、シベリアオ

オカミよりはるかに小さく、朝鮮オオカミや縄文時代の佐川オオカミ（高知県）に近い値であ

る。ニホンオオカミのものと考えるのが妥当であろう。

オオカミ上顎犬歯

産地名 近遠心径 頬舌径

百間川米田遺跡 11. 5mm 6.4mm 

佐川 11. 7mm 7.3mm 

朝鮮 11.6mm 6.3mm 

シベリア 15.4rnm 9.6mm 

⑧ネコ

右上腕骨片が1点出土している。若い個体で、近位部の骨端が欠けている。遠位部の骨端も

骨幹との癒合がまだ終わっていない。解体痕は認められない。

IV)解体痕について

解体痕あるいは動物の咬痕は、約40点の資料で観察された。
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表4: 百間川米田遺跡出土の馬歯の計測値と比較資料（単位mm)
（歯冠エナメル質を計測した）
米田遺跡の計測値は、遊離歯の計測値を便宜的に記入したもので，同一個体とは限らない。

上顎歯
11 12 13 C P2 

遺跡名・標本番号 時代 升土I J m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 

百間川米田遺跡 中世 21.2 

百間川沢田遺跡 中型 19.0 10.0 34.0 23.1 

下古館（栃木） 7-No.l 中世 中型 14.8 10.0 37.1 22.9 
7-No.4 中型 32.0 21.0 
11-No.1 中型

藤原凩（第25次） 中世 17.9 10.0 18.4 10.0 36.0 23.2 

中里遺跡（群馬） 近世ー近代 中型
一

池畑遺跡（長野） 奈良一平安 中型

下顎歯
I1 12 13 C P2 

遺跡名・標本番号 時代 'jf土lj m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 m-d I, b-1 

百開川米田遺跡 中性 - 1: 

ー i

百間川沢田遺跡 中世 中型 39.5 11.0 

上東遺跡 古墳 中型 30.5 14.7 

川入遺跡（岡山市） 中世 中型 31.0 13.0 

下古館（栃木） 7-Nul 中世 中型
11-No.2 中世 中型

谷館野北（栃木） 中世 中型

余山貝塚 縄文 小型 27 15 

出水貝塚 (25歳？） 縄文後期 小型

埼玉県朝霞市根岸 土師期 中型 14.2 12.7 16.7 10.5 16.7 10.5 11.8 10.3 33.5 16.9 

大阪四条畷市古墳 古墳時代 中型 35.0 14.9 

神奈川県秦野市今泉 江戸末期

トカラ馬 (5歳） 現生 小型 27 14.7 

御崎馬 (25歳？） 現生 中型 30 15 
御崎馬 (3.5歳） 現生 中型 33 16.4 

-363• 364一

P3 P4 Ml M2 M3 
m-d b-1 m~d b-1 m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 
28.1 27.9 26.7 20.8 22.0 24.9 20.2 

25.1 24.8 26.3 22.8 
26.2 26.9 25 0 25.0 23.2 24.0 22.9 24.2 24.5 20 6 金子 (1985)

27.9 25.8 23.2 23.5 27.1 23.1 茂原（印刷中）
26.9 23.2 26.5 23.5 22.3 23.0 23.9 22.2 24.6 19.5 
25.0 24.6 23.9 24.8 25.1 24.7 23.1 23.9 
28.0 25.0 27.4 24.8 24.6 25.6 26.6 23.8 24.0 21.2 土肥 (1983)

27 9 26.5 27.7 25.9 23.5 24.4 宮崎•他 (1987)

28 6 26.3 26.0 26.2 23.9 26.3 宮崎•他 (1986)

P3 P4 Ml M2 M3 
m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 

27.3 14.3 28.9 12.8 28 5 9.9 
23.5 14.3 
23.5 13.1 

27.5 14.7 25.3 14.0 24.5 22.8 11.0 林田•他 (1974)

26.5 16.0 25.0 16.0 24.0 16.0 25.0 13.0 27 0 12.0 林田•他 (1974)

28.0 15.0 28.0 27.0 14.0 27.0 13.5 28.0 12.0 
27.3 15.6 26.0 15.2 24.0 14.0 24.3 13.4 31.2 12.3 茂原（印刷中）

25.5 14.7 25.2 14.1 11.6 
25.8 15 1 23.3 14.0 23.3 13.2 

23 16 21 16 18 16 22 16 30 12 林田 (1978)

22.8 16 林田 (1978)

28.0 17 7 26.4 17.0 25.2 16.4 24.5 15.4 30.3 12.9 直良 (1973)

29.4 15.4 29.4 15.0 26.8 14.3 29.3 13.8 28.8 11.4 直良 (1984)

24.3 15.3 22.4 15 0 21.8 15.9 29.0 11.9 直良 (1984)

25 15.5 23.5 16 22 14 22 14 26 12 林田 (1978)

24 15 24 15 21 14 22 13 29.5 12 林田 (1978)
30.8 19.3 29.5 19 27 16 31 16.8 
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①ウシの解体痕あるいは咬痕

解体痕と思われるものはさはど多くはない。 これらは主として大腿骨や腔骨に観察された。

骨を破壊したときに出来た深い傷は大腿骨などで観察され、鋭利な刃物で切断されている様子

が伺える。中手骨や中足骨は、遠位端に内外両面から骨軸に向かって鋭く切り込まれた傷によ

肉を取るためというよりもかなり乱暴に足先を切断するためって切断されている。 この傷は、

のものであろう。

頭蓋をはずしたときの傷らしいものが第 1頸椎の前面にみられた。 また、小さな、多分肉を

取った時にできたであろう切痕がい〈つかの骨で観察された。 このような傷の一種と考えられ

る平面的に骨が削られた傷、すなわち「削痕」が腔骨で観察されている。削痕は剥皮のためと

は考えられない。

食肉類、

れている。

とくにイヌによると考えられる咬痕が、踵骨の踵骨隆起部など、骨端に多く観察さ

②ウマの解体痕

ウマに見られる傷は、上腕骨、中足骨、中手骨に多い。上腕骨の傷は解体する際に出米たも

のであろう。中手骨と中足骨の傷は、 ウシの同じ場所に見られる解体痕とはやや趣を異にして

おり、乱暴に解体されたものとは考えられない。

る。

どちらかと言えば、剥皮の際の傷のようであ

食肉類、

れる。

とくにイヌによると考えられる咬痕が撓尺骨の遠位部、中足骨の遠位部などに見ら

V) まとめ

中世の遺跡から出士した獣骨に関する研究は、あまり多くない。本遺跡の獣骨、特にウマ、

ウシ、イヌは、 それらの日本での歴史を知るうえで貴重なものである。出土した動物遺存体は

9目10科11種である。出土量は少ない。その割りには種類は豊富である。

この遺跡の出土動物遺存体に特徴的なのは、古代遺跡の動物遺存体には必ずといっていいは

ど含まれるイノシシ、あるいはプタがまったく出土していないことである。

現在の岡山県にはイノシシが生息しているので、中世には当然みられたであろう。 これらが

食料として利用されていたことは、 ウシやウマの骨に残された肉を取るための浅く小さな傷に

よって推測される。イノシシ、あるいはプタかまったく見られないということは、 それらが利

用されていなかったことを示すものではなく、今回の動物遺存体の出土した場所が生活に利用

されていたものの主な廃棄場所（例えばゴミ捨て場など） ではなかった可能性を示唆している。

出土動物遺存体の中ではウシかもっとも多く、次いでウマであった。
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野生獣がごく少ないことは、．遺跡の所在地が都市であることを割り引いても、食用の肉類は中

世にはウシやウマなど家畜の肉が主となっており、野生のものへの依存度が低下していたこと

を示している。
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表 5 参考資料 岡山県百問川米田遺跡出土のウシ、ウマの歯種別リスト

区 Gr 層位 No. 種名 骨名 R,L U,L 歯 状態 独協No. 備考

14, 15R 溝122 3層 133-7 Bos dent 1 1 11 101 

14t 15R 溝122 3層 133-7 Bos dent 1 I 12 100 

14R 溝122 2層 144 Bos dent 1 I Ml 118 

13, 14R 溝122 貝層 119-1, 2 Bos dent r I Ml 70 

14, 15R 溝122 3層 133-6,8,9 Bos dent r ］ Ml 103 

20S 井戸141 46 Bos dent l u Ml 36 

15R 溝122 ］雷 154 Bos dent 1 u Ml 139 

15, 16R 溝122 157-1 Bos dent r u Ml 144 

13-15R 溝122 3層 131-2 Bos dent r 1 M2 85 

20S 井戸141 45 Bos dent I u M2 35 

14R 溝122 2層 152 Bos dent 1 u M2 135 

14, 15R 溝122 3層 133-6,8,9 Bos dent 1 u M2 104 

14, 15R 溝122 3層 133-6,8,9 Bos dent 1 u M2 105 

13, 14, 15R 溝122 2層 166-1 Bos dent 1 u M2 150 

14R 溝122 2層 144 Bos dent r 1 M2 117 

16R 溝122 1層 134 Bos dent r u M2 124 

15R 溝122 2層 153 Bos dent r u M2 136 

14R 溝122 2層 144 Bos dent I 1 M3 116 

15R 溝122 2層 154 Bos dent 1 u M3 138 

15R 溝122 貝層 104-2 Bos dent 1 u M3 58 

13, 14, 15R 溝122 2層 166-1 Bos dent 1 u M3 151 

13, 14R 溝122 貝層 119-1, 2 Bos dent r I M3 69 

14R 溝122 2層 144 Bos dent 1 I P2 121 

14R 溝122 2層 144 Bos dent 1 I P3 120 

14, 15R 溝122 3層 133-6,8,9 Bos dent I u P3 102 

14R 溝122 2層 144 Bos dent 1 I P4 119 

15R 溝122 2層 153 Bos dent r u P4? 137 

16, l 7R 溝122 中層 126 Equus dent l u 11 81 

16, 17R 溝122 貝層 114-1 Equus dent 1 u 12 65 

19S 溝122 上層 59 Equus dent r u 12 44 

19S 溝122 中層 63 Equus dent 1 u 13 54 

19S 渇122 沖層 50 iEquus dent I r I u Ml 37 

. 19R 溝122 2層 135 Equus mand+dent r l M1M2M3 125 126-128までを含む

18R 溝122 下層中央貝層 116 Equus dent I 1 M2 66 

16, 17R 溝122 3層 126 Equus dent I 1 M2  80 

18, 19S 溝122 2層 150 Equus dent r 1 M2  133 

19S 溝122 中層 54 Equus dent r u M2 40 

16, 17R 溝122 2層 156-3 Equus dent r u M2  143 

16, 17R 溝122 3層 127-1 Equus dent 1 u M3 77 

19S 溝122 下層 162 Equus dent r u M3 146 

18, 19R 溝122 2層 136-1 恥uus dent 1 I P2 129 

17R 溝122 2層 137 Equus dent 1 u P2 131 

18, 19R, S 溝122 2層 149 Equus dent r I P2 123 

19S 溝122 上層 59 Equus dent I u P3 43 45を含む

20S 溝122 23 Equus dent r u P3 12 

19S 溝122 中層 63 Equus dent r u P4 53 
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茂原信生 (1986): 東京大学総合研究資料舘所蔵 長谷部言人博士収集犬科動物資料カタログ

（標本資料報告 第13号）、＇東京大学総合研究資料舘。

Silver, I.A. (1963) : The Ageing of Domestic Animals. in、、 Sciencein Archaeology. 

Basic Books Inc. New York, edit. by Brothwell & Higgs: 250-268 

渡邊忠男・西脇充・渡辺誠喜・一戸健司 (1980): 野鶏に関する研究；第 3報ーフィリッピン・

パラワン島産の赤色野鶏の本邦に飼育されている家鶏との骨格の比較。東京農業大学農学集

報、 25; 135-144 

（参考資料）

百間川米田遺跡出土獣骨の咬痕・切痕等の傷

（ウシ Bos taurus) 

122: ウシ環椎

前面下部右にごく浅い切痕、前面上部に浅い切痕3カ所

25: ウシ左下顎骨

下顎枝前縁（筋突起下方外側面）に浅く短い切痕数本（前下方方向のもの）

84: ウシ左下顎骨

先端に浅い切断痕が上下方向に多数ありイヌの咬痕の可能性あり

15: ウシ左上腕骨遠位骨幹

後面、内側面に浅い切痕が無数にある。肉を取るためのものか？

78・: ウシ右椀骨近位端

外側部にやや深い約 1cmの切痕

28: ウシの右寛骨

恥骨部、腸骨部、坐骨部にイヌの咬痕、解体痕はなし

96: ウシの右寛骨

坐骨部に約 2cmのご〈浅い切痕→肉の取り外しの際のもの

6 : ウシ右大腿骨骨体

遠位部は前面外側に約 4cmの切痕（これを元に遠位部が切断されている）、近位部は内側に

鋭利な刃物で約4cmの切痕（骨がきれいに切断されている）

-369-



百間川米田遺跡3

16: ウシ右大腿骨遠位半

後面に短くて浅い切痕2カ所

160: ウシ左大腿骨骨幹

遠位部のイヌの咬痕

2 : ウシ左大腿骨遠位部

外側顆上方にやや深い 2cmの切痕？、断端後面外側に切痕らしいもの（これが元になって

切断されたものらしい）

17: ウシ左腔骨遠位半

前面に浅い数mmの切痕数本、外側の断端は鋭い刃物での切痕

88: ウシ右腔骨近位端欠

後面内側下方に約 2cmのそぎ跡（削痕）、そのやや下方に浅くて短い切痕2カ所、近位端に

イヌの咬痕多数

90: ウシ左腔骨近位端欠

近位部にイヌの咬痕多数、前面遠位端に浅い約 3cmの切痕

24: ウシ左腔骨

後面遠位部外側に小さな削痕（そぎ跡）→筋の取り外しの傷か？

74: ウシ左腟骨近位半

前面胚骨粗面に斜めに切痕2カ所、前縁付近に 3カ所の短いがやや深い切痕、上端外側に

イヌの咬痕

7 : ウシ右踵骨

近位部（踵骨隆起部）にイヌの咬痕多数

19 : ウシ左踵骨

近位部（踵骨隆起部）にイヌの咬痕多数

112: ウシ左踵骨

近位部（踵骨隆起部）、およぴ中央底部にイヌの咬痕が多数あり

29: ウシ右中手骨遠位部欠

遠位内側部に浅い 5mmぐらいの切痕があり、そのやや下で切断されている。遠位外側部は

鋭い刃物で切られ、その後破砕、切断されている。内側近位部にイヌの咬痕？

27: ウシ左第 3中足骨

前面外側部浅い切痕、近位関節に病変

57: ウシ右第3中足骨

遠位部欠、遠位部外側面に切痕2カ所、遠位部は外側から鋭利な刃物で切断されている。
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68: ウシ左第3中足骨

後面上部に喘歯類の咬痕、内側面上部に浅いそぎ跡（削痕） 4カ所、近位部にイヌの咬痕

98: ウシ左中足骨遠位部

外側面にやや深い約 3cmの鈍な切痕、内側面に浅い約 2cmの切痕

64: ウシ末節骨近位部

中央で切断されているものらしい

（シカ Cervus !!iPJ. 竺竺）

72: シカ右前頭骨と角

落角ではない、内側角坐部にやや深い切痕2カ所

20: シカの角

落角したもの。側面に数本の浅い幅数mmの傷

51 : シカ角

前頭骨角坐に多数の切痕（同一面に何回もつけている）、角は10cmぐらいのところで一部切

断後、折られている。

132: シカ角

落角、基部に切痕、底部に切痕1カ所

22: シカ左大腿骨

前面中央に約 3mmのそぎ跡（削痕）、内側やや上方に浅い数mmの切痕数本、後面小転子付近

に浅い約1.5cmの切痕

（ウマ Equus) 

59: ウマ右肩甲骨近位部

関節窯なし、近位上部にイヌの咬痕

73: ウマ右上腕骨近位部欠

上部外側に約 3cmの切痕、遠位関節前面外側寄りに1.5cmの切痕、内側面上部に切痕？

87: ウマ右上腕骨近位半

外側面の断端に切痕（これを元に切断された）

97: ウマ右上腕骨近位部欠

後面上部に長い切痕（これを元に切断されている）

21 : ウマ右撓・尺骨遠位端欠

遠位部にイヌの咬痕多数
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3 : ウマ左第3中足骨

遠位にイヌの咬痕、後面に嘔歯類と思われる咬痕、前面にえぐったような跡

9 : ウマ左第 3中足骨

前面中央付近に 1平方センチぐらいの浅い多くの切痕、後面近位部に削痕（約5cm) 

67: ウマ左第 3中足骨

後面にやや深い削痕（長さ 7cm位）、中央付近に切り込み、遠位関節面に切断痕、解体用か？）

42: ウマ基節骨

遠位部上面に小さな浅い切痕2カ所（平行している）

付載3 百間川米田遺跡出土の犬骨

I)はじめに

獨協医科大学第一解剖学教室

茂原信生

百間川米田遺跡は岡山県岡山市米田にある遺跡で、昭和58年から60年にかけて、岡山県教育

委員会によって発掘された。この遺跡の時代は弥生時代から江戸時代までの長期にわたるが、

中心になるのは鎌倉時代から室町時代にかけての集落遺跡である。この中世集落の発掘の際、

大溝の中から多くの獣骨に混じって、イヌの頭蓋骨が出土した (20S・溝122)。中世のイヌは

ごく小数しか発掘されておらず、日本犬の歴史を知る上で非常に貴重なものである。骨は比較

的保存状態がよい。頭蓋骨の前端および左側面部が欠けており、第 2小臼歯より近心（前）の

陥が消失している。解体された様子はない。発掘された獣骨の中には他にイヌの右下顎犬歯が

1本出士している (13N・ 井戸131)。

II)形態的特徴

前端部が欠けているので正確な大きさは不明である（図版151-1 ~ 4)。しかし、外後頭隆

起から、犬歯の歯槽後縁までの長さ（正中部に投影した長さ）は16o"mmであり、かなり大型のイ

ヌに属している。吻部の退縮した現生のシパイヌでも、犬歯の歯槽後縁から前端（プロスチオ

ン）までの長さ（正中部に投影した長さ）は20mm以上であり、やや大型のイヌになると30mmを

越える。したがって、このイヌでは、頭蓋最大長は180mmを越えることになる。長谷部の型区分

(1952)にあてはめると中級犬に属している。
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付載3 米田遺跡出土の犬骨

頬骨弓はさはど頑丈ではなく、やや外側にはり出している。頭蓋示数や横頭顔示数で示され

る頭蓋のプロボーションは現生シバイヌよりも縄文時代のイヌに近く、鎌倉時代のイヌよりは

むしろ江戸時代のイヌに近い。矢状稜は発達があまりよくなく、左右の外前頭稜が合する部分

から外後頭隆起にかけてごく僅かに突出しているにすぎない。外前頭稜下方の膨隆は顕著であ

る。

前頭部から鼻先にかけての凹み、いわゆる額段（ストップ）は小さい（鼻骨凹陥示数： 9.6+ 

a)。これが小さいのは古い時代のイヌの特徴で、オオカミなどでは 0に近く直線的である。現

生のシバイヌではかなり大き〈＜びれており（鼻骨凹陥示数： 18. 7)、米田遺跡のイヌの額段は

鼻骨の先端がややかけていることを割り引いて考えても縄文時代の田柄犬骨 (12.7) よりもむ

しろ小さい。

冠状縫合や頭頂後頭縫合が未だ融合していないし、歯の摩耗もごく少ないのでさほど高齢で

はない。

歯は、上顎の遠心部の 7本が残っている（右P3、p4、M2、左P3、p4、Ml、M
2)。イヌの特徴をよく示す上顎の裂肉油（第4小臼歯）は、舌側（内側）のプロトコーンがよ

く発達している。この結果、歯の大きさは、縄文時代犬よりも大きくなっている（表7)。左右

の大臼歯の大きさは縄文時代犬と変わっていない。

この頭蓋の性別は、諸特徴からオスの可能性が高いと考えられる。

遊離して出士したイヌの下顎右犬歯 (13N・ 井戸131、図版151-5)の頬舌径は6.2mmであ

り、鎌倉材木座から出士した中世のイヌとほぼ同大である（茂原・小野寺： 1987)。これは頭蓋

骨最大長で170mm程度のイヌに相当し、長谷部の型区分では中小級に属する大ぎさである。この

イヌも、縄文時代犬よりは大きめのイヌである。

Ill)他の中世犬骨との比較

日本の在米犬は、縄文時代に小型犬かおり、その大きさは頭蓋最大長で、オスで160mm前後、

メスで150mm前後であった（茂原・小野寺： 1984)。その後時代が進むにしたがってすこしづつ

大型化し、鎌倉時代になると、オスの平均の頭蓋最大長は170mm前後、メスで160mm前後となっ

た（茂原・小野寺； 1987)。その後はあまり大型化しておらず、江戸時代になると外米種、ある

いはその影轡を受けたと考えられるものの影咽で頭蓋最大長が180mmから200mm以上に達するか

なり大きなイヌが発掘されている。今回の、米田遺跡のイヌは、このような日本犬の大きさの

変化に当てはまるものであり、縄文時代からの変化の範囲内にある大きさである。外来種の影

響を考えねばならないような形質は認められなかった。
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IV)まとめ

米田遺跡のイヌは、他の中世犬骨とはさほど異なっておらず、縄文時代犬の系統を引く日本

の在来犬であろう。大きさは、長谷部の型区分では中級から中小級に属している。外来種の影

響を考える必要のあるような形質はない。
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表 6 百間川米田遺跡出土犬骨の頭蓋計測値と比較資料（単位は mm)
（ ）内は、シパイヌをもとにして行ったごく大まかな推定値

計測値の推定は最小値で、実際はこれよりやや大きめであろう。

米田遺跡 金杉遺跡 西新橋遺跡 ニの丸遺跡

含 （江戸） （江戸） 含 （江戸） 含

1 : 頭蓋最大長 (pr-i) (180) 182.0 175.1 176.4 
2 : 碁底全長 (pr- ) (168) 170.9 162.9 169.4 
3 : 頬骨弓幅 (zy-zy) * 104 104.0 101.1 105.5 
4 : 脳頭蓋長 (na-i) 102.5 100.2 96.9 91.5 
5 : nasion-basion (na-ba) 96.9 97.2 91.0 
6: 頭蓋幅(1) (eu-eu) *58 60.5 52.7 54.2 
7 : 頭蓋高(1)(br-ho) 50 56 50 50 
8 : basion-bregma高 (ba-br) 64.9 66.8 64.7 67.2 
9 : 最小前頭幅 (ft-ft) 38.3 38.2 34.6 31.2 
10: 前頭骨頬骨突起端幅 (ect-ect) 49.5 46.4 49.2 46.9 
11: 後頭三角幅 (ot-ot) 64.8 70.1 61.6 65.7 
12 : 両耳輻 (au-au) 63.6 69.3 60.0 
13 : 最小眼窃間幅 (ent-ent) 36.6 30.5 32.4 29.9 
14 : 顔長 (pr-na) (87) 89.3 83.8 88.5 
15: 吻長(1) (pr-o.a) (73) 76.1 74.0 76.6 
16 : 吻幅（犬歯部） * 40 40.7 33.5 36.8 
17: 吻高 (na- ) *45 45 38 39 
18: ・鼻骨凹陥深 4.6 5.2 6 4 
19 : 硬日蓋長 (pr-sta) (83) 88.5 82.8 87.3 
20: 硬IJ蓋最大幅 *62 69.5 60.0 63.5 
21 : 下顎骨全長(1) (id-goc) 136.2 128 8 133.5 
22: (2) (id-c.mid) 136.9 127.6 132.5 
2~: 下顎枝高(1)(id-goc) 55.5 52.0 53.6 
24: 下顎枝幅（最小値） 34.1 33.3 33.3 
25: 下顎体高 (Mlの中央） 27.2 23.6 24.9 
26: 下顎体厚 (Ml中央下方） 10.7 11.3 
27: 咬筋窓深（下顎枝幅位） 8.6 7.2 8.5 
頭蓋示数(1)(3/1) (57 8) 57.1 57.7 59.8 
脳頭蓋示数 (6/4) (56. 6) 60.4 54.4 59.2 
長高示数 (8/1) (36. 7) 36.7 37.0 38.1 
幅高示数 (8/6) (111. 9) 110.4 122.8 124.0 
横頭顔示数 (3/6) (179. 3) 171.9 191.8 194.6 
眼嵩後示数 (9/6) (66. 0) 63.1 65.7 57.6 
顔面示数 (14/3) (83. 7) 85.9 82.9 83.9 
吻長示数 (15/1) (40 .6) 41.8 42.3 43.4 
鼻骨凹陥示数 (18/17) (10. 2) 13.7 16.4 
日蓋示数 (20/19) (74. 7) 78.5 72.5 72.7 
下顎体厚高示数・(26/25) 45.3 45.4 

淡路町遺跡

（江戸）含

183.0 
170.8 
108.6 
103.6 

56.0 
55 
74.0 
33.2 
52.0 
69.8 

33.4 
84.5 
76.0 
36.3 
41 
5.8 
84.6 
65.5 

59 3 
54.1 
40.4 
132.1 
193.9 
59.3 
77.8 
41.5 
14.1 
77.4 
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鎌倉材木座遺跡 田柄貝塚（縄文後期） 現生シパイヌ

含 卒 含 早 含 早
175.3 158.3 163.0 152.3 155.5 145.3 
165.6 151.1 152.6 141.9 147.9 137.9 
96.1 90.2 88.3 85.2 94.8 88.1 
95.9 86.1 87.2 82.8 86.1 80.8 

84.2 79.1 
54.1 50.7 52.4 51.6 50.1 48.3 
48.8 42 50 45 49 45 
66.9 58.0 62.0 58.9 65.0 61.4 
33.3 29.7 31. 7 30.0 29.5 28.2 
44.2 40.5 42.8 41.1 43.5 39.3 
63.7 57.4 59.5 57.7 55.2 51.6 

59.1 56.7 54.2 50.7 
31.6 27.7 28.7 27.6 28.7 25.4 
84.2 73 4 79.4 74.7 74.6 69.4 
74.8 66.7 68.3 64.6 65.0 60.1 
36.5 32.5 34.5 30.8 31.5 28.9 
41 35.5 39 36 34 32 
4 3.7 5.0 3.4 6.4 5.5 
86.2 78.5 72.9 74.9 70.3 
60.2 56 6 57.4 53.7 59.2 55.2 
127.9 117 .9 118.5 112.2 114.1 107.0 
129.0 115.6 117.4 110.6 114.2 107.0 
52.0 47.3 44.3 44.3 44.6 41.3 
33.7 29.1 29.3 27.2 27.7 25.5 
24.9 22.3 22 4 20.5 18 9 17.2 
11.4 9.9 10.9 9.8 9.1 8.2 
8.3 7.0 7.1 6.5 5.8 5.3 
54.8 57.0 55.1 58.0 61.0 60.7 
56.4 58.9 59.0 62.5 58.2 59.8 
38.2 36.6 38.0 38.9 31.2 31.2 
123 7 114.4 118.9 115.1 129.9 127.3 
177.6 177.9 173.6 162.1 189.4 182.7 
61.6 58.6 60.2 58.1 59.0 58.3 
87.6 81.4 90.3 83.9 78.8 78.8 
42.7 42.1 42.0 42.4 41.8 41.4 
9.8 10.4 12.7 10.0 18.7 17.4 
69.8 71.1 71.8 79.2 78.6 
45.8 44.4 48.6 47.7 48.3 47.7 



表 7 百間川米田遺跡出土犬骨の上顎歯と比較資料
（単位は mm)

I 1 I 2 I 3 C p 1 p 2 p 3 p 4 M 1 M 2 
上顎歯 m-d b-l m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 m-d b-1 max L. lat L. b-1 m-d max.b-1 m-d b-1 

米田遺跡 含 11.3 5.1 18.9 17.3 10 1 11.2 15.2 5.5 9.4 

材木座遺跡（鎌倉） 含 4.5 4.7 5.1 5.3 5.0 6.2 9.1 5.6 5.3 3.5 8.5 3.5 10.3 4.5 18.4 17.7 9 2 11.6 15.5 6.3 9.6 
辛 4.1 5 8 8.2 5.3 4.7 3.2 7.8 3 3 9.2 3 9 16.1 15.8 8 0 10.3 14.3 5.5 8.2 

西新橋遺跡（江戸） 含 4.2 4.9 4.8 5.1 4.8 6.0 8.5 5.5 5.1 3.3 8.1 3.4 9.5 4.4 16.0 15.6 8.9 10.4 14.4 6.3 8.9 

金杉遺跡（江戸） 含 4.8 5.1 5.9 5.8 5.4 6.6 10.5 6.5 5.6 3.8 10.2 4.4 11.8 4.5 20.0 19.8 9.9 12.6 17.9 7.1 11.2 

三の丸遺跡（江戸） 含 4.1 4.6 4.9 4.8 6.1 9.6 5.8 5.5 3.2 9.0 3.5 11.2 4.7 18.1 18.1 10 2 11. 7 15.6 7.1 10.0 

田柄貝塚（縄文）
象
4 3 4 1 5.0 4.6 4.5 6.0 9.3 5.3 5.0 3.5 8.2 3.5 10.5 4.3 17.6 17.4 9.0 11.1 15.3 6.0 9.5 
4 2 3.8 4.9 4.4 4.1 6.1 8 4 4.7 4.8 3.2 8.1 3.2 9.8 4.1 16.9 16.8 8.3 11.0 15.0 5.9 9.2 

シバイヌ（現生） 含 4.3 4.7 5.1 5 2 5 2 6.2 9.1 5.3 5.3 3.7 8.2 4.0 10.8 4.9 17.6 16.8 9.5 11.1 14.9 6.1 8.9 
早 4.0 4.3 4.8 4.8 4.7 5.6 8.3 4.7 5.0 3.4 7.4 3.6 9.8 4.5 16.3 15.7 8.6 10.4 14.1 5.7 8.4 
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付載4 樹種同定、種子同定

付載4 百間川遺跡木器樹種同定、種子同定報告

〇昭和62年度同定分

1 • 百間JII米田遺跡出土材同定

1 -1 試料

パリノ・サーヴェイ株式会社

試料はNo.1 ~175の175点で、弥生時代後期～江戸時代初期のものとされる木製品である（表

8)。

1 -2 方法

剃刀の刃を用いて、試料の木ロ・柾目・板目三面の徒手切片を作成、ガム・クロラール (Gum

Chloral)で封人、生物顕微鏡で観察・同定した。同時に、顕微鏡写真図版（図版152~164) も

作成した。

1-3 結果

採取された試料が1年に満たなかったり劣化が進んでいたため、確実な同定ができないもの

や種類不明のものもあったが、以下の26種類 (Taxa)が同定された。各試料の主な解剖学的特

徴や一般的性質はつぎのようなものである。

・モミ属の一種 (Abiessp.) マツ科 No. 70, 71, 92, 98, 99, 100, 105, 107, 108, 

121, 123,-133, 135, 138, 141, 157, 158, 163, 170. 

早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞・樹脂道はない。放

射仮道管はなく、放射柔細胞の末端壁にはじゅず状の肥厚が認められる。分野壁孔はスギ型

(Taxodioid)で1~ 4個。放射組織は単列、 1 ~30細胞高。

モミ属には、 モミ (Abiesfirma) 、ウラジロモミ(~.homolepis) 、アオモリトドマツ(~.

mariesii)、シラベ (A.veitchii)、アカトドマツ (A.sachalinensis ）の 5種があり、アカトド

マツを除く 4 種はいずれも日本特産種である。モミは本州（秋田・岩手県以南）• 四国・九州の

低地～山地に、ウラジロモミは本州中部（福島県以南）• 紀伊半島・四国の山地～亜高山帯に、

アオモリトドマツは本州（福島県以北）の亜高山～高山帯に、シラベは本州中部（福島県以南）．

奈良県・四国に、アカトドマツは北海道に分布する常緑高木である。モミを除いては山地～高

山・寒冷地に生育する。材の解剖学的特徴のみでは区別できないが、試料はモミである可能性

が高い。モミの材はやや軽軟で、強度は小さく、割裂性は大きい。加工は容易で、保存性は低

い。棺や卒塔婆など葬祭具に用いられるほか、建具・器具・家具・建築材など各種の用途が知

られている。
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百間川米田遺跡3

・ツガ属の一種 (Tsugasp.) マツ科

No.8, 9, 58, 117, 118, 119, 120, 122, 124, 128. 

早材部から晩材部への移行は急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞があり、樹脂道はない。放射組

織は仮道管と柔細胞よりなり、柔細胞壁はじゅず状末端壁をもつ。分野壁孔はヒノキ型(Cup-

ressoid)で1---4個。放射組織は単列、 1-10細胞高。

ツガ属には、ツガ (Tsugasieboldii) とコメッガ（エ diversifolia)の2種がある。ッガは、

本州（福島県以南）•四国・九州に分布するが、日本海側には少なく、モミと混生し、尾根筋や

傾斜地に生息することが多い。コメッガは本州• 四国・九州に分布するが、西日本には少なく、

亜高山帯の代表的樹種の 1つである。材の解剖学的特徴のみで両者を区別することはできない

が、試料はツガである可能性が高い。ッガの材はやや重硬で、強度・割裂性は大きく、加工は

容易ではなく、保存性は中程度である。建築・土木・装飾・建具・器具・家具材など各種の用

途がある。また樹皮はタンニン原料となる。

・マツ属（複維管束亜属）の一種 [Pinus(subgen. Diploxylon) sp. ]マツ科No.11.17,29, 

31, 36, 38, 41, 44, 72, 75, 77. 84, 85, 91, 95, 101, 102, 103, 129, 149, 151, 152, 164. 

早材部から晩材部への移行はやや緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞はなく、樹脂道が認め

られる。放射組織は仮道管、柔細胞とエピセリウム細胞よりなり、仮道管内壁には顕著な鋸歯

状の突出が認められる。分野壁孔は窓状、単列、 1 ---15細胞高。

複維管束亜属（いわゆる二葉松類）には、アカマツ (Pinusdensiflora)、クロマツ (E_.

thunbergii)、リュウキュウマツ (f.luchuensis)の3種がある。アカマツとクロマツは本州・
四国・九州に分布するが、クロマツは暖地の海沿いに多く生息し、また古くから砂防林として

植栽されてきた。リュウキュウマツは琉球列島特産である。材は重硬で強度が大きく、保存性

は中程度であるが耐水性に優れる。建築・士木・建具・器具・家具材など広い用途が知られて

いる。

・コウヤマキ・(Sciadopitysverticillate)スギ科（コウヤマキ）科No.130, 131. 

早材部から晩材部への移行は緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞・樹脂道はない。放射組織

は柔細胞のみからなり、分野壁孔は窓状。放射組織は単列、 1-5細胞高。

コウヤマキは、通常コウヤマキ科に独立させる (1科） 1属 1種の日本特産の常緑高木であ

る。自生地は本州（福島県以南）•四国・九州に点在し、また植栽される。材はやや軽軟で割裂

性は大きく、加工は容易、保存性は中程度であるが耐水性がある。各種樽桶類・土木・舟材・

棺材などの用途がある。

・スギ (Cryptomeriajaponica)スギ科 No.7, 10, 13, 14, 15, 22, 23, 33, 45, 46, 47, 48, 51, 52, 

53, 54, 55, 56, 57, 59, 60, 61, 62. 63, 64, 65, 67, 68. 76, 80, 97, 109, 110, 112, 145, 146, 14 7, 153, 154, 
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155, 156. 

早材部から晩材部への移行はやや急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞はあるが、樹脂道はない。放

射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔はスギ型で2-4個。放射組織は単列、

1 ~15細胞高。

スギは、本州・四国・九州に自生する常緑高木で、また各地で植栽・ 植林される。国内では

植林面積第一位の重要樹種であり、長井の木としても知られる。材は軽軟で割裂性は大きく、

加工は容易、保存性は中程度である。建築・士木・樽桶類・舟材など各種の用途がある。樹皮

は屋根葺用とされ、葉は線香・抹香の原料にもなる。

・ヒノキ属の一種 (Chamaecyparissp_) ヒノキ科 No.(12), 16, 18, (24), (25), 30, 34, 39, 40, 

42, (49), (50), 66, 74, 87,111,113,114,115,116, (125), 126,127,132,134,136,137,139,142, 

143,144,159,160,161,162,165,166,167,168,169, (171), 172,173,174,175. 

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞は晩材部に限って

認められ、樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔はヒノキ型

で1~ 4個。放射組織は単列、 1 ~15細胞高。

なお、上記の形質のほとんどを供えているものの、細胞壁の劣化が進み分野壁孔の型が識別

できないものを類似種とした。

ヒノキ属には、ヒノキ (Chamaecypariso btusa) とサワラ (f.pisifera)の2種がある。ヒ

ノキは本州（福島県以南）•四国・九州に分布し、また各地で植栽される常緑高木で、国内では

スギに次ぐ植林面積を持つ重要樹種である。材はやや軽軟で加工は容易、割裂性は大きいが、

強度・保存性は高い。建築・器具材など各種の用途が知られている。サワラは本州（岩手県以

南）・九州に自生し、また植栽される高木で多くの園芸品種がある。材は軽軟で割裂性は大き

く、加工も容易、強度的にはヒノキに劣るが耐水性が高いため、樽や桶にするほか各種の用途

がある。

・ヤナギ属の一種 (Salixsp.) ヤナギ科 No.35. 

散孔材で、年輪界付近でやや管径を滅少させる。道管は横断面では楕円形～やや角張った楕

円形、単独および2-3個が複合する。単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間

では網目状となる。放射組織は異性、単列、 1 ~15細胞高。柔組織は随伴散在状およびターミ

ナル状。年輪界はやや不明瞭。

ヤナギ属は国内に約40種が知られ、種間雑種も多く、分類の困難な植物群である。属として

は全国に分布し、時に植栽される落葉低木または高木である。ヤナギというと、水辺に生育す

るネコヤナギ (Salixgracilistyla)やシダレヤナギ(§.babylonica) を連想することが多い

が、バッコヤナギ(§.bakko)、ノヤナギ(§.subopposita)などのように乾燥した立地に生
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育するものや、シライヤナギ(~- shiraii) 、コマイワヤナギ(~- rupifraga)のように岩場に

生育するものもある。材は一般に軽軟で、割裂性が大きく、保存性は低い。大径木が少ないた

め小細工物にする程度で、特に重要な用途が知られていない。樹皮を各種の用途に用いるもの

もある。

• ノグルミ (Ptatycaryastrobilacea) クルミ科 N o.104, 106. 

環孔材で孔圏部は 3~4列、孔圏外で急激に管径を減じ、塊状に複合し斜方向～火炎状に配

列する。大道管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、単独、小道管は管壁は薄く、横断面

では多角形で複合管孔をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはら

せん肥厚が認められる。放射組織は異性III~II型、 1~6細胞幅、 1~30細胞高。柔組織は周

囲状およぴ短接線状。年輪界は明瞭。

ノグルミは本州（伊豆半島・近畿地方以西）•四国・九州（北部）の賜向の肥沃地などに自生

する落葉高木である。材はやや重硬で、建築・土木・器具材などの用途があり、樹皮はタンニ

ン原料や魚毒としても用いられた。

・オニグルミ (J uglans ailanthifolia) クルミ科 No.2 

散孔材で年輪界付近で管径を減少させる。管孔は単独およぴ2~4個が複合、横断面では楕

円形、管壁は薄い。道管は単穿孔を有する。放射組織は異性III型、 1~3細胞幅、 1 ~30細胞

高。柔組織は短接線状、周囲およぴ散在状。年輪界は明瞭。

オニグルミは、北海道から九州までの川沿いなどに生育する落葉高木である。材の硬さは中

程度、加工は容易で狂いが少なく、保存性は低い。銃床として広く用いられるほか、各種器具・

家具材などの用途も知られている。種子は食用となり、栄養価に富む。

・コナラ属（アカガシ亜属）の一種 [Quercus(subgen. Cyclobalanopsis) sp.] ブナ科

No.79. 

放射孔材で、道管は横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。単穿孔を有し、壁孔は

交互状に配列、放射組織との間では柵状となる。放射組織は同性、単列、 1 ~15細胞高のもの

と複合組織よりなる。柔組織は単接線状およぴ散在状。年輪界は不明瞭。

アカガシ亜属（カシ類）には、アカガシ (Quercusacuta)、イチイガシ cg.臣虹色）、アラ
カシ (g.glauca)など7種があるが、果実の構造からコナラ亜属に分類される常緑低木～小高

木のウバメガシ (g.Phyllyraeoides)も、材構造上はカシ類と類似する。カシ類は、暖温帯常

緑広葉樹林（いわゆる照葉樹林）の主要な構成種であり、主として西南日本に分布する。材は

重硬・強靱で、器具・機械・建築・薪炭材などに用いられる。また種子は食用となる。

・クリ (Castanea crenata)プナ科 No.4, (6), 19, (26), 37. 

環孔材で孔圏部は 1~2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸滅しながら火炎状に配列す

-382-



付載4 樹種同定、種子同定

る。大道管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独およぴ2-3個が斜（放射）方向

に複合、横断面では角張った楕円形～多角形。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放

射組織との間では柵状～網目状となる。放射組織は同性、単列、 1 -15細胞高。柔組織は周囲

状およぴ単接線状。年輪界は明瞭。

No. 6, 26は試料が1年に満たないため孔園部の観察ができず類似種としたが、シイノキ属の

可能性もある。

クリは北海道南西部• 本州・四国・九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。

材はやや重硬で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・

家具・薪炭材、楕木や海苔粗桑などの用途が知られている。樹皮からはタンニンが採られ、果

実は食用となる。各地の遺跡からの出土例の多い樹種の一つである。

・シイノキ属の一種 (Castanopsissp.) ブナ科 No.93, 140. 

半環孔性の放射孔材で，管径を漸減しながら火炎状に配列する。道管は横断面では楕円形～多

角形、単独および2-3個が斜（放射）方向に複合する。単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、

放射組織との間では柵状～網目状となる。放射組織は同性、単列、 1-20細胞高。柔組織は周

囲状、散在状および単接線状。年輪界は明瞭。

シイノキ属には、ップラジイ（コジイ） (Castanopsis cuspidata) とその変種スダジイ (C 

cuspidata var. ・sieboldii)がある。カシ類とともに、暖温帯常緑広葉樹林の主要構成種である。

ツブラジイは本州（伊豆半島以西南）• 四国・九州に、スダジイは本州（福島・新潟県以南）．

四国・九州・琉球に分布し、また植栽される高木である。一般には、スダジイが沿海地、ツブ

ラジイが内陸地に生育する。材はやや重硬で、割裂性は大きく、加工はやゃ容易、耐朽性は中

程度～低い。材質的にはツブラジイはスダジイより劣るものとされている。薪炭材としての用

途か最も多く、器具・家具・建築材などにも用いられる。種子は食用となり、樹皮はタンニン

原料となる。

・ケヤキ (Zelkovaserrata) ニレ科 No.94. 

環孔材で孔圏部が1-2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜

方向の紋様をなす。大道管は横断面では円形一楕円形、単独、小道管は横断面では多角形で複

合管孔をなす．道管は単穿孔を有し、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異

性III型、 1-10細胞幅、 1-40細胞高。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

ケヤキは本州・四国・九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植栽さ

れる落葉高木で、時に樹高somにも達する。材はやや重硬で、強度は大きいが、加工は困難で

なく、耐朽性が高く、木理が美しい。建築・造作・器具・家具・機械・彫刻・薪炭材など各種

の用途が知られ、国産広葉樹林の中で最良のものの一つに上げられる。
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・エノキ属の一種 (Celtissp,) ニレ科 No.73. 

環孔材で孔固部は 1~3列、孔圏外でやや急激に管径を滅じたのち漸減、塊状に複合し接線・

斜方向の紋様をなす。大道管は横断面では楕円形、単独および2~3個が複合する。小道管は

横断面では多角形で複合管孔をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁

にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性III~II型、 1 ~10細胞幅、 1 ~50細胞高で、鞘

細胞 (sheathcell)が認められる。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

エノキ属にはエゾエノキ {Celtisjezoensis)、エノキ {f.sinensis var. japonica)、コパノ

チョウセンエノキ (f.leveillei) 、クワノハエノキ (~boninensis) の 4 種がある。エゾエノ

キは北海道・本州• 四国・九州に、エノキは本州・四国・九州に普通にみられる。コパノチョ

ウセンエノキは本州（近畿地方以西）• 四国・九州・琉球に、クワノハエノキは山口県・九州西

部・琉球・小笠原に稀に分布する。エノキは東北地方にはやや少ないが、平地から丘陵地に普

通にみられ、また神社や街道沿いに植栽される落葉高木である。材はやや重硬で、強度はやや

小さい。耐朽性も低く、材質的には劣るため、雑用材・薪炭材などの用途があるだけである。

果実は食べられる。

・ムクノキ (Aphanantheaspera) エノキ科 No.82, 

散孔材で横断面では角張った楕円形、単独または 2~3個が複合する。道管は単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性II型、 1~8細胞幅、 1 ~40細胞高。柔組織は周囲

状およぴターミナル状。年輪界はやや不明瞭。

ムクノキは本州（関東地方以西）•四国・九州・琉球の平地～丘陵地に分布する落葉高木であ

る。材はやや重硬・強靱で、割裂性は小さい。器具・家具・建築・薪炭材などに用いられる。

果実は食べられ、葉は研磨材として用いられた。

・イチジク属類似種 (cf.Ficus sp.) クワ科 No.69. 

散孔材で、横断面では楕円形、単独およぴ2~4個が複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔

は交互状に配列する。放射組織は異性II型、 1~6細胞幅、 1~40細胞高。柔組織は周囲状～独

立帯状。年輪界は不明瞭。

イチジク属は、つる性のオオイタビ (Ficuspumila)、イタピカズラ (f.sarmentosa var. 

nipponica)、ヒメイタピ但 stipulata) と、直立性のイヌピワ (f.竺竺竺）、ガジュマル (f.
microcarpa)、アコウ (f.superba var. japonica)が自生する。イヌビワ以外は常緑性であ

り、主として西南日本に分布する。イヌピワは、本州（関東地方以西）• 四国・九州・琉球に分

布する落葉低木～小高木である。材は比較的軽軟で、耐朽性は低い。木が小さいため薪炭材な

どのほかは特別な用途は知られていない。樹皮はロープに利用され、葉は飼料となる。また果

のうは食用となる。
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・カツラ (Cercidiphyllumjaponicum) カツラ科 No.3 

散孔材で，管孔は単独または 2~3個が複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。横断面

では多角形、管壁は薄い。道管は階段穿孔を有し、段 (bar)数は20以上、放射組織は異性II

型、 1~2細胞幅、 1-30細胞高。柔組織は散在状。年輪界はやや不明瞭。

カツラは北海道から九州に自生する落葉高木である。カツラ属にはこのほか、本州北中部の

亜高山帯に分布するヒロハカツラ(~. magnificum)がある。カツラの材はやや軽軟で、割裂

性は大きく、加工は容易、強度・保存性は低い。大径木が多く、欠点が少ないため、各種の道

具・器具・木地・家具・建築・彫刻材などに用いられる有用材の一つである。

・モクレン属の一種 (Magnoliasp.) モクレン科 No.78. 

散孔材で、横断面では角張った楕円形～多角形、単独および2~ 4個が複合する。道管は単

穿孔を有し、壁孔は階段状～対列状に配列、放射組織との間では網目状～階段状となる。放射

組織は異性II型、 1 ~ 2細胞幅、 1 ---:--40細胞高。柔組織はターミナル状。年輪界は明瞭。

モクレン属は、ホオノキ (Magnoliaobovata)、オオヤマレンゲ (M.sieboldii)、タムシバ

（塑 salicifolia)、コブシ（翌 kobus)、シデコプシ (M,stellata)の5種が自生する。ホオ

ノキ・コブシは北海道から九州の適潤～湿性地に生育するが、コブシは西H本にはやや少ない。

タムシバなどは産地が限られたり、稀であったりする。ホオノキの材は軽軟で、割裂性が大き

く、加工は極めて容易で欠点が少ないことから、器具・建築・家具・建具材などのほか、指物・

木地・下駄歯・刃物鞘など特殊な用途が知られている。また木炭は金・銀・銅・漆器の研磨に

用いられた。コプシの材は、ホオノキに似るがやや硬く、ホオノキより劣るものとされ、ホオ

ノキに準じた使われ方をする。

・クスノキ (Cinnamomumcamphora) クスノキ科 No.83, 90. 

散孔材で、横断面では楕円形、単独または 2~4個が複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔

は交互状に配列する。放射組織は異性III型、 1~ 4細胞幅、 1~20細胞高。柔組織は周囲状～翼

状。柔細胞はしばしば大型の油細胞となる。年輪界は明瞭。

クスノキは本州（関東地方以西）•四国・九州に分布し、また植栽される常緑高木である。材

はやや軽軟～中程度で、加工は容易、耐朽・耐虫性は高い。建築・ 内装・建具・家具・器具材

や船舶材に用いられる。材や葉からは樟脳が採られ、また葉はテグス蚕の飼料とされる。

・シロダモ属の一種 (Neolitseasp.) クスノキ科 N o.148, 150. 

散孔材で、横断面では角張った楕円形、単独または 2-3個が複合する。道管は単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性II型、 1 -2細胞幅、 1-20細胞高。柔組織は

周囲状およぴ散在状。年輪界は明瞭。

シロダモ属には、シロダモ (Neolitsea sericea) とイ・ヌガシ (_!:i.aciculata)がある。イヌ
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ガシは本州（房総半島南部、伊豆半島以西）• 四国・九州・琉球に。シロダモは本州（宮城•新

潟県以南）• 四国・九州・琉球に分布する常緑高木～低木である。シロダモの材は中程度～重硬

で、器具・建築・薪炭材などの用途があるが、あまり重要なものとはいえない。種子から油を

搾って燈用・ロウソクとすることーもある。

・サクラ属の一種 (Prunussp.) パラ科 No.I. 

散孔材で、横断面では角張った楕円形、単独または 2~4個が複合、晩材部へ向かって管径

を漸滅させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性III型、 1 ~ 5 

細胞幅、 1 --40細胞高。柔組織は周囲状およぴ散在状。年輪界はやや不明瞭。

サクラ属には、ヤマザクラ(~凹叫豆amasakura)やウワミズザクラ但.grayana)など15

種が自生し、多くの変・品種がある。また、モモ (f.Persica)やスモモ (f.salicina)など
古い時代に伝えられ栽培されているものもある。多くは落葉性の高木～低木であるが、パクチ

ノキ (f.zippeliana)、リンポク (f.spinulosa)の常緑樹も含まれる。このうちヤマザクラ
は、本州（宮城•新潟県以南）•四国・九州の山野に分布する落葉高木で、材は中程度～やや重

硬・強靱で、加工は容易、保存性は高い。各種器具材をはじめ、機械・家具・楽器・建築・薪

炭材など様々な用途が知られている。また樹皮は樺皮細工に用いられる。

・トチノキ (Aesculusturbinata) トチノキ科 No.5. 

散孔材で、横断面では角張った楕円形、単独または 2~ 3個が複合する。道管が単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1 ~15細胞高で階層状に配列する。柔

組織はターミナル状。年輪界はやや不明瞭。

トチノキは北海道（南西部）•本州・四国・九州の主として谷沿いの肥沃地に生育する落葉高

木で、東北地方に多く九州には少ない。材は軽軟で、加工・乾燥が容易で、耐朽性は小さい。

器具・家具材や旋作材・木地などに用いられる。種子は澱粉を多く含み食用となるほか、タン

ニン原料ともなる。

・ヤプッパキ類似種 (cf.Camellia japonica) ッパキ科 No.27. 

散孔材で、横断面では多角形、単独およぴ2~3個が複合する。道管は階段穿孔を有し、段

数は10前後。放射組織は異性II型、 1 ~ 2細胞幅、 1--15細胞高。柔組織は随伴散在状。年輪

界はやや不明瞭。

ャプツバキは、本州・四国・九州・琉球の主として沿海地に自生する。ツバキ属には、ヤプ

ッパキと四国・九州・琉球の山地に自生するサザンカ (f.sasanqua)があり、ともに多くの変・

品種があり植栽される。ヤプッパキの材は重硬・強靱で割れにくく、加工はやや困難、耐朽性

は高い。器具・旋作・機械・薪炭材などに用いられる。種子からは油が搾られ、頭髪・食用・

機械・燈・薬などに利用される。またサポニン原料ともなり魚毒・展薬として用いられた。木
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炭は媒染剤ともなる。

・ヒサカキ (Euryajaponica) ツバキ科 No.28. 

散孔材で、横断面では多角形、単独または 2~3個が複合する。道管は段階穿孔を有し、段

数は30前後。放射組織は異性II型、 1 ~ 4細胞幅、 1 ~40細胞高。柔組織は散在状。年輪界は

不明瞭。

ヒサカキは、本州（岩手・秋田県以南）• 四国・九州・琉球に自生する常緑小高木～低木

で、暖温帯常緑広葉樹林の下木として普通である。 多くの変・品種があり、各地で生け垣な

どに植栽される。薪炭材として一般的であり、小細工物・器具材としても用いられる。枝葉は

玉串として用いられるほか、その灰汁は媒染剤となる。また果実は染料となる。

・カキノキ属の一種 (Diospyrossp.) カキノキ科 No.32. 

散孔材で、横断面では楕円形、単独または 2~4個が複合する。道管は単穿孔を有する。放

射組織は異性III型、 1 ~ 3細胞幅、 10~20細胞高で階層状に配列する。柔組織は周囲状および

接線状。年輪界は不明瞭。

ヵヤノキ属には、 トキワガキ (Diospyrosmorrisiana)、シナノガキ (Q. ~aponica) 、ヤマ

ガキ (Q.些担 var.sy 1 verstis)の3種が自生する。 トキワガキは本州（静岡県以西）• 四国・

九州・琉球に、シナノガキは本州（関東地方南部以西）•四国・九州・琉球に、ヤマガキは本州・

四国・九州に分布する。ヤマガキの母種カキノキは、中国・楊子江流域原産で平安時代ごろ H

本に伝えられたものと考えられ、本州• 四国・九州で広く栽培されている。カキノキの材はや

や重硬・強靱で、建築装飾・器具・家具材などに用いられる。果実は食用となるほか、タンニ

ン原料となる。

・イネ科（タケ亜科）の一種 [Gramineae (subfam. Bambusoideae) sp.] No.43. 

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。

タケ亜科は、タケ・ササ類であるが解剖学的特徴では区別できない。

各試料の推定される用途・時代とその樹種を一覧表にまとめた（表8)。

表8 百間川米田遺跡出士材の推定される用途・時代とその樹種

試料番号 用 迩'A 時 代 種 名

1 椀 室町 サクラ属の一種

2 椀 中世 オニグルミ

3 椀 室町 カツラ

4 椀 中世 クリ
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試料番号 用 途 時 代 種 名

5 椀 中世 トチノキ

6 椀 中世 クリ類似種

7 折敷 室町 スギ

8 盤？ 中世 ツガ属の一種

， 盤？ 中世 ツガ属の一種

10 円板 中世 スギ

11 円板 室町 マツ属（複維管束亜属）の一種

12 円板？ 中世 ヒノキ属類似種

13 円板 中世 スギ

14 桶枠板 室町 スギ

15 桶枠板 中世 スギ

16 曲物 鎌倉 ヒノキ属の一種

17 盤？ 室町 マツ属（複維管束亜属）の一種

18 杓子？ 奈良 ヒノキ属の一種

19 杓子 江戸初期 クリ

20 杓子 中世 広葉樹（散孔材）

21 杓子 中世 広葉樹（散孔材）

22 箸 中世 スギ

23 箸 中世 スギ

24 箸 中世 ヒノキ属類似種

25 箸 奈良 ヒノキ属類似種

26 建築材？ 中世 クリ類似種

27 櫛 江戸初期 ャプツバキ類似種

28 編具 平安末期 ヒサカキ

29 柄 中世 マツ属（複維管束亜属）の一種

30 柄 室町 ヒノキ属の一種

31 柄 室町 マツ属（複維管束亜属）の一種

32 把手？ 中世 カキノキ属の一種

33 把手 中世 スギ

34 有頭棒 中世 ヒノキ属の一種
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試料番号 用 途 時 代 種 名

35 有頭棒 中世 ヤナギ属の一種

36 小円柱 中世 マツ属（複維管束亜属）の一種

37 小角棒 中世 クリ

38 下駄 中世 マツ属（複維管束亜属）の一種

39 下駄 中世 ヒノキ属の一種

40 下駄 中世 ヒノキ属の一種

41 下駄 江戸初期 マツ属（複維管束亜属）の一種

42 羽子板 中世 ヒノキ属の一種

43 箆 中世 イネ科（タケ亜科）の一種

44 火付け木 中世 マツ属（複維管束亜属）の一種

45 刀形？ 平安末期 スギ

46 塔婆？ 中世 スギ

47 五輪塔婆 中世 スギ

48 塔婆 中世 スギ

49 塔婆 中世 ヒノキ属類似種

50 塔婆 中世 ヒノキ属類似種

51 塔婆 中世 スギ

52 塔婆 中世 スギ

53 塔婆 中世 スギ

54 呪符 中世 スギ

55 札 室町 スギ

56 杭状 鎌倉後期 スギ

57 札 中世 スギ

58 札 中世 ツガ属の一種

59 札 中世 スギ

60 草履状木製品 中世 スギ

61 草履状木製品 中世 スギ

62 札 中世 スギ

63 札 中世 スギ

64 札 中世 スギ
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試料番号 用 途 時 代 種 名

65 札 室町 スギ

66 大形札 鎌倉 ヒノキ属の一種

67 有孔短冊形 中世 スギ

68 桶枠板 中世 スギ

69 梯子 弥生後期 イチジク属類似種

70 船材？ 古墳初期 モミ属の一種

71 建築材 古墳初期 モミ属の一種

72 建築材 中世 マツ属（複維管束亜属）の一種

73 塔婆 中世 エノキ属の一種

74 板材 平安末期 ヒノキ属の一種

75 板材 中世 マツ属（複維管束亜属）の一種

76 板材 中世 スギ

77 脚部 中世 マツ属（複維管束亜属）の一種

78 板材 中世 モクレン属の一種

79 角材 中世 コナラ属（アカガシ亜属）の一種

80 角棒 中世 スギ

81 不明 中世 広葉樹（散孔材？）

82 不明 中世 ムクノキ

83 不明 鎌倉 クスノキ

84 柱根 中世 マツ属（複維管束亜属）の一種

85 柱根 中世 マツ属（複維管束亜属）の一種

86 柱根 中世 樹皮

87 柱根 中世 ヒノキ属の一種

88 柱根 中世 広葉樹（散孔材）

89 柱根 中世 広葉樹（散孔材）

90 柱根 中世 クスノキ

91 柱根 中世 マツ属（複維管束亜属）の一種

92 柱根 中世 モミ属の一種

93 柱根 中世 シイノキ属の一種

94 柱根 中世 ケヤキ
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試料番号 用 途 時 代 種 名

95 柱根 中世 マツ属（複維管束亜属）の一種

96 礎板 中世 広葉樹（散孔材）

97 井戸側板（東） 鎌倉 スギ

98 井戸側板（西） 鎌倉 モミ属の一種

99 井戸側板（南） 鎌倉 モミ属の一種

100 井戸側板（北） 鎌倉 モミ属の一種

101 井戸側柱1 鎌倉 マツ属（複維管束亜属）の一種

102 井戸側柱2 鎌倉 マツ属（複維管束亜属）の一種

103 井戸側柱3 鎌倉 マツ属（複維管束亜属）の一種

104 井戸側柱4 鎌倉 ノグルミ

105 井戸横桟 1 鎌倉 モミ属の一種

106 井戸横桟2 鎌倉 ノグルミ

107 井戸横桟3 鎌倉 モミ属の一種

108 井戸横桟4 鎌倉 モミ属の一種

109 井戸側柱1 平安末期 スギ

110 井戸側柱2 平安末期 スギ

111 井戸側柱3 平安末期 ヒノキ属の一種

112 井戸側柱4 平安末期 スギ

113 井戸横桟 7 乎安末期 ヒノキ属の一種

114 井戸横桟 8 平安末期 ヒノキ属の一種

115 井戸横桟9 平安末期 ヒノキ属の一種

116 井戸横桟10 平安末期 ヒノキ属の一種

117 井戸基礎組木 室町 ツガ属の一種

118 井戸基礎組木 室町 ツガ属の一種

119 井戸基礎組木 室町 ツガ属の一種

120 井戸基礎組木 室町 ツガ属の一種

121 井戸側板東2 室町 モミ属の一種

122 井戸側板 室町 ツガ属の一種

123 井戸側板 室町 モミ属の一種

124 井戸側板 室町 ツガ属の一種
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試料番号 用 途 時 代 種 名

125 井戸側柱1 室町 ヒノキ属類似種

126 井戸側柱2 室町 ヒノキ属の一種

127 井戸側柱3 室町 ヒノキ属の一種

128 井戸側柱4 室町 ツガ属の一種

129 井戸横桟東6 室町 マツ属（複維管束亜属）の一種

130 井戸横桟西6 室町 コウヤマキ

131 井戸横桟西7 室町 コウヤマキ

132 基礎組木（東） 奈良 ヒノキ属の一種

133 基礎組木（西） 奈良 モミ属の一種

134 基礎組木（南） 奈良 ヒノキ属の一種

135 基礎組木（北） 奈良 モミ属の一種

136 井戸曲物（上） 奈良 ヒノキ属の一種

137 井戸曲物（下） 奈良 ヒノキ属の一種

138 井戸側柱北東 奈良 モミ属の一種

139 井戸側柱北西 奈良 ヒノキ属の一種

140 井戸側柱南東 奈良 シイノキ属の一種

141 井戸側柱南西 奈良 モミ属の一種

142 井戸桟板 奈良 ヒノキ属の一種

143 井戸曲物 平安前期 ヒノキ属の一種

144 井戸側板2 平安前期 ヒノキ属の一種

145 井戸側板10 平安前期 スギ

146 井戸側板 平安前期 スギ

147 井戸側板 平安前期 スギ

148 井戸側柱北東 乎安前期 シロダモ属の一種

149 井戸側柱北西 平安前期 マツ属（複維管束亜属）の一種

150 井戸側柱南西 平安前期 シロダモ属の一種

151 井戸側柱南束 平安前期 マツ属（複維管束亜属）の一種

152 基礎組木（西） 室町 マツ属（複維管束亜属）の一種

153 井戸横桟 l 鎌倉 スギ

154 井戸横桟 2 鎌倉 スギ
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試料番号 用 途 時 代 種 名

155 井戸横桟3 鎌倉 スギ

156 井戸横桟4 鎌倉 スギ

157 井戸側板 鎌倉 モミ属の一種

158 井戸側板 鎌倉 モミ属の一種

159 井戸横桟 鎌倉 ヒノキ属の一種

160 井戸横桟 鎌倉 ヒノキ属の一種

161 井戸横桟 鎌倉 ヒノキ属の一種

162 井戸横桟 鎌倉 ヒノキ属の一種

163 井戸横桟 鎌倉 モミ属の一種

164 基礎組木（東） 平安末期 マツ属（複維管束亜属）の一種

165 井戸横桟 l 室町 ヒノキ属の一種

166 井戸横桟2 平安末期 ヒノキ属の一種

167 井戸横桟3 平安末期 ヒノキ属の一種

168 井戸横桟4 平安末期 l:::ノキ属の一種

169 井戸曲物 室町 ヒノキ属の一種

170 井戸側板南② 鎌倉 モミ属の一種

171 井戸曲物① 奈良 ヒノキ属類似種

172 井戸曲物 奈良 ヒノキ属の一種

173 井戸曲物④ 奈良 ヒノキ属の一種

174 井戸曲物 奈良 ヒノキ属の一種

175 井戸曲物 奈良 ヒノキ属の一種

1-4 考察

木製遺物の樹種同定結果からみて、当時の人々が各樹種の材質を熟知した上で用材の選択を

行っていたであろうことは前報でも指摘したが、今回の同定結果からも同様の推論が導かれる。

以下にいくつかの用途ごとの使用樹種をみることにする。

• 井戸材

今回の同定対象の中で最多の79点を占める。奈良時代から室町時代のものとされる13遺構か

ら検出された材は 9種類に同定されたが、ヒノキ属（類似種を含む）・モミ属・スギなどの針葉

樹がほとんどで、広葉樹はノグルミなど 3種類5点にすぎない（表9)。各試料の使用部位をみ

ると、広葉樹は側柱と横桟で、井戸の本体ともいえる側板や曲物には使われていない。水周り

ということから、より水質に耐える針葉樹が選択されたものと思う。一方、同じ針葉樹であっ
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表 9 井戸材の部位別の使用樹種

時
遺 構~ モミ ツガ マッ コウヤ スギ ヒノ ノグ シイノ シロダ 合計代 属 属 属 マキ キ属 ｝レミ キ属 モ属

井戸118 基礎組木 2 2 4 
奈 曲物 2 2 

側柱 2 1 1 4 
桟板 1 1 

良

井戸119 曲物 5拿拿 5 

｀ 
井戸120 曲物 1 1 

側板 3 1 4 

期 側柱 2 2 4 

i 期
井戸131 側柱 3 1 4 

横桟 4 4 

井戸126 横桟 1 4 5 

井戸123 側板 1 1 

井戸138 横桟 4 4 

鎌
井戸137 側板 3 1 4 

側柱 3 1 4 

横桟 3 1 4 

＾ 息
井戸127 側柱 1 1 

井戸130 側板 1 1 
横桟 4 4 

井戸139 基礎組木 2 2 
曲物 1 1 

ニ笠丘 井戸135 側板 2 2 4 
側柱 1 3 ** 4 
横桟 1 2 3 

町 井戸132 基礎組木 4 4 

A ロ 計 16 7 8 2 11 30 2 1 2 79 

*: 複維管束亜属
＊＊：類似種各1点を含む
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てもヒノキ属・モミ属は多くの遺構で検出されているのに対して、ツガ属・コウヤマキなどは

遺構が限られているようにみえる。また、ヒノキ属は基礎組木や側柱から曲物・側板まで使わ

れているのに、複維管束亜属は側柱など強度を必要とする用途に限られているようにもみえる。

このように、樹種によって使用されている時代や部位に違いが認められるが、ここで同定され

た試料は各遺構を構成する材の一部にすぎないため断定はできない。今後の課題として留意し

たい。

・塔婆

いずれも中世のものとされる。塔婆？を含め 9点あり、スギ(6点）・ヒノキ属類似種(2点）．

エノキ属 (1点）と同定された。現在では、、白木の美しさや材質からモミが使われることが多

いが、針葉樹のスギ・ヒノキ属はともかく、広葉樹のエノキ属の用例は当時としても稀であろ

う。

・札

鎌倉時代とされるもの 1点、室町時代とされるもの 1点、中世とされるもの 7点がある。ッ

ガ属 (1点）・スギ (7点）・ヒノキ属 (1点）と同定された。本遺跡ではすでに、室町時代と

されるものでスギ・ヒノキ各2点が同定されている。

．椀

室町時代とされるもの 2点と中世とされるもの 6点があり、オニグルミ・クリ・クリ類似種・

カツラ・サクラ属・ トチノキ各1点と同定された。いずれも現在でも用いられている樹種であ

るが、これまでの同定結果ではクリの用例が多かったのに対し、使用樹種が多いことが注目さ

れよう。

．箸

奈良時代とされるもの 1点と中世とされるもの 3点があり、スギ・ヒノキ属類似種各2点と

同定された。スギゃサワラの箸は現在でも用いられている。

・下駄

中世とされるもの 3点と江戸時代初期とされるもの 1点があり、複維管束亜属・ヒノキ属各

2点と同定された。本遣跡では鎌倉・室町時代とされるものでマツ・ヒノキのはかにモミやサ

カキの例も知られている。

2 • 百間川米田遺跡出土種子同定

2 -1 試料

試料はNo.I -10の10点である。 No.7 -9は古墳時代初期のものとされる井戸114から、 No.

1-4は古墳時代前期のものとされる井戸103から、 No.5は鎌倉時代前期のものとされる井戸
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129から、No.6は室町時代のものとされる井戸139から、No.IOは中世のものとされる土横191か

らそれぞれ検出されたものである。

2-2 方法およぴ結果

肉眼およぴ双眼実体鏡により観察・同定した。同時に、写真団版（図版165) も作成した。以

下の 5種類 (Taxa)が同定された。（表10)。

表10 百間川米田遺跡出土種子同定結果

試料番号 種 名

1 種類不明

2 Polygonum sp. （タデ属の一種）

3 種類不明

4 樹皮？

5 Torreya nucifera （カヤ）

6 Melia azedarach （センダン）

7 Prunus salicina （スモモ）

8 Aphananthe aspera （ムクノキ）， 種類不明
10 種類不明

同定された種類のうち、カヤ・ムクノキ・スモモは食用となる。スモモは中国揚子江流域から

日本まで野生種があったとされるが、わが国での栽培の歴史は古く、「記紀」に記載があるとい

う。カヤ・ムクノキは時に植栽されるが、果実をとるために栽培されることはない。 No.Iは約

半分の、 No.10はほぽ完形の種子であったが現時点では同定できない。 No.9はイヌガヤにも似

た大形の種子の一部であるが、残存部が小さすぎて同定できない。 No.3は乾燥した破片である

が、種子であるか否かも判断できない。
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〇昭和61年度種子同定分（抄）

1 • 試料

付載4 樹種同定、種子同定

試料はNo.1~32の32点で、沢田・今谷・米田・原尾島の 4 遺跡から検出されたものである。

各試料は、弥生時代前期から室町時代のものとされている（表11)。

表11 百間川遺跡出土種子試料表（抜粋）

試料番号・ 遺 跡 地区 遺 構 時 代

8 米田 20S 溝125(石組） 室町時代， 米田 20S 溝122 室町時代

10 米田 20S 溝122 室町時代

24 米田 16N, 0 井戸135 鎌倉時代後半

25 米田 16N, 0 井戸135 鎌倉時代後半

26 米田 15 I 井戸114 古墳時代初期

28 米田 ・llG 井戸105 弥生時代後期

29 米田 13G 井戸107 古墳時代前期

30 米田 13N 井戸126 平安時代末期

31 米田 16P 井戸116 弥生時代後期

2 • 方法及ぴ結果

試料を肉眼及び双眼実体鏡で観察し同定した。同時に写真図版も作成した。同定結果を一覧

表で示す（表12)。

表12 百間川遺跡出土種子同定結果（抜粋）

試料番号 種 名 部位

8 Prunus mume （ウメ） 種子， 材片？
10 Pinus (subgen. Dipioxyion) sp. [マツ属（複維管束亜属）の一種］ 毬呆

24 P. mume 種子

25 Pinus (subgen. Diploxylon) sp. 毬果

26 Lagenana s1ceraria (ヒョウタン） 果皮

28 Lagenaria siceraria 果皮

29 Lagenaria siceraria 果皮

30 Lagenaria siceraria 果皮

31 Quercus sp. (コナラ属の一種） 種子
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〇昭和60年度材同定分（抄）

1 • 試料

試料は65点で、原尾島 (39点）・沢田 (16点）・米田 (10点） 3地区より出士した木製品と自

然木である。試料の用途や推定される時代などを試料表にまとめた（表13)。なお、 No.58は炭

化部分を同定試料とした。

表13 試料表（抜粋）

試料番号 用 途 地 区 時 代

55 鋤柄 米田 古墳前期

56 臼 米田 古墳前期

57 ？ 米田 古墳前期

58 たいまつ？ 米田 奈良

59 円座 米田 古墳前期

60 羽子板 米田 鎌倉室町

61 下駄 米田 鎌倉室町

62 椀 米田 鎌倉室町

63 椀 米田 鎌倉室町

64 椀 米田 鎌倉室町

2 • 方法

剃刀の刃を用いて、試料の木ロ・柾目・板目三面の徒手切片を作成、ガム・クロラール (Gum

Chloral)で封入、生物顕微鏡で観察・同定した。 No.58は乾燥させたのち、木ロ・柾目・板目

三断面を作成、走査形電子顕微鏡で観察・同定した。同時に、顕微鏡写真図版（図版 166・167)

も作成した。

3 • 結果

同定結果を一覧表で示す。（表14)。

表14 同定結果（抜粋）

試料番号 種 名

55 Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp. [コナラ属（アカガシ亜属）の一種］

56 Pinus (subgen. Diploxylon) sp. [マツ属（複維管束亜属）の一種］

57 Cryptomeria japonnica (スギ）
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付載4 樹種同定、種子同定

試料番号 種 名

58 Pinus (subgen. Diploxylon) sp. [マツ属（複維管束亜属）の一種］

59 環孔材 (7年枝）

60 cf. Cladrastis -sp. (フジキ属類似種）

61 Cl eyera Japomca (サカキ）

62 Juglans ailanthifolia (オニグルミ）

63 Castanea crenata (クリ）

64 C. crenata 

次に、各試料の主な解剖学的特徴や一般的性質などについて種類ごとに述べる。

・マツ属（複維管束亜属）の一種 [Pinus(subgen. Diploxylon) sp.]マツ科 No.56, 58 

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞はなく、樹脂道が

認められる。放射組織は仮道管、柔細胞とエピセリウム細胞よりなり、仮道管内壁には顕著な

鋸歯状の突出が認められる。分野壁孔は窓状、単列、 1 ~15細胞高。

複維管束亜属いわゆる二葉松類には、アカマツ (Pinusdensiflora)、クロマツ（じ thun-

bergii)、リュウキュウマツ(!:.luchuesis)の3種がある。アカマツとクロマツは本州・四国・

九州に分布するが、クロマツは暖地の海沿いに多く生育し、また古くから砂防林として植栽さ

れてきた。リュウキュウマツは琉球列島特産である。材は重硬で強度が大きく、保存性は中程

度であるが耐水性に優れる。建築・上木・建具・器具・家具材など広い用途が知られている。

・スギ (Cryptomeriajaponica) スギ科 No.57. 

早材部から晩材部への移行は急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞はほば晩材部に限って認められ、

樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔はスギ型 (Taxodioid)

で2~4個。放射組織は単列、 1 ~15細胞高。

スギは、本州・四国・九州の水湿・肥沃な谷間などに生育する常緑高木で、また各地で植栽・

植林される。国内では植林面積第一位の璽要樹種であり、長寿の木としても知られる。材は軽

軟で割裂性は大きく、加工は容易、保存性は中程度である。建築・土木・樽桶類・舟材など各

種の用途がある。樹皮は屋根葺用とされ、葉は線香・抹香の原料にもなる。

・オニグルミ・(Juglansailanthifolia) クルミ科 No. 62. 

散孔材で年輪界付近でやや急に管径を減少させる。管孔は単独まれに 2~4個が複合、横断

面では楕円形、管壁は薄い。道管は単穿孔を有し、壁孔は密に交互状に配列する。放射組織は

同性～異性III型、 1~4細胞幅、 1 ~40細胞高。柔組織は短接線状、周囲状および散在状。年

輪界は明瞭。
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オニグルミは、北海道から九州までの川沿いなどに生育する落葉高木である。材の硬さは中

程度、加工は容易で狂いが少なく、保存性は低い。銃床として、洋の東西を通じて広く用いら

れ、現在では材積が少なくなっていると思われる。ほかに各種器具・家具材などの用途も知ら

れている。種子は食用となり、栄養価に富む。

・コナラ属（アカガシ亜属）の一種 [Quercus(subgen. Cyclobalanopsis) sp.Jプナ科No.55.

放射孔材で、管壁厚は言中庸～厚〈、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では棚状となる。放射組織は同性、単列、

1 ....... 15細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は短接線状およぴ散在状。柔細胞はしばしば

結晶を含む。年輪界は不明瞭。

アカガシ亜属（カシ類）には、アカガシ (Quercusacuta)、イチイガシ (Q.臣柁~)、アラ

カシ (_Q_.glauca)など 7種があるが、果実の構造からコナラ亜属に分類される常緑低木～小高

木のウバメガシ (Q_.JW_yllyraeoides)も、材構造上はカシ類と類似する。カシ類は、暖温帯常

緑広葉樹林（いわゆる照葉樹林）の主要な構成種であり、主として西南日本に分布する。この

うち最も高緯度地域にまで分布するのがアカガシで、宮城・新潟県が北限である。材は重硬・

強靱で、器具・機械・建築・薪炭材などに用いられる。また種子は食用となる。

・クリ (Castanea crena ta) プナ科 No.63t 64. 

環孔材で孔圏部は 1-4列、孔圏外で急激に管径を滅じのち漸滅しながら火炎状に配列する。

大道管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独およぴ2-3個が斜（放射）方向に複

合、横断面では角張った楕円形～多角形、ともに管壁は薄い。道管は単穿孔を有し、壁孔は交

互状に配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。放射組織は同性、単列、 1 -15細胞高。

柔組織は周囲状およぴ短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部• 本1-M• 四国・九州の山野に自生し、また植栽される落葉裔木である。

材はやや重硬で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築，器具・

家具・薪炭材、楕木や海苔粗染などの用途が知られている。樹皮からはタンニンが採られ、果

実は食用となる。各地の遺跡からの出土例の多い樹種の一つである。

・フジキ属類似種 (cf.Cladrastis sp.) マメ科 No.60. 

試料は一年輪分しか得られない。（小）道管は初め単独または数個が複合するが、のち接線方

向に帯状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は密に交互状に配列する。放射組織はほぼ同

性、 1-10細胞幅、 I -50細胞高でさや状の細胞 (sheath-likecells)が認められる。柔組織

は周囲状およぴ帯状。

フジキ属にはフジキ (Cladrastisplatycarpa)、ユクノキ (f.sikokiana)の2種がある。

フジキは本州（福島県以南）• 四国・対馬に、ユクノキは本州（群馬・富山県以西）• 四国・九
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付載4 樹種同定、種子同定

州の山地に稀に分布する落葉高木である。材はやや重硬・強靱で、器具・家具・旋作・土木・

薪炭材などに用いられることがある。

・サカキ (Cleyerajaponica) 

散孔材で管壁は薄く、横断面では多角形、単独または 2-3個が複合する。道管は階段穿孔

ッパキ科 No.61. 

を有し、段の数は20前後。放射組織は異性II-I型、

散在状。年輪界は不明瞭。

1-2細胞幅、 1-20細胞高。柔組織は

サカキは、本州（新潟・茨城県以西）• 四国・九州・琉球に自生するとされる常緑高木で、暖

温帯常緑広葉樹林の構成種であり、神社などに植栽される。 このため本来の自生北限は明らか

ぇ
屠

ではない。材は重硬・強靱で、割裂しにくく加工は困難。建築・器具材としても用いられるが、

薪炭材として一般的である。枝葉を玉串として用いることでも知られる。

4 • 考察

同定した65点のうち自然木は 1点のみで残る64点は加工材である。使用樹種はアカガシ亜属

（カシ類）が最も多く、次いでヤプッパキ (10点）、

ノキ科 (5点）などとなっている。 この結果から、

コナラ節（コナラと考える） (6点）、 クス

これらの材料を供給したであろう森林は暖

温帯常緑広葉樹林（照葉樹林）であったと考える。ただし、木製品およぴその原木は、時にかな

りの遠方からも搬入されることがあり、出士地周辺に照葉樹林が成立していたとは断言できな
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次に主な用材をみてみよう。

・柄

石斧と鋤の柄各1点があるが、

．椀

ともにカシ類を用いている。

3点があり、 クリ (2点）・オニグルミ (1点）であった。容器とともにいずれも現在と同様

の用材例である。

用途不明のものの中で、 No.57はスギを用いている。針葉樹の使用例は、 2点を含めて 4種類

(Taxa) 6点しかなく、広葉樹では代用できないような特殊な用途に用いられたものかもしれ

ない。

以上みてきたように、弥生～古墳時代を通じて、遺跡周辺には照葉樹林が成立していたこと

は、ほぽ確実と考える。（奈良時代以降は試料数が少なく判断できない）。試料の多くは、 その

森林から採取されたものであろう（ただし、弥生時代後期以降、ヤブッパキの使用例がほとん

どなくなる点には、疑問が残る）。

を選択していることがうかがえる。

そして、それぞれの樹種の材質•特性を熟知した上で、用材

＊：当遺跡の東約70kmに位置する姫路市長越遺跡（弥生時代後期後半～古墳時代前期中葉と推
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定される）では、スギ・ヒノキ材の検出数が多く （嶋倉 1978)、花粉分析結果でもスギなど温

帯性のものがかなり出現し、典型的な暖帯林の要素がやや少ないことから、現在よりやや冷涼

な気候が推定され（中西•前田・松下 1978)、当遺跡での推定とはやや異なっている。この問

題の解明には、今後のデータの蓄積が必要である。

5 • 引用文献

中西哲• 前田保夫• 松下まり子 (1978) 総合的考察による古環境の復元，兵庫県文化

財調査報告書 第12冊 「姫路バイパス建設工事に伴う播磨・長越遺跡一昭和49・

50年度調査報告書一（本文編）」，兵庫県教育委員会.pp.378-382. 

嶋倉 巳三郎 (1978) 長越遺跡から出土した木質物の樹種の説明，兵庫県文化財調査報告

書 第12冊 「姫路バイパス建設工事に伴う播磨・長越遺跡一昭和49・50年度調
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百間川米田遺跡出土遺物一覧表

1 百間川米田遺跡出土土器観察表

2 木器一覧表

3 石器一覧表

4 鉄器一覧表

5 銅器一覧表

6 骨角器一覧表

7 土錘一覧表

8 土器転用土製円盤一覧表

9 動物遺体同定資料一覧表

10 種子同定資料一覧表
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凡例

1 土器の残存率は1J縁部のそれを示す。

2 木器・石器・鉄器・銅器・土錘・土製円盤の各一覧表では、掲載図・遺物番

号が本報告書での番号にあたる。

3 時代は遺構の年代を示し、遺物の年代ではない。

4 石器の型式は次のとおりである。

錘 I : 両端を打ち欠いたもの

II : 周囲に溝を穿ったもの

III : 周囲に打撃を行ったもの

鏃 『百間川沢田遺跡2 長谷遺跡2』第 6章第 2節の分類による。

I : 平基式 II : 凹甚式 III : 円基式 IV: 有茎鏃 v: 凹基袂入り
VI: 木葉形尖茎式

5 銅器のうち、銭貨の型式は『下右田遺跡 第 4次調査概報・総括』の分類に

よる。

6 土錘の型式分類は表末に記す。

7 動物遺体・種子の同定は一部（付載1-4) を除き、非専門家による推定で

ある。
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法
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(c
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番
号
追
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

1
 竪
穴
住
居
1
0
 l
 
弥
生
士
器

櫛
描
に
よ
る
沈
線
と
波
状
文
。

2
 竪
穴
住
居
1
0
 l
 
弥
生
土
器

櫛
描
に
よ
る
沈
線
と
波
状
文
。

3
 竪
穴
住
居
l
O
 1
 
弥
生
土
器

櫛
描
に
よ
る
沈
線
と
波
状
文
。

4
 堅
穴
住
居
1
0
 1
 
弥
生
土
器

櫛
描
に
よ
る
沈
線
と
波
状
文
。

5
 竪
穴
住
居
1
0
 l
 
弥
生
土
器

8.
1 

外
面
ヘ
ラ
ミ
カ
年
ヽ
内
面
ナ
デ
。

1
/
4
 

6
 竪
穴
住
居
1
0
 1
 
弥
生
士
器

内
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

7
 堅
穴
住
居
l
O
 3
 
弥
生
士
器
甕
I
 
14
.2
 
5.
1 
15
.4
 
ロ
縁
部
は
外
方
に
折
れ
曲
が
り
、
端
部
は
丸
い
。
胴
部
外
面
ク
タ
キ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
3
 
排
水
溝

8
 堅
穴
住
居
1
0
 3
 
弥
生
土
器
甕

16
.5
 

ロ
縁
端
部
が
上
方
へ
折
れ
曲
が
る
。

1
/
4
 
排
水
溝

9
 堅
穴
住
居
1
0
 3
 
弥
生
土
器
甕

17
.0
 

ロ
縁
端
部
が
上
方
へ
折
れ
曲
が
る
。

1
/
4
 
排
水
溝

JO
 
竪
穴
住
居
1
0
 3
 
弥
生
土
器
高
杯

排
水
構

11
 
堅
穴
住
居
l
O
 3
 
弥
生
士
器
高
杯

排
水
溝

12
 
堅
穴
住
居
1
0
 3
 
弥
生
土
器
高
杯

排
水
溝

13
 
竪
穴
住
居
1
0
 3
 
弥
生
土
器
高
杯

排
水
講

14
 
竪
穴
住
居
l
O
 3
 
弥
生
士
器
高
杯

排
水
洞

15
 
堅
穴
住
居
1
0
 3
 
弥
生
土
器
甕
？

5.
5 

排
水
栂

16
 
竪
穴
住
居
1
0
 3
 
弥
生
士
器
甕

6.
2 

排
水
溝

17
 
竪
穴
住
居
1.
0
 3
 
弥
生
土
器
直
口
壺

排
水
栂

18
 
堅
穴
住
居
l
O
 3
 
弥
生
士
器
甕

5.
3 
2.
5 
7.
0 
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
内
面
指
頭
圧
後
ナ
デ
。

1
/
4
 
排
水
渦

19
 
竪
穴
住
居
1
0
 3
 
弥
生
土
器
高
杯

中
央
穴

20
 
竪
穴
住
居
l
O
 3
 
弥
生
士
器
高
杯

中
央
穴

21
 
竪
穴
住
居
1
0
 3
 
弥
生
土
器
高
杯
18
.1
 

杯
部
は
丸
く
、
外
反
し
た
口
縁
端
部
は
丸
い
。

1
/
2
 
中
央
穴

22
 
建
物
1
0
 6
 
弥
生
士
器
甕

15
.8
 

23
 
井
戸
l
O
 l
 
土
師
器
甕

12
.2
 

く
の
字
口
縁
。
胴
部
荒
い
ハ
ケ
で
ス
ス
付
着
。
内
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

1
/
8
 

24
 
井
戸
1
0
 1
 
士
師
器
甕

13
.0
 
4.
6 
21
.8
 
く
の
字
口
縁
。
頭
～
胴
部
ク
ク
キ
の
の
ち
ハ
ケ
。
内
面
押
圧
と
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
口
縁
内
面
＾
ヶ
と
ナ
デ
。

完
存

廿 畠 湖 油
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法
最
(c
m)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

25
 
井
戸
1
0
 1
 
土
師
器
甕

15
.2
 

ロ
縁
断
面
に
8
~
9
本
の
櫛
描
沈
線
。
胴
部
ハ
ケ
の
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
肩
部
に
刺
突
文
2
個
。
内
面
押
圧
と
ヘ
ラ
底
部
欠

ケ
ズ
リ
。

26
 
井
戸
1
0
 1
 
土
師
器
小
鉢
17
.0
 
4.
2 
8.
8 
外
面
は
荒
い
ハ
ケ
と
一
部
に
ク
ク
キ
→
押
圧
→
細
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
（
下
半
）
。
内
面
お
も
に
押
圧
。
底
の
一
部
は
二
1
/
2
 

次
的
な
火
を
受
け
て
剣
離
。
肩
部
を
除
く
外
面
に
ス
ス
付
着
．

27
 
井
戸
1
0
 2
 
土
師
器
壺

5.
8 

1
/
4
 

28
 
井
戸
1
0
 2
 
土
師
器
甕

17
.0
 

胴
部
に
暗
文
風
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
8
 

29
 
井
戸
1
0
 2
 
士
師
器
鉢

40
 

荒
く
て
深
い
ハ
ケ
。

1
/
1
2
 

30
 
井
戸
1
0
 2
 
土
師
器
小
鉢
？

3.
0 

内
面
に
細
か
い
ハ
ケ
．

底
完
存

31
 
井
戸
1
0
 2
 
士
師
器
？
 

4.
8 

胎
土
は
高
杯
に
似
る
。

底
完
存

32
 
井
戸
1
0
 2
 
土
師
器
高
杯

33
 
井
戸
1
0
 2
 
土
師
器
高
杯
25
.8
 

1
/
5
 

34
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
'."il
l 
←
 
19
.5
 

1
/
5
 

35
 
井
戸
1
0
 3
 
士
師
器

空"'
コ~

19
.0
 

頸
部
外
面
は
ハ
ケ
状
工
具
の
ミ
ガ
キ
効
果
。

頸
部
完

36
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
甕

15
.8
 
25
.6
 
肩
部
に
粗
い
横
方
向
の
ハ
ケ
（
櫛
）
日
。
胎
土
ほ
白
っ
ぽ
く
、
砂
粒
は
目
立
た
な
い
。

復
元
完
山
陰
系

37
 
井
戸
I
O
 3
 
土
師
器
小
壺

7.
0 

5.
5 
胎
土
は
大
粒
の
砂
粒
は
含
ま
ず
、
細
か
い
雲
母
を
含
む
。

ロ
1/
2欠

38
 
井
戸
I
O
 3
 
弥
生
士
器
甕

15
.0
 

1
/
8
 

・
3
9
 
井
戸
1
0
 3
 
士
師
器
甕

粗
い
ク
ク
キ
。

1
/
1
0
 

40
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
甕

粗
い
ク
タ
キ
。
肩
部
に
線
刻
．

41
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
甕

16
.0
 

1
/
5
 

42
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
甕

底
完
存

43
 
井
戸
1
0
 3
 
粗
製
土
器
台
付
鉢

3.
8 

台
2/
3
製
塩
土
器

44
 
井
戸
1
0
 3
 
弥
生
土
器
高
杯

10
. 
7
 

脚
部
完

45
 
井
戸
l
O
 3
 
弥
生
士
器
？
高
杯
17
.5
 

ロ
縁
部
内
外
面
お
よ
び
杯
立
ち
上
が
り
部
外
面
に
雑
な
櫛
描
波
状
文
．

1
/
4
 

46
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
小
壺
11
.3
 
3.
2 
14
.4
 
全
体
に
雑
な
つ
く
り
。

1
/
2
 

47
 
井
戸
1
0
 3
 
士
師
器
壺

内
外
面
粗
い
＾
ヶ
。

3
/
4
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法
趾
(c
m)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

48
 
井
戸
1.
0
 3
 
士
師
器
壺

14
.8
 

1
/
3
 

49
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
？
壺

20
.0
. 

1
/
3
 

50
 
井
戸
l
O
 3
 
土
師
器
？
壺

7.
5 

ほ
ぽ
完

51
 
井
戸
1
0
 3
 
士
師
器
？
高
杯
14
.4
 

1
/
4
 

52
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
？
小
鉢

8.
8 
2.
3 
7,
0 

完
存

53
 
井
戸
l
O
 3
 
土
師
器
甕

14
.8
 
4.
4 
20
.9
 
胴
部
中
央
ク
ク
キ
、
底
部
と
周
部
ハ
ケ
．

1
/
2
 

54
 
井
戸
1
0
 3
 
士
師
器
甕

4.
2 

胴
部
中
央
ク
ク
キ
、
底
部
部
分
的
に
ハ
ケ
．

1
/
3
 

55
 
井
戸
1
0
 3
 
士
師
器
？
甕

4.
3 

56
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
甕

15
.5
 
5.
2 
22
.3
 
胴
部
下
半
に
タ
タ
キ
。

ほ
ぽ
完

57
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
甕

4.
4 

2
/
3
 

58
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
甕

14
.4
 
16
.4
 
胴
部
か
ら
底
部
ま
で
粗
い
ハ
兄
内
部
に
ア
ワ
状
の
炭
化
物
。

牡
ぽ
完

59
 
井
戸
1
0
 3
 
士
師
器
麗

5.
6 

胴
部
か
ら
底
部
ま
で
粗
い
ハ
ケ
、
内
部
に
ア
ワ
状
の
炭
化
物
。

2
/
3
 

60
 
井
戸
l
O
 3
 
土
師
器
甕

13
.5
 

1
/
6
 

61
 
井
戸
l
O
 3
 
土
師
器
甕

15
.5
 

1
/
6
 

62
 
井
戸
1
0
 3
 
士
師
器
聾

15
.4
 
4.
5 
24
.7
 
内
面
わ
ず
か
に
米
の
炭
化
物
付
洛
．

ほ
ぽ
完

63
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
甕

15
.4
 
4.
6 
25
.0
 
内
面
わ
ず
か
に
米
の
炭
化
物
付
苅
（
最
大
5
.
2
X
2
.
3
c
m
)
。
肩
部
に
刺
突
文
1
個．

ほ
ぽ
完

64
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
甕

13
.4
 
3.
2 
19
.3
 
内
面
わ
ず
か
に
米
の
炭
化
物
付
着
。
頸
部
に
繊
維
質
の
ひ
も
、
2
か
所
に
結
目
。
胴
部
下
に
穿
孔
。

完
存

65
 
井
戸
l
O
 3
 
士
師
器
甕

15
.2
 
4.
0 
22
.4
 
内
面
わ
ず
か
に
米
の
炭
化
物
付
着
。

2
/
3
 

66
 
井
戸
1
0
 3
 
土
師
器
甕

15
.4
 
4.
2 
23
.7
 
内
面
わ
ず
か
に
米
の
炭
化
物
付
珀
。

ほ
ぽ
完

67
 
井
戸
1
0
 4
 
士
師
器
壺

19
.6
 

1
/
6
 

68
 
井
戸
1
0
 4
 
土
師
器
壺

27
.2
 

胎
士
に
最
大
約
4
mm
の
石
英
。

1
/
1
5
 

69
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
士
器
鉢

20
.2
 
5.
3 
9.
5 
内
面
に
鹿
と
3
本
の
弧
線
な
ど
が
細
い
鋭
利
な
工
具
で
描
か
れ
て
い
る
。

2
/
3
 

70
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

10
.8
 

ヨ
コ
ナ
デ
。

1
/
5
 

71
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
士
器
壺

7.
0 

ハ
ケ
の
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
2
 

72
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

1
/
3
 

廿 星 湖 治
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法
量
(c
m)

番
号
遣
構
名

稲
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

73
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
士
器
甕

13
.0
 

1
/
5
 

74
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
土
器
斑

14
.2
 

1
/
5
 

75
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
士
器
甕

11
. 
7
 

1
/
6
 

76
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

13
.7
 

1
/
4
 

77
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
士
器
要

16
.0
 

1
/
5
 

78
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

9.
3 

外
面
指
頭
圧
痕
と
細
か
い
ハ
ケ
。

1
/
2
 

79
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
士
器
甕

11
.0
 

1
/
6
 

80
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

6.
2 

底
部
完

81
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
士
器
甕

5.
4 

底
部
完

82
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
土
器
直
口
壺
8.
4 

1
/
4
 

83
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
士
器
小
鉢
10
.8
 
3.
2 
6.
6 
体
部
わ
ず
か
に
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

1
/
2
 

84
 
井
戸
l
O
 5
 
弥
生
土
器
高
杯
17
.0
 

小
鉢
の
可
能
性
も
あ
る
。
表
面
磨
減
。

1
/
8
 

85
 
井
戸
l
O
 5
 
弥
生
士
器
高
杯
18
.8
 

内
面
細
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
2
 

86
 
井
戸
I
O
 5
 
弥
生
土
器
高
杯
20
.2
 

内
面
細
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

87
 
井
戸
1
D
 5
 
弥
生
土
器
高
杯
18
.1
 

1
/
7
 

88
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
士
器
高
杯

2
/
3
 

89
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
士
器
高
杯

11
.3
 

3
/
5
 

90
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
土
器
器
台
？
18
.0
 

ロ
縁
端
面
に
鋸
歯
文
。

1
/
6
 

91
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
土
器
小
鉢

2.
5 

胎
土
ほ
高
杯
に
似
る
。

底
部
完

92
 
井
戸
1
0
 5
 
弥
生
土
器
小
鉢

4.
4 

胎
士
は
扁
杯
に
似
る
。
底
面
に
も
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

2
/
5
 

93
 
井
戸
1
0
 6
 
弥
生
土
器
壺

15
.0
 

ロ
縁
受
け
部
に
鋸
歯
文
。

ロ
部
完

94
 
井
戸
1
0
 6
 
弥
生
土
器
甕

10
.3
 

1
/
5
 

95
 
井
戸
1
0
 6
 
弥
生
士
器
高
杯
16
.4
 

1
/
5
 

96
 
井
戸
1
0
 6
 
弥
生
土
器
莉
杯
18
.8
 

1
/
4
 

97
 
井
戸
1
0
 7
 
土
師
器
壺

18
.8
 

1
/
4
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法
罷
(c
m)

番
号
追
楷
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

98
 
井
戸
1
0
 7
 
土
師
器
壺

14
.0
 

肩
部
に
横
方
向
の
探
い
ハ
ケ
目
。

1
/
5
 
山
陰
系

99
 
井
戸
l
O
 7
 
土
師
器
壺

16
.5
 

1
/
 4
 

10
0 
井
戸
1
0
 7
 
土
師
器
壺

周
部
に
長
楕
円
の
列
点
文
と
そ
の
下
に
細
い
沈
線
が
続
く
。
外
面
丹
塗
り
。

1
/
4
 

10
1 
井
戸
1
0
 7
 
士
師
器

""
"'
 
空

胎
土
は
高
杯
に
似
る
。

1
/
2
 

10
2 
井
戸
1
0
 7
 
土
師
器
甕

15
.4
 
42
 
22
.3
 
頸
部
に
繊
維
状
の
ひ
も
が
残
存
。

完
存

10
3 
井
戸
1
0
 7
 
土
師
器
甕

4.
4 

外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
？

底
部
完

10
4 
井
戸
1
0
 7
 
士
師
器
甕

粗
い
ク
ク
キ
．

10
5 
井
戸
l
O
 7
 
土
師
器
甕

粗
い
ク
ク
キ
。

1
/
3
 

10
6 
井
戸
1
0
 7
 
土
師
器
甕

底
部
は
ク
ク
キ
の
の
ち
ヘ
ラ
で
削
り
取
っ
て
い
る
。

底
部
完

10
7 
井
戸
1
0
 7
 
土
師
器
鉢

外
面
ク
タ
キ
の
の
ち
ハ
ケ
．

10
8 
井
戸
l
O
 7
 
土
師
器
鉢

10
.6
 

外
面
タ
タ
キ
の
の
ち
ハ
ケ
。

1
/
3
 

10
9 
井
戸
1
0
 7
 
士
師
器

d
a
,
 
空

5.
0 

1
/
6
 

11
0 
井
戸
1
0
 7
 
土
師
器
台
付
鉢

4.
6 

指
頭
圧
痕
が
顕
著
．

ロ
欠
損

11
 l
 井
戸
1
0
 7
 
土
師
器
高
杯

5.
5 
7.
0 
5.
4 
ミ
ニ
チ
ュ
ア
。

1
/
2
 

11
2 
井
戸
1
0
 7
 
土
師
器
小
形
器
台
8.
0 

胎
土
は
高
杯
に
似
る
。

体
部
完

11
3 
井
戸
1
0
 7
 
土
師
器
高
杯
19
.2
 

1
/
 4
 

11
4 
井
戸
l
O
 7
 
士
師
器
高
杯

11
5 
井
戸
l
O
 7
 
粗
製
土
器
台
付
鉢

4.
4 

製
塩
土
器

11
6 
井
戸
l
O
 7
 
士
師
器
鼓
形
器
台

14
.8
 

外
面
に
縦
方
向
の
3
本
の
ヘ
ラ
描
き
沈
線
。

1
/
6
 

11
7 
井
戸
1
0
 7
 
土
師
器
甕

14
.0
 
4.
3 
22
.6
 
頸
部
に
細
い
縄
状
繊
維
。

ほ
ぽ
完

11
8 
井
戸
1
0
 8
 
弥
生
土
器
甕

15
.4
 

外
面
に
雑
な
ク
ク
キ
。

1
/
4
 

11
9 
井
戸
1
0
 8
 
弥
生
土
器
甕

胎
土
に
1
~
3
m
m
の
長
石
・
石
英
粒
が
目
立
つ
。

1
/
8
 

12
0 
井
戸
1
0
 8
 
弥
生
土
器
甕

5.
6 

胎
士
に
砂
粒
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
。
内
面
お
よ
び
底
部
外
面
に
粗
い
＾
ケ
。

1
/
2
 

12
1 
井
戸
1
0
 8
 
弥
生
士
器
小
鉢
13
.0
 
6.
0 
4.
7 
底
部
近
く
に
ク
ク
キ
？

1
/
4
 

12
2 
井
戸
l
O
 8
 
粗
製
土
器
台
付
鉢

4.
0 

2
/
3
 
製
塩
土
器

廿 畠 湖 焙
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法
量
(c
m)

残
存
率

番
号
遣
楷
名

種
別

器
種

特
徴

備
考

ロ
径
底
径
器
高

12
3 
井
戸
1
0
 8
 
粗
製
土
器
台
付
鉢

4.
2 

2
/
3
 
製
塩
土
器

12
4 
井
戸
1
0
 8
 
粗
製
土
器
鉢

15
.0
 

胎
士
ほ
製
塩
土
器
に
似
る
。

1
/
8
 

12
5 
井
戸
1
0
 9
 
士
師
器

10
. 
7
 

1
/
4
 

12
6 
井
戸
1
0
 9
 
土
師
器
甕

14
.0
 

！
 

1
/
4
 

12
7 
井
戸
1
0
 9
 
土
師
器
鉢

23
.7
 

1
/
5
 

12
8 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

13
.2
 
5.
4 
22
.2
 
胴
部
上
半
ハ
ケ
目
、
下
半
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
底
面
も
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
．

4
/
5
 

12
9 
井
戸
1
1
 l
 
弥
生
土
器
甕

17
.8
 

肩
部
よ
り
上
は
ハ
ケ
目
、
下
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
4
 

13
0 
井
戸
I
1
 1
 
弥
生
土
器
望

13
.4
 

1
/
6
 

13
1 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
罷

15
.8
 

1
/
6
 

13
2 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
甕

17
.2
 

ロ
縁
部
下
端
が
突
出
す
る
。

1
/
8
 

13
3 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

17
.2
 

ロ
縁
部
下
端
が
突
出
す
る
，

1
/
2
 

13
4 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
鉢

31
.0
 

l
/
1
6
 

13
5 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
高
杯
14
.5
 
9.
8 
7.
8 
ロ
縁
部
は
直
立
し
外
面
に
沈
線
、
脚
端
部
ほ
丸
い
。

2
/
3
 

13
6 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
高
杯
13
.2
 
8.
3 
6.
9 
ロ
縁
部
は
外
反
、
杯
部
は
内
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

4
/
7
 

13
7 
井
戸
l
1
 1
 
弥
生
士
器
高
杯

13
8 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
高
杯

13
9 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
高
杯

14
0 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
高
杯
16
.8
 

ロ
緑
部
ほ
直
立
し
、
外
面
に
浅
い
沈
線
、
内
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
．

4
/
5
 

14
1 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
高
杯
15
.6
 

内
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ロ
径
1/
5

14
2 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
高
杯

ロ
縁
部
を
欠
く
が
直
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

14
3 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
高
杯
21
.8
 

ロ
緑
部
は
外
反
し
、
内
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

14
4 
井
戸
1
I
 1
 
弥
生
土
器
直
口
壺
8.
7 

ロ
縁
部
に
向
け
て
細
く
な
る
。

2
/
3
 

14
5 
井
戸
I
1
 1
 
弥
生
土
器
直
口
壺
8.
0 

外
面
は
タ
テ
方
向
、
内
面
は
ヨ
コ
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
．

『
/
縁
部2
 

14
6 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
鉢

10
.8
 

胴
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
4
 

14
7 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
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法
最
(
c
m
)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

14
8 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
鉢

4.
1 

製
塩
土
器

14
9 
井
戸
1
l
 1
 
弥
生
土
器
甕

15
0 
井
戸
1
1
 l
 
弥
生
土
器
鉢

17
.9
 
5.
6 
5.
4 
ロ
縁
部
は
ほ
ぼ
直
立
。

完

15
1 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
甕

ロ
縁
端
部
が
上
方
へ
折
れ
曲
が
る
。

1
/
6
 

15
2 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

14
.5
 

ロ
縁
端
下
端
が
突
出
す
る
。

1
/
4
 

15
3 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

14
.5
 

ロ
縁
端
下
端
が
突
出
す
る
。
胴
部
外
面
ハ
ケ
目
、
内
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

1
/
2
 

15
4 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
甕

15
.5
 

ロ
縁
端
部
下
端
に
稜
を
も
つ
が
突
出
し
な
い
。

15
5 
井
戸
1
l
 l
 
弥
生
土
器
甕

12
.2
 
6.
0 
26
.9
 
ロ
縁
端
部
は
上
方
へ
折
り
曲
が
り
、
下
端
に
沈
線
、
下
半
ほ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
4
 

15
6 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

14
.7
 
5.
0 
24
.9
 
ロ
縁
端
部
が
少
し
肥
厚
す
る
。
体
部
外
面
、
底
部
は
ハ
ケ
目
。

9
/
1
0
 

15
7 
井
戸
l
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

4.
3 

外
面
、
底
面
ハ
ケ
目
。

1
/
2
 

15
8 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
甕

5.
2 

外
面
、
底
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

2
/
5
 

15
9 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器

3.
0 

底
部
も
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
，

16
0 
井
戸
l
1
 1
 
弥
生
土
器

1.
9 

外
面
ハ
ケ
目
、
内
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

16
1 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
壺

6.
2 

内
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
外
面
下
半
に
タ
タ
キ
の
痕
跡
。

16
2 
井
戸
1
l
 1
 
弥
生
土
器
鉢

5.
0 
3.
0 
4.
7 
外
面
ナ
デ
、
内
面
ハ
ケ
目
．

1
/
5
 

16
3 
井
戸
1
l
 l
 
弥
生
土
器
鉢

8.
7 

上
半
は
ク
ク
キ
、
下
半
は
ク
ク
キ
後
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

1
/
4
 
製
塩
士
器

16
4 
井
戸
1
l
 l
 
弥
生
土
器
鉢

4.
1 

胴
部
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

1
/
2
 
36
と
同
一
個
体

16
5 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
甕

17
.0
 

ロ
緑
端
部
が
上
下
に
拡
張
。

1
/
8
 

16
6 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
壺

19
疇
7

ロ
縁
端
部
が
上
下
に
拡
張
。

2
/
3
 

16
7 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器

~
 
-
L
 
20
.0
 

ロ
縁
端
部
が
上
下
に
拡
張
、
外
面
ハ
ケ
目
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
2
 

16
8 
井
戸
l
l
 l
 
弥
生
土
器
壺

外
面
上
半
は
ハ
ケ
目
、
下
半
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
内
面
は
T
寧
な
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

16
9 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
高
杯

17
0 
井
戸
l
1
 1
 
弥
生
土
器
高
杯
17
.9
 
11
.0
 
8.
2 
内
外
面
こ
ま
か
な
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

17
1 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
高
杯
23
.0
 

1
/
4
 

17
2 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
直
口
壺

2.
5 

外
面
は
こ
ま
か
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

廿 蔀 葉 滞 焼
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法
量
(c
m)

番
号
遺
構
名

稲
別
器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

17
3 
井
戸
I
I
 I
 
弥
生
土
器
直
口
壺

胴
部
は
偏
平
．

17
4 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
直
口
壺
9.
3 

外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
胴
部
内
面
は
指
頭
圧
と
ハ
ケ
目
。

脚
付

17
5 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器

17
事
3

1
/
3
 

17
6 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
甕

13
.6
 
4.
6 
19
.8
 
ロ
緑
部
は
外
反
し
、
端
部
は
肥
匝
し
な
い
。
外
面
ハ
ケ
目
、
内
而
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

3
/
4
 
内
面
炭
化
米
付
府

17
7 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

14
.8
 
4.
5 
25
.3
 
ロ
緑
部
は
外
反
し
、
端
部
が
少
し
肥
厚
す
る
。
外
面
ハ
ケ
目
、
内
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

完
形
ふ
き
こ
ぽ
れ
痕

17
8 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

15
.2
 
4.
8 
23
.7
 
ロ
緑
部
は
外
反
し
、
端
部
が
少
し
肥
厚
す
る
。
外
面
ク
ク
キ
後
ハ
ケ
目
。

完
形

17
9 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
甕

13
.5
 
4.
0 
21
. 
4
 ロ
緑
端
が
上
方
に
拡
張
。
外
面
上
半
は
ハ
ケ
目
、
下
半
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
．

完

18
0 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

14
.9
 
4.
6 
23
.7
 
ロ
縁
端
が
上
方
に
拡
張
。
外
面
は
板
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

完

18
1 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
甕

1
5
 8
 
5.
0 
24
.7
 
ロ
緑
端
が
上
方
に
拡
張
。
外
面
は
板
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

完
形

18
2 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

14
.0
 
5.
3 
21
.1
 
ロ
縁
端
が
上
方
に
拡
張
。
外
面
ほ
板
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

3
/
4
 

18
3 
井
戸
I
I
 I
 
弥
生
士
器
甕

13
.7
 

ロ
緑
端
が
上
方
に
拡
張
。
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
3
 

18
4 
井
戸
I
I
 I
 
弥
生
土
器
甕

13
.6
 

ロ
縁
端
が
上
方
に
折
れ
曲
が
る
。
外
面
ハ
ケ
目
と
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
2
 

18
5 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
罷

13
.8
 
5.
5 
26
.8
 
ロ
緑
端
が
上
方
に
折
れ
曲
が
る
。
外
而
下
半
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

完
形

18
6 
井
戸
I
I
 I
 
弥
生
土
器
甕

12
. 
4
 

胴
部
外
面
ク
ク
キ
後
ハ
ケ
目
。

1
/
3
 

18
7 
井
戸
I
I
 I
 
弥
生
土
器
壺

19
.3
 
5.
4 
34
.0
 
ロ
縁
部
が
上
方
に
折
れ
曲
が
る
。

完
形

18
8 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

7.
4 

18
9 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
甕

7.
2 

19
0 
井
戸
l
1
 l
 
弥
生
土
器
甕

6.
2 

19
1 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
鉢

4.
7 

製
塩
土
器

19
2 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

8.
7 
3.
0 
8.
7 
外
面
ク
ク
キ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
内
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

完
形

19
3 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
士
器
鉢

51
. 
4
 

外
而
ハ
ケ
目
、
内
面
ハ
ケ
目
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
毛

1
/
8
 

19
4 
井
戸
1
1
 1
 
弥
生
土
器
鉢

外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
内
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
．

1/
10
以
下

19
5 
井
戸
I
I
 2
 
土
師
器
甕

4.
2 

わ
ず
か
に
底
部
が
認
め
ら
れ
る
。

内
面
に
炭
化
米
付
舒

19
6 
井
戸
1
1
 2
 
土
師
器
甕

14
皐，
2.
8 
24
.8
 
わ
ず
か
に
底
部
が
認
め
ら
れ
る
ロ
ロ
緑
部
櫛
描
沈
線
。

完
外
面
煤
付
着

19
7 
井
戸
1
1
 2
 
士
師
器
甕

17
.6
 
3.
7 
24
.6
 
底
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
口
緑
部
櫛
描
沈
線
。

完
外
面
煤
付
着
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法
位
(c
m)

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

19
8 
井
戸
1
1
 2
 
土
師
器
聾

14
.3
 
2.
8 
20
.8
 
底
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
口
縁
部
櫛
描
沈
線
。

完
外
面
煤
付
着

19
9 
井
戸
1
1
 2
 
士
師
器
甕

15
.0
 
3.
4 
24
.1
 
底
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
口
縁
部
櫛
描
沈
線
。

完
外
面
煤
付
沿

20
0 
井
戸
1
1
 2
 
土
師
器
甕

13
.8
 
3.
8 
23
.2
 
底
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
口
縁
部
櫛
描
沈
線
。

9
/
1
0
 
外
面
煤
付
着

20
1 
井
戸
1
l
 2
 
土
師
器
甕

14
.8
 
3.
8 
13
.4
 
底
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
口
縁
部
櫛
描
沈
線
。

完
外
面
煤
付
着

20
2 
井
戸
1
1
 3
 
土
師
器
坐

15
.2
 

ロ
縁
部
櫛
描
沈
線
。

1
/
4
 

20
3 
井
戸
1
1
 3
 
土
師
器
甕

14
.1
 

外
面
上
半
は
ハ
ケ
目
、
下
半
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

9
/
1
0
 

20
4 
井
戸
1
1
 4
 
士
師
器
壺

20
.7
 

1
/
7
 

20
5 
井
戸
l
1
 4
 
土
師
器
癌

13
.2
 

ロ
縁
部
外
面
に
櫛
描
沈
線
文
。

1
/
4
 
外
而
煤

20
6 
井
戸
1
1
 4
 
土
師
器
甕

13
.2
 
18
.8
 
ロ
縁
部
外
面
に
櫛
描
沈
線
文
。
贋
部
に
3
個
の
剌
突
。

完
外
面
体
部
下
半
煤

20
7 
井
戸
1
1
 4
 
土
師
器
甕

13
.3
 

ロ
縁
部
外
面
に
櫛
描
沈
線
文
。

3
/
4
 
外
面
煤

20
8 
井
戸
1
1
 4
 
土
師
器
甕

外
而
ク
タ
キ
。

20
9 
井
戸
l
l
 4
 
士
師
器
甕

外
而
ハ
ケ
メ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
底
部
内
面
指
頭
押
さ
え
の
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

3
/
4
 
外
面
煤

21
0 
井
戸
l
1
 4
 
土
師
器
甕

14
.0
 

ロ
級
部
外
面
に
櫛
描
沈
線
文
。

1
/
4
 
外
面
煤

21
1 
井
戸
1
l
 4
 
土
師
器
甕

15
.2
 

ロ
縁
部
外
面
に
櫛
描
沈
線
文
。

1
/
3
 
外
面
煤

21
2 
井
戸
1
1
 4
 
士
師
器
甕

14
.8
 

ロ
縁
部
外
面
に
櫛
描
沈
線
文
。

1
/
4
 
外
面
煤

21
3 
井
戸
1
l
 4
 
土
師
器
甕

15
.6
 

ロ
縁
部
外
面
に
櫛
描
沈
線
文
。

1
/
5
 
外
而
煤

21
4 
井
戸
1
1
 4
 
士
師
器
甕

1
4
 8
 

ロ
縁
部
外
面
に
櫛
描
沈
線
文
。

1
/
5
 
外
面
煤

21
5 
井
戸
l
1
 4
 
土
師
器
甕

15
.2
 

1
/
4
 

21
6 
井
戸
1
l
 4
 
士
師
器
甕

17
.0
 

1
/
4
 
外
面
煤

21
7 
井
戸
1
1
 4
 
土
師
器
甕

15
.1
 

1
/
1
0
 
外
面
煤

21
8 
井
戸
l
l
 4
 
土
師
器
甕

底
部
内
面
指
頭
押
さ
え
の
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

完
外
面
煤

21
9 
井
戸
1
1
 4
 
土
師
器
高
杯

1
/
2
 

22
0 
井
戸
l
l
 4
 
土
師
器
涵
杯

12
.0
 

1
/
8
 

22
1 
井
戸
l
l
 6
 
弥
生
土
器
甕

15
.9
 
4.
6 
22
.5
 
ロ
縁
部
は
外
方
に
折
れ
曲
が
り
、
端
部
は
ほ
と
ん
ど
肥
厚
し
な
い
。

5
/
6
 
煤
付
沿

22
2 
井
戸
1
1
 6
 
弥
生
士
器
甕

17
.6
 
5.
6 
25
.6
 
ロ
縁
部
は
外
方
に
折
れ
曲
が
り
し
端
部
は
ほ
と
ん
ど
肥
厚
し
な
い
。

煤
付
着

仕 器 葉 湖 浙
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法
籠
(c
m)

残
存
率

俯
考

番
号
遣
精
名

稲
別

器
種

特
徴

口
径
底
径
器
湿

22
3 
井
戸
1
1
 6
 
弥
生
土
器
甕

12
.1
 

ロ
縁
端
部
が
上
方
に
拡
張
。
外
面
ハ
ケ
目
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
2
 
煤
付
精

22
4 
井
戸
1
1
 6
 
弥
生
士
器
甕

12
.9
 
2.
6 
18
.8
 
ロ
縁
端
部
が
上
方
に
拡
張
。
外
面
ハ
ケ
目
。

完
煤
付
筍

22
5 
井
戸
l
1
 6
 
弥
生
土
器
甕

14
.7
 
4.
7 
24
.4
 
ロ
縁
端
部
が
上
方
に
拡
張
。
口
縁
部
端
面
に
2
条
の
浅
い
凹
線
。

完
煤
付
粁

22
6 
井
戸
1
1
 6
 
弥
生
士
器
甕

14
.2
 
4.
7 

ロ
縁
部
に
櫛
描
沈
線
。
胴
部
下
半
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
．

2
/
3
 
煤
付
舒

22
7 
井
戸
1
1
 6
 
弥
生
土
器
甕

14
.2
 

ロ
縁
部
が
立
ち
上
が
る
。
口
縁
端
部
下
端
が
突
出
す
る
。

完
煤
付
舒

22
8 
井
戸
1
1
 6
 
弥
生
土
器
甕

14
.8
 
5.
9 
26
.2
 
ロ
縁
部
が
立
ち
上
が
る
。
口
緑
端
部
下
端
が
突
出
す
る
．

1
/
2
 
煤
付
看

22
9 
井
戸
1
1
 6
 
弥
生
土
器
甕

5.
9 

底
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

煤
付
府

23
0 
井
戸
1
1
 6
 
弥
生
土
器
甕

5.
2 

煤
付
舒

23
1 
井
戸
1
1
 7
 
士
師
器
甕

15
.6
 
3.
5 
24
.7
 
ロ
縁
部
外
面
ほ
櫛
描
き
沈
線
。
外
面
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ほ
密
。

1
/
3
 

23
2 
井
戸
1
1
 7
 
土
師
器
壺

4.
0 

外
面
は
ク
ク
キ
成
形
の
後
、
ハ
ケ
を
密
に
施
す
。
内
面
は
ナ
デ
。
内
面
に
接
合
痕
顕
著
．

ロ
縁
欠

23
3 
±
披
1
0
 1
 
弥
生
土
器
高
杯

水
漉
し
粘
土
。

柱
部
完

23
4 
土
猥
1
0
 2
 
弥
生
土
器
甕

14
.4
 

l
/
5
 

23
5 
±
披
1
0
 2
 
弥
生
士
器
高
杯

12
.0
 

脚
端
欠

23
6 
±
擦
1
0
 3
 
弥
生
土
器
高
杯

1
/
2
 

23
7 
土
横
1
0
 3
 
弥
生
土
器
甕

15
.7
 

1
/
3
 

23
8 
土
城
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

15
.4
 

外
面
の
一
部
に
タ
ク
キ
、
胎
土
に
石
英
を
多
く
含
む
。

1
/
4
 

23
9 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

15
.2
 
8.
8 
27
.0
 
胎
土
に
大
粒
の
長
石
・
石
英
。

ほ
ぽ
完

24
0 
±
披
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

17
.6
 

外
面
の
一
部
に
タ
ク
キ
、
胎
土
に
石
英
を
多
く
含
む
．

1
/
2
 

24
1 
土
披
I
O
 5
 
弥
生
土
器
竺..
..
 
10
.0
 
4.
8 
18
.0
 
ロ
緑
部
に
貼
付
浮
文
。
胎
士
に
1
rnr
n
以
上
の
砂
粒
を
含
ま
な
い
。
外
面
の
一
部
に
ス
ス
。

3
/
4
 

24
2 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
士
器
壺

13
.2
 
3.
6 
14
.5
 
肩
部
に
貼
付
浮
文
。
胎
土
に
1
m
m
以
上
の
砂
粒
を
含
ま
な
い
。
外
面
の
一
部
に
ス
ス
．

3
/
4
 

24
3 
士
披
l
O
 5
 
弥
生
土
器
壺

17
.6
 

胎
土
か
ら
12
と
同
一
個
体
か
。

1
/
2
 

24
4 
土
猥
I
O
 5
 
弥
生
土
器
壺

8.
4 

胎
士
に
砂
粒
分
が
少
な
い
．

1
/
3
 

24
5 
士
接
1
0
 5
 
弥
生
士
器
壺

20
.6
 

頸
部
に
螺
線
状
の
沈
線
。

頸
部
完

24
6 
土
披
1
0
 5
 
弥
生
土
器
's
l(
 

誓
心

20
.2
 

頸
部
に
螺
線
状
の
沈
線
。
肩
部
に
刺
突
文
。

1
/
2
 

24
7 
土
擦
1
0
 5
 
弥
生
士
器
壺

8.
8 

頸
部
に
螺
線
状
の
沈
線
。
肩
部
に
剌
突
文
。

2
/
3
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法
趾
(c
ru
)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

24
8 
土
痰
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

15
.4
 

頸
部
に
沈
線
を
も
た
な
い
。

1
/
3
 

24
9 
土
痰
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

7.
4 

頸
部
に
沈
線
を
も
た
な
い
。
眉
部
に
刺
突
文
。

2
/
3
 

25
0 
土
披
l
O
 5
 
弥
生
土
器
壺

18
. 
6
 

胎
士
か
ら
25
5
と
同
一
個
体
か
。

上
部
完

25
1 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

17
.8
 

頸
部
に
ヘ
ラ
描
き
線
刻
。

ロ
縁
完

25
2 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
士
器
壺

15
.8
 
7.
3 
37
.7
 
胎
土
に
1
mm
以
下
の
長
石
が
と
く
に
目
立
つ
。

2
/
3
 

25
3 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

25
4 
土
檄
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

8.
6 

破
片
の
蘇
は
口
縁
部
を
除
き
、
ほ
ぽ
ー
個
体
分
有
。
胎
土
に
大
粒
の
長
石
•
石
英
を
多
く
含
む
．

各
3/
4

25
5 
士
狼
1
0
 5
 
弥
生
士
器
壺

9.
0 

底
部
完

25
6 
土
狼
1
0
 5
 
弥
生
士
器
甕

15
.3
 
5.
2 
23
.1
 
胎
士
に
鉄
分
粒
が
多
い
。

沿
ぼ
完

25
7 
土
猿
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

12
.0
 

ロ
縁
完

25
8 
土
擁
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

25
.2
 
7.
3 
31
.5
 
良
く
使
用
さ
れ
痛
み
が
激
し
い
。

ほ
ぽ
完
図
上
復
元

25
9 
士
狼
1
0
 5
 
弥
生
士
器
甕

12
.8
 

1
/
3
 

26
0 
士
狼
l
O
 5
 
弥
生
士
器
甕

14
.6
 

胎
士
に
大
粒
の
長
石
が
目
立
つ
。

1
/
4
 

，
 

26
1 
土
狼
l
O
 5
 
弥
生
土
器
甕

15
.7
 
6.
0 
25
.0
 

底
部
欠

26
2 
±
損
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

15
.0
 
5.
6 
12
.8
 
外
面
の
剥
離
面
に
も
ス
ス
付
着
。
胎
土
に
3
~
4
m
m
の
石
英
を
含
む
が
数
は
少
な
い
。

ほ
ぽ
完

26
3 
土
狼
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

6.
5 

2
/
3
 

26
4 
土
城
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

4.
0 

2
/
3
 

26
5 
土
披
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

11
.6
 

1
/
2
 

26
6 
±
城
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

15
.3
 
6.
6 
33
.0
 
外
面
ハ
ケ
目
の
み
。
全
体
的
に
痛
み
が
激
し
い
。

ほ
ぼ
完

26
7 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

15
.2
 
6.
0 
26
.0
 
底
部
穿
孔
．

ほ
ぼ
完

26
8 
±
猥
1
0
 5
 
弥
生
士
器
甕

13
.2
 
4.
0 
17
.0
 
24
1 
・2
42
と
よ
く
似
た
胎
士
．

1
/
2
 

26
9 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

12
.8
 
21
.1
 
4.
8 
底
部
部
分
的
に
赤
変
。

1
/
3
 
図
上
復
元

27
0 
士
城
1
0
 5
 
弥
生
士
器
甕

4.
6 

底
部
部
分
的
に
赤
変
．

1
/
2
 

27
1 
士
狼
l
O
 5
 
弥
生
土
器
甕

15
.2
 

1
/
4
 

27
2 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

12
.4
 

全
体
に
調
整
が
粗
い
。

1
/
3
 

廿 喜 湖 筋
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法
絨
(c
m)

残
存
率
備
考

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

ロ
径
底
径
器
高

27
3 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
土
器
緊

12
.2
 
5.
5 
21
.8
 
胎
士
の
砂
粒
は
0.
3m
m
以
下
。

牡
ぽ
完

27
4 
±
披
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

12
.8
 

胎
土
に
2
ID
ID
前
後
の
砂
粒
多
い
．

ロ
緑
完

27
5 
士
披
I
O
 5
 
弥
生
土
器
甕

13
.2
 
6.
0 
21
.8
 
胎
土
に
1
~
 2
m
m
の
長
石
・
石
英
が
非
常
に
多
い
。

ほ
ぽ
完

27
6 
土
痰
1
0
 5
 
弥
生
土
器
高
杯
1
9
 4
 

2
/
3
 

27
7 
土
城
1
0
 5
 
弥
生
士
器
高
杯
20
.0
 

外
面
縦
方
向
の
暗
文
風
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
 4
 

27
8 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
土
器
高
杯
22
.0
 

胎
士
の
水
漉
度
は
上
の
2
者
よ
り
悪
い
。

1
/
8
 

27
9 
士
城
1
0
 5
 
弥
生
土
器
高
杯

11
.0
 

＝
次
的
な
火
を
受
け
て
い
る
，

2
/
3
 

28
0 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
土
器
高
杯

胎
士
に
砂
粒
が
比
較
的
多
く
、
表
面
の
ミ
ガ
キ
が
一
部
ケ
ズ
リ
に
な
っ
て
い
る
。

端
部
欠

28
1 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
士
器
高
杯
10
.6
 

1
/
3
 

28
2 
土
横
l
O
 5
 
弥
生
土
器
高
杯
12
.4
 

1
/
3
 

28
3 
±
城
1
0
 5
 
弥
生
土
器
高
杯
10
.1
 
8.
9 
5.
6 

ほ
ぽ
完

28
4 
土
横
I
O
 5
 
弥
生
土
器
高
杯
15
.2
 

2
/
3
 

28
5 
土
披
1
0
 5
 
弥
生
士
器
小
鉢
16
.0
 

1
/
8
 

28
6 
土
城
I
O
 5
 
弥
生
土
器
小
鉢
16
.0
 
4.
6 
6.
3 

1
/
2
 

28
7 
±
披
1
0
 5
 
弥
生
土
器
小
鉢
15
.0
 
5.
5 
7.
4 

3
/
5
 

28
8 
土
痰
l
O
 5
 
弥
生
土
器
浅
鉢
30
.6
 
12
.0
 
8.
3 
胎
土
は
比
較
的
均
ー
な
微
砂
粒
を
含
み
、
黄
褐
色
～
暗
茶
色
を
呈
す
。
2
4
1
・
2
4
2
と
似
る
。

2
/
5
 

28
9 
土
猥
I
O
 5
 
弥
生
士
器
鉢

40
.5
 

1
/
1
5
 

29
0 
土
城
1
0
 5
 
弥
生
土
器
鉢

29
.0
 

胎
士
中
の
砂
粒
は
細
か
い
。

1
/
3
 

29
1 
士
擦
1
0
 5
 
弥
生
土
器
鉢

30
.0
 
9.
0 
15
.8
 
胎
土
に
1
~
 5
 mm
の
長
石
・
石
英
が
目
立
つ
。
外
面
に
ス
ス
と
内
面
に
こ
げ
痕
跡
を
有
す
。

牡
ぽ
完

29
2 
土
城
1
0
 5
 
弥
生
士
器
鉢

1
/
1
0
 

29
3 
±
披
1
0
 5
 
弥
生
土
器
鉢

1
/
1
0
 

29
4 
土
猥
1
0
 5
 
弥
生
土
器
台
付
鉢
17
.2
 
5.
5 
8.
8 
胎
土
ほ
甕
に
似
る
．

ほ
ぽ
完

29
5 
土
城
l
O
 6
 
弥
生
土
器
甕

ロ
縁
部
近
く
に
円
形
浮
文
。

29
6 
±
披
1
0
 6
 
弥
生
土
器
甕

内
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

29
7 
土
猥
1
0
 6
 
弥
生
士
器
甕

8,
8 

胎
土
に
1
~
4
m
m
大
の
砂
粒
多
し
。

l
/
8
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法
量
(c
rn
)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

29
8 
土
廣
l
O
 8
 
弥
生
土
器
甕

12
.1
 

1
/
3
 

29
9 
±
服
1
0
 8
 
弥
生
土
器
甕

15
.4
 

胎
士
に
0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
を
傲
枇
含
む
，

1
/
6
 

30
0 
土
披
1
0
 8
 
弥
生
士
器
甍

8.
0 

1
/
2
 

30
1 
土
城
1
0
 8
 
弥
生
土
器
高
杯

13
.4
 

1
/
4
 

30
2 
±
猥
1
0
 9
 
弥
生
土
器
甕

胎
土
は
細
か
く
密
．

1
/
9
 

30
3 
土
猥
1
1
 0
 
弥
生
土
器
甕

内
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
が
顕
著
。

1
/
6
 

30
4 
±
痰
1
1
 0
 
弥
生
土
器
壺

)
 

破
片

30
5 
士
猥
1
1
 2
 
弥
生
土
器
壺

破
片

30
6 
土
狼
l
l
 2
 
弥
生
士
器
壺

破
片

30
7 
土
猥
I
I
 2
 
弥
生
士
器
壺

上
と
同
一
個
体
か
。

破
片

30
8 
土
撰
1
1
 2
 
弥
生
土
器
甕

6.
8 

2
/
3
 

30
9 
±
痰
1
1
 3
 
弥
生
土
器
壺

列
点
文
と
櫛
描
き
沈
線
文
。

破
片

31
0 
士
披
1
1
 3
 
弥
生
土
器
壺

櫛
描
き
平
行
沈
線
文
。

破
片

31
1 
土
痰
1
1
 3
 
弥
生
士
器
壺

櫛
描
き
乎
行
沈
線
文
＋
波
状
文
。

破
片

31
2 
土
猥
1
l
 3
 
弥
生
土
器
甕

1
/
1
0
 

31
3 
土
披
l
l
 4
 
弥
生
士
器
壺

破
片

31
4 
土
痰
1
1
 4
 
弥
生
土
器
壺

櫛
描
き
沈
線
文
＋
波
状
文
＋
刺
突
文
。

破
片

31
5 
土
痰
1
1
 4
 
弥
生
士
器
壺

櫛
描
き
沈
線
文
＋
刺
突
文
。

破
片

31
6 
土
痰
1
1
 4
 
弥
生
土
器
甕

17
.6
 

1
/
5
 

31
7 
土
披
I
1
 4
 
弥
生
士
器
甕

19
.6
 

1
/
3
 

31
8 
土
城
1
1
 4
 
弥
生
土
器
甕

19
.0
 

頸
部
に
穿
孔
。

1
/
4
 

31
9 
土
城
l
l
 4
 
弥
生
士
器
甕

破
片

32
0 
±
城
1
1
 4
 
弥
生
土
器
甕

23
.9
 

櫛
描
き
平
行
沈
線
文
＋
波
状
文
．

1
/
2
 

32
1 
±
城
l
l
 4
 
弥
生
土
器
甕

5.
4 

底
部
完

32
2 
土
城
l
l
 4
 
弥
生
士
器
甕

6.
0 

1
/
5
 

廿 昌 鴻 浙
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法
最
(
c
m
)

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
裔

32
3 
±
披
l
1
 4
 
弥
生
土
器
壺

8.
7 

内
外
面
と
も
に
磨
滅
。

底
部
完

32
4 
土
猥
1
1
 4
 
弥
生
土
器
甕

8.
6 

1
/
3
 

32
5 
土
猥
1
1
 5
 
弥
生
士
器
壺

8.
0 

櫛
描
き
沈
線
文
＋
同
波
状
文
＋
列
点
文
．

1
/
5
 

32
6 
士
猥
1
1
 5
 
弥
生
土
器
壺

櫛
描
き
沈
線
文
＋
同
波
状
文
＋
列
点
文
。

1
/
6
 

32
7 
土
猥
1
1
 5
 
弥
生
土
器
壺

櫛
描
き
沈
線
文
＋
同
波
状
文
＋
竹
管
文
。

破
片

32
8 
土
城
1
1
 5
 
弥
生
士
器
壺

櫛
描
き
沈
線
文
＋
同
波
状
文
。

破
片

32
9 
土
描
1
1
 6
 
弥
生
土
器
甕

20
.4
 

櫛
描
き
沈
線
文
＋
同
波
状
文
、
肩
部
に
ヘ
ラ
記
号
。

1
/
2
 

33
0 
土
城
1
1
 5
 
弥
生
士
器
甕

20
.3
 

1
/
4
 

33
1 
±
披
1
1
 5
 
弥
生
土
器
斑

21
.0
 

2
条
の
列
点
文
。

1
/
8
 

33
2 
土
痰
1
1
 5
 
弥
生
士
器
甕

21
.0
 
5.
3 
25
.5
 
3
条
の
列
点
文
。

1/
5
完
図
上
復
元

33
3 
±
披
1
1
 6
 
弥
生
土
器
鄭

列
点
文
．

破
片

33
4 
土
痰
1
1
 6
 
弥
生
士
器
甕

列
点
文
＋
櫛
描
き
沈
線
文
。

破
片

33
5 
士
披
l
l
 5
 
弥
生
土
器
甕

5.
6 

底
部
穿
孔
。

底
部
完

33
6 
±
披
1
1
 5
 
弥
生
土
器
甕

5.
7 

1
/
4
 

33
7 
土
猿
1
1
 5
 
弥
生
土
器
甕

6.
5 

底
部
穿
孔
。

底
部
完

33
8 
土
横
1
1
 7
 
弥
生
士
器
高
杯
18
.0
 

杯
部
が
深
い
。

脚
1/
2
欠

33
9 
±
猥
1
1
 7
 
弥
生
土
器
高
杯
16
.6
 

脚
裾
欠

34
0 
±
摘
1
1
 7
 
弥
生
土
器
高
杯
13
.5
 
10
.5
 
8.
5 

完
存

34
1 
土
城
1
1
 7
 
弥
生
士
器
高
杯
18
. 
4
 1
0.
9 
9.
1 

完
存

34
2 
土
城
1
1
 7
 
弥
生
土
器
璧

14
.6
 

1
/
6
 

34
3 
士
披
1
1
 7
 
弥
生
土
器
台

13
. 
3
 

1
/
7
 

.3
44
 
土
痰
I
1
 7
 
弥
生
士
器
甕

13
.1
 
5.
7 
25
.6
 
底
面
に
も
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
，

3
/
5
 

34
5 
士
謡
1
1
 7
 
弥
生
土
器
甕

13
.6
 
5.
7 
21
. 
0
 底
部
近
く
に
ク
ク
キ
を
残
す
。
底
面
に
も
ハ
ケ
。

完
存

34
6 
土
猥
1
1
 7
 
弥
生
士
器
甕

14
.6
 
4.
4 
20
.7
 
底
部
近
く
に
ク
ク
キ
を
残
す
。
底
面
に
も
ハ
ケ
。

ほ
ぽ
完

34
7 
±
擁
1
1
 7
 
弥
生
土
器
台
付
壺
8.
5 
12
.7
 
18
.7
 

脚
端
欠



|
 

41
9 1
 

法
位
(
c
m
)

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

34
8 
土
旗
1
l
 7
 
弥
生
土
器
低
杯
18
.4
 

脚
裾
欠

34
9 
士
娯
1
l
 7
 
弥
生
土
器
裔
杯
18
.2
 

波
状
に
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
8
 

35
0 
土
披
l
l
 7
 
弥
生
士
器
台
付
壺

10
.0
 

1
/
3
 

35
1 
土
救
l
1
 7
 
弥
生
土
器
甕

11
.6
 

接
合
面
よ
り
上
は
砂
粒
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
。
下
は
2
m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

1
/
6
 

35
2 
士
檄
l
l
 7
 
粗
製
土
器
台
付
鉢

3.
6 

被
熱
刹
落
が
み
ら
れ
る
。

脚
部
完
製
塩
土
器

35
3 
土
痰
1
1
 7
 
粗
製
土
器
台
付
鉢

4.
0 

被
熱
剣
落
が
み
ら
れ
る
。

脚
部
完
製
塩
士
器

35
4 
±
痰
l
1. 
7
 
弥
生
土
器
鉢

7.
7 

1
/
4
 

35
5 
土
扱
I.
1
 7
 
弥
生
土
器
鉢

41
.2
 

1
/
3
 

35
6 
土
撰
l
l
 7
 
弥
生
士
器
聾

13
.0
 
4.
2 
23
.2
 
外
面
乎
行
ク
ク
キ
の
の
ち
、
下
半
粗
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

完
存

35
7 
土
城
l
1
 7
 
弥
生
土
器
甕

18
.2
 

1
/
8
 

35
8 
±
城
）
1
 7
 
粗
製
土
器
台
付
鉢

3.
6 

3
/
4
 
製
塩
土
器

35
9 
±
摘
l
1
 9
 
弥
生
土
器
罷

ヘ
ラ
描
沈
線
に
似
る
。
倒
L
字
口
縁
．

36
0 
土
堀
l
l
 9
 
弥
生
士
器
甕

櫛
描
沈
線
、
倒
L
字
口
緑
。

36
1 
土
披
l
1
 9
 
弥
生
士
器
罷

櫛
描
沈
線
。

36
2 
±
城
l
l
 9
 
弥
生
土
器
甕

櫛
描
沈
線
、
円
形
浮
文
を
5
個
単
位
に
貼
付
。
i

36
3 
土
揺
l
1
 9
 
弥
生
士
器
甕

内
外
面
と
も
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
倒
L
字
口
縁
。

36
4 
±
堀
1.
2
 2
 
弥
生
土
器
甕

櫛
描
沈
線
と
刺
突
文
。

36
~ 
士
披
l
2
 2
 
弥
生
士
器
甕

ロ
縁
部
は
く
字
状
に
外
反
す
る
。

36
6 
土
嬰
1.
2
 3
 
弥
生
土
器
甕

櫛
描
沈
線
。

36
7 
土
披
1
2
 3
 
弥
生
士
器
甕

5.
0 

指
頭
圧
と
ナ
デ
が
見
ら
れ
る
。

1
/
6
 

36
8 
:I:. 
披
l
2
 4
 
弥
生
土
器
鹿

櫛
描
沈
線
、
倒
L
字
口
縁
。

36
9 
土
痰
l
2
 4
 
弥
生
土
器
甕

櫛
描
沈
線
の
間
に
刺
突
文
。

37
0 
土
殷
l
2
 4
 
弥
生
土
器
罷

ロ
緑
部
が
く
字
状
に
外
反
す
る
。

37
1 
土
披
l
2
 4
 
弥
生
土
器
要

5.
7 

櫛
描
沈
線
の
下
端
に
刺
突
文
、
下
半
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

37
2 
土
扱
l
2
 6
 
弥
生
土
器
甕

櫛
描
沈
線
、
波
状
文
、
刺
突
文
が
施
さ
れ
る
。

t 畠 湖 浙
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法
龍
(c
m)

番
号
遺
楷
名

稲
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

37
3 
土
堀
1
2
 6
 
弥
生
土
器
甕

櫛
描
沈
線
。

37
4 
士
披
1
2
 6
 
弥
生
土
器
壺

櫛
描
波
状
文
。

37
5 
土
猥
1
2
 6
 
弥
生
士
器
甕

23
. 
l
 

ロ
縁
部
は
外
方
へ
折
れ
曲
が
り
、
胴
部
に
は
櫛
描
沈
線
。

1
/
6
 

37
6 
土
城
1
2
 6
 
弥
生
土
器
鹿

ロ
縁
部
は
外
方
へ
折
れ
曲
が
り
、
櫛
描
沈
線
の
下
端
に
刺
突
文
．

37
7 
±
披
1
2
 7
 
土
師
器
罷

1
5
 1
 
14
.3
 
底
部
は
丸
底
。
外
面
に
指
頭
圧
痕
か
な
り
残
る
。
内
面
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
調
幣
。

完
形

37
8 
土
痰
l
2
 8
 
土
師
器
壺

12
.2
 

外
面
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
。
内
面
は
ナ
デ
。

1
/
4
 

37
9 
±
披
1
2
 8
 
土
師
器
高
杯
12
.0
 

胎
土
は
精
製
粘
土
．

1
/
5
 

38
0 
土
猥
1
2
 8
 
士
師
器
鉢

14
.6
 

外
面
は
縦
方
向
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
後
、
ナ
デ
か
。

1
/
8
 

38
1 
士
横
1
2
 8
 
土
師
器
高
杯

12
. 
I
 
胎
土
1-:t
精
製
粘
土
。
外
面
は
ハ
ケ
の
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
7
 

38
2 
土
城
1
3
 0
 
弥
生
士
器
甕

14
.3
 

1
/
8
 

38
3 
土
城
1
3
 1
 
弥
生
土
器
甕

14
.0
 

1
/
8
 

38
4 
±
披
1
3
 I
 
弥
生
土
器
斑

14
.4
 

1
/
8
 

38
5 
土
披
1
3
 l
 
弥
生
土
器
甕

13
.7
 

1
/
8
 

38
6 
土
城
1
3
 1
 
弥
生
土
器

4.
7 

38
7 
士
城
1
3
 1
 
弥
生
土
器
高
杯

38
8 
土
城
1
3
 1
 
弥
生
士
器
高
杯

8.
9 

外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

1
/
3
 

38
9 
土
城
1
3
 1
 
弥
生
士
器
鉢

14
.0
 
5.
0 
6.
9 
内
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
外
面
指
頭
圧
後
ハ
ケ
目
．

39
0 
土
披
1
3
 6
 
弥
生
土
器
高
杯

胎
土
に
細
砂
粒
少
盤
含
む
。

39
1 
士
痰
1
3
 8
 
土
師
器
甕

14
.7
 

ロ
緑
部
外
面
は
櫛
描
沈
線
か
ロ

1
/
4
 

39
2 
土
猥
1
3
 9
 
弥
生
士
器
甕

ロ
緑
端
が
上
方
へ
折
れ
曲
が
る
．

39
3 
土
披
1
3
 9
 
弥
生
土
器
甕

16
.0
 

ロ
縁
端
が
上
方
へ
折
れ
曲
が
り
、
下
端
が
少
し
突
出
す
る
。

1
/
8
 

39
4 
士
猥
1
4
 1
 
土
師
器
鉢

8.
0 

3.
5 
外
面
に
指
頭
圧
痕
。

完
形

39
5 
土
猥
1
4
 1
 
士
師
器
高
杯
13
.8
 

6.
7 
脚
部
外
面
は
ハ
ケ
目
．

胸
部
1/
2

39
6 
士
猥
1
4
 2
 
弥
生
土
器
直
口
壺

脚
付

39
7 
土
猥
1
4
 2
 
弥
生
土
器
覇

15
.6
 

ロ
縁
端
ほ
上
万
に
折
れ
曲
が
り
、
下
端
は
少
し
突
出
す
る
。

3
/
4
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法
見
(
c
m
)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

39
8 
溝
1
0
 2
 
弥
生
土
器
壺

内
面
に
突
帯
が
3
条。

1
/
8
 

39
9 
溝
1
0
 2
 
弥
生
士
器

中亜
内
面
に
突
帯
が
2
条。

1
/
1
0
 

40
0 
溝
1
0
 2
 
弥
生
土
器

•—f
" ’'{
 
ー

ロ
縁
端
部
に
刻
み
目
、
外
面
に
貼
り
付
け
突
帯
。

1
/
1
0
 

40
1 
溝
l
O
 2
 
弥
生
土
器
=究
わ
9

1
/
1
0
 

40
2 
溝
1
0
 2
 
弥
生
士
器
壺

7.
1 

1
/
 4
 

40
3 
器
1.
0
 2
 
弥
生
土
器
空一＇一

20
.8
 

1
/
4
 

40
4 
溝
l
O
 2
 
弥
生
土
器
．
 

宮
1
/
3
 

40
5 
溝
l
O
 2
 
弥
生
士
器
壺

破
片

40
6 
猫
1
0
 2
 
弥
生
土
器
壺

破
片

40
7 
溝
l
O
 2
 
弥
生
土
器
豆―’―
 

破
片

40
8 
溝
l
O
 2
 
弥
生
土
器
＝究
ピ

破
片

40
9 
栂
1
D
 2
 
弥
生
士
器
空—, .. 

破
片

41
0 
溝
1
0
 2
 
弥
生
士
器
壺

貼
付
け
刻
目
突
帯
＋
櫛
描
沈
線
＋
波
状
文
。

破
片

41
.1
 
溝
1
0
 2
 
弥
生
土
器
空_
L
_
 

貼
付
け
絹
目
突
帯
＋
櫛
描
沈
線
＋
波
状
文
。

破
片

41
2 
溝
l
O
 2
 
弥
生
土
器
壺

破
片

41
3 
渦
l
O
 2
 
弥
生
土
器
'.![
l!'.
 
~
 

破
片

41
4 
溝
1
0
 2
 
弥
生
士
器
壺

破
片

41
5 
猫
1
0
 2
 
弥
生
土
器
壺

8.
8 

1
/
3
 

41
6 
溝
l
O
 2
 
弥
生
士
器
団土

12
.2
 

1
/
5
 

41
7 
溝
1
0
 2
 
弥
生
土
器
甕

16
.4
 

1
/
8
 

41
8 
溝
I
O
 2
 
弥
生
土
器
甕

把
手
状
の
突
起
を
も
つ
。
2
か
所
に
穿
孔
。

1
/
8
 

41
9 
溝
l
O
 2
 
弥
生
士
器
甕

破
片

42
0 
猫
1
a
 
2
 
弥
生
土
器
甕

破
片

42
1 
溝
1
0
 2
 
弥
生
土
器
甕

20
.6
 

1
/
8
 

42
2 
溝
l
O
 2
 
弥
生
土
器
甕

1
/
1
5
 

廿 睛 睾 湖 焙
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21
 

法
枇
(c
m)

番
号
遣
楷
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

42
3 
構
1
0
 2
 
弥
生
士
器
甕

12
.4
 

1
/
8
 

42
4 
溝
1
0
 2
 
弥
生
土
器
罷

3
つ
ー
単
位
の
列
点
文
．

破
片

42
5 
溝
I
O
 2
 
弥
生
土
器
斑

27
.6
 

1
/
6
 

42
6 
謁
l
O
 2
 
弥
生
土
器
蟄

18
.1
 

2
条
の
列
点
文
。

1
/
 4
 

42
7 
溝
l
O
 2
 
弥
生
土
器
甕

]]
 .
0 

底
端
部
3
方
向
に
一
対
を
な
す
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
。

1
/
3
 

42
8 
渦
1
0
 2
 
弥
生
土
器
甕

7.
0 

1
/
2
 

42
9 
洞
1
0
 2
 
弥
生
士
器
甕

5.
1 

底
部
穿
孔
。

4
/
5
 

43
0 
禍
1
0
 2
 
弥
生
土
器
甕

6.
0 

2
/
3
 

43
1 
溝
I
O
 2
 
弥
生
土
器
斑

5.
0 

底
部
完

43
2 
溝
1
0
 2
 
弥
生
土
器
聾

5.
8 

2
/
3
 

43
3 
洞
1
0
 2
 
弥
生
士
器
甕

6.
4 

1
/
2
 

43
4 
構
1
0
 5
 
弥
生
土
器
戸且｛

43
5 
溝
l
O
 5
 
弥
生
士
器
壺

43
6 
溝
1
0
 5
 
弥
生
士
器
壺

8.
4 

櫛
描
き
波
状
文
ほ
か
な
り
乱
れ
る
。

1
/
4
 

43
7 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

43
8 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

43
9 
欝
l
O
 5
 
弥
生
士
器
壺

44
0 
溝
1
0
 5
 
弥
生
士
器
壺

44
1 
栂
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

44
2 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

44
3 
溝
l
O
 5
 
弥
生
土
器
壺

44
4 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
壺

頸
部
3
条
の
刻
目
突
帯
文
。
外
面
は
ハ
ケ
調
整
の
後
、
櫛
描
ぎ
文
を
施
す
。

1
/
4
 

44
5 
溝
1
0
 5
 
弥
生
士
器
壺

15
.0
 

頚
部
内
面
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
口
緑
部
に
は
4
個
l
組
の
円
形
浮
文
。

1
/
4
 

44
6 
満
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

44
7 
猫
1
0
 5
 
弥
生
士
器
甕

外
面
6
条
単
位
の
櫛
描
き
沈
線
。
内
面
は
ナ
デ
か
。

小
片



|
 

42
3 1
 

法
批
(c
m)

番
号
遺
撒
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

44
8 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
甕

44
9 
溝
1
0
 5
 

弥
生
土
器
甕

内
面
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
。

1
/
8
 

45
0 
碑
l
O
 5
 

弥
生
士
器
甕

45
1 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
壺

18
.7
 

頸
部
内
面
は
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
る
。

1
/
5
 

45
2 
碑
l
O
 5
 

弥
生
土
器
.空.
.. 

45
3 
栂
l
O
 5
 

弥
生
士
器
壺

45
4 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
壺

45
5 
溝
1
0
 5
 

弥
生
土
器
壺

18
.7
 

外
面
ほ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
，

1
/
5
 

45
6 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
鉢

45
7 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
鉢

45
8 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
鉢

18
.0
 

1
/
5
 

45
9 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
鉢

胎
土
は
精
良
。
外
面
調
整
不
明
。
内
面
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
．

小
片

46
0 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
鉢

ロ
縁
部
外
面
櫛
描
き
沈
線
。

小
片

46
1 
涸
l
O
 5
 

弥
生
士
器
鉢

46
2 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
鉢

46
3 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
鉢

46
4 
溝
1
0
 5
 

弥
生
土
器
鉢

17
.3
 
5.
5 
8.
1 
内
面
ハ
ケ
の
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
口
緑
部
内
面
は
ハ
ケ
の
後
ヨ
コ
ナ
デ
。

1
/
4
 

46
5 
溝
l
O
 5
 

弥
生
士
器
大
型
鉢

46
6 
碑
1.
0
 5
 

弥
生
土
器
台
付
鉢

46
7 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
台
付
鉢

46
8 
溝
l
O
 5
 

弥
生
士
器
台
付
鉢

46
9 
溝
1
0
 5
 

弥
生
土
器
台
付
鉢

47
0 
溝
1
0
 5
 

弥
生
土
器
大
型
鉢

47
1 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
大
型
鉢

47
2 
溝
l
O
 5
 

弥
生
士
器
大
型
鉢

仕 器 睾 澗 焙
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法
最
(c
m)

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

47
3 
溝
1
0
 5
 
弥
生
士
器
大
型
鉢

47
4 
溝
I
O
 5
 
弥
生
土
器
鄭

47
5 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
斑

i
 

47
6 
溝
l
O
 5
 
弥
生
土
器
鹿

47
7 
溝
l
O
 5
 
弥
生
士
器
甕

外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
。

1
/
8
 

47
8 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

47
9 
溝
l
O
 5
 
弥
生
土
器
甕

48
0 
洞
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

48
] 
溝
1
0
 5
 
弥
生
士
器
甕

4.
4 

外
面
は
ク
ク
キ
の
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
底
部
縁
辺
に
刻
目
．

底
面
完

48
2 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

48
3 
溝
l
O
 5
 
弥
生
士
器
甕

48
4 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
痙

48
5 
溝
l
O
 5
 
弥
生
土
器
罷

48
6 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
罰

48
7 
溝
l
O
 5
 
弥
生
土
器
甕

48
8 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
鄭

48
9 
洞
1
0
 5
 
弥
生
土
器
甕

49
0 
洞
1
0
 5
 
弥
生
士
器
高
杯

49
1 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
高
杯

49
2 
洞
1
a
 s
 
弥
生
土
器
高
杯

49
3 
溝
I
O
 5
 
弥
生
士
器
高
杯

49
4 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
高
杯

49
5 
溝
l
O
 5
 
弥
生
土
器
高
杯

49
6 
溝
1
0
 5
 
弥
生
土
器
高
杯

49
7 
濶
l
O
 5
 
弥
生
土
器
裔
杯
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5 1
 

法
且
(c
田）

番
号
遣
構
名

種
別

器
稲

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

49
8 
溝
1
0
 5
 

弥
生
土
器
高
杯

49
9 
栂
1
0
 5
 

弥
生
土
器
高
杯

50
0 
洲
1
0
 5
 

弥
生
土
器
高
杯

50
1 
溝
l
O
 5
 

弥
生
土
器
高
杯
15
.7
 

杯
部
と
口
縁
部
で
胎
土
を
異
に
す
る
。
杯
部
は
水
漉
し
粘
士
、
口
縁
部
は
砂
粒
を
含
む
。

5
/
8
 

50
2 
溝
1
0
 5
 

弥
生
土
器
高
杯

50
3 
猫
1
0
 5
 

弥
生
士
器
高
杯

1
0
 2
 
透
し
孔
は
4
個
だ
が
、
割
り
付
け
は
不
均
等
。

脚
部
完

50
4 
溝
1
0
 5
 

弥
生
土
器
高
杯

50
5 
溝
1
0
 5
 

弥
生
土
器
高
杯
17
.6
 
11
. 
1
 
7.
8 
柱
状
部
内
面
に
し
ぼ
り
痕
C
杯
部
外
面
ほ
ケ
ズ
リ
の
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

3
/
8
 

50
6 
溝
l
O
 5
 

弥
生
士
器
高
杯

10
.9
 

柱
状
部
内
面
に
し
ぽ
り
痕
。

脚
部
完

50
7 
溝
1
1
 1
 
弥
生
土
器
空_
L
 
18
.5
 

ロ
縁
部
外
面
2
条
の
凹
線
。
口
縁
部
内
面
ハ
ケ
の
後
ヨ
コ
ナ
デ
。

1
/
2
 

50
8 
溝
1
l
 1
 
弥
生
土
器
〒
症ヤ

16
.8
 

1
/
4
 
体
部
倒
落

50
9 
溝
l
1
 l
 
弥
生
土
器

d
a
,
 
空

15
.0
 

ロ
縁
部
ヘ
ラ
描
き
沈
線
。

1
/
2
 
外
面
剣
落

51
0 
溝
1
1
 l
 
弥
生
士
器
'.ill!
'. 
-
』
-

19
.0
 

ロ
縁
部
外
面
は
沈
線
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
磨
滅
の
た
め
不
明
瞭
心

51
1 
溝
1
1
 1
 
弥
生
土
器

~
 

~
 
18
.7
 

胎
士
2
~
3
m
m
の
砂
粒
が
目
立
つ
。

1
/
8
 
外
面
剥
落

51
2 
溝
1
l
 1
 
土
師
器
壺

14
.0
 

ロ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
．

1
/
 4
 
丹
塗
り

51
3 
溝
l
1
 1
 
弥
生
士
器
fil
'. -

胎
十
は
精
選
粘
士
。
内
面
に
粘
士
帯
の
接
合
痕
。

51
4 
碑
l
1
 l
 
土
師
器
壺

丸
底
。
外
面
に
タ
タ
キ
痕
。

一
部
欠

51
5 
溝
l
1
 l
 
弥
生
士
器
甕

11
. 
6
 

ロ
縁
部
ヘ
ラ
描
き
沈
線
。

1
/
8
 

51
6 
碑
1
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

13
.8
 

ロ
縁
部
ヘ
ラ
描
き
沈
線
。

1
/
4
 
全
体
に
煤
付
着

51
7 
溝
1
l
 l
 
弥
生
土
器
甕

14
.8
 

1
/
4
 
外
面
梃
」
落

51
8 
溝
l
1
 1
 
弥
生
土
器
甕

16
.0
 

1
/
 4
 

51
9 
溝
l
l
 l
 
弥
生
土
器
甕

16
.0
 

頸
部
内
外
に
指
頭
圧
痕
。

1
/
 4
 
外
面
剣
落

52
0 
泄
l
l
 1
 

土
師
器
甕

17
.8
 

外
面
に
指
頭
圧
痕
が
残
る
。

1
/
4
 

52
1 
溝
1
1
 1
 
士
師
器
甕

17
.0
 

胎
土
は
精
選
さ
れ
て
い
る
。

1
/
3
 
ロ
縁
部
煤
付
着

52
2 
洞
l
l
 l
 

土
師
器
甕

外
面
ク
ク
キ
。
底
部
内
面
ぱ
指
頭
圧
痕
多
く
、
そ
の
上
を
縦
方
向
に
ナ
デ
上
げ
る
。

1
/
4
 

廿 甜 豊 湖 浙
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法
紐
(c
m)

番
号
追
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

52
3 
稲
1
1
 I
 
土
師
器
甕

15
.2
 

外
面
タ
タ
キ
（
水
平
）
。
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。

1
/
2
 

52
4 
稲
1
1
 1
 
士
師
器
鹿

15
.0
 

ロ
縁
部
櫛
描
き
沈
線
。

1
/
8
 

52
5 
溝
1
1
 1
 
土
師
器
甕

13
.8
 

ロ
縁
部
櫛
描
き
沈
線
，

1
/
4
 

52
6 
洞
1
l
 1
 
土
師
器
甕

焉
部
に
櫛
描
き
波
状
文
か
．
口
緑
部
外
面
櫛
描
き
沈
線
か
．

1
/
8
 

52
7 
碑
1
1
 1
 
弥
生
土
器
壺

6.
6 

ロ
緑
部
沈
線
2
条
。
頸
部
に
刺
突
文
。

1
/
8
 
壺
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
か

52
8 
溝
1
1
 1
 
弥
生
土
器
鉢

11
. 
7
 

胎
土
は
水
漉
し
粘
士
:
.

1
/
8
 
内
外
面
剥
落

52
9 
溝
1
1
 1
 
弥
生
土
器
鉢

10
.0
 

内
面
指
頭
に
よ
る
ナ
デ
痕
明
瞭
。

1
/
4
 

53
0 
溝
I
I
 I
 
土
師
器
鉢

12
.0
 
3.
0 
7.
1 
内
外
面
に
指
頭
圧
痕
残
る
。
内
面
の
一
部
に
ハ
ケ
。
胎
土
は
水
漉
し
粘
士
．

一
部
欠

53
1 
狗
I
1
 1
 
士
師
器
鉢

9.
9 

胎
士
は
l
mm
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

1
/
4
 
内
外
面
剣
落

53
2 
溝
1
1
 1
 
土
師
器
鉢

11
.0
 

4.
3 
外
面
太
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
。
胎
土
は
水
漉
し
粘
土
。

1
/
8
 
内
外
面
剣
落

53
3 
溝
1
1
 1
 
士
師
器
鉢

16
.7
 
2.
0 
6.
5 
外
面
不
定
方
向
の
細
か
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

一
部
欠

53
4 
溝
1
1
 l
 
土
師
器
鉢

13
.8
 

胎
土
は
水
漉
し
粘
士
。
内
外
面
と
も
に
指
頭
圧
痕
明
瞭
。

一
部
欠

53
5 
欝
1
l
 l
 
弥
生
士
器
大
型
高
杯
37
.8
 

外
面
の
装
飾
は
、
櫛
描
き
波
状
文
、
貝
殻
列
点
文
、
櫛
描
き
直
線
文
、
円
形
刺
突
文
、
斜
格
子
文
。

1
/
5
 
剣
落

53
6 
洲
l
1
 1
 
弥
生
士
器
高
杯
21
.3
 

内
面
口
縁
部
は
横
方
向
、
杯
部
は
縦
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
。
胎
土
0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
。

53
7 
溝
1
1
 1
 
弥
生
土
器
高
杯

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
。
胎
士
は
0,
5m
m
以
下
の
砂
粒
含
む
．

1
/
 4
 
内
外
而
剣
落

53
8 
而
1
1
 l
 
弥
生
土
器
高
杯

杯
部
内
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
。
胎
土
は
0.
5r
nr
n
以
下
の
砂
粒
含
む
。

柱
完
存

53
9 
溝
1
1
 1
 
土
師
器
高
杯
20
.5
 

杯
部
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
痕
跡
．
口
縁
部
内
面
幅
広
く
ヨ
コ
ナ
デ
。
胎
土
は
水
漉
し
粘
土
。

1
/
4
 

54
0 
爵
1
l
 1
 
士
師
器
高
杯

底
部
中
心
の
穴
貫
通
。
柱
状
部
内
面
し
ぽ
り
痕
。
胎
土
は
水
漉
し
粘
士
。

一
部
欠

54
1 
溝
1
1
 1
 
弥
生
土
器
高
杯

13
.6
 

脚
部
に
沈
線
3
本
C
柱
状
部
外
面
横
方
向
の
ミ
ガ
キ
。
胎
士
は
水
漉
し
粘
土
e

1
/
2
 

54
2 
溝
1
1
 1
 
弥
生
士
器
高
杯

12
.0
 

胎
士
は
水
漉
し
粘
土
。
柱
状
部
内
面
し
ぽ
り
痕
。

1
/
8
 

54
3 
溝
I
I
 1
 
弥
生
土
器
高
杯

1
6
 3
 
柱
状
部
内
面
し
ぽ
り
痕
。
外
面
ヘ
ラ
ミ
カ
咤
か
。
胎
土
は
1m
m
以
下
の
砂
粒
含
む
。

1
/
8
 
内
外
面
鉗
j蕗

54
4 
溝
l
l
 1
 
弥
生
土
器
高
杯

9,
8 

柱
状
部
に
ハ
ケ
工
具
の
押
圧
痕
。
胎
土
は
水
漉
し
粘
士
。

1
/
4
 

54
5 
溝
1
1
 1
 
弥
生
士
器
高
杯

12
.3
 

外
面
ハ
ケ
の
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
。
柱
状
部
し
ぼ
り
痕
。
胎
土
は
0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

一
部
欠

54
6 
溝
1
1
 1
 
弥
生
土
器
高
杯

8.
5 

外
面
ハ
ケ
か
。
胎
七
は
水
漉
し
粘
土
。

一
部
欠

54
7 
洞
1
1
 1
 
土
師
器
高
杯

外
而
幅
広
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
胎
士
は
0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

柱
完
存
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法
覺
(c
m)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
疵

54
8 
溝
l
l
 l
 
弥
生
土
器
高
杯

9.
8 

外
面
幅
広
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
胎
土
は
0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

脚
完
存

54
9 
溝
1
1
 2
 

弥
生
士
器
壺

14
.6
 

外
面
ハ
ケ
か
。

1
/
8
 

55
0 
溝
1
1
 2
 

弥
生
土
器
壺

19
.6
 

胎
士
は
2
~
3
m
m
の
砂
粒
を
多
く
含
む
。

1
/
 4
 

55
1 
溝
l
l
 2
 

土
師
器
dfil
'. ~
 
17
.6
 

頸
部
に
し
ぼ
り
痕
。
頸
部
外
面
に
擦
痕
。

1
 /
 4
 

55
2 
溝
l
l
 2
 

土
師
器

国―
L
 

内
底
面
に
円
形
の
押
圧
痕
。
丸
底
。
胎
土
に
金
雲
舟
。

一
部
欠

55
3 
溝
l
l
 2
 

土
師
器
疵

14
.0
 

ロ
縁
部
内
面
に
凹
線
状
の
凹
み
。
胎
士
に
金
震
母
多
く
含
む
。

1
/
6
 

55
4 
溝
1
1
 2
 

士
師
器
甕

15
 2
 

粗
い
ク
ク
キ
。
内
面
指
頭
圧
痕
後
J
ヽ
ケ
状
工
具
に
よ
る
調
幣
。
胎
士
粗
い
。

55
5 
溝
1
I
 2
 

士
師
器
甕

16
.9
 

胎
上
に
1
~
5
 m
m
の
砂
礫
若
T
含
む
。

1
/
2
 

55
6 
溝
1
I
 2
 

土
師
器
甕

16
.1
 

細
い
ク
ク
キ
の
後
ハ
ケ
◇
ロ
縁
端
部
か
す
か
に
波
打
つ
。

1
/
6
 

55
7 
荊
l
l
 2
 

土
師
器
聾

3.
2 

か
す
か
に
平
底
を
残
す
が
、
タ
ク
キ
が
底
面
ま
で
及
ぶ
。
胎
土
は
1
~
4
 m
m
の
砂
粒
含
み
粗
い
。

1
/
3
 

55
8 
渦
l
l
 2
 

弥
生
士
器
甕

2
1
 0
 

3
/
4
 
内
外
面
剣
落

55
9 
洞
l
1
 2
 

士
師
器
甕

16
.8
 

ロ
縁
部
櫛
描
き
沈
線
。
体
部
外
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
。

1
/
8
 
外
面
剥
落

56
0 
溝
l
l
 2
 

弥
生
土
器

立
―
'
-
？
 

5.
4 

56
1 
溝
l
1
 2
 

弥
生
土
器
壺
？

9.
0 

胎
土
は
2m
m
程
度
の
砂
粒
を
多
く
含
む
。

前
期
の
土
器
か

56
2 
碑
1.
1. 
2
 

弥
生
士
器
甕
？

5.
6 

1
/
2
 

56
3 
溝
l
l
 2
 

土
師
器
鉢

16
.6
 

1
/
6
 
全
面
剣
落

56
4 
栂
l
l
 2
 

士
師
器
鉢

15
.3
 

7.
3 
丸
底
。

1
/
 4
 
全
面
倒
蕗

56
5 
溝
l
1
 2
 

土
師
器
鉢

18
.9
 
5.
0 
6
 4
 

1
/
2
 
全
面
剥
落

56
6 
溝
1
l
 2
 

弥
生
土
器
壺
？

9.
0 

1
/
2
 

56
7 
溝
l
l
 2
 

弥
生
土
器
台
付
鉢

4.
4 

胎
土
は
3m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

2
/
3
 

56
8 
溝
1
1
 2
 

弥
生
土
器
台
付
鉢

5
 0
 
胎
土
は
5m
m
以
下
の
砂
粒
を
多
く
含
む
．

1
/
2
 

56
9 
溝
1
1
 2
 

弥
生
土
器
台
付
鉢

4.
8 

胎
土
に
1
~3
mr
u
の
砂
粒
若
干
あ
り
．

1
/
2
 

57
0 
溝
1
1
 2
 

弥
生
土
器
台
付
鉢

4.
7 

57
1 
溝
1
1
 2
 

弥
生
土
器
高
杯

柱
状
部
指
頭
圧
痕
多
し
。
精
製
粘
土
。

柱
半
分

57
2 
溝
1
1
 2
 

弥
生
士
器
高
杯

10
.5
 

柱
状
部
に
エ
具
の
刺
突
痕
。

脚
完
存

廿 誰 禁 湖 焙
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法
最
(c
m)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

57
3 
溝
11
1
か
11
2
弥
生
土
器
壺

1
7
 0
 

ロ
縁
部
下
半
に
沈
線
1
条。

1
/
8
 

57
4 
溝
11
1
か
11
2
士
師
器
壺

18
.3
 

ロ
縁
完

57
5 
溝
11
1
か
11
2
弥
生
土
器
壺

n
緑
部
に
2
条
の
凹
線
．

小
片

57
6 
碑
11
1
か
11
2
弥
生
土
器
鉢

14
.7
 
2.
6 
5.
0 
ロ
縁
部
ヘ
ラ
描
き
沈
線
。
胎
土
は
水
漉
し
粘
土
。

1
/
4
 

57
7 
溝
11
1
か
11
2
士
師
器
高
杯
19
.9
 

柱
状
部
内
面
し
ぽ
り
痕
。

杯
小
片
丹
塗
り

57
8 
洲
11
1
か
11
2
弥
生
土
器
高
杯
13
.9
 

胎
土
は
水
漉
し
粘
土
c
外
面
J
ヽ
ケ
の
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
。

1
/
5
 
内
外
而
剣
落

57
9 
溝
11
1
か
11
2
弥
生
士
器
高
杯

13
.2
 

胎
士
は
水
漉
し
粘
土
。
穿
孔
は
4
個
が
2
段
に
な
る
。

脚
小
欠

58
0 
溝
11
1
か
ll
2
弥
生
土
器
甕

18
.0
 

1
/
4
 
ロ
緑
部
に
煤
付
筍

58
1 
溝
11
1
か
11
2
弥
生
士
器
甕

14
.4
 

胎
士
は
3m
m
以
下
の
砂
粒
を
多
く
含
み
、
8
~
l
O
m
m
の
石
粒
も
あ
る
。

1
/
2
 

58
2 
溝
11
1
か
11
2
弥
生
土
器
甕

17
.5
 

ロ
縁
部
に
ご
く
浅
く
、
幅
の
広
い
凹
線
状
の
く
ぼ
み
あ
り
。

1
/
 4
 

58
3 
碑
11
1
か
11
2
士
師
器
甕

14
.6
 

1
/
 4
 
外
面
に
煤
付
苅

58
4 
洲
11
1
か
11
2
土
師
器
甕

18
.4
 

胎
土
は
1.
5m
m
以
下
の
砂
粒
を
多
く
含
む
。

1
/
2
 
外
而
全
体
に
煤
厚
い

58
5 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
弥
生
士
器
壺

13
.6
 

ロ
縁
部
4
条
の
沈
線
。

1
/
4
 
丹
塗
り
？

58
6 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
弥
生
士
器
鉢

13
.8
 

胎
士
ほ
密
。

1
/
8
 
内
外
而
剥
離

58
7 
落
ち
込
み
1
a
 1
 
弥
生
土
器
鉢

11
.6
 

1
/
 4
 

58
8 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
弥
生
土
器
鉢

7.
2 

1
/
4
 

58
9 
落
ち
込
み
I
O
 I
 
弥
生
士
器
鉢

6.
0 

1
/
5
 

59
0 
落
ち
込
み
l
O
 l
 
弥
生
士
器
鉢

2.
9 

3.
6 
尖
底
口
縁
部
櫛
描
き
沈
線
。
手
づ
く
ね
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
。

小
欠
損

59
1 
落
ち
込
み
I
O
 1
 
弥
生
土
器
鉢

3.
3 
2.
7 
4.
2 
内
底
面
は
棒
で
つ
い
て
成
形
か
。
手
づ
く
ね
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
，

小
欠
損

59
2 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
弥
生
土
器

3.
5 

底
小
欠
表
而
剥
離

59
3 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
弥
生
士
器
台
付
鉢

5.
8 

内
底
面
に
ヘ
ラ
の
圧
痕
。

底
小
欠

59
4 
落
ち
込
み
I
O
 I
 
弥
生
土
器
台
付
鉢

5.
7 

粗
い
ク
タ
キ
．

3
/
8
 

59
5 
落
ち
込
み
1
0
 I
 
弥
生
土
器
台
付
鉢

6.
0 

胎
士
は
3m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

1
/
8
 

59
6 
落
ち
込
み
I
O
 1
 
弥
生
土
器
台
付
鉢

3.
8 

59
7 
落
ち
込
み
1
0
 l
 
土
師
器
甕

1
4
 0
 

ロ
緑
部
櫛
描
き
沈
線
。

1
/
2
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法
且
(c
m)

番
号
逍
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

59
8 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
土
師
器
甕

14
.8
 

ロ
縁
部
櫛
描
き
沈
線
か
。

1
/
4
 

59
9 
落
ち
込
み
l
O
 1
 
士
師
器
甕

15
.2
 

ロ
縁
部
櫛
描
き
沈
線
。

3
/
8
 
外
面
剣
離

60
0 
落
ち
込
み
l
O
 1
 
土
師
器
甕

16
.0
 

ロ
縁
部
櫛
描
き
沈
線
。

1
/
 4
 

60
1 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
士
師
器
班

14
.0
 

1
/
 4
 

60
2 
蕗
ち
込
み
l
O
 l
 
士
師
器
艇

小
片
内
外
面
剥
離

60
3 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
土
師
器
甕

小
片
内
外
面
倒
離

60
4 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
士
師
器
提

15
.2
 

1
/
8
 
内
外
面
剣
離

60
5 
落
ち
込
み
l
O
 l
 
士
師
器
班

12
.6
 

外
面
ク
ク
キ
。
口
縁
内
面
粗
い
J
ヶヽ
。

1
/
8
 

60
6 
落
ち
込
み
l
O
 l
 
土
師
器
継

9.
0 

1
/
5
 
内
外
而
倒
離

60
7 
落
ち
込
み
l
O
 l
 
土
師
器
甍

1
3
 8
 

1
/
8
 
内
外
面
剣
離

60
8 
落
ち
込
み
l
O
 l
 
弥
生
：
I:
器
科
杯
19
.8
 

胎
土
は
0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

1
/
8
 
内
外
面
剥
離

60
9 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
土
師
器
蒻
杯
20
.6
 

胎
士
は
1m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

1
/
4
 

61
0 
落
ち
込
み
1.
0
 1
 
土
師
器
高
杯

胎
土
は
精
良
．

1
/
 4
 
内
外
面
剣
離

61
1 
落
ち
込
み
l
O
 1. 
土
師
器
高
杯

胎
土
は
0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

杯
底
完
内
外
面
剥
離

61
2 
蕗
ち
込
み
1
0
 1
 
士
師
器
器
台

透
孔
は
2
個
。
胎
土
は
0
5m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

内
外
面
剣
離

61
3 
落
ち
込
み
I.
0
 1
 
弥
生
：
I::
器
高
杯

ll
.O
 

胎
土
は
0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

J
/
8
 

61
4 
落
ち
込
み
1
0
 l
 
弥
生
士
器
高
杯

10
.8
 

胎
土
ほ
0.
5
皿
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

1
/
5
 

61
5 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
土
師
器
高
杯

13
.6
 

胎
土
は
1m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

脚
端
欠

61
6 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
士
師
器
裔
杯

胎
±
は
0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

1
/
8
 
内
外
面
剣
離

61
7 
落
ち
込
み
1
0
 1
 
土
師
器
器
台
11
. 
2
 

胎
土
は
1m
m
以
下
の
砂
粒
を
含
む
。

1
/
4
 
内
外
面
剣
離

61
8 
溝
JO
LI
:
邪
包
含
層
弥
生
士
器
壺

17
.4
 

ロ
縁
部
に
4
条
の
退
化
凹
線
（
？
）
が
め
ぐ
る
。

1
/
4
 

61
.9
 
碑
10
1
上
祁
包
含
層
弥
生
土
器
.';[',
I. ., 

16
.5
 

胎
土
に
4m
m
~
2
m
m
の
石
英
を
や
や
多
く
含
む
。
口
縁
部
鋸
歯
文
、
頸
部
1
0
条
の
ヘ
ラ
描
き
沈
線
と
竹
管
文
。

ぽロ
縁完
ほ

62
0 
ri'
/f1
01
上
部
包
含
層
弥
生
土
器

,.
位~E
 
18
.5
 

内
外
面
と
も
丹
塗
り
。

1
 /
1
0
 

62
1 
碑
lO
LI
:.
部
包
含
｝
習
弥
生
士
器
壺

21
. 
0
 

1
/
6
 

62
2 
rt
Y/
10
1
上
部
包
含
屈
弥
生
土
器
'..'!・
':!'. ・
 
7.
6 
9.
6 
15
.0
 
三
方
に
孔
あ
り
（
台
部
）
。

ほ
ぼ
完

仕 器 ＂ 澪 痰 浙
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法
位
(c
m)

番
号
逍
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

62
3 
罰
10
1
上
部
包
含
層
弥
生
土
器
甕

1
3
 4
 

1
/
4
 
内
外
面
剥
離

62
4 
溝
10
1
上
部
包
含
層
弥
生
士
器
甕

13
.4
 

1
/
4
 

62
5 
欝
10
1
上
部
包
含
層
弥
生
土
器
甕

15
.7
 

1
/
6
 

62
6 
辟
10
1
上
部
包
含
層
弥
生
士
器
甕

17
.8
 

1
/
4
 

62
7 
罰
10
1
上
部
包
含
陪
弥
生
土
器
甕

18
.9
 

ロ
縁
部
に
凹
部
（
？
）
．

1
/
8
 

62
8 
溝
10
1
上
部
包
含
陪
弥
生
士
器
甕

14
.8
 

1
/
5
 

62
9 
洞
IO
I
上
部
包
含
屈
弥
生
土
器
高
杯

11
. 
7
 

脚
部
完

63
0 
栂
10
1
上
部
包
含
附
弥
生
士
器
高
杯

15
.9
 

1
/
2
 

63
1 
欝
10
1
上
蔀
包
含
罹
土
師
器
'51
' 
.. 
コ・

32
.0
 

胎
土
に
5
~
6
m
m
の
長
石
・
石
英
を
比
較
的
多
く
含
む
。

1
/
2
 

63
2 
溝
10
1
上
部
包
含
眉
士
師
器
壺

19
.5
 

3
/
4
 
搬
入
土
器
か
？

63
3 
欝
10
1J
:.
部
包
含
層
土
師
器

~
 
空

17
.7
 

1
/
4
 
畿
内
系

63
4 
溝
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
壺

17
.3
 

1
/
4
 
畿
内
系

63
5 
碑
JO
LI
:.
部
包
含
層
士
師
器
壺

17
.8
 

ロ
緑
完

63
6 
欝
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
壺

28
.2
 

1
/
8
 

63
7 
溝
10
1
上
部
包
含
僧
土
師
器
壺

26
.7
 

屑
部
に
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
刺
突
が
2
個
あ
る
。

1
/
5
 

63
8 
溝
10
1
上
部
包
含
層
士
師
器
壺

11
.2
 

1
/
4
 
山
陰
か
ら
の
搬
入
か
？

63
9 
溝
10
1
上
部
包
含
附
土
師
器
壺

11
.6
 

肩
部
に
ク
タ
キ
を
残
す
。

3
/
4
 

64
0 
欝
10
1
上
部
包
含
烈
土
師
器
壺

18
.6
 

！
 

1
/
 4
 

64
1 
溝
10
1
上
部
包
含
層
士
師
器

空_」
＿

13
.6
 

I
 
：
 

1
/
5
 

64
2 
欝
10
1
上
祁
包
含
層
土
師
器
壺

12
.7
 
5
 2
 
24
.9
 
体
部
上
半
ク
タ
キ
＋
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
下
半
ク
ク
キ
？
＋
ハ
ケ
か
。

1
/
3
 

64
3 
欝
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
壺

6.
0 

2
/
3
 

64
4 
爵
10
1
上
部
包
含
舟
士
師
器
壺

8.
4 

底
部
完

64
5 
溝
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
甕

26
.2
 

1
/
1
0
 
山
陰
か
ら
の
搬
入
か

64
6 
溝
JO
]
上
部
包
含
僧
土
師
器
甕

13
.5
 
19
.6
 
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
の
胎
士
．

7
/
8
 
河
内
産
か
？

64
7 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
土
師
器
甕

14
.5
 

1
/
 4
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法
駄
(c
m)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

64
8 
溝
lO
LI
::
部
包
含
屈
土
師
器
甕

16
.0
 

1
/
8
 

64
9 
溝
IO
LI
::
部
包
含
屈
士
師
器
甕

16
.0
 

ロ
縁
端
面
の
櫛
描
き
沈
線
が
鹿
滅
．

1
/
4
 

65
0 
溝
10
1
上
部
包
含
闇
土
師
器
甕

15
.0
 

肩
部
以
下
は
ス
ス
付
着
、
口
縁
端
面
の
櫛
描
き
沈
線
が
磨
滅
。

1
/
6
 

65
1 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
土
師
器
甕

13
.9
 

ロ
縁
完

65
2 
溝
10
1
上
部
包
含
／
曽
土
師
器
嬰

16
.0
 

1
/
5
 

65
3 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
士
師
器
甕

ll
. 
0
 

肩
部
付
近
に
も
ス
ス
付
舒
、
底
部
近
く
の
外
面
に
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
．

3
/
5
 

65
4 
猫
10
1
上
部
包
含
陪
土
師
器
甕

12
.5
 
2.
8 
13
.4
 
内
面
上
半
ハ
ケ
目
。

3
/
5
 

65
5 
溝
10
1
上
邸
包
含
附
土
師
器
甕

13
.1
 
13
.2
 
15
.8
 

2
/
3
 

65
6 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
土
師
器
甕

13
.9
 
1
7
 1
 

2
/
3
 

65
7 
瑚
10
1
上
部
包
含
｝
図
土
師
器
甕

11
. 
6
 
2.
6 
18
.9
 
胎
土
が
黄
色
っ
ぽ
い
。

ほ
ぽ
完
図
上
復
元
、
搬
入
か

65
8 
溝
10
1
上
部
包
含
／
図
土
師
器
甕

14
.0
 
5.
0 
12
.2
 
体
部
外
面
に
粗
い
＾
ケ
．

1
 /
3
 

65
9 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
士
師
器
甕

13
.3
 

l
 /
1
0
 

66
0 
欝
JO
LI
:
部
包
含
屈
士
師
器
癌

13
.9
 

体
部
外
面
に
粗
い
タ
タ
キ
。

1
/
1
0
 

66
1 
溝
10
1
上
部
包
含
恩
土
師
器
甕

17
.3
 

周
部
に
粗
い
ク
タ
キ
を
部
分
的
に
残
す
。

1
/
6
 

66
2 
栂
10
1
上
部
包
含
附
土
師
器
甕

19
.2
 

周
部
に
粗
い
ク
ク
キ
を
部
分
的
に
残
す
0
(
不
明
瞭
）

1
/
 5
 

66
3 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
土
師
器
盤

17
 .1
 

周
部
に
粗
い
ク
タ
キ
を
部
分
的
に
残
す
。
（
不
明
瞭
）

1
/
5
 

66
4 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
土
師
器
甕

13
.9
 
3.
5 
24
.0
 
ロ
縁
部
か
ら
肩
部
に
か
け
て
部
分
的
に
ク
ク
キ
を
残
す
。
（
不
明
瞭
）

1
/
2
 

66
5 
溝
10
1
上
邪
包
含
屈
土
師
器
鉢

26
.5
 

1
/
6
 

66
6 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
士
師
器
鉢

32
.0
 

1
/
1
5
 

66
7 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
土
師
器
鉢

39
. 
l
 

1
/
8
 

66
8 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
士
師
器
鉢

40
.6
 

胎
土
は
徴
砂
の
み
。

1
/
8
 

66
9 
猫
10
1
上
部
包
含
爵
土
師
器
鉢

3
6
 0
 
9.
0 
23
.0
 

1/
91
/7
 
図
上
復
元

67
0 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
土
師
器
鉢

34
.9
 

1
/
5
 

671
 
猫
10
1
上
部
包
含
屈
土
師
器
鉢

17
.2
 

1
/
4
 

67
2 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
士
師
器
小
壺

7.
9 
6.
0 
6.
3 

2
/
3
 

廿 誰 葉 湖 焙
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法
屈
(c
m)

番
号
遺
構
名

稲
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

67
3 
溝
IO
I
上
部
包
含
屈
土
師
器
小
壺

7
拿，

5.
8 

1
/
2
 

67
4 
溝
10
1
上
部
包
含
播
土
師
器
小
壺

7.
1 
3.
8 
4.
8 

ほ
ぼ
完

67
5 
溝
10
1.
.l
:
部
包
含
眉
土
師
器
小
壺

2
會゚

1
/
2
 

67
6 
爵
10
]
上
部
包
含
屑
土
師
器
小
壺
10
. 
3
 
2.
7 
6.
0 
均．

1
/
2
 

67
7 
洞
10
1
上
部
包
含
恩
士
師
器
小
鉢

8.
1 
2.
3 
4.
9 
お
も
に
押
圧
開
整
．

1
/
2
 

67
8 
欝
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
小
鉢
ll
 2
 

4.
9 

2
/
3
 

67
9 
溝
10
1
上
都
包
含
層
士
師
器
小
鉢
11
.2
 

6.
6 
ロ
縁
部
が
や
や
ひ
ず
ん
で
い
る
。

し
ま
ぼ
完

68
0 
溝
JO
I
上
部
包
含
層
土
師
器
小
鉢
14
.3
 
4.
0 
6.
1 

ほ
ぽ
完

68
] 
溝
10
1
上
邪
包
含
陪
土
師
器
小
鉢

9.
0 
3.
5 
6.
9 

1
/
2
 

68
2 
溝
IO
I
上
部
包
含
爵
粗
製
士
器
台
付
鉢

4.
0 

タ
タ
キ
。

脚
部
欠
製
塩
土
器

68
3 
碑
10
1
上
部
包
含
恩
土
師
器
台
付
鉢
12
.5
 
5.
5 
10
.0
 
内
外
面
と
も
て
い
ね
い
な
ナ
デ
（
タ
タ
キ
、
ハ
ケ
な
ど
な
し
）
．

1
/
2
 

68
4 
欝
10
1
上
部
包
含
屑
土
師
器

2.
6 
2.
9 
3.
7 
手
捏
ね
。

完
存

68
5 
溝
lO
lJ
:.
部
包
含
府
士
師
器
皿

9.
8 
4.
0 
2.
6 
手
捏
ね
．

1
/
2
 

68
6 
溝
10
1
上
部
包
含
恩
土
師
器
器
台

1
.
9
 

受
部
完

68
7 
辟
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
器
台
？

14
.3
 

外
面
に
部
分
的
に
丹
塗
り
？

1
/
5
 

68
8 
溝
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
器
台
14
.7
 
15
. 
l
 
7.
4 
跛
形
、
受
部
内
面
と
外
面
に
丹
塗
り
。

7
/
8
 

68
9 
渦
10
1
上
部
包
含
屈
士
師
器
器
台

9.
6 
17
.0
 
10
.0
 

2
/
3
 

69
0 
溝
10
1
上
祁
包
含
屈
土
師
器
器
台
？

1
7
 l
 

3
/
4
 

69
1 
溝
10
1
上
部
包
含
屑
土
師
器
手
焙
り
14
.4
 
4.
6 
16
.4
 

ほ
ぽ
完

69
2 
欝
10
1
上
部
包
含
屑
士
師
器
高
杯
17
.7
 

内
外
而
丹
塗
り
．

2
/
3
 

69
3 
欝
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
高
杯
2
6
 0
 

1
/
4
 

69
4 
辟
10
1
上
部
包
含
層
士
師
器
高
杯

15
.5
 

ロ
縁
欠

69
5 
蒋
10
1
上
蔀
包
含
層
土
師
器
高
杯
20
.0
 

杯
部
完

69
6 
溝
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
高
杯
20
.3
 

脚
裾
欠

69
7 
溝
10
1
上
部
包
含
層
士
師
器
高
杯
18
.5
 

1
/
5
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法
羅
(c
m)

番
号
追
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

69
8 
溝
10
1
上
部
包
含
眉
土
師
器
高
杯
20
.0
 
15
.8
 
14
.5
 

1
/
2
 

69
9 
罷
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
高
杯
21
.4
 
14
.8
 
14
.6
 
脚
部
内
面
以
外
は
丹
塗
り
。

1
/
2
 

70
0 
溝
10
1
上
部
包
含
眉
士
師
器
高
杯
22
.6
 

2
/
3
 

70
1 
溝
10
1
上
部
包
含
層
士
師
器
高
杯
17
.8
 
14
.6
 
13
.3
 

1
/
2
 

70
2 
溝
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
高
杯
19
.0
 
13
.5
 
13
.0
 

1
/
2
 

70
3 
井
戸
1
1
 8
 
須
恵
器
蓋

内
面
に
嬰
痕
が
残
る
。
→
転
用
硯
。

1
/
 4
 

70
4 
井
戸
1
l
 8
 
須
恵
器
杯

15
.1
 
9.
1 
6.
4 

1
/
4
 

70
5 
井
戸
l
l
 8
 
須
恵
器
杯

16
.8
 
9
 9
 
6
 3
 

1
/
6
 

70
6 
井
戸
1
1
 8
 
須
恵
器
杯

12
.9
 
8.
7 
3.
6 
ロ
縁
端
部
黒
色
。
底
部
外
面
に
墨
書
。
底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
。

70
7 
井
戸
l
l
 8
 
土
師
器
杯

12
.5
 
8.
9 
3.
5 
底
部
内
面
赤
色
c
底
部
外
面
の
口
縁
下
半
以
下
黒
色
。

1
/
3
 

70
8 
井
戸
l
l
 8
 
士
師
器
杯

12
.1
 
9.
7 
3.
4 
内
面
口
縁
部
J-.
半
～
外
面
に
黒
色
塗
布
。

4
/
5
 

70
9 
井
戸
l
1
 8
 
土
師
器
杯

12
.3
 
8.
3 
3.
2 
内
外
面
と
も
赤
色
塗
布
。

4
/
5
 

71
0 
井
戸
1
1
 8
 
土
師
器
高
杯

71
1 
井
戸
l
l
 8
 
土
師
器
甕

15
.6
 
14
.1
 
外
面
上
半
部
ス
ス
が
付
着
。

1
/
2
 

71
2 
井
戸
1
1
 9
 
士
師
器
杯

12
.4
 
9.
7 
3.
7 
内
外
面
丹
塗
り
。

2
/
3
 

71
3 
井
戸
1
1
 9
 
土
師
器
杯

13
.6
 
10
.8
 
3.
2 
内
外
面
丹
塗
り
。
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
。

完

71
4 
井
戸
l
1
 9
 
士
師
器
杯

13
.2
 
11
.3
 
2.
5 
内
外
面
丹
塗
り
。
底
部
ば
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
。

1
/
 4
 

71
5 
井
戸
l
1
 9
 
土
師
器
杯

13
.5
 
11
.8
 
3.
2 
内
外
面
丹
塗
り
。
底
部
ほ
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
。
底
部
に
X
印。

1
/
2
 

71
6 
井
戸
1
1
 9
 
須
恵
器
杯

13
.8
 
9.
3 
3.
7 
底
部
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
。

完

71
7 
井
戸
l
1
 9
 
須
恵
器
杯

13
.2
 
9
 8
 
4.
0 
底
部
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
。

完

71
8 
井
戸
1
1
 9
 
須
恵
器
杯

13
.4
 
9.
2 
4.
1 
底
部
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
。

完

71
9 
井
戸
l
l
 9
 
須
恵
器
杯

9.
2 

底
部
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
．

1
/
3
 

72
0 
井
戸
l
1
 9
 
須
恵
器
杯

11
. 
0
 

1
/
8
 

72
1 
井
戸
l
l
 9
 
須
恵
器
甕

72
2 
碑
l
1
 5
 
須
恵
器
杯
蓋

碁
石
状
の
つ
ま
み
が
つ
く
。

1
/
3
 

廿 器 睾 湖 対
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法
批
(
c
m
)

番
号
逍
構
名
.
 種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

72
3 
洞
]
]
 5
 
須
忠
器
杯
蓋

宝
珠
形
の
つ
ま
み
が
つ
く
。

1
/
7
 

72
4 
欝
1
1
 5
 
須
恵
器
杯
蓋
17
.8
 

1
/
4
 

72
5 
湾
l
1
 5
 
須
恵
器
杯

16
喩
4
10

喩
4
6
會
4

1
/
3
 

72
6 
諧
1
1
 5
 
須
恵
器
杯

9.
0 

1
/
6
 

72
7 
溝
1
l
 5
 
須
恵
器
杯

10
.0
 

1
/
6
 

72
8 
猫
1
I
 5
 
須
恵
器
杯

10
.5
 

1
/
5
 

72
9 
溝
I
l
 5
 
須
恵
器
杯

12
.
。

1
/
5
 

73
0 
稲
l
I
 5
 
須
恵
器
杯

12
.0
 

1
/
6
 

73
1 
猫
1
1
 5
 
須
恵
器
杯

10
.8
 

1
/
6
 

73
2 
溝
1
1
 5
 
須
恵
器
杯

12
.0
 

1
/
5
 

73
3 
溝
l
1
 5
 
須
恵
器
杯

8.
6 

1
/
3
 

73
4 
洲
1
1
 5
 
須
恵
器
杯

1
/
7
 

73
5 
碑
1
l
 5
 
須
恵
器
杯

15
.2
 
12
.2
 
3.
3 

1
/
4
 

73
6 
溝
1
1
 5
 
須
恵
器
杯

12
.2
 
7.
2 
3.
2 

1
/
3
 

73
7 
溝
1
l
 5
 
須
恵
器
杯

12
.6
 
8.
6 
3.
4 

1
/
5
 

73
8 
構
1
1
 5
 
須
恵
器
杯

11
.5
 
8
 
3.
2 
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
。

1
/
5
 

73
9 
欝
1
1
 5
 
須
恵
器
杯

13
 
7.
2 
3.
7 

1
/
3
 

74
0 
洞
1
1
 5
 
須
恵
器
杯

13
.2
 
8.
2 
4. 
l
 底
部
は
ヘ
ラ
切
り
．

底
完
存

74
1 
猫
1
1
 5
 
須
恵
器
長
頸
壺

74
2 
溝
I
1
 5
 
須
恵
器

空...
 ゴ

11
 

1
/
5
 

74
3 
糀
I
I
 5
 
須
恵
器

空_, 
—

 
5.
2 

l
 /
 4
 

74
4 
溝
1
1
 5
 
須
恵
器

空~
 

1
1
 4
 

1
/
5
 

74
5 
溝
1
l
 5
 
須
恵
器
憩

74
6 
溝
1
1
 5
 
土
師
器
椀

18
.6
 

精
製
粘
土
a

1
/
3
 

74
7 
溝
1
1
 5
 
士
師
器
甕

16
.2
 

1
/
2
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法
批
(c
m)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

74
8 
猫
l
l
 5
 

士
師
器
嬰

22
.8
 

1
/
3
 

74
9 
溝
1
1
 5
 

土
師
器
甕

25
.5
 

1
/
5
 

75
0 
猫
1
1
 5
 

士
師
器
飯
蛸
壺

1
/
3
 

75
1 
溝
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器

出―’―
 

35
.5
 

1
/
5
 

75
2 
溝
10
1
上
部
包
含
）
習
須
恵
器
壺

42
.4
 

肩
部
に
ヘ
ラ
記
号
「
X
j
印。

1
/
 4
 

75
3 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
須
恵
器

空〒
丘

20
.0
 

頸
部
に
ヘ
ラ
記
号
「
JI
I」
印
、
青
海
波
の
中
心
が
球
根
形
。

1
/
 4
 

75
4 
弱
lO
lJ
:.
邪
包
含
層
須
恵
器

,
±
,
 
空

23
.5
 

1
/
3
 

75
5 
碑
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器
壺

22
.7
 

1
/
5
 

75
6 
碑
10
1
上
部
包
含
屈
須
恵
器

空-'
-

39
.2
 

1
/
1
0
 

75
7 
栂
10
1
上
部
包
含
眉
須
恵
器

．空
，ゴ

39
.0
 

自
然
釉
付
着
。

3
/
5
 

75
8 
溝
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器
壺
？
35
.0
 

1
/
1
0
 

75
9 
溝
10
1
上
部
包
含
図
須
恵
器
壺
？
45
.0
 

1
/
1
0
 

76
0 
溝
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器
甕

19
.4
 

1
/
 4
 

76
1 
溝
10
1
上
部
包
含
層
須
忠
器
壺

2
/
3
 

76
2 
溝
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器

空_
L
 

7.
9 
6.
5 
5.
8 

76
3 
牌
10
1
上
部
包
含
層
須
思
器
瓶

頸
部
に
3
条
の
沈
線
。

頸
部
2/
5

76
4 
栂
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器
瓶

11
. 
2
 
底
部
内
面
と
外
面
に
は
わ
ず
か
に
自
然
釉
付
着
．

76
5 
構
10
1
上
部
包
含
屈
須
恵
器
瓶

10
.8
 

1
/
6
 

76
6 
溝
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器
瓶

11
.0
 

底
部
内
面
に
わ
ず
か
に
『
然
釉
付
着
。

76
7 
溝
IO
I
上
部
包
含
層
須
恵
器
瓶

8.
6 

外
面
と
底
部
内
面
は
自
然
釉
付
着
。

76
8 
溝
10
1
上
部
包
含
屈
須
恵
器
蓋

13
.3
 

1
/
6
 

76
9 
溝
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器
蓋

13
.4
 

1
/
3
 

77
0 
溝
10
1
上
部
包
含
｝
習
須
恵
器
蓋

17
.0
 

2.
4 
内
面
に
墨
付
着
。
転
用
硯
。
円
盤
状
の
つ
ま
み
を
も
つ
。

1
/
 4
 

• 
ヽ
．
．
 

77
1 
溝
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器
杯

16
.8
 
11
. 
2
 
6.
8 

4
/
5
 

77
2 
碑
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器
杯

11
. 
9
 

1
/
8
 

仕 眠 睾 湖 浙
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法
量
(c
rn
)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

口
径
底
径
器
莉

77
3 
欝
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器
盤

26
.2
 
19
.6
 
3.
2 

1
/
6
 

77
4 
溝
10
1
上
部
包
含
層
須
忠
器
杯

7
鼻
l

底
部
ヘ
ラ
切
り
。
底
部
内
面
に
ヘ
ラ
記
号
「
y
」
印
。

77
5 
溝
10
1
上
郁
包
含
罰
須
恵
器
杯

12
.9
 
9.
0 
3.
8 

77
6 
欝
10
1
上
部
包
含
附
須
恵
器
杯

9.
0 

1
/
 4
 

77
7 
欝
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器
杯

14
.8
 
11
.1
 
4.
0 
底
部
外
面
ヘ
ラ
切
り
。
（
ま
た
、
つ
め
跡
の
よ
う
な
も
の
と
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
跡
の
筋
が
残
存
し
て
い
る
）
1
/
2
 
高
台
欠
落

77
8 
翡
10
1
上
部
包
含
層
須
恵
器
杯

15
.9
 
12
.3
 
3.
9 

1
/
7
 

77
9 
溝
IO
JJ
:
邪
包
含
眉
土
師
器
杯

11
. 
7
 
8.
9 
3.
4 
外
面
に
火
だ
す
き
状
に
黒
灰
色
部
分
が
ほ
し
る
D
?
 
底
部
ヘ
ラ
切
り
の
後
ナ
デ
。

1
/
2
 

78
0 
構
10
1
上
部
包
含
屑
土
師
器
杯

12
.9
 

1
/
5
 

78
1 
欝
lO
IJ
:.
部
包
含
層
土
師
器
杯

12
.4
 
8.
3 
3.
6 
ロ
縁
部
黒
斑
状
。
底
部
ヘ
ラ
切
り
の
後
ナ
デ
。

1
/
5
 

78
2 
罰
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
杯

12
.2
 
7.
2 
3.
4 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。

1
/
4
 

78
3 
爵
10
1
上
部
包
含
屈
土
師
器
杯

13
.5
 
9.
2 
3.
2 
や
や
焼
け
ひ
ず
み
を
受
け
て
い
る
．
底
部
ヘ
ラ
切
り
。

1
/
3
 

78
4 
溝
JO
)
上
部
包
含
眉
士
師
器
甕

16
.4
 

78
5 
溝
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
甕

78
6 
欝
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
甕

14
.8
 
4.
0 
24
.0
 

1
/
2
 
窮
滅
著
し
い

78
7 
溝
10
1
上
部
包
含
層
士
師
器
甕

11
.8
 

l
/
6
 

78
8 
溝
IO
I
上
部
包
含
屈
土
師
器
甕

27
亀
4

1
/
7
 

78
9 
溝
10
1
上
部
包
含
層
土
師
器
甕

27
.
。

1
/
5
 

,
 79
0 
建
物
1
2
 5
 
瓦
器
皿．

11 
2
 

内
面
暗
文
。

79
1 
建
物
1
3
 1
 
土
師
器
椀

13
.8
 

1
/
1
0
 

79
2 
建
物
l
3
 1
 
土
師
器
皿

8
電
5
5.
6 

1
/
1
0
 

79
3 
建
物
l
3
 2
 
土
師
器
椀

13
.7
 

1
/
8
 

79
4 
建
物
1
3
 2
 
土
師
器
椀

1
/
8
 
早
島

79
5 
建
物
1
3
 2
 
土
師
器
1IIl.
 

8.
6 

底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
．

79
6 
建
物
1
3
 2
 
瓦
器

椀
16
.0
 

79
7 
建
物
1
3
 2
 
瓦
器

椀
5.
0 

肉
面
暗
文
ロ

底
部
1/
4
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7
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法
量
(c
m)

番
号
追
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

79
8 
建
物
1
3
 2
 
土
師
器
鍋

79
9 
建
物
1
3
 2
 
磁
器

椀
16
.8
 

1
/
8
 
白
磁

80
0 
建
物
l
4
 4
 
瓦
器

椀
4.
0 

内
面
暗
文
。
か
さ
ね
焼
き
の
跡
が
残
る
。

80
1 
建
物
1
4
 4
 
士
師
器
1Ill
 

7.
6 
5.
8 

1
/
3
 

80
2 
建
物
1
4
 4
 
土
師
器
Jil
l 

，疇
0
6.
4 

1
/
4
 

80
3 
建
物
l
4
 7
 
瓦
器

椀
15
.4
 
4.
5 
4.
8 
内
面
暗
文
。

1
/
3
 

80
4 
建
物
1
4
 8
 
士
師
器
皿

13
.9
 
12
.2
 
2
喩
5
内
外
面
丹
塗
り
。

1
/
4
 

80
5 
建
物
l
4
 9
 
士
師
器
椀

15
.5
 

1
/
9
 

80
6 
建
物
1
4
 9
 
土
師
器
椀

13
.7
 

1
/
8
 

80
7 
建
物
1
4
 9
 
土
師
器
椀

4.
3 

内
面
暗
文
。

80
8 
建
物
1
4
 9
 
士
師
器
皿．

8.
9 
7.
4 

80
9 
建
物
l
4
 9
 
土
師
器
FIL
L 

10
.4
 
7.
6 
1. 
7
 

1
/
1
0
 

81
0 
建
物
1
5
 0
 
土
師
器
fil
l 

7.
1 
6.
1 

81
1 
建
物
1
6
 1
 
土
師
器
椀

5.
6 

81
2 
建
物
1
6
 2
 
土
師
器
椀

5.
7 

内
面
に
か
さ
ね
焼
ぎ
痕
あ
り
。

底
部
完
早
島

81
3 
建
物
l
6
 3
 
士
師
器
椀

6.
0 

底
部
1/
3

81
4 
建
物
1
6
 6
 

81
5 
建
物
l
6
 7
 
土
師
器
椀

1
/
3
 

81
6 
建
物
1
6
 7
 

甕
胴
部
外
面
は
格
子
目
の
叩
き
、
口
縁
部
内
面
は
粗
い
ハ
ケ
目
。

1
/
3
0
 
亀
山
焼

81
7 
建
物
l
7
 0
 
土
師
器
皿

7.
6 
5
 
1.
1 
糸
切
り
底
。

1
/
4
 

81
8 
塀
1
0
 5
 
士
師
器
椀

14
.0
 

1
/
5
 

81
9 
塀
l
O
 5
 
瓦
器

椀
5.
0 

•
内
面
賠
文
。

82
0 
塀
l
O
 7
 
瓦
器

椀
15
.0
 

内
面
暗
文
。

82
1 
塀
1
0
 7
 
士
師
器
椀

6.
0 

82
2 
井
戸
1
2
 0
 
土
師
器
椀

6.
7 

1
/
5
 

L 蔀 楚 涵 叩 焙
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法
量
(c
m)

，
番
号
遺
構
名

稲
別

器
稲

特
徴

残
存
率

備
考

口
径
底
径
器
商

82
3 
井
戸
1
2
 0
 
士
師
器
皿

7.
8 
5.
0 
1. 
3
 底
部
ヘ
ラ
オ
コ
シ
。

1
/
6
 

82
4 
井
戸
1
2
 0
 
土
師
器
皿

1
/
1
0
 

82
5 
井
戸
l
2
 1
 
陶
器
甕

36
.4
 

1
/
2
0
 
備
前
焼

82
6 
井
戸
l
2
 l
 
陶
器
甕

37
.4
 

1
/
1
2
 
備
前
焼

82
7 
井
戸
I
2
 I
 
陶
器

揺
鉢

12
.2
 

1
/
8
 
備
前
焼

82
8 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
椀

13
.8
 
5.
5 
5.
2 
見
込
み
部
分
に
重
ね
焼
痕
。

2
/
3
 

82
9 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
椀

13
.1
 
5.
5 
4.
3 

1
/
2
 

83
0 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
椀

13
.2
 

1
/
2
 

＇ ,
 8
31
 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
椀

5.
6 

4
/
5
 

83
2 
井
戸
I
2
 2
 
土
師
器
椀

6,
0 

見
込
み
部
分
に
重
ね
焼
痕
。

1
/
2
 

83
3 
井
戸
1
2
 2
 
瓦
器

椀
6.
3 

1
/
4
 

83
4 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器

7.
9 
4.
9 
2.
2 

1
/
5
 

83
5 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
小
1lI
L
8
鼻
3
7.
0 
1.
1 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。

l
/
3
 

• 
83
6 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
小
皿

8.
7 
6.
6 
1. 
7
 底
部
ヘ
ラ
切
り
。

1
/
3
 

83
7 
井
戸
I
2
 2
 
土
師
器
小
皿

8.
5 
7.
1 
1. 
5
 底
部
ヘ
ラ
切
り
。

1
/
3
 

83
8 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
小
皿

8.
0 
5.
2 
1
 5
 底
部
ヘ
ラ
切
り
，
板
目
痕
。

完
片
ロ

83
9 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
小
Jill

8.
8 
6.
9 
I.
6 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
。

完
片
ロ

84
0 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
小
皿

7.
8 
5.
9 
1.
5 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
。

完

84
1 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
小
皿

8.
2 
6.
5 
1. 
7
 底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
．

完

8
4
2
 
井
戸
l
2
 2
 
土
師
器
小
皿

9.
2 
6.
8 
1.
8 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
．

完

84
3 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
小
皿

8
 3
 
6.
4 
]. 
6
 底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
。

完

84
4 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
小
皿

8.
・6
 
7.
0 
1.
4 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
．

2
/
3
 

,
 8
45
 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
小
皿

7.
9 
6.
2 
1. 
5
 底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
。

完

84
6 
井
戸
I
2
 2
 
士
師
器
小
皿

7.
5 
・s
.o
 
1.
3 
底
部
ヘ
ラ
切
り
．

完

84
7 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
小
皿

8.
2 
7.
5 
1.
5 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。

3
/
4
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法
量
(
c
m
)

残
存
率

番
号
追
構
名

種
別

器
種

特
徴

備
考

ロ
径
底
径
器
高

84
8 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
小
llil.

8.
0 
6.
0 
1.
8 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。

完

84
9 
井
戸
1.
2
 2
 
土
師
器
小
皿

8.
0 
5.
4 
l.
3 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
。

完

85
0 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
小
皿

8.
1 
6.
8 
1. 
3
 底
部
ヘ
ラ
切
り
。

2
/
3
 
ロ
縁
部
一
部
煤

85
1 
井
戸
l
2
 2
 
土
師
器
小
lill

8.
6 
6.
5 
1
 
5
 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
。

完

85
2 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
小
皿

8.
6 
5.
9 
1.
5 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。

完

85
3 
井
戸
l
2
 2
 
土
師
器
小
Jill

8.
2 
7.
2 
1. 
5
 底
部
ヘ
ラ
切
り
。

完

85
4 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
小
皿

8.
4 

1. 
6
 底
部
ヘ
ラ
切
り
。

1
/
2
 

85
5 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
小
llil.

7.
5 
3.
6 
l. 
4
 底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
。

2
/
3
 

85
6 
井
戸
1.
2
 2
 
土
師
器
杯

13
.6
 
9.
1 
3.
0 
底
部
ヘ
ラ
切
り
、
の
ち
指
ナ
デ
。

1
/
2
 

85
7 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
杯

14
.8
 
9.
6 
3.
3 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
か
。

4
/
5
 

85
8 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
杯

13
.4
 
10
.0
 
3.
0 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
c

ほ
ぼ
完

85
9 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
鍋

33
.4
 

1
/
6
 
外
面
煤

86
0 
井
戸
l
2
 2
 
土
師
器
鍋

35
.4
 

1
/
6
 
外
面
煤
，

86
1 
井
戸
l
2
 2
 
土
師
器
鍋

1
/
8
 

86
2 
井
戸
l
2
 2
 
土
師
器
鍋

1
/
8
 

86
3 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
鍋

34
.4
 

1
/
4
 
外
面
煤

86
4 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
鍋

1
/
8
 

86
5 
井
戸
l
2
 2
 
須
恵
器
罷

内
面
ヨ
コ
ナ
デ
。

86
6 
井
戸
l
2
 2
 
須
恵
器
甕

外
面
平
行
ク
ク
キ
。

東
播
系
か

86
7 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
椀

13
.6
 
6.
2 
4.
0 

1
/
3
 

86
8 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
椀

13
.2
 
5.
6 
4. 
7, 
見
込
み
部
分
に
重
ね
焼
痕
。

2
/
3
 

86
9 
井
戸
1'
2
2
 
土
師
器
椀

14
. 
l
 
6.
2 
4.
8 
見
込
み
部
分
に
重
ね
焼
痕
。

底
部
完

87
0 
井
戸
l
2
 2
 
土
師
器
椀

13
.4
 

1
/
5
 

87
1 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
椀

5.
8 

見
込
み
部
分
に
亜
ね
焼
痕
。

1
/
3
 

87
2 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
杯

13
.9
 
10
.0
 
3.
0 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
。

4
/
5
 

汁 器 葉 湖 活
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法
最
(c
rn
)

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

87
3 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
小
IDl

8.
3 
6.
6 
1
 3
 底
邪
ヘ
ラ
切
り
。

2
/
3
 

87
4 
井
戸
l
2
 2
 
瓦
器

椀
1
/
8
 

87
5 
井
戸
1
2
 2
 
瓦
器

椀
14
.8
 

外
面
に
も
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
あ
り
．

1
/
6
 

87
6 
井
戸
1
2
 2
 
磁
器
碗

見
込
み
部
分
は
環
状
に
釉
を
か
ぎ
取
る
。

2
/
3
 
白
磁

87
7 
井
戸
1
2
 2
 
陶
器
碗

1
/
3
 
備
前
焼
か

87
8 
井
戸
1
2
 2
 
陶
器
鄭

1
 /
1
0
 
備
iliJ
焼
か

87
9 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
鍋

1
/
9
 
外
面
煤

88
0 
井
戸
1
2
 2
 
磁
器
皿

内
面
の
み
施
釉
．

完
白
磁

88
1 
井
戸
1
2
 2
 
磁
器
皿

11
.2
 

見
込
み
部
分
に
櫛
描
文
。

1
/
5
 
宵
磁

88
2 
井
戸
l
2
 2
 
須
恵
器
鉢

31
.3
 

内
面
ナ
デ
。

1
/
8
 
亀
山
焼

88
3 
井
戸
I
2
 2
 
須
恵
器
甕

内
面
指
頭
押
さ
え
の
ち
ナ
デ
．

1
/
3
 
東
描
系
か

88
4 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
鍋

33
.9
 
14
.5
 

3
/
4
 
外
面
煤

88
5 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
椀

16
.2
 

1
/
5
 

88
6 
井
戸
l
2
 2
 
土
師
器
椀

5.
4 

底
部
完

88
7 
井
戸
I
2
 2
 
士
師
器
椀

5.
9 

底
部
完

；
 

88
8 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
椀

6.
2 

1
/
2
 

88
9.
 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
椀

7.
9 

4
/
5
 

89
0 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
椀

6.
4 

底
部
完

89
] 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
小
皿

8.
6 
7.
1 
1. 
6
 底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
．

完

89
2 
井
戸
I
2
 2
 
土
師
器
小
皿

9.
2 
7.
6 
1.
5 
底
部
ヘ
ラ
切
り
．

1
/
3
 

89
3 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
杯

13
.1
 
9.
6 
2.
7 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。

1
/
2
 

89
4 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
杯

13
.9
 
8.
5 
2.
7 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。
板
目
痕
。

1
/
4
 

89
5 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
杯

12
.8
 
8.
6 
2.
8 
底
部
ヘ
ラ
切
り
，
板
目
痕
，

1
/
3
 

89
6 
井
戸
I
2
 2
 
瓦
器

椀
15
.6
 

l
/
 4
 

89
7 
井
戸
1
2
 2
 
瓦
器

椀
15
.5
 

1
/
4
 
問
台
径
不
祥
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法
批
(c
m)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

89
8 
井
戸
1.
2
 2
 
瓦
器

椀
4.
8 

1
/
 4
 

89
9 
井
戸
1
2
 2
 
瓦
器

椀
16
.5
 

1
/
8
 

90
0 
井
戸
1
2
 2
 
瓦
器

椀
15
.2
 

1
/
6
 

90
1 
井
戸
l
2
 2
 
瓦
器

椀
17
.2
 

1
/
8
 

90
2 
井
戸
l
2
 2
 
士
師
器

7.
0 

1
/
3
 

90
3 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器

6
 8
 

完

90
4 
井
戸
l
2
 2
 
土
師
器

9.
2 

1
/
3
 

90
5 
井
戸
1
2
 2
 
陶
器

甕
ロ
縁
端
部
内
面
に
凹
線
。

1
/
1
0
 
常
滑
焼

90
6 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
鍋

34
.8
 

1
/
6
 
内
外
面
煤

90
7 
井
戸
1.
2
 2
 
土
師
器
鍋

完
煤

90
8 
井
戸
l
2
 2
 
土
師
器
鍋

1
/
1
0
 

90
9 
井
戸
1
2
 2
 
土
師
器
鍋

1
/
8
 
内
外
面
煤

91
0 
井
戸
1
2
 2
 
士
師
器
鍋

1
/
1
0
 
外
面
煤

91
1 
井
戸
1
2
 3
 
土
師
器
椀

12
.4
 

1
/
6
 

91
2 
井
戸
l
2
 3
 
土
師
器
椀

14
 .
 
.8 

1
/
6
 

91
3 
井
戸
l
2
 3
 
士
師
器
椀

15
.8
 

1
/
6
 

91
4 
井
戸
l
2
 3
 
土
師
器
椀

5.
2 

1
/
3
 

91
5 
井
戸
1
2
 3
 
土
師
器
小
皿

8.
7 
5.
6 
1.
2 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。

1
/
4
 

91
6 
井
戸
1
2
 3
 
士
師
器
小
皿

9.
0 

底
部
ヘ
ラ
切
り
。

1
/
 4
 

91
7 
井
戸
1
2
 3
 
土
師
器
小
llI1

，喩
5

1
/
6
 

91
8 
井
戸
l
2
 3
 
士
師
器
椀

4.
1 

1
/
8
 

91
9 
井
戸
l
2
 3
 
土
師
器
椀

7.
0 

底
部
糸
切
り
。

2
/
3
 
備
前
焼

92
0 
井
戸
l
3
 3
 
陶
器

-究
13
.8
 

ロ
縁
部
は
少
し
開
い
て
登
ち
上
が
る
。

備
前
焼
，
 

92
1 
井
戸
l
3
 3
 
陶
器

揺
鉢
29
.0
 

ロ
緑
部
は
上
方
に
立
ち
上
が
り
、
下
端
は
少
し
下
方
に
拡
張
。

1
/
7
 
備
前
焼

92
2 
井
戸
1
3
 3
 
陶
器

揺
鉢
30
.0
 
13
.7
 

ロ
縁
部
は
J::
方
に
立
ち
上
が
り
、
下
端
ほ
少
し
下
方
に
拡
張
。

1
/
8
 
備
前
焼

仕 蔀 楚 源 焙
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法
量
(c
m)

番
号
遣
構
名

稲
別

器
稲

特
徴

残
存
率

備
考

口
径
底
径
器
高

92
3 
井
戸
1
3
 3
 
磁
器
碗

冑
磁

92
4 
井
戸
1
3
 4
 
土
師
器
小
皿

8.
2 
6.
1 
1. 
3
 底
部
ヘ
ラ
切
り
後
板
目
。

92
5 
井
戸
1
3
 4
 
士
師
器
椀

11
. 
2
 
2.
7 
底
部
糸
切
り
。

92
6 
井
戸
1
3
 4
 
土
師
器
椀

12
.6
 

3.
2 
体
部
外
面
の
下
半
は
指
ナ
デ
、
上
半
は
ヨ
コ
ナ
デ
．

92
7 
井
戸
1
3
 4
 
士
師
器
椀

12
.4
 

3.
0 
体
部
外
面
下
半
に
指
頭
圧
痕
。

92
8 
井
戸
1
3
 4
 
陶
器

摺
鉢

備
前
焼

92
9 
井
戸
1
3
 4
 
陶
器

抑
鉢

ロ
縁
部
は
ほ
と
ん
ど
肥
厚
せ
ず
、
端
部
は
平
坦
．

1
/
9
 
備
前
焼

93
0 
井
戸
I
3
 4
 
陶
器

揺
鉢
25
.0
 

カ
キ
目
は
8
本
単
位
．

1
/
8
 
備
前
焼

93
1 
井
戸
1
3
 4
 
陶
器

拙
鉢
32
.0
 

カ
キ
目
は
1
0
本
単
位
。

1
/
8
 
備
前
焼

93
2 
井
戸
1
3
 4
 
陶
器

摺
鉢
26
.8
 
12
.8
 
11
. 
4
 
ロ
縁
端
部
が
少
し
た
れ
下
が
る
。
カ
キ
目
は
7
本
単
位
。

備
前
焼

93
3 
井
戸
1
3
 4
 
須
恵
器

33
.2
 

93
4 
井
戸
1
3
 4
 
磁
器
碗

5.
0 

1
/
2
 
青
磁

93
5 
井
戸
I
3
 4
 
瓦
器
烈
鍋

93
6 
井
戸
1
3
 4
 
須
恵
器
甕

ロ
縁
部
外
面
平
行
タ
タ
キ
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

1/
8
以
下
亀
山
焼

93
7 
井
戸
1
3
 4
 
陶
器

壺
16
.2
 

備
前
焼

93
8 
井
戸
1
3
 4
 
陶
器

壺
15
.0
 

1
/
6
 
備
前
焼

93
9 
井
戸
1
3
 4
 
陶
器

壺
18
.8
 

備
前
焼

94
0 
井
戸
1
3
 4
 
陶
器

壺
19
.4
 

備
前
焼

94
1 
井
戸
1
3
 4
 
須
恵
器
壺

外
面
格
子
タ
ク
キ
、
内
而
ヨ
コ
方
向
の
ハ
ケ
目
．

亀
山
焼

94
2 
井
戸
1
3
 4
 

1.
8 

94
3 
井
戸
1
3
 4
 

壺

94
4 
井
戸
I
3
 4
 

壺
備
前
焼

94
5 
井
戸
I
3
 4
 
土
師
器
鍋

27
.2
 
23
.2
 

一
対
の
把
手
が
つ
く
。

1
/
5
 

井
戸
1
3
 4
 

94
6 

瓦
質

壺
13
.0
 

内
面
は
指
頭
圧
後
ナ
デ
。

1
/
6
 

94
7 
井
戸
1
3
 4
 
陶
器

壺
備
前
焼
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法
紐
(c
tn
)

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

94
8 
井
戸
l
3
 4
 
陶
器
ャ
壺

備
前
焼

94
9 
井
戸
l
3
 4
 

宜-'-・
 

外
面
綾
杉
状
の
ク
ク
キ
。

95
0 
井
戸
l
3
 4
 
瓦
質

鍋
24
.4
 

95
1 
井
戸
1
3
 4
 

... 

ロ
，
で

95
2 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
杯

11
.4
 
8.
7 
3.
0 
底
部
ヘ
ラ
切
り
後
板
目
。

1
 
9
 

95
3 
井
戸
l
3
 5
 
土
師
器
杯

11
. 
7
 
7.
5 
3.
2 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。

95
4 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
杯

12
. 
l
 
7.
8 
3.
1 

1
/
 4
 

95
5 
井
戸
l
3
 5
 
士
師
器
杯

11
.2
 

3.
2 
底
部
ヘ
ラ
切
り
後
板
目
。

1
/
4
 

95
6 
井
戸
l
3
 5
 
須
恵
器
椀

5.
6 
1. 
7
 底
部
糸
切
り
。

95
7 
井
戸
l
3
 5
 
須
恵
器
椀

5.
0 

底
部
糸
切
り
．

95
8 
井
戸
l
3
 5
 
須
忠
器
椀

底
部
糸
切
り
．

95
9 
井
戸
1.
3
 5
 
須
恵
器
椀

底
部
糸
切
り
。

96
0 
井
戸
l
3
 5
 
土
師
器
IIIl.
 

8.
9 

1. 
3
 底
部
ヘ
ラ
切
り
後
板
目
．

1
/
3
 

96
1 
井
戸
l
3
 5
 
土
師
器
皿

8.
3 
6.
3 
1. 
3
 底
部
ヘ
ラ
切
り
。

完

96
2 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
皿

7.
9 
6.
2 
1.
2 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。

完

96
3 
井
戸
l
3
 5
 
土
師
器
lIIl 

7
事
8
2.
8 
2.
0 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。

1
/
3
 

96
4 
井
戸
l
3
 5
 
土
師
器
皿

7.
2 
5.
5 
1.
3 
底
部
ヘ
ラ
切
り
。

完

96
5 
井
戸
l
3
 5
 
士
師
器
lill
 

7.
2 
1.
8 
1. 
5
 底
部
ヘ
ラ
切
り
．

1
/
2
 

96
6 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
!Ill
 

8
 2
 
6.
4 
1. 
3
 

1
/
4
 

96
7 
井
戸
l
3
 5
 
士
師
器
椀

13
.6
 

体
部
下
半
は
指
頭
圧
。

96
8 
井
戸
I
3
 5
 
土
師
器
椀

13
.8
 

体
部
下
半
は
指
頭
尻

1
/
8
 

96
9 
井
戸
l
3
 5
 
士
師
器
椀

1
1
 1
 
4.
4 
3.
6 
体
部
下
半
は
指
頭
圧
．

2
/
3
 
煤
付
着

97
0 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

12
.4
 
5.
4 
4
 4
 体
部
下
半
は
指
頭
圧
。

1
/
5
 

97
1 
井
戸
1
3
 5
 
士
師
器
椀

12
.0
 

3.
3 
体
部
下
半
は
指
頭
圧
。

1
/
4
 
火
を
受
け
て
い
る

97
2 
井
戸
l
3
 5
 
土
師
器
椀

12
.0
 

3.
0 
体
部
下
半
は
指
頭
圧
。

1
/
6
 

廿 眠 葉 濶 浙
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法
fit
(c
m)
 

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

97
3 
井
戸
1
3
 5
 
士
師
器
椀

12
.2
 

3.
6 
体
部
下
半
は
指
頭
圧
。

1
/
5
 

97
4 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

12
.0
 

体
部
下
半
は
指
頭
圧
、
他
は
ヨ
コ
ナ
デ
．

1
/
3
 

97
5 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

1
1
 2
 
5.
0 
3.
5 
体
部
下
半
は
指
頭
圧
、
他
は
ヨ
コ
ナ
デ
．

完

97
6 
井
戸
I
3
 5
 
土
師
器
椀

11
.0
 
4.
4 
3.
2 
体
部
下
半
は
指
頭
圧
後
指
ナ
デ
、
他
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

1
/
2
 
一
部
火
を
受
け
る

W
7
 
井
戸
1
3
 5
 
士
師
器
椀

11
. 
l
 
5. 
l
 
4.
1 
外
部
外
面
指
ナ
デ
、
口
緑
端
部
は
ヘ
ラ
で
調
整
．

97
8 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

10
.8
 

体
部
下
半
は
指
頭
圧
、
他
ほ
ヨ
コ
ナ
デ
。

3
/
8
 

97
9 
井
戸
1
3
 5
 
士
師
器
椀

11
 .
4 

2.
3 
全
体
に
ヨ
コ
ナ
デ
。

98
0 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

5.
9 

内
面
に
煤
付
府

98
1 
井
戸
1
3
 5
 
士
師
器
椀

5.
8 

98
2 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

5.
5 

底
径
2/
3

98
3 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

5.
5 

98
4 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

5.
3 

98
5 
井
戸
I
3
 5
 
土
師
器
椀

5.
6 

98
6 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

5.
7 

98
7 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

6.
0 

1
/
3
 
須
恵
質
に
焼
成

98
8 
井
戸
1
3
 5
 
士
師
器
椀

5.
7 

98
9 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

2.
2 

99
0 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

4.
9 

99
1 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

5.
4 

99
2 
井
戸
1
3
 5
 
士
師
器
椀

5.
2 

99
3 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

5.
6 

99
4 
井
戸
l
3
 5
 
土
師
器
椀

5.
5 

1/
2
高
台

99
5 
井
戸
l
3
 5
 
土
師
器
椀

4.
2 

99
6 
井
戸
1
3
 5
 
土
師
器
椀

4.
4 

99
7 
井
戸
1
3
 5
 

椀
4.
6 

須
恵
質
に
焼
成
；
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法
最
(
c
m
)

番
号
辿
構
名

稲
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

99
8 
井
戸
l
3
 5
 
土
師
器
鍋

支
脚

99
9 
井
戸
1
3
 5
 
瓦
器

鍋
支
脚

10
00
 
井
戸
l
3
 5
 
須
恵
器
鉢

35
.2
 

ロ
縁
端
部
が
少
し
上
方
に
拡
が
る
。

1
/
2
0
 
束
播
系

10
01
 
井
戸
1
3
 5
 
須
恵
器
鉢

3
4
 0
 

ロ
縁
端
部
が
少
し
上
方
に
拡
が
る
。

I
 /
2
0
 
東
播
系

10
02
 
井
戸
l
3
 5
 
須
恵
器
甕

32
.6
 

胴
部
外
面
格
子
ク
ク
キ
、
内
面
ナ
デ
。

1
/
2
0
 

10
03
 
井
戸
l
3
 5
 
土
師
器
鍋

39
.4
 

1
/
2
0
 

10
04
 
井
戸
l
3
 5
 
須
恵
器
甕

外
面
平
行
タ
タ
キ
、
内
面
ナ
デ
。

亀
山
焼

10
05
 
井
戸
l
3
 5
 
土
師
器
鍋

外
面
ク
テ
方
向
、
内
面
ヨ
コ
方
向
の
ハ
ケ
目
。

1.
00
6 
井
戸
1
3
 5
 
須
恵
器
鉢

東
播
系

1.
00
7 
井
戸
l
3
 5
 
須
恵
器

平
行
ク
ク
キ
。

亀
山
焼

10
08
 
井
戸
l
3
 5
 
須
恵
器

綾
杉
状
の
ク
ク
キ
。

東
播
系

10
09
 
井
戸
l
3
 5
 
須
恵
器

平
行
タ
タ
キ
．

亀
山
焼

10
10
 
井
戸
l
3
 5
 
須
恵
器

斜
格
子
タ
タ
キ
．

10
11
 
井
戸
l
3,
5 

須
恵
器

外
面
斜
格
子
、
内
面
同
心
円
タ
タ
キ
。

亀
山
焼

10
12
 
井
戸
1
3
 5
 
須
恵
器

東
播
系

10
13
 
井
戸
l
3
 5
 
須
恵
器

外
面
平
行
ク
ク
キ
、
内
面
円
心
円
タ
タ
キ
の
ち
ナ
デ
．

10
14
 
井
戸
l
3
 5
 
土
師
器
か
ま
ど

10
15
 
井
戸
l
3
 5
 

10
16
 
井
戸
1.
3
 9
 
陶
器

'.!l
Z 
-』.
.

12
鼻
0

備
前
焼

10
17
 
井
戸
l
3
 9
 
陶
器

揺
鉢

13
.0
 

8
本
禅
位
の
カ
キ
目
。

備
前
焼

10
18
 
井
戸
l
3
 9
 
陶
器

播
鉢

ロ
縁
部
が
上
方
に
立
ち
上
が
り
、
下
端
は
下
方
に
少
し
拡
張
。

備
前
焼

10
19
 
井
戸
l
3
 9
 
須
恵
器
鉢

東
播
系

10
20
 
井
戸
l
3
 9
 
陶
器

揺
鉢

備
前
焼

10
21
 
井
戸
l
3
 9
 
陶
器

空―
L
 

備
前
焼

10
22
 
井
戸
1
3
 9
 
陶
器

,
d
o
空

コ•
27
.0
 

ロ
縁
部
は
至
縁
。

1
/
7
 
備
前
焼

廿 器 惹 漑 浙
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法
最
(c
m)

番
号
追
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

10
23
 
井
戸
1
4
 0
 
黒
色
士
器
椀

5.
5 

1
/
8
 

'1
02
4 
井
戸
1
4
 0
 
土
師
器
椀

15
.4
 
6.
3 
5.
4 

1
/
2
 

10
25
 
井
戸
1
4
 0
 
土
師
器
椀

15
.6
 

1
/
6
 

10
26
 
井
戸
1
4
 0
 
土
師
器
椀

6.
3 

高
台
完

10
27
 
井
戸
1
4
 0
 
士
師
器
椀

6
會
8

1
/
2
 

10
28
 
井
戸
1
4
 0
 
土
師
器
杯

15
.2
 
8.
8 
4.
2 

1
/
4
 

10
29
 
井
戸
1
4
 0
 
士
師
器
台
付
皿
9.
1 
5.
0 
3.
4 

1
/
6
 

10
30
 
井
戸
1
4・
0 

土
師
器
1Il
l 

10
.0
 
7.
4 
1.
8 

牡
ぼ
完

10
3]
 
井
戸
1
4
 0
 
土
師
器
皿

10
.2
 
6.
8 
1. 
7
 

1
/
3
 

10
32
 
井
戸
1
4
 0
 
土
師
器
llll
 

9.
1 
7.
2 
1. 
5
 

1
/
 4
 

10
33
 
井
戸
1
4
 0
 
土
師
器
皿

10
.7
 

1
/
3
 

10
34
 
井
戸
1
4
 0
 
土
師
器
!Ill
 

10
.9
 
8.
2 
1. 
9
 

1
/
6
 

10
35
 
井
戸
1
4
 0
 
士
師
器
皿

5.
9 

1
/
2
 

10
36
 
井
戸
l
4
 0
 
瓦
器

皿
11
.0
 

1
/
6
 

10
37
 
井
戸
1
4
 0
 
須
恵
器
杯

15
.9
 
6.
5 
5.
9 

一
部
欠

,1
03
8 
井
戸
1
4
 0
 
須
恵
器
杯

1
/
8
 

10
39
 
井
戸
1
4
 0
 
須
恵
器
杯

13
會
8
5.
8 
5
鼻
1

1
/
4
 

10
40
 
井
戸
l
4
 0
 
須
恵
器
杯

1
/
8
 

10
41
 
井
戸
1
4
 0
 
須
恵
器
杯

15
.2
 

1
/
8
 

10
42
 
井
戸
1
4
 0
 
須
恵
器
杯

5.
3 

1
/
4
 

'1
04
3 
井
戸
1
4
 0
 
須
恵
器
杯

4.
7 

2
/
3
 

10
44
 
井
戸
1
4
 0
 
須
恵
器
杯

5.
3 

1
/
3
 

10
45
 
井
戸
1
4
 0
 
須
恵
器
杯

5.
0 

1
/
3
 

10
46
 
井
戸
1
4
 0
 
須
恵
器
1lll 

1
/
8
 

10
47
 
井
戸
1
4
 0
 
須
恵
器
皿

10
.2
 

1
/
4
 



|
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法
蘊
(
c
m
)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
涵

10
48
 
井
戸
l
4
 l
上
而
瓦
器

鍋
26
.7
 

1
/
5
 

10
49
 
井
戸
14
1.
J:
:
面
瓦
器

鍋
1
/
5
 

10
50
 
井
戸
l
4
1
J
:
.
而
陶
器

揺
鉢

I
/
1
0
 

10
51
 
井
戸
1
4
 l: 
上
面
陶
器

拙
鉢

1
/
8
 

10
52
 
井
戸
1.
4
 l
上
面
陶
器

甕
40
 

1
/
6
 

10
53
 
井
戸
l
4
 l
 
土
師
器
鍋

1
/
6
 

10
54
 
井
戸
1
4
 l
 
土
師
器
皿

9.
8 
5.
6 
l. 
7
 糸
切
り
底
。

1
/
2
 

10
55
 
井
戸
l
4
 l
 
土
師
器
杯

8.
4 

糸
切
り
底
．

1
/
5
 

10
56
 
井
戸
1.
4
 l
 
士
師
器
椀

10
.6
 

1
/
4
 

10
57
 
井
戸
l
4
 l
 
土
師
器
Dll
 

6.
9 
5.
3 
0.
9 
糸
切
り
底
に
板
目
痕
あ
り
。

完
存

10
58
 
井
戸
l
4
 l
 
土
師
器
皿

5.
4 

糸
切
り
底
。

3
/
4
 

10
59
 
井
戸
1
4
 1. 

土
師
器
皿

6.
4 
4.
2 
0.
9 
糸
切
り
底
に
板
目
痕
あ
り
。

1
/
3
 

10
60
 
井
戸
l
4
 l
 
士
師
器
鍋

15
.4
 

1
/
5
 

10
61
 
井
戸
1
4
 1
 
瓦
器

鍋
外
耳
が
つ
く
。

1
/
1
0
 

10
62
 
井
戸
l
4
 1
 
瓦
器

鍋
1
/
1
0
 

10
63
 
井
戸
1
4
 1
 
土
師
器
鍋

脚
が
つ
く
。

1
/
1
0
 

10
64
 
井
戸
I
4
 I
 
瓦
器

鍋
1
/
1
5
 

10
65
 
井
戸
l
4
 1
 
須
忠
器
甕

35
 

1
/
6
 

10
66
 
井
戸
l
4
 l
 
陶
器

壺
1
/
6
 
備
前
焼

10
67
 
井
戸
1
4
 1
 
陶
器

甕
1
/
7
 
備
前
焼

10
68
 
井
戸
l
4
 1
 
陶
器

甕
1
/
7
 
備
前
焼

10
69
 
井
戸
l
4
 l
 
陶
器

甕
1
/
7
 
備
前
焼

10
70
 
井
戸
l
4
 l
 
陶
器

揺
鉢
23
. 
l
 

1
/
5
 
備
前
焼

10
71
 
井
戸
l
4
 1
 
陶
器

揺
鉢

1
/
1
0
 
備
前
焼

10
72
 
井
戸
l
4
 1. 

陶
器

揺
鉢

1
/
_
9
 
備
前
焼

.
 
-
噌

廿 誰 葉 湖 焙
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法
蘇
(c
m)

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

10
73
 
井
戸
1
4
 l
 
陶
器
描鉢

31
. 
6
 
＇ 

1
/
6
 
備
前
焼

10
74
 
井
戸
l
4
 I
 
陶
器

揮
鉢
25
.4
 

1
/
5
 
備
前
焼

10
75
 
井
戸
1
4
 1
 
陶
器

揺
鉢
27
.2
 

1
/
6
 
備
前
焼

10
76
 
井
戸
l
4
 l
 
瓦

平
瓦

凹
面
ナ
デ
、
凸
面
格
子
目
叩
き
。

10
77
 
井
戸
I
4
 I
 
瓦

平
瓦

凹
面
布
目
、
凸
面
格
子
目
叩
き
。

10
78
 
井
戸
1
4
 1
 
瓦

平
瓦

凹
面
布
目
を
ナ
デ
消
す
、
凸
面
格
子
目
叩
き
。

10
79
 
井
戸
14
1
掘
り
方
瓦
器
鍋

1
/
1
0
 
備
前
焼

10
80
 
井
戸
14
1
掘
り
方
陶
器

壺
1
/
9
 
備
前
］
焼

10
81
 
井
戸
14
1
掘
り
方
陶
器

鹿
1
/
1
5
 
備
前
焼

10
82
 
井
戸
14
1
掘
り
方
陶
器

拙
鉢

1
/
1
0
 
備
前
焼

10
83
 
井
戸
1
4
 I
 
磁
器

椀
15
.0
 

外
面
に
は
蓮
弁
文
が
施
さ
れ
る
．

1
/
8
 
青
磁

10
84
 
井
戸
1
4
 1
 
磁
器

椀
4.
4 

底
完
存

10
85
 
土
猥
1
4
 9
 
土
師
器
小
!Ill

8.
8 
6.
6 
1. 
4
 

1
/
3
 

10
86
 
土
披
1
4
 9
 
士
師
器
小
1ll
l
8.
6 
7.
5 
l. 
6
 底
部
ヘ
ラ
切
り
。

3
/
4
 

10
87
 
土
堀
1
4
 9
 
瓦
器

椀
16
.0
 

10
88
 
土
城
l
4
 9
 
土
師
器
椀

5.
4 

体
部
下
半
指
頭
押
圧
後
ナ
デ
．

1
/
6
 

10
89
 
±
城
l
5
 6
 
士
師
器
椀

10
90
 
土
城
l
5
 6
 
土
師
器
1II
L 

10
91
 
土
城
1
5
 6
 
土
師
器
皿

10
92
 
土
城
1
5
 6
 
士
師
器
皿

10
93
 
土
披
1
5
 6
 
土
師
器
皿

io
94
 
土
城
1
5
 6
 
須
恵
器
甕

'
 
＼
 

10
95
 
土
披
l
5
 6
 
須
恵
器
甕

10
96
 
土
猥
l
5
 6
 
陶
器

甕

10
97
 
士
城
l
5
 6
 
陶
器

揺
鉢



ー
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法
祉
(c
m)

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

1.
09
8 
土
樅
l
5
 9
 
士
師
器
椀

14
.4
 

1
/
 4
 

10
99
 
土
猫
l
5
 9
 
士
師
器
“
 椀

14
.8
 
5.
5 
5.
1 

1
/
 4
 

1.
10
0 
土
痰
l
5
 9
 
土
師
器
椀

14
. 
l
 
5.
6 
5.
1 

1
/
2
 

1.
10
1 
:I:-. 
披
I
5
 9
 
士
師
器
椀

14
.3
 
5.
7 
4.
9 

ほ
ぽ
完

1.
10
2 
土
披
1
5
 9
 
土
師
器
椀

15
.0
 
5.
6 
4.
5 

1
/
3
 

11
03
 
土
城
1
5
 9
 
土
師
器
椀

1
4
 0
 
5
 5
 
5.
0 

ほ
ぽ
完

lJ
04
 
士
．
摘
1
5
 9
 
士
師
器
椀

13
.7
 
6.
2 
5.
1 

3
/
4
 

11
05
 
:I: 
扱
1
5
 9
 
土
師
器
椀

14
.8
 
7.
0 
5. 
l
 

1
/
6
 

11
06
 
土
痰
1
5
 9
 
土
師
器
椀

13
.8
 
6.
5 
4.
8 

1
/
2
 

11
07
 
土
痰
1
5
 9
 
土
師
器
椀

14
.1
 
6
疇
6
4.
6 

1
/
6
 

1.
10
8 
土
痰
1
5
 9
 
土
師
器
椀

14
.0
 
6.
0 
5.
0 

1
/
2
 

11
09
 
士
痰
l
5
 9
 
士
師
器
椀

13
.8
 
6. 
7
 
5.
0 

1
/
3
 

ll
 1
0 
土
披
l
5
 9
 
土
師
器
椀

13
.0
 
5.
6 
4.
5 

1
/
2
 

11
11
 
土
猥
1
5
 9
 
土
師
器
椀

12
.1
 

1
/
6
 

ll
l2
 
土
摘
l
5
 9
 
士
師
器
椀

6.
0 

高
台
完

11
13
 
土
城
l
5
 9
 
土
師
器
椀

6.
1 

3
/
4
 

11
14
 
土
披
l
5
 9
 
士
師
器
Jill
 

7.
9 
6.
9 
1.
7 

完
形

11
15
 
土
城
1
5
 9
 
土
師
器
皿

8.
0 
6.
5 
1. 
4
 

一
部
欠

11
16
 
±
披
l
5
 9
 
士
師
器
lll1
 

8.
6.
 
6.
8 

1
/
4
 

ll
l 
7
 土
痰
l
5
 9
 
土
師
器
皿

8.
1 
6.
6 
1.
4 

ほ
ぼ
完

11
18
 
士
．
城
L
5
 9
 
士
師
器
1111
 

9. 
0-
7.
4 
1.
5 

l
/
4
 

11
.1
9 
土
城
l
5
 9
 
土
師
器
皿

8.
8 
7.
1 
l. 
7
 

2
/
3
 

11
.2
0 
±
拙
l
5
 9
 
土
師
器
皿

8.
0 
6.
8 
1. 
7
 

ほ
ぼ
完

11
21
. 
土
披
1
5
 9
 
土
師
器
皿

8.
2 
6.
7 

ほ
ぽ
完

11
22
 
土
城
l
5
 9
 
士
師
器
皿

8.
6 
7.
0 
1. 
7
 

1
/
2
 

仕 昌 漆 浙
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法
星
(
c
m
)

番
号
遺
栴
名

稲
別

器
種

，
 
，
 

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

11
23
 
士
披
1
5
 9
 
士
師
器
皿

8
 3
 
6.
4 

1
/
2
 

11
24
 
土
痰
1
5
 9
 
土
師
器
皿

8.
6 
7.
0 

1
/
6
 

ー・

11
25
 
士
猥
l
5
 9
 
土
師
器
'皿

•8
.1

 
6.
9 
1. 
5
 

完
形

11
26
 
土
漿
1
5
 9
 
土
師
器
.IIll
 

8.
1 
6.
8 
1. 
4
 

1
/
2
 

11
27
 
土
痰
l
5
 9
 
士
師
器
皿

8.
3 
6.
4 

1
/
6
 

n
2
s
 
士
痰
l
5
 9
 
士
師
器
皿

7.
9 
6.
3 
l. 
4
 

1
/
2
 

11
29
 
土
狼
1
5
 9
 
土
師
器
皿

9.
4 
8.
1 
1. 
3
 

1
/
6
 

11
30
 
士
痰
1
5
 9
 
士
師
器
FIL
L 

8.
5 
'6
.6
 
1. 
9
 

3
/
4
 

11
31
 
土
猥
l
5
 9
 
土
師
器
皿

9.
6 
7.
5 
1.
8 

1
/
8
 

11
32
 
:I
邊嶺
1
5
 9
 
士
師
器
皿

8.
4 
6.
"9
 
1. 
6
 

1
/
4
 

Jl
33
 
土
猥
l
5
 9
 
土
師
器
皿

9.
0 
7.
1 
1. 
6
 

1
/
4
 

11
34
 
土
猥
1
5
 9
 
士
師
器
皿

9.
0 
7.
0 
1. 
6
 

1
/
6
 

11
35
 
土
旗
l
5
 9
 
土
師
器
皿．

8.
5 
5.
8 
1. 
4
 

1
/
 4
 

11
36
 
土
猥
1
5
 9
 
土
師
器
皿

7.
8 
5.
2 

1
/
6
 

11
37
 
土
披
l
5
 9
 
士
師
器
Jlll
 

9.
9 
8.
4 

1
/
8
 

11
38
 
士
披
l
5
 9
 
士
師
器
皿

8.
5 
7.
0 

1
/
3
 

11
39
 
土
猥
l
5
 9
 
土
師
器
皿．

8.
7 
7.
4 
1. 
3
 

1
/
4
 

11
40
 
土
猥
1
5
 9
 
土
師
器
皿

8.
2 
6.
1 
1. 
7
 

1
/
3
 

11
41
 
土
城
1
5
 9
 
士
師
器
Jill
 

8.
0 
5.
7 
I. 
7
 

3
/
4
 

11
42
 
士
摘
1
5
 9
 
士
師
器
Jill
 

8.
8 
7.
2 
1.
5 

1
/
2
 

11
43
 
土
猥
1
5
 9
 
土
師
器
皿

9.
4 
7.
7 
1.
4 

1
/
3
 

11
44
 
土
城
1
5
 9
 
士
師
器
皿

9.
1 
8.
6 

1
/
3
 

11
45
 
士
狼
1
5
 9
 
士
師
器
皿

8.
7 
7.
3 

1
/
3
 

11
46
 
土
城
1
5
 9
 
土
師
器
皿

8.
8 
T.
3 

1
/
5
 

11
47
 
土
披
1
5
 9
 
土
師
器
皿

9.3
・ 
7
鼻
6



|
 
451
-

法
批
(
c
m
)

番
号
逍
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

1.
14
8 
士
堀
1
5
 9
 
士
師
器
皿

10
.2
 
9.
 l
 
1. 
9
 

完
形

11
49
 
土
痰
l
5
 9
 
土
師
器
杯

14
. 
7
 1
1
事
7
3.
5 

完
形

11
50
 
土
痰
1
5
 9
 
土
師
器
杯

13
.7
 
10
.0
 

1
/
8
 

11
51
 
土
披
l
5
 9
 
士
師
器
杯

12
.5
 

1
/
6
 

11
52
 
土
痰
1
5
 9
 
土
師
器
杯

13
.6
 
11
.0
 
3.
3 

1
/
2
 

11
53
 
土
披
l
5
 9
 
土
師
器
杯

13
.5
 
9.
7 
3.
2 

一
部
欠

11
54
 
土
痰
1
5
 9
 
士
師
器
杯

]3
.9
 
JO
. 
7
 
2.
9 

1
/
2
 

11
55
 
士
披
l
5
 9
 
士
師
器
杯

12
.6
 
8.
4 
3.
2 

1
/
2
 

11
56
 
土
猥
1
5
 9
 
土
師
器
杯

8.
4 

1
/
3
 

11
57
 
土
痰
1
5
 9
 
瓦
器

椀
15
.5
 
7.
3 
5.
4 

汽
ぽ
完

11
58
 
±
淡
1
5
 9
 
瓦
器

椀
15
.4
 

1
/
5
 

11
59
 
士
披
I
5
 9
 
瓦
器

椀
14
.9
 
5.
2 
3.
8 

高
台
完

11
60
 
土
披
1
5
 9
 
瓦
器

椀
15
.2
 
4.
8 
5.
2 

一
部
欠

ll
61
 
土
痰
l
5
 9
 
瓦
器

椀
15
.5
 
4
 5
 
5.
3 

3
/
4
 

ll
62
 
士
猥
l
5
 9
 
瓦
器

椀
14
.6
 
4.
3 
4.
6 

1
/
2
 

11
63
 
土
痰
1
5
 9
 
瓦
器

椀
15
.2
 

1
/
3
 

1.
16
4 
土
披
l
5
 9
 
瓦
器

椀
15
.4
 
3.
7 
5
 2
 

ほ
ぼ
完

11
65
 
こI::
痰
l
5
 9
 
瓦
器

椀
15
.7
 
4.
1 
5.
3 

一
部
欠

11
66
 
土
痰
l
5
 9
 
瓦
器

椀
15

尋
l
4.
1 
4.
7 

一
部
欠

11
67
 
:I:: 
痰
l
5
 9
 
瓦
器
椀

15
.2
 
3.
9 
4.
6 

3
/
4
 

11
68
 
土
披
l
5
 9
 
瓦
器

椀
14
.7
 
4.
0 
4.
7 

1
/
2
 

1.
16
9 
土
痰
1
5
 9
 
瓦
器

椀
15
.5
 

1
/
2
 

11
70
 
土
披
1
5
 9
 
瓦
器

椀
14

阜
5
4.
3 
4.
6 

一
部
欠

11
71
 
土
痰
l
5
 9
 
瓦
器

椀
14
.4
 
4.
4 
4.
8 

一
部
欠

11
72
 
土
痰
l
5
 9
 
瓦
器

椀
15
.9
 
4.
6 
4.
6 

1
/
3
 

L 器 慈 源 筋
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法
枇
(c
m)

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

11
73
 
土
披
l
5
 9
 
瓦
器

椀
12
.7
 

1
/
5
 

11
74
 
土
撒
1
5
 9
 
瓦
器

椀
14
 7
 

1
/
4
 

11
75
 
土
披
1
5
 9
 
瓦
器
皿

9.
9 
8.
2 

1
/
8
 

11
76
 
土
猥
1
5
 9
 
瓦
器
lill.
 

8.
9 
7.
7 
1.
6 

1
/
4
 

11
77
 
士
披
1
5
 9
 
瓦
器

1II
L 

8.
5 
7
 4
 
1.
7 

一
部
欠

11
78
 
土
被
1
5
 9
 
瓦
器

皿
8.
6 
7.
2 
1. 
7
 

2
/
3
 

11
79
 
±
城
1
5
 9
 
瓦
器
皿

8.
6 
7.
5 
1
疇
7

1
/
2
 

11
80
 
土
痰
1
5
 9
 
瓦
器
皿

8.
7 
7.
1 
2.
0 

完
形

11
81
 
士
痰
1
5
 9
 
須
恵
器
杯

14
.8
 
6.
3 
4.
9 

3
/
4
 

11
82
 
土
猥
1
5
 9
 
磁
器

椀
16
.4
 
5.
5 
6.
6 
I
 

1
/
3
 
中
国
製
白
磁

11
83
 
士
隙
1
5
 9
 
士
師
器
カ
マ
ド

i
 

鍔
の
み

11
84
 
土
猥
1
5
 9
 
土
師
器
鍋

33
.3
 

I
/
 4
 

11
85
 
士
猥
1
5
 9
 
士
師
器
鍋

小
片

Jl
86
 
±
城
1
5
 9
 
瓦
器
？
三
足
鍋
19
.2
 

1
/
3
 

11
87
 
土
猥
1
5
 9
 
土
師
器
三
足
鍋

21
. 
1
 

1
/
2
 

11
88
 
土
城
1
5
 9
 
須
恵
器
鉢

18
.2
 
7.
6 
5.
3 

9
/
1
0
 
束
播
系

11
89
 
±
城
1
5
 9
 
須
恵
器
鉢

28
.5
 
9.
6 
10
.9
 

1
/
2
 
東
播
系

11
90
 
±
披
1
5
 9
 
須
恵
器
甕

27
鼻゚

9
/
1
0
 
東
播
系

11
91
 
土
城
l
5
 9
 
須
恵
器
甕

31
.5
 

3
/
5
 
亀
山
焼

11
92
 
土
猥
1
5
 g, 
陶
器

甕
4
0
 6
 

4
/
5
 
常
捐
焼

11
93
 
士
披
I
7
 6
 
瓦
器

椀
14
.0
 
4.
2 
4.
7 
内
底
面
の
暗
文
は
平
行
線
か
。

1
/
6
 

11
94
 
土
披
I
7
 6
 
土
師
器
椀

6.
6 

胎
士
に
は
砂
粒
を
母
と
ん
ど
含
ま
な
い
。

底
部
完

11
95
 
土
痰
1
7
 6
 
士
師
器
皿

8.
1 
5.
8 
1.
1 
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
。
内
底
面
に
仕
上
げ
ナ
デ
か
。

1
/
 4
 

11
96
 
士
披
I
7
 6
 
土
師
器
皿

8.
9 
7.
0 
。.9
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
。
内
底
面
に
仕
上
げ
ナ
デ
か
。

1
/
 8
 

11
97
 
土
痰
1
7
 7
 
陶
器
斑

1
 /
1
0
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法
批
(
c
m
)

番
号
辿
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

ll
98
 
士
摘
1
7
 8
 
須
忠
器
杯

1
/
5
 

11
99
 
士
狼
l
7
 8
 
士
師
器
鍋

1
/
2
0
 

1.
20
0 
土
城
l
7
 9
 
土
師
器
杯

8.
1 

1
/
4
 

12
01
 
士
狼
l
7
 9
 
±C
il
i
器
椀

4.
6 

1
/
 4
 

12
02
 
土
狼
l
8
 0
 
士
師
器
椀

6
鳳，

1
/
5
 

12
03
 
土
城
1
8
 0
 
陶
器

壺
肩
に
波
状
文
が
め
ぐ
る
。

1
/
5
 

12
04
 
士
檄
l
8
 2
 
士
師
器
鍋

1
/
1
0
 

12
05
 
土
披
l
8
 2
 
陶
器

甕
1
/
1
0
 

12
06
 
土
痰
1
8
 3
 
土
師
器
椀

5.
8 

1
/
6
 

1.
20
7 
土
披
1
8
 3
 
土
師
器
鍋

1
/
1
0
 

1.
20
8 
±
痰
1
8
 3
 
瓦
器

鍋
1
/
1
5
 

12
09
 
士
痰
1
8
 6
 
士
師
器
鍋

1
 /
1
5
 

1.
21
.0
 
土
痰
l
8
 7
 
須
恵
器
-
椀

13
.2
 

1
/
5
 

12
11
 
土
披
l
8
 7
 
土
師
器
杯

12
 
7.
7 
2.
9 

1
/
2
 

12
1.
2 
±
城
1
8
 7
 
士
師
器
皿

8
 
6.
4 
0.
9 
糸
切
り
底
。

1
/
3
 

12
13
 
土
堀
l
9
 l
 
須
忍
器
杯

10
.2
 

1
/
5
 

12
14
 
士
城
l
9
 1
 
士
師
器
罷

18
.6
 

1
/
5
 

12
15
 
土
堀
1
9
 1
 
陶
器

甕
1
/
8
 

12
16
 
±
寂
l
9
 1
 
陶
器

揺
鉢

1
/
1
0
 

12
17
 
土
城
l
9
 3
 
土
師
器
椀

13
.5
 
6.
8 
5.
2 

完
存

12
18
 
士
城
1
9
 3
 
磁
器

椀
15
 

1
/
8
 
白
磁

12
19
 
土
旗
1
9
 4
 
磁
器

椀
16
.5
 

ロ
縁
部
は
王
縁
。

1
/
7
 
白
磁

12
20
 
士
披
1
9
 6
 
須
恵
器
杯

5.
6 

糸
切
り
底
。

1
/
 4
 

12
21
 
土
痰
l
9
 6
 
瓦

軒
丸
瓦

内
区
に
ほ
巴
文
、
外
区
は
連
珠
文
が
配
さ
れ
る
。

1
/
6
 

12
22
 
土
痰
1
9
 7
 
磁
器

皿~
5.
1 

1
/
4
 
青
磁

仕 詣 羞 湖 焙
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法
量
(
c
m
)

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

12
23
 
土
猥
2
0
 0
 
土
師
器
椀

3.
5 

1
/
2
 

12
24
 
士
猥
2
0
 0
 
須
忠
器
椀

6
 

糸
切
り
底
。

1
/
4
 

12
25
 
洞
1
2
 2
 
1
屈
士
師
器
皿

14
.8
 
9.
8 
2.
5 
籾
製
粘
上
。

1
/
5
 

12
26
 
稽
1
2
 2
 
1
 I習
土
師
器
椀

5
 

2
/
3
 

12
27
 
溝
1
2
 2
 
1
恩
瓦
器

椀
13
.5
 

1
/
5
 

12
28
 
糊
l
2
 2
 
1
層
瓦
器

椀
5.
6 

1
/
4
 

12
29
 
溝
1
2
 2
 
1
陪
瓦
器

皿
7.
3 
5.
9 
1.
6 

1
/
3
 

12
30
 
洲
l
2
 2
 
1
陪
土
師
器

ムロ
1
/
4
 

12
31
 
溝
1
2
 2
 
l
陪
士
師
器
火
鉢

1
/
1
0
 

12
32
 
洲
l
2
 2
 
1
陪
陶
器

て空ギ
1
/
8
 
備
前
焼

12
33
 
溝
1
2
 2
 
1
陪
須
恵
器
こ
ね
鉢

1
/
1
0
 
東
播
系

12
34
 
溝
I
2
 2
 
l
眉
陶
器

揺
鉢

1
/
8
 
備
前
焼

12
35
 
溝
1
2
 2
 
l
陪
陶
器

揺
鉢

1
/
7
 
備
前
焼

12
36
 
溝
1
2
 2
 
1
隋
陶
器

甕
12
.2
 

1
/
3
 
備
前
焼

12
37
 
溝
1
2
 2
 
2
岡
須
恵
器
杯
蓋

碁
石
状
の
つ
ま
み
が
つ
く
。

1
/
5
 

12
38
 
洞
1
2
 2
 
21
習
須
恵
器
杯
，
 

1
/
3
 

12
39
 
満
1
2
 2
 
2
図
須
恵
器
杯

糸
切
り
底
。

2
/
3
 

12
40
 
洞
1
2
 2
 
2
層
士
師
器
杯

14
.2
 
11
 

内
外
面
丹
塗
り
。

1
/
3
 

12
41
 
洞
1
2
 2
 
2
陪
土
師
器
皿

17
.8
 
10
.5
 
2.
7 
精
製
粘
士
。

1
/
 4
 

12
42
 
碑
1
2
 2
 
2
摺
士
師
器
杯

13
 
7
 
3
 

2
/
3
 

12
43
 
洞
1
2
 2
 
2
隈
陶
器

fill
 

9.
4 
5.
8 
3.
1 
糸
切
り
底
。

1
/
2
 

12
44
 
溝
1
2
 2
 
2
層
陶
器

皿
9.
4 
5.
4 
2.
8 
糸
切
り
底
．

1
/
2
 

12
45
 
溝
1
2
 2
 
2
層
士
師
器
皿

9.
2 
3.
6 
2.
5 

1
/
3
 

12
46
 
溝
1
2
 2
 
2
聞
土
師
器
椀

12
.2
 
5.
8 
4.
9 
精
製
粘
土
。

3
/
4
 

12
47
 
猫
1
2
 2
 
2
屈
瓦
器

椀
4
 6
 

1
/
4
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法
枇
(c
m)

番
号
追
構
名

稲
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

12
48
 
洞
l
2
 2
 
2
屈
士
師
器
皿

7.
5 
6. 
l
 
1. 
5
 ヘ
ラ
切
り
底
。

2
/
3
 

12
49
 
洞
l
2
 2
 
2
屈
土
師
器
皿

7
 
5. 
l
 
1. 
4
 底
部
に
板
目
痕
あ
り
。

完
存

12
50
 
溝
l
2
 2
 
2
屈
土
師
器
fill
 

7.
9 
5.
3 
1. 
3
 ヘ
ラ
切
り
底
。

2
/
3
 

12
51
 
溝
l
2
 2
 
2
屈
土
師
器
llil
 

7.
2 
3.
8 
1
 

完
存

12
52
 
潤
1.
2
 2
 
2
層
瓦
器
釜

14
 

1
/
3
 

12
53
 
溝
1
2
 2
 
2
陥
土
師
器
鍋

33
.8
 

1
/
5
 

12
54
 
溝
I
2
 2
 
2
陪
瓦
器

鍋
28
.8
 

1
/
5
 

12
55
 
溝
1
2
 2
 
2
層
瓦
器

鍋
1
 /
1
5
 

12
56
. 
溝
l
2
 2
 
2)
習
瓦
器

鍋
1
/
1
0
 

12
57
 
瑚
l
2
 2
 
2
摺
瓦
器

鍋
1
 /
1
5
 

12
58
 
溝
1
2
 2
 
2
陪
瓦
器

鍋
21
.8
 

把
手
が
つ
く
。

1
/
4
 

12
59
 
溝
l
2
 2
 
2
層
土
師
器
鍋

脚

1.
26
0 
瑚
1
2
 2
 
2)
習
土
師
器
カ
マ
ド

12
61
 
澗
l
2
 2
 
2
陪
瓦
器

火
鉢

]2
62
 
溝
l
2
 2
 
2
屈
陶
器

四_9,
』
_
 

，鼻
7

1
/
2
 
備
前
焼

12
63
 
栂
l
2
 2
 
2
屈
陶
器

壺
16
.5
 

屑
部
に
沈
線
が
め
ぐ
る
。

1
/
3
 
備
前
焼

12
64
 
溝
l
2
 2
 
2
岡
陶
器

甕
1
/
8
 
備
前
焼

12
65
 
溝
l
2
 2
 
2
隠
陶
器

聾
1
 /
1
0
 
備
前
焼

12
66
 
溝
l
2
 2
 
2
層
陶
器
班

l
/
1
0
 
備
前
焼

12
67
 
溝
l
2
 2
 
2
屈
陶
器

揺
鉢

1
/
7
 
備
前
焼

12
68
 
謁
l
2
 2
 
2
岡
陶
器

揺
鉢

1
/
8
 
備
前
焼

12
69
 
溝
l
2
 2
 
2
屈
陶
器

擢
鉢
26
.5
 
14
.8
 
11
. 
7
 

一
部
欠
備
前
焼

12
70
 
碑
l
2_
2 
2
屈
陶
器

揺
鉢

1
/
7
 
備
前
焼

12
71
 
構
I.
2
 2
 
2
屈
陶
器

揺
鉢

1
/
1
0
 
備
前
焼

12
72
 
諮
l
2
 2
 
2
陪
陶
器

揺
鉢

~
 

1
/
9
 
備
前
焼

汁 哨 己 距 湖 筋
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法
紐
(c
m)

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

12
73
 
欝
I
2
 2
 
2
層
陶
器

揺
鉢

13
 

底
完
存
備
前
焼

12
74
 
洲
l
2
 2
 
2
陪
瓦

平
瓦

凹
面
ほ
布
目
、
凸
面
は
格
子
目
叩
き
．

12
75
 
欝
1
2
 2
 
2
洒
瓦

平
瓦

凹
面
、
凸
面
と
も
に
ナ
デ
。

12
76
 
溝
I
2
 2
 
貝
層
土
師
器
lill
 
11
. 
7
 
5.
4 
2.
7 

3
/
4
 

12
77
 
欝
I
2
 2
 
貝
陪
土
師
器
皿

，喩
7
6
 
1.
9 

完
存

12
78
 
稲
1
2
 2
 
貝
陪
土
師
器
皿

8
 
5.
6 
1. 
5
 ヘ
ラ
切
り
底
に
板
目
痕
あ
り
。

完
存

12
79
 
稲
1
2
 2
貝
／
習
土
師
器
皿

8.
3 
5.
8 
1.
7 
ヘ
ラ
切
り
底
に
板
目
痕
あ
り
C

完
存

12
80
 
猫
1
2
 2
 
貝
陪
土
師
器
皿

8.
2 
6
 
1. 
7
 ヘ
ラ
切
り
底
。

完
存

12
81
 
溝
I
2
 2
 
貝
陪
土
師
器
鍋

1
/
8
 

12
82
 
洲
I
2
 2
 
貝
層
土
師
器
鍋

31
.6
 

1
/
 4
 

12
83
 
溝
I
2
 2
 
貝
層
土
師
器
鍋

1
/
8
 

12
84
 
溝
I
2
 2
 
貝
層
瓦
器

鍋
1
/
1
0
 

12
85
 
瑚
1
2
 2
 
貝
層
土
師
器
鍋

32
.4
 

1
/
6
 

12
86
 
而
1
2
 2
 
貝
眉
土
師
器
鍋

1
/
1
5
 

12
87
 
溝
1
2
 2
 
貝
陪
瓦
器

鍋
1
/
1
0
 

12
88
 
溝
I
2
 2
 
貝
陪
瓦
器

鍋
1
/
1
0
 

12
89
 
瑚
1
2
 2
 
貝
陪
瓦
器

鍋
1
/
1
0
 

12
90
 
而
1
2
 2
 
貝
府
士
師
器
甕

31
.2
 

1
/
 4
 

]2
91
 
爵
1
2
、2
貝
層
陶
器

壺
10
. 
7
 

1
/
 4
 
備
前
焼

12
92
 
溝
1
2
 2
 
貝
間
陶
器

...
,. 
室

12
 

1
/
3
 
備
前
焼

12
93
 
稲
1
2
 2
 
貝
屈
須
恵
器
斑

胴
部
外
面
に
格
子
目
に
叩
き
。

1
/
7
 
亀
山
焼

12
94
 
荊
l
2
 2
 
貝
層
陶
器

鹿
35
 

1
/
6
 
備
前
焼

12
95
 
溝
1
2
 2
 
貝
層
陶
器

甕
肩
部
に
線
刻
あ
り
。

備
前
焼

12
96
 
爵
1
2
 2
 
貝
層
陶
器

甕
36
 

1
/
6
 
備
前
焼

12
97
 
溝
1
2
 2
 
貝
眉
陶
器

甕
‘

1
/
8
 
備
前
焼
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法
磁
(c
m)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

12
98
 
溝
1
2
 2
 
貝
陪
陶
器
斑

33
.2
 

1
/
5
 
備
前
焼

12
99
 
溝
1
2
 2
 
貝
岡
陶
器

拙
鉢

1
/
7
 
備
前
焼

13
00
 
溝
l
2
 2
 
貝
屈
陶
器

揺
鉢
34
 

1
/
5
 
備
前
焼

13
01
 
溝
l
2
 2
 
貝
屈
陶
器

揺
鉢
26
.9
 
15
 
12
 
底
部
に
ゲ
タ
印
あ
り
。

1
/
4
 
備
前
焼

13
02
 
澗
.1
2
 2
 
貝
屈
陶
器

揺
鉢
19
.5
 
f5
 
12
.5
 

1
/
5
 
備
前
焼

13
03
 
溝
1
2
 2
 
貝
屈
瓦

平
瓦

凹
面
布
目
、
凸
面
格
子
目
叩
き
。

13
04
 
溝
l
2
 2
 
貝
陪
瓦

丸
瓦

凸
面
ほ
縄
目
を
ナ
デ
消
し
、
凹
面
ほ
粘
土
板
作
成
時
の
糸
切
り
痕
の
上
に
布
目
が
残
る
。

13
05
 
溝
1
2
 2
貝）
蜀
陶
器

お
ろ
し
皿

糸
切
り
底
．

1
/
4
 

13
06
 
溝
1
2
 2
 
3)
習
土
師
器
．皿

12
疇
8
8.
8 
2.
3 

完
存

13
07
 
溝
1
2
 2
 
3
層
土
師
器
皿

1
L
8
 
6.
6 
2.
5 
ヘ
ラ
切
り
底
に
板
目
痕
あ
り
。

完
存

13
08
 
溝
1
2
 2
 
3
附
土
師
器
llll 

11
.8
 
6.
9 
2.
3 
ヘ
ラ
切
り
底
。

2
/
3
 

13
09
 
湖
l
2
 2
 
3
層
陶
器
Jill
 

10
.2
 
5.
5 
3.
7 
糸
切
り
底
．

2
/
3
 
備
前
焼

13
10
 
溝
1
2
 2
 
3
靡
陶
器

皿
，
 5 
3.
1 

1
/
5
 
備
前
焼

13
11
 
溝
l
2
 2
 
3
層
土
師
器
皿

9.
3 
5.
4 
2
 
糸
切
り
底
。

4
/
5
 

13
12
 
溝
l
2
 2
 
3
層
土
師
器
皿

7.
8 
5
 2
 
1.
3 
ヘ
ラ
切
り
底
に
板
目
痕
あ
り
。

完
存

13
13
 
渦
l
2
 2
 
3
陥
土
師
器
皿

6.
9 
5.
1 
1.
6 

完
存

13
1.
4 
溝
l
2
 2
 
3
屈
士
師
器
皿

7.
6 
6.
2 
1.
4 
ヘ
ラ
切
り
底
。

完
存

13
15
 
猫
1
2
 2
 
3
層
土
師
器
皿

7.
2 
3.
6 
1.
5 

完
存

13
16
 
溝
l
2
 2
 
3
眉
士
師
器
盤

12
.2
 

脚
完
存

13
17
 
溝
l
2
 2
 
3
層
土
師
器
鍋

32
.2
 

1
/
6
 

13
18
 
溝
1
2
 2
 
3
屈
土
師
器
鍋

内
耳
あ
り
．

1
/
1
3
 

13
19
 
溝
l
2
 2
 
3厖
｝
瓦
器

鍋
1
/
1
0
 

13
20
 
溝
l
2
 2
 
3
層
瓦
器

鍋
外
耳
あ
り
。

.. 
1
/
1
3
 

13
21
 
溝
1
2
 2
 
3
囮
瓦
器

鍋
34
.8
 

1
/
5
 

13
22
 
溝
1
2
 2
 
3
贋
瓦
器

鍋
32
.5
 

1
/
4
 

廿 誰 槃 滞 浙
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法
最
(c
m)

番
号
逍
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

13
23
 
猫
l
2
 2
 
3
 J習
瓦
器

鍋
26
.2
 

”
 

1
/
3
 

13
24
 
溝
l
2
 2
 
3
陪
士
師
器
鍋

1
 /
1
0
 

13
25
 
狗
1
2
 2
 
3
陪
瓦
器
釜

13
26
 
溝
1
2
 2
 
3
層
瓦
器
釜

12
.7
 

1
/
 4
 

13
27
 
洲
1
2
 2
 
3
陪
瓦
器
釜

12
.2
 

外
耳
あ
り
。

1
/
5
 

13
28
 
猫
I
2
 2
 
3
陪
陶
器
壺

7.
1 

糸
切
り
底
。

1
/
3
 
備
前
焼

13
29
 
洲
I
2
 2
 
3
層
陶
器
壺

11
.6
 

1
/
3
 
備
前
焼

13
30
 
澗
l
2
 2
 
3
岡
陶
器

甕
・
l
/
1
0
 
備
前
焼

13
31
 
溝
1
2
 2
 
3
陪
陶
器

甕
1
/
1
3
 
備
前
焼

13
32
 
溝
l
2
 2
 
3
府
陶
器
ム
壺

1
/
1
1
 
備
前
焼

13
33
 
溝
1
2
 2
 
3
陪
陶
器

甕
1
/
1
3
 
備
前
焼

13
34
 
渦
1
2
 2
 
3
陪
陶
器

揺
鉢
19
.3
 
9.
4 
7.
1 

1
/
4
 
備
前
焼

13
35
 
溝
1
2
 2
 
3
眉
陶
器

揺
鉢

1
/
9
 
備
前
焼

13
36
 
溝
1
2
 2
 
3
屈
陶
器

揺
鉢

1
/
8
 
備
前
焼

13
37
 
溝
l
2
 2
 
3
陪
陶
器

描
鉢
27
.8
 
13
.5
 
10
.9
 

1
/
 4
 
備
前
焼

13
38
 
溝
1
2
 2
 
3
岡
須
恵
器
こ
ね
鉢

1
/
1
0
 
東
揺
系

13
39
 
蒋
1
2
 2
 
3
層
須
恵
器
こ
ね
鉢

1
/
1
0
 
東
播
系

13
40
 
溝
l
2
 2
 
3
層
須
恵
器
こ
ね
鉢

1
 /
1
0
 
東
播
系

13
41
 
碑
1
2
 2
 
3
陪
瓦

平
瓦

凹
面
布
目
、
凸
面
格
子
目
叩
き
。

13
42
 
溝
1
2
 2
 
3
 J罰
瓦

丸
瓦

凸
面
ナ
デ
、
凹
面
布
目
。

13
43
 
欝
1
2
 2
 
土
師
器
1lll
 

8.
2 
6.
2 
1.
6 
ヘ
ラ
切
り
底
、
板
目
痕
あ
り
。

完
存

13
44
 
洲
1
2
 2
 
土
師
器
皿

8
 
5.
6 
1. 
7
 ヘ
ラ
切
り
底
、
板
目
痕
あ
り
。

完
存

13
45
 
溝
1
2
 2
 
士
師
器
Oi
l 

8
 
5.
8 
1.
6 
ヘ
ラ
切
り
底
。

完
存

13
46
 
欝
l
2
 2
 
士
師
器
皿

6.
7 
5
 
L
I
 
糸
切
り
底
。

完
存

13
47
 
荊
1
2
 2
 

陶
器

揺
鉢
23
.2
 
12
.7
 
，會
2

J
/
4
 
備
前
焼
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法
龍
(c
m)

番
号
追
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

13
48
 
溝
1
2
 2
 

陶
器

捕
鉢

1
/
9
 
備
前
焼

13
49
 
溝
l
2
 2
 

陶
器

拙
鉢
32
 

1
/
4
 
備
前
焼

13
50
 
碑
l
2
 2
 

陶
器

揺
鉢
34
 

1
/
5
 

[3
51
 
溝
I.
2
 2
 

士
師
器
カ
マ
ド

13
52
 
溝
1
2
 2
 

磁
器
lIIL
 

9.
5 
4
 
2.
5 

1
/
4
 
宵
磁

L3
53
 
溝
l
2
 2
 

磁
器

荼
6.
4 

1
/
2
 
青
白
磁

13
54
 
溝
l
2
 2
 
磁
器

椀
1
/
9
 
白
磁

13
55
 
溝
l
2
 2
 

磁
器

杯
白
灰
色
を
呈
す
る
。

1
/
6
 
中
国
製

13
56
 
溝
l
2
 2
 

磁
器

椀
3
 

削
り
出
し
高
台
。

底
完
存
白
磁

13
57
 
溝
1
2
 2
 

磁
器
lill
 

3
 6
 

1
/
4
 
白
磁

13
58
 
溝
1
2
 2
 

磁
器

椀
5.
5 

削
り
出
し
高
台
。

1
/
4
 
青
磁

13
59
 
溝
l
2
 2
 

磁
器

椀
5.
9 

削
り
出
し
高
台
。

1
/
5
 
青
磁

13
60
 
溝
1
2
 2
 

磁
器

椀
6
 

1
/
2
 
白
磁

13
61
 
甜
l
2
 2
 

磁
器
‘
 
壺

外
耳
が
つ
く
？

白
磁

13
62
 
栂
I.
2
 2
 
磁
器

椀
6.
3 

削
り
出
し
高
台
．

底
完
存
青
磁

13
63
 
溝
l
2
 2
 
上
層
土
師
器
椀

4.
6 

ヘ
ラ
切
り
底
。

底
完
存

13
64
 
溝
l
2
 2
 
上
陪
士
師
器
椀

6.
7 

1
/
2
 

13
65
 
溝
1
2
 2
 
上
陪
陶
器

揺
鉢

1
/
1
2
 
備
前
焼

13
66
 
溝
1
2
 2
 
中
屈
士
師
器
鍋

40
.5
 

1
/
 4
 

13
67
 
溝
1
2
 2
 
中
層
陶
器

壺
肩
部
に
沈
線
が
め
ぐ
る
。

1
/
6
 
備
前
焼

13
68
 
溝
1
2
 2
 
貝
陪
須
恵
器
甕

1
/
7
 

13
69
 
溝
1
2
 2
 
貝
陪
須
恵
器
椀

糸
切
り
底
。

1
/
6
 

13
70
 
溝
l
2
 2
 
貝
陪
土
師
器
椀

5.
9 

1
/
5
 

13
71
 
溝
1
2
 2
貝
I曽
土
師
器
皿．

11
.6
 
6.
2 
2.
7 
底
部
は
未
調
整
。

3
/
4
 

13
72
 
溝
I
2
 2
 
貝
陪
土
師
器

皿
~

11
. 
2
 
5
 
2.
9 

3
/
4
 

廿 器 葉 源 煉



正 亘 ） l - 5 田 i l l M r 3  

|
 

46
0 1
 

法
批
(c
m)

番
号
追
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

13
73
 
溝
1
2
 2
 
貝
層
瓦
器

椀
4
 

1
/
3
 

13
74
 
溝
1
2
 2
 
貝
陪
土
師
器
皿

7.
4 
3.
2 
1. 
2
 

3
/
4
 

13
75
 
溝
1
2
 2
 
貝
陪
士
師
器
lfil
 

7.
2 
5.
6 
1.
5 

1
/
5
 

13
76
 
碑
1
2
 2
 
貝
層
瓦
器
釜

12
.9
 

1
/
4
 

13
77
 
栂
1
2
 2
 
貝
屈
士
師
器
鍋

32
.2
 

1
/
5
 

13
78
 
溝
1
2
 2
 
貝
府
土
師
器
鍋

1
/
1
0
 

13
79
 
洞
1
2
 2
 
貝
陪
士
師
器
鍋

1
/
1
0
 

13
80
 
料
1
2
 2
 
貝
層
瓦
器

鍋
33
 

1
/
 4
 

13
81
 
洞
1
2
 2
 
貝
屈
瓦
器

鍋
脚
部

13
82
 
聘
1
2
 2
 
貝
摺
陶
器

-症
1
/
5
 
備
前
焼

13
83
 
洞
1
2
 2
 
貝
屈
陶
器

甕
1
/
9
 
備
前
焼

13
84
 
溝
1
2
 2
 
貝
眉
陶
器

甕
1
 /
1
2
 
備
前
焼

13
85
 
溝
1
2
 2
 
貝
附
陶
器

描
鉢

1
/
8
 
備
前
焼

13
86
 
洞
1
2
 2
 
貝
附
陶
器

摺
鉢

1
/
8
 
備
前
焼

13
87
 
洞
1
2
 2
 
貝
贋
陶
器

揺
鉢

1
/
8
 
備
前
焼

13
88
 
栂
1
2
 2
 
下
翔
須
恵
器
杯
蓋

碁
石
状
の
つ
ま
み
が
つ
く
。

1
/
3
 

13
89
 
溝
1
2
 2
 
下
層
瓦
器

椀
5.
8 

1
/
5
 

13
90
 
溝
l
2
 2
 
下
屈
須
恵
器
杯

10
.8
 

J
/
6
 

13
91
 
濶
l
2
 2
 
下
陪
土
師
器
椀

]2
.3
 

1
/
4
 

13
92
 
澗
1
2
 2
 
下
屈
須
恵
器
椀

5. 
1
 
糸
切
り
底
。

1
/
3
 

13
93
 
涸
l
2
 2
 
下
聞
須
恵
器
壺

1
/
6
 

13
94
 
猫
1
2
 2
下
J習
陶
器
皿

11
.6
 

1
/
3
 
備
前
焼

13
95
 
溝
1
2
 2
 
下
屈
士
師
器
皿

15
.2
 
9.
1 
2.
6 
精
製
粘
土
．

完
存

13
96
 
涸
1
2
 2
 
下
陪
士
師
器
皿

12
.8
 
8.
1 
2.
2 
糸
切
り
底
．

1
/
4
 

13
97
 
蒋
1
2
 2
下
J習
陶
器
皿

9.
6 
6.
2 
2.
8 
糸
切
り
底
に
板
目
痕
あ
り
。

4
/
5
 
備
前
焼
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法
批
(c
m)

番
号
遣
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率
備
考

ロ
径
底
径
器
高

13
98
 
溝
1
2
 2
 
下
附
須
忠
器
杯

11
. 
7
 
7.
5 
3.
4 

1
/
2
 

13
99
 
溝
1
2
 2
 
下
附
土
師
器
!UL
 

6.
2 
4.
7 
1.
1 
糸
切
り
底
。

1
/
2
 

14
00
 
溝
1
2
 2
下）
習
土
師
器
皿

6.
6 
5
 
1.
1 
糸
切
り
底
．

完
存

14
01
. 
涸
1
2
 2
下／
曽
土
師
器
Jill
 

6.
8 
4.
2 
1.
2 
糸
切
り
底
。

完
存

14
02
 
溝
l
2
 2
 
下
周
士
師
器
1Ill
 

6.
5 
5
 
1.
1 
糸
切
り
底
。

完
存

14
03
 
溝
1
2
 2
 
下
屈
士
師
器
j皿

9.
2 
8.
2 
1. 
7
 内
外
面
丹
塗
り
。

1
/
3
 

14
04
 
渦
1
2
 2
下／
匂
土
師
器
台

8
 

1
/
3
 

14
05
 
溝
1
2
 2
 
下
陪
士
師
器
椀

5
 

3
/
4
 

14
06
 
溝
1
2
 2
下
J曽
土
師
器
椀

3.
8 

3
/
4
 

14
07
 
栂
l
2
 2
下
J習
須
恵
器
椀

6
 

糸
切
り
底
。

1
/
2
 

14
08
 
溝
l
2
 2
 
下
附
土
師
器
椀

5
 

1
/
4
 

14
09
 
溝
l
2
 2
―
F
屈
士
師
器
椀

8
 

1
/
4
 

14
10
 
潤
l
2
 2
 
下
層
土
師
器
椀

6.
3 

1
/
3
 

14
11
 
栂
l
2
 2
下
l曽
瓦
器
釜

13
.0
 

1
/
 4
 

14
12
 
溝
l
2
 2
―
F
附
瓦
器

鍋
26
 

1
/
 4
 

14
13
 
潤
1
2
 2
 
下
層
須
忠
器
甕

32
.4
 

胴
部
外
面
は
格
子
目
の
叩
き
、
内
面
は
刷
毛
目
。

1
/
5
 
亀
山
焼

14
14
 
溝
1
2
 2
 
下
層
須
忠
器
甕

31
.6
 

胴
部
外
面
は
刷
毛
目
の
後
格
子
目
の
叩
き
、
内
面
は
刷
毛
目
。

1
/
5
 
亀
山
焼

14
15
 
溝
l
2
 2
 
下
層
瓦
器

鍋
1
/
1
0
 

14
16
 
器
1.
2
 2
 
下
層
瓦
器

鍋
1
/
1
3
 

14
17
 
栂
1
2
 2
 
下
層
土
師
器
鍋

l
/
1
3
 

14
18
 
器
1
2
 2
 
下
屈

14
19
 
欝
l
2
 2
 
下
屈
瓦
器
釜

14
20
 
洞
1
2
 2
 
下
眉
瓦
器

鍋
外
耳
が
つ
く
。

1
/
8
 

14
21
 
瑚
l
2
 2
 
下
層
瓦
器

鍋
34
.2
 

1
/
 4
 

14
22
 
碑
1.
2
 2
 
下
屈
瓦
器

鍋
27
.4
 

1
/
3
 

廿 喜 塁
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法
ii!:
(c
m)
 

番
号
逍
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

14
23
 
欝
l
2
 2
 
下
翔
瓦
器

鍋
1
/
8
 

14
24
 
溝
1
2
 2
 
下
陪
瓦
器

鍋
外
耳
が
つ
く
。

I
 /
1
0
 

14
25
 
溝
I
2
 2
 
下
陪
瓦
器

鍋
28
.2
 

1
/
3
 

14
26
 
渦
I
2
 2
 
下
層
瓦
器

鍋
18
.8
 
13
 
9.
8 

l
/
3
 

14
27
 
溝
1
2
 2
 
下
陪
瓦
器

鍋
25

電
6

1
/
4
 

)4
28
 
溝
1
2
 2
 
下
陪
瓦
器

鍋
1
/
8
 

14
29
 
溝
1
2
 2
 
下
層
瓦
器

鍋
29
 

1
/
5
 

]4
30
 
硲
1
2
 2
 
下
層
土
師
器
鍋

35
.8
 

1
/
4
 

14
31
 
洞
I
2
 2
 
下
聞
士
師
器
鍋

1
/
1
0
 

14
32
 
洞
l
2
 2
 
下
翔
土
師
器
鍋

36
 

1
/
3
 

14
33
 
溝
1
2
 2
 
下
層
士
師
器
鍋

把
手
が
つ
く
。

1
/
8
 

14
34
 
溝
J
2
 2
 
下
陪
土
師
器
鍋

脚
部

14
35
 
溝
I
2
 2
下
）
匂
瓦
器

鍋
脚
部

14
36
 
瑚
1
2
 2
 
下
陪
瓦
器

香
炉
]0
,8
 
10
.9
 
5.
1 

1
/
4
 

14
37
 
溝
1
2
 2
 
下
陪
陶
器

壺
11
. 
4
 

肩
部
に
波
状
文
が
め
ぐ
る
．

1
/
3
 
備
前
焼

14
38
 
洲
l
2
 2
 
下
陪
陶
器

壺
13
.8
 

肩
に
4
条
の
沈
線
が
め
ぐ
る
。

l
 /
 4
 
備
前
焼

14
39
 
溝
1
2
 2
 
下
囮
陶
器

壺
10
.2
 

1
/
3
 
備
前
焼

14
40
 
溝
1
2
 2
 
下
陪
陶
器

鄭
l
 /
1
0
 
備
前
焼

14
41
 
溝
.
J
 2
 2
 
下
岡
陶
器

甕
34
.4
 

1
/
5
 
備
前
焼

14
42
 
欝
1
2
 2
 
下
屈
陶
器

甕
1
/
9
 
備
前
焼

14
43
 
溝
1
2
 2
 
下
層
陶
器

甕
26
.7
 

1
/
5
 
備
前
焼

14
44
 
溝
l
2
 2
下
J曽
陶
器

甕
28
.6
 

1
/
5
 
備
前
焼

14
45
 
稲
1
2
 2
 
下
陪
陶
器

拙
鉢

I
 /
1
0
 
備
前
焼

14
46
 
溝
1
2
 2
 
下
陪
陶
器

拙
鉢

1
 /
1
0
 
備
前
焼

14
47
 
溝
1
2
 2
下
／
箇
陶
器

揺
鉢

1
/
9
 
備
前
焼
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法
量
(c
m)

番
号
追
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

14
48
 
溝
l
2
 2
 
下
層
陶
器

揺
鉢
29
.8
 

1
/
6
 
備
前
焼

14
49
 
碑
1.
2
 2
 
下
陪
陶
器

揺
鉢
28
.8
 

1
/
5
 
備
前
焼

14
50
 
溝
l
2
 2
―
F陪
陶
器

揺
鉢
18
.6
 
11
.4
 
7.
8 

1
/
5
 
備
前
焼

14
51
 
瑚
l
2
 2
 
下
層
陶
器
fill
鉢
31
.6
 

l
/
3
 
備
前
焼

14
52
 
溝
1
2
 2
下）
沿
陶
器

拙
鉢

1
/
8
 
備
前
焼

14
53
 
溝
1
2
 2
 
下
層
陶
器

拙
鉢
29
.7
 

1
/
6
 
備
前
焼

14
54
 
溝
1
2
 2
 
下
陪
陶
器

拙
鉢
32
.8
 
19
 
11
. 
7
 

l
/
4
 
備
前
焼

14
55
 
溝
l
2
 2
下
J祖
須
忠
器
こ
ね
鉢

1
/
1
0
 
東
播
系

14
56
 
溝
l
2
 2
下
l習
須
忠
器
こ
ね
鉢

l
/
l
O
 
東
播
系

14
57
 
溝
l
2
 2
 
下
屈
須
恵
器
こ
ね
鉢

l
 /
1
3
 
東
播
系

14
58
 
溝
1.
2
 2
 
下
層
須
恵
器
こ
ね
鉢

1
/
1
0
 
東
播
系

14
59
 
溝
1
2
 2
下
J曽
陶
器

甕
1
/
8
 
常
滑
焼

14
60
 
溝
1
2
 2
 
下
屈
瓦

丸
瓦

凸
面
は
ナ
デ
、
凹
面
は
布
目
。

14
61
 
溝
1
2
 2
 
下
陪
瓦

軒
平
瓦

瓦
当
面
は
唐
草
文
。

14
62
 
溝
1
2
 2
下）
魯
瓦

平
瓦

凹
面
は
布
目
、
凸
面
は
格
子
目
叩
き
，

14
63
 
溝
1
2
 2
 
凹
地
土
師
器
llI1 

1
3
 2
 
7.
4 
2.
6 
糸
切
り
底
に
板
目
痕
あ
り
。

1
/
3
 

14
64
 
溝
1
2
 2
 
凹
地
土
師
器
皿

9.
2 
5.
9 
l.
8 
糸
切
り
底
。

1
/
2
 

14
65
 
溝
l
2
 2
 
凹
地
土
師
器
1ll1
 
，
 5.7 
1.
5 
糸
切
り
底
に
板
目
痕
あ
り
。

2
/
3
 

14
66
 
猫
1
2
 2
 
凹
地
土
師
器
皿

7.
4 
3.
8 
1.
6 

完
存

14
67
 
溝
1
2
 2
 
凹
地
土
師
器
llll
 

3.
9 
5
 
l.
l 
糸
切
り
底
。

4
/
5
 

14
68
 
溝
l
2
 2
 
凹
地
土
師
器
lIIl. 

5.
5 

糸
切
り
底
に
板
目
痕
あ
り
。

2
/
3
 

14
69
 
溝
1
2
 2
 
凹
地
瓦
器

椀
3.
9 

1
/
3
 

14
70
 
溝
1
2
 2
 
凹
地
瓦
器

瓶
注
口
部

14
71
. 
構
l
2
 2
 
凹
地
瓦
器

鍋
1
/
1
0
 

14
72
 
溝
I
2
 2
 
凹
地
瓦
器

鍋
1
/
9
 

汁 甜 ＂ 槃 淵 焙
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法
祉
(
c
m
)

番
号
遺
梱
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ径
底
径
器
高

14
73
 
欝
1
2
 2
 
佃
地
士
師
器
鍋

脚
部

14
74
 
溝
l
2
 2
 
凹
地
土
師
器
鍋

25
.2
 

1
/
6
 

14
75
 
猫
1
2
 2
 
凹
地
陶
器

空~
· 

15
.8
 

1
/
5
 
備
前
焼

14
76
 
溝
1
2
 2
 
凹
地
陶
器

壺
14
.2
 

肩
部
に
波
状
文
が
2
段
め
ぐ
る
。

1
/
3
 
備
前
焼

14
77
 
爵
1
2
 2
 
凹
地
陶
器

甕
1
/
8
 
備
前
焼

14
78
 
狗
1
2
 2
 
凹
地
陶
器

甕
34
 

1
/
5
 
備
前
焼

14
79
 
溝
1
2
 2
 
凹
地
陶
器
亜

36
.4
 

1
/
6
 
備
前
焼

14
80
 
溝
l
2
 2
 
凹
地
陶
器

甕
36
.2
 

1
/
5
 
備
前
焼

14
81
 
欝
1
2
 2
 
凹
地
陶
器

揺
鉢
27
.9
 

1
/
5
 
備
前
焼

14
82
 
洞
l
2
 2
 
凹
地
陶
器

擢
鉢

I
 /
5
 
備
前
焼

14
83
 
猫
1
2
 2
 
凹
地
陶
器

描
鉢
31
.9
 

1
/
5
 
備
前
焼

14
84
 
溝
1
2
 2
 
凹
地
陶
器

播
鉢
35
 

1
/
5
 
備
前
焼

14
85
 
撒
1
2
 2
 
凹
地
陶
器

梱
鉢
25
.2
 

1
/
5
 
備
前
焼

14
86
 
猫
1
2
 2
 
凹
地
瓦

平
瓦

凹
面
ほ
布
目
、
凸
面
は
縄
目
。

14
87
 
溝
l
2
 2
 
凹
地
瓦

平
瓦

凹
面
ほ
布
目
、
凸
而
は
縄
目
。

14
88
 
溝
l
2
 2
 

須
恵
器
杯

14
.2
 
10
.6
 
3.
1 
:
 

1
/
4
 

14
89
 
溝
1
2
 2
 

須
忍
器
杯

10
.8
 

1
/
5
 

14
90
 
欝
1
2
 2
 
須
恵
器
杯

10
.0
 

1
/
3
 

14
91
 
溝
l
2
 2
 
須
恵
器
杯

10
.6
 

1
/
4
 

14
92
 
猫
1
2
 2
 

須
恵
器
杯

9.
6 

I
/
4
 

14
93
 
溝
1
2
 2
 

土
師
器
椀

4.
6 

ヘ
ラ
切
り
底
，

4
/
5
 

14
94
 
稲
I
2
 2
 

土
師
器
杯

12
.8
 
8
 
3
 

1
/
4
 

14
95
 
溝
1
2
 2
 

士
師
器
杯

11
.8
 
6
 
3.
3 

1
/
3
 

;
 

14
96
 
溝
l
2
 2
 

土
師
器
皿

12
.4
 

1
/
3
 

14
97
 
講
I
2
 2
 

土
師
器
皿

11
. 
4
 

1
/
3
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法
批
(c
m)

番
号
追
楷
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

14
98
 
潤
1.
2
 2
 

土
師
器
1Il1
 

10
.4
 
7
 
2.
3 

14
99
 
洞
1.
2
 2
 

土
師
器
JDl
 

9
 7
 
4.
6 
l. 
5
 

1
/
3
 

15
00
 
開
l
2
 2
 

士
師
器
fill
 

6.
2 
4.
4 
1
 
糸
切
り
底
。

1
/
3
 

15
01
 
栂
l
2
 2
 

土
師
器
椀

6.
9 

1
/
 
4
 

15
02
 
溝
l
2
 2
 

土
師
器
椀

7.
7 

1
/
5
 

15
03
 
溝
l
2
 2
 

土
師
器
椀

6.
5 

1
/
4
 

15
04
 
溝
l
2
 2
 

士
師
器
椀

6.
4 

I
/
3
 

15
05
 
溝
1
2
 2
 

士
師
器
椀

6.
0 

1
/
 4
 

l5
06
 
瑚
I
2
 2
 

土
師
器
鍋

25
.8
 

1
/
5
 

15
07
 
溝
l
2
 2
 
土
師
器
鍋

43
.8
 

1
/
 4
 

15
08
 
溝
l
2
 2
 

士
師
器
鍋

21
.4
 

1
/
3
 

15
09
 
器
l
2
 2
 
土
師
器
鍋

脚
部

15
10
 
器
I.
2
 2
 

瓦
器

瓶

15
11
 
溝
l
2
 2
 

瓦
器

鍋
32
.5
 

外
耳
が
つ
く
。

1
/
4
 

15
12
 
器
I.
2
 2
 

瓦
器

鍋
1
/
8
 

15
13
 
澗
l
2
 2
 

瓦
器

鍋
内
耳
が
つ
く
。

1
 /
1
0
 

15
14
 
構
1.
2
 2
 

瓦
器
釜

15
15
 
洞
l
2
 2
 

瓦
器

火
鉢

1
/
8
 

15
16
 
洞
l
2
 2
 

須
恵
器
疵

33
.7
 

胴
部
外
面
は
格
子
目
の
叩
き
、
内
面
は
刷
毛
目
．

1
/
5
 

1.
51
7 
溝
l
2
 2
 

陶
器

壺
周
部
に
波
状
文
が
め
ぐ
る
。

1
/
5
 
備
前
焼

1.
51
.8
 
栂
l
2
 2
 

陶
器

壺
10
.8
 

1
/
 4
 
備
前
焼

15
19
 
溝
1
2
 2
 

陶
器

壺
5.
1 

糸
切
り
底
ヘ
ラ
描
あ
り
。

底
完
存
備
前
焼

15
20
 
瑚
1
2
 2
 

陶
器

甕
1
/
1
0
 
備
前
焼

15
21
 
溝
1
2
 2
 
陶
器

甕
1
/
1
0
 
備
前
焼

15
22
 
溝
1
2
 2
 
陶
器

揺
鉢

1
/
8
 
備
前
焼

仕 眠 羞 湖 燎
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法
紐
(c
m)

番
号
追
構
名

稲
別

器
稲

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

15
23
 
溝
l
2
 2
 

陶
器

揺
鉢

15
 

1
/
5
 
備
前
焼

15
24
 
溝
1
2
 2
 

陶
器

描
鉢

1
/
8
 
備
前
焼

15
25
 
澗
1
2
 2
 

陶
器

摺
鉢
33
.4
 

J
/
3
 
備
前
焼

15
26
 
溝
1
2
 2
 

陶
器

揺
鉢

1
/
9
 
備
前
焼

15
27
 
洞
1
2
 2
 

陶
器

壺
J
/
1
0
 
常
滑
焼

15
28
 
而
1
2
 2
 

瓦
平
瓦

凹
面
は
布
目
、
凸
面
は
格
子
目
の
叩
き
。

15
29
 
欝
1
2
 2
 

瓦
平
瓦

凹
面
ほ
ナ
デ
、
凸
面
は
格
子
目
の
叩
き
．

15
30
 
溝
1
2
 2
 
下
附
磁
器

椀
14
 

t
/
6
 
白
磁

15
31
 
溝
1
2
 2
 
下
陪
磁
器

椀
5.
8 

1
/
2
 
白
磁

15
32
 
荊
l
2
 2
 
下
層
磁
器

椀
7
 

1
/
2
 
白
磁

15
33
 
溝
1
2
 2
 
下
陪
磁
器

壺
青
磁

15
34
 
溝
l
2
 2
 
下
層
磁
器

椀
3.
7 

削
り
出
し
高
台
．

3
/
4
 
宵
磁
（
同
安
窯
）

15
35
 
洞
1
2
 3
 
1
恩
士
師
器
JIil
 

7.
2 
7
 
1. 
3
 

3
/
4
 

15
36
 
溝
l
2
 3
 
2
庖
須
恵
器
甕

胴
部
内
面
は
青
海
波
の
叩
き
。

1
/
8
 

15
37
 
溝
J
2
 3
 
2
 J習
土
師
器
皿

8.
2 
5.
9 
1.
7 
糸
切
り
底
に
板
目
痕
あ
り
。

完
存

15
38
 
溝
1
2
 3
 
2
附
土
師
器
Jill.
 

6.
9 
4
電
2
1
 

完
存

15
39
 
欝
l
2
 3
 
2
陪
土
師
器
皿

7.
3 
5.
4 
1.
1 

完
存

15
40
 
溝
J
2
 3
 
2
層
土
師
器
皿

6.
8 
4.
7 
1.
2 

完
存

15
41
 
溝
1
2
 3
 
2
聞
士
師
器
皿

6.
9 
6.
4 
1
 

完
存

15
42
 
欝
1
2
 3
 
2
層
土
師
器
皿

6.
9 
4
 5
 
1
 

完
存

15
43
 
洞
l
2
 3
 
2
層
土
師
器
皿

6.
5 
4.
7 
1
 

完
存

15
44
 
蜀
1
2
 3
 
2
陪
士
師
器
皿

6.
8 
5.
7 
1
 

完
存

15
45
 
猫
I
2
 3
 
2
陪
瓦
器
瓶

注
口
部

15
46
 
爵
l
2
 3
 
2
岡
陶
器
鄭

1
 /
1
0
 
備
前
焼

15
47
 
満
1
2
 3
 
2
層
陶
器

揺
鉢
29
 

1
/
3
 
備
前
焼
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法
最
(c
m)

番
号
追
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

15
48
 
碑
1
2
 3
 
3
層
土
師
器
111
1 

9.
8 
6.
7 
l. 
7
 

1
/
3
 

15
49
 
溝
l
2
 3
 
3
層
瓦
器

皿
7.
6 
5.
4 
l. 
3
 

1
/
4
 

15
50
 
碑
1
2
 3
 
3
層
土
師
器
Jill
 

7.
2 
6.
6 
1. 
2
 

完
存

15
51
 
碑
1
2
 3
 
3
層
土
師
器
椀

4.
4 

3
/
4
 

15
52
 
溝
1
2
 3
 
3
屈
須
恵
器
こ
ね
鉢

1
/
1
0
 
東
播
系

15
53
 
潤
1
2
 3
 
3
屈
土
師
器
皿

12
.8
 
8.
1 
2.
4 
精
製
粘
士
．

完
存

15
54
 
謁
1
2
 3
 
3
層
士
師
器
Jill
 

12
.2
 
8.
2 
2.
3 
精
製
粘
土
。

完
存

15
55
 
溝
l
2
 3
 
3
層
土
師
器
llI1
 

12
.6
 
7.
1 
2.
4 
精
製
粘
土
。

完
存

15
56
 
栂
l
2
 3
 
3
層
土
師
器
皿

12
.8
 
7.
3 
2
 4
 精
製
粘
士
。

完
存

15
57
 
溝
l
2
 3
 
3
屈
士
師
器
皿

12
.8
 
7.
5 
2.
6 
粕
製
粘
土
。

完
存

15
58
 
碑
1
2
 3
 
3
層
士
師
器
1111
. 

12
.2
 
6.
3 
2.
4 
精
製
粘
土
。

完
存

15
59
 
栂
1
2
 3
 
3
屈
土
師
器
皿

6.
9 
5.
7 
l
 4
 

完
存

15
60
 
潤
l
2
 3
 
3
層
士
師
器
皿

6.
4 
4.
9 
1. 
3
 ヘ
ラ
切
り
底
に
板
目
痕
あ
り
．

完
存

15
61
 
瑞
1
2
 3
 

土
師
器
杯

15
. 
7
 
9.
7 
3.
1 

1
/
2
 

15
62
 
溝
1
2
 3
 

土
師
器
皿
，
 5.4 
2.
3 
糸
切
り
底
。

1
/
2
 

15
63
 
栂
l
2
 3
 

士
師
器
1llL
 

7.
5 
6
 
l
疇
l
ヘ
ラ
切
り
底
。

完
存

15
64
 
溝
1
2
 3
 

土
師
器
1lll
 

6.
9 
5.
8 
1. 
2
 

完
存

15
65
 
溝
l
2
 3
 

磁
器

椀
3.
3 

削
り
出
し
高
台
．

1
/
 4
 
青
磁

15
66
 
溝
l
2
 4
 

須
恵
器
杯

12
.8
 
9.
3 
3.
4 

1
/
2
 
墨
白

15
67
 
溝
1
2
 4
 

須
恵
器
硯

1
/
7
 

15
68
 
洞
1
2
 4
 

土
師
器
JIil
 

10
 
5.
9 
3
 2
 糸
切
り
底
。

完
存

15
69
 
溝
1
2
 4
 

陶
器

揺
鉢

1
/
7
 
備
前
焼

15
70
 
碑
1
2
 4
 

陶
器

揺
鉢

1
/
8
 
備
前
焼

15
71
 
洲
1
2
 4
 

陶
器

拙
鉢
30
.8
 

1
/
6
 
備
前
焼

15
72
 
溝
1
2
 5
 

須
恵
器
杯

16
,2
 
9.
8 
5.
3 

1
/
4
 

汁 器 葉 源 筋
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法
量
(c
m)

番
号
遺
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

15
73
 
溝
l
2
 5
 
須
恵
器
杯

9.
4 

1
/
 4
 

15
74
 
洞
1
2
 5
 
須
恵
器
杯

11
. 
7
 
7.
9 
3.
3 

1
/
3
 

15
75
 
洞
1
2
 5
 
須
恵
器
こ
ね
鉢

11
.6
 

底
部
全
而
に
刺
突
あ
り
。

底
完
存

15
76
 
溝
1
2
 5
 
須
恵
器
椀

7
 

糸
切
り
底
。

1
/
 4
 

15
77
 
欝
1
2
 5
 
土
師
器
椀

6
 

糸
切
り
底
．

1
/
2
 

15
78
 
溝
I
2
 5
 
士
師
器
椀

7.
2 

1
/
2
 

15
79
 
溝
1
2
 5
 
土
師
器
椀

3.
8 

1
/
3
 

15
80
 
溝
l
2
 5
 
土
師
器
椀

2.
9 

3
/
4
 

15
81
 
溝
1
2
 5
 
土
師
器
皿

9.
8 
5.
7 
2
 
糸
切
り
底
。

4
/
5
 

15
82
 
洞
1
2
 5
 
土
師
器
皿

9.
6 
5.
1 
2
 
糸
切
り
底
。

3
/
4
 

15
83
 
禍
1
2
 5
 
士
師
器
fill
 

9.
7 
5.
4 
1.
8 
糸
切
り
底
。

3
/
4
 

15
84
 
洞
l
2
 5
 
土
師
器
.lill
 

6.
5 
5
 
1
 1
 糸
切
り
底
。

1
/
3
 

]5
85
 
溝
1
2
 5
 
士
師
器
皿

9.
2 
5
 
I. 
9
 

1
/
3
 

15
86
 
溝
1
2
 5
 
士
師
器
皿

7
會
2
3.
7 
1. 
7
 

1
/
2
 

15
87
 
溝
1
2
 5
 
土
師
器
皿

9.
6 
6.
8 
1.
8 
糸
切
り
底
。

2
/
3
 

15
88
 
溝
l
2
 5
 
土
師
器
皿

9.
2 
4
鼻
3
2.
4 

1
/
3
 

15
89
 
欝
1
2
 5
 
土
師
器
皿

8.
5 
5.
7 
2.
1 

1
/
3
 

15
90
 
溝
1
2
 5
 
土
師
器
皿

6.
3 
5
 
1.
2 

l
/
3
 

}5
91
 
溝
l
2
 5
 
士
師
器
1Il1
 

6
 8
 
5
 
1
 
糸
切
り
底
。

1
/
2
 

15
92
 
獨
1
2
 5
 
士
師
器
皿．

6.
8 
5.
2 
1.
2 
糸
切
り
底
。

完
存

15
93
 
溝
l
2
 5
 
土
師
器
皿

8.
1 
7
 
1. 
3
 

1
/
3
 

15
94
 
洞
I
2
 5
 
土
師
器
fill
 

7
 
5.
4 
L
I
 
糸
切
り
底
。

完
存

)5
95
 
溝
l
2
 5
 
須
忠
器
甕

48
.4
 

1
/
6
 
亀
山
焼

15
96
 
爵
1
2
 5
 
須
恵
器
甕

33
.8
 

1
/
5
 
亀
山
焼

15
97
 
渦
1
2
 5
 
土
師
器
甕

1
/
8
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法
祉
(
c
m
)

番
号
遣
構
名

種
別

器
稲

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

;
 

15
98
 
猫
l
2
 5
 
土
師
器
鍋

脚
部

15
99
 
溝
l
2
 5
 
土
師
器
鍋

脚
部

16
00
 
溝
1
2
 5
 
土
師
器
カ
マ
ド

16
01
. 
溝
1
2
 5
 
瓦
器

鍋
把
手
が
つ
く
。

1
 /
1
0
 

16
02
 
溝
1
2
 5
 
瓦
器

釜
1
/
7
 

16
03
 
溝
1
2
 5
 
瓦
器

釜
鍔
が
め
ぐ
る
。

1
/
7
 

16
04
 
溝
l
2
 5
 
土
師
器
鍋

22
.6
 

1
/
 4
 

16
05
 
溝
l
2
 5
 
瓦
器

鍋
1
/
1
0
 

16
06
 
溝
l
2
 5
 
瓦
器

鍋
外
耳
が
つ
く
。

1
/
9
 

16
07
 
溝
l
2
 5
 
瓦
器

鍋
31
 

1
/
4
 

16
08
 
溝
1
2
 5
 
瓦
器

鍋
外
耳
が
つ
く
。

1
/
9
 

16
09
 
溝
l
2
 5
 
瓦
器

鍋
22
.8
 

1
/
4
 

16
10
 
糊
l
2
 5
 
瓦
器

鍋
27
 

1
/
4
 

16
11
 
溝
l
2
 5
 
瓦
器

鍋
27
.8
 

1
/
4
 

16
12
 
溝
l
2
 5
 
瓦
器

鍋
18
.6
 

1
/
4
 

16
13
 
溝
1
2
 5
 
瓦
器

鍋
1
/
7
 

16
14
 
溝
l
2
 5
 
陶
器

壺
3.
8 

口
完
存
備
前
焼

16
15
 
溝
）
2
 5
 
陶
器

壺
11
. 
5
 

肩
部
に
沈
線
が
め
ぐ
る
。

1
/
2
 
備
前
焼

16
16
 
溝
1
2
 5
 
陶
器

甕
1
/
1
0
 
備
前
焼

16
17
 
溝
l
2
 5
 
陶
器

甕
1
/
9
 
備
前
焼

16
18
 
溝
l
2
 5
 
陶
器

甕
1
/
9
 
備
前
焼

16
19
 
溝
l
2
 5
 
陶
器

甕
34
.2
 

1
/
4
 
備
前
焼

16
20
 
溝
l
2
 5
 
陶
器

揺
鉢

1
/
9
 
備
前
焼

16
21
 
泄
l
2
 5
 
陶
器

揺
鉢

1
/
1
0
 
備
前
焼

16
22
 
溝
l
2
 5
 
陶
器

揺
鉢

1
/
9
 
備
前
焼

廿 眠 羞 湖 焙
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法
紐
(
c
m
)

番
号
遺
楷
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

ロ
径
底
径
器
高

16
23
 
溝
1
2
 5
 

陶
器

揺
鉢
30
.2
 

1
/
9
 
備
前
焼

16
24
 
欝
1
2
 5
 

陶
器

揺
鉢
30
 

1
/
6
 
備
前
焼

16
25
 
溝
l
2
 5
 

陶
器

播
鉢
36
 
20
.4
 
9.
5 

1
/
6
 
備
前
焼

16
26
 
碑
1
2
 5
 

須
恵
器
こ
ね
鉢

1
/
1
0
 
束
揺
系

16
27
 
猫
I
2
 5
 
瓦

平
瓦

凹
面
は
布
目
、
凸
面
は
格
子
目
の
叩
き
。

16
28
 
溝
1
2
 5
 

磁
器
皿

7.
7 

1
/
4
 
白
磁

16
29
 
溝
1
2
 5
 

磁
器
皿
L

11
 

1
/
5
 
白
磁

16
30
 
溝
1
2
 5
 

磁
器

椀
13
 

1
/
3
 
白
磁

16
31
 
溝
l
3
 2
 

士
師
器
Jill
 

6,
9 
6.
2 
1.
1 

完
存

16
32
 
溝
l
3
 2
 

陶
器

壺
13
 

肩
部
に
波
状
文
と
沈
線
が
め
ぐ
る
。

1
/
4
 
備
前
焼

16
33
 
溝
1
3
 2
 

陶
器

甕
1
/
1
0
 
備
前
焼

16
34
 
溝
1
3
 3
 

須
忠
器
壺

15
.7
 

1
/
4
 

16
35
 
池
1
0
 1
 
土
師
器
椀

4.
4 

見
込
み
部
分
に
高
台
重
ね
焼
き
痕
。

2
/
3
 

16
36
 
池
l
O
 l
 

土
師
器
椀

7.
8 

内
面
、
黒
色
を
呈
す
。

2
/
3
 

16
37
 
池
1
0
 1
 
士
師
器
1lll.
 

，喩
8
7.
3 
1.
6 
底
部
糸
切
り
。

ほ
ぼ
完

16
38
 
池
1
0
 1
 
土
師
器
皿

10
.2
 
7.
2 
2.
0 
底
部
糸
切
り
。

1
/
2
 

16
39
 
池
l
O
 1
 
須
恵
器
甕

ク
ク
キ
は
荒
く
、
焼
成
も
良
い
。

勝
田
焼
か

16
40
 
池
I
O
 I
 
磁
器

椀
13
.6
 

外
面
染
付
け
（
群
脊
色
）
。

1
/
5
 

16
41
 
池
1
0
 1
 
磁
器

椀
9.
1 
3.
7 
6.
3 
外
面
染
付
け
（
黒
ず
ん
だ
青
）
、
表
面
に
灰
釉
．

ほ
ぽ
完

16
42
 
池
1
0
 1
 
磁
器

椀
5.
8 

内
面
染
付
け
。
見
込
み
部
分
に
印
花
文
。
表
面
に
行
い
釉
。

底
部
完

16
43
 
池
1
0
 I
 

磁
器
Jill.
 

13
.9
 
4.
7 
4.
0 
内
面
染
付
け
。
輪
花
。
表
面
に
少
し
青
み
が
か
っ
た
釉
。

2
/
3
 

16
44
 
池
l
O
 l
 
陶
器

壺
21
.0
 

1
/
1
2
 
初
期
備
前
焼

16
45
 
池
1
0
 l
 
陶
器

壺
26
.0
 

玉
縁
。

1
/
1
0
 
備
前
焼

16
46
 
池
]
0
 ]
 

陶
器

抑
鉢
26
.6
 

I
 /
1
0
 
備
前
焼

16
47
 
池
1
0
 1
 
陶
器

揺
鉢
31
.0
 

I
 /
1
0
 
備
前
焼
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法
擾
(c
m)

番
号
辿
構
名

種
別

器
種

特
徴

残
存
率

備
考

口
径
底
径
器
高

16
48
 
池
l
O
 1
 

陶
器

揺
鉢
26
.5
 

l
/
1
0
 
備
前
焼

16
49
 
池
1.
0
 1
 

陶
器

揺
鉢

破
片
備
前
焼

16
50
 
池
l
O
 1
 

陶
器

揺
鉢

破
片
備
前
焼

16
51
 
池
l
O
 l
 

陶
器

浅
鉢
15
.0
 
15
.2
 
4.
9 
ロ
縁
部
に
焼
付
け
有
り
。

1
/
3
 
備
前
焼

16
52
 
池
l
O
 l
 

陶
器

揺
鉢
26
.4
 
12
.8
 
12
.4
 

1/
81
/5
 
備
前
焼
、
図
上
復
元

16
53
 
池
l
O
 1
 

陶
器

筒
状
鉢
9. 
l
 
8.
7 
7.
1 
底
部
に
ヘ
ラ
オ
コ
・
ン
。

1
/
2
 
備
前
焼

16
54
 
池
1
0
 1
 

陶
器

揺
鉢

4
/
5
 
備
前
焼

16
55
 

埴
輸

形
象

16
56
 

埴
輪

形
象

16
57
 

埴
輪

形
象

16
58
 

埴
綸

円
筒

16
59
 

埴
輪

円
筒

16
60
 

埴
輪

円
筒

16
61
 

埴
綸

円
筒

16
62
 

埴
輪

円
筒

16
63
 

埴
輪

円
筒

16
64
 

埴
綸

円
筒

16
65
 

埴
輪

円
筒

16
66
 

埴
輪

円
筒

16
67
 

埴
輪

円
筒

16
68
 

埴
輸

円
筒

16
69
 

埴
輸
朝
顔

16
70
 

埴
翰
朝
顔

16
71
 

埴
輸

円
筒

16
72
 

埴
輪

円
筒

仕 眠 楚 滞 浙



番
号
遣
構
名

種
別

器
稲

特
徴

残
存
率
備
考

16
73
 

埴
輪

円
筒

正 亘 ） l l w f t  E B  i i 零 3
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木器一覧表

木器一覧表

掲載図 出土 計側最大値(mm) 整理

番号 ・遺物 遺構名・層位 時代 器種 樹 種 残存率 備 考

番号 地区 長（径 幅（長 厚 番号

1 16N 井戸134 室町 椀 74 14 底部 17- l 

2 16N 井戸134 室町 椀 84 18 サクラ属の一種 底郎 14- 2 測

3 16N 井戸134 室町 椀 66 15 2 底体部 17- 3 

4 16N 井戸134 室町 札 189 25 5スギ 一部欠 14- 4 測

5 267渭12 16N 井戸134 室町札 146 23 3 小欠損 14- 5 測

6 267-¥1111 16N 井戸134 室町箸 249 7 完形 14- 6 測

7 16N 井戸134 室町 杭 165 17 17 一部 17- 7 

8 16N 井戸134 室町 丸棒 149 25 23 一部 14- 8頭部切込 測

， 16N 井戸134 室町 円柱 69 42 40 一部 17- 9柄

10 16N 井戸134 室町 角柱 89 26 18 一部 17- 10 1/ 4割

11 16N 井戸134 室町 火付木？ 92 16 15 一部 17- 11先端こげ

12 16N 井戸134 室町 角棒 79 20 12 一部 17- 12 

13 16N 井戸134 室町 曲物 85 66 2 一部 17- 13 

14 18R 欝122第 3層 中世椀 8 底部 17- 14 

15 18R 溝122第 3隋 中世札 67 30 2 一郎 17- 15 

16 18R 溝122第 3層 中世 札 82 18 2 一剖 23- 16 

17 151 井戸114ワクの中 古墳 板材 102 82 17 一部 23- 17 

18 55一附5 151 井戸114ワクの中 古墳 加工板材 モミ属の一種 11- 18建築材 測

19 150 井戸123 鎌倉 曲物 70 36 2 23- 19縦平行ケビキ

20 18, 19Q 井戸140 平安 蓋？ 192 30 ， 一部 23- 20 

21 277-W23 18, 19Q 井戸140 平安 編具 154 32 36 ヒサカキ 完形 11- 21 測

22 277-W22 18, 19Q 井戸140 平安 板材 137 60 6ヒノキ属の一種 完形 11- 22 測

23 18, 19Q 井戸140 平安札 137 17 6 一部 23- 23 

24 18, 19Q 井戸140 平安札 96 22 5 一部 20- 24 

25 18,19Q 井戸140 平安札 127 ， 4 一部 20- 25 

26 18, 1ぬ 井戸140 平安札 77 19 10 一部 20- 26 

27 380ー冒88 19-21R,S 溝122 中世 下駄 192 49 62 マツ属の一種 一部 4- 27 1/ 4 測

28 19--2lR, S 溝122 中世 ？ 276 14 11 26- 28 

29 378-W62 19---21R,S 溝122 中世 円板 258 48 65 一蔀 4- 29 測

30 380--W93 19-21R.S 溝122 中世 草履状 178 70 3 一部欠 4- 30穿孔あり 測

31 19-21R,S 溝122 中世 ？ 67 37 6 20- 31 

32 19-21R,S 講122 中世 ？ 35 38 7 20- 32 

33 19-21R,S 溝122 中世 下駄 66 61 23 歯 26- 33 

34 l6R 溝1222層 中世 札？ 23- 34 

35 17R 溝1223屈 中世 札？ 288 50 5 23- 35 

36 271-'1115 160 井戸135_ 鎌倉 円板 134 132 8 完形 11- 36 測

37 271一胃14 160 井戸135 鎌倉 塔婆？ 306 36 13スギ 11- 37 測

38 271ー用16 160 井戸135 鎌倉 札？ 346 37 16 完形 11- 38 測

39 160 井戸135 録倉 角棒 166 19 14 一部 23- 39 
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百間川米田遺跡3

掲載図 出土 計測最大値(mm) 整理
番号 ・遺物 ・遺構名・層位 時代 器種 樹 種 残存率 備 考
番号 地区 長（径 幅（長 厚 番号

40 278-W59 16附-Y 溝123 中世 円板 131 67 10 半分 10- 40 測

41 16W-Y 溝123 中世 円板 132 64 8 1/4 23- 41 

42 377-W43 16W-Y 溝123 中世 塔婆 352 71 5スギ 一部欠 10- 42 測

43 377-W41 16W-Y 構123 中世 札？ 168 55 8 一蔀欠 10- 43穿孔あり 測

44 16W-Y 溝123 中世板 203 74 3 2/3 23- 44 

45 16W-Y 溝123 中世 箸 スギ 1/2 10- 45 罷l

46 16W-Y 栂123 中世 底？ 126 38 7 一部 IO- 46 測

47 16W-Y 溝123 中世 椀 83 オニグルミ 底部 10- 47 測

48 381-『101 16W-Y 潤123 中世 椀 80 底部 33- 48 複lj

49 16W-Y 溝123 中世 加工板材 100 54 23 マツ属の一種 10- 49 測

50 16W-Y 溝123 中世 円板 50 36 7 1/8 17- so 

51 16W-Y 溝123 中世札 99 36 2 22- 51 

52 16W-Y 溝123 中世 札 85 29 4 22マ 51 

53 16W-Y 溝123 中世 札 83 17 2 22- 51 

54 16W~Y 溝123 中世 札 84 17 4 22- 51 

55 l6W-Y 溝123 中世 ？ 82 99 26 広葉樹（散孔材） 14~ 52 測

56 378-W54 16W-Y 濶123 中世 円板 109 95 6 14- 53 測

57 16W-Y 溝123 中世 小角材 60 21 12 17- 54 

58 13-15R 溝122 2 3眉 中世 五輪塔婆 101 24 4スギ 1/2 14- 55 測

59 13-15R 溝122 2 3層 中世 札 144 30 6 一部 22~ 56 

60 377一附40 13-15R 溝122 2 3層 中世 呪符 86 23 2スギ 一部 14- 57嬰書 測

61 13-lSR 溝1222 3層 中世 ？ 146 70 50 22- 58 

62 13-ISR 滉1222 3層 中世 札 159 21 13 一部 22- 59 

63 13-lSR 溝122 2 3層 中世 札 134 17 3 一部 22- 60 

64 13-lSR 溝1222 3僭 中世 角棒 271 11 8 一部 22- 61 

65 381-Wll7 13-l5R 溝1222 3層 中世 箸 157 7 8スギ 1/2 14- 62 測

66 13-15R 溝1222 3層 中世 小角棒 99 15 10 一部 22- 63 
： 

67 13-15R 溝122 2. 3層 中世 札 110 7 3 一部 22- 64 

68 13-15R 溝1222. 3層 中世 札 60 34 5 一部 25- 65 

69 13-15R 溝1222. 3屈 中世 小角材 76 22 12 一部 13- 66 ヽ 測

70 13-15R 褥1222 3層 中世 札 187 17 5 一部 25- 67 

71 13-15R 溝122 2 3屈 中世 札 120 12 3 一部 25- 68 

72 13-lSR 溝122 2 3層 中世 札 84 23 3 一部 25- 69 

73 13-15R 溝122 2 3層 中世 札 13片 25- 70 

74 18R 溝122 中世 盤？ 168 25 : ンガ辰の一種 一部 13- 71 測

75 18R 溝122 中世 盤？ 、ンガ属の一種 一部 13- 72 測

76 381-WL13 18R 溝122 中世 椀 80 ~ 曲ム口9刀 13- 73 測

77 379ー附86 18R 溝122 中世 板 222 90 15 スギ 15- 74小孔あり 測

78 18R 溝122 中世 きぬた？ 70 53 50 クリ類似種 15- 75 測

79 383-Wl30 18R 爵122 中世 加工角材 105 52 42 アカガシ亜屈 14- 76 測
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木器一黄表

掲戟図 出上 計測最大値(mm) 整理
番号 ・遺物 遺構名・陪位 時代 器種 樹 種 残存率 備 考
番号 地区 長（径 幅（長 厚 番号

80 18R 溝122 中世 札 192 66 6 22- 77 

81 188 講122 中世 角材 16 l l 7 1.9 22- 78 

82 18R 溝122 中世 丸棒 73 31 24 22- 79両端加工

83 378-11'65 lBR 溝122 中世 札 156 23 7スキ 完形 15- 80小孔あり 測

84 lBR 溝122 中世 小角材 152 24 11 一部 22- 81 

85 18R 溝122 中世 札 172 23 6 一部 22- 82 

86 18R 溝122 中世 札 209 140 2 一部 22- 83 

87 18R 溝122 中世 札 121 47 4ツガ屈の一種 15- 84小孔あり 測

88 378~W52 18R 溝122 中世 円板 68 31 6スギ 1/2 15- 85 測

89 18R 溝122 中世 曲物？ 99 35 3 22- 86一部縦ケビキ

90 18R 溝122 中世 札 313 21 5 21- 87 

91 378-W64 18R 溝122 中世 加工板 220 19 7 小欠損 6- 88小孔あり 測

92 18R 溝122 中世札 195 16 2 一部 18- 89 

93 18R 碑122 中世札 89 15 2 一部 19-- 90 

94 lBR 欝122 中世 箆？ 118 28 11 一部 6- 91 測

95 18R 溝122 中世札 116 26 2 一部 18- 92 

96 381-WlOO 18R 溝122 中世椀 74 底部 6- 93赤うるし 測

97 381-W107 18R 溝122 中世椀 87 底部 33- 94黒うるし 測

98 18R 溝122 中世椀 79 底1/4 6- 95赤うるし 測

99 18R 洞122 中世 椀 68 8 底部 19- 96 

100 18R 溝122 中世 椀 69 27 6 底部 18- 97赤うるし

101 ISR 溝122 中世椀 12 71 5 底部 18- 98黒うるし

102 18R 溝122 中世 椀 96 10 底部 19- 99 

103 18R 溝122 中世 椀 71 12 11 底部 19-- 100 

104 381-『105 18R 溝122 中世 椀 96 底部 33- 101 測

105 18R 洞122 中世 ？ 57 28 16 23- 102 

106 18R 溝122 中世椀 48 41 5 3片 23- 103 赤うるし

107 18R 碑122 中世椀 4 l 6片 18- 104 黒うるし

108 383-Wl33 17R 溝1223層 中世杭 237 73 77 一部 28- 105 

109 377-W50 溝122? 中世 塔婆 231 56 6スギ 10- 106 墨害 測

llO 377-W44 溝123? 中世 塔婆 477 42 6ヒノキ属類似種 小欠損 2- 107 塁害 測

lll 38l-W96 17U 溝1233層 中世椀 100 34 底部 33- 108 赤うるし 測

112 377-W47 17R 溝122 中世 塔婆 793 60 8ヒノキ属類似種 12- 109a 墨白 測

113 377-WSl 17R 溝122 中世 塔婆 12- 109b 墨書 測

114 26-WI 9G 井戸103第8層 古墳？ 366 47 28 スギ 12- 110 測

115 17AA 溝124 中世 杭 324 39 38 一部 25- 111 

116 400-Wl38 lOJ 池101 江戸櫛 88 22 8種ヤプツバキ類似 一部 12- 112 2片 測

117 400ー胃136 lOJ 池101 江戸 椀 136 49 底部 33- 113 赤うるし 測

118 400-『137 lOJ 池101 江戸 杓子 120 100 8クリ 皿蔀完 4- 114 測．

119 400ー冒135 lOJ 池101 江戸椀 6片 33- 115 赤うるし 測
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百間）I! 米田遺跡3

掲戚図 出士 計測最大値(mm) 整理

番号 ・遠物 遺構名・層位 時代 器種 樹 種 残存率 備 考

番号 地区 長（径 幅（長 厚 番号

120 13H 井戸121下贋 室町 小角材 85 39 2 一部 26- 116 

121- 377-¥1'49 16W 溝123 中世 塔婆 212 55 6スギ 9- 117 盤揖 測

122 381-Wlll 16W 構123 中世椀 200 8片 33- 118 赤うるし模様浪1J

123 379-W7l 溝1232阻 中世 ？ 121 61 32 ムクノキ 2- 119 測

124 17V 溝1233焙 中世 塔婆 53 27 5 一部 23- 120 墨書

125 17V 溝1233層 中世 塔婆 45 44 5 一部 23- 120 墨書

126 17V 弱1233陪 中世 塔婆 35 17 2 一部 23- 120 小孔あり

127 377-W42 15, 16R 栂1222贋 中世 塔婆 245 61 4スギ 完形 2- 121 測

128 378-W56 15, 16R 溝1222屈 中世 円板 119 8 完形 2- 122 小孔あり 測

129 15, 16R 講1222恩 中世 札 177 16 7 一部 23- 123 

130 15, 16R 溝1222層 中世 札 91 36 5 一部 23- 124 

131 15, 16R 溝1222屈 中世 曲物 86 29 3 23- 125 縦平行ケピキ

132 15, 16R 溝1222屈。 中世 札 113 28 5 完形 2- 126 測

133 15, 16R 溝1222恩 中世 曲物 100 43 3 23- 127 縦平行ケビキ

134 15, 16R 溝1222層 中世 曲物 115 61 3 一部 23- 128 縦乎行ケピキ

135 15, 16R 溝1222恩 中世札 129 61 8 一部 2- 129 測

136 379-W69 15, l6R 構1222階 中世 柄 171 34 24 マツ属の一種 完形 2- 130 鉄身一部存 測

137 16, 17R 溝1223層 中世 椀 9片 33- 131 赤うるし 測

138 381-Wll□ 16, 17R 溝1223屈 中世 椀 201 1/8 5- 132 赤うるし 測

139 382-Wl20 16,17R 洞1223屈 中世 杓子 196 56 21 広葉樹（散孔材） 5- 133 測

140 379渭85 16,17R 洞1223層 中世 札 138 37 9スギ 7- 134 小孔あり 測

141 16, 17R 溝1223屈 中世 小角材 84 20 11 一部 16- 135 

142 16, 17R 溝1223屈 中世 札 131 29 3 頭部片 5- 136 測

143 382-Wl28 16,17R 溝1223層 中世 毬 45 43 37 マツ属の一種 一部欠 7- 137 測

144 378-W58 18R 溝1223層 中世 円板 137 129 5 完形 5- 138 測

145 18R 溝1223層 中世 札 198 26 3 一部 7- 139 測

146 18R 溝1223陪 中世 曲物 39 35 2 砕板片 16- 140 縦方向平行毛引

147 18R 講1223陪 中世 札 129 39 3 一部 16- 141 

148 18R 爵1223屈 中世 杓子把手 130 23 20 一部 8- 142 測

149 390-W94 16, 17R 構1223 中世 草履状 87 32 3スギ 頭部片 8- 143 測

150 16, 17R 溝1223眉 中世 札 120 26 2 一部 16- 144 

151 16, l 7R 溝1223層 中世 札 103 37 4 
頭部 8- 145 測
1/2 

152 381-Wll2 16, 17R 溝1223屈 中世 椀 84 底部 33- 146 赤うるし 測

153 379-WSl 16, 17R 溝1223屈 中世 竹箆 189 23 5タケ亜科の一種
1/2 8- 147 測
以上

154 380-W95 16, 17R 溝1223焙 中世 草履状 131 38 2 8- 148 150と接合 測

155 16,17R 溝1223庖 中世 札 165 18 4 頭部片 5- 149 測

156 16, 17R 溝1223屈 中世 草履状 124 30 4 頭部片 8- 150 148と接合 測

157 19R 碑1223思 中世 札 237 21 4 一部欠 8- 151 測

158 382-Wl24 19R 欝1223麿 中世 刀形 241 26 4 完形 8- 152 測

159 382-Wl29 19R 洞1223屈 中世 毬 34 27 28 26- 153 
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木器一覧表

掲載図 出土 計測最大値(mm) 整理
番号 、遺物 遺構名・陪位 時代 器種 樹 種 残存率 備 考
番号 地区 長（径 幅（長 厚 番号

160 382-Wl27 19R 溝1223層 中世 毬杖 122 23 21 種カキノキ属の一 9- 154 測

161 14, 15R 溝1223麿 中世？ 108 13 ， 26- 155 

162 14,lSR 溝1223層 中世 加工板材 130 23 5 1/2 9- 156 小孔あり 測

163 14, lSR 溝1223層 中世札 182 49 7 26- 157 

164 14, 15R 溝1223層 中世 加工板材 132 23 7 1/2 9- 158 小孔あり 測

165 279-W73 14, 15R 溝1223層 中世 折敷脚 158 44 16 マツ属の一種 完形 9- 159 測

166 377-W45 17S 溝123 中世 塔婆 579 38 15エノキ属の一種 完形 9- 160 墨白 測

167 377-W79 17S 溝123 中世 加工板材 227 20 7 一部欠 9-- 161 小孔加工あり測

168 379舟77 17S 溝123 中世 加工板材 228 20 6 完形 9- 162 小孔 測

169 17S 溝123 中世 加工板材 216 25 6スギ 完形 3- 163 165と同大 測

170 382-Wl21 17S 溝123 中世 杓子 344 41 広葉樹（散孔材） 一部欠 3- 164 測

171 379-W78 17S 溝123 中世 ？ 213 23 6 完形 3- 165 小孔あり 測

172 379-W76 17S 溝123 中世札 215 31 6 一部欠 3- 166 小孔あり 測

173 378-W57 15-17俎 溝124 中世 円板 123 8 小欠損 3- 167 測

174 380-W90 15~17M 溝124 中世 下駄 210 75 23 ヒノキ属の一種 台部完 3- 168 測

175 380-W89 15-17AA 碑124 中世 下駄 168 89 35 ヒノキ屈の一種 一部欠 3- 169 測

mi 382渭125 15-17AA 憚124 中世 杓子状 179 48 7 I:: ノキ属の一種 3- 170 測

177 378-W66 15-17AA 溝124 中世 ？ 189 21 8 1- 171 測

178 383-Wl31 15-17M 溝124 中世 杷手 230 17 17 スギ 1- 172 測

179 383-Wl32 15-17AA 溝124 中世 建築材 96 198 マツ屈の一種 38- 173 測

180 15-17AA 溝124 中世板 121 74 5 一部 18- 174 

181 15-17AA 溝124 中世 曲物 86 118 4 1- 175 小孔縦毛引測

182 15-17AA 溝124 中世 ？ 96 12 6 18- 176 棒状先尖る

183 379-W74 15-17M 栂124 中世 ？ 118 24 8 1- 177 測

184 15~17い 溝124 中世椀 78 28 11 底蔀 18- 178 赤うるし

185 15-17AA 溝124 中世札 170 28 5 18- 179 

186 17U 溝123 中世板 314 86 5 20- 180 

187 381-Wll9 17U 洞123 中世箸 210 6 小欠損 1- 181 測

188 17U 溝123 中世 札 14 38 2 一部 18- 182 

189 l7U 溝123 中世 椀 84 36 10 底部 18- 183 1/2 

190 17U 溝123 中世 曲物 200 34 3 一部 18- 184 縦平行ケビキ

191 17U 洞123 中世札 103 22 4 一部 18~ 185 

192 379-ー附80 17V 溝123 中世 札？ 198 57 5スギ 一部 1- 186 測

193 l7V 濡123 中世札 216 43 7 一部 26- 187 

194 17V 溝123 中世 板材 290 43 5スギ 9- 188 小孔あり 測

195 17V 溝123 中世 札 145 61 5 一部 2&- 189 

196 17V 溝123 中世札 46 22 3 26- 190 小孔あり

197 ITV 溝123 中世 板材 289 50 5 4.- 191 小孔あり 測

198 377一胃46 17T 溝123 中世 塔婆 645 6S 5 2- 192 墨由 測

199 17T 潤：123 中世 札 109 30 5 小欠損 !}-- 193 小孔あり 測
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百問川米田遺跡3

掲載図 出土 計測最大値(!lllll) 整理
番号 ・遺物 遺構名・層位 時代 器種 樹 種 残存率 備 考

番号 地区 長（径 幅（長 厚 番号

200 17T 溝123 中世椀 約70 34 底部 18- 194 赤うるし

201 17T 洞123 中世札 164 16 3 26- 195 小孔あり

202 17T 溝123 中世札 274 32 4 1- 196 2片 測

203 17T 溝123 中世椀 12 底部 21- 197 3片

204 17T 溝123 中世 曲物 33 20 l 一部 18- 198 縦平行ケビキ

205 17↑ 栂123 中世札 40 32 2 一部 18- 189 

206 378-『68 17T 欝123 中世 小板材 104 40 12スギ 一部 1- 200 測

207 17T 欝123 中世 小板材 56 43 4 一部 18- 201 

208 378-W67 17R 溝122第2層 中世 札？ 117 42 7 一部 8- 202 測

209 17R 溝122第2層 中世札 83 7 5 一部 16- 203 

210 17R 濶122第2層 中世 有頭棒 37 17 18ヒノキ属の一種 一部 8- 204 洞

211 17R 碑122第2層 中世 ？ 46 26 3 16- 205 

212 17R 溝122第2層 中世 加工板材 81 106 7 モクレン属の一
種

8- 206 渕

213 379-W72 17R 溝122第2屈 中世 小角棒 135 21 16クリ 完形 8- 207 くさび形 測

214 17R 溝122第2陪 中世 札 84 27 2 完形 8- 208 測

215 17R 溝122第2層 中世 椀 67 27 ， 一部 8- 209 体部

216 17R 溝122第 2層 中世 曲物 21- 210 結節部 測

217 17R 溝122第 2層 中世 札 44 18 1 一部 16- 211 

218 17R 溝122第 2層 中世 札 57 24 2 一部 16- 212 

219 17R 溝122第 2層 中世 椀 45 49 6 一部 16- 213 赤うるし

220 18R 溝122第 3層 中世 札 102 22 3 一部 16- 214 

221 382Wl23 18R 爵122第 3層 中世 有頭棒 56 19 21 ヤナギ属の一種 一部 8- 215 人頭？ 測

222 18R 蒋122第3屈 中世 札 33 26 3 一部 8- 216 測

223 lBR 器122第3用 中世 加工板材 107 37 11 一部 16- 217 

224 18R 溝122第3屑 中世 札 165 11 2 一部 16- 218 

225 18R 溝122第3層 中世 札 123 15 2 一部 16- 219 

226 16R 構122第2層 中世 加工板材 188 45 8 一部 16- 220 

227 16R 溝122第2隋 中世 椀 67 34 6 一部 16- 221 赤うるし

228 16R 溝122第 2層 中世 札 104 38 4 頭部片 8- 222 測

229 16R 溝122第2層 中世 火付木？ 99 17 15 マツ属の一種 一部 8- 223 測

230 16R 溝122第2層 中世 札 54 30 6 一部 3- 224 測

231 16R 溝122第2層 中世 ？ 116 31 6 17- 225 

232 16R 溝122第2層 中世 札 99 17 1 一部 19-- 226 

233 16R 溝122第2層 中世 札 46 20 5 25- 227 小孔あり

234 16R 溝122第 2層 中世 札 49 21 1 一部 3- 228 測

235 16R 溝122第 2層 中世 札 99 18 1 一部 19- 229 

236 16R 欝122第 2層 中世 札 121 25 3 小欠損 13- 230 測

237 17S附 爵123 中世 札 119 14 6 一部 19- 231 

238 17SW 碑123 中世 椀 78 20 8 一部 19- 232 赤うるし

239 12N 井戸130 鎌倉 板材 557 60 5 19- 233 
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木器一覧表

掲載図 出士 計測最大値(mm) 整理
番号 ・遺物 遺構名・層位 時代 器種 樹 種 残存率 備 考
番号 地区 長（径 幅（長 厚 番号

240 377-W48 16W 溝123 中世 塔婆 スギ 14- 234 墨臼 測

241 275-Wl9 16P,Q 井戸139 室町 桶枠板 116 61 11スギ 13- 236 測

242 16P,Q 井戸139 室町 札 104 17 4 一部 25- 237 

243 271-W13 16Q 井戸135 鎌倉 円板？ 149 29 7 一部 7- 238 

244 277-W21 18Q 井戸140 乎安 斎串 166 16 2 完形 13- 239 測

245 248-WlO 13J 井戸121 室町 円板 完形 7- 240 測

246 20S 井戸141 室町 椀 43 底1/3 7- 241 赤うるし 測

247 281-W24 20S 井戸141 室町 椀 151 7 カツラ 底完存 33- 242 赤うるし 測

248 281-W28 20S 井戸141 室町 円板 88 80 5 完形 5- 243 測

249 281-W30 20S 井戸141 室町 円板 107 104 4 完形 5- 244 測

250 281-W33 20S 井戸141 室町 円板 114 111 7 完形 7- 245 測

251 20S 井戸141 室町 椀 39 13 4 一部 16- 246 赤うるし

252 20S 井戸141 室町 札 81 25 2 一部 16- 247 

253 20S 井戸141 室町 札 65 21 1 一部 16- 248 

254 20,21S 溝125 中世 円板 259 51 10 1::: ノキ屈類似種 一部 5- 249 小孔あり 測

255 20,21S 溝125 中世 札 171 19 7 17- 250 

256 20,21S 溝125 中世 札 90 27 3 16- 251 

257 20.21S 溝125 中世 曲物 14 61 3 枠板片 16- 252 縦平行ケビキ

258 2□,21S 溝125 中世 小板材 139 22 ， 16- 253 

259 20,21S 潤125 中世 札 125 26 2 16- 254 

260 20,21S 濶125 中世 札 33 21 4 16- 255 

261 20,21S 溝125 中世 札 180 31 5 4- 256 3片小孔 測

262 378-W53 20S 井戸141(外） 室町 円板 126 103 8 小欠損 1- 257 溝122出士？測

263 20R 溝122凹地 中世 ？ 57 41 4 4- 258 測

264 20R 溝122凹地 中世 ？ 101 55 10 20- 259 

265 20R 溝122石組み 中世 角材 159 66 56 4- 260 先をとがらす測

266 20R 溝122凹地 中世 札 68 22 2 一部 25- 261 

267 20R 溝122凹地 中世 曲物 64 18 4 25- 262 縦平行ケビキ

268 20R 洞122凹地 中世 札 45 29 2 一部 20- 263 

269 20R 溝122凹地 中世 札 93 15 2 一部 20~ 264 

270 20R 溝122凹地 中世 札 79 17 1 一郎 20- 265 

271 20R 溝122凹地 中世 ？ 174 36 18 4- 266 測

272 20S 井戸141 室町 札 l祁 56 5 一蔀 26- 267 

273 20S 井戸141 室町 札 176 44 8 26- 268 

274 20S 井戸141 室町 札 90 25 3 26- 269 

275 20S 井戸141 室町 容器？ 168 24マツ属の一種 26- 270 測

276 19S 溝122下層 中世 札 122 29 7 9- 271 小孔あり 測

277 19S 溝122下層 中世 椀 底部 9- 272 赤うるし 測

278 19S 溝122下層 中世 札 100 18 5 26- 273 

279 378-'/197 19S 溝122下層 中世 椀 71 1/2 33- 274 測
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百間川米田遺跡3

掲載図 出土 計測最大値(l!llll) 整理
番号 ・遺物 遺構名・陪位 時代 器種 樹 種 残打率 備 考
番号 地区 長（径 幅（長 厚 番号

280 378-W60 19S 洞122下層 中世 円板 134 73 8 1/2 9- 275 測

281 19S 溝122下層 中世札 125 33 4 21- 276 

282 19S 溝122下屈 中世札 155 32 3 26- 277 小孔あり

283 19S 溝122下層 中世札 123 36 5 26- 278 

284 19S 碑122下層 中世椀 68 11 底半分 26- 279 

285 19S 欝122下層 中世 曲物 123 30 4 21- 280 縦平行ケビキ

286 19S 溝122下屈 中世 椀 10 21- 281 3片赤うるし

287 195 溝122下層 中世札 238 19 1 17- 282 

288 381-W99 20S 講122最下屈凹地 中世 椀 75 ロ縁片 1- 283 赤・黒うるし測

289 20S 弱122最下屈凹地 中世札 101 22 3 一部 20- 284 

290 20S 溝122最下屈凹地 中世札 84 12 4 一部 20- 285 

291 20S 碑122最下屈凹地 中世 椀 29 18 4 一部 20- 286 赤うるし

292 20S 構122最下層凹地 中世札 106 18 3 25- 287 

293 20S 洞122最下屈凹地 中世 円板 80 40 5 1/4 20- 288 

294 379-W83 20S 溝122凹地上屈 中世 ？ 80 19 7 1- 289 小孔あり 測

295 20S 講122凹地上恩 中世札 lll 10 3 20- 290 

296 20S 溝122凹地上麿 中世札 102 11 4 20- 291 

297 20S 溝122凹地上屈 中世札 42 19 l 20- 292 

298 21T 欝125 中世札 102 46 3 20- 293 2片

299 281-『37 20S 井戸141(外） 室町 円板 83 4 完形 1- 294 測

300 20S 井戸141(外） 室町？ 111 13 7 25- 295 

301 20S 井戸141(外） 室町札 33 14 2 一部 20- 296 

302 20S 井戸141(外） 室町 札 55 39 4 一部 20- 297 

303 20S 井戸141(外） 室町 曲物 66 21 3 20- 298 縦平行ケビキ

304 20S 井戸141(外） 室町 ？ 210 43 6 1- 299 小孔あり 測

305 19S 溝122中層 中世 札 33 34 3 20- 300 

306 379—附75 19S 溝122中層 中世 ？ 28 56 4 1- 301 測

307 19S 建物166柱穴4 中世 札 52 35 7 頭部片 6- 302 小孔あり 測

308 20S 弱122最下図 中世 札 131 29 3 一部 19- 303 

309 20S 溝122最下屈 中世 札 96 23 4 一部 19- 304 

310 20S 溝122最下層 中世 箸 76 6 4 一部 19- 305 

311 21S 溝122張出貝陪中 中世 杓？ 191 22 15 19- 306 

312 19-21R,S 溝122 中世 札先 111 23 5スギ 6 307 先をとがらす測

313 19--21R,S 溝122 中世 札 177 36 5 小欠損 6- 308 測

314 19"-"21R,S 栂122 中世 札 114 24 4 19- 309 

315 19-21R,S 溝122 中世 小角棒 172 25 12 17- 310 

316 20S 溝122 中世 火付木？ 181 15 6 6- 311 測

317 20S 謂122 中世 小角棒 256 19 16 6- 312 測

318 20S 溝122 中世 札 112 27 5 19- 313 

319 20S 溝122 中世 札 212 47 4 6- 314 2片小孔測
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木器一覧表

掲載図 出土 計測最大値(mm) 整理
番号 ・遺物 遺構名層位 時代 器種 樹 種 残存率 備 考
番号 地区 長（径 幅（長 厚 番号

320 379-W82 20S 洞122 中世 ？ 231 17 6 完形 13- 315 小孔あり 測

321 20S 溝122 中世札 111 30 3 25- 316 

322 381-WUB 20S 溝122 中世箸 178 8 ヒノキ属類似種 13- 317 測

323 20S 溝122 中世札 69 35 2 25- 318 

324 20S 溝122 中世札 59 27 l 25- 319 

325 20S 溝122 中世札 137 16 l 25- 320 

326 20,21s 溝125 中世椀 5 25- 321 赤うるし

327 20,21S 溝125 中世椀 7 25- 322 赤うるし

328 20S 構122下層 中世 ？ 65 47 37 24- 323 

329 20S 溝122下層 中世札 142 25 6 25- 324 

330 20S 溝122 中世椀 不明 24- 325 

331 20$ 溝122 中世椀 6 24- 326 

332 378-W55 20S 溝122 中世 円板 120 52 5スギ 1/2 13- 327 測

333 20S 溝122 中世札 67 31 6 1/4 17- 328 

334 20S 溝122 中世 円板 61 31 4 1/8 24- 329 

335 20S 溝122 中世板 215 91 8 17- 33□ 

336 20S 溝122 中世椀 16 底部 24- 331 

337 20S 溝122 中世 丸棒 83 16 16 一部 24- 332 小孔あり

338 溝122? 中世板 314 18 12 4- 333 

339 溝122? 中世 ？ 191 76 28 21- 334 

340 溝122? 中世 丸棒 231 14 13 24~ 335 2片

341 19-21R,S 溝122? 中世 枠板 88 41 12スギ 15- 336 測

342 溝122? 中世札 63 24 4 一部 21- 337 

343 20S 井戸141(外） 室町 曲物 81 41 4 一部 21- 338 縦平行ケビ寺

344 20S 井戸141(外） 室町札 105 21 7 一部 21- 339 

345 20S 井戸141(外） 室町札 97 13 7 一部 21- 340 

346 281-W38 20S 井戸141(外） 室町 札？ 134 23 4 一部 15- 341 測

347 20S 井戸141(外） 室町札 93 21 2 21- 342 

348 20S 井戸141C外） 室町 曲物 93 27 3 21- 343 格子ケビキ

349 20S 井戸141C外） 室町 円板 129 31 5 1/2 21- 344 

350 20S 井戸141(外） 室町札 67 22 3 21- 345 

351 20S 井戸141C外） 室町札 62 14 6 _21- 346 

352 2DS 井戸141(外） 室町 曲物 79 23 4 21- 347 縦平行ケビキ

353 20S 井戸141C外） 室町札 67 ll 3 21- 348 

354 20S 井戸141(外） 室町札 127 12 4 24- 349 

355 20S 井戸141C外） 室町 円板 127 30 4 1/4 24- 350 

356 20S 溝122 中世 円板 121 52 ， 1/2 24- 351 

357 20S 溝122 中世椀 76 17 12 底部 24- 352 

358 20S 溝122 中世 下駄？ 60 54 22 歯か 24- 353 

359 20S 溝122 中世 角棒 295 27 16スギ 11- 354 小孔あり 測
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百問川米田遺跡3

掲載図 出土 計測最大値（四） 整理
番号 ・遺物 遺構名・層位 時代 器種 樹 種 残存率 備 考
番号 地区 長（径 幅（長 厚 番号

360 20S 溝122 中世札 189 42 3 16- 355 

361 20S 溝122 中世 札 129 50 7スキ 一部 11- 356 小孔あり 測

362 20S 溝122 中世札 59 21 6 一部 16- 357 

363 379-W84 20S 溝122 中世 角棒 145 12 10 11- 358 測

364 20S 溝122 中世札 69 16 1 16- 359 

365 溝122? 中世 札 71 14 1 一部 16- 360 

366 溝122? 中世 角材 361 建築材

367 20S 井戸141(外） 室町札 75 55 3 24- 362 

368 20S 井戸141(外） 室町札 40 39 4 24- 362 

369 20S 井戸141C外） 室町札 32 “ 4 24- 362 

370 20S 溝122凹地 中世札 72 16 2 16- 363 

371 20S 溝層122中央上手下 中世札 108 44 3 16- 364 

372 20S 溝層122中央士手下 中世 ？ 132 47 13 25- 385 

373 382-Wl22 18R 溝1223層 中世 杓子状 280 64 9フジキ属類似種 12- 366 6片 測

374 381-Wl09 13-15R 溝1222, 3層 中世 椀 84 クリ 12- 367 4片 測

375 380-W91 17R 溝122中央±城 中世 下駄 184 53 50 サカキ 2/3 13- 368 測

376 381-W98 17R 溝122中央土披 中世 椀 67 オニダルミ 底完存 33- 369 赤うる L 測

377 381-Wll5 13-15R 溝1222, 3層 中世 椀 80 クリ 底完存 33- 370 赤うるし 測

378 llJ 井戸118掘り方 奈良 曲物 46 35 3 19- 371 格子ケピキ

379 155-W7 llJ 井戸118井筒内 奈良 箸 156 6 ヒノキ属類似種 4/5 6- 372 測

380 155舟8 ,llJ 井戸118井筒内 奈良？ 162 8 6 小欠損 6- 373 測

381 llJ 井戸ll8井筒内 奈良 曲物 374 

382 llJ 井戸118井筒内 奈良 曲物 81 18 3 19- 375 

383 llJ 井戸118井箇内 奈良 曲物 58 19 3 19- 376 

384 llJ 井戸118井筒内 奈良 円板 39 18 4 19- 377 一部分

385 155-W9 llJ 井戸118井筒内 奈良 杓子状 212 84 10 ヒノキ属の一種 小欠損 6- 378 測

386 llJ 井戸118井筒内 奈良 曲物 64 25 3 小片 19- 379 縦平行ケビキ

387 381-Wl02 19-21R,S 構122 中世 椀 78 クリ 4/5 38- 380 赤うるし 測

388 400-Wl39 IOJ 池101 江戸 下駄 237 84 22 マツ属の一種 小欠損 28- 381 測

389 381-Wll6 16R 溝1222層 中世 椀 90 ト、チノキ 1/2 37- 382a 黒うるし 測

390 381-Wl06 19-21R,S 溝1223屈 中世 椀 156 100 クリ類似種 完形 37- 383 測

391 13P 井戸136掘り方 室町 柄 289 14 13 ヒノキ属の一種 身部欠 29- 384 丸棒状 測

392 13P 井戸136掘り方 室町 円板？ 138 22 ， 小片 29- 385 穿孔あり 測

393 13P 井戸136掘り方 室町 小板材 147 22 6 1/2 32- 386 

394 13P 井戸136掘り方 室町 板材 91 77 11 小片 32- 387 

395 12N 井戸130 鎌倉 建築材 379 61 39 部分 29- 388 測

396 14N 井戸132掘り方 室町 円板 166 78 ， 1/2 29- 389 測

397 141~ 井戸132掘り方 室町 柄 15 32 32 マツ屈の一種 1/2 29- 390 測

398 14i'l 井戸132掘り方 室町 札 141 22 4 小欠損 30- 391 

399 141'1 井戸132掘り方 室町 札 65 18 5 頭部 31- 392 
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木器一覧表

掲載図 出土 計渕最大値(mm) 整理

番号 ・遺物 遠構名・陪位 時代 器種 樹 種 残存率 備 考

番号 地区 長（径 幅（長 厚 番号

400 14,'l 井戸132掘り方 室町 枠木 199 19 17 小欠損 2~ 393 両端を削る 測

401 l心i 井戸132掘りカ 室町 板材 244 54 6 部分 31- 394 

402 l4N 井戸132掘り方 室町 角材 178 28 30 部分 30- 395 

403 14N 井戸132掘り方 室町 建築材 218 74 44 部分 30- 396 

404 14N 井戸132掘り方 室町 大形札 220 46 6 部分 30- 397 

405 14N 井戸132掘り方 室町 杓子 120 34 18 部分 31- 398 柄付根

406 14N 井戸132掘り方 室町 折敷 188 92 4スギ 1/2 29--- 399 釘穴あり 測

407 14N 井戸132掘り方 室町 板材 269 56 15 部分 31- 400 

408 14N 井戸132掘り方 室町？ 120 46 14 部分 29- 401 鎌形側面穿孔測

409 14N 井戸132掘り方 室町札 173 38 3スギ 一部欠 29- 402 頭三角 棚

410 13N 井戸129 鎌倉 板材 216 244 42 一部 30- 403 

411 13N 井戸129 鎌倉？ 135 86 36 一部 30- 404 穿孔あり

412 13N 井戸129 鎌倉札 106 42 4 一部 31- 405 

413 13N 井戸129 鎌倉札 163 19 5 一部 29- 406 裸J

414 13N 井戸129 鎌倉 板材 264 46 5 一部 31- 407 

415 13N 井戸129 鎌倉 板材 426 36 7 一部 31- 408 

416 13N 井戸129 鎌倉 板材 331 38 5 一部 31- 409 

417 13N 井戸129 鎌倉 板材 431 50 7 一部 31- 410 

418 13N 井戸129 鎌倉 板材 479 107 11 一部 30- 411 

419 13N 井戸129 鎌倉？ 366 194 26クスノキ 完形 29~ 412 方形穿孔 測

420 13N 井戸129 鎌倉 小角材 131 27 19 一部 30- 413 切傷あり

421 13N 井戸129 鎌倉 板材 358 70 15 一部 31- 414 穿孔あり

422 13N 井戸129 平安箸 223 6 5 完形 29- 415 測

423 13N 井戸126 平安箸 119 8 8 1/2 29- 416 測

424 13N 井戸126 平安 箸？ 57 6 3 1/4 30- 417 先端部

425 160 井戸135北ー 2 鎌倉 角材 146 65 32 部分 30- 418 

426 13N 井戸131 平安 刀形？ 202 19 6スギ 一部欠 29- 419 測

427 14L,M ±城128 弥生梯 761 169 54種イチジク属類似 二段分 420 

428 273-Wl8 15P 井戸137 鎌倉 曲物 203 106 3ヒノキ属の一種 完形 421 壊れている

429 13N 井戸127 鎌倉 板材 236 126 25 一部 29- 422 方形穿孔 測

430 13N 井戸127 鎌倉 小角棒 284 26 13 一部欠 32- 423 両端を薄く削る

431 13M 井戸125 鎌倉 箆？ 150 11 4 先端部 32- 424 先を尖らせる

ぷ32 13M 井戸125 鎌倉札 98 19 4 一部 32- 425 

433 13N 井戸130 鎌倉 板材 82 31 17 一部 32- 426 

434 13N 井戸130 鎌倉 角材 163 39 48 一部 32- 427 

435 13N 井戸130 鎌倉 角材 96 47 27 一部 32- 428 

436 13N 井戸130 鎌倉 小角捧 289 16 10 一部 29- 429 不整な削り 測

437 13N 井戸130 鎌倉 小角棒 155 ， 6 一部 32~ 430 

438 13N 井戸130 鎌倉 曲物 181 32 3 一部 32- 431 縦平行ケビキ

439 13N 井戸130 鎌倉 曲物 252 38 4 一部 32- 432 一蔀格子目毛引
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百問川米田遺跡3

掲蔽図 出土

番号 ・遺物
番号 地区

440 13N 

441 13N 

仕2 13N 

は3 13N 

444 13N 

445 13N 

446 13N 

447 13N 

448 13N 

449 13N 

450 151 

451 53-W4 151 

452 151 

453 271-W17 16N,O 

454 30-W2 9G 

455 400-Wl34 lOJ 

456 155-W6 llJ 

457 281-W36 20S 

458 381-Wl04 20S 

459 381-W108 20S 

460 20S 

461 281-W31 20S 

462 281-W32 20S 

463 20S 

464 379-W70 20S 

465 20S 

466 281-W35 20S 

467 281-W34 20S 

468 380-W87 

469 380-W92 20S 

470 281-W25 20S 

471 28l~Wl03 20S 

472 20S 

473 20S 

474 20S 

475 20,21S 

476 20S 

477 382-W126 20S 

478 20S 

479 378-W61 20S 

遺構名層位 時代 器種

井戸130 鎌倉 角材

井戸130 鎌倉 板材

井戸130 鎌倉札

井戸130 鎌倉 大形札

井戸130 鎌倉 薄板

井戸130 鎌倉 板材

井戸130 鎌倉 折敷？

井戸130 鎌倉 板材

井戸130 鎌倉 板材

井戸130 鎌倉 板材

井戸114掘り方 古墳 鋤？

井戸114 古墳 側板

井戸114 古墳 側板

井戸135東 録倉？

井戸103 古墳臼

池101 江戸 椀

井戸118井筒内 奈良 櫛

井戸141 室町 下駄

溝122 中世 椀

欝122 中世 椀

濫122凹地内 中世 札

井戸141 室町 円板

井戸141 室町 円板

井戸141 室町 建築材

欝122凹地最下層 中世 編具

井戸141 室町 円板

井戸141 室町 円板

井戸141 室町 円板

溝122下層 中世 下駄

溝122 中世 下駄

井戸141 室町 椀

溝122凹地最下厖 中世 椀

爵122 中世 椀

↓ 溝122下屈 中世 椀

溝125貝層中 中世 札

溝125 中世 椀

碑122下層 中世 札

爵122 中世 杓子状

欝122凹地上眉 中世 曲物

溝122 中世 円板

計測最大値(mm) 整理
樹 種 残存率 備 考

長（径 幅（長 居 番号

28 40 29 一部 32- 433 ほぞ作出し

326 51 3 一部 32- 434 

113 40 6 一部 32- 435 

ヒノキ屈の一種 一部 29- 436 切梃 測

134 43 2 一部 32- 437 

131 31 20 一部 29- 438 穿孔切込 測

126 58 3 一部 29-— 439 測

164 45 19 一部 32- 440 穿孔

115 45 14 一部 32- 441 穿孔

245 42 3 一部 32- 442 

一部 443 測

1205 585 52モミ属の一種 444 船材？ 測

445 船材？

497 71 30 33~ 446 

490 393 マツ屈 447 測

108 39 448 測

38 35 7 449 測

137 47 67 モ~ミ 歯一部 28- 450 測

70 クリ 一部 35- 451 測

89 クリ 1/2 36- 452 測

102 33 2スギ 頭部片 453 測

117 109 9スギ 完存 35- 454 測

111 101 7スギ 完存 36- 455 測

151 58 35 モミ 一部 456 測

121 42_ 26 サワフタギ 一部欠 36- 457 測

130 7スギ 完存 458 測

142 129 11スギ 完存 459 測

122 133 7スギ 完存 36- 460 測

202 83 20 ヒノキ 一部欠 35~ 461 測

192 54 24 マッ 1/4 36~ 462 測

91 シイノキ 一部欠 35- 463 測

144 60 クリ 2/3 28- 464 測

85 広葉固 底部半 465 測

クリ 底部片 466 測

179 43 5スギ 一部 467 測

74 クリ 破片 34- 468 測

53 29 4ヒノキ 頭部片 469 測

182 61 7モミ 一部欠 35- 470 測

220 88 3スギ 一部 471 測

199 60 7スギ 1/5 35- 472 測
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石器一覧表

掲・載遺物図
出土 計測最大値(mm) 整理

番号 遺構名・陪位 時代 器種 樹 種 残存率 備 考

番号 地区 長（径 幅（長 厚 番号

480 20S 溝122 中世 加工材 183 48 10ヒノキ 一部 473 測

481 281ーり29 20S 井戸141 室町 円板 95 90 7スギ 完存 36- 474 測

祁2 281-W27 20S 井戸141 室町 椀 72 クリ 2/3 28- 475 測

483 378—胃63 20S 溝122 中世 加工板材 347 30 5ヒノキ 一部 34- 476 両端小孔 測

484 38壻3 14G 井戸107第 7陪 古墳 鋤柄 706 56 25 アカガシ亜属 3/4 34- 477・ 測

485 377-W39 20R 溝122凹地内 室町 呪符 122 21 3 完存 478 墨書 測

486 160 P455 中世 柱根 196 290 先が尖がる 測

488 130 P 2 7 0 鎌倉 柱根 87 253 マツ屈の一種 先が尖がる 測

489 16Q P67 中世 柱根 117 172 マツ属の一種 先が尖がる 測

490 381-Wll4 16R 溝1222層 中世 椀 1/2 測

491 275渭20 19P,Q 井戸139 室町 円板 163 61 16マツ属の一種 1/3 

石器一覧表

掲載図 出土 計測最大値(mm) 重量
番号 ・遺物 遺構名・層位 時代 器種 型式 材 質 残存率 備考
番号 地区 長 幅 厚 (g) 

l 16 P,Q 爵lll, 112 ? 古墳 錘？ I 44 37 5 23 54 8 （花尚岩） 完形 両端打欠

2 151-S33 12F,G 用水路（溝101上部） 不明錘 I 70 62 34 205 l 巨晶花岡岩 完形

3 151-S30 13 F 溝101上部士器溜り下層 古墳錘 Il 83 74 66 644 4 斑槻岩 完形

4 151-S31 13 F 講101中央トレンチ 古墳錘 D 75 5 52 5 43.5 184 8 ? 完形 表面剥離

5 37-S3 13 G 井戸107J:. 層 古墳錘 D 39 33 23 39 8 安山岩 完形

6 151-S29 11 F_ 講101上部土器溜り下層 古墳錘 I 103 63 5 44.5 326.7 安山岩 小欠損 片に面打撃中央蔀

7 151-S32 12 F 用水路（洞101上部） 不明錘 Il 68.5 54 5 42.5 236 0 石英斑岩 完形

8 347-S38 17, 18 R 溝1222陪 中世錘 D 62 5 56 39.5 182 1 流紋岩 完形

， 14 L ±城156 室町錘 I 64 5 52 38 177 8 （花固岩） 完形

10 11,12 L 落ち込み101 古墳錘 n 79 5 82 5 56.5 532 4 （花固岩） 完形

11 10, 11 L 溝lll 古墳錘 I 94 87 5 42 495.8 閃緑岩 完形 周緑に敲打

12 15.16 Q 溝112 古墳錘 ill 77 5 56 5 39 250.0 花岡斑岩 完形 周部敲囲打と中央

13 15,16K,L 溝105下層 弥牛鏃 36.5 14.5 4.5 2.5 サヌカイト 小欠損

14 包含屈 不明鏃 2L 5 17 3.5 1.0 サヌカイト 小欠損

15 15 H P 5 4 9 不明鏃 15.5 14 5 2.5 0.6 サヌカイト 先端欠

16 151-S23 13 F 溝101上部土器溜り下層 弥生鏃 ll 26 5 12 4 1.1 サヌカイト 小欠損

17 120-SlO 15 G,H 洞102下陪 弥生鏃 n 28 18 5 4 2.1 サヌカイト 完形

18 120-S9 14 G 溝102上陪 弥生鏃 I 24.5 17 3.5 1.3 サヌカイト 完形

19 151-S24 13 F 洞101上部士器溜り下層 弥生鏃 Il 25 15 5 4.5 1.2 サヌカイト 完形

20 15l-S25 9 E 溝101上部土器溜り下層 弥生鏃 旧？ 24 5 10 3.5 0.9 サヌカイト 基部欠

21 80-S5 12 J 士演114 弥生 鏃 D 14.5 15 2.9 0.7 サヌカイト 3/4 

22 80-S6 12 J 土猥114 弥生 鏃 D 25 5 22 3.5 1. 7 サヌカイ 1- 小欠損

23 151-S22 11 F 溝101上部土器溜り下陪 弥生 鏃 11 22 5 15 8 2.5 0.8 サヌカイト 先端欠
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百問川米田遺跡3

掲載図 出土 計測最大値(mm) 重最
番号 ・遺物 遺構名・層位 時代 器種 型式 材 質 残存率 備考
番号 地区 長 幅 厚 (g) 

24 15 H P 5 3 6 弥生鏃 30 5 22.5 5 3.6 サヌカイト 完形

25 316-S37 17 R 土痰183 中世鏃 I 21 14.5 3 0 9 サヌカイト 小欠損

26 353-S46 17,18 R 溝122第3層 中世鏃 I ? 16 17.5 4.5 1 3 サヌカイト 2/3 

27 15,16K,L 構105J:: 層 弥生鏃 m 24 5 11 3.5 1 0 サヌカイト 先端欠

28 11-Sl 15 H 竪穴住居101中央ビ叶 弥生鏃 ［ 15 5 16 2.5 4 5 サヌカイト 完形？

29 394-S54 17.18W,X 溝132 中世 鏃 V 20 16 2 5 0.8 サヌカイト 小欠損

30 14 L P 7 9 7 弥生 鏃 II 21.5 19 3 1 4 サヌカイト 小欠損

31 14-16K,L 濶105 弥生 鏃 17 11.5 3 0.8 サヌカイト 甚部欠

32 15 K P420 弥生 鏃 16.5 12 3 0.6 サヌカイト 完形

33 14-16K,L 溝105 弥生 鏃 I 34 23 5 3.6 サヌカイト 完形？ 左右非対称

34 13 N 溝lll 古墳 鏃 I 35 16.5 3 1 2 サヌカイト 完形

35 14-16K,L 講105 弥生 鏃 n 15鼻5 15 2 5 0 8 サヌカイト 2/3 

36 404-S58 20 R 包含層暗褐色土 不明 鏃 I 19.5 14 5 3 0 7 サヌカイト 小欠損

37 370-S50 20 S 溝122 中世鏃 II 17 13.5 3 5 0 8 サヌカイト 小欠損

38 13 L 溝105 弥生鏃 n ? 13 12 2 5 0 4 サヌカイ｝ 先端欠 1型式かも

39 土廣156 室町 鏃？ III 26 5 12 5 3 1.4 サヌカイト 一部欠

40 120-Sll 14, 15G 溝102上層 弥生錐 23.5 12.5 4 1.7 サヌカイト 1/2 

41 120-S8 14, 15G 溝102上層 弥生鏃 II 14 14 2 0.5 サヌカイト 1/2 先端欠損

42 ll.12K.L 落ち込み101 古墳 スクレイバ←一 52 68 ， 33.6 サヌカイト 1/2 石庖丁か
43 19,20T.U 表士剥ぎ中 不明 スクレイパ-1 23 27 5 3.3 サヌカイト 小欠損

44 15,16K,L 溝105下層 弥生 スクレイバー 42 63 5 16.2 サヌカイト 完形

45 15 H P533 不明 スクレ1パー？ 20 5 19 5 4 1 8 サヌカイト 完形？

46 15 K 井戸122 鎌倉 スクレイバー 48 5 25 7 7 7 サヌカイト 2/3 石包丁転用

47 15 G,H 溝102上層 弥生 スクレイパー？ 25 2 36 6 5 6.5 サヌカイト 破片

48 12, 13 L 溝105 弥生 石庖丁？ 48 74 5 7 22.6 サヌカイト 1/2 ? 

49 15 G,H 溝102上屈 弥生 スクレイパー 48 2 41 , 8.5 15,3 サヌカイト 11? ? 

50 11. 12K,L 落ち込み101 古墳 スクレイパ― 55 52 6 5 18 6 サヌカイト 1/3 ? 

51 14 L P 7 9 0 弥生 スクレイパー 42 26 8 8 5 サヌカイト 1/3 ? 

52 11,12K,L 落ち込み101士層断面畦 古墳 スクレイバー？ 21 24 3 2 1 サヌカイト ？ 

53 151-S26 11D,E 第2トレ 黄灰色粘土層 不明 スクレイバー？ 59.5 79 5 12 5 44.4 サヌカイト 完形

54 76-S4 101 土漿llO 弥生 スクレイパー 37 29.5 8 5 11.3 サヌカイト 小欠損

55 151-S28 13, 14F 溝101上部土器溜り下層 弥生 スクレイパー 33 20.5 8 6.0 サヌカイト 1/5 

56 151-S27 12F 溝101上部土器溜り下層 弥生 スクVイパー 41 47 10 17 7 サヌカイト 一部欠

57 13G 溝102下踏 弥牛 スクレイ1\—? 42 31 8 10 3 サヌカイト 2/3 ? 

58 14,15G,H 溝102下層 弥生 スクレイ1¥- 30 42 7 5 11. l サヌカイト 1/2 

59 14,15G.H 溝102下層 弥生 スクレイパー 29 5 50.5 8 14.5 サヌカイト 完形

60 403-S55 llH 現代攪乱 不明 斧 127 65 51.5 761.5 ヒン岩 2/3 

61 120-$19 15 G,H 濡102下層 弥生 斧 50 68 15 89 0 蛇紋岩 1/4 扁乎片刃

62 120-S20 12 G 溝102下層 弥生斧 95 67 44 432 5 細粒閃緑岩 1/2 太型蛤刃
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石器一度表

掲戟図 出土 計測最大値(mm) 頂費

番号 番・遺物号
遺構名・層位 時代 器種 型式 材 質 残存率 備考

地区 長 幅 厚 (g) 

63 13, 14 Q 不明 敲石？ 66.5 62 5 42 5 296.0 （花閾岩） 1/2 頂部に打撃

64 403-S56 13 F 濶101上方攪乱 不明 斧 116 75.5 55 770 0 ヒソ岩 1/2 ? 基部

65 13 M 井戸124 平安 砥石 35 40 21 27.8 安長石山岩）（石英・ ？ 

66 14 N 井戸132 室町 砥石 106 80 5 24 356.1 （砂岩） 2/3 ? 2面使用

67 231-S34 18 T 建物165柱穴3 中世 砥石 141 74 37 594.5 粘板岩 3/4 ? 

68 16 R 爵1222陪 中世 砥石 52 21 3 2.9 流ギ紋ョ岩ウ灰岩質 破片 3面使用

69 14 L P 8 4 8 中世 砥石 150 75 27 453 8 安山岩 3/4 3面使用

70 N-Q 表採 不明 砥石 223 211 85 砂岩 完形 4面使用

71 13,14 Q 表土 不明 砥石 210 70.5 74 5 安山岩 1/2 3面使用

72 16 Q 表士 不明 砥石 103 76 60 流紋岩 完形？ 2面使用

73 13 M 井戸125 鎌倉 砥石 219 200 112 砂岩 1/4 1面使用

74 138-$21 13 F 溝101中央トレ1/チ 古墳 砥石 101 79 43 265.2 砂岩 小欠損

75 31-S2 9 G 井戸1034層 古墳 砥石 119 83 75 1190 砂岩 小欠損 3面使用

76 281-S36 20S 井戸141 室町 砥石 123 82.5 65 824.0 粘板岩 ？ 2面使用

77 排土中 不明 厳右磨石 99 5 70 5 37 流紋岩 完形

78 388-S52 20 S 溝122張り出し 中世 石鍋 40.5 72 5 17.5 88 3 蛇紋岩 穿孔あり

79 11 L 土痰152 鎌倉 鍋？ 61.5 64 5 23 170.8 蛇は紋滑岩石）（一部 ？ ・ 中央に穿孔

80 14 L 土猥156 室町 臼？ 28 250 5 （砂岩） ロ1/10半径18.1cm

81 14 0 土痰164 平安 石庖了 DA 38 77 5 ， 30 5 サヌカイト 1/2 ? 光沢あり
82 84-S7 12 J ±城116 弥生 錐 27.5 10 4.5 1.0 サヌカイト 完形

83 120-S18 15 G,H 溝102上層 弥生 剣 46 24 9.5 12 7 （粘板岩） 小片 茫製

84 350-S41 16.17 R 溝122貝層 室町 硯 68 86 21 （粘板岩） 1/3 

85 388-S53 20 S 溝125石組 中世 石帯 20 5 40 7 0.7 蛇紋岩 1/2 

86 14 L 溝105 弥生 石庖丁？ 34 49 10 5 16.8 サヌカイト ？ 

87 13 G 溝102下用 弥生 剣片 29 5 24 5 10 5.9 サヌカイト 1/2? 

88 P,Q 包含陪 不明 不明 49 44 21.5 674 玄武岩 1/4 

89 403-$57 13 H 表土 不明 不明 82 63 76 538 8 石英斑岩 1/4 ? 中央両面穴

90 15, 16 Q 溝112 古墳 不明 26 5 11 3.5 1 7 結晶片岩 破片 非石器？

91 11. 12 L 落ち込み101 古墳 磨石？ 50 48 8 50.5 161.4 花摘斑岩 完形 非石器？

92 11, 12 L 落ち込み101 古墳 磨石？ 69.5 72 祁 5 333.4 花協斑岩 完形 非石器？

93 13, 14 N 溝110 古墳 不明 53 64 5 29.5 117.9 （花閾岩） 1/2 表面を研磨

94 20 S 溝122 中世 不明 135.5 55 37 349.9 ギョウ灰岩 完形 石斧に似る

95 370-S51 20 S 溝122 中世 砥石 74 35 35 安山岩 ？ 使用面3残

曲 17 U 溝1232層 中世 砥石 51.5 53. 5 16 流ギ紋ョ岩ウ灰岩質 <l/2 4面使用

97 15 R 溝1221層 中世 砥石 31 60 12 流ギ紋ョ岩ウ灰岩質 ？ ・ 2面使用

98 347-S40 17 R 溝1222層 中世 砥石 43.5 40 12 安山岩 ？ 4面使用

99 16 R 溝122l層 中世 コア？ 44 45 18 サヌカイト ？ 非石器

100 404-S59 14-17 S 表土 不明 砥石 80 50 18 安山岩 ？ 3面使用

101 350-S45 18, 19 R 溝122中央貝層 中世 砥石 38.5 17 10 ギ流紋ョ岩ウ灰岩質 破片 2面使用
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百間川米田遺跡3

掲載図 出土 計測最大値(mm) 重蘊
番号 ・遺物 遺構名・層位 時代 器種 型式 材 質 残存率 備考
番号 地区 長 幅 屏 (g) 

102 350-S43 13, 14 R 溝122貝層 中世 砥石 ll4.5 48 11 流紋岩 ？ 3面使用

103 35o~s44 16, 17 R 溝122貝屈 中世 砥石 75.5 27.5 19.5 安山岩 >1/2 全面使用

104 350-S42 16, 17 R 溝122貝層 中世 砥石 48.5 28 14 流紋岩 ？ 2面使用

105 353-S47 16,17 R 溝1223層（貝酒下） 中世 砥石 60 29 29 ギョウ灰岩 ？ 4面使用

106 353-S48 16, 17 R 溝1223層（貝陪下） 中世 砥石？ 189 5 60 30 流紋岩 小欠損 3面使用

鉄器一覧表

掲載図 出土 計測最大値(mm) 重贔
番号 ・遺物 遺構名・陪位 時代 器種 残存率 備 考
番号 地区 長 幅 厚 (g) 

1 403-171 J区 東西溝 不明 58 5 11 5 6 5 18.4 ？ 

2 403-172 F区 現用水 現代 不明 31 5 38 3 6 6 ？ 板状。

3 170-14 13F 溝101上部土器溜り 奈良 不明 51 5 24 5 5 22 4 ？ 板状。湾曲。

4 170-12 13F 溝101上部士器溜り 奈良 釘 35 5 8 5 8 2 9 2/3 断面方形。

5 170-11 13F 溝101上部土器溜り 奈良 不明 107 18 4 25 6 ？ 板状。濶曲。

6 170-13 11.12F 溝101上部土器溜り 奈良 釘？ 27 4 5 4.5 l l 1/2 ? 断面方形。

7 403-173 lOH, I 近現代溝上陪 D 現代 釘？ 37 6 6 l 7 2/3 7 湾曲。銹化甚大。断面方形。

8 403-169 J区 東西溝 不明 21 5 11.5 10 11.4 ？ 断面円形．

9 343-117 17, 18R 碑1221屈 中世 楔？ 35 17 5 11.5 10 9 小欠損 鋳造品。

10 343-112 17, 18R 溝1221屈 中世 釘 43 5 23 5 5 5 5.4 1/2 頭部不明。断面方形。

11 343-111 17, 18R 栂1221隋 中世 釘？ 28 17 8 5 6 1 1/3 断面方形。

12 343-116 17, 18R 溝1221屈 中世 几子茎？ 36 9 5 4 l 7 1/2? 断面長方形。

13 343-18 17, 18R 溝1221囮 中世 釘 49.5 6 6 3 0 3/4 頭部先端欠損．

14 350-128 15R 欝122貝層 中世 釘 65 9.5 7.5 6 0 7/8 先端欠損。

15 404-176 溝122? 中世 鎚？ 41 3.5 6.5 2 5 4/5 手部欠損。取手状のものか。

16 347-120 17, 18R 溝1222屈 中世 釘 57 6.5 6.5 10 2 4/5 頭部欠損。断面方形．

17 16, 17航 溝1233層 中世 釘 68.5 19 25 33 7 3/4 lOX 8mmの角釘．

18 16M 溝123現代 中世 不明 105 15 2.5 13.4 ？ 板状。ねじってある。

19 343-19 15-17R 溝1221屈 中世 釘 53 7 6 3.3 3/4 頭・先端欠損。断面万形．

20 15-17R 溝1221屈 中世 釘 25 13.5 7 2 3 1/3 頭部のみ。 6.5X4mmの角釘。

21 343-110 17, 18R 溝1221屈 中世 釘 40.5 17 5.5 7 5 2/3 先端欠損。 10x 4mmの角釘．

22 343-115 17,18R 溝1221層 中世 釘？ 25 12 7 4 9 1/2 頭部が丸味もち楔に似る。

23 343-118 17,18R 溝1221屈 中世 不明 23.5 23.5 5 7.2 ？ 板状。

24 確認 1Tr 不明 釘 25 31 13.5 16.4 1/4 頭部のみ。断面方形．

25 347-125 18,19R,S 溝1222図 中世 不明 20 20.5 4 3 1 ？ 板状。

26 353-134 16, 17R 溝1223屈（貝僧下） 中世 釘 49.5 12 17 5 10 6 2/3 先端欠損.8.5 x 6mmの角釘．

27 347-119 16R 溝1222 fl図 中世 釘 38.5 16 14 10.1 1/2 先端欠損。 11X 8mmの角釘。

28 350-130 18R 溝122貝屈 中世 釘 22.5 8 5 l. 7 1/2 頭が丸味もつ。 4.5X 5mmの角釘．

29 350-129 18R 溝122貝屈 中世 釘？ 54.5 5 4.5 4.8 2/3? 鎚か。屈曲。断面方形(4X 5mm). 
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鉄器一覧表

掲載図 出土 計測最大値(mm) 重赦

番号 ・遺物 遺構名・層位 時代 器種 残存率 備 考

番号 地区 長 幅 厚 (g) 

30 15-l 7AA 現代溝or表土 現代 不明 92 5 18 8 26 5 ？ 板状。

31 15M 現代溝or表士 現代 不明 85 5 7.5 7.5 15.0 ？ 断面円形。把手に似る。

32 395-168 18W-X 溝133 中世 釘？ 28 6 6.5 2 I ？ なかほどで屈曲。断面方形．

33 347-124 18, 19R,S 溝1222屑 中世 不明 46 18 14 35.3 ？ 断面台形。

34 18,19R,S 溝1222層 中世 釘？ 19 5 7 6 5 1.0 1/3? 頭部先端部欠損。断面方形。

35 347-121 lSZ 溝1232庖 中世 釘？ 57 5 15 8 5 6.9 3/4 頭部・先端部欠損。断面方形。

36 17R 溝1223層 中世 不明 45.5 19 4 4.2 ？ 錆で器形等不明。

37 343-113 16R 溝122 1層 中世 釘 42.5 16 8 5 9.6 2/3 先端欠損。断面長方形125X4 5 mm 

38 353-135 1711 溝1233暦 中世 釦？ 31.5 10.5 5 5 2.1 1/2 ? 頭・先端欠。断面方形(65X5mm)。

39 350-133 16, 17R 溝122貝層 中世 鍋？ 11 60.5 1/15? ロ径不明．

40 353-136 17V 溝1233層 中世 鋤先 56 103 13 5 132.8 1/4 袋穂が欠損。

41 16Z 欝1232層 中世 キセル 3 0 ？ 緑青がういている。

42 317-17 17S 土濱184 中世 不明 13 26 6 2.5 ？ 板状◇

43 347-123 17U 溝1232層 中世釘 31 4 3 5 2 l/2 両端欠損。断面方形。

44 14L P833 鎌倉釘 26 7.5 6 l尋6 1/2 両端欠損。断面方形。

45 16Q 土凛176 鎌倉 不明 28 5 16 6 2.8 ？ 釘の頭か。

46 12N Pl 4 2 鎌倉 釘？ 38 5 ， 8 2 6 1/2 ? 両端欠損．断面方形．
47 lOK 土演207 江戸 釘？ 12 4 5 0.9 1/6? 断面方形。

祁 14.V P 3 8 5 中世 不明 16 11 1 2 0 ？ 管状のものか．剣離が進行。

49 16Q P84 中世 不明 28.5 13 5 4 1.6 ？ 板状。

50 lOL 塀101柱穴l 室町釘 24.5 4 5.5 2 3 1/2 頭部欠損。屈曲。断面方形。

51 130 建物138柱穴7 鎌倉釘 16.5 11 10 LO 1/3 先端欠損。 6.5x 4mmの角釘。

52 13-15N,O 表土 現代釘 19 5 5 4 0 6 1/4 頭部は生含ているか．

53 13N 井戸130 鎌倉釘 27.5 3.5 3.5 0 3 1/2 両端欠損。断面方形．

54 370-149 20S 溝122 中世釘 33 10 11 5 6 2/3 先端欠損.7.5 X 5111111の角釘．

55 370-! 砧 20S 溝122 中世 釦？ 23 5.5 3 0.9 1/3 ? 両端欠損。断面方形。

56 404-174 20.21R 暗灰褐色士層 不明釘 50.5 7 17 3 2 小欠損 断面方形e

57 388-154 20S 溝122張り出し部 中世釘 40 14 11 6.1 2/3 まがっている。 IQx5mmの角釘。

58 388-164 21S 溝122張り出し部 中世釘 27.5 16 8 6.9 1/3 両端欠損。断面方形。

59 388-161 21$ 溝122張り出し郡 中世釘 23 7 7.5 1.3 1/2 先端欠損。 6X 5皿の角釘。

60 388-153 21S 溝122張り出し部 中世釘 39 8 12 3 1 2/3 先端欠損.7 x 5mmの角釘。

61 388-152 21S 溝122張り出し部 中世釘 55 8 8 3.8 9/10 先端欠損• 6 X5.5111111の角釘．

62 19U 表土 現代鎚 42.5 7 4.5 3.2 1/2 釘の可能性もあり。

63 359-141 20S 溝122貝用中 中世 釦？ 60 6 6 6.9 3/4 ねじまがる。両端欠損。断面方形。

64 388-157 21S 猜122張り出し部 中世釘 21 5 5 4 1.4 1/3 頭部欠損。断面方形．

65 364-145 20S 溝122最下層 中世 不明 63 5 15鼻5 10.5 14.1 ？ 両端欠損。

66 364-144 20R,S 溝122最下層貝層中 中世錐 43 5 3 3 5 1 5 ？ 捻ってある。先端欠損．

67 388-156 20T 溝125 中世 釘？ 20 5 6 4 0 7 l/3 4.5 X3 5 mmの角釘．頭に丸味

68 表土 現代 釘？ 23 11 6 3 1 ？ 断面方形．

-489-



百間川米田遺跡3

掲載図 出土 計測最大値（皿） 重最

番号 ・遺物 遺構名・層位 時代 器種 残存率 備 考
番号 地区 長 幅 厚 (g) 

69 表士 現代錐 25 5 4 5 3.5 0.8 ？ 先端残存するか。捻ってある。

70 359-139 19S 溝122中図 中世錐 44 6 5 1.5 ？ 捻ってある．両端欠損．

71 359-138 20S 溝122上屈（上部） 中世 不明 32 5 4 3.7 ？ 環状。絞具か．

72 388-162 20S 洞125石組 中世釘 48 5 4 5 4 0.9 3/4 両端欠損。断面方形。

73 370-150 20S 溝122 中世 鋤先？ 25 58.5 9.5 4 5 1/6 銹化甚大。

74 404-175 20S 溝122 中世釘 18 3鳥5 3 0 l 1/3 両端欠損．断面方形．

75 19S 溝122中層 中世 不明 30 32 6 5.6 ？ 板状。周緑欠損．

76 359-140 19S 溝122中屈 中世 不明 31 33 5 5 5 5.4 ？ 一辺残存。段あり。

77 20T 床土 現代 釘？ 22 5 4 5 4 5 0.8 1/3 まがる。両端欠損．断面方形．

78 ZOT 床土 現代 釘？ 27.5 5.5 5.5 2 4 1/3 まがな両端欠損。断面方形。

79 364~147 20S 溝122下層 中世 不明 46.5 63 5 48.5 ？ 板状。若干湾曲か．

80 388-163 21S 溝122張り出し部 中世錐 38 5 7 4 5 1.5 ？ 捻ってある．

81 359-142 20S 溝122貝層中 中世 不明 30 30 5 5.5 6.5 ？ 板状。

82 281-!6 20S 井戸141井戸内 室町 不明 30 5 8.9 ？ 板状。周縁欠損。鋳造。

83 364-146 20S 溝122下層 中世 不明 44 62.5 6.5 25.4 ？ 表面銹化。鋳造。

84 388-159 21S 溝122張り出L部 中世 錐 20 5 3.5 0.5 ？ 両端欠損捻ってある。

85 388-!58 21S 欝122張り出し部 中世 釘？ 16.5 4 4.5 0.5 1/4 両端欠損。断面方形．

86 388-155 21S 溝122張り出し部 中世 釘 30 7.5 7.5 1.9 小欠損 5 X5.5 mmの角釘．

87 388-165 21S 溝122振り出し部 中世 不明 23 30 4 5 7.1 ？ 板状。周縁欠損。

88 388-166 21S 溝122張り出し部 中世 不明 29 36 4 4.3 ？ 湾曲。鍋のようなものか。

89 20R 暗褐色土 不明 釘？ 19.5 5 5 5 5 l. 7 1/2? 錆；；；＜れ。両端欠損。断面方形。

90 20S 溝129 中世 釘？ 28 6 4 5 0.9 1/3 両端欠損。断面方形．

91 19S 表士 現代 不明 29.5 49 7 5 11.4 ？ 鋳造。もりあがった部分がある。

92 388-160 21S 溝122張り出し部 中世 釘？ 20.5 ， 6 1.8 ？ 両端欠損。断面方形．
93 364-143 20S 溝122下屈 中世 釘？ 37 4 4 1.3 2/3? 両端欠損。断面方形。

94 14L 士披156 室町 釘 37.5 11 5 ， 4.7 1/2 先端欠損。 105X5.5mmの角釘。
95 130 P 5 6 1 室町 釘？ 47 10 9 5 6.6 2/3 両端欠損。断面方形．

96 12 13L 碑105 弥生 不明 32 6 3鳥5 Ll ？ 羽子板状。断面方形。

97 16Q 溝121 平安 釘 32.5 12.5 6 13.7 1/3 銹化甚大。 12.sxs 5mmの角釘。

98 16Q 構121 平安 釘 51 8 5 7.5 5.3 3/4 頭が丸く薄い。断面方形。

99 13Q 南端淡灰黄褐色砂質土 不明 釘 95 5 20 5 26 5 45.2 ほぽ完 9.5 X9.5mmの角釘。先端欠損．

100 llL 士波152 鎌倉 釘？ 40 7 7 2.6 2/3 両端欠損．断面方形．

101 130 建物138柱穴3 鎌倉 釘？ 29 16 7 5 5.4 ？ 頭部か．断面方形．

102 16Q 暗褐色粘性士 不明 釘 20 4 4 0.6 1/3 断面円形．

103 1Ll2K,L 包含層 不明 釘？ 33 5 5 7 5 4.2 1/2 頭部蒲鉾形。先端欠損。断面方形．

104 ll,12K,L 建物126柱穴11 室町 釘？ 16 3拿5 3 5 0.6 1/5 両端欠損。断面方形。

105 15, 16Q 碑112 古墳 釘？ 29.5 6 5 1.1 1/2 両端欠損。断面方形。

106 12N 井戸1'2:7 鎌倉 釘？ 30 5.5 6 1 5 1/2 両端欠損。断面方形．

107 13N P 2 0 0 中世 釘？ 30 5 4 0 7 1/2 両端欠損。断面円形。
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銅器一蔑表

掲番・載遺物号図
出土 計測最大値(mm) 重紐

番号 遺構名・層位 時代 器種 残存率 備 考
地区 長 幅 厚 (g) 

108 13N P 2 0 0 中世 釦？ 23 4.5 4 0.4 1/3 両端欠損。断面円形．

109 13N 井戸126 平安 釘 38 13 16 10. 7 2/3 銹化甚大。先端欠損。

110 14, 15Q 溝ll5 乎安 釘？ 19 11 7 1.7 ？ 断面方形．

111 12N 建物137柱穴2 鎌倉 釘？ 27.5 5.5 5 5 2 2 1/3 両端欠損。断面方形。

112 350-127 14 R 溝122貝恩 中世釘 89 5 6.5 7 完形 先端小欠損0 5X8mmの角釘．

113 350~[31 14 R 潤122貝層 中世？ 29 14 4 ？ 釘の頭か。

114 350-132 14 R 溝122貝層 中世 鋤先 61 112 12 ？ 刃部は若干欠損。

115 347-126 13-15 R 溝1222層 中世 蓋？ 106.5 72.5 18.5 ？ 中央につまみ状のものあり。

116 15 I 土城149 鎌倉？ 105 17 10 23 5 ? 両端欠損．

117 遺構検出中 不明釘 55 10.5 ， 10.6 ? 両端欠損。
118 遺構検出中 不明釘 35 6.5 6 l 7 ? 両端欠損。断面ほぽ正方形。

119 下流部包含層 不明釘 42.5 8 7 5 5 2 ? 両端欠損．下端部曲がる。

120 17-100,R 栂122 中世 釘 24 9 5 ， 4 3 ? 両端欠損．
121 15 K 井戸122 鎌倉釘 63 6.5 5 2.0 1/2 両端欠損。残存悪し。

122 井戸133 室町 釘？ .21 9,5 7 1.1 ? 両端欠損。頭部に近い部分か。

123 17-19Q-Z 溝123 中世釘 15 9 5 6 1.6 ? 両端欠損．

124 遺構検出中 不明釘 17.5 6 4 0 8 ? 先端欠損。 3.5X2 5mmの角釘。

銅器一覧表

掲載図 出± 計測最大値(mm) 重贔
番号 遺物 遺構名・層位 時代 器種 残存率 備 考
番号 地区 長 幅 厚 (g) 

1 359-88 l9S 欝122中層 中世 柄？ 36.9 11.5 3 6 6.2 一部 花文浮彫付薄板

2 21S 溝122張出し貝層 中世 銭貨 25.6 l 4 4 3 完形 永楽通賓 初鋳1408年

3 21S 溝122張出し貝層 中世 銭貨 25.4 l. l 3 8 完形 元祐通安 ?B 初鋳1086年

4 20S 溝122下層 中世 銭貨 24.2 1.0 3 l 完形 元通安

5 20S 溝122最下層貝層 中世 薄板 (32 6 (28 5 1.4 5.8 一部

6 20S 溝125貝層 中世 銭貨 23.0 1 6 4.0 完形 洪武通安 ？ 初鋳1368年

7 2DS 溝125下層（石組） 中世 銭貨 20 0 0 9 1.4 完形 元祐通'ti A 初鋳1086年

8 1,40 No 2 2 (柱穴） 鎌倉 銭貨 p 23 8 L5 4.1 完形 至和元賽 E 初鋳1055年

， 11. 12K, L 建物126柱穴18 室町 銭貨 23.2 1.2 1.6 完形 判読不能

10 lOK ±猥207 江戸 銭貨 24. l 1.2 L9 完形 洪武通安 c 初鋳1368年

ll 16P P502 鎌倉 銭貨 24.3 LO 2.8 完形 開元通賽 F 初鋳 621年

12 13L P 9 4 4 中世 銭貨 23.8 1.2 2 7 完形 元符通寮 D 初鋳1098年

13 lOK P 1 0 6 1 鎧倉 銭貨 24.2 0.9 1.9 完形 政和通賽 B 初鋳llll年

14 包含層 不明 煙管？ (29 7 10 6 0.5 1.6 一邪 管状

15 包含層 不明 銭貨 24.3 l 2 3 0 完形 淳化元安 C 初鋳 990年

16 遺物検出中 不明 銭貨 24.4 l 2 2 5 完形 寛永通賽 初鋳1726年

17 17T 不明 銭貨 24.6 1.2 2.2 完形 皇宋通賽 H 初鋳1038年
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百間川米田遺跡3

掲・載遺物図
出土 計測最大値(mm) 重位

番号 遺構名・恩位 時代 器種 残存率 備 考

番号 地区 長 幅 厚 (g) 

18 16N 井戸134 室町 銭貨 23 5 1.4 3 2 完形 治平元賓 A? 初鋳1064年

19 229-B5 lBQ 建物164柱穴3 鎌倉 銭貨 25.0 1.2 2.7 完形 聖宋元賓 F? 初鋳1101年

20 229--B4 18Q 建物164柱穴3 鎌倉 銭貨 24.9 l 0 2.9 完形 皇宋通賓 J 初鋳1038年

21 212-B1 170 建物148柱穴6 鎌倉 銭貨 24.3 l 1 3.0 完形 景徳元賓 初鋳1005年

22 212-B2 170 建物148柱穴6 錯倉 銭貨 24 3 1.1 3.1 完形 景徳元賓 初鋳1005年

23 212-B3 170 建物148柱穴6 鎌倉 銭貨 24 9 1.2 3.2 完形 天聖元賽 C 初鋳1023年

24 160 P 2 4 2 中世 銭貨 23.8 1.4 3.6 完形 嘉祐通賓 F? 初鋳1056年

25 347-B6 16R 溝1222囮 中世 煙管 (44.0 14.7 (5 3 3 0 一部欠

26 16R 碑1222屈 中世 銭貨 24 4 1 2 2 0 完形 熙寧元寮 E 初鋳1068年

27 16R 溝122l屈 中世 銭貨 24 2 1.1 2 3 完形 元祐通資 A 初鋳1086年

28 18R 溝122断面① 中世 銭貨 25.l 1.6 4.5 完形 元賓or 元通賽

29 15R 溝1222陪 中世 銭貨 24 1 l. 2 3.5 完形 皇宋通賓？ 初鋳1038年

30 15R 溝1222恩 中世 銭貨 25.1 L 0 3 2 完形 祥符元賓 初鋳1008年

31 14R 溝1222廣 中世 銭貨 23.0 1.3 3.4 完形 洪武通賓 c 初鋳1368年

32 18R 溝1223層 中世 銭貨 24 9 1.2 3.1 完形 景徳元賓？ 初鋳1005年

33 17R 構1223層 中世 銭貨 25 1 1 1 3 6 完形 元豊通賓 D? 初鋳1078年

34 17R 溝1223阻 中世 銭貨 25 l 1 0 2 9 完形 元豊通賓 E7 初鋳1078年

35 17R 溝1223屈 中世 銭貨 23 9 1 0 3.0 完形 治乎元賓 ？ 初鋳1064年

36 17R 憚1223屈 中世 銭貨 24.5 1.0 3.4 完形 元豊通賓 B 初鋳1078年

37 17R 溝1223陪 中世 銭貨 24 5 1 4 4 2 完形 紹聖元賓 A? 初鋳1094年

38 353-87 15R 溝1223恩 中世 輪 23.4 21 0 2 8 1 9 完形 耳環状

39 14R 溝1223層 中世 銭貨 24.7 1 0 2 5 完形 宜和通賓 B 初鋳lll~

40 14R 溝1223層 中世 銭貨 23 0 1.4 2.9 完形 判読不能

41 15R 溝1223層 中世 銭貨 24 0 l 4 3 3 完形 元賓

42 14-17R-W 表士 不明 銭貨 22.9 l 4 3 3 完形 寛永通賓 初鋳1726年

43 不明 銭貨 C 23.4 1 0 1 1 1/2 判読不能

骨角器一覧表

遺物 出士 計測最大値(mm) 重祉

遺構名・層位 時代 器種 型式 種 名 残存率 備 考

番号 地区 長 幅 厚 (g) 

I 15M P684 平安 栓？ 31 17 16 9.1 ゴン渤角 完形

2 19S 溝122下層 中世 126 29.5 26 角ニホ（幼ン体ジ）カ

3 18, 19S 覇122中央貝層 中世 刺突具？ 135 27.5 21 35 3 角ニホ（幼ン体ジ）カ 完形 先端を加工

4 14, 15R 溝1223層 中世 133.5 49 19 74 6 =-,t, ンジカ角 一部欠 人為的に剣いだ痕
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完
形

5
 
l5
0-
C9
 
13
P 

溝
10
1
上
部
士
器
溜
り
下
屈
古
墳
A
皿？
54
 
27
.5
 
15
 

23
.8
 
1
 mm
内
外
の
粒
子
含
む

や
や
良
明
灰
黄
色

1
/
4
 

6
 
15
0-
Cl
 l
 
13
F 

湖
10
1
上
部
及
び
近
世
用
水
古
墳
A
l
 
72
 
31
 
11
 

42
.3
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
、
均
質

良
淡
灰
黄
色

1
/
2
 

7
 
41
-C
3 
13
11
 
井
戸
10
9
1
 ~
 3
屈

古
墳
A
l
 
52
 
40
 
15
 
42
.0
 
2
 mm
以
下
、
粒
子
は
揃
わ
な
い
良

暗
灰
黄
色
黒
班
有
り

1
/
4
 

8
 

lO
J 

池
10
1

江
戸
B
l
 
30
 
39
 
15
 
32
.8
 
0.
5 
~
l
 m
m
の
粒
子
を
含
む
良

灰
黄
褐
色
（
縞
状
）

1
/
4
 

，
 

11
, 
12
し
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
l
 
84
 
32
 
8
 
72
.5
 
3
 mm
以
下
の
粒
子
、
粗
い

良
橙
色

小
欠
拍

1.0
 

11
, 
1.
2K
, 
L
 落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
l
 
60
 
39
 
15
.5
 
71
. 
4
 
1
 ~
2
 m
m
大
の
粒
子
を
含
む
良

淡
黄
橙
色
淡
黄
色
黒
斑
有
り
2
/
3
 

ll
 

13
N 

溝
古
墳
A
l
 
60
.5
 
36
 
15
 
94
.7
 
1
 mm
以
下
の
粒
子

良
灰
黄
色
赤
褐
色
（
縞
状
）
完
形

12
 

ll
, 
l2
K,
L 
包
含
岡

A
l
 
96
.5
 
40
 
13
.5
 
15
5.
8 
0.
5 
111
1D
以
下
の
粒
子
多
く
含
む
良

明
褐
色
（
縞
状
）

小
欠
損

l3
 

ll
,1
2K
,L
 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
l
 
97
 
3
2
 5
 
14
.5
 
48
.2
 
0.
5 
~
1
 m
m
の
粒
子
多
く
含
む
や
や
良
淡
灰
黄
色
（
縞
状
）

1
/
3
 

14
 

l
 
l,
 l
2K
, 
I、
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
l
 
74
 
35
.5
 
12
 
29
. 
l
 l
 mm
以
下
粒
子
多
く
含
む

良
淡
褐
色
（
縞
状
）

1
/
3
 

15
 

15
1 

井
戸
11
4
枠
外

古
墳
A
l
 
66
.5
 
34
 
13
 
62
.9
 
0.
5 
~
l
 m
m
大
の
粒
子
を
含
む
良

灰
黄
色

2
/
3
 

16
 
25
5-
C6
9 
15
L 
井
戸
12
3

鎌
倉
A
I
 
89
.5
 
48
.5
 
15
 
14
4.
 l
 0
.5
 
mm
以
下
の
細
粒
子
多
し
良

淡
灰
（
橙
）
色

完
形

17
 
15
9-
C3
6 
15
L 
井
戸
11
9

奈
良
A
D
①
 
81
.5
 
27
.5
 
9.
5 
58
.9
 
0.
5 
~
l
 U1
111
の
粗
粒
子
多
し
良

に
ぶ
い
橙
：
色

完
形

18
 

ll
,1
2K
,L
 
包
含
層

A
D
①
 
86
 
26
 
8
 
56
.l
 
1
 mm
粒
子
多
く
、
2
~
3
mm
若
干
良

淡
橙
色
（
縞
状
）

小
欠
損

19
 

I
L
 l2
K,
L 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
D
①
 
81
 
27
.5
 
7.
5 
59
.7
 
0.
5 
~
1
.
5
 m
m
粒
子
を
含
む
や
や
良
明
橙
色
（
縞
状
）

小
欠
拍

20
 
l5
0-
C1
3 
ll
F 

用
水
路
（
溝
10
1
上）

A
l
l
②
 
73
 
26
 
8
 5
 
51
. 
2
 
l
 mm
内
外
の
粒
子
多
し

や
や
良
淡
灰
黄
色
（
縞
状
の
橙
色
）
小
欠
損

21.
 
15
0-
Cl
4 
13
F 

澗
10
1
上
部
土
器
溜
り
下
彫
古
墳
A
l
l
②
 
71
 
24
.5
 
7.
5 
42
.4
 
1
 mm
内
外
の
粒
子
少
な
め

や
や
良
黄
橙
色

小
欠
損

22
 
15
0-
Cl
S 
13
F 

溝
10
1
上
部
士
器
溜
り
下
！
曽
古
墳
A
l
l
②
 
67
 
28
 
8
 
42

彎
3
1
 mm
以
下
の
細
粒
子
少
な
め
不
良
に
ぶ
い
橙
色

3
/
4
 

23
 
15
0-
Cl
2 
14
, 
13
P 
碑
10
1
上
部
土
器
溜
り
下
J習
古
墳
A
l
l
②
 
35
 
30
 
12
 
22
.0
 
I
 mm
程
度
の
粒
子
少
な
め

や
や
良
灰
黄
色
，
陪
灰
色

1
/
2
 

24
 
15
0-
Cl
.9
 
12f
t' 

洞
10
1
上
部
土
器
溜
り
下
屈
古
墳
A
l
l
②
 
71
 
25
 
8
 
32
.1
 
1.
5 
mm
以
下
の
粒
子
含
む

や
や
良
淡
橙
色

2
/
3
 

25
 
15
0-
C2
5 
12
F 

溝
10
]
J:. 
部
士
器
溜
り
下
囮
古
墳
A
l
l
②
 
40
.5
 
26
.5
 
，
 
21
.4
 
0.
5 
mm
程
の
細
粒
子
含
む

不
良
明
灰
黄
褐
色

1
/
2
 

26
 
15
0-
C2
0 
12
P 

栂
10
1
上
部
土
器
溜
り
下
層
古
墳
A
l
l
②
 
74
.5
 
27
 
12
 
66
.6
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
少
な
め

不
良
淡
灰
黄
色
明
褐
色

3
/
4
 

27
 
15
0-
C2
1 
l2
F 

溝
10
1
上
部
攪
乱
部
分

古
墳
A
l
l
②
 
60
.5
 
27
.5
 
，
 
37
.6
 
0
 5
 m
m
未
満
粒
子
稀
、
均
質
や
や
良
に
ぶ
い
橙
色

3
/
4
 

28
 
15
0-
C2
2 
13
P 

溝
1.0
1.
上
部
土
器
溜
り
下
屈
古
墳
A
l
l
②
 
50
 
30
 
12
.5
 
19
.6
 
0.
$ 
mm
未
満
粒
子
稀
、
均
質
良

に
ぶ
い
橙
色

1
/
 4
 

29
 
15
0-
C2
4 
l3
F 

溝
10
1
上
部
士
器
溜
り
下
屈
古
墳
A
l
l
②
 
44
.5
 
28
.5
 
10
 
32
.2
 
1
 mm
以
内
の
粒
子
含
む
~
均
質
や
や
良
淡
灰
黄
色
暗
灰
色

1
/
3
 

仕 漉 （ 惑 袖
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掲番・
遺載
物号図

出
土

計
測
最
大
値
(m
m)
璽量
：

残
存
率
備
考

番
号

遺
構
名
・
層
位

時
代
型
式

胎
土

焼
成

色
調

地
区

長
幅
厚

(
g
)
 

30
 
15
0-
C2
3 
13
F 

溝
10
1
上
部
及
び
近
世
用
水
古
墳
A
O
②
 
52
 
29
 
11
 

20
.4
 
l
 mm
以
内
粒
子
含
む
、
胎
土
細
や
や
良
賠
灰
黄
色
灰
黒
色

1
/
3
 

31
 
41
-C
l 
13
H 

井
戸
10
9
,
 1
 ~
 3
層

古
墳
A
l
l
②
 
51
 
28
 
IO
 
34
.2
 
1.
5 
mm
程
の
粒
子
含
む

良
灰
黄
色
黒
斑
有
り

2
/
3
 

32
 
41
-C
2 
13
H 

井
戸
10
9
,
 1
 ~
 3
層

古
墳
A
U
②
 
38
 
29
 
13
 
10
.5
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
多
め
、
均
質
良

灰
黒
色

1
/
 4
 

33
 
15
0-
C2
6 
ll
F 

構
10
1
上
部
土
器
溜
り
下
層
古
墳
A
D
②
 
33

鳥
5
25
.5
 
10
 

11
. 
2
 0
.5
 
~
l
 m
m
,
2
~
4
 m
m
の
粒
子
良

淡
灰
黄
褐
色

1
/
 4
 

34
 
15
0-
C1
7 
1
 
lfi
 

構
10
1
上
部
士
器
溜
り
下
層
古
墳
A
D
②
 
67
.5
 
27
.5
 
11
.5
 
4
9
 3
 0
.5
 
mm
以
下
の
細
粒
子
多
し
良

暗
灰
黄
褐
色

完
形

35
 
15
0-
Cl
6 
13
F 

溝
10
1
上
部
土
器
溜
り
下
層
古
墳
A
l
l
②
 
72
 
23
 
6.
5 
36
.3
 
1
 mm
程
の
粒
子
多
く
含
む

良
淡
灰
黄
色

小
欠
損

36
 

13
N,
14
NO
 
欝
11
1

古
墳
A
l
l
②
 
62
 
27
 
8.
5 
46
.7
 
0.
5 
~
1
 m
m
程
の
粒
子
多
し
良

淡
赤
褐
色

小
欠
損

37
 

13
0 
14
0 
溝
11
2

古
墳
A
l
l
②
 
76
.5
 
2
7
 5
 1
0 

59
.1
 
3
 mm
以
下
の
粒
子
、
不
均
質
不
良
黄
橙
色

小
欠
損

38
 

16
P,
Q 
講
11
1
or
11
2 

古
墳
A
l
l
②
 
71
. 
5
 3
0
 5
 l
l 
5
 
67
.0
 
1
 mm
前
後
の
粒
子
多
い

や
や
良
暗
灰
色

小
欠
損

39
 

11
. 
12
K,
 L
 建
物
12
6

室
町
A
l
l
②
 
20
 
26
 
10
 
11
. 
0
 1
 mm
以
下
の
粒
子
含
む

良
淡
灰
黄
色

1
/
3
 

40
 

13
N,
 1
4N
O 
溝
11
1

古
摂
A
 Il
②
 
68
.5
 
27
.5
 
8.
5 
51
.0
 
0.
5 
~
L
5
 m
m
の
粒
千
多
し
良

淡
赤
褐
色

完
型

41
 

13
N,
O 
溝
ll
2

古
墳
A
l
l
②
 
67
.5
 
28
 
8
 
52
. 
l
 l
 ~
1
.
5
 m
m
の
粒
子
や
や
多
し
良

に
ぷ
い
黄
橙
色
暗
灰
白
色
小
欠
損

42
 

13
N,
O 
溝
11
2

古
墳
A
l
l
②
 
76
 
27
 
8
 
55
.2
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
含
む

良
淡
灰
黄
色

小
欠
損

43
 

P,
Q 

包
含
屑

A
l
l
②
 
69
 
27
 
，
 
34
.6
 
1
 mm
以
下
の
粒
千
含
む

良
黄
白
色

2
/
3
 

44
 

l
 1.
12
K,
L 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
D
②
 
32
 
2
5
 5
 
8
 
8.
8 
1
 mi
n
以
下
の
粒
子
、
均
質

良
暗
灰
黄
色

1
/
 4
 

45
 

12
N,
O 
溝
11
2

古
墳
A
D
②
 
64
 
28
 
12
 
25
.4
 
0.
5 
mm
程
の
粒
子
含
み
、
均
質
や
や
甘
に
ぶ
い
黄
橙
色

1
/
3
 

46
 

13
, 
14
N 
溝
11
0

古
墳
,
A
D
②
 
63
.5
 
30
.5
 
，
 
56
.8
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
を
多
く
含
む
良

暗
灰
黄
色
赤
褐
色

完
形

47
 

13
, 
14
N 
溝
11
0

古
墳
A
l
l
②
 
31
.5
 
20
.5
 
7
 
6.
8 
1
 mm
の
粒
子
多
、
2
~
3
mm
稀
や
や
甘
暗
灰
色
～
灰
黄
色

1
/
6
 

48
 

13
,1
4N
 
湖
11
0

古
墳
A
l
l
②
 
51
.5
 
23
 
7
 
1
2
 9
 1
 mm
以
下
の
粒
子
や
や
多
し
良

灰
黄
色

1
/
3
 

49
 

13
,1
4N
 
溝
11
0

古
墳
A
D
②
 
74
 
25
.5
 
，
 
43
.6
 
l
 5
 ll
lII
I
以
下
の
粒
子
含
む

良
淡
灰
黄
色

3
/
4
 

50
 

12
, 
13
 
L
 
溝
10
5

弥
生
-
A
D
②
 
70
.5
 
28
 
，
 
57
.4
 
1
 mm
位
の
粒
子
粗
く
含
む

良
淡
橙
色
（
縞
状
）

完
形

51
 

14
 
L
 
P
8
4
8
 

中
世
A
D
②
 
61
 
28
 
9.
5 
41
.6
 
0.
5 
~
1
 m
m
比
較
的
多
く
含
む
良

黄
白
色
灰
白
色
（
縞
状
）
小
欠
損

52
 

11
, 
12
し
溝
ll
O

古
墳
A
l
l
②
 
61
 
26
 
6.
5 
33
.4
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
含
む

良
赤
褐
色
淡
黄
橙
色
（
縞
状
）
9
/
1
0
 

53
 

11
,1
2 
L
 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
l
l
②
 
74
 
25
 
8
 
45
.9
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
含
む

良
赤
褐
色
黄
白
色
（
縞
状
）
完
形

54
 

12
 
L
 
P
 l
 O
 O
 2
 

鎌
倉
A
l
l
②
 
37
 
23
 
5
 
8.
2 
1
 mm
以
下
の
粒
子
含
む

良
暗
灰
色

1
/
 4
 

55
 

13
 
N
 
溝
11
1

古
墳
A
l
l
②
 
34
 
23
 
，
 
9.
5 
1
 mm
未
満
の
粒
子
や
や
少
な
め
や
や
良
暗
灰
色

1
/
 4
 

5
6
 

11
, 
12
K,
L 
落
ち
込
み
10
1
上
層
断
面
畦
古
墳
・
A
H
②
 
43
 
27
 
8
 
11
.6
 
0.
5 
mni
程
度
の
粒
子
含
む

良
淡
橙
色

1
/
3
 

57
 

12
,1
3 
L
 
溝
10
5

弥
生
A
l
l
②
 
55
 
25
 
6
 
11
.8
 
1
 mm
程
度
の
粒
子
含
む

良
に
ぶ
い
橙
色
灰
黄
色

1
/
3
 

58
 

12
, 
13
 
L
 
溝
10
5

弥
生
A
D
②
 
69
 
32
.5
 
，
 
64
.3
 
1
 mm
程
度
の
粒
子
含
む

良
淡
黄
色

3
/
4
 

59
 

15
 
P,
Q 
暗
褐
色
粘
性
砂
質
士

A
D
②
 
62
 
26
 
10
 
4
3
 7
 0
.5
 
~
1
.
5
 m
m
の
粒
子
ま
ば
ら
良

淡
黄
色
淡
橙
色

5
/
6
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番掲・
載遣
物図号

出
士

計
測
最
大
値
(m
m)
重
量

番
号

逍
構
名
・
層
位
時
代
型
式

胎
土

焼
成

色
調

残
存
率
備
考

地
区

長
幅
厚

(
g
)
 

60
 

14
 
M
 
P
 7
 3
 4
 

鎌
倉
A
U
②
 
64
.5
 
27
.5
 
8
 
51
.7
 
1
 mm
未
満
の
粒
子
、
2
mm
稀
に
良

淡
黄
色
淡
橙
色

小
欠
損
端
部
調
整

61
 

11
, 
12
 
L
 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
U
②
 
63
 
28
 
7.
5 
42
.4
 
0.
5 
~
l
 m
m
大
の
粒
子
含
む
良

明
赤
褐
色
（
縞
状
）

完
形

62
 

13
-1
5N
,O
 
表
土

A
D
②
 
64
 
28
.5
 
10
 
45
.l
 
0.
5 
~
2
 m
m
大
の
粒
子
含
む
良

淡
黄
色
灰
白
色
の
帯
照
斑
完
形

63
 

13
N 

溝
11
1

古
墳
A
D
②
 
73
.5
 
30
 
8.
5 
60
.0
 
0.
5 
~
3
 mm
大
の
粒
子
を
含
む
良

灰
黄
色
黒
斑
有
り

7
 /
8
 

64
 

11
, 
12
 
L
 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
D
②
 
41
.5
 
22
 
8
 
8.
4 
粒
子
の
細
か
い
粘
士

良
灰
色

1
/
4
 

65
 

l
L
 12
 
L
 
落
ち
込
み
JO
l

古
墳
A
U
②
 
34
.5
 
23
.5
 
8
 
7.
0 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
、
均
質
良

淡
灰
黄
色

1
/
 4
 

66
 

11
, 
12
 
L
 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
D
②
 
40
.5
 
26
.5
 
12
 

8.
5 
細
か
い
粒
子

良
灰
淡
黄
色

1
/
 4
 

67
 

ll
,1
2K
,L
 
包
含
／
曽

A
D
②
 
70
.2
 
27
 
10
 
46
.0
 
0.
5 
~
l
 m
m
の
粒
子
含
む

良
淡
黄
褐
色
（
縞
状
）

完
形

68
 

11
, 
12
K,
L 
包
含
/el

A
D
②
 
61
 
27
.5
 
8.
5 
42
.9
 
0.
5 
~
2
 mm
大
の
粒
子
を
含
む
良

淡
橙
色
（
縞
状
）

小
欠
損

69
 

ll
,l
2K
,L
 
包
含
陪

A
U
②
 
62
 
28
.5
 
10
 
62
.9
 
1
 mm
未
猫
の
粒
子
を
含
む

良
淡
灰
黄
色
（
縞
状
）

完
形
端
部
調
整

70
 

11
, 
12
K,
 L
 包
含
／
曽

A
D
②
 
61
 
28
 
10
 
49
.4
 
1
 mm
未
滴
の
粒
子
を
含
む

良
淡
橙
色
帯
状
に
橙
色
灰
黄
色
完
形

71
 

14
 
N,
O 
溝
Il
l

古
墳
A
U
②
 
69
 
29
 
11
 
59
.4
 
0.
5 
~
3
 mm
大
と
不
揃
い

良
赤
褐
色
部
分
的
に
淡
橙
色
完
形
端
部
調
整

72
 

11
, 
12
K,
L 
包
含
陪

A
U
②
 
72
 
25
 
7
 
42
.3
 
l
 mm
未
滴
の
粒
子
を
含
む

良
橙
色

（
縞
状
）

小
欠
損

73
 

10
-1
4K
,L
 
表
土

A
O
②
 
68
.5
 
25
.5
 
，
 
45
.4
 
1
 ~
3
 m
m
の
粒
子
多
、
不
均
質
良

淡
橙
色
（
縞
状
）

9
/
1
0
 

74
 

l3
 
N
 
洞
11
1

古
墳
A
D
②
 
73
 
28
 
7.
5 
54
.4
 
l
 mm
程
の
粒
子
を
含
む

良
淡
灰
黄
色
（
縞
状
）

完
形

75
 

11
, 
12
K,
L 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
U
②
 
47
.5
 
27
 
7
 
20
.5
 
1
皿
程
の
粒
子
を
含
む

ほ
ぼ
良
灰
黄
褐
色
（
縞
状
）

1
/
2
 

76
 

13
, 
14
N,
O 
洞
ll
l

古
墳
Al
l
②
 
73
 
27
.5
 
8
 
60
.0
 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
多
く
含
む
良

灰
赤
褐
色

完
形

77
 

11
, 
12
K,
 L
 落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
D
②
 
76
.5
 
27
 
10
 
60
.4
 
0.
5 
~
3
 m
m
の
粒
子
粗
い

良
淡
灰
黄
色
部
分
的
に
明
橙
色
小
欠
損

78
 

13
,1
4N
,O
 
科
11
1

古
墳
A
D
②
 
6
8
 5
 2
7.
5 
10
 
56
.0
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
多
く
含
む
良

淡
灰
黄
褐
色
（
縞
状
）

完
形

79
 

14
 
N,
O 
溝
11
1

古
墳
A
D
②
 
63
 
27
.5
 
8
 
40
.7
 
0.
5 
~
3
 mm
の
粒
子
、
粗
目
良

明
橙
色

完
形

80
 

11
, 
12
K,
L 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
D
②
 
47
 
27
 
8
 
14
.2
 
0.
5 
~
l
 m
m
の
粒
子
含
む

良
灰
黄
色
部
分
的
に
灰
色
1
/
 4
 

81
 

ll
,1
2K
,L
 
包
含
/
(
!
/

A
D
②
 
72
.5
 
27
.5
 
8.
5 
60
 
0.
5 
~
l
 m
m
の
粒
子
、
不
均
質
良

灰
黄
色
部
分
的
に
淡
橙
色
完
形

82
 

l
 
l. 
12
K.
 L
 落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
D
②
 
40
-.
5 
25
 
7
 
20

會
4
0.
5 
~
2
 Dll
D
の
粒
子
を
含
む
良

明
橙
色

1
/
2
 

83
 

10
-1
4K
,L
 
表
士

A
D
②
 
57
 
26
.5
 
8
 
18
.4
 
0.
5 
~
L
m
m
の
粒
子
を
含
む
良

橙
色

1
/
4
 

84
 

13
,1
4N
,O
 
栂
11
1

古
墳
A
U
②
 
59
 
30
.5
 
11
 
62
.2
 
l
 mm
未
漉
の
粒
子
掏
質
に
含
む
良
灰
黄
色
黒
斑
1
/
2

2
/
3
 
端
部
調
整

85
 

13
,1
4N
,0
 
溝
11
1

古
墳
Al
l
②
 
71
. 
5
 3
0 
12
 
49
.0
 
0.
5,
 
~
1
 5
 mm
の
粒
子
を
含
む
良

暗
灰
黄
色

1
/
2
 

86
 

11
, 
12
K,
L 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
D
②
 
64
 
25
 
7.
5 
42
.0
 
0.
5 
Dl
lD
以
下
の
粒
子
多
し

良
淡
灰
色
暗
灰
色

小
欠
損

87
 

10
-1
4K
,L
 
表
土

A
D
②
 
32
 
25
 
10
 

，鼻
2
1
 ~
5
 m
m
の
粒
子
、
粗
い

良
淡
灰
黄
色

1
/
8
 

88
 

11
, 
12
K,
L 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
D
②
 
66
 
24
 
8
 
46
.8
 
0.
5 
~
l
 m
m
の
粒
子
多
し

良
淡
灰
褐
色
（
縞
状
）

小
欠
損

89
 

10
-1
4K
,L
 
表
土

A
D
②
 
32
.5
 
26
 
8.
5 
8.
9 
1
 mm
以
下
の
細
か
い
粒
子
含
む
良

明
橙
色

1
/
6
 

廿 幽 ー 濁 煉
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掲番・
載
遣
惣方図

出
土

計
測
最
大
値
(m
il
l)
重
員

調
残
存
率
備
考

番
号

遣
構
名
・
層
位

時
代
型
式

胎
土

焼
成

色
地
区

長
幅
厚
(
g
)
 

90
 

l
 
l,
 1
2K
, 
L
 落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
D
②
 
38
 
2
9
 
9.
5 
15
.4
 
0.
5 
~
5
 m
m
粒
子
含
む
も
精
良
良

淡
灰
黄
色
（
縞
状
）

1
/
4
 

91
 

10
-1
4K
,L
 
表
土

A
D
②
 
53
 
25
.5
 
10
.5
 
19
.2
 
0.
5 
~
J
 .5
 
m
m
の
粒
子
不
均
質
良

淡
灰
黄
色

J
/
3
 

92
 

11
, 
12
K,
 L
 落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
l
l
②
 
40
.5
 
23
 
11
 

12
.8
 
0.
5 
~
1
 5
 m
m
の
粒
子
、
精
良
良

灰
黄
色

1
/
4
 

93
 

11
, 
12
K,
 L
 落
ち
込
み
IO
I

古
墳
A
l
l
②
 
48
 
24
 
12
.5
 
1
4
 4
 
1
 mm
未
猫
の
粒
子
を
若
干
含
む
良

暗
灰
黄
色
部
分
的
に
明
褐
色
1
/
3
 

94
 

11
, 
12
K 
,L
 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
l
l
②
 
47
 
27
 
13
 

14
.9
 
0
 5
 mm
程
度
の
粒
子
、
精
良
不
良
灰
黄
色

1
/
5
 
土
錘
か
疑
問

95
 

11
, 
12
K,
L 
落
ち
込
み
10
1

古
墳
A
l
l
②
 
30
 
23
 
9
 5
 
7.
6 
0.
5 
m
m
程
度
の
粒
子
、
精
良
不
良
灰
色

1
/
6
 

96
 

11
, 
12
K,
 L
 蕗
ち
込
み
10
1

古
坦
A
l
l
②
 
72
 
23
 
7.
5 
18
.3
 
2
 m
m
以
下
の
粒
子
、
粗
い

不
良
淡
灰
黄
色
（
脇
状
）

1
/
3
 

97
 

ll
,1
2K
,L
 
包
含
陪

A
l
l
②
 
67
.5
 
24
 
7
 
15
.7
 
1.
5 
m
m
以
下
の
粒
子
、
不
均
質
良

淡
橙
色

1
/
2
 

98
 

ll
,1
2K
,L
 
包
含
陪

A
l
l
②
 
53
 
26
 
6
 
14
.0
 
2
 mm
以
下
の
粒
子
、
不
均
質
良

濃
橙
色

1
/
3
 

99
 

ll
, 
12
K,
L 
落
ち
込
み
10
1

古
坦
A
l
l
②
 
59
 
25
 
9.
5 
11
.8
 
0.
5 
m
m
以
下
の
細
か
い
粒
子
や
や
良
淡
褐
色
（
縞
状
）

1
/
5
 

10
0 

13
 
N
 
井
戸
12
6
②
 

A
l
l
②
 
74
 
27
.5
 
JO
 
61
.7
 
0.
5 
~
l
 m
m
程
の
粒
子
多
し
良

淡
褐
色

小
欠
損

10
1 
35
3-
Cl
03
 
18
 
R
 
溝
12
2
3
 J晋

中
世
A
l
l
②
 
65
 
27
.5
 
7.
5 
46
.0
 
0.
5 
~
1
 m
m
程
の
細
粒
子
多
し
良

淡
灰
焚
色

完
形

10
2 
34
3-
CB
S 
16
 
R
 
溝
12
2
1
陪

中
世
A
D
②
 
49
.5
 
30
 
9.
5 
44
.1
 
0.
5 
m
m
程
の
粒
子
多
く
、
均
質
良

淡
灰
黄
色

1
 /
2
 

10
3 

17
 
Q
 
溝
11
1
~
1
1
3
 

古
墳
A
D
②
 
63
.5
 
24
 
8
 
33
.9
 
0.
5 
~
I
 m
m
の
粒
子
を
含
む
良

に
ぶ
い
橙
色

3
/
4
 

10
4 

遺
楷
検
出
中

A
D
②
 
66
.5
 
2
7
 
8.
5 
49
.4
 
0.
5 
~
I
 m
m
の
粒
子
多
く
含
む
良

淡
灰
黄
色

小
欠
損

10
5 

下
流
部
包
含
眉

A
D
②
 
52
.5
 
29
.5
 
12
.5
 
29
.7
 
0.
5 
~
1
 II
IID
の
粒
子
を
含
む
良

灰
褐
色
黒
褐
色

1
/
 4
 

10
6 
15
0-
C3
3 
13
F 

溝
10
1
西
ト
レ
ン
チ

古
墳
A
?
 
65
.5
 
3
9
 
11
 

7
2
 5
 
l
 mm
以
内
の
粒
子
含
む

や
や
良
に
ぶ
い
黄
橙
色

小
欠
損

10
7 
15
7-
C3
5 
11
 
J
 
井
戸
11
8
井
筒
内

奈
良
AI
II
 
66
,5
 
42
 
17

電
5
11
7.
3 
0.
5 
~
1
 m
m
の
粒
子
多
く
含
む
良

灰
黒
色

完
形

10
8 
15
7-
C3
4 
11
 
J
 
井
戸
11
8
埋
士
下
屈

奈
良
A
l
l
 
68
.5
 
41
 
1
4
 5
 
11
4
尋
5
l
 mm
前
後
の
粒
子
多
く
含
む
や
や
良
暗
灰
色

完
形

10
9 

遺
構
検
出
中

A
l
l
 
59
.5
 
30
 
14
 

50
.2
 
l
 mm
程
度
の
粒
子
を
含
む

良
淡
灰
黄
褐
色

完
形

11
0 
15
0-
Cl
O 
13
-l
l 
溝
JO
]
上
部
土
器
溜
り
下
層
古
墳
A
 I
?
 
60
 
34
 
14
 

60
.5
 
1
 mm
内
外
の
粒
子
を
含
む

や
や
良
淡
灰
黄
色

完
形

1
1
]
 
37
0-
Cl
37
 
20
 
S
 
溝
12
2

中
世
A
I
D
 
58
 
32
 
10
 

50
.4
 
1
 mm
内
外
の
粒
子
比
較
的
多
し
や
や
良
灰
褐
色
赤
褐
色

完
形

11
2 

12
 
N
 
井
戸
12
7
堀
り
方

鎌
倉
A
l
l
③
 
58
.5
 
26
 
7
 
39
.1
 
2
 mm
以
下
の
粒
子
含
む

や
や
良
暗
灰
黄
色

完
形

11
3 

12
, 
13
し
稲
10
5

弥
生
A
l
l
③
 
56
 
27
 
10
.5
 
56
.2
 
0.
5 
~
2
 mil
)
程
度
の
粒
子
含
む
普
通
淡
橙
色

黒
斑

完
形

ll
4 
40
4-
Cl
63
 
21
 
S,
T 
側
溝

A
l
l
③
 
52
.5
 
20
 
8.
5 
24
.2
 
1
 ~
3
 mm
の
粒
子
多
虹
に
含
む
や
や
良
暗
灰
黄
色
淡
灰
黄
色

完
形

11
5 
15
0-
C2
7 
13
-
16
 
猫
10
1
中
陪

古
坦
A
l
l
③
 
54
 
23
 
8.
5 
31
.6
 
2
 m
m
程
度
の
粒
子
、
不
均
質
不
良
赤
橙
色
淡
灰
黄
色

小
欠
損

11
6 
40
4-
Cl
62
 
21
 
S
 
溝
12
2
張
り
出
し
部

中
世
A
l
l
③
 
29
 
20
 
8
 
12
.2
 
0.
5 
~
2
 m
m
大
の
粒
子
多
し
や
や
甘
暗
灰
黄
色

1
/
2
 

11
7 
34
3-
C8
4 
17
,1
8 
R
 
稲
12
2
1
陪

中
世
B
l
 
59
.5
 
21
 
，
 
22
.6
 
0.
5 
m
m
以
下
の
細
粒
子
多
し
良

淡
赤
褐
色

小
欠
損

11
8 
35
0-
C9
6 
14
 
R
 
碑
12
2
ッ
ジ
ミ
層

中
世
B
l
 
58
.5
 
21
.5
 
，
 .
 
20

會
6
0.
5 
~
2
 m
m
大
の
粒
子
含
む
良

灰
黄
色

完
形
端
部
整
形

11
9 
40
4-
Cl
64
 
20
 
T
 
床
土

B
l
 
54
 
20
.5
 
，
 
18
.9
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
、
小
石
若
干
良
好
暗
赤
橙
色

2
/
3
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掲番・
載
追
物号図

出
土

計
測
最
大
値
(m
m)
重
紐

番
号

追
構
名
・
層
位

時
代
型
式

胎
土

焼
成

色
調

残
存
率
備
考

地
区

長
幅
厚
(
g
)
 

12
0 
36
4-
Cl
2l
 
20
 
S
 
溝
12
2
巌
下
層
貝
層

中
世
B
l
 
40
.5
 
22
 
11
 

16
.9
 
0
.
5
 m
m
以
下
の
粒
子
、
均
質
良

淡
灰
黄
色

1
/
2
 

1.
21
 
36
4-
Cl
ZO
 
20
 
S
 
溝
12
2
最
下
附
貝
屈

中
世
B
l
 
42
.5
 
21
. 
5
 
10
 

15
.9
 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
、
均
質
良

淡
灰
黄
色

1
/
2
 

12
2 
40
4-
Cl
BB
 

B
l
 
66
 
19
.5
 
10
 

27
.7
 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
若
干
含
む
良
好
暗
灰
黄
色
黒
斑
有
り

小
欠
損
端
部
整
形

12
3 
36
4-
Cl
22
 
20
 
S
 
碑
12
2
下
J凶

中
世
B
l
 
55
.5
 
24
 
10
 

28
.7
 
0.
5 
mm
大
の
粒
子
を
含
む

や
や
良
赤
褐
色

4
/
5
 

12
4 
37
0-
Cl
.3
5 
20
 
S
 
溝
12
2

中
世
B
l
 
49
.5
 
19
 
8
 
18
. 
3
 0
.5
 
mm
程
の
粒
子
、
や
や
均
質
良

明
灰
黄
色
部
分
的
灰
褐
色
完
形

12
5 
38
8-
C1
48
 
21
 
S
 
碑
1.
22
張
り
出
し
部
下
層

中
世
B
l
 
24
.5
 
20
.5
 
8
 
7
 .1
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
多
し
、
粗
目
良

暗
灰
黄
色

1
/
2
 

12
6 
38
8-
Cl
.4
9 
21
 
S
 
澗
12
2
張
り
出
し
部
下
層

中
世
B
I
 
3
9
 
18
 
7
 
14
.7
 
1
 ~
2
 mm
大
の
粒
子
粗
い
胎
土
や
や
甘
淡
灰
黄
色
半
分
黒
斑

1
/
2
 

12
7 
16
6-
C4
4 
20
 
S
 
瑚
11
5

古
代
B
l
 
44
.5
 
22
 
，
 
17
.9
 
0.
5 
mm
以
下
の
細
砂
粒
多
し
良

淡
赤
橙
色

1
/
2
 

12
8 
l6
6-
C3
9 
20
 
S
 
溝
11
5

古
代
B
I
 
50
 
18
 
7
 
12
. 
7
 
l
 mm
内
の
粒
子
少
し
、
3
mm
稀
良
好
灰
黄
色
黒
斑
有
り

小
欠
損

12
9 
l.
70
-C
53
 
13
 
F
 
溝
lO
l
上
層

古
墳
B
l
 
6
3
 5
 2
7 
12
.5
 
33
.6
 
1. 
m
m
程
の
粒
子
を
含
み
、
均
質
良
好
に
ぶ
い
橙
色
部
分
的
暗
褐
色
9
/
1
0
 

13
0 
l.
70
-C
57
 
12
E,
r 
近
代
用
水
地
岸

B
l
 
23
.5
 
18
.5
 
7
 
5.
3 
0.
5 
~
1
.
5
 m
m
程
の
粒
子
含
む
良
好
暗
灰
褐
色
部
分
的
に
淡
橙
色
1
/
3
 

13
1 
l7
0-
C5
5 
13
P 

溝
10
1
上
部
土
器
溜
り
上
層
奈
良
B
l
 
64

拿
5
22
.5
 
11
 

26
.4
 
0.
5 
mm
程
の
粒
子
含
み
均
質
良
好
に
ぶ
い
橙
色
部
分
的
赤
橙
色
9
/
1
0
 

13
2 
l7
0-
C5
6 
13
, 
14
 
fi' 
溝
10
1
上
部
士
器
溜
り
上
層
奈
良
B
l
 
50
 
13
.5
 
6
 
14
.8
 
l
 mm
以
下
の
粒
子
を
含
む

や
や
良
淡
灰
黄
色

4
/
5
 

13
3 
l7
0-
C5
4 
13
P 

渦
10
1
上
部
土
器
溜
り
上
層
奈
良
B
l
 
63
.5
 
24
.5
 
10
 

2
8
 7
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
を
少
し
含
む
良
好
に
ぶ
い
橙
色

完
形

13
4 
l7
0-
C5
2 
13f
i' 

溝）
01
上
部
土
器
溜
り

奈
良
B
l
 
44
 
29
.5
 
10
.5
 
24
.4
 
1
 mm
内
の
粒
子
を
含
む

や
や
良
淡
灰
黄
色
（
縞
状
に
赤
橙
色
）
1
/
2
 

13
5 
17
0-
CS
l 
12
F 

溝
10
1
上
部
土
器
溜
り

奈
良
B
l
 
44
.5
 
29
.5
 
11
 

21
. 
0
 
l
皿
内
の
粒
子
を
含
み
均
質
や
や
良
淡
灰
黄
色
（
縞
状
に
明
橙
色
）
1
/
3
 

1.
36
 

下
流
部
包
含
暦
暗
渠

B
l
 
47
 
22
.5
 
，
 
20
.3
 
0.
5 
~
3
 mm
粒
子
多
く
不
絢
質
や
や
良
黄
白
色

2
/
3
 

1.
37
 

P-
Q 

包
含
陪

B
l
 
47
 
17
 
7
 
10
.8
 
0.
5 
mm
大
の
粒
子
含
む
、
梢
良
や
や
良
明
赤
橙
色
部
分
的
に
賠
褐
色
1
/
2
 

1.
38
 

15
 
P
 
井
戸
13
8

鎌
倉
B
l
 
62
.5
 
2
0
 5
 
10
 

27
.2
 
0.
5 
lll
lll
大
の
粒
子
含
む
、
均
質
良
好
陪
灰
黄
色

完
形
端
部
成
形

1.
39
 
34
6-
C8
7 
17
,l
8R
 
構
12
2
第
2
層

中
世
B
l
l
 
54
 
1
5
 5
 
7.
5 
10
. 
7
 0
.5
 
~
l
 m
m
の
粒
子
多
く
含
む
良

灰
黒
色

2
/
3
 

1.
40
 
34
3-
C7
5 
17
, 
l8
R 
碑
12
2
L
屈

中
世
B
 II 
69
 
12
 
4.
5 
5.
9 
0.
5 
~
2
 mm
の
粒
子
、
不
均
質
良
好
赤
褐
色

3
/
4
 

1.
41
 
l7
0-
C6
3 
13
, 
14
P 
栂
10
1
上
部
土
器
溜
り
下
層
古
墳
B
i
l
 
43
.5
 
16
.5
 
5.
5 
8
、7
0.
5
皿
以
下
の
粒
子
精
良
均
質
良

淡
灰
黄
色

2
/
3
 

14
2 
l7
0-
C5
8 
13
F 

溝
10
1
上
部
士
器
溜
り
上
屈
奈
良
B
i
l
 
68
.5
 
10
.5
 
5
會
5
14
.0
 
1
 ~
3
 mm
の
粒
子
を
含
む

良
淡
灰
黄
色

小
欠
損

14
3 

ll
,1
2K
,L
 
包
含
！
曽

B
 II 
36
.5
 
14
.4
 
5
 
6.
3 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
多
く
含
む
良

淡
灰
黄
色

1
/
2
 

l4
4 
38
8-
C1
51
 
21
 
S
 
溝
12
2
張
り
出
し

中
世
B
 II 
64
 
17
 
6.
5 
16
.8
 
1
 mm
内
の
粒
子
を
含
む

良
暗
灰
黄
色
黒
斑
有
り

小
欠
損

14
5 
16
6-
C4
9 
20
 
S
 
栂
11
5

古
代
B
皿
42
 
19
 
，
 
11
.9
 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
多
し

良
暗
灰
色

小
欠
損

14
6 
16
6-
C4
3 
20
 
s
 
溝
l
15
 

古
代
BI
il
 
40
.5
 
2
L
5
 
9.
5 
16
.0
 
0.
5 
~
l
 m
m
程
の
粒
子
を
含
む
良
好
淡
灰
黄
色

完
形

14
7 
16
6-
C4
8 
20
 
S
 
溝
ll
5

古
代
B
皿
41
 
19
 
7.
5 
1
3
 l
 0
.5
 
mm
以
下
の
粒
子
を
含
む
良

淡
灰
災
色

完
形
端
部
整
形

14
8 
l6
6-
C4
6 
20
 
S
 
瑚
11
5

古
代
B
冊
36
 
19
.5
 
8
 
1.
1.
 2
 0
. 
5
 mm
以
下
の
粒
子
、
均
質
良

淡
灰
黄
色

完
形
端
部
整
形

14
9 
37
0-
Cl
36
 
20
 
S
 
溝
12
2

中
世
B
皿
41
 
21
 
8
 
15
.6
 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
多
く
均
質
良

淡
灰
黄
色
暗
黄
色

完
形
端
部
整
形

仕 隙 ー 濤 浙
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掲裔
載雙
図

出
士

型
式
計
測
最
大
値
(m
m)
重
罷

調
残
存
率
備
考

番
号

遣
構
名
・
陪
位

時
代

胎
士

焼
成

色
地
区

長
幅
厚
(
g
)
 

15
0 
16
6-
C4
7 
20
 
S
 
澗
ll
5

古
代
BI
ii
 
40
 
20
.5
 
8
 
14
.4
 
0.
5 
mm
程
の
粒
子
少
々
、
均
質
良
好
淡
灰
黄
色

完
形
端
部
整
形

15
1 
16
6-
C4
5 
20
 
S
 
溝
ll
S

古
代
B
皿
39
.5
 
21
 
8.
5 
14
.5
 
0.
5 
mm
程
の
粒
子
少
々
、
均
質
良

灰
黒
色

完
形
端
部
整
形

15
2 

11
 
L
 
P
 1
 0
 8
 1
 

近
世
B
N
 
32
 
12
 
5
 
4.
5 
細
か
い
粒
子
、
精
良

良
淡
灰
黄
色
（
縞
状
に
淡
褐
色
）
1
/
2
 

15
3 
17
0-
C6
0 
13
 
P
 
栂
10
1
中
央
ト
レ
ン
チ

古
坑
B
N
 
55
.5
 
14
.5
 
5.
5 

8
 4
 0
 5
 mm
程
の
粒
子
若
干
、
均
質
良

淡
灰
黄
色
部
分
的
に
明
橙
色
完
形

15
4 
17
0-
C6
1 
1
H
3
D
,
F
 
北
上
が
り
表
士
攪
乱

B
N
 
53
 
14
.5
 
6
 
10
. 
7
 1
.5
 
mm
内
外
の
粒
子
含
む

良
好
灰
黒
色
一
部
明
灰
褐
色

完
形

15
5 
17
0-
C5
9 
13
 
F
 
洞
10
1
上
部
土
器
涸
り

古
摂
B
N
 
56
.5
 
14
.5
 
6
 
10
.4
 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
含
み
均
質
良

淡
灰
黄
色
部
分
的
に
明
褐
色
完
形
端
部
幣
形

15
6 
17
0-
C6
2 
13
 
F
 
溝
IO
I
上
部
土
器
溜
り

古
坦
B
N
 
54
 
14
 
4
 
9.
4 
1
 mm
以
内
の
粒
子
比
較
的
含
む
良
好
灰
黄
色
黒
斑
有
り

完
形

15
7 
26
7-
C7
1 
16
 
N,
O 
井
戸
13
4

室
町
B
N
 
50
 
11
.5
 
4
 
5.
3 
0.
5 
mm
程
の
粒
子
含
み
、
均
質
良
好
灰
黄
色
明
橙
色

小
欠
担

15
8 

不
明
分

B
W
 
2
9
 5
 1
3.
5 
6
 
3.
9 
0.
5 
~
l
 m
m
の
粒
子
含
み
均
質
良

灰
黄
色

1
/
2
 

15
9 

下
流
部
包
含
屈

B
N
 
23
 
13
 
5
 
3.
0 
0.
5 
mm
程
の
粒
子
若
干
含
む
良

灰
黒
色
部
分
的
に
暗
赤
褐
色
1
/
2
 

16
0 

下
流
部
包
含
眉

B
N
 
42
 
12
.5
 
5
 
4.
5 
0.
5 
~
l
 mm
の
粒
子
含
む

良
淡
橙
色
黄
白
色
（
縞
状
）
小
欠
担

16
1 

下
流
包
含
陪
暗
渠
を
含
む

B
W
 
39
.5
 
，
 3 

2.
9 
2
 mm
以
下
の
粒
子
含
む

良
灰
白
色
淡
橙
色
灰
黄
色
小
欠
損

16
2 

遣
構
検
出
中

B
l
V
 
39
.5
 
12
 
6
 
4.
5 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
含
み
均
質
良

に
ぷ
い
橙
色
（
稿
状
）

小
欠
損

16
3 

逍
楷
検
出
中

B
W
 
46
 
14
 
5.
5 
8
阜
7
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
含
み
均
質
良

淡
灰
黄
色
黒
斑
有
り

小
欠
損
端
部
整
形

16
4 
37
0-
Cl
33
 
20
 
S
 
渦
12
2

中
世
B
W
 
55
 
15
 
6
 
10
. 
7
 0
.5
 
mm
程
の
粒
子
若
干
、
均
質
良
好
に
ぶ
い
橙
色
（
縞
状
）

3
/
4
 

16
5 
35
9-
Cl
14
 
19
 
S
 
溝
12
2

中
世
B
W
 
38
.5
 
11
 
4
 
3.
5 
I
 IIII
D
以
下
の
粒
子
若
干
、
均
質
良
好
赤
褐
色

小
欠
担

16
6 
36
4-
C1
23
 
20
 
S
 
溝
12
2
下
聞

中
世
B
I
V
 
55
 
13
.5
 
4
 
9.
8 
l
 ~
3
 mr
nl
l)
粒
子
含
む
、
精
良
や
や
良
暗
灰
褐
色
部
分
的
暗
灰
黄
色
完
形

16
7 
35
9-
Cl
l7
 
20
 
S
 
溝
12
2
貝
屈
中

中
世
B
 IV 
25
.5
 
II
. 
5
 
4
 
2.
5 
0.
5 
mm
程
の
粒
子
若
干
、
均
質
良
好
暗
灰
褐
色
部
分
的
に
赤
褐
色
1
/
2
 

16
8 
40
4-
Cl
58
 
20
 
T
 
表
土
剣
ぎ

B
 IV 
4
4
 5
 1
1 
4
 
5.
2 
1
 mm
大
の
粒
子
少
々
含
む

良
好
賠
褐
色

小
欠
損

16
9 
37
0-
Cl
34
 
20
 
S
 
洞
12
2

中
世
B
 IV 
54
 
14
 
7
 
10
.5
 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
含
み
均
質
良
好
暗
灰
色
部
分
的
に
灰
白
色
4
/
5
 

17
0 
37
0-
Cl
32
 
20
 
S
 
溝
12
2

中
世
B
N
 
42
.5
 
10
 
3.
5 
5.
1 
1
 mm
以
下
の
粒
子
含
む

良
好
淡
黄
褐
色

2
/
3
 

17
1 
37
0-
Cl
29
 
20
 
S
 
溝
12
2

中
世
B
N
 
39
 
，
 3 

2.
7 
0.
5 
mm
程
の
粒
子
若
干
、
均
質
良
好
赤
褐
色

小
欠
損

17
2 
38
8-
Cl
SO
 
21
 
S
 
溝
12
2
張
り
出
し
部

中
世
B
N
 
34
 
11
 
4.
5 
2.
6 
0.
5 
mm
程
の
粒
子
若
干
、
均
質
良
好
暗
褐
色
部
分
的
に
明
橙
色
1
/
2
 

17
3 
40
4-
Cl
57
 
20
 
S,
T 
黄
茶
色
土

B
N
 
45
 
13
 
5
 
5.
7 
1
 mm
以
下
の
粒
子
若
干
含
む
良
好
淡
橙
色
灰
赤
紫
色

小
欠
損

17
4 
16
6-
C4
2 
20
 
S
 
溝
11
5

古
代
B
N
 
36
 
16
 
6
 
9.
9 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
含
み
均
質
良
好
陪
灰
色

1
/
2
 
端
部
整
形

17
5 
16
6-
C3
8 
20
 
S
 
洲
11
5

古
代
B
N
 
24
 
11
 
5.
5 
2.
5 
1
 mm
以
下
の
粒
子
若
干
、
均
質
良
好
淡
灰
黄
色

1
/
2
 

17
6 
16
6-
C4
0 
20
 
S
 
溝
11
5

古
代
B
l
V
 
29
.5
 
16
 
6.
5 
7.
7 
0.
5 
~
I
 m
m
の
粒
子
多
く
含
む
良
好
暗
灰
色

1
/
2
 

17
7 
37
0-
Cl
30
 
2
0
 S
 
溝
12
2

中
世
Bl
¥!
 
45
.5
 
12
 
3.
5 
6.
3 
I
 mm
内
外
の
粒
子
散
在

良
好
に
ぶ
い
橙
色
帯
状
に
暗
褐
色
小
欠
損

17
8 
28
1-
C7
2 
20
 
S
 
井
戸
14
1
上
部

室
町
Bl
¥/
 
43
 
11
 
5
 
5.
0 
粒
子
が
殆
ど
目
立
た
ず
均
質
良
好
灰
黄
色

小
欠
損

17
9 
16
6-
C4
1 
20
 
S
 
洞
11
5

古
代
.B
l¥
/ 
33
 
16
.5
 
6
 
9.
2 
I
 mm
以
内
の
粒
子
を
含
む

良
好
灰
黒
色

1
/
2
 
端
部
整
形
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番掲・
載遣
物号図

出
土

計
測
最
大
値
(m
il
l)
重
旦

番
号

遣
構
名
・
屈
位

時
代
型
式

胎
士

焼
成

色
調

残
存
率
備
考

地
区

長
幅
厚
(
g
)
 

18
0 
16
6-
C3
7 
20
 
S
 
猫
11
5

古
代
B
N
 
4
6
 
10
. 
5
 
4
 
4.
7 
0.
5 
Ill
lll
以
下
の
粒
子
稀
、
均
質
良
好
灰
白
色

小
欠
損

18
1 
37
0-
Cl
31
 
20
 
S
 
溝
12
2

中
世
B
N
 
4
9
 
11
 
4
 
6.
3 
1
 mm
以
内
の
粒
子
を
含
む

良
好
暗
黄
褐
色

完
形

18
2 
35
6-
Cl
lO
 
15
 
R
 
溝
12
2
士
城
内

中
世
B
N
 
42
.5
 
13
.2
 
6
 
5.
4 
0.
5
皿
以
下
の
粒
子
、
均
質
良

灰
黒
色
一
部
淡
灰
黄
色

完
形
端
部
整
形

18
3 
34
6-
C8
6 
15
,1
6 
R
 
碑
12
2
2
陪

中
世
B
N
 
5
2
 
15
.5
 
5.
5 
11
. 
7
 0
.5
 
m
m
以
下
の
粒
子
多
く
含
む
良

淡
灰
黄
色

完
形
端
部
幣
形

18
4 
35
0-
C9
4 
18
 
R
 
溝
12
2
貝
層

中
世
B
 IV 
51
 
13
.5
 
4
 
5.
1 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
稀
、
均
質
良
好
黒
色
赤
紫
色

小
欠
損

18
5 
37
4-
Cl
.4
7 
16
 
A
A
 
弱
12
3
中
央
断
面
7
層

中
世
B
N
 
47
.5
 
8
 
3
 
3
 4
 0
.5
 
~
1
.
5
 m
m
の
粒
子
含
む
良
好
赤
橙
色
部
分
的
に
灰
黄
色
9
/
1
0
 

18
6 
40
4-
Cl
6l
 
14
-l
SW
-Z
 

B
 IV 
33
 
12
 
4
 
4.
0 
1
 mm
未
満
の
粒
子
含
む

良
灰
白
色
黒
斑
有
り

1
/
2
 

18
7 
35
3-
Cl
02
 
17
 
R
 
靱
12
2
3
層

中
世
B
 IV 
3
9
 
15
 
5.
5 
5.
8 
1
 mm
内
外
の
粒
子
を
含
む

良
好
暗
灰
黄
色
部
分
的
に
淡
橙
色
完
形

18
8 
37
4-
Cl
40
 
16
 
A
A
 
涸
12
3
l
層

中
世
B
W
 
43
.5
 
10
 
4
 
3.
7 
0.
5 
~
1
.
5
 m
m
の
粒
子
を
含
む
良
好
赤
褐
色

完
形

18
9 
35
3-
Cl
OO
 
18
 
R
 
溝
12
2
3
層

中
世
B
W
 
45
.5
 
11
. 
5
 
3.
5 
5.
4 
0.
5 
mm
の
粒
子
を
含
む

良
好
淡
灰
黄
色

完
形

19
0 
34
3-
C7
9 
15
 
R
 
溝
12
2
1
眉

中
世
Bl
¥/
 
46
.5
 
11
.5
 
4
 
4.
3 
0.
5 
~
2
 m
m
の
粒
子
を
含
む
良

赤
橙
色

ヽ

完
形

19
1 
34
6-
CB
B 
16
 
R
 
溝
12
2
2
層

中
世
B
 IV 
50
.5
 
14
 
5
 
6.
3 
0.
5 
~
l
.
5
 m
m
の
粒
子
を
含
む
良
好
明
褐
色

完
形

19
2 
35
3-
Cl
Ol
 
14
~l
5R
 
溝
12
2
3
層

中
世
Bt
ll
 
3
4
 
11
 
4.
5 
3.
8 
0.
5 
mm
の
粒
子
稀
、
均
質

良
好
明
橙
色

l
/
2
 

19
3 
34
6-
C8
9 
14
 
R
 
碑
12
2
2
層

中
世
Br
.'
 
3
7
 
10
.5
 
4.
5 
3.
3 
0.
5 
~
1
 m
m
の
粒
子
若
千
含
む
良

暗
灰
黄
色

1
/
2
 

19
4 
34
3-
C8
1 
14
 
R
 
溝
12
2
1
陪

中
世
Bt
ll
 
39
.5
 
12
.5
 
5
 
5.
4 
0.
5 
~
l
 m
m
の
粒
子
を
含
む
良
好
淡
黄
褐
色
灰
黄
色

1
/
2
 

19
5 
35
6-
Cl
 1
1 
17
 
S
 
溝
12
2
2
 /習

中
世
Bl
¥/
 
41
 
10
.5
 
4
 
4.
4 
0.
5 
mm
程
の
粒
子
若
千
、
均
質
良
好
赤
橙
色
赤
紫
色
（
縞
状
）
9
/
1
0
 

19
6 
34
3-
CS
O 
17
 
S
 
澗
12
2
上
層

中
世
B
f
v
 
41
. 
5
 
13
 
5
 
5.
6 
0.
5 
~
l
 m
m
の
粒
子
散
在

良
賠
赤
褐
色
部
分
的
に
赤
紫
色
4
/
5
 

19
7 
34
3-
C7
8 
14
 
R
 
溝
12
2
l
屈

中
世
B
W
 
49
 
12
 
4
 
6.
7 
0.
5 
~
1
 m
m
多
く
含
む

良
好
暗
茶
褐
色

小
欠
損

19
8 
37
4-
Cl
42
 
16
,1
7A
A 
潤
12
3
2
層

中
世
B
W
 
31
.5
 
13
 
5.
5 

2.
6 
0.
5 
mm
程
の
粒
子
若
干
、
均
質
良
好
淡
橙
色
部
分
的
に
黒
色

1
/
2
 

19
9 
34
6-
C9
0 
17
 
S
 
溝
12
2

中
世

B
~

 
40
.5
 
12
.5
 
4
 
6.
4 
0.
5 
~
l
 m
m
の
粒
子
含
み
均
質
や
や
甘
灰
白
色

3
/
4
 

20
0 
34
3-
C7
6 
16
 
R
 
溝
12
2
l
陪

中
世
B
W
 
43
 
11
. 
5
 
3.
5 

3.
9 
0.
5 
~
1
.
5
 m
m
の
粒
子
含
む
良

灰
黒
色

小
欠
損

20
1 
35
0-
C9
5 
16
,1
7 
R
 
溝
12
2
貝
層

中
世
BI
i/
 
38
 
11
 
3.
5 
5
疇゚
0.
5 
~
1
.
5
 m
m
の
粒
子
含
む
良

灰
黄
色

1
/
2
 

20
2 
37
4-
Cl
43
 
16
,1
7 
A
A
 
濶
12
3
2
層

中
世
B
W
 
54
.5
 
11
 
4
 
4.
9 
0.
5 
mm
の
粒
子
を
含
み
、
均
質
良
好
灰
黒
色

4
/
5
 

20
3 
37
4-
Cl
44
 
15
,1
6 
A
A
 
溝
12
3
2
屈

中
世
B
N
 
47
 
1
1
 5
 
4
 
4.
9 
0.
5 
~
l
 m
m
の
粒
子
を
含
む
良

赤
橙
色

9
 /
1
0
 

20
4 
34
3~
C8
3'
 
16
 
R
 
涸
]2
2
1
眉

中
世
B
!
V
 
48
 
19
.5
 
9.
5 
16
.3
 
0.
5 
~
5
 m
m
大
の
粒
子
、
粗
い
良

灰
黄
色
黒
斑
有
り

2
/
3
 

20
5 

15
 
P
 
井
戸
13
8

鎌
倉
B
N
 
50
.5
 
16
.5
 
4
 
12
.4
 
精
良

良
灰
白
色

4
/
5
 

20
6 
40
4-
C1
60
 
2
0
 S
 
床
土

B
V
 
33
.5
 
10
 
4
 
2.
9 
0.
5 
~
1
.
5
 m
m
の
粒
子
を
含
む
良

暗
赤
褐
色

小
欠
損

20
7 
32
3-
C7
4 
21
 
S
 
土
狼
19
1

中
世
B
Y
 
32
 
8
 
3
 
1.
9 
0.
5 
~
l
 m
m
の
粒
子
を
含
む
良
好
赤
橙
色
明
褐
色
（
縞
状
）
小
欠
損

20
8 
37
4-
Cl
45
 
15
,1
6 
A
A
 
溝
12
3
2
層

中
世
B
V
 
16
.5
 
11
 
3
 
0.
6 
O
.
S
~
l
m
m
の
粒
子
を
含
む
良

黄
褐
色

1
/
8
 

20
9 
40
4-
Cl
59
 
14
-1
6
牝
Z
表
士

B
V
 
23
.5
 
7.
5 
2
 
L
4
 
0.
5 
mm
以
下
の
細
か
い
粒
子
や
や
甘
灰
白
色

？
 

廿 隙 ー 癖 浙



叫 r m 言 一 半 王 涵 蓉 3

ー
50
0
ー

掲番・
遺載
惣で図

出
土

計
測
最
大
値
(m
m)
重
痘

番
号

遣
構
名
・
層
位

時
代
型
式

胎
士

焼
成

色
関

残
存
率
備
考

地
区

長
幅
厚
(
g
)
 

21
0 

P,
Q 

包
含
層

B
V
 
30
 
8.
5 
4
 
1. 
9
 0
.5
 
mm
以
下
の
細
か
い
粒
子
良
好
暗
黄
褐
色
部
分
的
に
赤
褐
色
小
欠
損

21
1 

15
 
Q
 
P
 6
 2
 4
 

中
世
B
V
 
33
,5
 
14
.5
 
5
 
6.
2 
1
 mm
以
下
の
粒
子
を
含
む

良
灰
黄
色

完
形

21
2 
36
4-
Cl
25
 
20
S,
21
T 
洲
11
5

古
代
C
 
60
 
34
 
23
.5
 
47
.5
 
0.
5 
mm
の
粒
子
1
~
2
 mm
若
干
良

に
ぶ
い
橙
色
片
面
黒
斑
有
り
完
形

21
3 

20
 
S
 
罰
12
2
下
陪

中
世
C
 
50
.5
 
36
 
25
 
51
.8
 
0
 5
 mm
の
細
か
い
粒
子
を
含
む
良

淡
灰
黄
色

完
形

21
4 
38
8-
C1
55
 
21
 
S
 
溝
1
2
2
張
り
出
し
部
F
層

中
世
C
 
44
 
25
.5
 
19
 
25
.6
 
1
 mm
内
外
の
粒
子
を
含
む

良
暗
灰
黄
色

完
形

21
5 
40
4-
Cl
67
 
14
-1
6憎
ー
Z
表
土

C
 
44
.5
 
28
 
]9
.5
 
21
.8
 
0.
5 
mm
以
下
の
細
か
い
粒
子
良

淡
灰
黄
色

小
欠
損

21
6 
40
4-
Cl
68
 
16
 
R
 
溝
11
5

古
代
C
 
34
 
21
 
19
.5
 
13
.4
 
0.
5 
~
1
 m
m
の
粒
子
、
均
質
良
好
暗
灰
黄
色

小
欠
拍

21
7 
l7
0-
C6
4 
12
, 
13
F 
洲
10
1
上
部
土
器
溜
り
上
層
奈
良
C
 
46
.5
 
27
.5
 
17
 
33
.7
 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
を
含
む
良

灰
黒
色

小
欠
損

21
8 

15
Q1
6P
,Q
 
表
士

C
 
39
 
32
 
26
.5
 
26
.l
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
、
粗
い

良
に
ぶ
い
橙
色
黒
斑

5
/
6
 

21
9 
34
6-
C9
1 
16
 
R
 
稲
12
2
2
附

中
世
D
 
31
 
32
 

31
. 
2
 1
 mm
大
の
粒
子
を
含
み
、
均
質
良

淡
橙
褐
色
灰
黄
色

完
形

22
0 
35
3-
Cl
04
 
16
, 
17
 
R
 
溝
12
2
3
層
（
貝
層
下
）

中
世
D
 
28
.5
 
27
.5
 
12
 
19
.1
 
0.
5 
mm
以
下
の
細
か
い
粒
子
良

淡
灰
黄
色
部
分
的
に
暗
黄
色
完
形

22
1 
35
9-
Cl
l5
 
19
 
S
 
溝
12
2
上
隋

中
世
D
 
39
 
32
.5
 
12
.5
 
19
.0
 
0.
5
四
の
細
か
い
粒
子
、
均
質
良
好
淡
灰
黄
色
部
分
的
に
淡
褐
色
1
/
2
 

22
2 

15
 
0
 
建
物
13
9
柱
穴
4

鎌
倉
D
 
27
.5
 
31
.5
 
11
. 
5
 
19
.5
 
精
良

良
賠
灰
黄
色
淡
黄
褐
色
斑
完
形

22
3 
37
0-
Cl
38
 
20
 
S
 
溝
12
2

中
世
E
 
52
 
18
 
13
 
1
3
 0
 0
.5
 
mm
以
下
の
細
か
い
粒
子
良

淡
灰
黄
色
黒
斑
有
り

完
形

22
4 
38
8-
C1
52
 
21
 
S
 
洞
12
2
張
り
出
し
部

中
世
E
 
33
.5
 
14
 
15
 

9.
4 
l
 mm
内
外
の
粒
子
を
含
む

良
淡
灰
黄
色
部
分
的
に
淡
橙
色
1
/
2
 

22
5 
38
8-
Cl
53
 
21
 
S
 
栂
12
2
張
り
出
し
部

中
世
E
 
22
.5
 
10
.5
 
10
 

3.
4 
l
 mm
大
の
粒
子
を
含
む
、
粗
い
良

暗
黄
褐
色

1
/
2
 

22
6 
38
8-
C1
56
 
21
 
S
 
洞
12
2
張
り
出
し
部

中
世
E
 
34
 
12
.5
 
5
 
7.
5 
I
 mm
以
下
の
粒
子
多
く
、
粗
い
良

灰
白
色
部
分
的
に
赤
橙
色
1
/
2
 

22
7 
38
8-
Cl
54
 
21
 
S
 
溝
12
2
張
り
出
し
部

中
世
E
 
64
.5
 
17
 
13
 
15
.8
 
1
 mm
程
度
の
粒
子
多
く
含
む
良

灰
褐
色
部
分
的
に
明
橙
色
完
形

22
8 
17
0-
C6
5 
13
 
F
 
溝
10
1
J:
 部
土
器
溜
り

古
坦
E
 
51
 
16
.5
 
14
 
12
.4
 
1
 mm
以
下
の
粒
子
含
む
、
均
質
良

淡
灰
黄
色

2
/
3
 

22
9 
17
0-
C6
7 
13
 
F
 
稲
10
1
上
部
士
器
溜
り

古
墳
E
 
29
.5
 
17
 
15
 

9.
9 
0.
5 
mm
以
下
の
細
か
い
粒
子
良
好
に
ぶ
い
橙
色

1
/
2
 

23
0 
17
0-
C6
6 
13
, 
14
 
P
 
溝
10
1
上
部
土
器
溜
り
上
層
奈
良
E
 
61
 
15
 
13
 
ll
.7
 
0.
5 
mm
以
下
の
粒
子
、
均
質
良

暗
灰
褐
色

6
/
7
 

23
1 

14
 
L
 
建
物
13
2
柱
穴
5

鎌
倉
E
 
32
.5
 
13
 
10
.5
 
4.
3 
0.
5 
mm
程
度
の
粒
子
、
均
質
良

暗
黄
褐
色

1
/
2
 

23
2 
35
3-
Cl
OS
 
17
, 
18
 
R
 
洲
12
2
第
3
屑

中
世
E
 
31
 
11
.5
 
12
 

5.
5 
0.
5 
mm
大
の
粒
子
を
含
む

良
好
灰
黒
色

1
/
2
 

23
3 
36
4-
Cl
24
 
20
 
S
 
涸
12
2
下
隈

中
世
F
 
22
.5
 
22
 
13
 

3.
0 
0.
5 
mm
程
度
の
粒
子
、
3m
m
稀
に
や
や
甘
暗
灰
黄
色

？
 

23
4 

21
 
S
 
稲
11
5

古
代
]<.,
 

25
.5
 
22
.5
 
21
 

0.
5 
mm
以
下
の
砂
粒
含
む

良
白
色
灰
黒
色

完
形
士
玉

23
5 

13
 
P
 
士
痰
13
2

古
坑
B
Y
 
19
 
8
 
8
 
1.
2 
0.
5 
mm
程
の
粒
子
、
や
や
粗
い
や
や
良
に
ぷ
い
橙
色

完
形
土
錘
か
疑
問

23
6 

]4
Q 

南
端
下
り
淡
灰
褐
色
砂
質
士

B
 
54
 
23
.5
 
，
 
29
.4
 
0.
5 
mm
以
下
の
砂
粒
を
含
む
良
好
灰
褐
色

3
/
4
 

23
7 

11
. 
l
 
2L
 
落
ち
込
み
10
1

古
坦
A
 
45
 
41
 
16
.5
 
72
.9
 
2
 mm
以
下
の
粗
砂
粒
多
く
含
む
良
好
暗
褐
色

一
部
欠

23
8 
15
0-
C3
1 
13
 
F
 
溝
10
1
上
部
士
器
溜
り
下
層
古
墳
A
 IV 
55
 
55
 
24
 
10
6.
0 
1.
5 
mm
以
下
の
白
色
砂
粒
多
良

淡
黄
灰
色

1
/
2
 

23
9 
15
0-
C3
0 
13
 
F' 
聘
10
1
上
部
土
器
溜
り
下
層
古
墳
A
 IV 
61
 
48
 
21
 
58
.3
 
3
 mm
以
下
の
白
色
砂
粒
多

良
淡
灰
褐
色

1
/
3
 



掲番．
載辿
物区号

出
土

計
測
最
大
値
(m
m)
重
益

番
号

遣
構
名
・
屈
位

時
代
型
式

胎
土

焼
成

色
調

残
存
率
備
考

地
区

長
幅
厚

(
g
)
 

24
0 
15
0-
C2
8 
13
 
F
 
溝
10
1
上
部
撹
乱

奈
良
A
D
②
 
42
.5
 
30
 
10
 
14
.2
 
0.
5 
mm
以
下
の
長
石
少
々

良
淡
灰
黄
色

1
/
2
 

24
1 
l5
0-
C2
9 
11
 
E
 
溝
10
1
上
部
士
器
溜
り
下
層
古
墳
A
O
②
 
42
.5
 
28
 
10
 
2
8
 3
 0
.5
 
~
l
 m
m
の
石
英
•
長
石
や
や
良
暗
灰
色

3
/
4
 

24
2 
15
0-
Cl
S 
13
 
r
 
猫
10
1
上
部
土
器
溜
り
下
層
古
墳
A
l
l
②
 
69
 
25
 
7
 
31
.1
 
l
 mm
以
下
の
白
色
砂
粒
多

や
や
良
黄
褐
色

小
欠
損

型
式
分
類

A
.
 
ず
ん
胴
で
穴
が
中
央
を
鵡

B C  

上
下
の
口
部
分
が
細
い
中
太
の
紡
錘
形

楕
円
球
，
長
軸
に
そ
っ
て
溝
が
あ
る

1
 
長
8
0
 mm
以
上
，
幅
3
0
m
m
以
上
，
若
干
不
正
形
II
①
 
I
ょ
り
も
細
目
，
長
8
0
 mm
近
い
11
②
 
長
7
0
 mm
程
，
幅
3
0
 mm
未
満
，
中
型

I
③
 
長
7
0
 mm
未
満
，
帳
3
0
 mm
未
満
，
小
型
．
皿
長
6
0
 mm
未
滴
，
幅
3
0
~
3
5
m
m
,
長
丸
1V 
長
6
0
 mm
程
，
幅
5
0
 mm
程

1
 
中
太
で
長
い
大
形
品
II 
先
細
で
長
い
皿
中
太
で
短
い
N
 
先
細
で
中
位
の
長
さ
v
 先
細
で
短
い

D
.
 球
形
で
溝
と
穴
が
あ
る

E
.
 
両
端
に
穴
の
あ
る
腕
骨
形

F
.
 
不
明
士
製
品

|  5 0 1  1  

廿 隙 ー 溝 焙



百問川米田遺跡3

士器転用土製円盤一覧表

番号 遺構 土器の種類 直径 厚 さ 重 さ 調整 掲遺物載番図号． 

1 溝122 備前 2.0cm 1.4cm 8g 打ち欠き

2 溝122 須恵質 2.2cm 0.9cm 6g 打ち欠き

3 溝122 備前 2.6cm 0.9cm 9g 打ち欠き 370-Cl28 

4 溝122 備前 2.2cm 0.9cm 6g 打ち欠き

5 溝122 瓦質 2.8cm 0.9cm 8g 打ち欠き

6 溝122 備前 3.0cm 1.0cm 8g 打ち欠ぎ

7 溝122 備前 2.4cm l. lclh llg 打ち欠き

8 溝122 瓦質 2.8cm 1.1cm lOg 打ち欠き

， 溝122 備前 2.6cm 0.9cm 9g 打ち欠き 353-Cl06 

1 0 溝122 備前 3.1cm 1.0cm llg 打ち欠き

1 1 溝122 備前 2.9cm 1.0cm llg 打ち欠き

1 2 溝122 瓦 3.3cm 1.6cm 16g 砦き

1 3 溝122 瓦 2.9cm 1.8cm 18g 磨き

1 4 溝122 備前 2.9cm 1. 3cm 15g 打ち欠き

1 5 溝122 備前 3.2cm 0.9cm 12g 打ち欠き

1 6 溝122 備前 3.4cm 1.0cm 14g 打ち欠き

1 7 酒122 備前 3.5cm 1.2cm 17g 打ち欠き

1 8 溝122 備前 3.3cm 0.8cm 15g 打ち欠き

1 9 溝122 備前 3.0cm 1. 2cm 16g 打ち欠き

2 0 溝122 瓦質 3.3cm 0.8cm llg 磨き 353-Cl07 

2 1 溜122 備前 3.2cm 1.0cm 15g 打ち欠き

2 2 滸122 備前 3.7cm 0.9cm 17g 打ち欠き

2 3 碑122 備前 3.6cm 1.3cm 24g 打ち欠き

2 4 溝122 備前 3.6cm 0.9cm 17g 打ち欠き

-502-



土製円盤一冤表

番号 遺構 土器の種類 直径 厚 さ 重 さ 調整 掲遺物載番図号． 

2 5 溝122 備前 3.7cm 1.1cm 20g 打ち欠き

2 6 洞122 備前 3.9cm 1.2cm 20g 打ち欠き

2 7 溝122 備前 3.9cm 1.3cm 23g 打ち欠き

2 8 溝122 備前 3.5cm 1.1cm 2lg 打ち欠き 370-Cl27 

2 9 溝122 備前 3.9cm 0.9cm 18g 打ち欠き

3 0 溝122 須恵質 3.6cm 1.1cm 20g 打ち欠き

3 1 溝122 備前 3.9cm 0.8cm 19g 打ち欠き

3 2 溝122 備前 3.6cm 0.9cm 16g 打ち欠き

3 3・ 溝122 須恵質 4.2cm l. 2cm 2lg 打ち欠き

3 4 溝122 備前 3.9cm 0-.Bcm 20g 打ち欠き

3 5 溝122 備前 4.3cm 0.9cm 22g 打ち欠き

3 6 洞122 備前 4.0cm 1.7cm 34g 打ち欠き

3 7 溝122 備前 4.0cm 1.2cm 24g 打ち欠き

3 8 洞122 備前 4.5cm 1.6cm 39g 打ち欠き

3 9 溝122 備前 4.3cm 0.9cm 22g 打ち欠き

4 0 溝122 瓦 3.9cm 1.8cm 29g 磨き

4 1 構122 須恵質 4.3cm 1.0cm 26g 打ち欠き 359-Cll3 

4 2 溝122 須恵質 4.2cm 1.1cm 24g 打ち欠き 353-ClOS 

4 3 溝122 備前 4.3cm 1.1cm 27g 打ち欠き

4 4 溝122 備前 4.2cm 0.9cm 24g 打ち欠き

4 5 濶122 備前 4.7cm 1.0cm 26g 打ち欠き

4 6 溝122 瓦 4.9cm 1.7cm 36g 打ち欠き

4 7 溝122 瓦質 4.1cm 1.1cm 24g 磨き

4 8 溝122 備前 4.4cm 0.8cm 22g 打ち欠き

4 9 溝122 備前 4.6cm 1.2cm 32g 打ち欠き
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百間川米田遺跡3

番号 遺構 土器の種類 直径 厚 さ 重 さ 調整 掲遺載物番図号． 

5 0 溝122 瓦質 4.6cm 0.9cm 24g 打ち欠き

5 1 溝122 備前 4.5cm 1.1cm 26g 打ち欠き

5 2 樅122 備前 4.6cm 1.0cm 24g 打ち欠き

5 3 溝122 備前 4.7cm 0.9cm 29g 打ち欠き

5 4 涸122 備前 4.5cm 0.9cm 29g 打ち欠き

5 5 溝122 須恵質 5.1cm 1.3cm 39g 打ち欠き

5 6 溝122 備前 4.7cm 0.8cm 27g 打ち欠き

5 7 溝122 備前 5.0cm 0.9cm 30g 打ち欠き

5 8 溝122 備前 4.7cm 1.2cm 36g 打ち欠き

5 9 溝122 備前 4.5cm 1.2cm 36g 打ち欠き

6 0 渦122 備前 4.5cm 1. 4cm 44g 打ち欠き

6 1 溝122 瓦 4.6cm l.9crn 43g 鹿き

6 2 溝122 備前 4.5cm 1. Ocrn 28g 打ち欠き

6 3 溝122 瓦 4.9cm l. 8cm 44g 磨き

6 4 溝122 備前 4.8cm 1.0cm 33g 打ち欠き

6 5 溝122 備前 5.3cm 1. 2cm 44g 打ち欠き

6 6 溝122 瓦 4.8cm 1.8cm 44g 打ち欠き

6 7 溝122 瓦質 5.1cm 1.1cm 37g 打ち欠き 356-Cll2 

6 8 溝122 備前 5.3cm 1.0cm 33g 打ち欠き

6 9 溝123 瓦 5.4cm 1. 9cm 55g 磨き 374-Cl46 

7 0 溝122 備前 5.2cm 0.9cm 38g 打ち欠き

7 1 溝122 瓦 5.7cm 2.5cm 95g 磨き 350-C99 

7 2 溝122 瓦 5.8cm 2.1cm 73g 磨き

7 3 溝122 瓦 5.4cm 1.9cm 75g 磨き 364-Cll9 

7 4 溝122 備前 5.4cm 1.0cm 39g 打ち欠き
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土製円盤ー鹿表

番号 遺構 士器の種類 直径 厚 さ 重 さ 調整 掲遺載物番図号・

7 5 溝122 瓦 5.3cm 1.9cm 56g 打ち欠き

7 6 濡122 瓦 6.4cm 2.1cm 85g 磨き

7 7 構122 瓦 5.7cm 2.2cm 79g 磨き

7 8 溝122 備前 5;9cm 1. 6cm 7lg 打ち欠き

7 9 溝122 備前 5.7cm 1.4cm 63g 打ち欠き

8 0 溝122 瓦 6.5cm 1.9cm 77g 磨き

8 1 溝122 備前 6.4cm 1.2cm 78g 打ち欠き

8 2 溝122 備前 6.1cm 1.3cm 75g 打ち欠き 353-Cl09 

8 3 洞122 瓦質 6.4cm 1.2cm 63g 打ち欠き

8 4 溝122 備前 6.8cm 1.2cm 7lg 打ち欠き

8 5 溝122 備前 7.1cm 1.3cm 93g 打ち欠き

8 6 溝122 瓦 5.4cm 1.8cm 59g 磨き

8 7 溝122 瓦 5.7cm 2.2cm 77g 打ち欠き

8 8 溝122 瓦 5.6cm 2.3cm 87g 磨き

8 9 溝123 備前 5.9cm 1.2cm 5lg 打ち欠き 374-C141 

9 0 溝122 備前 7.4cm 1.0cm 79g 打ち欠き

g 1 溝122 瓦 7. lcm 2.6cm 160g 磨き 350-C98 

9 2 溝122 須恵質 7.8cm 1.1cm 88g 打ち欠き 370-Cl26 

9 3 溝122 備前 7.6cm 1.3cm 9.4g 打ち欠き

9 4 溝122 須恵質 6.1cm 1.3cm 74g 打ち欠き

9 5 溝122 瓦 5.8cm 1.8cm 35g 打ち欠き

9 6 溝122 瓦質土器 6.2cm 0.9cm 38g 打ち欠き

9 7 禍122 備前 5.6cm 1.3cm 55g 打ち欠き

9 8 構122 瓦 9.1cm 2.1cm 181g 打ち欠き

9 9 洞122 瓦 6.9cm 1.9cm 102g 磨き ・364-Cl18 
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番号 遺構 土器の種類 直径 厚 さ 重 さ 調整 掲遺載物番図号・ 

1 0 0 溝122 備前 7.2cm 1.3cm 103g 打ち欠き

1 0 1 溝122 瓦 8.2cm 2.2cm 178g 磨き 350-C97 

1 0 2 渦122 備前 6.6cm 1.1cm 62g 打ち欠き

1 0 3 構122 瓦 5.4cm 2.1cm 74g 鹿き

1 0 4 溝122 瓦 5.8cm 1.8cm 7lg 磨き

1 0 5 溝122 備前 6.4cm 1. 5cm 75g 打ち欠ぎ

1 0 6 溝122 瓦 6.3cm 1.8cm 66g 打ち欠き

1 0 7 池101 瓦 4.2cm 1 5cm 28g 磨き

1 0 8 池101 瓦 6.2cm 3.0cm 116g 打ち欠き

動物遺体同定資料一覧表

番号 地区名 遺構名 土 厖 名 時代 出士年月日 残存状況 種 名 備考

1 13F 溝101 l 3一⑧ 奈良 1985.7 16 左下顎歯 ウマ

2 9,lOG 表土 不明 1985 左肩甲骨 イノッツ？

2 9,lOG 表上 不明 1985 頭骨 ハモ（魚）？

3 13F 溝101 中層 奈良 1985. 7 16 左下顎歯3点 ウマ

4 12F 溝101 最上層ないし（攪乱 奈良 1985. 6.27 右下顎歯 ウマ

5 llE,F 第 2•11現代碑 南肩部 現代 1985. 5.11 下顎歯 ウシ

6 IOJ 池101 江戸初期 1985 9. 肢骨？ ？ 

7 12, 13F 洞101 上層ー最上層 奈良 1985 6 27 右下顎歯 ウマ

8 l2F 講101 上屈 奈良 1985 6.27 右下顎歯 ウマ

9 11-13D-F 表七撹乱 地下がり 不明 1985 5 20 歯 ウシ

10 11-13D-F 表士、撹乱 不明 1985. 5 27 歯 ウシ

10 11-13D-F 表土、攪乱 不明 1985. 5.27 ? ？ 

11 20S 溝122 中世 1983. 9. 8 右大腿骨 ウシ 鑑定用

12-1 205 溝122 最下層 中世 1983. 9.26 左大腿骨 ウシ 鑑定用

12-2 20S 溝122 最下層 中世 1983 9.26 右側頭骨 ウシ（若年） 鑑定用

13~1 20S 溝122 中世 1983. 9.10 中足骨 ウマ 鑑定用

13-2 20S 溝122 中世 1983. 9 10 中足骨 ウシ 鑑定用

13-3 20S 溝122 中世 1983. 9 10 基節骨 ウシ 鑑定用

14 20S 溝122 中世 1983. 9. 7 右大腿骨 ウシ~ 鑑定用

15-1 20S 溝122 （拡）張出し 中世 1983 9. 30 右踵骨 ウシ 鑑定用

15-2 20S 溝122 （拡）張出し 中世 1983 9.30 蹄骨 ウマ 鑑定用

16 20S 溝122 中世 1983 9.12 中足骨 ウマ（幼年） 鑑定用

17 20R 包含層 暗褐色土 不明 1983 8 28 中手骨 ウマ？

18 20R 包含層 陪褐色土 不明 1983. 8.28 中手骨 ウシ？
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動物遺体同定一寃表

番号 地区名 遺榊名 ± 層 名 時代 出土年月日 残存状況 種 名 備考

18 20R 包含屈 暗褐色土 不明 1983. 8.28 ？ ？ 鑑定用

19 20S 溝122 中世 1983. 9.12 頭蓋骨 イヌ 鑑定用

20 20R P-l 7 中世 1983 8.31 切歯11本 ウマ

21 20S,T 中央トレンチ 不明 1983. 9.22 手根骨又は足根骨 ？ 

22 20S 溝122 中世 1983. 9. 6 寛骨 ウシ 鑑定用

23 20S 溝122 中世 1983 9. 9 右上顎歯 ウマ

24 溝122 中世 1983 9 6 上顎歯 ウシ

25 20$ 溝122 張出し 中世 1983. 9. 30 中節骨 ウシ 鑑定用

26 20R P-59 中世 1983.8.30 右上顎歯 ウマ

27 20S 溝122 中世 1983 9. 9 ? ？ 

28 20S 溝122 下層 中世 1983. 9.19 ? ？ 

29 20S 溝122 下層 中世 ,1983、9.19 手根骨又は足根骨 ウシ 鑑定用

30 20S 構122 下層 中世 1983 9.14 ? ？ 

31-1 20S 溝122 最上層 中世 1983 10.18 左上腕骨 ウシ 鑑定用

31-2 20S 溝122 最上層 中世 1983.10 18 右大腿骨 ウシ 鑑定用

31-3 20S 溝122 最上層 中世 1983.10.18 左歴骨 ウシ 鑑定用

31-4 20S 溝122 最上層 中世 1983.10.18 右大腿骨 ウシ 鑑定用

31-5 20S 溝122 最上層 中世 1983 10.18 左踵骨 ウシ~ 鑑定用

32 20S 溝122 凹地下層 中世 --1983.10.21 落角 ～ ニホンジカ 鑑定用

33 20S 溝122 凹地内 中世 1983 10.18 右前腕骨（撓尺骨 ウマ 鑑定用

34 21S 溝122 溝125 張出し、下層 中世 1983 10 12 左大腿骨 ニホンジカ 鑑定用

35-1 , 20S 井戸141 室町 1983.10.13 左大腿骨 ウシ 鑑定用

35-2 20S 井戸141 室町 1983.10.13 左腔骨 ウシ 鑑定用

35-3 20S 井戸141 室町 1983 10.13 ．左距骨 ウッ 鑑定用

35-4 20S 井戸141 室町 1983 10 13 左足根骨 ウシ 鑑定用

35-5 20S 井戸141 室町 1983.10 13 左中足骨 ウッ 鑑定用

36 20S 井戸141 室町 1983.10.13 肢骨6胸骨l頭骨 キジ科の一種 鑑定用

37 20S 井戸141 内 室町 1983 10.12 右寛骨 ウシ 鑑定用

38 20S 井戸141 上部 室町 1983.10.11 右中手骨 ウシ~ 鑑定用

39 21S 溝122 張出し部下層 中世 1983.10.8 右距骨 ウマ 鑑定用

40 20S 井戸141 室町 1983.10.6 右距骨 ウシ 鑑定用

41 21S 溝122 張出し部貝層中 中世 1983.10.11 右下顎骨 ウシ 鑑定用

42 20S 溝122 貝層中 中世 1983 10.13 ? ？ 鑑定用

43 20S 溝122 下層 中世 1983.10.12 下顎骨 ウマ 鑑定用

44 21S 溝122 張出し部 中世 1.983.10 l 中節骨 ウマ 鑑定用

45 20S 井戸141 室町 1983.10. 7 下顎歯 ウシ

46 20S 井戸141 室町 1983 10.11 下顎歯 ウシ

47 20S 構122 最J:-..層（凹地） 中世 1983.10.13 顎骨？ ？ 

48 21S 溝122 張出し部 中世 1983.10.5 右上腕骨 スッポン 鑑定用

49 20S 溝115 古代 1983.12 l ? ？ 

50 19S 洞122 中層 室町 1983 11.21 右上顎歯 ウマ

51-1 19S 溝122 中層 中世 1983.11.21 ? ？ 

51-2 19S 溝122 中層 中世 1寧 11.21 ? ？ 

52 l9S 溝122 下層 中世 1983 11.25 手根骨又は足根骨 ウシ 鑑

53 195 溝122 下層 中世 1983 11. 25 肢骨 ？ 

54 19S 溝122 中層 中世 1983.11.21 右上顎歯 ウマ

55 20S 溝122 凹地J:.層 中世 1983鼻1024 頭骨 ウシ 鑑定用
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番号 地区名 遺構名 土 層 名 時代 出土年月日 残存状況 種 名 備考

56 20R 溝llO 黒褐色士 弥生後期 1983.12.5 右上顎歯 ウマ

57 21S 溝122 中世 1983 基節骨 ウマ 鑑定用

58 20S 表面 不明 1983.10.14 左距骨 ウツ？

59 19S 溝122 上屈 中世 1983 11 18 左上顎歯・切歯 ウマ

60 20、21R 包含層 陪灰褐色士 不明 1983 10.15 右中足骨 ウツ？

61-1 19S 満122 下届 中世 1983.11.30 頭骨 ウシ 鑑定用

61-2 19S 欝122 下層 中世 1983 11. 30 角（加工品） ニ（幼ホ体ン）ジカ 鑑定用

61~3 19S 溝122 下層 中世 1983.11.30 中手骨 ウマ 鑑定用

62 19S 溝122 中層 中世 1983 11 24 中手骨 ウシ 鑑定用

63 19S 濶122 中層（鉄分沈着中） 中世 1983 11 18 右上顎歯切歯 ウマ

64 20S 溝122 凹地上層 中世 1983 10.25 右上腕骨 ネコ（若年） 鑑定用

65 l釘 士痰187 中世 1983.11.29 歯 ウマ

66-1 20S 溝122 凹地J:.層 中世 1983 10.20 手根骨又は足根骨 ウシ 鑑定用

66-2 20S 溝122 凹地上層 中世 1983.10.20 ？ ？ 

67 21S 溝122 七・上部 中世 1983.10.28 頭骨？ ？ 

68 21S 溝122 中世 1983 右上腿骨 ニホンジカ 鑑定用

69 16N 井戸3 室町 1985 2 25 左下腿骨・胚骨 ウシ？

70 17, 18R 溝122 肩の貝 中世 1985 2 右上顎歯 2本 ウマ

71 包含層 下流部（陪渠含む） 不明 1985 2 7 左上顎歯 ウマ

71 包含層 下流部（陪渠含む） 不明 1985 2 7 ？ ？ 

72 16N 井戸134 室町 1985 2 25 右下腿骨・腔骨 ウシ？

73 16N 井戸134 室町 1985 2 ？ ？ 

74 15H 士猥149 鎌倉 1985 2 22 歯 ？ 

75 151 井戸113 古墳初期 1985 3 肢骨？ ？ 

76 17, 18Q 溝llO 古墳初期 1985 3.25 肢骨 ？ 

77 包含層 遺構検出中 不明 1985 2 1 肢骨？ ？ 

78 15K 井戸122 鎌倉前期 1985 3.16 肢骨 ？ 

79 16N 井戸133 室町 1985 肢骨？ ？ 

79 16N 井戸133 室町 1985 顎骨？ ？ 

80 15H 土壌149 鎌倉 1985 ウマ？

81 13N 土凛161 室町 1985 8 26 右大腿骨 ウシ？

82 13M 井戸125 鎌倉 1985 肖然蕗角 ． ニホンジカ

83 16P P-506 中世 1985 8 30 ？ ？ 

84 15Q, 16PQ 表土 不明 1985 7 20 手根骨又は足根骨 ？ 

85 ll,12K,L 包含暦 不明 1985. 9.27 左上顎歯 ウシ

86 P,Q 包含層 不明 1985 9 27 ？ ？ 

87 16Q P-550 中世 1985. 9. 6 ？ ？ 

88 11, 12K,L 包含層 不明 1985 9 27 左上顎歯 ウシ

89 160 井戸135 鎌倉後期 1985 3. 7 ？ ？ 

90 15P P-651 鎌倉 1985 11.11 ？ ？ 

91 1511 P-684 平安？ 1985.10.25 角（加工品） ニホンジカ

92 14Q 土壊l73 平安末期 1985. 9.11 ？ ウマ

93 12N 井戸127 堀り方 鎌倉 1985 9 17 肢骨 イノシシ？

93 12N 井戸127 堀り方 鎌倉 1985 9 17 ？ ？ 

94 13N 井戸131 井戸枠内 乎安末期 1985 10 21 右下顎骨歯 ？ 

95 14N 井戸129 灰色粘質士層 鎌倉 1985 8 7 肢骨？ ニホンジカ？

96 13N 井戸130 上部 鎌倉 1985 8 29 ? ？ 
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番号 地区名 遺構名 ± 層 名 時代 出土年月日 残存状況 種 名 備考

97 13N 井戸130 東半上部 鎌倉 1985. 9. 2 肢骨？ ？ 

98 130 建物138 柱 4 鎌倉 1985 8 2 角 ニホンジカ

99 14.lSQ 溝115 奈良平安 1985 9 9 左上顎歯 ウマ

100 14,lSQ 潤115 奈良平安 1985 11 30 前腕骨（尺骨） イノ・ンシ？

101 13N 井戸126 平安末期 1985. 9.25 ? ？ 

101 13N 井戸126 平安末期 1985. 9 25 ? ？ 

102 13N 井戸131 平安末期 1985 10 21 右前上顎骨 クロダイ？

102 13N 井戸131 平安末期 1985 10 21 ? ？ 

102 13N 井戸131 平安末期 1985.10.21 ? ？ 

102 13N 井戸131 平安末期 1985.10.21 ? ？ 

102 13N 井戸131 平安末期 1985.10.21 ? ？ 

103 16M 溝123 中央断面 2層 中世 1985 11 12 右中足骨 ウッ 鑑定用

104-1 15R 溝122 貝層 中世 1985 10 9 頭骨 ヒト 鑑定用

104-2 15R 溝122 貝層 中世 1985. 10 9 上顎歯 ウッ

104-3 15R 溝122 貝層 中世 1985.10 9 右肩甲骨 ウマ 鑑定用

104-4 15R 溝122 貝層 中世 1985.10. 9 中手骨又は中足骨 ウシ？

105 17S 溝122 上層 中世 1985 7 20 左大腿骨 ウッ 鑑定用

106 15R 溝122 士痰内 中世 1985 10 9 左上顎骨 ウシ 鑑定用

-10-7 18R 溝122 右岸突出部 中世 1985 8 19 基節骨 ウシ 鑑定用

108 15~17AA 現代溝〇囮良上 不明 1985.10.31 ウシ？

109 16,17AA 溝123 3層 中世 1985.11 8 左中手骨 ウシ？

llO 表土 南拡張区 不明 1985 10 17 下顎歯.J:. 頸歯 ウマ、ウシ

Ill 17S 欝122 中世 1985 7 23 末節骨 ウッ 鑑用

ll2-l 16, 17R 溝122 貝層 中世 1985 9 19 ? 魚？

112-2 16, 17R 溝122 貝層 中世 1985. 9. 19 ? ？ 

113 15R 碑122 貝層 中世 1985. 9.18 左中足骨 サギ科の大型種 鑑定用

114-1 16,17R 碑122 貝層 中世 1985 9.19 切歯 ウマ

114-2 16, 17R 溝122 貝層 中世 1985. 9.19 ? ？ 

115 18, 19R 溝122 中央貝層 中世 1985 .8.22 角（加工品） ニ({diホ休ン）ジカ

115 18.19R 溝122 中央貝層 中世 1985.8.22 左前鰈蓋骨 マダイ 鑑定用

116 18R 溝122 下層中央貝層 中世 1985.8.21 左下顎歯 ウマ

117 13, 14R 溝122 貝層 中世 1985.10. 7 中手骨 ウマ 鑑定用

118-1 14R 溝122 貝層 中世 1985.10. 9 左中足骨 ウシ 鑑定用

118~2 14R 溝122 貝層 中世 1985.10 9 肋骨 ？ 鑑定用

ug:...1 13. l4R 溝122 貝層 中世 1985.10 7 右下顎歯 ウシ 鑑定用

119-2 13, 14R 溝122 貝層 中世 1985 10 7 F顎歯 ウシ

119---3 13, 14R 溝122 貝層 中世 1985.10 7 肩甲骨 ウシ 鑑定用

119-4 13 .14R 溝122 貝暦 中世 1985.10.7 中手骨又は中足骨 ？ 

119---5 13, l4R 溝122 貝層 中世 1985.10. 7 ? ？ 鑑定用

119 13, 14R 溝122 貝層 中世 1985.10.17 ? ？ 鑑定用

119 13, L4R 溝122 貝層 中世 1985.10.17 右鼻骨 ウシ 鑑定用

119 13, 14R 溝122 貝層 中世 1985.10 17 下顎骨歯槽部 ？ 鑑定用

120-1 15R 溝122 3層 中世 1985.10 9 角（角坐骨が残る ニホンジカ 鑑定用

120-2 15R 溝122 3陪 中世 1985.10. 9 右上腕骨 ウマ 鑑定用

121 18R 溝122 3贋 中世 1985.8.21 左腔骨 ウシ 鑑定用

122 17R 溝122 3層 中世 1985、 9.14
!r_彗第4~ 汲中3戸手中1~手骨骨片~ 涙及孜び ウマ 鑑定用

123 15R 溝122 3層 中世 1985鳳10.9 ハップトガラス 鑑定用
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番号 地区名 遺構名 土 屈 名 時代 出土年月日 残存状況 種 名 備考

124-1 18R 溝122 3層 中世 1985. 8 3 左距骨 ウマ 鑑定用

124-2 18R 溝122 3層 中世 1985. 8 3 胸甲の一部 スッポン 鑑定用

125 13-lSR 溝122 3層 中世 1985.10. 2 頭骨？ ？ 

126 1e. 17R 構122 3層 中世 1985 9 9 切歯 ウマ

127-1 16.17R 溝122 3層 中世 1985 9 21 左上顎歯 ウマ

127~2 16, 17R 溝122 3層 中世 1985 9 21 右桃骨 ウシ 鑑定用

127-3 16, l 7R 溝122 3層 中世 1985. 9 21 ? ？ 

128 14,15R 溝122 3層 中世 1985.10 2 前腕骨（尺骨 ウッ 鑑定用

129・ 17R 溝122 3層 中世 1985. 9.14 左口蓋骨 ウシ 鑑定用

130-1 17R 溝122 3層 中世 1985. 8 21 肋骨 ？ 

130-2 17R 溝122 3層 中世 1985 8 21 右下顎骨 ウシ 鑑定用

131-1 13-15R 溝122 3層 中世 1985 10 3 左下顎骨 ウッ 鑑定用

131-2 13-15R 溝122 3層 中世 下顎歯 ウシ

131-3 13-15R 溝122 3層 中世 下腿骨・腔骨 ニホンジカ？

131-4 13-15R 溝122 3層 中世 右上腕骨 ウマ 鑑定用

131-5 13-lSR 溝122 3層 中世 右腔骨 ウ・ン 鑑定用

131-6 13-15R 溝122 3層 中世 ？ ？ 

132-1 19R 溝122 3層 中世 1985. 8. 9 肋骨 ウシ 鑑定用

132-2 19R 洞122 3層 中世 1985. 8. 9 左腔骨 ウシ 鑑定用

132-3 19R 溝122 3層 中世 1985 8 9 右下顎骨 ウマ 鑑定用

132-4 19R 溝122 3層 中世 1985 8 9 ? ？ 

132-5 19R 溝122 3層 中世 1985 8 9 ? ？ 

132-6 19R 溝122 3層 中世 1985 8 9 ? ？ 

132-7 19R 構122 3層 中世 1985 8 9 頭骨 ウシ 鑑定用

132-8 19R 溝122 3層 中世 1985 8 9 右寛骨 ウシ 鑑定用

133-1 14,15R 溝122 3層 中世 1985.10 2 角（加工品） ニホンジカ

133-2 14,15R 溝122 3層 中世 1985.10 2 右上腕骨 ウマ 鑑定用

133-3 14,15R 洞122 3層 中世 1985.10 2 左中足骨 ウッ 鑑定用

133-4 14, l5R 溝122 3層 中世 1985 10 2 下腿骨腔骨 ニホンジカ？

133-5 14, 15R 溝122 3層 中世 1985 10 2 右頬骨 ウッ 鑑定用

133-6 14, 15R 溝122 3層 中世 1985 10. 2 上顎前歯 ウシ

133-7 14, lSR 溝122 3層 中性 1985 10. 2 切歯2本 ウシ

133-8 14, 15R 溝122 3層 中世 1985 10. 2 下顎歯 ウッ

133-9 14, 15R 溝122 3層 中世 1985 10. 2 上顎歯 2本 ウシ

134 16R 溝122 l層 中世 1985 8 27 上顎歯 ウシ

135 19R 溝122 2層 中世 1985 7 29 右下顎歯骨 ウマ

136-1 16, 17R 溝122 2層 中世 1985 7 25 左下頸歯 ウマ

136-2 16,17R 溝122 2層 中世 1985 9 9 距骨 ウシ 鑑定用

137 17R 溝122 2層 中世 1985 7 30 左上顎歯 ウマ

138 15, 16R 溝122 2層 中世 1985. 9 2 角 ニホンジカ 鑑定用

139 16R 溝122 2層 中世 1985. 8 28 右上顎犬歯 オオカミ 鑑定用

140 16, 17R 溝122 2層 中世 1985 9. 9 ? ？ 

141-1 17, 18R 溝122 2層 中世 1985 7.30 下腿骨腔骨 ニホンジカ？

141-2 17, 18R 構122 2層 中世 1985 7 .30 左下顎骨 ウシ 鑑定用

142-1 16R 薦122 2層 中世、 1985 9. 3 頭骨 ヒト 鑑定用

142:-2 16R 溝122 2層 中世 1985. 9. 3 左距骨 ウシ 鑑定用

142-3 16R 溝122 2層 中世 1985 9. 3 角 ニホンジカ 鑑定用
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動物遺体同定一覧表

番号 地区名 遺構名 土 陪 名 時代 出士年月日 残存状況 種 名 備考

143 15R 溝122 2層 中世 1985. 9.14 頭骨 ヒト 鑑定用

144 14R 溝122 2層 中世 1985.10. 1 左下顎骨・歯 ウッ 鑑定用

145 14,15R 溝122 2層 中世 1985.10. 1 環椎 ウシ 鑑定用

146 13N 井戸130 上部 鎌倉 1985.8.29 左下顎歯 ウ・ン

147 17Q P-1140 中世 1985.11.11 上顎歯 ウシ’

148 13N 井戸131 鎌倉 1985.10.22 歯 ウ・ン

148 13N 井戸131 鎌倉 1985 10.22 右下顎犬歯 イヌ 鑑定用

148 13N 井戸131 鎌倉 1985.10.22 寛骨 ウ・ン？

149 18,19R,S 溝122 2層 中世 1985 7 25 歯 ウマ

150 18,19R,S 溝122 2層 中世 1985 7.25 歯 ウマ

151 14R 溝122 2層 中世 1985. 9 18 ？ ？ 

152 14R 溝122 2層 中世 1985. 9 18 歯 ウッ

153 15R 溝122 2陪 中世 l湖5.9 9 歯 2 ウ・ン

154 15R 溝122 2層 中世 1985. 9 10 菌 2 ウシ

155 19R 溝122 2層 中世 1985. 7 29 下顎骨 ウマ 鑑定用

156-1 16, 17R 溝122 2層 中世 1985. 9 9 ？ ？ 

156-2 16, 17R 溝122 2層 中世 1985. 9 9 左頭骨 ウッ 鑑定用

156-3 16, l 7R 洞122 2層 中世 1985 9 9 歯 ウマ

157-1 15, 16R 溝122 2層 中世 1985. 9 2 歯 ウシ

157-2 15, 16R 猫122 2層 中世 1985. 9 2 角？ ニホンジカ

158 15R 洞122 1層 中世 1985. 9 5 歯 ウ・ン

159 20R 包含層 暗褐色土 不明 1983. 8 28 歯 ウマ 鑑定用

160 20S 溝122 下層 中世 1983. 9 14 ？ ウッ

161 21S 溝122 張り出し 中世 1983. 9 30 歯 ウ・ン？

162 19S 溝122 下層 中世 1983.11 25 歯 ウマ

163 21S 溝122 張り出し下層 中世 1983 10 11 右大腿骨 ウマ 鑑定用

164 21S 溝122 張り出し部下層 中世 1983 10 7 胸甲 スッポン 鑑定用

165 19S 溝122 中層 中世 1983.11 19 左上腕骨 ウッ 鑑定用

166-1 13-lSR 溝122 2層 中世 1985.10. 1 歯 2 ウツ？

166-2 13-iSR 欝122 2層 中世 1985 10. l 頭骨 ウシ 鑑定用

166-3 13-ISR 溝122 2層 中世 1985.10. 1 左大腿骨 ウシ 鑑定用

130 P-269 鎌倉 1985. 9.25 胸部 鞘翅目 昆虫遺体

種子同定資料一覧表

番号 地区名 遺構名 土層名 時代 出土年月日 残存状況 種名 備考

1 溝122 中世 1983. 4個体 マッ 毬果

2 2DS 溝122 I 中世 11983.10.28 1個体 マッ 毬果

3 20S 溝122 上層 中世 1983.11 18 完形 1粒 モモ 種子

4 19S 溝122 中層 中世 1983.11.21 完 3半 l モモ 種子

5 20S 溝122 下層 中世 1983. 9.13 3個体 マッ 毬果

6 20S 溝122 下層 中世 1983. 9.21 1個体 マッ 毬果
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番号 地区名 遺構名 土層名 時代 出土年月 H 残存状況 種名 備考

7 20S 溝122 下層 中世 1983. 9.17 1個体 マッ 毬果

8 20S 溝122 下層上部 中世 1983. 9.13 完形 1粒 モモ 種子

9 21S 溝122 張り出し貝層中 中世 1983 10.11 4個体 マツ 毬果

10 20S 溝122 凹地 中世 1983.10.21 完形 1果 マツ 毬果

11 20S 溝122 凹地 中世 1983.10.21 完形2粒 モモ 種子

12 20S 溝122 凹地下層 中世 1983.10.21 半欠 l粒 ウメ？ 種子

13 溝125 中世 1983. 完 1半 l モモ 種子

14 溝125 中世 1983. 2個体 マツ 毬果

15 溝125 中世 1983. 半欠 1粒 オニダルミ 種子

16 20S 溝115 古代 1983.12. 1 完2半 1 モモ 種子

17 21S 土城191 中世 1983. 9.22 l粒 ？ 鑑定用⑩

18 19T 土城187 中世 1983.11.29 完形 1粒 モモ 種子

19 19P,Q 井戸139 上層 室町 1985. 2.12 完形 l粒 センダン 鑑定用⑥

20 16N 井戸134 室町 1985. 2.25 半欠 l粒 マツ 毬果

21 16N 井戸134 室町 1985. 2.25 完形2粒 モモ 種子

22 15L 井戸123 鎌倉 1985. 3.12 半欠 1粒 モモ 種子

23 15L 井戸123 鎌倉 1985. 2.22 完 1半 5 モモ 種子

24 15L 井戸123 鎌含 1985. 2.22 半欠 1 オニグルミ？ 種子

25 15K 井戸122 鎌倉前半 1985. 3.16 完 l半 2 モモ 種子

26 13J 井戸121 室町 1985 3. 完形 l粒 マツ 毬果

27 13J 井戸121 室町 1985. 3. 4 3粒 ？ 種子

28 151 井戸114? 井戸枠内 古墳初頭 1985. 3.23 完形 2粒 モモ 種子

29 151 井戸114 古墳初頭 1985.3.23 完形4粒 モモ 種子

30 151 井戸114 古墳初頭 1985. 3. 半欠 l粒 モモ 種子

31 151? 井戸114? 古墳初頭 1985. 完 2半 1 モモ 種子

32 151? 井戸114? 古墳初頭 1985. 完形7粒 スモモ 種子

33 151 井戸114 古墳初頭 1985. 3 25 完形2粒 モモ 種子

34 151 井戸114 古墳初頭 1985. 3.23 完形2粒 スモモ 鑑定用⑦

35 151 井戸114 古墳初頭 1985. 3.23 完形 1粒 ムクノキ 鑑定用⑧

36 151 井戸114 古墳初頭 1985. 3.25 半欠l粒 ？ 鑑定用⑨

37 15! 井戸114 最下府 古墳初頭 1985, 3.28 完形4粒 モモ 種子

38 151 井戸114 井戸枠外 古墳初頭 1985. 3.13 完10半5 モモ 種子

39 151 井戸114 井戸枠外 古墳初頭 1985. 3.23 完形12粒 モモ 種子

40 151 井戸114 井戸枠外 古墳初頭 1985. 3.23 半欠 1粒 スモモ 種子

41 161 井戸112 古墳初期 1985. 3.12 完形 2粒 モモ 種子
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種子同定一院表

番号 地区名 遺構名 土層名 時代 出土年月日 残存状況 種名 備考

42 161 井戸111 中層 弥生末期 1985. 完形 8粒 モモ 種子

43 17Q 土猥141 古墳初頭 1985.11.20 半欠 2粒 モモ 種子

44 14K 建物132柱穴3 1985. 完形 1粒 モモ 種子

45 llJ 井戸118 井筒内下部 奈良 1985. 9. 3 半欠 1粒 モモ 種子

46 llG 井戸105 中屑 弥生後期 1985. 7.15 完形 1粒 モモ 種子

47 9G 井戸103 第 6・7層 占墳初期 1985.8.26 完形 2粒 モモ 種子

48 9G 井戸103 第 8層 古墳初頭 1985. 9. 3 半欠 1粒 ？ 鑑定用①

49 9G 井戸103 第 8層 古墳初頭 1985. 9. 3 5 8粒 タデ属の一種 鑑定用②

50 9G 井戸103 第 9・10層 古墳初頭 1985. 9 4 完形 1粒 ヒョウク` ノ 種子

51 9G 井戸103 第 9・10層 古墳初頭 1985. 9. 4 1粒 ？ 鑑定用③

52 9G 井戸103 第 9・10層 古墳初頭 1985. 9 4 半欠 1粒 樹皮？ 鑑定用④

53 lOF 井戸101 古墳初頭 1985. 8.30 完10半9 モモ 種子

54 lOF 井戸101 古墳初頭 1985. 8.30 半欠 ヒョウクン 果皮

55 lOF 井戸101 上・中層 古墳初頭 1985. 8.30 完形 1粒 モモ 種子

56 14G 土猥105 弥生後期 1985. 7. 1 0 2粒 ヒョウタ` ノ 種子

57 13G 井戸107 上層 古墳初頭 1985. 7.31 完形 1粒 モモ 種子

58 13G 井戸107 中層（一部上層） 古墳初頭 1985, 8, 2 完 l半 4 モモ 種子

59 13G 井戸1D7 4層 古墳初頭 1985. 8. 8 完 1半 1 モモ 種子

60 13G 井戸107 第 6層 古墳初頭 1985. 8. 9 完形 1粒 モモ 種子

61 13G 井戸107 第 8層 古墳初頭 1985. 8. 6 完形 1粒 モモ 種子

62 lDH 井戸108 弥生後期 1985. 7.31 半欠 1粒 モモ 種子

63 9G 井戸102 第 1層 古墳初頭 1985. 8. 6 完形 1粒 モモ 種子

64 13H 井戸109 第 4層 古墳初期 1985. 8.19 5 2粒 モモ 種子

65 111 井戸120 平安前期 1985. 9.18 完形 6粒
， 

種子

66 111 井戸120 平安前期 1985. 9.18 完形 1粒 ？ 種子

67 lll 井戸120 平安前期 1985. 9.18 半欠 1粒 ？ 種子

郎 111 井戸120 平安前期 1985. 9.18 半欠 1粒
， 

種子

69 13F 罹101 中層 古墳前期 1985. 9. 3 半欠 2粒 モモ 種子

70 9 ,lOE 溝101 中層下部 古墳前期 1985會 7.1 完形 1粒 モモ 種子

71 12F 溝101 下層 弥生 1985. 7 23 完形 1粒 モモ 種子

72 13P 碑101 下層 弥生 1985. 9.11 破片 モモ 種子

73 llE,F 満101 下層 弥生 1985. 7 5 完形5粒 モモ 種子

74 lOJ 池101 江戸初期 1985. 8. 6 完形4粒 Uングリ類） ？ 種子

75 lOJ 池101 江戸初期 1985. 8. 6 一部 ヒョウタ` ノ 果皮

76 lOJ 池101 江戸初期 1985. 8. 6 半欠 1粒 ？ 果皮？
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番号 地区名 遺構名 土層名 時代 出土年月日 残存状況 種名 備考

77 lOH, I 近現代講 上層 Il 近現代 1985. 6. 3 完形3粒 コナラ属 種子

78 lOH 近現用水 10ライン上層土手部分 近現代 1985. 9.20 完形2粒 コナラ属 種子

79 15P 井戸138 鎌倉 1985.10.17 半欠 1粒 モモ 種子

80 15P 井戸138 鎌倉 1985.10.17 完形 1粒 マッ 毬果

81 15P 井戸138 鎌倉 1985.10.17 完 l半 2 モモ 種子

82 15P 井戸117 鎌倉 1985. 完74半 l モモ 種子

83 14P 井戸127 古墳前期 1985.10.17 完形 1粒 オニグルミ 種子

84 13N 井戸127 鎌倉 1985. 完形 1粒 モモ 種子

85 13N 井戸127 鎌倉 1985. 9 1/ 4粒 モモ 種子

86 13N 井戸127 鎌倉 1985. 半欠 1粒 オニグルミ 種子

87 12N 井戸127 井商内 鎌倉 1985. 9.18 完形 1粒 モモ 種子

88 13N 井戸129 鎌倉 1985. 8.23 完形 1粒 カヤ 鑑定用⑤

89 13N 井戸128 平安末期 1985. 8.10 1/2粒 モモ 種子

90 13N 井戸128 平安末期 1985. 8.10 完形 1粒 モモ 種子

91 13N 井戸130 鎌倉 1985. 9. 完12半 3 モモ 種子

92 13N 井戸130 上部 鎌倉 1985.8.29 1/8粒 モ•モ 種子

93 13N 井戸130 東半上部 鎌倉 1985. 9. 2 1/8粒 モモ 種子

94 13N 井戸130 井戸枠内 鎌倉 1985. 9.14 完 1半 1 モモ 種子

95 13N 井戸130 井戸枠外 鎌倉 1985. 9.14 半欠 1粒 モモ 種子

96 13N 井戸130 堀り方内 鎌倉 1985. 9.18 半欠 l粒 モモ 種子

97 13N 井戸131 平安末期 1985.10.21 完 2半 1 モモ 種子

98 16P 井戸116 弥生後期 1985.11.18 完形4粒 モモ 種子
ー...

99 16P 井戸116 下層 弥生後期 1985.11.25 完 l半 1 モモ 種子

100 16P 井戸116 最下層 弥生後期 1985.12. 4 完形3粒 モモ 種子

101 16P 井戸116 底面 弥生後期 1985.12. 5 完形 l粒 モモ 種子

102 150 溝115 1号貝塚 平安 1983.11.29 完形 1粒 モモ 種子

103 13M No.37(井戸）125 鎌倉 1985. 半欠 2粒 オニグルミ 種子

104 140 No.46(土城）173 平安末期 1985. 9.11 半欠 1粒 モモ 種子

105 13N N1148(井戸）126 平安末期 1985. 9.25 半欠 1粒 モモ 種子

106 13N No.48(井戸）126 内側 平安末期 1985. 9.25 完 4半 5 モモ 種子

107 ll.12K,L 落ち込み101 古墳前期 1985.12.16 1/8粒 モモ 種子

108 130 建物138 柱穴 l8 鎌倉 1985. 8. 2 完形 1粒 モモ 種子

109 16P 建物157 柱穴 4 鎌倉 1985.11. 1 完 l半 l モモ 種子

llO 16Q 建物157 柱穴 7 鎌倉 1985.11. 1. 完 1半 l モモ 種子

111 16Q 建物157 柱穴 8 鎌倉 1985.11.11 完形 l粒 モモ 種子
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番号 地区名 遺構名 士層名 時代 出土年月日 残存状況 種名 備考

112 UL P 1 2 4 5 古墳後期 1985.12.27 完形 1粒 モモ 種子

113 150 P 1 2 8 5 鎌倉 1986. 1.19 完形 1粒 モモ 種子

114 17U ? 溝122 3層 中世 1985. 6. 1個体 マッ 毬果

115 15・16R 溝122 2層 中世 1985. 9. 2 1粒 モモ 種子

116 16R 溝122 2層 中世 1985. 9. 3 半欠 1粒 モモ 種子

117 16R 構122 2層 中世 1985. 8.28 半欠 2粒 モモ 種子

118 18R 栂122 3層 中世 1985. 8. 3 半欠 1粒 オニグルミ 種子

119 15R 土猥 中世 1985 7.30 半欠1粒 モモ 種子

120 18S 士城185 中世 1985. 8. 7 1粒 モモ 種子

121 14L,M 土凜128 弥生後期 1985.12.26 7 6粒 モモ 種子
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百間川米田遺跡遺構一覧表

1 建物．．塀一覧表

2 新旧遺構名称対照表
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凡 例

1 建物の方位は磁石方位であり、 Nは磁北を指す。

2 遺構名称対照表のうち、担当者の欄は略号で示す（第 2章第 3節参照）

I : 井上弘 Y: 柳瀬昭彦 H: 平井勝・平井泰男 E: 江見正己 o: 岡本寛久

K: 古谷野寿郎 u: 宇垣匡雅
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建物一覧表

／
 

建物・塀一覧表

検出 規模(cm) 床面積 柱 間 Cc鉛 柱穴
名称 時代 規格 庇数 棟方向 備 考

地区 梁間 桁行 （面） 梁 間 桁 行 形状

建物 101151 弥生 2 X 1問 無 330 410 13.5 N 24'附 330 190,220 円形

建物 10214, 151,J 古墳？ 2 X 1間 無 270 288 7 8 N 18" 30-E 270 144 円形

建物 10315K 弥生末期 2 X l間 鉦9ヽヽヽ 360 520 18. 7 N 7'30-冑 360 260 円形

建物 10415L 弥牛？ 2 X 1間 無 272 400 10.9 N 6" 3□-E 272 184,216 円形

建物 10516L 弥生？ 2 x l闊 無 250 322 8.1 N 2゚ E 250 146,176 円形

建物 10616L,M 弥生末期 2 X l問 無 290 356 10.3 N 19・E 290 178 円形

建物 10717N 弥生？ 2 X 1間 無 270 288 7.8 N 2・W 270 144 円形

建物 108101 奈良？ 3 X 1間 無 430 580 24 9 N 19" E 430 200, 19□ 方形

建物 10916M,N 古代 3 X 3問 無 453 528 23.9 E 10°3o・s 151 176 方形

建物 11018P 奈良？． ？ ？ (194 (388 (7 5) N 13" E 194 194 方形

建物 lll9F 中世？ 2 X 1間 無 236 280 6 4 E ff S 236 280 円形

建物 112lOF 中世？ l X 1問 無 232 246 5 3 N 19'W 232 246 円形

建物 113llG,F 中世？ 1 X 1間 無 274 324 8.6 E 13・S 274 324 円形

建物 11413G 中世？ 1 X 1間 無 240 242 5 5 E 17" S 240 242 円形

建物 11513G 中世？ 2 X f間 無 340 350 11 9 E 20°S 340 166,184 円形

建物 11614G 中世？ 2 X 1間無 212 338 6 8 E 21'3□-S 212 158,180 円形

建物 11714G 中世？ 1 X 1間無 252 380 9.4 E 21'S 252 170,210 円形：

建物 1189G 中世？ 2 X 1間無 290 332 9 6 W-E 290 162,170 円形

建物 119lll 中世？ ? X 2間無 410 N 16°E 200,210 円形

建物 12012H 中世？ 1 X l間無 208 260 5.3 N 8°30"W 208 260 円形

建物 12112,131 中世？ 2 X l間無 234 330 7 7 N 20°E 234 165 円形

建物 122131 中世？ 2-X-l問無 380 "380 14 4 N 14" E 380 180,200 円形

建物 12313H 中世？ 1 X l間無 304 308 9.1 N 12'3D:E 304 308 円形

建物 12414H, I 中世？ 5 X 2間無 288 650 18 7 N 37" E 138,150 116~158 円形

建物 12516H, I 中世？ 2 X 1間無 264 276 7 3 E 3・3o・s 264 132,144 円形

建物 12611.12K.L 室町 5 X 3間 北一面 600 990 59 4 E T S 200 198 円形

建物 12712L 中世？ 2 X 2間無 432 456 19 7 N 19°E 216 228 円形

建物 12813K 中世？ 2 X 1間無 306 498 ダ 15.2E 17'S 306 226,272 円形

建物 129l3K,L 鎌倉後？ l x l間無 188 244 4.6 E 15" 30夕S 188 244 円形

建物 13013K 鎌倉？ 2 X 1間無 248 416 10.3 E s・3o・s 234,248 208 円形

建物 131l3,14K,L 鎌倉 3X2間無 468 912 42 7 N 10'3□-E 210,258 304 円形

建物 13214K,L 鎌倉 4 x I間無 420 866 36 4 N 10・E 420 198,214,256 円形 内角91'30

建物 13314, ISJ ,K 鎌倉 2 X }問無 356 532 18.9 N 12'30-E 356 190.266,342 円形

建物 13414, 15K 鎌倉 3 X l間無 404 720 29.1 E s・S 404 240 円形

建物 13514.11 室町？ 1 X 1問無 230 264 6.1 E 1が 30S 230 264 力形

建物 13614, lSL,ld 鎌倉 2 X l間無 256 426 10.9 N 15" E 256 213 方形

建物 13112N.O 鎌倉 3 X 1問無 368 804 29 6 N 6" 30-E 368 268 円形

建物 13812,13N,O 鎌倉 3 x l問 4面 634 1034 65.6 E 12・S 444 278 円形
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百間川米田遺跡3

検出 規模(cm) 床面積 柱 間 (cm) 柱穴
名称 時代 規格 庇数 棟方向 備 考

地区 梁問 桁行 (af) 梁 間 桁 行 形状

建物 13915N,O 鎌倉 2 X 1間無 400 468 18. 7 N 11・E 186,214 468 円形

建物 140150 鎌倉 1 X 1間無 202 206 4.2 E 10・S 202 206 円形

建物 141160 中世？ 1 X 1間無 294 330 9.7 N 20・30.E 294 330 円形

建物 14216M,N 中世？ 2 X 1問無 296 3?,8 9.7 E 14・S 296 164 円形

建物 14317.1811.N 中世？ ？ ？ (532 (356 (18. 9) E s・30-s 220,312 356 方形

建物 14417,18N,O 鎌倉 3 X 3間 東一面 650 816 53.0 N 1が 30.E 174,238 210,280,326 円形

建物 14517N 中世？ l X 1間無 259 291 7 5 E 12・1s・s 259 291 円形

建物 14617N.O 中世？ 2 X 1問無 320 368 11 8 N 13・E 320 174,184,194 円形

建物 14716,170 室町？ 3X2間無 “ 790 35.1 E 9'S 196,248 194,298 円形

建物 14817,180 鎌倉後半 2 X 1問無 380 528 20 l N 12" 30.E 190 528 円形

建物 14916, 17P 鎌倉 3 X 1間無 420 888 37 3 E a・3o・s 420 296 円形

建物 15017, 18P 鎌倉後半 2 X 2間 無 384 456 17 6 N ff E 192 228 円形

建物 15113P,Q 鎌倉 2 X 1間 無 410 536 22 0 E 5・30-S 410 220,316 円形

建物 15213P,Q 室町 3 X 1間 無 404 642 25.9 E 4・S 404 l⑱, 246 円形

建物 15314,ISP,Q 室町？ 3X2問 無 436 748 32 6 E T 30-S 218 234,280 円形 緑付

建物 15414, ISQ 鎌倉 3 X 1間 無 324 495 16 0 E 8°30-S 324 165 円形

建物 15514, 15Q 中世 3 X 1間 無 356 504 17 9 E s・30-S 356 168 円形

建物 15616P 鎌倉 2 X 1間 無 383 460 17.6 N ff 30-E 383 230 円形

建物 15715,l6P,Q 鎌倉 3X2間 南北二面 680 840 57 .1 E ff 3o・s 160,180 260,290 円形 内角91"30 

建物 15815, 16P ,Q 鎌倉 2 X 1問 無 332 514 17 .1 E 14°S 332 257 円形

建物 159lBP,Q 室町？ 2 X 1問 無 365 400 14.6 N 12°30-E 365 200 円形

建物 16016P,Q 鎌倉 2 X 1間 無 436 554 24.2 E 14" S 436 277 円形

建物 16117, 18rJ 鎌倉 l x l間 無 246 454 11.2 E 12" S 246 454 円形

建物 16217, 18Q 中世 1 X 1問 無 414 424 17.6 E s・3o・s 414 四 円形

建物 16318Q 中世 2 X 1間 無 286 412 11.8 E T S 286 206 円形

建物 16418, 19Q 鎌倉？ 2 X 1間無 330 出 14.6 E 13" S 330 222 円形

建物 16518T 中世 2 X 1間 無 432 508 21.9 E 3・S 432 234,274 円形

建物 16619S 中世 2 X 1間 北 1面 418 534 22.3 E 3" S 260 256,276 円形

建物 16719S 中世 1 X 1間 無 170 244 4.1 N 11" E 170 238.244 円形

建物 16820S 中世 1 X 1問 無 164 184 2.8 E 15" S 164 160,184 円形

建物 16920,21T 中世 3 X 1間 無 300 650 19 5 N 5・E 300 186,220,244 円形

建物 17019U 中世 l X 1間 無 246 246 6.0 N 7" E 246 246 円形

塀 101lOK,LllJ 室町 (4間） 1458 N 12・E 228,360,508 方形

塀 1021lJ 中世 1閻 366 E 6" S 366 円形

塀 10312N,O 鎌倉？ 2間 592 N 10・E 296 円形

塀 10415N 鎌倉 3間 644 E 10・30-S 192,260 円形

塀 105170 中世？ 2問 392 E 16. S 196 円形

塀 10617N,O 中世 3間 600 E 1-4'30-S 200 円形

塀 10717,180 鎌倉 2間 396 E 10'S 198 円形
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建物一院表

検出 規模(cm) 床面積 柱 間 (cm) 柱穴

名称 時代 規格 庇数 棟方向 備 考
地区 梁間 桁行 (nf) 梁 間 桁 行 形状

塀 10813, 14P 室町？ 3間 595 E 6'30-S 177,194.224 円形

塀 109150 鎌倉？ 2間 402 E 10・S 190,212 円形

塀, 110 16P 鎌倉 2間 396 E lが 3o・s 198 円形
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1. 百問川米田遺跡調査前遠景 （東から）

2. E~R調査区全景（南西から）



図版 2

1. F~J調査区全景（南西から）
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2 G~J調査区全景（西から）
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図版 4

1. 竪穴住居102(南から）

2. 竪穴住居103(北から）



図版 5

1 . 竪穴住居105(北西から）
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2. 建物142(北から）



図版 6
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1 井戸101 断面 （西から） 2. 井戸101 遺物出土状態 （東から）
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3. 井戸101 出土遺物（約1/4)



図版 7

1. 井戸102 断面（南東から）

2. 井戸102 完掘状態 （東から）



図版8
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2. 井戸103 遺物出土状態〔 1〕（南西から）



図版 9
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井戸103 遺物出土状態 〔2〕（南西から）
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2. 井戸103 遺物出土状態 〔3)(南西から）
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井戸103 出土遺物 (1〕（約1/4)
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井戸103 出土遺物〔 2)(約1/4, 約2/5)
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図版12
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井戸103 出土遺物 (3〕（約I/4, 約1/5)



図版13
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1 . 井戸104 断面（南西から）

2. 井戸105 断面（西から）
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2. 井戸105 出土遺物（約1/4)
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1 . 井戸106 断面（西から）
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2 井戸107 断面 （南西から）



図版17

1 . 井戸107 検出過程（南西から）
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2. 井戸107 底部出土蔓製品（西から）
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図版19

2. 井戸109 断面 （西から）
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1 . 井戸110 断面 （西から）

2. 井戸110 遺物出土状態 （西から）
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2. 井戸111 出土遺物 〔1)
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1 溝122(東から） 2 溝122(西から）

3 溝122 16R区貝塚および遺物検出状態 （東から）
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1 溝122 IBR区貝塚および遺物検出状態（西から）

. 
2. 溝122 20R区凹地内の呪符出土状態
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，． 溝122 椀出土状態
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2. 溝122 下駄出土状態



図版129

1218 1280 

1334 

1313 1315 

1342 1341 

溝122 賽 3層出土遺物
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溝122 下層出土遺物
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溝122 出土遺物
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1. 溝123(南から）

2 溝123 木製品出土状況
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溝123 出土遺物
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塁
I. 溝124(西から）

W90 WBS 

2. 溝124 出土遺物
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＇． 溝125 遺物出土状態 （北四から）

2. 溝125(北西から）
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2. 溝132.133.134(北から）
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1. 池101(北から）

2. 池101 茶椀出土状態 3. 池101 下駄出土状態
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百間）<I米田遺跡出土の人骨

I・左匹" 2 前頭骨 9 大関骨 ● 匿骨 5・大闘骨［未成人）
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百間川米田遺跡出土の魚類、爬虫類、鳥類および哺乳類

1 マダイ左前鯰董骨の内面および外面、 2 スッポン右上饒骨、,.ヽ スッポン胸甲の一鄭、 5 キジ村の一種
の鎮骨、 6 キジμの一種の騎骨近位半、 1 キジ科の一種の右上腕骨、9 キジHの一檀の左烏口骨 9 キシ
Hの一糧の右尺骨、10 キジHの一糧の右上大鯰骨、11 キジHの一種の右鰹●、11 キシ科の一種の左匿骨、"
ハシプトガラスの左賽lll+N中手骨、 " サキμの大型糧の左中足骨、" ネコ右上嗣骨（若年）、 16 オオカミ右
上顎犬饂
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5cm 
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百問JII米田遺跡出土のシカ

1 負坐鄭を含む角、,.同拡大図（切IIを示す）、 9 右前頭骨および角、 4 負、 5 同拡大図 （切IIを示
す）、 9 右大腿骨還位半. 1 左大腿骨
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ヽ百間JII米111遺跡出土のウシそれぞれの出土部位の位置を図のシャドウ部で示した （以下同じ）
1 左約頭骨および角坐鄭、,.右籟郎、3 左頬郎、,,左後頭鄭底面II、9・右復頭郷厩面II ● 右側頭骨下
嘱寓、1 左口董骨水平栖
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百間Jil米田遺跡出土のウシ
9 左下璽骨、,,左下響枝、3 左下＂角 、ヽ 右下顎角、9 讀帷
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百問川米田遺跡出土のウシ
1 左上院骨遠位骨幹鄭、,., 111)拡大図（切痕を示す）、 9 右中手骨、 5 右中手骨、 6 右寛骨、 7 同拡
大図（咬直を示す）
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2
 

百IIIIJII米田遺跡出土のウシ
1 左寛骨 （寛骨臼瓢に綱変がある）. 2 右大闊骨近位饂. 3・左大腿骨、 4 左農骨
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百閏JII米田遺跡出土のウシ
I 右踵骨、,.,,.,拡大図（咬痕●示す）、 ヽ．左踵骨、5 右距骨、6 左距骨、 9 右中足骨（蓉年）、•
左中足骨（苓年）、,.左中足骨、"・右中足骨還位半
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4 "Wtfr  5 

百間Ill米田遺跡出土のウマ

I 右下顎枝蘭縁、 2 右下顎体外面（第 1大臼鑽～第 3臼曹）、3・下噸骨正中部、● 右上Ill骨、5 右襖尺骨
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百間）II米田遺跡出土のウマ
9 右扇甲骨近位部背面、2 左中手骨、 9 右距骨、鼻 墓節骨、5 左中足骨前面、,,同拡大図（切慣を示
す）、 1 左中足骨後面、 9 同拡大Lll(鴫曾類の咬復と患われるもの）
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5cm 

百間川米田遺跡出土のイヌの頭董骨

1 上面11、2 左側面"、 ,.右鋼面u.• 底面観、5 遠霞薗の下顎右大"'
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，
 量＿
1
板目 '"

Ab , sp. No. 98 

木口'" 柾● ... 板目 '"

T.s・JO Sp. No. 8 

百間）,, 米田遺跡出土材同定 （昭和62年度）顕微観写真 (1)
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木口 .,, 征.... 極.... 
P・(subgen. n) sp. No, 36 

木口 '" 征.'" ...'" 
Sciadopitys verticiUata No. 1 31 

百間Ill米田遺跡出土材同定（昭和62年度）顕微錢写真〔2)
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木口'" 狂目 '" 板• 鼠"

C四p•-,er• o J"t No. 15 

木口 •32 柾目 ... 板目 ...

C応 C ., , Sp. No. 66 

百間川米田遺跡出土材同定（昭和62年度）顕微鏡写真 〔3)
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木口,,, 柾目...

Salix sp. No. 35 

木口 • 32 征目 ... 板.'"
'atuca巧1astn No. 106 

百間JII米田遺跡出土材同定（昭和62年度）顕微鏡写真〔4〕
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ヽ
＊口'" 証目 ,.. 飯●'"

Jug/ans ailant厄folia No. 2 

r
 

” ＊口'" 糧 0 • IO
板. "" 

9屁rcus(subgen. ) sp. No, 79 

百間）"米田遺跡出土材同定（昭和62年度）顕微鏡写真 〔5)



図版157

木口 •32 柾• 具" 板目 •IO

C,・ erena No. 4 

木 口 • 31 柾● '" 板目 '"

Castanopsss sp. No. 140 

百問JII米田遺跡出土材同定（昭和61年度）顕微鏡写真 (6)
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板.... 
i, lkova . , No. 94 

木口 •32 証.• 80 板.'"
sp. No. 73 

百問/II米田遺跡出土材同定（昭和62年度）顕微鏡写真 (7〕
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木口'" 証.... 板● '"

Aphananlhe 1ご No. 82 

木口 '" 征● ... 板.•80 

cf. ;p. - 69 

百間）II米田遺跡出土材同定（昭和62年度）顕微錢写真 (8)
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木a'" 板.'"
Cercidiphy Uun japonicun No. 3 

＊口 '" "" ..。 板● X●0 

/•/arm sp. No. 78 

百問Ill米田遺跡出土材同定（昭和62年度）顕徽鏡写真 [9]
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木口 '" 征● '" 板.... 
Cinnamomum camphora No. 83 

木口 .,, 碩●'" 板● '"

Ne sp. No. 148 

百間Ill米田遺跡出土材同定（昭和62年度）顕微鏡写真 (10〕
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木口'" 柾目 '" 板a•ID

乃m皿 USSp. No. 1 

木口`＇’ 柾目 '" 板● ... 

八{ No. S 

百r.，川米田遺跡出土材同定（昭和62年度）顕微鏡写真〔11)
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木口 '" 柾目 ...

cf. ・nm、 ・・ No. 27 

木口,,, 柾.... 板目...

E .eya 「 No. 28 

百間川米田遺跡出土材同定（昭和"年度）顕微錢写真〔12〕
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木口,,, 柾● '" 板目 '"

Diospyms sp. No. 32 

＊口'"

Gramineae (subfam. Bambusoideae) sp. No. 43 

百間）II米田遺跡出土材同定（昭和62年度）顕微鏡写真 (13〕
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E, .<lc.z・.. ● _...:,, No. 6 

スケール .AはIM, Bは,_,その他は・-・

百問JII米田遺跡出土種子同定（昭和62年度）写真
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(subgen. n) sp. No. 10 

No. 23 4, (subgen. 

, No. 3と

,i '心しa)

sp. No. 15 ,, Quヽ ussp. No. 31 6, , No. 13 

7, ~-8 8, 
No. 16 10, II. uri 

lo・,y・ax sp. No 21 

No 

如 9, u叫"turb. 、""
II rno•n roucroa No. 14 

スケール ,. ,. ,. "は,... 'は,_
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百間）II米田遺跡出土糧子同定 （昭和61年度）写真
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木口 •32 柾目 ''" 板目 •80

四碑 sp. No. 6 

木口'" 征目 '" 板目..。

cf. Cladrastis sp. No. 60 

百問JII米田遺跡出土材同定（昭和60年度）顕微鏡写真〔 1)
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木口 '" 柾.... 板.... 
C eyem japonica No. 61 

木口 • 31 伍● '" 板. •10 

E匹 yajaponica No. 26 

百間）II米田遺跡出土材同定（昭和60年度）顕嶺錢写真 (2)
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